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凡
例

一
、
本
書
は
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
、
内
務
省
衛
生
局
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
流
行
性
感
冒
』
を
翻
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
文
庫
に
収
録
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
し
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
漢
字
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
か
な
は
外
来
語
を
の
ぞ
い
て
か
た
か
な
を
ひ
ら
が
な

に
改
め
た
。
旧
か
な
づ
か
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
濁
点
で
読
ま
れ
る
べ
き
か
な
に
は
濁
点
を
付
し
、
段
落

末
尾
に
は
句
読
点
を
加
え
た
。
単
純
な
誤
植
は
改
め
た
。
統
計
表
の
加
減
法
の
単
純
な
誤
り
は
修
正
し
た
。

一
、
第
五
章
に
収
載
さ
れ
て
い
る
八
枚
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
元
本
で
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
あ
る
。
第
七
章
「
英
吉
利
及
北

米
合
衆
国
に
於
け
る
流
行
状
況
並
予
防
方
法
の
概
要
」
は
省
略
し
た
。
第
八
章
の
表
は
底
本
で
は
折
り
込
み
の
用

紙
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
本
文
庫
で
は
、
そ
の
う
ち
大
き
な
表
を
見
開
き
単
位
に
分
割
し
た
も
の
が
あ
る
。
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全
世
界
を
風
靡
し
た
る
流
行
性
感
冒
は
大
正
七
年
秋
季
以
来
本
邦
に
波
及
し
爾
来
大
正
十
年
の
春
季
に
亘
り
継
続
的

に
三
回
の
流
行
を
来
し
総
計
約
二
千
三
百
八
十
余
万
人
の
患
者
と
約
三
十
八
万
八
千
余
人
の
死
者
と
を
出
し
疫
学
上
稀

に
見
る
の
惨
状
を
呈
し
た
り
。

当
局
は
毎
次
の
流
行
に
対
し
常
に
学
術
上
の
知
見
と
防
疫
上
の
経
験
と
に
鑑
み
最
善
の
施
設
を
行
ひ
之
が
予
防
に
努

め
或
は
防
疫
官
を
海
外
に
派
遣
し
て
欧
米
に
於
け
る
本
病
予
防
上
に
関
す
る
施
設
の
実
況
を
視
察
せ
し
め
又
特
に
職
員

を
置
き
て
専
ら
予
防
方
法
の
調
査
に
従
事
せ
し
め
一
面
又
学
者
及
実
地
家
の
意
見
を
徴
す
る
等
本
病
予
防
上
苟
も
遺
漏

な
か
ら
ん
こ
と
を
期
し
た
り
。

惟
ふ
に
本
病
の
予
防
方
法
は
尚
今
後
に
於
け
る
学
術
的
研
究
に
待
つ
の
要
あ
る
べ
し
と
雖
今
次
流
行
の
際
に
於
け
る

施
設
は
又
以
て
今
後
の
参

資
料
と
為
す
に
足
る
も
の
あ
る
べ
き
を
信
ず
。

大
正
十
年
十
二
月

内
務
省
衛
生
局
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り
ゆ
う流
こ
う行
せ
い性
か
ん感
ぼ
う冒

ス
ペ
イ
ン
風
邪
」

大
流
行
の
記
録

内
務
省
衛
生
局
編





第
一
章

海
外
諸
国
に
於
け
る
既
往
の
流
行
概
況

流
行
性
感
冒
に
類
す
る
疾
患
の
発
生
に
就
き
て
は
西
紀
前
既
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
記
録
あ
り
、
爾
来
幾
多
の
記
載
あ

り
と
雖
も
明
に
本
病
た
る
こ
と
を
窺
ひ
得
る
も
の
は
一
一
七
三
年
欧
洲
に
於
け
る
流
行
を
以
て
始
と
す
、
其
の
以
後
の

流
行
に
関
し
て
はH

irsch
,
H
a
n
d
b
u
ch d
er H

isto
risch

g
eo
g
ra
p
h
isch
en P

a
th
o
lo
g
ie,
B
d
I

及
びM

B
eek

 
u
R
S
ch
eller,H

a
n
d
b
u
ch d
er P
a
th
o
g
en
en M

ik
ro
o
rg
a
n
ism
en
,W

K
o
lle u

A
v
o
n W
a
sserm

a
n
n

の
有

益
な
る
記
述
あ
り
。
此
等
を
参
照
し
て
其
時
期
並
に
地
理
的
関
係
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
し
。

西

暦

流

行

地

日

本

流

行

年

紀

一

三

六

五

｜

正
平
二
十
年

一

三

八

七

欧
洲

一

四

〇

三

欧
洲

一

四

〇

七

｜

応
永
十
四
年

一

四

一

一

欧
洲
（
仏
蘭
西
に
大
流
行
）

一

四

一

四

欧
洲

一

五

一

〇

マ
ル
タ
島
に
発
し
伊
太
利
、
西
班

、
仏
蘭
西
、
独
逸
、
英
国
、
匈

利
等
よ
り
南
よ
り
北
に
向
ひ
全
欧
洲
を
侵
す

第一章 海外諸国に於ける既往の流行概況11



一

五

五

六

｜

弘
治
二
年

一

五

五

七

シ
リ
ヤ
よ
り
起
り
八
月
九
月
仏
蘭
西
、
夏
伊
太
利
、
瑞
西
、
九
月
西

班

、
独
逸
、
十
月
和
蘭

一

五

八

〇

亜
細
亜
に
発
し
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
よ
り
全
欧
洲
、
次
で
亜
弗

利
加
、
亜
米
利
加
に
伝
は
る

一

五

九

一

独
逸

一

五

九

三

和
蘭
、
仏
蘭
西
、
伊
太
利

一

六

一

四

｜

慶
長
十
九
年

一
六
二
六
｜
二
七

伊
太
利
、
仏
蘭
西
、
北
米
、
南
米
、
西
印
度

一
六
四
二
｜
四
三

和
蘭

一

六

四

七

西
班

、
北
米

一

六

五

五

北
米

一

六

五

八

独
逸
、
英
国

一
六
七
五
｜
七
六

独
逸
、
墺
地
利
、
匈

利

一

六

八

八

英
国

一

六

九

三

英
国
、
仏
蘭
西
、
和
蘭

元
禄
六
年
全
国

一

七

〇

七

｜

宝
永
四
年
江
戸

一

七

〇

九

伊
太
利
、
仏
蘭
西
、
白
耳
義
、
独
逸
、
丁
抹

一

七

一

二

独
逸
、
丁
抹
、
伊
太
利

一

七

一

六

｜

享
保
元
年
江
戸

12



一

七

二

九

露
西
亜

一
七
二
九
｜
三
〇

露
西
亜
、
瑞
典
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
独
逸
、
墺
地
利
、
匈

利
、
英
国
、

瑞
西
、
伊
太
利
、
仏
蘭
西

享
保
十
五
年
全
国

一
七
三
二
｜
三
三

十
月
北
米
、
十
一
月
露
西
亜
、
十
二
月
瑞
西
、
蘇
格
蘭
、
一
月
英
蘭
、

二
月
伊
太
利
、
西
班

、
四
月
マ
ヨ
ル
カ
其
他
独
逸
、
仏
蘭
西

享
保
十
八
年
六
｜
七
月
全
国

一
七
三
七
｜
三
八

英
国
、
北
米
、
西
印
度
、
仏
蘭
西

一

七

四

二

独
逸

一
七
四
二
｜
四
三

バ
ル
チ
ッ
ク
地
方
よ
り
発
し
独
逸
、
瑞
西
、
伊
太
利
、
仏
蘭
西
、
和

蘭
、
英
国
、
後
流
行
一
七
四
五
年
ま
で

一

七

四

四

｜

延
享
元
年
全
国

一

七

四

七

｜

延
享
四
年

一

七

五

七

北
米
、
西
印
度
、
仏
蘭
西

一

七

五

八

仏
蘭
西
、
蘇
格
蘭

一

七

六

一

北
米
、
西
印
度

一

七

六

二

独
逸
、
匈

利
、
伊
太
利
、
仏
蘭
西
、
英
国

一

七

六

七

独
逸
、
仏
蘭
西
、
英
国
、
西
班

、
北
米

一

七

六

九

｜

明
和
六
年

一

七

七

二

北
米

一

七

七

五

独
逸

一
七
七
五
｜
七
六

冬
）
仏
蘭
西
、
英
国

安
永
五
年
（
お
駒
風
）

第一章 海外諸国に於ける既往の流行概況13



一
七
七
九
｜
八
〇

仏
蘭
西
、
独
逸

一

七

八

〇

ペ
ー
テ
ル
ス
ブ
ル
グ

安
永
九
年

一

七

八

一

春
）
北
米
、
支
那
（
？
）、
印
度
、
西
伯
利
亜
、
露
西
亜

天
明
元
年

一
七
八
一
｜
八
三

フ
イ
ン
ラ
ン
ド
、
独
逸
、
丁
抹
、
瑞
典
、
英
国
、
和
蘭
、
仏
蘭
西
、

伊
太
利
、
西
班

、
露
西
亜
、
前
印
度

一

七

八

四

｜

天
明
四
年
（
谷
風
）

一

七

八

八

露
西
亜
よ
り
独
逸
、
墺
地
利
、
匈

利
、
丁
抹
、
英
国
、
仏
蘭
西
、

西
班

、
伊
太
利

一

七

八

九

西
半
球

一

七

九

〇

北
米

一

七

九

五

｜

寛
政
七
年
（
御
猪
狩
風
）

一

七

九

八

北
米

一
七
九
九
｜
一
八
〇
〇

露
西
亜
、
丁
抹
、
独
逸
、
仏
蘭
西

一

八

〇

〇

｜

一

独
逸
其
他
前
流
行
を
反
復
す

一

八

〇

一

ブ
ラ
ジ
ル

一

八

〇

二

｜

三

仏
蘭
西
、
独
逸
、
英
国
、
瑞
西

享
和
三
年
（
ア
ン
ポ
ン
風
）

一

八

〇

五

｜

六

西
印
度
、
西
班

、
露
西
亜
、
独
逸
、
仏
蘭
西
、
英
国

一

八

〇

七

北
米

一

八

〇

七

｜

八

英
国

文
化
五
年
（
ネ
ン
コ
ロ
風
）

一

八

一

〇

独
逸
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一

八

一

一

ブ
ラ
ジ
ル
、
北
米

文
化
八
年

一

八

一

五

北
米

一

八

一

六

ブ
ラ
ジ
ル

一

八

二

一

｜

文
政
四
年
（
ダ
ン
ホ
ウ
風
）

一

八

二

三

西
半
球

一

八

二

四

｜

文
政
七
年

一

八

二

六

西
半
球

一

八

二

七

北
米
、
露
西
亜
、
西
伯
利
亜

文
政
十
年
（
津
軽
風
）

一
八
三
〇
｜
三
二

東
西
半
球

一

八

三

〇

支
那
（
一
八
二
九
｜
三
〇
）
に
始
り
印
度
群
島
に
入
り
一
八
三
〇
年

十
月
露
西
亜
に
及
ぶ

一

八

三

一

春
露
西
亜
よ
り
独
逸
、
墺
、
丁
抹
、
白
耳
義
、
仏
蘭
西
、
英
、
瑞
西
、

伊
太
利

天
保
二
年

⎩ ⎨ ⎧
一

八

三

二

次
で
西
班

、
北
米
、
前
印
度
、
前
亜
細
亜
、
北
亜
弗
利
加

天
保
三
年
（
琉
球
風
）

一

八

三

三

正
月
、
再
び
露
西
亜
よ
り
始
り
東
よ
り
西
に
向
ひ
前
流
行
を
繰
返
せ

り

一

八

三

四

独
逸
、
前
印
度

一

八

三

五

独
逸

一

八

三

六

英
国
、
丁
抹
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一
八
三
六
｜
三
七

濠
洲
、
南
亜
弗
利
加
、
爪
哇
、
後
印
度
よ
り
欧
洲
に
入
り
一
八
三
六

年
十
二
月
露
西
亜
よ
り
西
南
に
向
ひ
三
七
年
瑞
典
、
丁
抹
、
仏
蘭
西
、

英
国
、
和
蘭
、
白
耳
義
、
瑞
西
、
伊
太
利
、
西
班

、
葡
萄

に
至

る

一

八

三

七

墨
西
哥

一

八

三

八

ブ
ル
ボ
ン
島

一

八

三

九

ア
ビ
シ
ニ
ヱ
ン

一

八

四

一

独
逸

一

八

四

二

白
耳
義

一

八

四

三

英
国
、
露
西
亜
、
仏
蘭
西
、
北
米

一

八

四

四

独
逸
、
仏
蘭
西
、
露
西
亜

一

八

四

五

独
逸
、
瑞
西

一

八

四

六

英
国
、
丁
抹
、
白
耳
義

一
八
四
七
｜
四
八

露
西
亜
、
独
逸
、
土
耳
古
、
瑞
西
、
伊
太
利
、
仏
蘭
西
、
白
耳
義
、

西
班

、
丁
抹
、
北
亜
弗
利
加
、
西
印
度
、
後
流
行
一
八
五
〇
｜
五

一
、
一
八
五
五
、
一
八
五
七
｜
五
八
年

一

八

五

〇

東
半
球

嘉
永
三
年

一
八
五
二
｜
五
六

世
界
各
部

安
政
元
年

一
八
五
七
｜
五
八

東
西
半
球

安
政
四
年

一
八
六
〇
｜
六
四

世
界
各
地

万
延
元
年

一
八
六
六
｜
六
八

欧
洲
各
国

慶
応
三
年
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一
八
七
四
｜
七
五

地
方
的
小
流
行

一
八
八
九
｜
九
〇

世
界
各
地

明
治
二
二
｜
二
三
年

備

日
本
流
行
年
紀
は
後
章
日
本
流
行
記
事
と
対
照
の
為
め
記
す
。

以
上
の
諸
流
行
中
比
較
的
明
瞭
に
し
て
最
近
の
も
の
に
係
り
本
病
流
行
史
上
に
特
筆
す
べ
き
一
八
八
九
｜
一
八
九
〇

年
（
明
治
二
十
二
年
｜
二
十
三
年
）
に
於
け
る
世
界
的
大
流
行
に
就
て
彼
得
堡
医
事
新
聞
並
にH

a
n
d
b
u
ch
 
d
er

 
P
a
th
o
g
en
en M

ik
ro
o
rg
a
n
ism
en
,
W
K
o
lle u

A
v
o
n W

a
sserm

a
n
n

の
記
述
を
参
照
す
れ
ば
一
八
八
九
年
二

月
（
又
は
十
月
と
も
云
ふ
）
西
伯
利
亜
地
方
（
主
と
し
て
バ
ッ
カ
ラ
）
十
月
初
旬
サ
ン
ジ
ヤ
ヴ
、
高
加
索
に
、
同
中
旬

に
は
ト
ム
ス
ク
、
彼
得
堡
、
ブ
ス
コ
フ
、
セ
バ
ス
ト
ポ
リ
ー
、
カ
ー
ル
ガ
等
に
流
行
し
、
彼
得
堡
に
於
て
は
十
一
月
ま

で
三
週
間
に
住
民
を
侵
す
こ
と
凡
そ
三
分
の
一
に
し
て
貴
賤
貧
富
を
論
ぜ
ず
且
つ
摂
生
に
注
意
す
る
と
否
と
を
問
は
ず

之
に
罹
り
、
学
校
の
如
き
は
教
員
生
徒
等
四
分
の
一
乃
至
半
数
に
減
じ
た
れ
ば
閉
校
す
る
も
の
甚
だ
多
し
。
同
月
中
旬

に
は
ク
ラ
カ
ウ
、
ロ
ッ
ツ
、
ワ
ル
シ
ヨ
ウ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ブ
レ
ス
ロ
ウ
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
を
、
下
旬
よ
り
十
二
月
上
旬

に
は
巴
里
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ウ
ヰ
ー
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
其
他
瑞
西
の
都
市

に
及
べ
り
、
而
し
て
露
西
亜
に
於
け
る
も
の
は
十
二
月
初
旬
に
至
り
流
行
の
勢
稍
衰
退
し
た
り
し
も
、
其
の
病
性
は
却

つ
て
悪
化
し
「
カ
タ
ー
ル
」
性
肺
炎
、「
コ
ロ
ッ
プ
」
性
肺
炎
等
を
併
発
す
る
者
の
著
し
き
増
加
を
見
た
り
。

十
二
月
中
旬
に
は
、
倫
敦
よ
り
全
英
蘭
、
蘇
格
蘭
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
、
十
二
月
下
旬
に
は
伊
太
利
、
葡
萄

、
ベ
ー

メ
ン
、
愛
蘭
、
ア
デ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
に
及
び
、
他
方
十
二
月
中
旬
に
は
遠
く
ニ
ユ
ー
ヨ
ル
ク
を
襲
ひ
続

い
て
北
米
全
土
を
席
捲
し
た
り
。
翌
一
八
九
〇
年
一
月
に
至
り
、
埃
及
、
ア
ル
ジ
ー
ル
、
カ
プ
ス
タ
ッ
ト
に
伝
播
し
た

第一章 海外諸国に於ける既往の流行概況17



る
は
倫
敦
よ
り
来
れ
る
船
舶
に
て
輸
入
し
た
る
も
の
な
り
と
云
へ
り
、
次
で
同
月
中
旬
、
下
旬
に
は
波
斯
、
香
港
に
二

｜
三
月
に
は
遂
に
南
米
、
印
度
、
日
本
に
襲
来
し
全
世
界
殆
ん
ど
其
惨
害
を
蒙
ら
ざ
る
所
な
き
に
至
れ
り
特
に
一
｜
二

｜
三
月
に
至
り
て
其
の
侵
入
を
受
け
た
る
波
斯
、
印
度
、
亜
弗
利
加
に
於
け
る
も
の
は
其
の
病
勢
最
も
猛
烈
に
し
て
土

人
の
肺
炎
合
併
症
に
て
倒
れ
た
る
者
非
常
に
多
か
り
し
事
実
は
注
意
を
要
す
る
所
な
り
、
濠
洲
は
夏
期
に
至
り
始
め
て

流
行
を
見
た
り
と
云
ふ
。

M
.G
a
tica
,
G
rip
p
e y su

s C
o
m
p
lica
tio
n
es

興
味
あ
る
記
事
あ
る
を
以
て
附
記
す
。

一
四
〇
三
年

多
く
の
人
は
此
病
の
た
め
に
飲
食
、
休
息
等
の
慾
望
を
失
へ
り
。

一
四
一
一

巴
里
に
一
種
の
流
行
性
咳
嗽
発
生
し
患
者
の
戴
け
るC

o
q
u
elu
ch
o
n

（
帽
子
）
に
因
みC

o
q
u
elu
ch
e

と
称

へ
た
り
老
人
は
此
病
の
た
め
に
死
亡
し
弁
護
士
牧
師
は
声
を
嗄
し
て
啞
者
と
な
れ
り
。

一
四
二
〇

多
数
の
患
者
は
高
熱
の
た
め
食
物
に
苦
味
を
覚
へ
且
つ
嘔
吐
を
催
せ
り
、
尚
身
体
の
動
揺
、
四
肢
の
疲
労
、
烈

し
き
咳
嗽
起
り
経
過
は
三
週
位
に
し
て
中
に
は
死
亡
す
る
も
の
あ
り
恢
復
期
に
は
種
々
の
出
血
を
見
た
り
。

一
四
二
七

一
種
の
腐
敗
せ
る
空
気
の
た
めL

a
d
en
d
o

と
称
す
る
疾
病
発
生
し
悪
寒
、
咳
嗽
を
起
し
説
教
の
如
き
は
咳
の

喧
し
さ
に
聴
き
取
れ
ざ
る
程
な
り
。

一
五
一
〇

仏
蘭
西
、
伊
太
利
、
西
班

に
殆
ど
、
惑
星
的
の
「
カ
タ
ル
」
流
行
し
窒
息
的
「
カ
タ
ル
」C

o
q
u
elu
ch
e,

C
efa
la
lg
ia

（
頭
痛
）
又
は
流
行
性
「
カ
タ
ル
」、
流
行
性
咳
嗽
と
云
ひ
舌
下
腺
の
腫
脹
現
は
る
ゝ
時
は
死
亡

す
と
云
へ
り
。

一
五
五
七

殆
ど
全
人
口
罹
患
せ
る
「
カ
タ
ル
」
あ
り
頭
痛
、
鼻
涕
、
十
五
時
間
以
上
継
続
す
る
熱
あ
る
も
特
に
治
療
を
加

へ
ず
し
て
治
癒
す
（P

a
sq
u
ier

）
当
時
の
主
症
状
を
重
苦
し
き
頭
痛
、
呼
吸
困
難
、
嗄
声
、
発
熱
、
強
度
の

咳
嗽
其
後
数
日
に
は
粘
稠
性
咯
痰
あ
り
経
過
中
倦
怠
、
元
気
銷
沈
、
食
慾
減
退
、
疲
労
、
不
安
、
沈
鬱
、
不
眠
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時
に
下
痢
多
量
の
発
汗
あ
り
恢
復
期
に
は
胃
の
衰
弱
、
憂
鬱
病
の
徴
候
を
残
す
。

一
五
八
〇

全
欧
洲
の
み
な
ら
ず
亜
細
亜
、
亜
弗
利
加
に
猖
獗
を
極
め
し
疾
病
に
関
し
発
熱
、
頭
痛
、
食
慾
消
失
、
慾
情
不

発
、
胸
腔
浸
出
液
、
強
度
の
倦
怠
を
主
徴
と
し
患
者
の
数
は
非
常
に
多
く
殆
ど
免
れ
た
る
者
稀
な
り
尚
舌
下
腺

の
腫
脹
、
聴
器
の
化
膿
す
る
こ
と
あ
り
。

一
六
二
七

N
a
p
les

に
於
て
一
種
の
「
カ
タ
ル
」
勃
発
し
全
伊
太
利
に
拡
れ
り
粘
膜
「
カ
タ
ル
」
咳
嗽
、
嗄
声
、

桃
腺

炎
を
特
徴
と
せ
り
。

｜

倫
敦
に
流
行
せ
る
は
明
に
「
グ
リ
ッ
ペ
ー
」
な
り
鼻
「
カ
タ
ル
」
咳
嗽
、

桃
腺
炎
、
倦
怠
、
喪
気
、
重
苦
し

き
頭
痛
等
を
主
徴
と
し
、
一
週
間
に
千
人
許
の
患
者
を
生
じ
多
数
の
老
人
虚
弱
者
は
死
亡
せ
り
此
病
気
の
原
因

を
一
六
五
七
年
の
過
度
の
暑
熱
と
冬
季
の
寒
冷
に
帰
せ
り
。

一
六
六
三

V
en
ecia

に
一
種
の
「
カ
タ
ル
」
現
は
れ
一
週
間
に
六
万
人
を
襲
へ
り
、
ア
ド
リ
ヤ
チ
ッ
ク
海
に
起
れ
る
濃

厚
な
る
濛
気
の
た
め
な
り
と
云
へ
り
。

一
六
六
九

夏
濛
気
に
鎖
さ
れ
大
気
の
変
化
定
り
な
き
春
を
過
ぎ
た
れ
ば
独
逸
、
和
蘭
、
丁
抹
に
「
カ
タ
ル
」
性
疾
病
現
れ

咳
嗽
、
鼻
「
カ
タ
ル
」、
頭
痛
、
脊
痛
、
四
肢
痛
、
発
熱
を
主
徴
と
せ
り
。

一
六
七
五

独
逸
、
英
国
に
「
グ
リ
ッ
ペ
ー
」
様
流
行
病
あ
りS

y
d
en
h
a
m

は
倫
敦
に
て

E
ltm
u
ller

は
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ

に
て
同
様
に
頭
痛
を
以
て
始
り
屢
々
肺
炎
を
発
し
恐
る
べ
き
出
血
を
見
る
こ
と
を
記
せ
り
。

一
六
九
三

英
国
、
仏
蘭
西
、
和
蘭
等
に
流
行
せ
る
「
グ
リ
ッ
ペ
ー
」
は
二
｜
三
日
の
後
多
量
の
発
汗
と
共
に
治
癒
せ
る
こ

と
を
記
せ
り
（S

en
n
ert

）。

一
六
九
五

巴
里
に
流
行
せ
る
流
行
性
「
カ
タ
ル
」
は
強
猛
に
し
て
頑
固
な
る
咳
嗽
に
基
づ
き

Q
u
in
te

（
出
来
心
の
意
）

と
称
へ
ら
れ
た
り
羅
馬
に
も
発
生
し
多
数
の
小
児
を
倒
し
た
り
。

一
六
九
九

ブ
レ
ス
ロ
ウ
に
「
カ
タ
ル
」
性
病
の
流
行
あ
り
其
症
状
は
発
熱
、
倦
怠
、
頭
痛
、
不
眠
、
精
神
錯
乱
、

桃
腺
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炎
に
し
て

口
瘡
の
発
生
を
も
見
た
り
。

一
七
〇
二

羅
馬
に
於
て
頭
痛
、
卒
中
、
即
死
を
伴
へ
る
一
種
の
「
カ
タ
ル
」
性
流
行
病
を
認
め
た
り
（B

a
g
liv
i

）。

一
七
〇
九

仏
蘭
西
、
伊
太
利
に
流
行
せ
る
「
グ
リ
ッ
ペ
ー
」
の
徴
候
と
し
て

麻
質
斯
的

痛
、

桃
腺
炎
、
咯
血
を
挙

げ
た
る
も
死
亡
せ
る
も
の
は
稀
な
り
。

一
七
二
九

カ
タ
ル
」
性
疾
患
現
は
れ
独
逸
、
瑞
西
、
和
蘭
、
英
国
、
仏
蘭
西
、
伊
太
利
、
西
班

に
拡
り
新
大
陸
に
及

べ
り
、
四
年
間
連
続
し
病
勢
猛
烈
な
り
き
、
頭
痛
、
胸
部
の
炎
症
、
耳
炎
、
発
汗
、

血
、
多
量
の
咯
痰
、
窒

息
的
「
カ
タ
ル
」
肺
炎
、
肺
膿

等
極
め
て
雑
多
の
症
状
あ
り
。
蘇
格
蘭
に
於
け
る
も
の
は
神
経
型
、
呼
吸
器

型
、
消
化
器
型
の
三
型
あ
り
屢
々
併
発
症
を
起
し
老
人
、
虚
弱
者
を
倒
し
た
り
、
重
症
は
精
神
錯
乱
、
関
節
痛
、

下
痢
を
発
し
稀
に
は
紫
色
の
発
疹
、
眼
炎
、

桃
腺
、
鼠

腺
の
腫
脹
あ
り
、
本
流
行
に
先
つ
こ
と
二
箇
月
ヱ

ヂ
ン
バ
ラ
附
近
の
馬
匹
は
悉
く
咳
嗽
、
鼻
「
カ
タ
ル
」
に
侵
さ
れ
た
り
と
云
ふ

H
u
x
h
a
m

は
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」（
彼
が
最
初
に
此
語
を
用
ひ
た
り
）
が
肺
炎
に
変
ず
る
こ
と
を
警
告
せ
り
。

一
七
三
二

此
流
行
に
は
歯
齦
炎
、
耳
下
腺
炎
、
睾
丸
炎
を
伴
へ
る
も
の
あ
り
肺
癆
者
、
老
人
、
虚
弱
者
、
幼
者
の
致
命
的

流
行
な
り
き
。

一
七
三
七

英
国
、
独
逸
に
流
行
し
腰
部

痛
、
腹
部
痛
、
高
熱
、
突
発
的
肺
炎
時
に
顔
面
の
腫
脹
、

桃
腺
、
舌
下
腺
、

顎
下
腺
の
炎
症
、
口
鼻
の
粘
液
流
出
、
精
神
錯
乱
、
移
行
性

麻
質
斯
、
坐
骨
神
経
痛
、
下
痢
を
起
す
こ
と
あ

り
治
癒
後
に
も
精
神
沈
衰
、
黄
疸
、
肺
結
核
、
関
節
痛
、
頑
固
な
る
慢
性

麻
質
斯
に
侵
さ
る
ゝ
こ
と
あ
り
、

亦
同
年
春
、
旱
魃
に
次
ぎ
洪
水
あ
り
し
後
サ
ク
ソ
ニ
ー
に
流
行
し
た
り
此
際
は
不
思
議
に
老
人
は
免
れ
た
り
。

一
七
四
二

全
欧
洲
に
蔓
延
し
仏
蘭
西
に
て
始
め
てG

rip
p
e

な
る
名
称
を
与
へ
ら
れ
た
り
、
サ
ク
ソ
ニ
ー
に
て
は
肋
膜
炎
、

肺
炎
、

桃
腺
炎
を
併
発
せ
る
も
の
多
く
、
倫
敦
に
て
は
一
週
間
に
千
人
以
上
の
死
者
を
出
し
、
巴
里
に
て
は

一
日
に
四
十
人
以
上
を
斃
し
た
り
、
本
病
発
生
前
数
箇
月
に
馬
匹
の
間
に
一
種
の
咳
嗽
を
伴
ふ
流
行
病
あ
り
て
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殆
ど
其
全
部
罹
患
し
た
り
。

一
七
六
七

西
班

及
欧
洲
の
一
部
に
悪
性
な
ら
ざ
る
「
グ
リ
ッ
ペ
ー
」
の
流
行
あ
り
西
班

の

V
illa
lb
a

は
規
那
を
其

特
効
剤
と
せ
り
。

一
七
七
五

欧
洲
に
蔓
延
し
人
類
の
み
な
ら
ず
馬
及
犬
を
も
襲
へ
り
、
独
逸
に
て
主
と
し
て
消
化
器
型
を
取
り
た
り
、
英
国

に
て
は
病
勢
の
進
む
に
従
ひ
間
歇
熱
様
性
質
を
帯
び
而
も
規
那
剤
を
試
む
る
も
其
効
を
奏
せ
ず
、
仏
蘭
西
に
て

は
始
め
よ
り
神
経
型
又
は
脳
型
を
取
り
肋
膜
、
肺
臓
、
肝
臓
、
脾
、
腎
臓
を
侵
し
脳
膜
炎
、
肋
膜
炎
の
併
発
は

特
に
多
か
り
き
。

一
七
八
二

本
流
行
は
従
来
の
流
行
中
最
大
な
る
も
の
な
り
、
露
西
亜
に
於
て
一
月
上
旬
急
激
な
る
変
化
あ
り
て
後
間
も
な

く
四
万
人
の
患
者
を
出
し
た
り
、
本
流
行
は
亜
米
利
加
よ
り
露
西
亜
に
入
り
、
独
逸
、
和
蘭
、
仏
蘭
西
を
侵
し

更
に
欧
洲
以
外
各
地
に
蔓
延
せ
る
な
ら
ん
と
云
へ
り
、
当
時
の
主
徴
は
胸
及
脳
の
変
化
に
よ
る
も
の
に
て
胸
骨
、

肩
胛
間
部
の

痛
、
精
神
の
沈
衰
な
り
、
倫
敦
、
ゼ
ノ
ア
に
於
け
る
も
の
は
発
汗
の
傾
向
甚
し
く
英
国
医
師
は

之
を
発
汗
症
と
称
へ
た
り
而
し
て
英
国
に
て
は
其
の
人
口
五
分
の
四
を
襲
へ
り
。

一
八
〇
〇

D
essesa

rt

は
巴
里
に
て
脳
、
咽
喉
、
胸
部
、
内
臓
等
に
就
き
特
に
本
病
の
研
究
を
な
せ
り
里
昂
に
て
は
本
病

重
症
患
者
は
多
量
の
悪
臭
発
汗
、
発
熱
咳
嗽
あ
りG

ilib
ert

は
腸
「
チ
フ
ス
」
に
類
似
せ
り
と
云
へ
り
。

一
八
〇
三

露
西
亜
、
仏
蘭
西
、
伊
太
利
に
発
し
主
と
し
て
貧
民
階
級
を
襲
ひ
、
脳
の
変
化
、

桃
腺
炎
、
眼
炎
、
耳
炎
、

耳
下
腺
炎
、
時
に
胸
腔
の
炎
症
を
起
せ
り
、
此
の
流
行
に
免
れ
た
る
も
の
殆
ど
稀
に
し
て
多
く
の
重
症
者
を
出

せ
り
、
其
襲
来
争
激
に
し
て
数
日
を
出
で
ず
し
て
全
人
口
に
及
び
卒
中
、
急
死
、

胎
、
伝
染
性

麻
質
斯
の

発
生
を
見
、
巴
里
に
て
は
眼
炎
、
膀
胱
炎
、
子
宮
炎
を
も
起
せ
り
又
腸
「
チ
フ
ス
」
状
態
、
運
動
失
調
を
現
は

し
興
奮
剤
、
強
壮
剤
、
鎮
痙
剤
も
容
易
に
其
の
効
な
か
り
き
。

一
八
三
七

当
時
著
名
の
学
者D

u
b
lin
,G
ra
v
es,F

u
ster

は
本
流
行
に
就
き
研
究
を
な
せ
り
、
倫
敦
に
て
は
殆
ど
全
人
口
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を
之
に
侵
さ
れ
死
者
の
多
数
は
窒
息
的
「
カ
タ
ル
」
に
原
因
すG

ra
v
es

は
「
本
病
は
気
候
、
位
置
に
関
係
な

く
短
時
日
間
に
地
球
上
到
る
処
に
蔓
延
す
る

イ
ン
フ
ル
ー
エ
ン
ザ

に
し
て
之
を
殆
ん
ど
毎
年
発
生
す
る

カ
タ
ル

性
疾
患
と
混
合
す
べ
か
ら
ず
」
と
又
「
既
に
他
の
急
性
疾
患
に
罹
り
居
る
者
は
本
病
に
侵
さ
る
ゝ

こ
と
殆
ん
ど
な
く
然
れ
ど
も
恢
復
期
に
は
其
免
疫
性
を
失
ふ
」
と
云
へ
り
、
病
理
解
剖
上
の
変
化
に
就
き

G
ra
v
es

及
びG

ren
n
e

は
気
管
支
粘
膜
の
暗
黒
色
変
化
、
肺
組
織
浮
腫
並
に
紫
色
変
化
等
を
附
記
せ
り
。

G
u
ster

は
一
八
三
七
年
二
月
二
十
四
日
の
「
タ
イ
ム
ス
」
紙
上
に
倫
敦
に
於
て
は
其
発
生
以
来
一
日
千
人
以

上
の
死
者
あ
り
し
こ
と
を
述
べ
た
り
、
其
の
徴
候
と
し
て
運
動
失
調
、
気
力
銷
沈
、
腸
「
チ
フ
ス
」
様
障
害
、

猖
紅
熱
様
発
疹
、
粟
粒
疹
、

麻
疹
、
神
経
痛
、
精
神
錯
乱
、

搦
、
破
傷
風
様
硬
直
、
脳
膜
炎
、
卒
中
、
仮

死
、
発
狂
、
眼
炎
、
膀
胱
炎
、
耳
炎
、
毛
細
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
肋
膜
炎
あ
り

G
en
o
v
a

に
は
「
コ
レ
ラ
」

に
似
た
る
腸
「
カ
タ
ル
」
患
者
多
数
を
出
せ
り
氏
は
之
を
「
グ
リ
ッ
ペ
ー
」
の
腸
型
と
看
做
せ
り
。

一
八
八
六

M
en
etrier

は
其
の
学
位
論
文
に
於
て
、
肺
炎
に
二
種
あ
り
一
つ
は
「
グ
リ
ッ
ペ
ー
」
に
よ
る
も
の
他
は
以
外

の
流
行
病
に
よ
る
も
の
に
し
て
共
にT

a
lm
o
u
-F
ra
eu
k
el N

eu
m
o
co
co

に
因
る
も
の
な
ら
ん
と
云
ひ
、
其

の
病
理
的
所
見
に
於
て
は
化
膿
的
併
発
症
を
見
る
こ
と
多
く
化
膿
軟
化
の
中
心
を
有
す
る
肺
の
肝
状
変
性
（
赤

色
及
灰
色
）
及
腎
臓
に
於
け
る
同
様
の
膿

、
肩
胛
骨
の
化
膿
性
関
節
炎
及
び
時
に
脳
表
面
に
繊
維
性
化
膿
性

滲
出
液
を
見
る
こ
と
あ
り
、
且
つ
此
等
悪
性
肺
炎
に
し
て
肋
膜
炎
、
心
囊
炎
、
心
臓
内
膜
炎
等
の
合
併
症
を
伴

ふ
も
の
は
四
十
八
時
間
位
に
て
死
の
転
帰
を
取
り
、
又
他
の
場
合
に
はE

strep
to
co
co P

io
g
en
o

は
少
数
の

N
eu
m
o
co
co

及
びE

sta
fi
lo
co
co

と
混
合
伝
染
を
起
す
こ
と
を
記
せ
り
。

｜

本
流
行
は
特
に
注
意
を
払
ふ
要
あ
り
、
即
ち
其
の
病
勢
猛
烈
に
し
て
且
流
行
範
囲
の
最
も
大
な
り
し
と
諸
方
面

の
医
学
の
進
歩
し
居
た
る
が
た
め
に
最
も
よ
く
研
究
せ
ら
れ
た
れ
ば
な
り
。
本
流
行
に
関
し
て
は

C
h
.
B
o
n
-

ch
a
rd

の
「
一
八
八
九
年
仏
国
に
於
け
る
伝
染
病
の
一
般
的
研
究

Ⅰ
」T

eisser

の
「
一
八
八
九
｜
一
八
九
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〇
年
露
国
に
於
け
る

イ
ン
フ
ル
ー
エ
ン
ザ

」
及
び

P
ro
u
st

の
重
要
な
る
記
載
あ
り
、
本
流
行
は
主
と
し

て
呼
吸
器
型
に
し
て
其
伝
播
は
従
来
の
如
く
北
よ
り
南
に
東
よ
り
西
に
向
へ
り
、
其
の
発
源
地
に
就
き
て
は
シ

ベ
リ
ヤ
又
は
波
斯
或
は
土
耳
古
な
り
と
云
ひ
其
説
一
定
せ
ざ
る
も
少
く
と
も
露
西
亜
が
発
生
の
中
心
な
り
し
は

疑
な
き
が
如
し
。

T
eisser

に
よ
れ
ば
始
め
露
西
亜
に
勃
発
し
鉄
道
幹
線
に
連
絡
せ
る
大
都
市
ク
ラ
コ
ビ
ヤ
、
ウ
ヰ
ー
ン
、
ベ
ル

リ
ン
、
巴
里
、
マ
ド
リ
ッ
ド
を
襲
ひ
更
に
第
二
流
の
都
市
に
移
り
遂
に
各
地
方
に
蔓
延
せ
る
こ
と
を
報
じ
、
本

病
は
旅
行
者
に
よ
り
伝
播
せ
る
こ
と
を
記
せ
り
。

ヘ
ブ
リ
ダ
ー
群
島
中
の
一
小
島
に
住
め
る
八
十
人
許
り
の
島
民
は
一
船
舶
の
到
着
と
共
に
「
イ
ン
フ
ル
ー
エ
ン

ザ
」
様
疾
患
に
罹
り
し
を
以
て
之
を
「
外
国
人
カ
タ
ル
」
と
云
へ
り
。

p
ro
f.P
ro
u
st

は
従
来
の
文
献
に
徴
し
本
流
行
は
以
前
に
於
け
る
も
の
と
同
性
質
を
呈
せ
る
こ
と
を
記
せ
り

（A
ca
d
.
d
e M
ed
icin
e,
a
v
ril 1900

1902

）。

著
者
並
に
露
のT

eisser

仏
のR

o
u
x

及P
a
rso
n

等
は
本
病
は
亜
細
亜
よ
り
露
西
亜
に
入
り
次
で
独
逸
、
仏

蘭
西
更
に
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ヤ
の
諸
国
に
伝
播
し
、
他
方
英
国
を
襲
ひ
地
中
海
沿
岸
に
て
西
班

、
伊
太
利
を
侵

し
、
遂
に
亜
弗
利
加
亜
米
利
加
に
渡
る
を
例
と
す
と
云
へ
り
。
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第
二
章

我
邦
に
於
け
る
既
往
の
流
行
概
況

本
邦
に
於
て
古
く
本
病
の
流
行
し
た
る
こ
と
あ
り
や
否
や
に
関
し
て
は
確
実
な
る
記
録
の
徴
す
べ
き
も
の
な
し
と
雖

も
恐
く
は
之
あ
り
し
な
ら
ん
、
蓋
し
本
病
の
一
度
流
行
す
る
や
老
幼
、
貴
賤
の
別
な
く
之
を
侵
し
、
土
地
の
遠
近
を
問

は
ず
迅
速
に
蔓
延
し
て
種
々
の
社
会
的
事
情
を
生
ず
る
を
以
て
専
門
的
記
述
に
非
る
も
比
較
的
当
時
の
病
性
、
流
行
状

況
等
を
偲
ば
し
む
る
に
足
る
べ
き
記
録
の
存
せ
る
も
の
あ
り
、
即
ち
貞
観
四
年

紀
元
千
五
百
二
十
二
年

西
暦
八
百
六
十
二
年

以
来
我
国
史
中
咳

逆
、
咳
病
、
咳
疫
、
風
邪
、
風
咳
等
各
地
に
流
行
し
た
る
こ
と
数
次
に
し
て
止
ら
ず
、
此
等
は
皆
現
今
の
流
行
性
感
冒

な
り
と
断
ず
る
能
は
ざ
る
も
流
行
の
状
況
よ
り
推
想
す
れ
ば
其
大
部
分
は
恐
ら
く
は
本
病
に
非
る
な
き
や
の
疑
あ
り
、

即
ち
三
代
実
録
に
記
載
せ
る
貞
観
年
間
に
於
け
る
前
後
四
回
の
咳
逆
の
流
行
に
多
数
の
死
者
を
出
し
た
る
を
始
め
と
し

各
年
代
に
亘
り
て
多
く
は
秋
冬
の
季
に
於
て
頭
痛
、
悪
寒
、
高
熱
時
に

血
、

語
等
を
交
ゆ
る
病
状
を
以
て
或
は
数

国
に
跨
り
或
は
東
海
道
を
風
靡
し
て
京
畿
に
及
び
而
も
多
く
は
海
内
諸
国
に
流
行
し
た
る
状
勢
に
恰
も
之
を
今
回
の
流

行
に
見
る
が
如
き
感
あ
り
、
特
に
興
味
あ
る
は
享
保
十
五
年
及
び
享
和
二
年
の
流
行
の
長
崎
よ
り
発
し
後
者
の
和
蘭
人

よ
り
伝
播
せ
ら
れ
た
り
と
記
さ
れ
た
る
又
天
保
三
年
の
流
行
の
因
を
琉
球
人
に
嫁
し
た
る
、
安
政
元
年
の
流
行
を
「
ア

メ
リ
カ
風
」
と
な
し
た
る
等
何
れ
も
世
界
的
流
行
の
余
波
の
如
く
喧
伝
せ
ら
れ
、
而
も
西
欧
の
記
録
に
依
る
彼
地
の
広

汎
的
流
行
に
一
致
す
る
こ
と
な
り
。
国
内
の
初
発
は
多
く
は
西
国
京
畿
地
方
に
あ
り
漸
次
海
内
各
地
を
風
靡
し
時
に
佐

渡
等
の
島
国
迄
蔓
延
せ
ら
れ
た
る
等
あ
り
、
而
し
て
此
等
記
述
は
時
代
の
異
な
る
に
従
ひ
種
々
の
病
名
を
附
し
之
が
症
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状
の
記
載
亦
区
々
な
る
も
而
も
何
れ
も
現
今
の
流
行
性
感
冒
の
症
状
に
近
似
せ
ざ
る
も
の
な
く
且
つ
其
の
流
行
の
一
過

性
に
し
て
其
の
範
囲
の
広
汎
な
る
、
又
流
行
の
勢
猛
烈
に
し
て
一
度
流
行
す
る
や
老
幼
貴
賤
の
別
な
く
之
に
侵
襲
せ
ら

れ
た
る
等
の
状
況
を
綜
合
す
れ
ば
該
流
行
の
大
部
分
は
恐
く
は
現
今
の
流
行
性
感
冒
と
同
一
な
り
し
な
ら
ん
富
士
川
博

士
著
日
本
疾
病
史
は
此
等
の
状
勢
を
繹
す
る
に
最
も
有
益
な
る
資
料
な
る
を
以
て
左
に
其
の
摘
要
を
記
す
。

貞
観
四
年
（
西
暦
八
六
二
年

一
月
。
自

去
冬
末

京
城
及
畿
内
外
多
患

咳
逆

死
者
甚
衆
（
三
代
実
録
）。

貞
観
五
年
（
八
六
三
年

正
月
自

去
年
冬
末

至

于
是
月

京
城
及
畿
内
畿
外
多
患

咳
逆

死
者
衆

（
三
代
実
録
）。

貞
観
七
年
（
八
六
五
年

去
年
、
天
下
患

咳
逆
病

今
年
内
外
疫
気
有

萌
、
云
云
（
三
代
実
録
）。

貞
観
十
四
年
（
八
七
二
年

正
月
二
十
日
辛
卯
、
是
日
、
京
邑
咳
逆
病
発
、
死
亡
者
衆
、
人
間
言
、
渤
海
客
来
黒
土
毒
気
之

令

然
焉
（
三
代
実
録
）。

延
喜
二
十
年
（
九
二
〇
年

七
月
、
今
年
春
夏
間
、
咳
病
、
風
水
、
仍
無

相
撲
節

（
日
本
紀
略
）。

延
長
元
年
（
九
二
三
年

正
月
、
壬
寅
、
請

名
僧
十
口
於
紫
宸
殿

限

三
箇
日

臨
時
読
経
、
為

攘

咳
病

也
（
扶
桑
略

記
）。

正
暦
四
年
（
九
九
三
年

六
月
、
今
月
人
民
悉
咳
疫
、
五
六
月
間
、
有

咳
逆
疫

（
日
本
紀
略
）。

寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
年

今
の
帝
、
東
宮
さ
し
つ
づ
き
う
ま
れ
さ
せ
給
へ
り
し
か
ば
、
云
云
寛
弘
七
年
正
月
二
十
九
日
う

せ
さ
せ
給
へ
に
し
ぞ
か
し
御
年
三
十
七
と
ぞ
承
り
し
、
か
ぎ
り
の
御
病
と
て
も
、
い
た
う
く
る

し
か
り
た
ま
ふ
事
も
な
か
り
け
り
、
御
し
は
ぶ
き
病
に
や
な
ど
ぞ
お
ぼ
し
け
る
ほ
ど
に
、
お
も

り
給
ひ
け
れ
ば
云
云
（
大
鏡
）。

長
和
四
年
（
一
〇
一
五
年

三
月
二
十
七
日
、
被

奉

幣
帛
於
春
日
社

天
下
咳
病
（
日
本
紀
略
）。

天
養
元
年
（
一
一
四
四
年

十
一
月
二
十
一
日
、
左
大
臣
称

疾
在

仁
和
寺

必
可

参
者
、
対
曰
、
夜
間
所
悩
得

減
、
但
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鼻
塞
声
枯
、
内
弁
可

招

嘲
、
且
又
先
例
参
入
之
人
、
猶
依

咳
病

免

内
弁

退
出
、
二
年
十

月
二
十
日
壬
辰
、
自

今
朝

咳
病
有

湿
気

寝
食
背

常
（
台
記
）。

久
安
六
年
（
一
一
五
〇
年

十
月
二
十
六
日
、
戊
辰
、
近
日
該
病
蜂
起
、
貴
賤
上
下
、
敢
無

免
者

老
者
多
以
夭
亡
、
民
庶

粗
死
亡
、
近
年
以
来
第
一
咳
疫
也
。
十
一
月
二
十
八
日
、
被

祈

禱
天
下
咳
疫
事

也
、
今
日
一

院
無

御
幸

依

御
咳

也
凡
近
日
、
上
下
諸
人
、
英

不

嬰

此
病

之
者

禁
中
院
中
已
以
無

人
云
云
（
本
朝
世
紀
）。

鎌
倉
時
代
よ
り
室
町
時
代
を
経
て
安
土
桃
山
時
代
に
も
亦
咳
病
流
行
の
記
録
あ
り
。

安
貞
二
年
（
一
二
二
八
年

九
月
二
十
三
日
将
軍
家
、
有

御
咳
病
気

近
日
此
事
流
布
、
都
鄙
貴
賤
不
遁
、
云
云
（
吾
妻

鏡
）。

天
福
元
年
（
一
二
三
三
年

二
月
十
七
日
、
壬
辰
、
近
日
咳
病
、
世
俗
称

夷
病

去
比
夷
狄
入

京

万
人
翫
見
、
云
云
、
是

極
不
吉
徴
也
（
明
月
記
）。

寛
元
二
年
（
一
二
四
四
年

四
月
二
十
六
日
、
丙
申
、
今
度
被

行

四
角
四
堺
鬼
気
祭

是
近
日
咳
病
温
気
流
布
、
貴
賤
上

下
、
無

免
之
間
、
将
軍
並
公
達
以
下
御
祈
禱
也
（
吾
妻
鏡
）
自

四
月

至

六
月

大
疫
号

鬱

陀
鬼

十
歳
以
上
者
、
無

不

受

此
病

（
武
家
年
代
記
）
五
月
六
月
、
主
上
御
不
予
、
近
日

天
下
貴
賤
、
両
三
日
病
悩
、
一
人
不

漏

之
、
世
以
号

内
竹
房

（
百
練
鈔
）。

文
永
元
年
（
一
二
六
四
年

七
月
上
旬
以
来
、
咳
病
流
布
（
園
太
暦
）
七
月
二
十
九
日
、
去
月
、
今
月
、
世
間
疫
癘
流
行

（
皇
年
代
記
）。

元
徳
元
年
（
一
三
二
九
年

こ
と
し
は
い
か
な
る
に
か
、
し
は
ぶ
き
や
み
は
や
り
て
人
多
く
う
せ
給
ふ
、
云
云
（
増
鏡
）。

正
平
二
十
年
（
一
三
六
五
年

五
月
、
天
下
大
咳
病
（
武
家
年
代
記
）。

応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
年

八
月
、
大
風
、
咳
癘
流
行
（
南
方
紀
伝
）。
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天
文
四
年
（
一
五
三
五
年

難
義
な
る
咳
病
は
や
り
て
皆
死
去
申
候
（
妙
法
寺
記
）。

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
年

京
師
小
児
憂

咳
逆

而
死
亡
者
、
甚
多
（
雍
州
府
志
）。

咳
病
は
咳
嗽
を
主
徴
と
す
る
と
こ
ろ
の
疫
病
と
見
る
べ
し
、
し
か
も
咳
嗽
を
主
徴
と
す
る
と
こ
ろ
の
疫
病
は
一
二
に
し
て
足
ら
ざ

る
が
故
に
、
こ
こ
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
咳
病
を
も
つ
て
、
直
ち
に
流
行
性
感
冒
な
り
と
断
定
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
上
章
名
義

の
条
下
に
も
已
に
こ
れ
を
言
へ
り
、
然
れ
ど
も
、
咳
病
が
大
流
行
的
（P

a
n
d
em
isch

）
に
発
現
し
、
而
し
て
、
麻
疹
、
風
疹
等

の
流
行
性
に
発
呈
し
て
同
じ
く
咳
徴
の
一
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
は
区
別
せ
ら
れ
、
又
貞
観
十
四
年
の
疫
の
如
き
は
渤
海
よ
り

伝
へ
た
り
と
云
ひ
、
天
福
元
年
の
疫
の
如
き
は
夷
人
の
入
京
に
本
づ
く
と
云
ひ
て
特
に
外
国
よ
り
伝
は
れ
る
こ
と
を
記
す
る
が
如

き
、
そ
の
定
め
て
流
行
性
感
冒
な
り
し
か
を
思
は
し
む
る
事
由
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
て
所
謂
咳
病
の
一
部
に
は
必
ず
流
行
性
感
冒

を
存
在
せ
し
も
の
な
ら
ん
と
す
る
も
全
く
根
拠
な
し
と
は
す
べ
か
ら
ず
。

近
世
徳
川
氏
時
代
に
至
り
て
は
風
邪
、
風
疫
、
風
疾
或
は
傷
風
と
し
て
記
載
せ
ら
れ
、
若
し
く
は
単
に
疫
邪
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

る
も
、
そ
の
発
証
よ
り
推
し
て
流
行
性
感
冒
な
る
べ
し
と
思
は
る
る
病
症
の
流
行
せ
し
こ
と
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
記
録
は
左
の

如
し
。

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
年

九
月
、
畿
内
近
畿
風
疾
流
行
、
自

是
月

至

冬
十
月

（（
紀
事
）（
野
史
）
引
く
所
に
よ
る
）。

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
年

六
七
月
の
間
大
に
旱
し
、
金
石
流
轢
、
八
月
の
初
よ
り
俄
に
収
斂
清
粛
の
令
行
は
れ
、
暴
風
霖

雨
、
白
露
忽
ち
霜
に
変
ず
、
国
中
の
諸
人
一
般
時
疫
に
感
じ
、
其
病
状
発
熱
、
悪
寒
、
頭
痛
如

烈
咳
嗽
し
、
身
体
重
く
、
頭
冷
て
如

水
、
或
は
泄
利
を
兼
ね
或
は
瘡
の
如
し
、
治

之
に
黄
連

香
需
飲
に
蒼
求
を
加
へ
百
発
百
中
す
（
牛
山
方

）。

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
年

十
二
月
此
程
世
の
人
咳
嗽
う
れ
へ
ず
と
云
ふ
こ
と
あ
ら
ず
（
折
焚
柴
の
記
）。

享
保
元
年
（
一
七
一
六
年

享
保
元
申
年
三
月
頃
よ
り
風
病
流
行
し
て
、
延
享
元
年
（
後
に
出
づ
）
の
如
し
（
我
衣
）
に
夏

熱
を
煩
ふ
病
人
多
く
、
一
箇
月
の
中
に
江
武
町
に
て
死
す
る
も
の
八
万
人
に
及
び
棺
を
こ
し
ら
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へ
る
家
に
て
も
間
に
合
は
ず
酒
の
空
樽
を
求
め
て
亡
骸
を
寺
院
へ
葬
む
る
、
墓
地
埋
む
所
な
け

れ
ば
宗
体
に
か
か
は
ら
ず
、
火
葬
な
ら
で
は
不
納
と
云
ふ
、
よ
り
て
荼
毘
す
れ
ば
日
数
を
は
る

か
に
経
る
と
云
ふ
、
こ
こ
に
於
て
、
貧
し
き
も
の
の
亡
骸
は
如
何
と
も
す
べ
き
や
う
な
く
、
町

所
の
長
た
る
人
々
も
世
話
行
届
か
ず
公
庁
へ
訴
へ
ま
う
せ
し
か
ば
夫
々
の
御
慈
悲
を
贈
は
り
、

寺
院
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
、
葬
が
た
き
亡
骸
を
ば
回
向
の
後
に
、
菰
に
包
み
て
舟
に
乗
せ
て
悉

く
品
川
沖
へ
流
し
、
水
葬
に
な
さ
れ
し
と
云
ふ
（
正
徳
享
保
間
実
録
、
閑

談
に
引
く
所
に

よ
る
）。

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
年

八
月
下
旬
よ
り
風
気
流
行
致
し
候
、
こ
れ
は
異
国
よ
り
渡
り
、
長
崎
よ
り
流
行
来
り
候
由
、
芋

酒
を
飲
み
候
へ
ば
の
が
れ
候
由
、
十
月
始
の
頃
よ
り
麻
疹
は
や
り
云
云
（
享
保
世
説
）。

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
年

六
月
よ
り
七
月
に
至
り
海
内
風
邪
大
流
行
（
泰
平
年
表
）。

七
月
よ
り
疫
癘
天
下
に
行
は
る
、
十
三
日
十
四
日
大
路
往
来
絶
へ
た
り
、
藁
に
て
疫
神
の
形
を

造
り
、
是
を
送
る
と
て
、
鉦
太
鼓
を
な
ら
し
、
は
や
し
つ
れ
て
海
辺
に
至
る
（
武
江
年
表
）
夏

六
月
頃
よ
り
秋
の
半
に
至
り
、
日
本
国
中
一
統
に
疫
病
流
行
し
て
大
阪
三
郷
の
市
中
に
し
て
こ

へ
風
を
煩
ふ
も
の
三
十
三
万
七
千
四
百
十
五
人
と
点
検
せ
し
と
か
や
（
成
形
図
説
）
七
月
十
日

前
後
よ
り
江
戸
町
中
、
其
国
々
在
々
迄
、
風
邪
は
や
り
、
同
十
八
十
九
日
比
、
風
神
送
り
夥
敷

に
つ
き
同
二
十
日
御
触
有

之
（
一
話
一
言
）。

延
享
元
年
（
一
七
四
四
年

夏
よ
り
冬
ま
で
、
諸
国
風
邪
流
行
（
武
江
年
表
）
畿
内
及
諸
国
疫
疾
流
行
（
続
皇
年
代
略
記
）

六
月
中
旬
よ
り
七
八
月
の
頃
ま
で
諸
国
大
に
病
は
や
る
、
万
人
の
内
、
九
千
九
百
人
に
及
ぶ

（
我
衣
）。

延
享
四
年
（
一
七
四
七
年

十
月
上
旬
よ
り
諸
国
風
邪
流
行
（
武
江
年
表
）、
九
月
二
十
九
日
、
風
邪
流
行
に
つ
き
、
長
髪
並
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供
廻
り
格
別
減
少
に
も
可

相
勤

旨
、
被

仰
渡

候
（
一
話
一
言
）。

明
和
六
年
（
一
七
六
九
年

正
月
二
十
六
日
、
頃
日
京
畿
諸
国
疫
、
至

三
月

休
（
続
皇
年
代
略
記
）、
二
月
上
旬
諸
国
風
邪

流
行
、
人
多
死
（
泰
平
年
表
）
九
月
十
七
日
自

去
月

風
疫
又
流
行
、
凡
無

子
遺

諸
国
間

（
年
代
略
記
）、
十
月
四
日
、
風
邪
流
行
に
つ
き
長
髪
並
に
供
廻
り
格
別
減
少
に
も
可

相
勤

旨
、

被

仰
渡

候
（
一
話
一
言
）、
十
月
、
此
節
大
に
風
流
行
、
家
毎
に
病
ま
ざ
る
も
の
な
し
、
世
俗

稲
葉
風
と
い
ふ
（
一
話
一
言
）、
九
月
に
至
て
、
感
冒
の
病
行
は
れ
は
じ
め
は
さ
せ
る
程
の
事
に

も
あ
ら
ざ
り
し
が
次
第
に
流
行
す
る
ほ
ど
に
、
後
々
は
巷
を
往
来
す
る
人
も
絶
え
、
将
軍
家
の

人
々
を
先
と
し
て
、
大
小
名
の
屋
形
に
直
宿
す
る
人
も
稀
な
る
程
に
、
煩
ひ
し
か
ば
家
々
の
御

厨
に
て
、
治
方
の
薬
お
び
た
だ
し
く
煎
じ
、
或
は
荷
桶
又
は
手
桶
な
ど
に
入
れ
、
病
者
の
枕
元

に
持
運
び
酌
配
あ
た
へ
て
飲
せ
し
と
な
り
、
此
病
段
々
に
う
つ
り
行
て
後
は
佐
渡
越
後
の
方
ま

で
に
及
び
極
老
の
人
な
ど
は
こ
れ
が
た
め
に
命
を
失
ひ
た
る
も
数
多
あ
り
し
（
後
見
草
）。

安
永
五
年
（
一
七
七
六
年

二
月
五
日
、
頃
日
、
京
畿
風
疫
流
行
（
年
代
略
記
）
安
永
の
中
葉
に
は
や
り
し
風
邪
を
お
駒
風

と
名
づ
け
た
り
、
こ
は
城
木
屋
お
駒
と
か
い
ふ
婬
婦
の
事
を
旨
と
し
て
作
り
設
け
た
る
浄
瑠
璃

の
い
た
く
行
は
れ
た
れ
ば
な
り
（

園
小
説
五
集
）。

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
年

九
月
頃
よ
り
風
邪
流
行
す
（
無
名
氏
日
記
）。

天
明
元
年
（
一
七
八
一
年

九
月
、
十
月
、
風
邪
流
行
（
泰
平
年
表
）。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
年

四
月
、
諸
国
饑
饉
、
時
疫
行
は
れ
て
人
多
く
死
す
（
武
江
年
表
）。

天
明
中
に
は
や
り
し
風
邪
を
谷
風
と
名
づ
け
た
り
、
谷
風
梶
之
助
は
当
時
無
双
の
最
手
な
り
け

れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
も
の
あ
る
こ
と
稀
な
り
、
谷
風
嘗
て
傲
語
し
て
、
と
て
も
か
く
て
も
土
俵

の
上
で
わ
れ
を
倒
さ
ん
こ
と
は
難
か
り
、
わ
が
臥
た
る
を
見
ま
く
ほ
り
せ
ば
、
風
を
引
き
た
る
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時
に
来
て
見
よ
か
し
と
い
ひ
し
と
ぞ
、
こ
の
言
世
上
に
伝
へ
聞
き
て
、
人
々
話
柄
と
し
た
る
折
、

件
の
風
邪
を
谷
風
が
い
ち
は
や
く
ひ
き
初
め
し
と
て
、
遂
に
其
名
を
負
は
せ
し
な
り
、
此
時
四

方
山
人
送

風
神

狂
詩
あ
り
、
録
し
て
も
て
こ
こ
に
証
と
す
、
引

遺
此
風
号

谷
風

関
々
痰
咳

響

西
東

悪
寒
発
熱
人
無

色
、
煎
様
如

常
藪
有

功
、
一
片
生

和

酒
飲
、
半
丁
豆
腐
入

湯
空
、
送
君
四
里
四
方
外
、
千
寿
品
川
問
屋
中
（

園
小
説
五
集
）。

天
明
甲
辰
四
年
春
、
都
下
人
民
、
患
頭
痛
壮
熱
、
脈
供
大
数
急
而
嘔
吐
不

止
者
尤
多
、
甚
証
候

頗
劇
、
殆
有

入
衰
之
勢

（
保
嬰
須
知
）。

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
年

三
月
二
十
八
日
、
風
邪
流
行
に
つ
き
長
髪
並
供
廻
り
格
別
減
少
に
て
可

相
勤

被
仰
渡
候
（
一

話
一
言
）、
三
月
初
旬
、
大
君
小
金
原
に
狩
し
玉
ひ
て
、
四
五
日
の
後
よ
り
感
冒
行
は
れ
た
り
、

其
患
者
の
衣
袂
に
必
ず
猪
鹿
な
ど
の
獣
毛
あ
り
、
少
き
は
七
八
根
、
多
き
は
掌
に
満
つ
る
に
至

る
、
故
に
時
人
御
猪
狩
風
と
い
ふ
、
実
は
何
の
故
な
る
こ
と
を
審
に
せ
ざ
る
な
り
（
時
還
読
我

書
）。

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
年

辛
酉
の
歳
享
和
元
年
極
月
よ
り
、
壬
戌
享
和
二
年
の
正
月
に
及
び
、
長
崎
に
疫
邪
流
行
す
、
予

が
門
に
遊
ぶ
人
、
か
し
こ
に
事
あ
り
て
、
一
週
年
が
間
、
旅
居
せ
る
も
、
病
た
る
に
つ
き
て
、

い
ひ
こ
さ
れ
し
は
、
阿
蘭
陀
人
よ
り
伝
へ
し
と
も
、
又
去
年
漂
流
せ
し
ア
ン
ポ
ン
、
そ
の
外
蛮

人
よ
り
生
ぜ
し
と
も
云
、
往
年
暹
羅
人
渡
来
り
し
よ
り
、
風
邪
流
行
せ
し
例
な
り
と
き
こ
ゆ
と

な
ん
、
此
邪
長
崎
よ
り
九
州
を
経
て
、
遂
に
上
方
に
及
び
世
間
一
遍
に
な
り
、
京
は
二
月
二
十

日
あ
ま
り
よ
り
、
三
月
二
十
日
頃
に
及
び
毎
家
毎
人
病
ま
ぬ
も
の
な
し
、
近
江
わ
た
り
も
同
じ

頃
と
ぞ
、
風
邪
に
似
た
れ
ど
も
一
種
の
疫
気
な
ら
ん
と
、
呉
又
可
か
（
温
疫
論
）
に
て
思
ひ
合

せ
ぬ
、
療
治
も
、
風
微
疫
を
も
て
薬
し
た
る
は
速
に
効
を
得
た
り
（
伴

著
閑
田
次
筆
）
二
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三
月
、

疫
流
行
、
世
曰

薩
摩
風

（
続
皇
年
代
略
記
）
春
正
月
ノ
末
よ
り
、
三
月
を
過
る
間
、

京
師
傷
風
大
に
行
は
れ
、
軽
き
は
三
五
日
、
重
き
は
十
余
日
に
し
て
悉
く
癒
ゆ
、
其
症
憎
寒
、

発
熱
、
頭
痛
、
体
痛
、
咳
嗽
、
口
乾
、
飲
食
絶
少
、
其
重
き
も
の
は
舌
上
黄
白
苔
を
生
じ
て
微

妄
す
、
始
め
葛
根
麻
黄
の
属
を
用
ひ
、
後
は
柴
桂
又
は
小
柴
胡
等
の
属
を
用
ひ
て
皆
癒
ゆ
る

こ
と
を
得
た
り
、
云
云
、
然
れ
ど
も

門
合
戸
、
一
家
の
中
一
人
も
免
る
る
こ
と
を
得
る
も
の

絶
て
な
し
、
是
れ
甚
だ
奇
な
り
、
蓋
し
疫
中
の
一
異
な
る
か
、
風
寒
の
邪
に
感
冒
せ
ら
れ
ざ
る

が
如
し
、
又
温
病
の
態
に
あ
ら
ず
、
幾
ん
ど
解
す
べ
か
ら
ず
、
疑
く
は
雑
疫
の
一
候
な
る
か

（
枳
園
漫
筆
）
二
月
よ
り
四
月
に
至
り
、
風
邪
流
行
、
賤
民
へ
御
救
米
銭
を
下
し
給
ふ
、
俗
に
お

七
風
と
い
ふ
、
八
百
屋
お
七
の
小
唄
は
や
り
し
故
な
り
（
武
江
年
表
）
享
和
二
戌
年
三
月
、
風

邪
流
行
に
つ
き
長
髪
に
て
罷
出
候
儀
、
併
供
減
候
而
召
連
候
儀
不

苦
候
、
云
云
、
此
第
一
統
流

風
邪
流
行
に
つ
き
、
御
目
見
以
下
之
者
共
、
御
煎
薬
被
下
候
、
諸
事
明
和
六
丑
年
之
通
、
云
云

（
天
保
集
成
糸
論
録
）
二
月
よ
り
四
月
ま
で
諸
国
風
邪
流
行
、
勤
仕
之
輩
に
湯
薬
を
賜
ふ
、
又
公

儀
よ
り
町
家
の
貧
民
へ
御
救
と
し
て
米
銭
を
賜
ふ
（
泰
平
年
表
）
今

壬
戌
三
月
、
天
行
之
風

疾
、
都
鄙
戸
戸
無

有

不

寝
焉
者

西
京
大
阪
及
諸
国
亦
同
焉
（
随
意
録
）。

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年

文
化
四
年
の
冬
よ
り
五
年
春
夏
の
頃
ま
で
里
巻
の
小
唄
本
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
こ
ろ
節
と
云
が
い
た

く
流
行
り
し
こ
と
あ
り
、
識
者
云
、
今

は
秋
の
頃
に
至
て
感
冒
必
ず
流
行
せ
ん

、
細
人
小

児
お
し
な
べ
て
寝
々
転
々
と
謡
ふ
こ
と
、
是
病
臥
の
兆
な
ら
ん
と
云
へ
り
、
果
し
て
八
九
月
の

頃
に
至
り
て
、
風
邪
感
冒
流
行
し
て
、
良
賤
病
臥
せ
ざ
る
は
な
く
、
軽
き
は
両
三
日
、
重
き
は

其
症
疫
熱
に
変
じ
た
る
、
三
四
十
日
に
至
る
も
あ
り
、
云
云
、
か
く
て
病
む
ほ
ど
に
関
の
八
州

は
い
へ
ば
更
な
り
、
京
摂
の
間
ま
で
脱
る
る
も
の
な
か
り
し
と
ぞ
、
云
云
、
こ
の
秋
流
行
り
し
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風
を
ね
ん
こ
ろ
風
と
名
づ
け
た
り
（

園
小
説
五
集
）。

文
化
八
年
（
一
八
一
一
年

四
月
初
旬
よ
り
風
邪
流
行
（
武
江
年
表
）
季
春
下
浣
よ
り
初
夏
に
沿
て
、
傷
風
大
に
行
は
る
、

其
状
前
に
比
す
れ
ば
や
や
軽
く
、
其
行
は
る
る
や
、
前
に
比
す
れ
ば
勢
緩
な
り
、
然
れ
ど
も
享

和
壬
戌
二
年
以
来
の
こ
と
な
り
、
風
鬼
を
造
り
、
是
を
街
外
に
送
り
、
邪
気
の
淹
滞
を
漏
す

（
枳
園
随
筆
）。

文
政
四
年
（
一
八
二
一
年

二
月
江
戸
諸
国
風
疾
流
行
（
泰
平
年
表
）
二
月
中
旬
よ
り
風
邪
流
行
（
武
江
年
表
）
二
月
中
旬

よ
り
弥
生
の
は
じ
め
に
及
ぶ
ま
で
、
疫
癘
流
行
、
十
中
八
九
は
こ
の
憂
に
か
か
ら
ざ
る
家
な
し
、

こ
と
し
今
様
の
囃
に
、
だ
ん
ほ
さ
ん

と
は
や
す
こ
と
流
行
せ
り
、
云
云
、
こ
れ
よ
り
疫
癘

を
名
づ
け
て
だ
ん
ほ
風
と
い
へ
り
、
云
云
、
政
府
命
あ
り
て
出
仕
の
官
人
に
長
髪
を
許
さ
る

（
松
屋
筆
記
）。
文
政
四
年
春
二
月
の
比
、
い
た
く
流
行
せ
し
風
蓋
を
だ
ん
ほ
う
風
と
名
づ
け
た

り
、
こ
は
こ
の
時
の
は
や
り
小
謡
に
だ
ん
ほ
う
さ
ん

と
う
た
ひ
し
こ
と
の
あ
れ
ば
な
り

（

園
小
説
五
集
）。
二
月
中
旬
よ
り
都
下
感
冒
流
行
し
、

家
悉
く
枕
に
就
く
に
至
れ
り
、
西

国
に
て
は
去
冬
よ
り
掛
け
て
邪
気
盛
に
し
て
久
解
せ
ざ
る
も
の
あ
り
と
、
関
東
は
、
其
証
初
起

は
稍
劇
し
く
、
加
進
す
べ
き
勢
な
れ
ど
も
、
桂
葛
柴
胡
の
類
に
て
速
に
癒
た
り
、
三
月
初
旬
ま

で
に
て
止
み
た
り
、
然
れ
ど
も
、
ま
ま
余
邪
留
連
す
る
者
あ
り
、
動
も
す
れ
ば
吐

血
を
な
す

も
の
多
か
り
し
、
蓋
近
年
感
冒
の
流
行
病
者
の
夥
し
き
こ
と
、
是
歳
の
如
き
は
曾
て
見
及
ざ
る

ほ
ど
の
こ
と
な
り
き
。
五
月
都
下
又
感
冒
行
は
る
、
春
日
に
比
す
れ
ば
邪
も
軽
く
、
病
も
の
も

亦
少
し
、
た
だ
小
児
に
は
日
を
引
く
も
の
多
し
（
時
還
読
我
書
）。
此
風
邪
は
京
摂
よ
り
、
東
は

安
房
、
上
総
、
西
南
甲
斐
、
伊
豆
、
北
は
信
濃
、
越
後
迄
も
流
行
す
（
曲
亭
雑
記
）。

文
政
七
年
（
一
八
二
四
年

こ
の
年
、
春
よ
り
麻
疹
流
行
、
夏
秋
に
至
る
、
引
続
き
て
風
邪
行
は
る
（
武
江
年
表
）。
甲
申
文

第二章 我邦に於ける既往の流行概況33



政
七
年
臘
月
よ
り
乙
酉
文
政
八
年
の
春
ま
で
、
一
種
の
傷
寒
を
病
む
も
の
あ
り
、
其
証
は
初
起
、

一
応
の
太
陽
な
れ
ど
も
、
発
汗
し
て
解
せ
ず
、
下
痢
日
に
数
行
、
軽
き
は
両
三
行
、
重
き
は
十

余
行
、
或
は
下
痢
せ
ず
、
三
四
日
に
し
て
熱
勢
い
よ

盛
に

語
煩
悶
、
口
舌
乾
燥
、
渇
は

甚
し
か
ら
ず
、
呼
吸
頗
る
促
く
、
脈
弦

数
に
し
て
、
按
ず
る
に
根

少
な
く
、
舌
上
は
黄
潤

に
し
て
渋
り
、
面
赤
耳
聾
て
き
か
ず
、
此
の
如
き
も
の
三
四
年
前
よ
り
寒
月
に
は
間
々
是
あ
り
、

云
云
、
或
は
一
二
日
、
或
は
三
四
日
に
し
て
、
諸
症

に
減
じ
、
不
日
に
全
癒
せ
り
（
時
還
読

我
書
）。

文
政
十
年
（
一
八
二
七
年

五
月
、
此
頃
都
下
一
般
に
風
邪
流
行
し
て
其
患
に
罹
ら
ざ
る
も
の
な
し
、
其
中
に
は
疫
症
と
変

じ
、
死
に
至
る
も
の
少
か
ら
ず
、
是
に
つ
き
、
亦
世
に
俗
諺
行
は
る
、
此
度
の
流
行
風
の
名
を

津
軽
風
と
云
ふ
、
其
故
何
ぞ
と
云
ふ
に
、
し
そ
ん
ず
る
と
輿
に
の
る
、
こ
し
は
俗
間
死
者
の
葬

行
の
具
な
り
、
こ
れ
は
津
軽
侯
が
御
大
礼
の
節
、
輿
に
の
つ
て
譴
責
せ
ら
れ
し
故
な
り
（
甲
子

夜
話
九
十
六
巻
）。
五
月
、
感
冒
大
に
行
は
る
、
其
証
辛
巳
文
政
四
年
甲
申
文
政
七
年
の
疫
と
同

じ
く
、
柴
胡
ま
で
に
て
癒
た
り
、
劇
証
は
絶
え
て
少
か
り
き
（
時
還
読
我
書
）。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
年

三
月
末
よ
り
四
月
中
旬
に
至
て
、
感
冒
大
に
行
は
る
、
然
れ
ど
も
芳
香
の
剤
効
な
く
、
大
略
柴

桂
湯
な
ど
に
て
癒
た
り
、
近
来
の
微
疫
お
ほ
か
た
此
症
な
り
（
時
還
読
我
書
）。

天
保
三
年
（
一
八
三
二
年

冬
、
風
邪
流
行
、
御
救
米
出
る
、
翌
年
春
ま
で
行
は
れ
ぬ
、
此
年
琉
球
人
来
朝
せ
し
故
に
琉
球

風
と
い
ふ
（
武
江
年
表
）。
春
寒
甚
し
く
、
三
月
岐
岨
大
雪
、
十
一
月
琉
球
人
来
聘
、
寒
気
強
し
、

雪
も
度
々
、
前
月
よ
り
疫
邪
流
行
、
こ
こ
に
至
り
て
止
む
（
救
荒
便
覧
）。
十
月
中
旬
よ
り
、
霜

月
上
旬
ま
で
、
都
下
感
冒
大
に
行
は
れ
免
る
る
も
の
殆
ん
ど
少
な
り
、
其
証
は
軽
易
に
し
て
、

葛
根
柴
桂
諸
湯
に
て

へ
ぬ
、
是
を
東
西
に
訪
ふ
に
、
西
国
は
九
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
、
奥
羽
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は
霜
月
下
旬
に
行
は
れ
た
り
と
、
綿
亘
六
千
余
里
の
地
、
僅
に
三
箇
月
に
満
た
ず
し
て
衆
人
同

病
に
か
か
ら
ざ
る
は
な
し
、
邪
も
亦
霊
な
る
か
な
（
時
還
読
我
書
）。

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年

六
月
中
旬
よ
り
曇
天
多
く
、
冷
気
に
て
病
者
多
し
、
十
二
月
末
風
邪
流
行
、
春
に
至
る
、
三
月

風
邪
流
行
に
よ
り
て
町
会
所
に
於
て
市
中
貧
困
の
者
は
御
救
米
賑
給
あ
り
（
武
江
年
表
）。

安
政
元
年
（
一
八
五
四
年

正
月
よ
り
二
月
に
至
り
、
風
邪
大
に
都
下
に
流
行
す
、
其
正
月
米
夷
横
浜
沖
へ
至
り
し
節
故
に

ア
メ
リ
カ
風
と
称
す
、
葛
根
湯
、
柴
葛
解
肌
湯
な
ど
に
て
治
し
た
り
（
疫
邪
流
行
年
譜
）
秋
、

傷
寒
風
邪
等
の
病
人
多
し
（
武
江
年
表
）。
此
時
は
余
が
二
十
一
歳
の
時
に
て
、
其
患
者
も
家
君

の
代
診
に
て
略
記
憶
し
た
り
、
葛
根
湯
加
石
膏
よ
り
柴
桂
湯
位
に
て
皆
治
し
た
り
（
疫
邪
流
行

年
譜
）。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
年

二
月
、
風
邪
を
や
む
も
の
多
し
（
武
江
年
表
）
此
年
二
月
三
日
大
雪
降
り
、
夫
よ
り
日
に
寒
気

さ
へ
返
り
、
為
に
風
邪
大
に
流
行
す
、
此
時
も
一
時
に
て
直
に
止
み
た
り
、
此
邪
気
も
京
阪
よ

り
東
海
道
を
流
行
し
て
来
た
る
と
云
ふ
（
疫
邪
流
行
年
譜
）。

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
年

春
、
風
邪
流
行
（
武
江
年
表
）。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年

六
月
初
旬
、
冷
気
催
し
、
諸
人
袷
を
着
く
、
風
邪
、
熱
病
行
は
る
（
武
江
年
表
）。

流
行
性
感
冒
は
、
伝
播
迅
速
に
し
て
、
流
行
区
域
の
広
汎
な
る
こ
と
、
他
の
伝
染
病
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
時

と
し
て
は
一
地
方
に
限
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
多
く
は
大
流
行
的
に
、
各
国
一
斉
に
発
起
す
る
を
常
と
す
る

が
故
に
こ
こ
に
西
洋
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
の
流
行
と
、
我
国
に
於
け
る
咳
病
又
は
風
邪
、
傷
風
等
の
流
行
の
年
次
と

を
比
較
す
る
こ
と
は
疫
学
史
上
有
益
の
こ
と
な
る
べ
し
。

這
箇
世
界
流
行
の
跡
を
探
ぬ
る
と
き
、
独
り
疫
学
上
有
益
な
る
概
念
を
得
る
に
止
ま
ら
ず
亦
人
類
生
活
の
過
程
に
於
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け
る
一
現
象
と
し
て
興
味
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
覚
ゆ
（
前
章
「
海
外
諸
国
に
於
け
る
既
往
の
流
行
概
況
」
参

照
）。明

治
二
十
三
年
の
大
流
行
に
関
し
て
は
詳
細
な
る
統
計
を
得
ざ
る
を
以
て
当
時
の
医
事
新
報
並
に
官
報
の
記
事
を
示

す
こ
と
と
せ
り
。

明
治
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日
中
外
医
事
新
報
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
記
事
左
の
如
し
。

一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
の
末
露
西
亜
に
発
生
せ
し
流
行
性
感
冒
は
忽
に
し
て
欧
洲
全
土
を
蹂
躙
し
遂
に
大

西
洋
を
航
し
て
米
国
に
波
及
し
尚
ほ
本
邦
に
も
本
年
四
月
来
著
し
く
流
行
し
各
種
の
学
校
は
患
者
夥
く
し
て
其
校
を
閉

る
の
仕
合
と
な
り
、
健
康
上
は
勿
論
、
教
育
上
に
も
多
少
の
損
害
を
与
へ
た
る
は
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
又
本
病
流

行
の
区
域
は
如
何
に
し
て
患
者
の
数
は
幾
許
な
る
や
と
云
ふ
に
東
京
医
会
々
長
三
宅
秀
氏
は
本
病
の
届
出
を
各
支
部
に

望
む
と
雖
も
其
届
漏
の
数
は
幾
十
倍
幾
百
倍
な
る
や
知
る
べ
か
ら
ず
、
如
何
と
な
れ
ば
彼
の
必
ず
届
出
づ
べ
き
六
種
伝

染
病
さ
へ
届
漏
あ
る
に
届
出
べ
き
規
則
な
き
流
行
性
感
冒
に
届
漏
許
多
あ
る
べ
き
は
自
然
の
原
則
な
れ
ば
な
り
、
我
東

京
及
全
国
の
患
者
数
は
如
何
、
前
陳
の
理
由
あ
る
が
故
に
之
を
確
知
す
る
は
到
底
能
は
ざ
る
事
に
し
て
住
民
の
約
一
〇

％
本
病
の
侵
襲
を
免
か
れ
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば
患
者
の
数
東
京
は
十
五
万
人
、
余
は
四
百
万
人
な
る
べ
し
。
明
治
二
十

三
年
五
月
二
十
九
日
の
調
査
に
依
る
初
発
当
日
迄
の
陸
軍
諸
兵
流
行
性
感
冒
患
者
数
は
左
の
如
し
。

東

京

一
、
八
〇
三

地

方

一
、
七
四
一

合

計

三
、
五
四
四

右
の
調
査
に
拠
れ
ば
東
京
隊
の
諸
兵
員
一
日
平

数
（
四
月
、
官
報
二
〇
七
九
号
）
一
〇
八
四
七
・
五
八
に
比
す
れ
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ば
百
人
に
付
患
者
一
六
・
六
二
の
割
合
に
し
て
各
地
方
は
一
〇
・
六
二
な
る
が
故
に
之
を
平

す
れ
ば
一
二
・
三
一
と

な
る
な
り
前
に
も
云
へ
る
如
く
市
民
の
罹
病
数
を
一
〇
％
と
推
算
す
れ
ば
府
下
の
患
者
概
数
は
左
の
如
し
。

東
京
市

一
〇
八
、
一
二
〇

郡

部

二
一
、
三
三
〇

合

計

一
二
九
、
四
五
〇

右
の
予
算
に
拠
れ
ば
府
下
市
郡
の
患
者
概
数
は
十
万
人
に
し
て
全
郡
部
は
二
万
人
、
合
計
十
二
万
人
な
り
と
す
。

二
・
三
主
要
府
県
の
流
行
状
況
に
付
官
報
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
記
事
左
の
如
し
。

流
行
性
感
冒
患
者
（
東
京
府
）
本
年
二
月
以
降
府
下
に
流
行
性
感
冒
流
行
の
兆
あ
る
に
由
り
東
京
医
会
本
部
を
し
て

其
の
会
員
に
於
て
診
察
し
た
る
該
病
患
者
数
を
報
告
す
る
の
手
続
を
為
さ
し
め
六
月
十
五
日
ま
で
に
医
会
各
支
部
よ
り

本
部
に
報
道
し
同
本
部
よ
り
当
府
庁
に
報
告
し
た
る
患
者
数
は
総
計
二
万
六
百
七
十
七
人
に
し
て
其
の
発
生
地
部
区
別

は
左
の
如
し
（
東
京
府
）。

但
し
此
患
者
数
は
神
田
区
、
日
本
橋
区
、
京
橋
区
、
芝
区
、
麻
布
区
、
赤
坂
区
、
小
石
川
区
、
本
郷
区
、
下
谷
区
、

浅
草
区
、
本
所
区
、
深
川
区
、
十
二
支
部
の
報
告
に
依
る
者
に
し
て
麴
町
区
、
四
谷
区
、
牛
込
区
、
荏
原
郡
、
東
多

摩
郡
、
南
豊
島
郡
、
北
豊
島
郡
、
南
足
立
郡
、
南
葛
飾
郡
の
九
支
部
は
未
だ
報
告
を
致
さ
ざ
る
を
以
て
其
の
会
員
に

於
て
診
察
し
た
る
患
者
数
を
知
る
に
由
な
く
又
上
記
十
二
支
部
と
雖
も
各
会
員
中
未
だ
報
告
を
出
さ
ざ
る
者
な
き
を

保
し
難
き
の
み
な
ら
ず
該
病
に
罹
る
も
尚
ほ
診
察
を
乞
は
ざ
る
者
夥
多
あ
る
き
べ
き
を
以
て
実
際
の
患
者
数
は
蓋
し

之
に
数
倍
す
る
な
ら
ん
。

麴

町

区

一
、
二
〇
七
人

麻

布

区

六
六
九
人
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神

田

区

七
二
〇
人

赤

坂

区

一
、
一
二
六
人

日
本
橋
区

二
、
〇
四
二
人

四

谷

区

四
八
人

京

橋

区

五
四
五
人

牛

込

区

二
九
四
人

芝

区

三
、
九
七
二
人

小
石
川
区

三
四
四
人

本

郷

区

六
〇
六
人

南
豊
島
郡

二
〇
二
人

下

谷

区

一
、
三
七
三
人

北
豊
島
郡

一
二
七
人

浅

草

区

二
、
〇
二
七
人

南
葛
飾
郡

一
七
三
人

本

所

区

二
、
三
三
四
人

発
生
地
不
詳

九
七
九
人

深

川

区

一
、
八
六
四
人

総

計

二
〇
、
六
七
七
人

南
足
立
郡

二
人

荏

原

郡

二
三
人

（
明
治
二
十
三
年
七
月
三
日
官
報

兵
庫
県
下
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
の
概
況
を
調
査
す
る
に
該
症
の
同
県
下
へ
侵
入
せ
し
は
本
年
三
月
中
旬
頃
に
し
て

神
戸
市
内
に
初
ま
り
漸
次
数
郡
内
に
発
生
流
行
の
徴
を
あ
ら
は
す
に
至
れ
り
初
発
以
来
本
月
二
日
ま
で
に
届
出
で
た
る

同
患
者
は
神
戸
市
二
千
九
百
四
十
三
人
其
他
郡
部
を
合
し
計
三
千
八
百
七
人
に
及
べ
り
其
の
他
該
病
に
罹
り
た
る
も
医

師
の
治
療
を
受
け
ざ
り
し
よ
り
前
記
の
数
中
に
加
ら
ざ
る
者
夥
多
な
る
べ
し
と
云
ふ
。（
同
年
七
月
七
日
官
報
）

長
野
県
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
は
漸
次
蔓
延
未
だ
消
滅
の
期
に
至
ら
ず
今
尚
猖
獗
の
勢
あ
り
と
雖
も
孰
も
軽
症
な
り

今
医
師
或
は
売
薬
営
業
者
等
に
依
り
其
の
患
者
の
大
略
を
調
査
す
れ
ば
長
野
市
千
四
百
二
十
九
人
上
田
市
三
千
二
百
八
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人
松
本
市
二
千
三
百
八
十
四
人
飯
田
市
千
八
百
五
十
四
人
計
八
千
八
百
七
十
五
人
な
り
。

新
潟
県
初
発
よ
り
去
月
三
十
日
迄
に
各
郡
医
師
よ
り
届
出
で
た
る
総
患
者
は
三
千
三
百
四
十
人
内
死
亡
二
人
な
り
。

（
同
年
七
月
十
六
日
官
報
）

京
都
府
去
月
中
京
都
府
管
内
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
患
者
は
合
計
二
千
三
百
八
人
な
り
京
都
市
中
は
漸
次
減
少
し
目

今
は
各
郡
村
に
波
及
せ
り
。（
同
年
八
月
八
日
官
報
）

大
阪
府
下
に
於
て
本
年
五
月
五
日
よ
り
去
月
二
十
四
日
ま
で
に
届
出
で
た
る
流
行
性
感
冒
患
者
総
数
は
四
千
二
十
五

人
に
し
て
爾
後
届
出
の
患
者
な
く
目
下
全
く
終
熄
に
帰
せ
し
も
の
の
如
し
。（
同
年
八
月
十
六
日
官
報
）
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第
三
章

海
外
諸
国
に
於
け
る
今
次
の
流
行
状
況
並
予
防
措
置

第
一
節

流
行
状
況

第
一
項

流
行
の
概
況

今
回
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ー
」
は
其
の
源
を
何
処
に
発
せ
し
や
全
く
不
明
に
し
て
、
且
つ
其
の
伝
播

の
径
路
も
不
明
に
属
す
。
蓋
し
流
行
の
始
ま
り
し
時
は
恰
も
世
界
大
戦
乱
の
最
中
に
し
て
各
国
共
に
国
境
の
通
信
を
監

視
し
、
悪
疫
蔓
延
等
の
不
利
な
る
報
道
は
之
を
明
白
に
す
る
を
避
け
た
る
べ
く
、
又
戦
乱
の
結
果
は
世
男
各
地
の
交
通
、

状
態
極
め
て
錯
雑
し
、
其
の
伝
播
の
径
路
を
複
雑
且
つ
迅
速
な
ら
し
め
た
る
の
観
あ
り
。
若
し
大
正
七
年
春
期
に
於
て

世
界
各
地
に
認
め
ら
れ
た
る
軽
微
の
加
答
児
性
気
道
疾
患
が
果
し
て
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
前
駆
な
り
し
と
せ
ば
、
其
の

病
毒
の
発
生
並
に
伝
播
は
既
に
久
し
く
隠
微
の
間
に
行
は
れ
し
も
の
に
し
て
、
之
を
追
究
せ
ん
こ
と
不
可
能
な
り
。

世
に
「
ス
パ
ニ
ッ
シ
ユ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
語
あ
る
を
以
て
、
今
回
の
流
行
の
根
源
を
西
班

に
求
め
ん
と
す

る
傾
な
き
に
非
ざ
れ
ど
も
、「
ス
パ
ニ
ッ
シ
ユ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
な
る
語
は
既
に
古
く
行
は
れ
た
る
も
の
に
し
て
、

会
々
西
班

に
於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
惨
禍
比
較
的
速
か
に
世
間
に
伝
は
り
し
結
果
、
此
の
古
き
名
称
は
再
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び
人
口
に
膾
炙
す
る
に
至
り
し
に
過
ぎ
ず
。
西
班

の
衛
生
当
局
は
、
マ
ド
リ
ッ
ド
に
流
行
顕
は
れ
ざ
り
し
以
前
既
に

仏
国
戦
線
及
瑞
西
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
の
存
在
せ
る
こ
と
を
指
摘
せ
り
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
秋
期

及
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
春
期
の
大
流
行
後
、
巴
里
に
開
か
れ
た
る
聯
合
国
衛
生
会
議
席
上
に
於
て
各
国
代
表
者

の
所
説
を
網
羅
せ
る
記
録
に
よ
る
も
、
今
回
の
流
行
の
発
生
地
は
遂
に
不
明
な
り
と
せ
り
。
今
其
の
大
要
を
摘
み
本
病

に
対
す
る
学
界
の
帰
趨
を
示
さ
ん
と
す
。

『
聯
合
国
衛
生
会
議
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
三
月
二
十
日
よ
り
同
三
十
一
日
に
至
る
間
巴
里
に
開
か
る
。
記

録
に
曰
く
、
本
病
流
行
の
状
態
に
関
し
て
提
出
せ
ら
れ
た
る
諸
報
告
は
皆
一
致
し
、
今
回
の
大
流
行
は
欧
洲
、
亜
弗
利

加
、
亜
米
利
加
、
亜
細
亜
、
濠
洲
の
全
世
界
に
亘
り
て
交
戦
国
た
る
と
中
立
国
た
る
と
を
問
は
ず
、
殆
ど
同
時
に
且
つ

同
一
状
況
を
以
て
爆
発
性
に
現
は
れ
た
り
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
に
二
回
の
流
行
を
見
た
り
。
第
一
回
は
春
季
に
来
り
、
広
汎
に
瀰
蔓
し
、
比
較
的
良
性

に
し
て
合
併
症
少
き
を
特
色
と
す
。
第
二
回
の
流
行
は
夏
の
末
よ
り
秋
季
に
亘
り
、
其
の
伝
播
蔓
延
の
状
勢
は
前
回
同

様
な
る
も
、
病
性
多
く
は
重
症
に
し
て
殊
に
肺
炎
等
の
合
併
症
多
く
、
又
時
に
電
撃
性
な
る
あ
り
、
或
は
肺
炎
敗
血
症

と
も
称
す
可
き
症
候
を
見
た
り
。

秋
期
の
流
行
の
特
色
は
異
常
の
重
症
と
肺
合
併
症
の
頻
発
に
し
て
此
点
は
凡
て
の
代
表
者
の
意
見
一
致
す
る
所
な
り
。

肺
合
併
症
の
顕
は
る
ゝ
や
、
多
く
は
先
づ
定
型
的
の
感
冒
（
グ
リ
ッ
プ
）
に
し
て
何
等
予
後
を
危
惧
せ
し
め
ず
、
第

三
日
頃
不
完
全
に
下
熱
し
、
第
四
、
第
五
日
に
再
び
体
温
上
昇
し
、
肺
炎
、
肋
膜
炎
及
び
気
管
支
肺
炎
等
の
症
状
顕
は

れ
、
肋
膜
及
肺
の
化
膿
を
来
す
。
此
種
の
肺
合
併
症
を
伴
ふ
と
き
は
重
症
に
し
て
死
亡
率
高
し
。
此
経
過
は
已
往
の

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
に
際
し
て
も
屢
々
目
撃
す
る
所
な
り
。
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全
く
新
し
き
病
型
は
肺
炎
敗
血
症
に
し
て
、
嘗
て
は
黒
人
の
異
常
感
受
性
と

へ
ら
れ
、
専
ら
セ
ネ
ガ
ル
兵
の
間
に

の
み
見
ら
れ
し
が
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
の
秋
期
流
行
に
於
て
は
凡
て
の
人
種
、
凡
て
の
兵
士
に
顕
は
れ
、
疲

労
又
は
気
候
等
に
も
関
係
な
く
、
軍
人
と
一
般
民
或
は
中
立
国
と
、
交
戦
国
と
の
間
に
差
異
を
認
め
ず
。
此
悪
性
型
は

西
班

に
て
最
初
認
め
ら
れ
、
次
で
葡
萄

、
仏
蘭
西
に
現
は
れ
、
全
欧
洲
、
支
那
、
印
度
、
米
国
、
日
本
に
も
之
を

見
た
り
軍
隊
に
あ
り
て
は
其
の
戦
闘
力
の
殆
ど
四
分
の
一
を
失
ひ
た
る
も
の
あ
り
。
此
肺
炎
敗
血
症
に
か
ゝ
れ
る
も
の

は
多
く
は
健
康
な
る
青
年
な
り
。
此
種
の
病
型
は
多
く
は
散
発
的
に
発
生
し
、
其
の
経
過
も
特
異
に
し
て
前
駆
症
な
し

に
突
然
高
熱
を
発
し
、
患
者
は
急
激
に
病
衰
に
陥
り
、
急
性
窒
息
を
来
し
、
血
性
咯
痰
を
吐
き
、「
チ
ヤ
ノ
ー
ゼ
」
を

呈
し
、
心
機
衰
へ
、
紫
斑
顕
は
れ
、
数
時
間
乃
至
三
日
に
し
て
死
す
。
而
し
て
胸
部
聴
診
上
殆
ど
何
等
の
変
化
な
く
、

急
激
に
死
亡
せ
ざ
る
と
き
漸
く
肺
炎
の
症
候
を
呈
す
る
を
常
と
す
。

電
撃
性
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
て
は
解
剖
上
肺
に
著
明
な
る
出
血
性
水
腫
を
認
む
。
軽
症
の
も
の
は
気
管
支
肺
炎

の
状
を
呈
し
、「
イ
ン
フ
ア
ル
ク
ト
」
或
は
肺
炎
の
状
を
顕
は
し
、
顆
粒
性
硬
変
あ
り
、
或
は
肺
組
織
軟
化
し
て
糊
の

如
く
、
又
は
羹
の
如
し
。

肺
炎
敗
血
症
の
死
亡
率
は
素
よ
り
大
な
れ
ど
も
未
だ
特
別
の
統
計
を
得
ず
、
他
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
性
肺
炎
と

混
じ
て
計
上
せ
ら
る
。
米
国
軍
隊
に
於
て
も
兇
悪
な
る
肺
炎
は
発
病
二
十
四
時
間
以
内
に
て
斃
る
ゝ
も
の
あ
り
と
報
ぜ

り
。肺

炎
敗
血
症
に
あ
り
て
は
其
の
経
過
猛
烈
な
る
を
以
て
人
を
し
て
肺
「
ペ
ス
ト
」
を
顕
は
し
め
た
る
も
、
素
よ
り
何

等
の
論
拠
あ
り
し
に
あ
ら
ず
。

葡
萄

の
委
員
ジ
ヨ
ル
ジ
は
故
国
の
流
行
を
記
し
て
リ
ス
ボ
ン
市
の
墓
地
税
平
日
の
八
倍
と
な
り
し
こ
と
あ
り
と
云
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へ
り
。
氏
は
又
気
候
、
戦
乱
、
困
窮
等
も
格
別
流
行
と
関
係
な
き
歴
史
上
の
事
実
を
挙
げ
た
り
。

英
国
海
軍
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
北
海
及
南
方
の
勤
務
に
て
同
一
病
勢
な
り
し
と
云
ふ
。
英
国
に
於
て
は
海
軍
に
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
し
、
後
一
箇
月
を
経
て
陸
上
の
民
間
に
流
行
を
来
せ
り
と
云
ふ
。

ブ
キ
ヤ
ナ
ン
の
言
に
よ
れ
ば
英
国
内
九
十
六
大
都
市
（
住
民
合
計
千
六
百
五
十
万
）
に
於
て
一
九
一
八
年
十
月
十
二

日
よ
り
十
二
月
二
十
八
日
に
至
る
流
感
に
よ
る
死
亡
数
四
万
四
千
五
百
三
十
七
人
、
十
二
月
二
十
九
日
以
後
三
月
八
日

に
至
る
間
の
死
亡
一
万
三
千
六
百
五
十
人
な
り
と
云
ふ
。

エ
マ
ー
ソ
ン
の
言
に
よ
れ
ば
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
六
月
一
日
よ
り
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
二
月
十
二
日

に
至
る
米
国
軍
隊
の
流
感
死
亡
は
一
万
二
千
四
百
十
人
に
し
て
内
一
万
一
千
九
百
三
十
二
人
は
肺
炎
の
合
併
症
に
よ
り

て
死
せ
り
。

ロ
ー
の
言
に
よ
れ
ば
伊
太
利
海
軍
の
現
役
兵
士
の
三
分
の
二
感
染
せ
り
。
バ
ト
ラ
ー
は
濠
洲
の
流
行
に
就
て
統
計
を

挙
げ
、
第
一
回
流
行
に
て
九
・
七
‰
、
第
二
回
に
は
一
一
六
‰
、
第
三
回
に
は
七
五
‰
の
感
染
に
し
て
、
死
亡
率
は
第

一
回
〇
・
三
％
、
第
二
回
二
・
五
％
第
三
回
四
・
五
％
な
り
、
即
ち
死
亡
率
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
一
月
の
流

行
に
て
最
も
大
な
る
を
示
し
た
り
。

ホ
ワ
イ
ト
及
グ
レ
ー
は
英
領
印
度
に
於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
惨
害
を
報
告
し
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七

年
）
の
最
後
の
三
箇
月
間
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
者
約
五
百
万
と
計
上
せ
り
。
印
度
に
於
け
る
他
の
独
立
州
の

犠
牲
は
不
明
な
る
も
少
く
と
も
百
万
を
超
過
す
可
し
。
即
ち
全
印
度
に
於
て
三
箇
月
間
に
大
約
六
百
万
の
死
亡
あ
り
た

る
訳
に
て
此
国
に
於
け
る
二
十
二
年
間
の
腺
「
ペ
ス
ト
」
死
亡
の
半
数
を
超
過
せ
り
。
第
二
回
の
流
行
即
ち
一
九
一
八

年
（
大
正
七
年
）
秋
期
の
流
行
最
も
猛
悪
に
し
て
、
肺
合
併
症
を
伴
ふ
こ
と
甚
だ
多
し
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
悪
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性
に
は
気
象
も
関
係
あ
る
も
の
ゝ
如
く
、
仏
国
戦
線
に
於
け
る
印
度
兵
士
は
僅
に
英
国
兵
士
の
四
倍
の
死
亡
率
を
示
せ

る
に
過
ぎ
ず
。
又
印
度
に
於
て
も
地
域
に
よ
り
て
病
勢
を
異
に
し
、
其
の
死
亡
率
も
或
は
七
二
・
八
％
を
算
し
、
或
は

一
％
を
出
で
ざ
る
地
あ
り
。

リ
ー
は
支
那
の
流
行
状
態
を
説
明
し
、
第
二
回
流
行
に
於
て
肺
合
併
症
を
伴
ふ
こ
と
多
く
、
又
限
局
せ
る
流
行
中
心

あ
り
て
村
落
よ
り
村
落
へ
移
転
し
、
順
次
全
地
方
を
風
靡
す
る
こ
と
恰
も
肺
「
ペ
ス
ト
」
に
異
ら
ず
。
但
し
細
菌
学
的

検
査
の
結
果
「
ペ
ス
ト
」
に
非
ざ
る
こ
と
を
確
め
た
り
。

各
国
代
表
者
の
一
致
せ
る
意
見
と
し
て
人
種
、
気
候
、
季
節
、
戦
時
若
く
は
平
時
の
差
等
は
本
病
の
流
行
に
大
な
る

関
係
な
き
も
の
と

へ
ら
る
。
但
し
年
齢
は
重
要
視
せ
ら
れ
、
幼
年
と
老
年
と
は
感
染
す
る
こ
と
少
く
、
青
年
及
壮
者

最
も
多
く
感
染
す
。
重
症
型
は
重
症
を
感
染
誘
発
し
、
肺
炎
敗
血
症
の
如
き
は
漸
次
四
囲
に
伝
播
す
る
の
状
あ
り
。

第
一
回
流
行
に
罹
患
せ
る
者
は
幾
莫
か
の
免
疫
を
獲
得
す
る
も
の
の
如
き
も
、
其
の
免
疫
は
完
全
な
ら
ず
、
第
二
回

流
行
に
際
し
て
再
び
罹
れ
る
も
の
少
か
ら
ず
。
ボ
イ
デ
ン
は
老
年
者
の
比
較
的
罹
病
を
免
る
る
は
一
八
八
九
｜
一
八
九

〇
年
（
明
治
二
十
二
年
、
二
十
三
年
）
の
流
行
に
際
し
て
得
た
る
免
疫
の
残
存
せ
る
た
め
な
ら
ん
と
云
ふ
。
但
し
多
数

の
代
表
者
は
免
疫
を
信
ぜ
ず
、
再
感
染
の
実
例
少
か
ら
ざ
る
を
示
す
者
あ
り
。

病
毒
の
伝
播
は
呼
吸
器
の
分
泌
物
に
よ
り
て
人
よ
り
人
に
感
染
し
、
又
は
汚
染
せ
る
手
、
器
具
等
に
よ
り
て
も
伝
は

る
も
の
と

ふ
。
然
れ
ど
も
実
験
的
論
拠
あ
る
に
非
ず
。
例
へ
ば
ス
ト
ロ
ン
グ
の
如
き
六
十
八
名
の
特
志
家
に
就
て
人

体
感
染
実
験
を
行
へ
る
に
、
患
者
の
血
液
を
注
射
す
る
も
、
分
泌
物
を
喉
頭
、
鼻
腔
に
塗
擦
す
る
も
、
又
患
者
に
接
近

せ
し
め
て
噴

を
被
ら
し
む
る
も
確
実
な
る
感
染
を
起
さ
し
む
る
こ
と
能
は
ざ
り
き
。
日
本
に
も
同
様
の
実
験
あ
り
。

人
類
以
外
の
動
物
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
毒
に
感
染
す
る
や
は
不
明
な
る
も
、
マ
ル
タ
ン
は
犬
、
猫
等
が
病
毒
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伝
播
に
関
係
あ
る
べ
き
を
説
き
、
馬
のG

o
u
rm
e

な
る
疾
病
は
恰
も
人
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
類
似
し
、
又
猿

に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
様
の
疾
患
流
行
す
る
を
見
た
る
地
あ
り
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
は
未
だ
解
決
せ
ら
れ
ず
。
多
数
は
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
の
存
在
を
認
め
、
肺
炎
を
合

併
せ
る
時
は
肺
炎
双
球
菌
及
連
鎖
球
菌
を
認
む
。
但
し
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
以
て
真
正
の
病
原
体
な
り
と
な
す
こ
と

は
未
だ
立
証
せ
ら
れ
ず
。
他
に
濾
過
性
病
原
説
を
主
張
す
る
も
の
あ
り
。S

tro
n
g

はN
ico
lle et L

eb
a
illy
,
d
e la

 
R
iv
iere

の
実
験
に
加
へ
てG

ifso
n
,
B
o
w
m
a
n
,
C
o
u
n
o
r

の
成
績
を
上
げ
、
咯
痰
濾
液
を
猿
の
結
膜
下
、
鼻
粘
膜
等

に
接
種
し
て
感
染
の
陽
性
な
る
を
説
き
、R
o
u
x

は
病
原
体
の
濾
過
性
な
る
こ
と
の
可
能
な
る
を
信
じ
、
其
の
実
験
成

績
の
挙
ら
ざ
る
は
技
術
上
の
過
失
に
因
る
も
の
と

ふ
。B

ra
d
fo
rd

及G
ifso
n

等
が
別
々
に
な
せ
る
実
験
が
同
一
好

成
績
を
挙
げ
、
肺
炎
組
織
、
分
泌
液
の
濾
液
よ
り
野
口
氏
培
養
法
に
よ
り
て
一
種
の
微
生
物
を
得
、
動
物
に
注
射
し
て

多
少
の
疑
は
し
き
症
候
を
起
さ
し
め
た
り
。

又
他
の
種
類
の
病
原
体S
a
cco
n
e

のB
a
c
M
eta
tetra

g
en
u
s

を
紹
介
せ
る
者
あ
り
。

予
防
及
治
療
に
関
し
て
は
報
告
少
し
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
症
状
は
心
身
の
疲
労
、
寒
湿
中
の
曝
露
、
栄
養
睡

眠
の
不
足
等
身
体
抵
抗
力
の
減
退
に
関
連
す
る
こ
と
大
な
る
を
以
て
成
る
可
く
之
を
さ
け
、
居
室
の
容
積
を
大
に
し
、

各
人
の
臥
床
を
隔
離
し
、
食
器
を
消
毒
し
、
咳
嗽
噴

を
注
意
し
、
異
常
あ
る
も
の
は
直
に
入
院
加
療
せ
し
め
、
健
康

診
断
を
必
要
と
す
。

未
だ
特
殊
の
療
法
な
し
。
凡
て
対
症
療
法
の
み
。

片
及
酒
精
を
さ
け
、
換
気
を
充
分
に
す
。
患
者
及
看
護
人
共
に

「
マ
ス
ク
」
を
か
く
可
し
。
病
床
の
間
に
中
隔
を
置
く
可
し
。

委
員
は
何
れ
も
予
防
方
策
に
就
て
悲
観
的
態
度
を
掩
は
す
。
英
国
に
て
は
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
推
賞
し
、
病
状
を
軽
快
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し
、
合
併
症
を
減
じ
た
り
と
云
ふ
。
肺
炎
双
球
菌
血
清
、
連
鎖
球
菌
血
清
治
療
に
有
効
な
り
と
云
ふ
者
あ
り
。「
グ
ー

ル
ム
」
に
罹
れ
る
馬
血
清
有
効
な
り
と
云
ふ
者
あ
り
。
又
濾
過
性
病
原
体
を
研
究
し
て
有
効
な
る
血
清
を
得
べ
し
と
慫

慂
す
る
者
あ
り
。

本
会
議
に
於
け
る
決
議
案
左
の
如
し
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
三
月
に
発
生
し
、
非
常
の
速
度
を
以
て
欧
洲
、
亜
細
亜
、

亜
弗
利
加
、
濠
洲
に
伝
播
せ
り
。
第
一
回
の
流
行
は
春
夏
の
候
に
行
は
れ
軽
症
な
り
し
が
、
第
二
回
の
流
行
に
は
秋
季

に
来
り
、
死
亡
率
及
肺
合
併
症
大
な
り
。

英
領
印
度
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
最
も
激
烈
に
し
て
九
月
以
後
三
ケ
月
間
に
二
億
三
千
八
百
万
の
住
民
中
五
百

万
の
死
亡
即
ち
二
〇
・
七
‰
の
死
亡
率
を
生
ぜ
り
。

病
原
は
不
明
な
り
。
プ
ア
イ
フ
エ
ル
菌
は
患
者
の
排
泄
液
及
気
管
支
肺
炎
の
病

よ
り
殆
ど
常
に
検
出
せ
ら
る
る

も
、
流
行
時
以
外
に
も
本
菌
を
見
る
こ
と
あ
り
。
本
菌
が
肺
合
併
症
に
重
要
の
関
係
あ
る
は
明
か
な
る
も
之
を
以
て
真

正
の
病
原
と
な
す
を
得
ず
。

病
原
体
は
或
は
陶
製
濾
過
器
を
通
過
す
る
不
可
視
性
の
も
の
な
る
べ
し
。
ニ
コ
ル
其
他
の
実
験
あ
れ
ど
も
未
だ
充
分

な
る
実
験
成
績
を
得
ず
。

病
原
伝
播
の
方
法
も
甚
だ
不
明
な
り
。
発
熱
期
に
は
唾
液
及
気
管
支
粘
膜
が
病
原
体
を
含
有
す
る
こ
と
は
明
な
り
。

独
り
猿
の
み
な
ら
ず
、
猫
、
犬
、
馬
等
も
本
病
に
感
じ
、
又
伝
染
の
媒
介
を
な
す
と
の
説
あ
り
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
の
第
二
回
の
流
行
に
徴
す
る
に
流
感
の
免
疫
は
甚
だ
弱
き
も
の
の
如
し
。
但
し
経
験

充
分
な
ら
ず
。
印
度
人
の
如
き
感
受
性
強
き
国
民
に
就
て
実
験
せ
ば
興
味
多
か
ら
ん
。
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予
防
接
種
、
細
菌
学
的
療
法
、
血
清
療
法
の
如
き
何
れ
も
不
充
分
の
実
験
あ
る
の
み
。
特
異
的
療
法
の
行
は
る
る

は
真
の
病
原
を
確
定
せ
る
後
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
目
下
は
プ
ア
イ
フ
エ
ル
菌
、
肺
炎
菌
、
連
鎖
球
菌
等
を
使
用
し
て

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
随
伴
せ
る
細
菌
に
対
す
る
免
疫
を
生
ぜ
し
む
る
に
過
ぎ
ず
。

今
回
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
大
流
行
は
社
会
的
、
経
済
的
の
大
打
撃
に
し
て
、
各
国
政
府
は
熱
心
に
本
病
を
研

究
中
な
り
。

爾
来
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
研
究
は
各
国
に
於
て
盛
に
行
は
れ
た
る
も
、
徹
底
的
解
決
を
得
ざ
る
こ
と
流
行
当
初

の
状
況
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
巴
里
に
於
け
る
公
衆
衛
生
国
際
事
務
局
が
一
九
一
九
年
七
月
組
合
各
国
衛
生
局
に
対

し
本
病
の
病
原
、
病
理
、
疫
学
予
防
的
の
諸
問
題
に
対
し
研
究
業
績
に
つ
き
問
ひ
合
は
せ
あ
り
た
る
も
之
に
対
し
て
は

充
分
な
る
回
答
を
蒐
集
し
得
ざ
り
し
も
の
の
如
し
。
以
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
関
す
る
智
識
の
欠
乏
は
各
国
共
に

略
等
し
き
を
推
察
せ
し
む
。

M
a
cN
a
lty

の
執
筆
せ
るIn

fl
u
en
za

（
一
九
二
〇
年
出
版
）
よ
り
今
次
流
行
の
大
体
を
摘
録
す
れ
ば
、
一
九
一
六

年
（
大
正
五
年
）
十
二
月
ラ
イ
プ
チ
ヒ
のS

tru
m
p
el

氏
「
ク
リ
ニ
ツ
ク
」
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
発
生
を
認
め
、

一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
末
よ
り
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
春
に
か
け
て
仏
英
の
軍
隊
に
気
管
支
炎
の
流
行
あ
り
。

一
九
一
七
年
冬
に
は
ウ
ヰ
ー
ン
に
「
グ
リ
ツ
プ
」
の
流
行
あ
り
。
英
仏
各
地
に
も
肺
炎
の
流
行
を
見
た
る
が
如
し
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
以
来
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
を
生
じ
た
る
が
、
此
の
発
源
地
は
当
時
開
戦
中
な
り
し
を
以
て

明
に
知
る
を
得
ず
。
春
夏
に
行
は
れ
た
る
第
一
流
行
波
は
早
く
東
方
に
発
せ
し
も
の
の
如
し
。
同
年
三
月
支
那
に
肺
炎

の
流
行
あ
り
、
鉄
道
沿
線
に
拡
が
り
、
肺
「
ペ
ス
ト
」
と
誤
ら
れ
た
り
。
三
四
月
頃
日
本
の
海
軍
に
流
行
し
た
る
が
支

那
よ
り
伝
は
り
し
な
ら
ん
。
同
年
五
月
マ
ド
リ
ツ
ド
に
流
行
起
り
、
七
月
頂
点
に
達
し
、
漸
次
消
滅
す
。
次
で
英
国
に
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伝
は
る
、
之
をS

p
a
n
ish in

fl
u
en
za

と
称
す
る
に
至
れ
り
。
同
時
期
に
米
国
軍
隊
に
も
肺
炎
の
流
行
あ
り
。
一
九
一

八
年
六
月
ボ
ン
ベ
イ
に
も
流
行
を
生
じ
、
直
に
カ
ル
カ
ツ
タ
、
マ
ド
ラ
ス
に
も
現
は
る
。
此
流
行
は
概
し
て
病
勢
良
好

な
り
。
第
二
流
行
波
は
初
秋
に
発
す
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
八
月
サ
ロ
ニ
カ
及
附
近
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

あ
り
、
此
は
春
夏
流
行
の
終
節
と
も
秋
冬
流
行
の
発
端
と
も
見
る
可
し
。
九
月
に
は
カ
ナ
ダ
、
ホ
ン
ヂ
ュ
ラ
ス
、
葡
萄

、
朝
鮮
に
発
す
。
十
月
に
は
ペ
ル
ー
に
あ
り
。
支
那
、
南
阿
、
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
存
す
。
北
米
合
衆
国
に
て

は
十
月
中
旬
極
点
に
達
す
。
印
度
に
て
は
九
月
に
始
り
、
猛
烈
を
極
む
。
波
斯
其
他
附
近
の
地
方
も
同
様
な
り
。
十
二

月
末
に
至
り
て
流
行
終
熄
せ
る
如
き
も
、
程
な
く
第
三
波
に
連
な
る
を
以
て
其
の
区
劃
必
ず
し
も
截
然
た
ら
ず
。
流
行

の
第
三
波
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
一
月
に
始
り
、
二
月
三
月
に
渉
る
。
全
地
球
到
る
所
に
流
行
す
。
第
三
波
の

死
亡
数
は
第
二
波
よ
り
少
し
。
是
れ
第
二
波
に
あ
り
て
抵
抗
弱
き
者
消
失
し
た
る
が
た
め
な
ら
ん
。
倫
敦
に
て
は
一
九

一
八
年
（
大
正
七
年
）
夏
に
九
八
九
人
、
同
年
秋
に
一
一
、
八
九
八
人
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
一
月
以
後
三
、

六
三
三
人
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
て
死
せ
り
。
英
国
に
於
け
る
九
十
六
大
都
市
の
総
人
口
千
六
百
五
十
万
に
対
し
、

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
数
は
十
月
十
二
日
｜
十
二
月
二
十
八
日
（
十
一
週
）
四
四
、
五
三
七
人
（
二
・
六
九
‰
）

十
二
月
二
十
八
日
｜
一
九
一
九
年
三
月
八
日
（
十
週
）
一
三
、
六
九
〇
人
（
〇
・
八
二
‰
）
な
り
。

第
二
波
と
第
三
波
と
は
臨
床
上
の
症
型
相
等
し
く
、
重
症
の
も
の
多
く
、
災
害
激
甚
な
り
。
有
史
以
来
最
大
の
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
パ
ン
デ
ミ
ー
」
と
称
せ
ら
る
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
十
三
日
倫
敦
に
於
け
るR

o
y
a
l M
ed
ica
l S
o
ciety

の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

討
論
会
に
於
てN

ew
sh
o
lu
re

の
説
く
所
を
挙
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

倫
敦
に
於
て
は
前
回
の
流
行
後
常
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
死
亡
絶
え
ず
。
各
週
死
亡
統
計
に
就
て
見
る
に
年
々
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多
少
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
を
計
上
せ
り
。

一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
年
）
の
流
行
に
際
し
て
は
第
十
二
週
に
起
り
、
八
乃
至
十
週
持
続
す
。

一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
に
は
第
三
週
に
始
ま
り
六
乃
至
八
週
間
持
続
す
。

一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）
に
は
年
初
の
数
週
間
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
数
大
な
り
。
年
末
に
至
り
て

軽
き
流
行
あ
り
、
七
｜
九
週
間
持
続
し
て
翌
春
に
及
ぶ
。

一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
年
）
初
頭
少
し
く
流
行
す
。

一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
第
十
週
に
大
流
行
あ
り
、
六
｜
八
週
間
持
続
す
。

一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
第
五
週
に
小
流
行
あ
り
。

一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
年
）
第
十
一
週
に
小
流
行
あ
り
。
更
に
年
末
に
大
流
行
始
ま
り
翌
年
に
つ
づ
く
。

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）
第
二
週
に
死
亡
率
最
大
な
り
。
約
六
週
間
流
行
す
。

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
第
八
週
に
小
流
行
始
ま
り
六
｜
八
週
続
く
。

一
九
〇
六
年
｜
一
九
〇
七
年
（
明
治
三
十
九
年
｜
四
十
年
）
の
冬
期
に
小
流
行
あ
り
。

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
第
九
週
に
小
流
行
始
ま
り
、
六
｜
八
週
持
続
す
。

一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
第
十
二
週
を
頂
上
と
せ
る
小
流
行
あ
り
。

一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
第
八
週
を
頂
上
と
せ
る
小
流
行
あ
り
。

一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
春
少
し
く
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
を
増
加
し
、
年
末
に
及
び
小
流
行
あ
り
、
一
九

一
七
年
（
大
正
六
年
）
の
一
月
に
及
ぶ
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
五
月
以
前
に
既
に
西
班

に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
あ
り
。
仏
国
に
於
け
る
戦
線
に
も
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浸
淫
せ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
倫
敦
に
於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
の
増
加
は
六
月
末
に
至
り
て
顕
は
れ
た
り
。

従
来
の
流
行
は
冬
春
の
候
に
発
す
る
を
常
と
せ
し
が
、
今
回
の
流
行
が
夏
期
に
始
ま
り
し
は
例
外
な
り
。
米
国
に
於
て

も
此
春
肺
炎
の
流
行
あ
り
て
溶
血
性
連
鎖
球
菌
を
検
出
せ
り
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
の
春
夏
の
候
、
英
国
は
欧

米
両
大
陸
よ
り
特
殊
の
強
毒
性
の
病
毒
を
輸
入
せ
し
も
の
の
如
し
。
七
、
八
両
月
に
於
て
六
週
間
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
の
死
亡
の
激
増
を
来
し
た
り
し
が
漸
く
逓
減
し
、
第
四
十
一
週
（
十
月
）
に
至
り
て
再
び
急
激
な
る
死
亡
増
加
を

示
し
た
り
。
此
年
の
両
流
行
の
間
隔
は
十
六
週
に
し
て
従
来
見
ざ
る
短
き
流
行
間
隔
な
り
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
第
二
回
流
行
。M

ed
ica
l R
esea

rch
 
C
o
m
m
ittee

は
八
月
十
日
のB

ritish
 
M
ed
i-

ca
l Jo
u
rn
a
l

誌
上
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
関
す
る
細
菌
学
的
研
究
の
結
果
を
募
集
せ
し
が
学
者
及
当
局
者
は
多

く
の
注
意
を
払
は
ず
、
第
二
回
の
流
行
に
備
ふ
る
所
な
か
り
し
に
、
果
然
最
も
兇
暴
な
る
流
行
を
発
し
た
り
。

戦
時
に
於
け
る
予
防
の
困
難

若
し
患
者
の
隔
離
、
工
場
に
於
け
る
換
気
の
改
善
、
群
衆
の
絶
対
禁
止
等
が
励
行
せ
ら
れ
し
な
ら
ん
に
は
本
病
の
災

害
を
減
ず
る
こ
と
可
能
な
り
し
な
ら
ん
も
、
戦
時
に
あ
り
て
は
只
防
疫
に
専
ら
な
る
を
得
ざ
る
事
情
あ
り
。
交
通
機
関

内
の
雑
沓
防
止
も
同
一
理
由
に
て
閑
却
せ
ら
れ
た
り
。

現
代
の
医
学
は
普
通
感
冒
に
向
つ
て
何
等
の
予
防
策
を
有
せ
ず
。
普
通
感
冒
は
国
民
の
死
亡
表
中
に
顕
は
れ
ざ
る
も
、

国
民
の
活
動
能
率
を
減
ず
る
こ
と
甚
大
な
る
も
の
あ
り
。
時
に
中
耳
、
骨
髄
、
脳
膜
等
の
化
膿
を
起
す
の
み
な
ら
ず
、

慢
性
気
管
支
炎
を
発
し
、
従
て
脳
膜
炎
菌
、
肺
炎
菌
、
連
鎖
球
菌
或
は
結
核
菌
の
感
染
を
誘
発
す
る
こ
と
多
し
。
而
も

此
の
普
通
感
冒
に
対
し
て
一
の
予
防
方
策
を
も
有
せ
ず
。
予
防
の
困
難
は
初
発
患
者
を
発
見
せ
ず
し
て
既
に
病
毒
の
飛

散
蔓
延
せ
る
後
に
之
を
警
戒
す
る
こ
と
な
り
。
若
し
凡
て
の
加
答
児
性
疾
患
を
有
す
る
患
者
が
充
分
の
注
意
を
な
す
と
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き
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
率
を
減
ず
る
こ
と
を
得
べ
き
な
り
。

世
界
的
流
行
の
原
因

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
毒
は
全
世
界
同
時
に
発
生
す
る
も
の
か
或
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原
体
は
常
に
存

在
す
る
も
、
毒
力
強
烈
な
る
特
殊
病
毒
が
輸
入
さ
れ
て
始
め
て
大
流
行
と
な
る
や
又
其
の
偉
力
の
大
な
る
病
毒
は
何
処

よ
り
来
る
か
不
明
な
り
。
又
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
毒
が
、
或
る
免
疫
性
を
欠
け
る
国
民
に
出
会
し
て
動
物
体
を
通

過
す
る
結
果
、
毒
力
を
増
大
し
て
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
原
因
と
な
る
と
想
像
せ
ら
る
る
も
、
未
だ
確
証
を
有
せ
ず
。

麻
疹
と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
は
其
の
関
係
類
似
す
。
両
者
の
場
合
に
於
て
死
亡
率
を
減
ぜ
ん
に
は
、
肺
炎
合
併

を
防
ぐ
を
必
要
と
し
、
此
の
方
針
の
下
に
研
究
を
進
む
可
き
も
の
と
す
。

世
界
的
流
行
の
原
因
に
就
て
は
吾
人
は
全
然
無
智
な
り
。
又
其
病
原
体
が
毒
力
を
増
大
す
る
理
由
も
全
く
不
明
な
り
。

戦
争
の
影
響

戦
争
が
此
の
病
原
力
増
大
に
関
係
あ
り
し
こ
と
は
想
像
せ
ら
る
。
住
民
の
移
動
、
軍
隊
の
輸
送
は
病
毒
感
染
の
機
会

を
多
か
ら
し
め
、
人
体
通
過
に
よ
り
て
高
ま
れ
る
病
毒
が
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
何

処
に
発
生
し
て
如
何
に
世
界
に
波
及
せ
し
か
は
、
各
国
の
統
計
を
精
査
せ
る
後
な
ら
で
は
云
ひ
難
し
。

予
防
法
も
未
だ
充
分
な
ら
ざ
れ
ど
も
、

流
行
性
加
答
児
の
細
菌
学
的
研
究
を
進
む
る
こ
と

各
研
究
者
の
成
績
を

比
較
す
る
こ
と

各
国
に
於
け
る
疫
学
的
研
究
を
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
り
て
之
を
改
善
す
る
に
至
る
べ
し
。
感
染
の
予

防
は
目
下
の
医
学
的
知
識
に
て
は
密
居
を
避
く
る
こ
と
、「
マ
ス
ク
」
の
使
用
等
を
可
と
し
、「
ワ
ク
チ
ン
」
は
将
来
の

研
究
を
要
す
。
口
腔
鼻
咽
腔
の
洗
滌
は
有
効
な
る
可
し
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
に
際
し
て
、
若
し
加
答
児
性
疾
患
の
研
究
が
進
歩
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
是
れ
「
イ
ン
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フ
ル
エ
ン
ザ
」
間
接
の
功
と
云
ふ
を
得
べ
し
。

討
論
に
於
てG

reen
w
o
o
d

は
今
回
流
行
の
原
因
を
薪
炭
の
欠
乏
と
人
民
の
群
居
に
あ
り
と
な
し
、S

o
lta
n

は
四
月

イ
ー
プ
ル
陣
地
に
感
冒
流
行
し
、
三
日
の
潜
伏
期
、
三
日
の
発
熱
、
三
日
の
恢
復
期
に
て
経
過
す
る
軽
度
の
も
の
な
り

し
が
、
五
月
末
に
至
り
て
一
旦
消
失
せ
る
も
の
が
六
月
に
至
り
再
び
盛
に
発
生
し
、
七
月
中
旬
頂
点
に
達
し
、
其
後
漸

次
減
少
せ
り
。
後
の
感
冒
は
病
勢
重
く
肺
炎
を
起
し
て
死
す
る
も
の
少
か
ら
ず
。
軍
隊
に
あ
り
て
は
其
の
三
分
二
一
時

に
発
病
し
て
勤
務
し
得
ざ
る
も
の
あ
り
と
説
き
、S
to
ck

は
南
阿
に
於
け
る
流
行
が
欧
洲
と
同
様
八
月
に
勃
発
し
、
住

民
の
大
半
を
犯
し
、
猿
も
亦
罹
れ
る
を
報
じ
た
り
。

之
れ
を
要
す
る
に
今
回
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
地
球
上
の
何
処
に
源
を
発
せ
し
や
は
全
く
不
明
な
り
。
一
九
一

八
年
（
大
正
七
年
）
秋
季
の
大
流
行
に
於
て
、
瑞
西
、
西
班

等
が
稍
々
早
く
重
症
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
を

発
生
せ
し
は
事
実
ら
し
き
も
、
其
の
重
症
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
毒
が
如
何
に
し
て
発
生
し
、
若
く
は
輸
入
せ
ら
れ

し
や
は
不
明
な
り
。
或
は
欧
洲
各
国
共
に
同
時
に
悪
性
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
発
せ
し
も
、
時
正
に
交
戦
時
な
り

し
を
以
て
、
上
記
の
中
立
国
の
報
道
が
比
較
的
速
に
喧
伝
せ
ら
れ
し
に
過
ぎ
ざ
る
可
き
か
。
欧
米
学
者
の
唱
ふ
る
如
く
、

一
九
一
八
年
春
季
の
「
グ
リ
ツ
プ
」
を
以
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
前
駆
流
行
と
な
さ
ん
か
、
此
の
春
季
の
軽
症
感

冒
は
既
に
世
界
各
地
に
存
在
せ
し
を
以
て
見
れ
ば
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
毒
は
既
に
久
し
き
以
前
隠
微
の
間
に
世

界
に
浸
淫
し
、
時
と
共
に
熟
し
て
悪
性
と
な
れ
る
も
の
と
見
る
可
く
、
敢
て
特
殊
の
発
源
地
或
は
伝
播
径
路
を
要
せ
ざ

る
可
き
な
り
。
然
れ
ど
も
、
一
九
一
八
年
春
季
の
感
冒
と
秋
季
の
感
冒
と
を
同
一
物
な
り
と
な
す
に
は
猶
幾
多
の
論
証

を
要
す
。
又
如
何
に
し
て
病
症
悪
性
化
せ
る
か
に
就
き
研
究
を
要
す
。
想
ふ
に
病
毒
は
既
に
散
じ
て
世
界
の
各
地
に
あ

り
。
此
者
特
殊
の
要
約
に
遭
遇
し
て
悪
化
す
、
但
し
必
ず
し
も
悉
く
の
病
毒
同
時
に
且
つ
同
程
度
に
変
化
す
る
に
は
非
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ざ
る
可
し
。
従
て
各
地
夫
々
の
病
性
病
毒
発
生
地
あ
り
て
病
毒
蔓
延
の
光
景
を
現
出
す
。
必
ず
し
も
世
界
に
唯
一
の
病

毒
根
源
を
追
跡
す
る
に
も
及
ば
ざ
る
可
し
。

今
参

の
た
め
米
国P

u
b
lic H

ea
lth R

ep
o
rts

に
記
載
し
た
る
各
国
初
発
地
名
及
其
期
日
を
表
記
す
れ
ば
左
の
如

し
。地

名
又
は
国
名

報
告
月
日

流

行

地

及

び

流

行

の

概

況

五
月
に
於
け
る
流
行

欧

洲

西

班

二

十

八

日

ワ
レ
ン
シ
ア
及
び
マ
ド
リ
ツ
ト
市
に
於
て
原
因
不
明
な
る
熱
性
病
に
し
て
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
類
似
の
疾
患
の
流
行
し
つ
つ
あ
る
を
報
ず
。

六
月
に
於
け
る
流
行

欧

洲

瑞

西

一

日

チ
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
市
に
流
行
し
つ
つ
あ
る
を
報
ず
。

英

蘭

土

十

五

日

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
及
び
他
の
地
方
に
発
生
す
。

南

ア

メ

リ

カ

ブ

ラ

ジ

ル

十

六

日

サ
ン
ト
ス
に
流
行
を
報
ず
。

東

洋

方

面

印

度

二

十

二

日

ボ
ン
ベ
イ
に
流
行
す
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
よ
り
寄
港
せ
る
船
舶
に
由
来
す
と
称
す
。

七
月
に
於
け
る
流
行

欧

洲
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和

蘭

流
行
猖
獗
を
極
む
。

諾

威

十

三

日

ク
リ
ス
チ
ア
ニ
ア
に
流
行
す
。

瑞

典

十

三

日

マ
ル
モ
及
ゴ
ー
ラ
ン
フ
ル
グ
に
発
生
の
報
あ
り
。

瑞

西

七
月
末
に
至
り
ベ
ル
ン
、
セ
ン
ド
ゴ
ー
ル
に
猖
獗
を
極
め
全
国
を
席
捲
し
つ
つ
あ

り
。

ア

フ

リ

カ

ア

ル

ゼ

リ

ア

七
月
中
流
行
す
。

東

洋

方

面

印

度

マ
ド
ラ
ス
、
カ
ル
カ
ツ
タ
に
流
行
し
印
度
全
国
に
拡
大
す
。

支

那

二

十

七

日

四
川
省
重
慶
府
に
流
行
し
市
民
の
半
数
之
が
為
め
に
冒
さ
る
。

八
月
に
於
け
る
流
行

欧

洲

瑞

典

十

日

ス
ト
ツ
ク
ホ
ル
ム
に
発
生
す
。

希

臘

十

八

日

サ
ロ
ニ
カ
及
び
カ
ラ
マ
タ
に
流
行
し
つ
つ
あ
る
を
報
ず
。

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

二

十

八

日

ボ
ス
ト
ン
及
び
同
市
附
近
に
於
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
発
生
を
報
じ
患
者
既

に
千
四
百
名
に
及
ぶ
。

九
月
に
於
け
る
流
行

欧

洲

丁

抹

全
国
に
亘
り
て
九
月
中
流
行
を
極
む
。
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仏

蘭

西

ブ
レ
ス
ト
、
ボ
ル
ド
ー
、
ハ
ー
ブ
ル
、
パ
リ
ー
、
マ
ル
セ
イ
ユ
及
び
ビ
ナ
ン
ト
ス

等
の
諸
都
市
に
流
行
す
。

諾

威

ト
ロ
ン
ゼ
ム
に
流
行
す
。

伊

太

利

二

十

七

日

パ
レ
ル
モ
及
び
フ
ロ
レ
ン
ス
に
流
行
猖
獗
を
極
む
と
の
報
あ
り
。

西

班

二

十

八

日

西
班

全
国
に
蔓
延
す
。

葡

萄

三

十

日

リ
ス
ボ
ン
に
流
行
激
甚
な
り
。

ア

フ

リ

カ

大

陸

チ

ニ

ス

チ
ニ
ス
市
に
流
行
を
見
る
。

南
ア
フ
リ
カ
聯
邦

十

四

日

ダ
ル
バ
ン
に
初
発
患
者
の
発
生
あ
り
。

十

八

日

ラ
ン
ド
ア
レ
ア
に
流
行
す
。

二

十

三

日

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
及
び
キ
ン
バ
ー
レ
イ
に
流
行
を
報
ず
。

シ

ラ

ル
、
レ

オ

ン

二

十

三

日

フ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
流
行
す
。

セ

ネ

ガ

ー

ル

二

十

三

日

ダ
ー
カ
ー
に
流
行
を
報
ず
。

モ

ロ

ツ

コ

二

十

八

日

タ
ン
ギ
ー
ル
よ
り
流
行
の
兆
を
現
は
す
。

北

ア

メ

リ

カ

大

陸

カ

ナ

ダ

カ
ナ
ダ
の
大
西
洋
沿
岸
な
る
、

二

十

一

日

ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
ヴ
イ
ル
、

二

十

八

日

キ
ユ
ー
ベ
ツ
ク
、

三

十

日

ハ
ミ
ル
ト
ン
等
の
諸
洲
に
流
行
を
来
す
。

合

衆

国

コ
ン
ネ
ク
チ
カ
ツ
ト
及
び
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ツ
ツ
両
洲
に
爆
発
し
て
漸
次
大
西
洋
岸
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及
び
メ
キ
シ
コ
湾
に
沿
ふ
て
蔓
延
し
速
か
に
西
方
の
諸
洲
に
波
及
し
て
遂
に
四
十

三
洲
及
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
方
に
蔓
延
し
つ
つ
あ
る
を
報
じ
太
平
洋
岸
な
る
カ
リ
フ
オ

ル
ニ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
両
洲
に
も
発
生
し
ベ
ル
ウ
エ
ド
ル
、
サ
ン
ガ
ブ
リ
ー
ル
、

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
等
に
流
行
を
見
る
に
至
れ
り
。

メ

キ

シ

コ

サ
ン
タ
ク
ル
ヅ
に
流
行
す
。

中
央
ア
メ
リ
カ
及
び
南
米

サ

ル

バ

ド

ル

十

一

日

サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
内
に
流
行
す
。

ホ

ン

ジ

ラ

ス

十

六

日

ア
マ
パ
ラ
に
流
行
す
。

ブ

ラ

ジ

ル

バ
ヒ
イ
ヤ
に
流
行
す
。

西

印

度

諸

島

ベ

ル

ム

ダ

島

二

十

五

日

首
都
ベ
ル
ム
ダ
に
流
行
す
。

ジ

ヤ

マ

イ

カ

島

三

十

日

ル
ー
セ
イ
ヤ
及
び
モ
ン
テ
ゴ
ベ
ー
に
発
生
す
。

東

洋

方

面

朝

鮮

鎮
南
浦
、
釜
山
、
京
城
に
流
行
す
。

支

那

二

十

八

日

香
港
に
発
生
す
。

十
月
中
の
流
行

欧

洲

仏

蘭

西

リ
ヨ
ン
市
に
流
行
猖
獗
を
極
む
。

露

西

亜

セ
ン
ト
エ
チ
ー
ヌ
に
流
行
す
。

一

日

ア
ル
チ
ヤ
ン
ゼ
ル
市
に
流
行
す
。
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伊

太

利

六

日

レ
ゴ
ル
ン
及
メ
ツ
シ
ナ
の
軍
隊
間
に
流
行
し
つ
つ
あ
る
を
報
ず
。

希

臘

二

十

五

日

パ
ト
ラ
ス
に
流
行
す
。

ア

フ

リ

カ

リ

ベ

リ

ア

五

日

リ
ベ
リ
ヤ
に
於
て
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
各
港
を
出
帆
す
る
船
舶
に
対
し
て
海
港
検
疫

を
施
行
す
。

北

ア

メ

リ

カ

メ

キ

シ

コ

五
日
よ
り
二
十
一
日
に
至
る
報
告
に
拠
れ
ば
ア
グ
ジ
イ
タ
（A

g
u
jita

）
チ
ハ
ハ

（C
h
ih
u
a
h
u
a

）
ピ
ー
ド
ラ
ス
（P

ied
ra
s

）
ネ
グ
ラ
ス
（N

eg
ra
s

）
サ
ビ
ナ

（S
a
b
in
a

）
マ
タ
モ
ロ
ス
（M

a
ta
m
o
ro
s

）
に
流
行
の
兆
を
現
は
し
急
速
に
全

国
に
伝
播
せ
り
。

合

衆

国

流
行
性
感
冒
は
十
月
に
入
り
て
隔
離
的
な
る
村
落
及
び
山
間
の
地
域
を
除
き
て
は

既
に
合
衆
国
全
般
に
伝
播
せ
り
。
而
し
て
十
月
十
五
日
頃
に
は
大
西
洋
沿
岸
の
各

都
市
に
病
勢
猖
獗
を
極
め
、
又
内
地
の
各
都
市
に
波
及
し
十
月
下
旬
に
は
全
洲
の

大
都
市
を
席
捲
す
る
に
至
れ
り
。
又
合
衆
国
の
中
央
及
び
太
平
洋
沿
岸
の
村
落
に

於
て
は
十
月
下
旬
既
に
流
行
の
高
潮
期
に
達
せ
り
。

中

央

ア

メ

リ

カ

ホ

ン

ド

レ

ス

七

日

テ
グ
シ
ガ
ル
パ
（T

eg
u
cig
a
lp
a

）
及
び
ベ
リ
ー
ゼ
（B

elize

）
地
方
に
流
行
す
。

ゴ

ー

テ

マ

ラ

十

一

日

ゴ
ー
テ
マ
ラ
市
（G

u
o
tem
a
la

）
に
流
行
す
。

コ

ス

タ

リ

カ

十

二

日

リ
モ
ン
（L

im
o
n

）
に
猖
獗
す
。

南

ア

メ

リ

カ
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ウ

ル

グ

ア

イ

十
月
初
旬
モ
ン
テ
ビ
テ
オ
（M

o
n
tev
id
eo

）
に
爆
発
性
流
行
を
来
す
。

ブ

ラ

ジ

ル

二

十

日

パ
ラ
（P

a
ra

）
及
び
ス
ワ
ア
ポ
ロ
（S

a
o P
o
u
lo

）
に
於
て
流
行
激
甚
を
報
ず
。

ヴ

エ

ネ

ジ

イ

ラ

二

十

五

日

ラ
、
グ
エ
ラ
（L
a G
u
a
ira

）
マ
ラ
カ
イ
ボ
（M

a
ra
ca
ib
o

）
及
び
プ
エ
ル
ト
カ

ベ
ル
ロ
（P
u
erto C

a
b
ello

）
に
猖
獗
す
。

コ

ロ

ン

ビ

ア

二

十

六

日

ボ
コ
タ
（B
o
g
o
ta

）
バ
ラ
ン
キ
ラ
（B

a
rra
n
q
u
illo

）
カ
ー
タ
ゲ
ナ
（C

a
r

 
ta
g
en
a

）
及
び
ペ
ル
ー
（P

eru

）
に
流
行
す
。

-

西

印

度

諸

島

キ

ユ

ー

バ

九

日

カ
マ
グ
エ
（C

a
m
a
g
u
ey

）
ヌ
エ
ビ
タ
ス
（N

u
ev
ita
s

）
に
猖
獗
す
。

十

五

日

既
に
キ
ユ
ー
バ
同
島
に
蔓
延
す
る
を
報
ず
。

二

十

九

日

キ
ユ
ー
バ
島
の
各
港
に
海
港
検
疫
を
開
始
す
。

ジ

ヤ

マ

イ

カ

十

二

日

ポ
ル
ト
ア
ン
ト
ニ
オ
に
流
行
す
（P

o
rt
 
A
n
to
n
io

）、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
（K

in
g

 
sto
n

）
二
十
三
日
に
流
行
す
。

-

ポ

ル

ト

リ

コ

二

十

三

日

全
島
に
蔓
延
し
同
島
の
各
港
に
於
て
海
港
検
疫
を
施
行
す
。

大

西

洋

諸

島

ア

ゾ

レ

ス

島

二

十

二

日

全
島
に
流
行
す
る
を
報
ず
。

カ

ナ

リ

ー

島

十
月
十
八
日
頃
よ
り
流
行
の
兆
を
現
は
し
二
十
三
日
に
は
大
カ
ナ
リ
ー
島
ラ
ス
パ

ル
マ
ス
（L

a
s P
a
lm
a
s

）
テ
ネ
リ
ツ
フ
（T

en
eri
e

）
に
流
行
を
見
た
り
。

太

平

洋

諸

島

ハ

ワ

イ

ホ
ノ
ル
ル
に
散
発
性
流
行
を
報
ず
。

濠

洲

十

七

日

各
港
に
於
て
海
港
検
疫
を
施
行
す
。
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ニ
ユ
ー
ジ
ウ
ー
ラ
ン
ド

十

九

日

オ
ウ
ク
ラ
ン
ド
（A

u
ck
la
n
d

）
に
発
生
し
て
全
島
に
蔓
延
せ
り
。

マ

ダ

カ

ス

カ

ル

十

九

日

マ
ダ
カ
ス
カ
ル
に
発
生
す
。

東

洋

支

那

十
月
初
旬
湖
南
省
北
沙
府
に
流
行
す
。

日

本

十
月
初
旬
各
地
方
に
流
行
す
（
後
章
参
照
）。

十
一
月
に
於
け
る
流
行

欧

洲

英

蘭

土

ノ
ツ
チ
ン
ガ
ム
（N

o
ttin
g
h
a
m

）
に
流
行
猖
獗
を
報
ず
。

東

洋

ア

ラ

ビ

ア

ア
テ
ン
に
発
生
す
。

印

度

印
度
全
洲
に
渡
り
て
流
行
激
甚
を
極
む
。

支

那

二

日

広
東
に
流
行
の
兆
を
現
は
す
。

ア

メ

リ

カ

大

陸

合

衆

国

到
る
処
の
山
間
村
落
に
も
流
行
を
見
ざ
る
の
地
な
き
に
至
る
。

グ

イ

ア

ナ

パ
ラ
マ
リ
ボ
（P

a
ra
m
a
rib
o

）
に
発
生
す
。

ジ

ヤ

マ

イ

カ

二

日

ジ
ヤ
マ
イ
カ
全
島
に
蔓
延
す
。

サ

モ

ア

ア
ピ
ア
（A

p
ia

）
に
流
行
す
。

十
二
月
の
流
行

南

洋

諸

島

ト

ン

ガ

島

三

日

流
行
激
甚
な
り
。
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ソ
サ
イ
テ
イ
諸
島

流
行
猖
獗
を
極
む
。

パ

ラ

グ

イ

ヤ

八
日
｜
廿
一
日

パ
ラ
グ
イ
ヤ
及
び
ア
サ
ン
シ
オ
ン
（A

su
n
cio
n

）
に
流
行
す
。

西

印

度

諸

島

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

十

九

日

ラ
、
プ
ラ
タ
（L
a P
la
ta

）
プ
エ
ル
ト
、
プ
ラ
タ
（P

u
erto P

la
ta

）
サ
ン
ト
ド

ミ
ン
ゴ
（S
a
n
to D

o
m
in
g
o

）
に
流
行
猖
獗
せ
り
。

第
二
項

各
国
に
於
け
る
流
行
状
況

一
、
瑞
西

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
初
夏
既
に
注
意
す
べ
き
流
行
性
感
冒
発
生
せ
し
も
の
の
如
く
七
月
中
旬
発
行
の
公
衆
衛

生
局
報B

u
lletin d

u S
erv
ice d

e e
H
y
g
ien
e P
u
b
liq
u
e

に
「
グ
リ
ツ
プ
」
に
就
て
記
述
し
、
既
に
欧
洲
各
地
に
あ

り
た
る
「
グ
リ
ツ
プ
」
は
六
月
下
旬
遂
に
瑞
西
国
内
に
入
り
、
其
の
症
状
は
比
較
的
軽
き
も
、
時
に
肺
合
併
症
を
来
す

も
の
あ
り
、
大
体
に
於
て
一
八
八
九
｜
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
二
年
｜
二
十
七
年
）
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
一

致
し
、
其
の
病
原
菌
は
咯
痰
、
液
中
に
あ
る
を
以
て
、
患
者
に
接
近
せ
ず
、
水
滴
伝
染
を
避
け
、
密
閉
せ
る
場
所
の
群

集
内
に
入
る
を
避
け
口
腔
の
消
毒
を
励
行
し
て
予
防
に
努
む
可
し
。
但
し
病
原
体
は
一
般
に
行
き
渉
れ
る
を
以
て
予
防

の
効
を
挙
ぐ
る
こ
と
困
難
な
り
と
云
へ
り
。

八
月
六
日
巴
里
の
「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ヅ
・
メ
ヂ
シ
ン
」
に
於
てJu

les R
en
a
u
lt

の
説
く
所
に
よ
れ
ば
近
時
瑞
西
に

は
流
行
性
の
「
グ
リ
ツ
プ
」
あ
り
、
甚
だ
悪
性
に
し
て
屢
々
肺
炎
を
合
併
し
重
症
に
陥
る
も
の
少
か
ら
ず
。
肺
炎
を
惹

起
す
る
と
き
は
三
四
日
に
し
て
中
毒
症
状
と
心
臓
衰
弱
を
発
し
て
死
す
る
も
の
多
し
。
小
葉
性
肺
炎
に
し
て
片
側
或
は

第三章 海外諸国に於ける今次の流行状況並予防措置61



両
側
に
現
は
る
。
合
併
症
な
き
も
の
は
気
管
支
分
泌
液
中
に
プ
ア
イ
フ
エ
ル
菌
あ
り
。
肺
炎
を
起
せ
ば
肺
炎
双
球
菌
を

見
る
。
全
体
よ
り

ふ
る
に
、
瑞
西
の
「
グ
リ
ツ
プ
」
は
先
般
来
、
仏
蘭
西
、
伊
太
利
、
西
班

に
流
行
せ
る
も
の
よ

り
確
に
悪
性
な
り
。
此
の
悪
性
感
冒
を
防
ぐ
に
は
個
人
の
口
腔
衛
生
と
、
患
者
の
隔
離
と
、
患
者
の
安
静
と
に
よ
り
て

肺
炎
の
発
生
を
防
ぐ
を
要
す
と
。

B
eza
n
co
n

氏
附
言
し
て
曰
く
、
瑞
西
よ
り
帰
れ
る
患
者
を
見
た
る
に
全
く
重
症
に
し
て
本
年
五
月
以
来
仏
国
戦
線

に
流
行
せ
る
も
の
と
其
の
性
質
を
異
に
し
、
全
く
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
一
致

す
る
も
の
な
り
。

之
に
よ
り
て
見
れ
ば
四
五
月
以
来
欧
洲
各
地
に
軽
症
の
「
グ
リ
ツ
プ
」
あ
り
し
は
明
か
な
る
も
、
瑞
西
に
於
て
は
既

に
七
八
月
に
於
て
悪
性
の
「
グ
リ
ツ
プ
」
或
は
真
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
同
一
の
症
状
を
有
す
る
感
冒
の
流
行
が

始
ま
り
た
る
こ
と
は
明
か
な
り
。

瑞
西
に
て
は
十
月
に
至
り
て
愈
々
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
猛
烈
な
る
を
以
て
、
十
月
六
日
遂
に
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
の
届
出
を
行
ふ
に
至
れ
り
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
中
患
者
六
六
四
、
四
三
五
人
（
全
住
民
の
一
六
・

六
％
）
死
者
二
一
、
八
四
六
人
（
全
住
民
の
五
・
四
六
‰
）、
に
上
れ
り
と
云
ふ
。
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
一
月

再
び
流
行
盛
ん
と
な
れ
る
を
以
て
一
月
二
十
日
を
以
て
届
出
を
励
行
す
可
き
を
布
告
し
た
り
。

二
、
西
班

ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
名
称
に
よ
り
特
殊
の
責
任
を
有
す
る
が
如
き
西
班

の
首
府
マ
ド
リ
ツ

ド
よ
り
内
務
省
衛
生
局
長D

r
M
a
n
u
el d
e S
a
la
za
r

の
七
月
二
十
五
日
発
送
せ
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
八
年

（
大
正
七
年
）
五
月
下
旬
よ
り
マ
ド
リ
ツ
ド
に
於
け
る
死
亡
数
例
年
に
超
過
せ
り
。
恰
も
歴
史
上
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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ザ
」
に
類
似
せ
る
も
但
し
良
性
な
り
。
初
め
マ
ド
リ
ツ
ド
に
の
み
流
行
せ
し
が
忽
ち
四
方
に
伝
播
せ
り
。
症
候
は
「
リ

ユ
マ
チ
ス
」
性
及
加
答
児
性
あ
り
。
若
し
肺
炎
を
合
併
す
る
と
き
は
重
症
と
な
る
。
死
亡
数
は
五
月
二
十
七
日
に
急
に

増
加
し
、
五
月
三
十
一
日
に
最
高
に
達
し
て
例
年
の
二
倍
と
な
り
、
六
月
初
旬
に
は
忽
ち
減
少
せ
り
、
二
〇
｜
四
〇
年

の
壮
年
者
多
く
倒
る
。
細
菌
学
的
検
査
の
結
果
、
二
種
の
連
鎖
球
菌
の
外
種
々
の
菌
を
見
る
、
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
は

最
初
発
見
さ
れ
ざ
り
し
が
後
に
は
大
多
数
に
之
を
認
む
る
に
至
り
、
時
に
純
粋
培
養
の
状
に
あ
り
。

即
ち
西
班

に
於
て
も
、
初
夏
の
流
行
に
於
て
既
に
可
な
り
重
症
な
る
患
者
を
も
混
じ
た
る
も
の
の
如
し
。
而
し
て

一
旦
減
退
し
た
る
流
行
が
秋
冷
に
乗
じ
て
再
び
猛
烈
と
な
り
、
十
二
月
末
迄
に
一
四
〇
、
四
五
一
人
（
全
人
口
の
七
・

二
四
‰
）
に
及
び
、
十
一
月
中
の
み
に
て
四
〇
、
四
七
八
人
の
死
亡
者
あ
り
し
と
云
ふ
。

三
、
葡
萄

隣
接
せ
る
西
班

と
同
一
状
態
に
し
て
六
月
に
於
け
る
春
夏
流
行g

rip
p
e v
ern
o
-estiv

a
le

と
八
月
中
旬
よ
り
の

夏
秋
流
行g

rip
p
e estiv

o
-a
u
to
m
n
a
le

と
あ
り
。
春
夏
の
流
行
は
軽
症
に
し
て
夏
秋
の
流
行
は
悪
性
な
り
、
之
を
肺

炎
性
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」In

fl
u
en
za P

n
eu
m
o
n
iq
u
e

と
云
ふ
。
西
班

に
て
は
五
月
に
流
行
せ
し
を
以
て
「
ス
パ

ニ
ツ
シ
ユ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
名
称
行
は
る
る
に
至
れ
り
、
但
し
「
ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
な
る

名
は
一
五
八
〇
年
既
に
独
逸
に
て
使
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
之
を
踏
襲
せ
る
も
の
な
る
可
し
。
八
月
に
至
り
て

悪
性
の
感
冒
発
生
し
其
症
状
に
よ
り
て
肺
「
ペ
ス
ト
」
を
疑
は
し
め
た
り
。
臨
床
的
に
は
単
純
性
、
中
毒
性
、
肺
炎
性

を
分
つ
べ
し
。
重
症
な
る
も
の
の
七
〇
％
は
気
管
支
肺
炎
若
は
肺
炎
を
発
す
。
患
者
の
五
七
％
に
プ
ア
イ
フ
エ
ル
菌
を

検
出
し
、
其
他
肺
炎
双
球
菌
、
連
鎖
球
菌
等
も
見
ら
る
。
感
染
径
路
は
接
触
伝
染
に
し
て
患
者
の
届
出
も
予
期
の
効
を

見
ず
。
他
の
個
人
衛
生
、
公
衆
衛
生
的
手
段
も
著
き
効
果
を
認
め
ず
。
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四
、
仏
蘭
西

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
月
一
日
の
「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ヅ
・
メ
ヂ
シ
ン
」
集
会
上
に
てA

N
etter

の
報
告
す

る
所
に
よ
れ
ば
今
回
の
西
班

「
グ
リ
ツ
プ
」
な
る
も
の
と
一
八
八
九
年
｜
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
二
年
｜
二
十
三

年
）
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
は
全
然
同
一
物
な
り
。
仏
国
に
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
四
月
以
来
軽
症
の

「
グ
リ
ツ
プ
」
流
行
あ
り
。
独
逸
国
内
に
も
同
様
の
流
行
あ
り
し
が
如
し
。
或
は
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
に
於
て

戦
線
の
一
部
に
は
類
似
疾
患
の
発
生
を
見
た
り
。
世
に
「
ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
云
ふ
も
、
マ
ド
リ

ツ
ド
の
流
行
は
五
月
に
発
生
せ
り
。
西
班

を
以
て
病
毒
発
生
地
と
な
す
を
得
ず
。

秋
に
至
り
て
始
ま
れ
る
第
二
の
流
行
は
重
症
者
多
く
、
毛
細
気
管
支
炎
、
気
管
支
肺
炎
、
肺
炎
を
併
発
す
る
も
の
多

く
、
時
に
赤
痢
様
の
下
痢
を
来
す
も
の
あ
り
。
感
染
の
危
険
大
な
る
を
以
て
種
々
予
防
手
段
を
講
ず
る
に
至
れ
り
。
老

年
者
に
罹
患
少
き
は
或
は
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
年
）
流
行
の
免
疫
残
存
せ
る
に
よ
る
も
の
と
想
像
せ
ら
る
。
プ

ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
発
見
す
る
こ
と
屢
々
な
り
。

五
、
伊
太
利

一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
三
月
、「
ポ
リ
ク
リ
ニ
コ
」
誌
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
春
第

一
回
の
流
行
あ
り
、
軽
症
な
り
。
第
二
回
は
九
月
に
初
ま
る
。
九
月
中
旬
よ
り
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
二
月
中
旬

ま
で
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
一
六
五
、
〇
〇
〇
あ
り
。
春
季
の
流
行
に
於
て
は
「
パ
パ
タ
シ
」
熱
「
デ
ン
グ
」

等
と
混
同
せ
ら
れ
し
が
、
秋
季
の
流
行
に
於
て
病
勢
猛
烈
と
な
る
や
肺
「
ペ
ス
ト
」
を
疑
ひ
た
り
、
免
疫
性
あ
る
も
確

実
な
ら
ず
。
病
原
不
明
に
し
て
的
確
な
る
予
防
策
な
し
。

六
、
和
蘭
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一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
七
月
十
三
日
和
蘭
衛
生
学
雑
誌
に
よ
れ
ば
、
従
来
同
国
に
は
「
ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
・
グ
リ

ツ
プ
」
な
か
り
し
が
英
国
軍
隊
の
移
動
に
よ
り
全
国
に
散
布
さ
れ
た
り
。
中
央
衛
生
局
は
た
め
に
布
告
を
発
し
て
医
師

に
「
ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
告
知
を
命
ぜ
り
。
当
時
伯
林
に
も
流
行
あ
る
も
、
甚
だ
し
く
重
症
に
非
ず

と
云
ふ
。
七
月
二
十
日
及
二
十
七
日
の
同
誌
上
に
「
グ
リ
ツ
プ
」
流
行
の
記
事
あ
り
。
其
の
発
生
急
激
に
し
て
伝
播
も

頗
る
迅
速
な
る
を
説
き
、
軽
症
者
の
鼻
咽
腔
よ
り
は
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
出
で
、
重
症
者
に
て
は
肺
炎
双
球
菌
、
グ
ラ

ム
陰
性
菌
等
発
見
せ
ら
る
。
今
回
の
流
行
を
軽
症
と
云
ふ
も
の
あ
り
、
重
症
な
り
と
称
す
る
者
あ
り
。
大
勢
は
漸
次
重

症
に
傾
く
も
の
の
如
し
。
例
へ
ば
七
百
四
十
五
例
の
患
者
中
五
百
六
十
三
名
軽
く
百
五
十
八
名
重
く
、
内
二
十
四
名
は

肺
炎
を
合
併
し
、
五
名
死
亡
す
。
即
ち
多
少
の
重
症
患
者
を
交
へ
つ
つ
あ
り
し
は
明
か
な
り
。
独
逸
よ
り
帰
還
せ
る
多

数
の
患
者
を
観
察
し
た
る
に
多
く
は
重
症
な
り
。
恐
ら
く
独
逸
国
内
の
流
行
は
悪
性
な
る
べ
し
。
但
し
帰
還
せ
る
患
者

は
特
に
重
症
な
り
し
も
の
と
も

へ
ら
る
。
此
等
の
患
者
中
に
は
極
め
て
重
症
な
る
者
あ
り
、

語
を
発
し
、「
コ
ー

マ
」
に
陥
れ
り
。
以
て
既
に
悪
性
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
徴
あ
る
を
察
す
可
し
。

秋
期
に
至
り
て
流
行
激
甚
と
な
り
、
一
九
一
八
年
中
の
死
亡
三
六
、
三
一
七
人
を
数
ふ
（
男
一
九
、
二
五
三
人
女
一

七
、
〇
六
四
人
）
次
に
和
蘭
に
於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
率
の
増
加
の
著
し
か
り
し
月
を
示
す
。

一
箇
年
人
口
一
〇
、
〇
〇
〇
に
対
す
る
平

死
亡
数
と
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
及
一
九
一
九
年
（
大

正
八
年
）
四
月
の
死
亡
数
と
を
対
比
す
る
に
、

疾

病

一
九
一
三
年
｜
一
九
一
七
年
平

大
正
二
年
｜
六
年
平

死
亡

一
九
一
八
年
十
一
月

大
正
七
年
十
一
月
死
亡

一
九
一
九
年
四
月

大
正
八
年
四
月
死
亡

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

〇

八
一

一
九
〇

四
〇

三

六
六
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急
性
気
管
支
炎

一

九
二

六

六
五

二

六
五

気

管

支

炎

六

三
九

四
二

九
七

一
四

一
八

肺

炎

六

二
九

六
一

四
七

一
三

四
一

肋

膜

炎

〇

三
九

一

一
六

〇

五
六

即
ち
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
が
病
勢
最
も
猖
獗
な
り
し
を
知
る
。

七
、
英
吉
利

英
国
に
於
け
る
流
行
も
略
ぼ
他
の
諸
国
と
一
致
す
。
英
国
軍
隊
に
て
特
別
調
査
委
員
を
設
け
て
報
告
せ
る
所
を
見
る

に
、
仏
国
戦
線
に
於
け
る
英
国
軍
隊
に
は
一
九
一
六
｜
一
九
一
七
年
（
大
正
五
年
｜
六
年
）
の
冬
に
も
「
グ
リ
ツ
プ
」

の
流
行
あ
り
。
但
し
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
春
に
至
り
て
流
行
著
し
く
な
れ
る
理
由
は
不
明
な
り
。
一
九
一
八
年

（
大
正
七
年
）
に
は
四
月
｜
五
月
に
流
行
始
ま
り
、
七
月
ま
で
続
く
、
但
し
軽
症
に
し
て
熱
、
四
肢
痛
、
頭
痛
、
咽
喉

の
加
答
児
を
生
ず
る
の
み
。
急
に
発
病
し
、
経
過
短
く
、
合
併
症
少
く
、
肺
炎
を
来
す
こ
と
極
め
て
稀
な
り
。
一
九
一

八
年
（
大
正
七
年
）
八
月
六
日Y

o
u
n
g A

G
ri
th

が
英
国
軍
隊
最
近
の
「
グ
リ
ツ
プ
」
に
就
て
報
告
せ
る
所
を
見

る
に
六
月
二
十
一
日
よ
り
七
月
十
日
迄
に
入
院
せ
る
「
グ
リ
ツ
プ
」
患
者
千
四
百
三
十
九
名
あ
り
。
患
者
の
隔
離
も
予

防
の
効
少
き
が
如
し
。

秋
季
に
及
ん
で
第
二
回
の
流
行
を
発
生
し
、
多
数
の
死
亡
あ
り
し
こ
と
は
前
掲
ニ
ユ
ー
ス
ホ
ル
ム
の
演
説
に
も
明
か

な
り
。

英
国
に
於
け
る
観
察
に
よ
れ
ば
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
は
老
年
に
多
き
を
常
と
せ
し
が
、
今
次
の
流
行
に
於
て

は
五
十
五
年
以
下
の
も
の
多
く
発
病
す
。
戦
争
に
因
す
る
生
活
状
態
の
変
化
及
病
原
其
の
者
の
突
然
の
変
性
等
に
よ
り
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て
流
行
状
態
に
変
化
を
来
す
も
の
な
る
べ
し
。

八
、
北
米
合
衆
国

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
初
春
の
候
米
国
各
地
に
も
軽
症
の
感
冒
流
行
す
。
殊
に
或
る
兵
営
に
あ
り
て
は
気
管
支

肺
炎
の
流
行
あ
り
て
特
殊
の
溶
血
性
連
鎖
球
菌
を
検
せ
し
め
た
り
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
七
月
初
旬
の
紐
育

「
タ
イ
ム
ス
」
に
欧
洲
よ
り
帰
還
せ
る
船
内
に
て
多
数
の
「
ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
発
生
せ
る
記
事
あ

り
。
八
月
に
入
り
て
紐
育
新
聞
紙
上
に
類
似
の
報
道
屢
々
散
見
す
。
八
月
下
旬
ボ
ス
ト
ン
に
入
れ
る
運
送
船
の
乗
客
全

部
重
症
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
襲
は
れ
、
之
を
海
軍
病
院
に
収
容
せ
る
に
、
病
院
勤
務
者
の
大
多
数
は
一
二
日
の
潜

伏
期
を
以
て
感
染
発
病
せ
り
。
八
月
二
十
八
日
よ
り
九
月
十
一
日
迄
に
ボ
ス
ト
ン
地
方
に
約
二
千
人
の
患
者
を
発
し
、

漸
次
東
海
岸
及
内
地
に
蔓
延
し
、
二
週
後
に
は
西
部
海
岸
に
も
現
は
れ
た
り
と
云
ふ
。
要
す
る
に
秋
季
の
重
症
型
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
欧
洲
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
の
如
し
。
而
し
て
其
の
罹
病
率
は
一
五
｜
五
三
％
に
及
び
、
死

亡
も
、
土
地
に
よ
り
て
大
差
あ
れ
ど
も
、
住
民
の
一
・
九
‰
｜
六
・
八
‰
に
及
ぶ
。
秋
季
流
行
の
頂
点
は
十
月
に
し
て

軍
隊
に
於
け
る
新
患
発
生
一
日
一
万
一
千
七
百
五
十
人
、
一
昼
夜
内
の
肺
炎
新
患
二
千
百
八
十
一
人
死
亡
者
七
百
八
十

一
人
に
上
る
。

米
国
軍
隊
に
於
て
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
中
戦
死
其
他
の
死
亡
総
数
四
万
七
千
三
百
八
十
四
人
の
中
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
実
に
二
万
三
千
七
人
に
上
る
。

紐
育
市
に
て
は
五
百
八
十
万
の
人
口
中
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
者
約
二
万
五
千
人
、
米
国
全
土
に
於
て
は
人
口
約

一
億
中
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
者
四
十
万
人
に
及
ぶ
と
推
算
せ
ら
る
。
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九
、
英
領
印
度

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
六
月
末
に
ボ
ン
ベ
イ
市
に
は
既
に
悪
性
の
感
冒
流
行
を
始
め
、
次
で
四
方
に
蔓
延
し
、

死
亡
率
を
漸
次
高
め
た
り
。
但
し
病
勢
は
秋
季
に
及
ん
で
愈
々
猛
烈
を
加
へ
、
十
月
に
頂
上
に
達
し
た
り
。
殊
に
印
度

の
中
央
部
、
北
部
、
西
部
に
於
て
著
し
。
印
度
に
於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
災
害
は
世
界
第
一
に
位
す
可
く
、

英
領
印
度
の
み
に
て
五
百
万
の
生
霊
を
失
ひ
た
り
。
即
ち
全
人
口
の
二
％
に
相
当
す
。
ボ
ン
ベ
イ
市
に
て
は
九
月
乃
至

十
一
月
の
平

一
日
死
亡
三
百
二
十
六
に
達
し
、
此
の
率
に
し
て
一
年
間
持
続
せ
ん
か
一
二
〇
‰
以
上
の
人
口
を
失
ふ

こ
と
と
な
る
可
し
。
中
部
地
方
に
て
は
二
箇
月
間
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
亡
は
二
十
二
年
間
の
「
ペ
ス
ト
」
死
亡

の
二
倍
に
達
せ
り
と
云
ふ
。

一
〇
、
南
阿
地
方

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
於
て
は
十
月
初
旬
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
の
た
め
学
校
を
閉
鎖
せ
り
。
九
、
十
、
十
一
月
の

三
箇
月
間
最
も
猖
獗
な
り
。
八
月
一
日
よ
り
九
月
三
十
日
迄
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
死
者
欧
人
一
万
一
千
七
百
二
十

六
人
土
人
十
二
万
七
千
七
百
四
十
五
人
に
達
す
。
適
当
な
る
隔
離
を
行
ひ
て
全
村
伝
染
を
免
れ
た
る
所
あ
り
。
特
別
の

予
防
委
員
を
置
き
、
防
疫
区
劃
を
設
け
て
特
別
の
監
視
を
な
し
、
初
期
に
通
告
を
な
さ
し
む
。
阿
弗
利
加
の
南
端
に
あ

り
て
も
同
一
時
期
に
流
行
を
来
せ
る
こ
と
は
明
な
り
。

一
一
、
濠
洲

濠
洲
に
於
て
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
に
二
回
の
流
行
あ
り
し
が
第
三
回
目
の
流
行
最
も
悪
性
な
り
。
殊
に
一

九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
一
月
、
即
ち
盛
夏
の
候
に
於
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
爆
発
を
見
た
る
は
奇
な
り
。
仮
病

院
の
設
置
、
劇
場
、
教
会
の
閉
鎖
等
を
行
ひ
し
も
、
何
分
盛
夏
の
候
に
し
て
海
岸
に
涼
を
と
ら
ん
が
た
め
に
集
合
す
る

68



群
集
を
如
何
と
も
す
可
ら
ず
。
多
数
の
患
者
を
発
生
し
た
り
。
次
回
流
行
は
四
月
初
旬
に
始
ま
る
。

一
二
、
南
亜
米
利
加
諸
国

ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
等
に
於
て
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
月
頃
何
れ
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
せ
り
。

一
三
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
よ
り
の
郵
便
船
に
て
十
月
二
十
日
重
症
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
輸
入
せ
ら
る
。
軽
症
の
感
冒
は

以
前
よ
り
流
行
せ
り
。

一
四
、
独
逸
、
墺
太
利

四
辺
の
仏
、
白
、
和
、
瑞
、
伊
等
と
全
く
同
一
流
行
状
態
を
呈
し
一
九
一
八
年
春
季
に
軽
症
の
「
グ
リ
ツ
プ
」
あ
り
、

秋
季
に
重
症
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
せ
り
。
流
行
発
生
の
遅
速
を
区
別
し
難
し
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
秋
以
後
の
独
墺
医
学
雑
誌
上
に
て
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
論
及
予
防
治
療
等

の
論
ぜ
ら
る
る
こ
と
他
国
と
同
様
な
り
。B

o
h
m

氏
に
よ
れ
ば
九
月
一
日
よ
り
十
月
十
八
日
の
間
に
於
て
ウ
イ
ー
ン

市
の
罹
病
者
は
十
五
万
乃
至
十
八
万
な
り
と
云
へ
り
。S

ch
itten

h
elm
 
u
S
ch
lech
t

に
よ
れ
ば
独
逸
国
内
に
一
九
一

七
年
の
夏
及
秋
に
「
グ
リ
ツ
プ
」
様
疾
患
の
流
行
を
見
た
り
。

一
五
、
日
本
に
隣
接
せ
る
二
、
三
地
方

日
本
領
事
館
よ
り
の
報
告
に
因
り
て
隣
接
諸
港
の
流
行
状
態
を
察
す
る
に
、
ボ
ン
ベ
イ
市
に
て
は
一
旦
終
熄
せ
る

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
九
月
中
旬
再
発
し
、
十
月
初
旬
以
来
甚
だ
猛
烈
と
な
れ
る
を
報
じ
（
大
正
七
年
十
月
十
九
日

外
務
省
着
電
）
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
て
は
十
月
中
其
の
病
勢
最
も
猛
烈
な
る
を
報
じ
（
同
年
十
月
十
七
日
海
軍
省
着
電
）

新
嘉
坡
に
あ
り
て
は
十
月
中
悪
性
感
冒
の
猛
烈
に
流
行
せ
る
を
報
じ
（
同
年
十
月
十
九
日
外
務
省
着
電
）
バ
ン
ク
ー
バ
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ー
は
十
月
中
旬
に
至
り
悪
性
感
冒
の
蔓
延
を
報
じ
（
同
年
十
月
十
九
日
外
務
省
着
電
）
桑
港
に
て
も
十
月
に
入
り
て

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
猛
烈
な
る
流
行
を
来
せ
る
を
報
じ
（
同
年
十
月
二
十
日
外
務
省
着
電
）
香
港
に
て
は
蘭
貢
よ

り
十
月
十
八
日
入
港
せ
る
日
本
船
員
の
大
部
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
犯
さ
れ
た
る
を
報
じ
た
り
（
同
年
十
月
十
九
日

衛
生
局
着
電
）。

是
に
よ
り
て

ふ
る
に
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
月
初
旬
に
於
て
は
米
国
西
海
岸
、
南
阿
、
印
度
、
南
洋
、
南

清
方
面
一
帯
に
悪
性
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
襲
撃
を
受
け
つ
つ
あ
り
し
こ
と
は
明
に
し
て
、
気
候
の
寒
暑
、
地
勢
の

如
何
を
問
は
ず
殆
ど
全
地
球
上
に
蔓
延
せ
る
も
の
と

ふ
る
を
得
べ
し
。

大
正
八
、
九
年
の
流
行
状
況
に
つ
き
海
外
駐
在
日
本
領
事
其
の
他
の
官
庁
よ
り
の
報
告
を
摘
録
す
れ
ば
左
の
如
し
。

満
洲
地
方
に
於
け
る
状
況

満
洲
地
方
に
於
て
は
大
正
八
年
十
一
月
又
は
十
月
下
旬
よ
り
本
病
患
者
の
発
生
を
見
十
二
月
に
入
り
て
稍
々
流
行
激

げ
し
き
地
方
も
あ
り
た
る
も
多
く
は
激
げ
し
き
流
行
を
見
ず
し
て
翌
九
年
一
月
下
旬
又
は
二
月
上
旬
に
終
熄
せ
り
、
一

般
に
病
勢
は
先
年
の
も
の
に
比
し
て
軽
症
に
し
て
患
者
に
対
す
る
死
亡
率
は
約
二
％
乃
至
五
％
位
に
あ
り
。

左
に
主
な
る
地
方
の
流
行
状
況
を
略
記
す
れ
ば
、

○
、
奉
天
に
て
は
十
一
月
中
旬
以
来
発
生
一
月
中
旬
に
至
り
流
行
衰
退
し
二
月
終
熄
せ
り
日
本
人
患
者
四
百
人
死
亡
二

十
人
。

○
、
長
春
に
於
て
も
十
一
月
発
生
あ
り
た
る
も
著
し
き
流
行
を
見
ず
。

○
、
吉
林
十
一
月
に
入
り
て
患
者
多
少
発
生
あ
り
し
も
皆
軽
症
な
り
し
が
十
二
月
下
旬
に
至
り
て
比
較
的
悪
性
を
帯
び

た
る
も
の
流
行
せ
る
が
一
月
に
至
り
て
漸
次
減
退
せ
り
。
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○
、
ハ
ル
ピ
ン
方
面
は
一
月
末
に
本
病
患
者
発
生
あ
り
し
も
流
行
な
し
。

○
、
北
満
洲
黒
河
地
方
に
も
十
一
月
末
同
病
の
流
行
あ
り
き
。

○
、
鉄
嶺
附
近
に
於
て
は
十
二
月
流
行
を
極
め
患
者
数
千
名
に
達
し
死
亡
者
も
多
か
り
し
が
一
月
末
終
熄
せ
り
。

○
、
安
東
に
て
は
大
正
八
年
十
月
初
旬
よ
り
発
生
し
日
々
の
病
勢
は
先
年
の
も
の
の
如
く
激
烈
な
ら
ず
十
二
月
の
猖
獗

時
に
於
て
も
新
患
者
日
々
四
五
十
名
死
亡
三
四
名
に
過
ぎ
ず
翌
年
二
月
初
旬
終
熄
す
。

○
、
天
津
十
月
以
降
一
月
迄
邦
人
患
者
八
百
六
名
死
亡
九
名
に
し
て
人
口
百
に
対
し
患
者
一
・
六
の
比
を
示
し
た
る
も

大
流
行
な
く
終
熄
す
。

○
、
営
口
方
面
は
十
一
月
頃
よ
り
流
行
の
徴
あ
り
し
も
大
事
に
至
ら
ず
し
て
一
月
中
旬
に
は
下
火
と
な
り
ぬ
。

山
東
省
地
方
に
於
け
る
状
況

此
の
地
方
に
於
け
る
流
行
は
満
洲
其
の
他
支
那
地
方
に
於
け
る
流
行
よ
り
稍
猖
獗
を
極
め
た
る
も
の
の
如
く
（
大
正

八
年
）
十
月
中
旬
済
南
に
患
者
発
生
あ
り
た
る
に
初
ま
り
漸
次
鉄
道
沿
線
を
犯
し
十
一
月
中
旬
青
島
に
入
り
病
勢
一
時

熾
烈
と
な
り
伝
播
力
又
強
く
多
数
の
患
死
者
を
出
し
た
り
し
が
十
二
月
下
旬
に
入
り
て
病
勢
衰
へ
一
月
に
入
り
て
は
散

発
性
に
少
数
の
患
者
を
見
る
に
至
れ
り
流
行
期
間
は
比
較
的
短
か
か
り
き
。

患
死
者
を
見
る
に
済
南
に
於
け
る
主
な
る
病
院
に
て
取
り
扱
ひ
た
る
患
者
数
千
二
百
人
内
外
に
し
て
自
家
療
法
に
よ

る
も
の
幾
十
倍
な
る
や
を
知
ら
ず
と
。

青
島
に
於
て
は
患
者
五
千
二
百
十
二
人
死
者
百
十
九
人
（
死
亡
率
二
・
三
）
に
達
せ
り
。

予
防
法
と
し
て
は
印
刷
物
の
配
布
其
の
他
の
方
法
を
以
て
患
者
又
は
流
行
地
と
の
交
通
を
戒
め
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
、

含
嗽
等
を
奨
励
し
つ
つ
あ
り
。
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支
那
地
方
に
於
け
る
状
況

二
、
三
の
地
方
を
除
き
流
行
一
般
に
軽
微
に
し
て
或
は
患
者
発
生
な
き
地
方
も
あ
り
き
。

○
、
北
京
は
著
し
き
流
行
を
見
ず
。

○
、
九
江
地
方
在
留
邦
人
百
三
十
人
中
流
感
に
冒
さ
れ
た
る
も
の
二
十
人
内
外
に
達
せ
る
の
み
。

○
、
直
隷
省
赤
峰
地
方
は
十
一
月
十
二
月
に
於
て
は
二
千
五
百
人
の
患
者
あ
り
し
が
死
亡
者
二
十
六
人
に
過
ぎ
ず
一
月

以
来
終
熄
す
。

○
、
湖
北
省
宜
昌
地
方
に
は
流
行
な
し
。

○
、
漢
口
に
於
て
も
大
正
八
年
冬
期
流
行
あ
り
日
本
医
師
の
診
療
せ
る
も
の
日
本
人
五
百
六
十
人
余
死
亡
一
人
あ
り
し

が
翌
九
年
一
月
下
旬
終
熄
す
。

○
、
南
京
地
方
に
は
大
正
八
年
末
よ
り
流
行
あ
り
一
月
十
七
八
日
頃
最
も
烈
し
か
り
し
が
一
月
下
旬
稍
下
火
と
な
り
た

り
。

○
、
其
他
杭
州
に
も
多
少
の
流
行
あ
り

門
、
汕
頭
、
広
東
、
雲
南
、
長
沙
地
方
に
は
著
し
き
流
行
を
見
ざ
り
き
。

○
、
香
港
に
於
け
る
患
者
概
数
は
一
月
一
日
よ
り
二
十
三
日
迄
に
四
万
五
千
人
発
生
し
人
口
の
約
一
割
に
当
れ
り
。

○
、
上
海
十
一
月
以
来
漸
次
増
加
し
十
二
月
最
も
多
数
の
発
生
患
者
あ
り
、
さ
れ
ど
も
死
者
は
日
本
人
十
二
名
支
那
人

外
国
人
約
六
十
名
に
し
て
先
年
よ
り
激
し
か
ら
ず
一
月
初
旬
稍
衰
退
せ
る
も
一
月
末
再
燃
の
傾
き
あ
り
一
月
以
来
の

死
者
日
本
人
十
人
支
那
人
約
五
十
人
患
者
約
六
千
人
に
達
せ
り
、
さ
れ
ど
も
「
マ
ス
ク
」
使
用
予
防
注
射
等
使
用
に

至
ら
ず
。

墨
国
及
南
米
地
方
に
於
け
る
状
況
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○
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
智
利
等
の
報
告
に
因
る
も
患
者
発
生
な
し
、
墨
国
に
於
て
は
大
正
九
年
一
月
末
僅
少
の
患
者
散

発
し
二
月
下
旬
に
入
り
稍
々
多
く
一
日
約
四
十
名
内
外
の
死
亡
者
を
出
し
三
月
初
旬
に
は
一
日
百
名
以
上
の
患
者
発

生
し
寺
院
、
学
校
、
芝
居
等
閉
鎖
せ
る
も
三
月
中
旬
に
至
り
て
漸
や
く
下
火
と
な
れ
り
。

南
洋
諸
国
に
於
け
る
状
況

○
、
ヒ
リ
ツ
ピ
ン
、
濠
洲
地
方
は
何
れ
も
旧
冬
よ
り
多
少
の
患
者
発
生
あ
り
大
正
九
年
に
入
り
て
も
小
な
る
流
行
を
見

た
る
も
大
な
る
災
害
を
来
さ
ざ
り
き
。

○
、
マ
ニ
ラ
に
於
て
は
咯
痰
を
道
路
街
路
に
咯
出
す
る
事
を
禁
じ
た
り
。

○
、
ジ
ヤ
バ
に
於
て
は
一
月
末
日
迄
に
は
流
行
の
徴
あ
り
と
認
む
る
に
至
ら
ざ
り
し
も
東
部
地
方
土
人
、
支
那
人
間
に

罹
病
者
出
現
せ
り
。

西
比
利
亜
地
方
に
於
け
る
状
況

大
正
九
年
一
月
二
十
八
日
発
浦
塩
駐
在
日
本
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
昨
年
十
一
月
初
旬
よ
り
十
二
月
初
旬
に
か
け
患

者
多
数
発
生
し
た
る
も
死
亡
率
割
合
に
低
く
日
本
陸
軍
部
隊
は
発
生
当
時
よ
り
一
月
末
日
迄
の
患
者
千
三
百
名
死
亡
六

十
八
人
に
し
て
海
軍
側
目
下
患
死
者
な
し
。

地
方
は
昨
年
十
一
月
末
以
来
流
行
な
し
、
市
内
に
於
て
は
目
下
下
火
と
認
め
ら
る
大
正
八
年
末
の
患
者
も
内
地
よ
り

の
渡
航
者
に
多
か
り
し
は
事
実
な
り
。

○
、
ニ
コ
ラ
エ
ウ
ス
ク
及
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
よ
り
の
二
月
初
旬
に
於
け
る
報
告
に
よ
る
も
該
地
方
に
は
流
行
性

感
冒
の
流
行
は
未
だ
一
回
も
認
め
ざ
り
し
と
云
ふ
。
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第
二
節

予
防
措
置

第
一
項

各
国
に
於
け
る
予
防
措
置

一
、
仏
蘭
西

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
八
月
十
日
陸
軍
衛
生
局
は
布
告
を
発
し
、
全
国
各
地
に
「
グ
リ
ツ
プ
」
の
流
行
あ
り
、

殊
に
軍
隊
に
於
て
肺
合
併
症
の
た
め
重
症
者
多
き
を
示
し
、
気
管
支
肋
膜
肺
炎
患
者
は
之
を
細
菌
学
的
に
検
査
し
其
の

成
績
を
速
に
報
告
す
べ
く
、
又
患
者
発
生
の
状
況
を
も
詳
報
す
べ
し
と
命
じ
た
り
。
既
に
重
症
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
が
発
生
し
初
め
た
る
を
知
る
べ
し
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
九
月
十
日
陸
軍
衛
生
局
は
更
に
布
告
を
出
し
て
「
グ
リ
ツ
プ
」
及
其
の
合
併
症
の
警
戒

益
々
必
要
な
る
こ
と
を
示
し
、
患
者
は
速
に
隔
離
し
、
入
院
せ
し
め
、
且
適
当
な
る
消
毒
を
励
行
せ
し
め
、
病
院
に
於

て
は
患
者
の
室
は
厳
重
に
他
の
患
者
と
隔
離
せ
し
む
。
新
患
発
生
の
場
合
に
は
其
の
部
隊
を
隔
離
し
、
日
々
健
康
診
断

を
行
ひ
、
一
日
二
回
口
腔
及
鼻
、
咽
腔
の
消
毒
を
行
は
し
む
。
室
及
器
具
の
類
を
も
消
毒
せ
し
む
。
練
兵
の
時
間
を
減

じ
、
栄
養
を
善
く
し
、
熱
き
飲
料
を
給
し
、
秋
冷
の
候
に
は
保
温
に
注
意
せ
し
む
。
衣
類
の
撰
定
、
暖
房
、
練
兵
の
程

度
等
を
当
局
と
熟
議
の
上
行
ふ
を
要
す
。
病
院
に
於
て
個
人
隔
離
不
可
能
の
際
に
は
特
別
病
舎
を
設
く
可
し
。
鼻
咽
腔

の
消
毒
は
病
中
は
素
よ
り
、
恢
復
期
に
あ
り
て
も
之
を
行
ふ
。
軍
隊
へ
の
出
入
を
成
る
可
く
中
止
せ
し
む
。
呼
吸
器
疾

患
の
伝
染
は
密
集
生
活
に
於
て
猛
烈
な
る
こ
と
を
了
解
せ
し
む
可
し
。

74



陸
軍
省
は
同
十
月
三
日
に
治
療
及
予
防
に
関
し
て
更
に
注
意
を
加
へ
た
り
。
重
症
「
グ
リ
ツ
プ
」
を
分
ち
て

肺
炎

型

気
管
支
肺
炎
型

肺
水
腫

化
膿
性
肋
膜
炎
の
四
と
な
し
、
神
経
型
、
急
激
中
毒
型
は
少
く
、
稀
に
腸
型
あ
り
。

呼
吸
器
の
合
併
症
に
於
て
は
時
に
熱
浴
、
瀉
血
（
五
〇
〇
｜
七
〇
〇
竓
）、
酸
素
吸
入
、「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」、「
テ
ル
ベ

ン
チ
ン
」
油
の
皮
下
注
射
を
も
試
む
可
し
。

予
防
法
と
し
て
は
、

床
を
隔
つ
る
こ
と

特
別
室
を
設
く
る
こ
と

重
症
、
軽
症
、
恢
復
者
を
分
つ
こ
と
、
鼻
口

の
消
毒
、

同
型
の
患
者
の
集
合
す
る
こ
と
、
已
む
な
け
れ
ば
衝
立
、
幕
類
に
て
隔
つ
る
こ
と

重
症
者
の
隔
離
の
消

毒
は
特
に
注
意
す
る
こ
と

ア
メ
リ
カ
式
に
従
ひ
、
看
護
人
、
医
師
は
「
マ
ス
ク
」
を
か
く
る
こ
と
。

陸
軍
衛
生
局
は
同
九
月
十
三
日
更
に
布
告
を
発
し
て
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
予
防
に
は
絶
対
の
隔
離
を
根
本
方
策

と
な
し
、
但
し
細
菌
学
的
論
拠
な
き
に
於
て
は
之
を
実
施
す
る
こ
と
困
難
に
し
て
殊
に
本
病
の
如
く
、
病
毒
汎
く
、
散

漫
し
、
伝
染
急
激
な
る
も
の
に
あ
り
て
は
其
の
実
効
を
挙
ぐ
る
こ
と
困
難
な
る
を
説
明
し
、
次
の
三
条
を
注
意
せ
り
。

軍
医
は
軽
症
患
者
を
有
す
る
部
隊
よ
り
診
察
を
始
む
る
こ
と
、

発
熱
者
を
速
に
知
る
こ
と
、

外
来
診
察
室
の
設

備
を
よ
く
す
る
こ
と
。

同
十
月
十
八
日
布
告
に
於
て
は
、
外
出
者
を
厳
重
に
検
査
す
る
こ
と
を
命
ぜ
り
。

A
ca
d
em
ie d
e M
ed
icin
e

に
て
は
陸
軍
省
の
委
托
に
よ
り
、C

h
a
n
tfa
rd
,
N
etter,

V
in
cen
t,
A
ch
a
rd
,
B
eza
n
-

ço
n

等
を
挙
げ
て
調
査
委
員
と
な
し
、
十
月
十
五
日
の
例
会
に
於
て
予
防
に
関
す
る
報
告
を
な
さ
し
め
た
り
。
其
の
要

点
を
挙
ぐ
れ
ば
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
非
常
に
感
染
し
易
き
特
殊
の
急
性
伝
染
病
に
し
て
、
潜
伏
期
短
く
、
罹
病

後
に
は
一
定
の
免
疫
を
生
ず
。
肺
合
併
症
は
二
次
的
感
染
に
よ
る
も
の
な
ら
ん
か
、
合
併
症
も
亦
伝
染
す
。
感
染
は
人

よ
り
人
に
行
は
る
。
密
集
、
換
気
の
不
良
は
之
を
助
く
。
故
に
之
を
予
防
せ
ん
に
は

患
者
と
の
接
触
を
避
け
、
鼻
口
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を
消
毒
し
、
電
車
の
消
毒
を
行
ふ

患
者
を
隔
離
す
。
殊
に
単
純
患
者
と
合
併
症
あ
る
も
の
と
を
別
々
に
収
容
す
。

「
マ
ス
ク
」
の
励
行

病
院
は
訪
問
を
禁
ず

患
者
長
途
の
運
搬
を
禁
じ
、
車
内
の
温
度
に
注
意
す
。

強
制
届
出
は
之
を
励
行
せ
ず
、
医
師
の
篤
志
に
よ
り
患
者
の
発
生
を
報
告
せ
し
む
可
し
。

内
務
大
臣
は
九
月
十
八
日
初
め
て
警
視
総
監
及
各
府
県
知
事
に
通
牒
を
発
し
、
本
病
の
極
め
て
猛
烈
な
る
を
説
き
、

気
管
支
肺
炎
を
合
併
す
る
も
の
は
最
も
危
険
な
る
を
論
じ
、『
公
衆
衛
生
保
護
法
』
に
よ
り
本
病
を
、
届
出
を
要
す
る

疾
病
と
し
て
取
扱
ふ
可
き
こ
と
を
指
示
せ
り
。
又
本
病
予
防
に
就
て
は
地
方
衛
生
会
議
を
開
設
し
て
諮
問
審
議
せ
し
め
、

患
者
発
生
の
場
合
は
消
毒
及
隔
離
を
励
行
し
、
発
生
患
者
の
報
告
を
希
望
せ
り
。

右
の
通
牒
に
基
き
警
視
総
監
、
各
知
事
は
管
下
の
医
師
に
対
し
て
通
知
を
発
し
、
其
の
趣
旨
の
徹
底
に
努
め
た
り
。

警
視
総
監
の
布
告
中
に
は
、

患
者
の
住
所
、
姓
名
、
年
齢

患
者
の
状
況
、
隣
人
に
及
ぼ
す
危
害
等
を
届
出
づ
べ
き

こ
と
を
命
ぜ
り
。

但
し
実
際
に
於
て
凡
の
患
者
の
収
容
、
隔
離
、
消
毒
等
を
徹
底
的
に
実
行
し
得
ざ
り
し
は
他
の
諸
国
と
同
様
な
り
。

D
efressin

e et V
io
lle
C
o
m
p
t
r
A
c
S
,
30 S
ep
t
1918

）
は
「
グ
リ
ツ
プ
」
其
物
は
原
因
不
明
な
れ
ど
も
、

其
の
性
質
は
軽
症
な
り
。
肺
炎
の
合
併
あ
り
て
重
症
と
な
り
、
死
亡
者
増
加
せ
り
。
肺
炎
の
予
防
と
し
て
は
肺
炎
菌
血

清
を
使
用
し
、
或
は
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
用
ひ
、
又
は
恢
復
者
の
血
清
を
使
用
し
、
又
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
り
。

W
u
rtzet,

B
eza
n
ço
n
B
u
ll
A
c
M
ed
,
N
o
39,
O
ct
1918

）
は
目
下
巴
里
に
流
行
せ
る
悪
疫
は
「
ペ
ス
ト
」

「
コ
レ
ラ
」
発
疹
「
チ
フ
ス
」
等
に
は
非
ず
し
て
「
グ
リ
ツ
プ
」
な
る
を
説
き
、
但
し
重
症
な
る
も
の
は
毛
細
気
管
支

炎
、
気
管
支
肺
炎
、
肺
充
血
、
肺
水
腫
を
起
し
、「
チ
ヤ
ノ
ー
ゼ
」、
窒
息
を
起
す
こ
と
あ
り
。
又
同
誌
上
に
予
防
法
と

し
て
、
十
月
十
三
日
に
於
け
る
巴
里
衛
生
会
議
の
結
果
に
よ
り
、

小
滴
感
染
と
汚
染
せ
る
手
指
の
危
険
な
る
こ
と
、
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患
者
に
接
近
せ
ぬ
こ
と
、

隔
離
、
若
し
不
可
能
な
れ
ば
衝
立
、
幕
の
類
を
利
用
す
る
こ
と

患
者
身
廻
り
の
物
品

器
具
を
消
毒
す
る
こ
と

家
庭
の
隔
離
困
難
な
れ
ば
入
院
せ
し
む
る
こ
と

看
護
人
は
手
、
口
の
消
毒
に
注
意
し
、
患

者
重
症
な
る
場
合
は
「
マ
ス
ク
」
を
か
く
る
こ
と

群
集
中
に
立
寄
ら
ぬ
こ
と

流
行
期
に
は
口
腔
、
手
指
を
特
に
清

潔
に
す
る
こ
と
等
を
記
し
た
り
。

Q
u
a
relli

C
r
S
B
io
l
,8 M

a
rs 1919

）
は
セ
ル
テ
ル
、
ニ
コ
ル
其
他
の
濾
過
性
病
原
説
を
信
じ
、
患
者
咯
痰
を

濾
過
し
て
一
％
に
薄
め
、
之
に
プ
氏
菌
、
肺
炎
菌
、
連
鎖
菌
を
混
じ
て
「
ワ
ク
チ
ン
」
と
せ
ば
可
な
ら
ん
と
云
へ
り
。

一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
三
月
二
十
日
よ
り
三
十
一
日
に
至
る
聯
合
国
衛
生
会
議
に
於
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

の
病
原
は
不
明
と
な
し
、
其
の
伝
染
の
方
法
も
明
瞭
な
ら
ず
、
免
疫
は
あ
れ
ど
も
弱
く
且
つ
短
く
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
猶

不
確
実
な
り
と
の
決
議
を
以
て
察
す
る
も
、
仏
国
が
学
術
的
に
徹
底
せ
る
予
防
法
を
持
ち
得
ざ
り
し
は
明
な
り
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
九
月
十
八
日
流
行
性
感
冒
に
関
す
る
内
務
大
臣
の
知
事
に
対
す
る
布
告

流
行
性
感
冒
の
多
数
例
国
内
に
発
生
せ
り
。
本
病
は
通
常
良
性
な
る
も
屢
々
気
管
支
肺
炎
の
合
併
症
を
起
す
が
た
め

に
極
め
て
重
症
を
呈
す
る
こ
と
あ
り
。

各
県
に
於
て
は
本
病
の
発
生
を
遅
滞
な
く
知
る
こ
と
必
要
な
り
、
強
制
告
知
の
手
段
に
及
ば
ず
、
只
不
取
敢
国
民
保

健
上
告
知
を
要
す
る
疾
病
と
し
て
医
師
が
よ
く
好
意
を
示
さ
ん
こ
と
を
望
む
可
し
。

に
ロ
ー
ン
知
事
が
管
下
の
医
師

に
与
へ
た
る
布
告
を
封
入
す
。
予
は
諸
君
も
同
感
な
ら
ん
と
信
ず
。
而
し
て
医
師
も
亦
国
民
の
利
益
を
理
解
し
て
諸
君

の
依
頼
に
応
ず
る
な
ら
ん
と

ふ
。

貴
下
の
県
に
流
感
発
生
せ
ば
直
ち
に
許
す
限
り
の
応
急
処
置
を
行
ひ
、
至
急
県
衛
生
会
議
を
召
集
す
可
し
。
此
の
会
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議
に
は
地
方
の
議
員
及
衛
生
技
師
の
み
な
ら
ず
、
目
的
に
協
へ
る
凡
て
の
人
物
を
網
羅
し
本
病
予
防
災
害
軽
減
に
最
も

有
効
な
る
手
段
を
講
ず
可
し
。

此
際
一
言
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
は
消
毒
及
隔
離
の
特
に
必
要
な
る
点
な
り
。

消
毒
設
備
の
既
に
完
成
せ
る
所
に
て
は
好
都
合
な
る
も
、
他
の
之
を
欠
く
地
方
に
て
は
速
に
之
を
設
置
す
べ
し
。

隔
離
は
常
に
困
難
を
伴
ふ
可
き
も
、
医
師
及
当
局
は
自
宅
若
く
は
病
院
に
隔
離
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽
す
可
し
。
戦

時
に
あ
り
て
は
病
院
の
設
備
愈
々
困
難
な
り
。
或
は
病
院
近
隣
の
家
屋
を
利
用
し
或
は
『
バ
ラ
ツ
ク
』
を
作
り
て
急
に

応
ず
可
し
。

一
般
住
民
に
医
療
を
施
す
医
師
の
数
を

慮
す
可
し
。
医
師
数
不
足
の
際
は
衛
生
局
地
方
部
ま
で
申
出
て
必
要
な
る

医
師
の
派
遣
を
乞
ふ
可
し
。
地
方
部
に
も
充
分
な
る
医
師
な
き
と
き
は
予
の
許
に
申
告
せ
ら
れ
た
し
。

本
病
は
激
烈
な
る
伝
染
病
な
る
を
以
て
、
重
症
の
流
行
あ
る
場
合
に
は
民
衆
の
集
合
、
殊
に
市
場
、
劇
場
、
活
動
、

音
楽
、
集
会
等
を
避
け
し
む
可
し
。
但
し
衛
生
会
議
の
熟
議
を
俟
ち
て
行
ふ
も
の
と
す
。

予
は
当
地
に
於
け
る
正
確
な
る
衛
生
上
の
事
情
と
対
策
と
を
即
刻
報
告
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

ロ
ー
ン
知
事
の
医
師
諸
君
に
送
る
書
簡
（
要
領
）

県
衛
生
監
督
官
の
注
意
に
よ
り
予
は
諸
君
が
扱
へ
る
患
者
数
を
精
確
に
報
告
し
て
適
当
な
る
予
防
策
を
講
ず
る
の

便
宜
と
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
。
今
後
患
者
の
発
生
に
従
ふ
て
必
ず
之
を
告
知
せ
ら
れ
た
し
。
但
し
消
毒
肺
炎
、

気
管
支
肺
炎
等
の
第
二
次
感
染
あ
る
場
合
に
の
み
行
ふ
を
原
則
と
せ
ん
。
然
し
如
何
な
る
軽
症
と
雖
之
を
報
告
し
て

流
行
の
状
態
を
察
知
す
る
に
便
な
ら
し
め
た
し
。

78



又
今
後
の
報
告
の
み
な
ら
ず
、
以
前
第
一
患
者
を
診
療
せ
る
時
機
、
月
毎
の
数
、
死
亡
数
を
も
知
り
た
き
も
の
な

り
。本

病
に
関
す
る
凡
て
の
報
告
意
見
は
予
の
大
に
感
謝
す
る
所
に
し
て
、
此
の
悪
疫
予
防
の
上
に
大
に
貢
献
す
る
所

あ
る
可
し
。

二
、
瑞
西

瑞
西
は
各
交
戦
国
の
中
間
に
介
在
し
、
病
毒
伝
播
の
要
衝
に
当
れ
る
を
以
て
、
防
疫
に
関
し
て
は
多
大
の
注
意
を
払

へ
る
も
の
の
如
し
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
七
月
六
日
衛
生
局
は
各
区
の
衛
生
官
に
向
つ
て
訓
示
し
て
曰
く
、
目
下
瑞
西
国
内
の
或

地
方
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
推
測
す
可
き
疫
病
の
流
行
せ
る
を
認
む
。
此
の
流
行
は
交
戦
国
軍
隊
の
戦
線
よ
り
来

り
、
欧
洲
の
各
国
、
殊
に
西
班

国
内
に
存
在
せ
る
も
の
と
同
一
な
る
が
如
し
。
瑞
西
に
於
て
伝
播
の
有
様
は
猶
限
局

せ
る
も
、
急
激
に
全
国
に
蔓
延
す
可
き
は
予
知
す
る
に
難
か
ら
ず
。
故
に
本
病
の
性
質
を
充
分
公
衆
に
了
解
せ
し
め
徒

に
不
安
な
ら
し
む
る
事
な
き
を
要
す
。
発
疹
「
チ
フ
ス
」
と
称
し
、
或
は
種
々
の
浮
説
あ
り
。
本
病
の
良
性
な
る
こ
と
、

夏
期
に
も
流
行
の
あ
る
こ
と
、
之
が
た
め
肺
炎
の
合
併
少
き
こ
と
等
を
知
ら
し
む
可
し
。

本
疾
患
の
予
防
は
頗
る
困
難
に
し
て
行
政
的
予
防
法
策
の
有
効
を
信
ず
る
能
は
ず
。
但
し
病
原
は
呼
吸
道
よ
り
入
る

も
の
な
る
を
以
て
含
嗽
及
吸
入
は
多
少
効
あ
る
可
し
。
各
区
衛
生
当
局
は
週
報
を
以
て
患
者
発
生
状
況
及
予
防
措
置
を

報
告
す
可
し
。
又
医
師
と
共
力
し
て
疫
学
的
研
究
を
な
す
を
可
と
す
。

之
に
よ
り
て

ふ
る
に
瑞
西
に
て
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
七
月
既
に
相
当
悪
性
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
あ
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り
て
民
心
の
動
揺
せ
る
を
知
る
可
し
。

同
七
月
十
三
日
再
び
衛
生
局
は
訓
令
し
て
曰
く
、
近
時
流
行
せ
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
重
症
に
し
て
多
数
の

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
を
発
生
し
、
死
者
少
か
ら
ず
。
予
防
法
と
し
て
は

過
「
マ
ン
ガ
ン
」
酸
加
里
液
の
含
嗽

口
、
手
の
清
潔

必
要
以
外
の
外
出
禁
止
、

過
労
を
避
く
る
こ
と
。

患
者
発
生
せ
る
場
合
は
、

安
静
を
与
へ
、
食
事
に
注
意
し
、「
キ
ニ
ー
ネ
」「
エ
レ
ク
ト
ラ
ル
ゴ
ー
ル
」
の
類
を
使

用
す

不
規
則
の
発
熱
、
再
発
者
を
軽
症
と
雖
注
意
を
要
す

重
症
者
を
隔
離
す
る
こ
と

再
発
を
注
意
す
る
こ
と

恢
復
者
の
休
養
を
充
分
に
せ
よ
。

一
般
衛
生
と
し
て

消
毒

種
痘
其
他
身
体
を
害
す
る
も
の
は
延
期

伝
染
病
予
防
法
に
準
ず
る
こ
と
。
大
体
に
於

て
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
に
準
ず
る
を
可
と
す
。
但
し
強
制
隔
離
の
効
果
少
か
ら
ん
。

毒
瓦
斯
「
マ
ス
ク
」
の
練
習
は
流
行
中
中
止
の
こ
と
。
毎
日
流
行
状
況
を
電
報
せ
よ
。

十
月
十
五
日
に
至
り
、
衛
生
局
は
更
に
進
む
で
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
法
定
伝
染
病
中
に
編
入
し
、
強
制
届
出

In
fo
rm
a
tio
n O
b
lig
a
to
ire

を
実
行
す
る
に
至
れ
り
。
本
病
は
診
断
困
難
な
る
を
以
て
家
長
等
は
之
を
知
る
こ
と
困

難
な
り
。
故
に
届
出
の
義
務
は
単
に
医
師
の
責
任
と
す
。
医
師
は
一
定
の
地
に
於
け
る
初
発
患
者
を
直
ち
に
報
告
し
、

他
は
週
報
に
て
可
な
り
。
姓
名
、
年
齢
、
住
所
を
記
入
す
可
し
。

劇
場
、
活
動
の
閉
鎖
、
群
集
の
禁
止
は
効
果
あ
る
こ
と
あ
り
、
思
は
し
か
ら
ざ
る
こ
と
あ
り
。

に
角
能
ふ
限
り
群

居
を
避
く
る
に
勉
む
可
し
。
学
校
閉
鎖
、
昇
校
停
止
も
場
合
に
よ
り
て
可
な
り
。
児
童
の
衛
生
に
注
意
し
、
体
操
、
唱

歌
等
の
課
業
を
加
減
し
、
含
嗽
を
励
行
せ
し
め
、
手
指
を
清
潔
に
保
た
し
む
。

工
場
に
於
て
も
同
様
に
し
て
、
手
指
の
清
潔
、
含
嗽
を
行
ひ
、
咯
痰
の
所
置
に
注
意
す
可
し
。
旅
舎
、
寄
宿
舎
等
に
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て
も
然
り
。

消
毒
は
煮
沸
を
可
と
す
。
室
内
の
消
毒
は
不
必
要
な
る
可
し
。「
マ
ス
ク
」
の
予
防
に
効
あ
り
。
屍
体
を
成
る
可
く

速
に
処
置
す
可
し
。

個
人
衛
生
法
と
し
て
は
含
嗽
、
鼻
口
の
摂
生
を
注
意
す
可
し
。

以
上
の
外
予
防
法
と
し
て
意
見
を
述
ぶ
る
も
の
少
か
ら
ず
。H

o
tz
C
o
r
b
l
S
ch
w
A
rzt
,
12 O

ct
1918

）
は

「
ウ
ロ
ト
ロ
ピ
ン
」
を
飲
用
す
れ
ば
呼
吸
器
分
泌
液
中
に
も
現
は
る
る
を
以
て
予
防
に
有
効
な
り
と
云
ひ
、G

a
lli-

V
a
lerio

R
ev
M
ed
d
e la S

u
isse,20 Ja

n
v
1919

）
は
「
マ
ス
ク
」
を
強
制
す
可
し
と
説
き
、S

a
h
li
C
o
rr
b
l

S
ch
w
A
rzt
,
4 Ja
n
v
1919

）
は
「
マ
ス
ク
」
の
効
果
を
疑
ひ
、
隔
離
を
以
て
最
良
策
と
な
し
、
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏

菌
を
以
て
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
製
し
、
皮
下
注
射
を
行
ひ
、
予
防
に
効
あ
り
と
称
せ
り
。

三
、
英
吉
利

L
o
ca
l
 
G
o
v
ern
m
en
t
 
B
o
a
rd

（
地
方
局
）
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
十
八
日

P
u
b
lic
 
H
ea
lth

In
fl
u
en
za

R
eg
u
la
tio
n
s
N
o
1

）
を
、
同
二
十
二
日
に
同
上
（N

o
2

）
を
布
告
せ
り
。
第
一
の
布
告
は
専
ら
公

衆
娯
楽
場
の
取
締
に
し
て

凡
て
興
業
は
三
時
間
以
上
継
続
す
る
を
得
ず

開
演
よ
り
次
の
開
演
迄
の
間
は
三
十
分
以

上
を
要
す
。

幕
間
に
は
充
分
換
気
を
な
す
こ
と
。
但
し
公
衆
衛
生
医
員
の
意
見
に
よ
り
以
上
の
規
定
を
軽
減
す
る
こ

と
を
得
べ
し
。
本
規
定
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
二
十
五
日
よ
り
実
施
す
。

第
二
の
布
告
に
於
て
は
、
多
少
の
訂
正
を
行
ひ
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
の
た
め
学
校
閉
鎖
せ
る
間
は
、
学
童

を
活
動
写
真
館
に
入
場
せ
し
め
ざ
る
こ
と
、
活
動
写
真
の
興
演
は
連
続
四
時
間
に
及
ぶ
を
得
ざ
る
こ
と
等
を
規
定
し
た

り
。
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英
国
地
方
局
（L

o
ca
l G
o
v
ern
m
en
t B
o
a
rd

）
布
告

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
十
八
日
、
流
感
取
締
規
定
第
一
号
左
の
如
し
。

第
一
条

略
（
用
語
の
意
義
）。

第
二
条

凡
の
公
衆
娯
楽
場
に
左
の
取
締
を
行
ふ
。

ａ

一
演
技
は
三
時
間
以
上
連
続
せ
ざ
る
こ
と
。

ｂ

各
演
技
は
三
十
分
以
上
の
幕
間
を
お
く
こ
と
。

ｃ

幕
間
に
充
分
な
る
通
気
を
行
ふ
こ
と
。

第
三
条

当
局
は
公
衆
衛
生
医
の
意
見
に
基
き
以
上
の
取
締
に
手
加
減
を
加
ふ
。

第
四
条

本
取
締
は
一
九
一
八
年
十
一
月
二
十
五
日
以
後
施
行
す
。

第
五
条

之
を
公
衆
衛
生
（
流
行
性
感
冒
）
取
締
一
九
一
八
年
、
第
一
号
と
称
す
。

英
国
地
方
局
布
告
（
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
二
十
二
日
）
第
二
号
左
の
如
し
。

第
一
条

略
。

第
二
条

前
布
告
中
活
動
写
真
に
関
し
て
は
、

ａ

活
動
写
真
興
業
主
に
注
意
を
与
へ
、
流
感
流
行
の
た
め
小
学
校
を
閉
鎖
す
る
場
合
に
は
児
童
の
入
場
を
禁
ず
る

こ
と
。

ｂ

活
動
写
真
に
於
て
は
一
演
技
四
時
間
以
上
連
続
せ
ざ
る
こ
と
に
改
訂
。

第
三
条

本
取
締
を
公
衆
衛
生
（
流
行
性
感
冒
）
取
締
一
九
一
八
年
第
二
号
と
称
す
。

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
一
月
三
十
一
日
公
衆
衛
生
大
臣
の
布
告
に
よ
れ
ば
、
個
人
衛
生
と
し
て
過
労
、
過
飲
、
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群
衆
等
を
避
け
し
め
、
陸
軍
式
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
作
り
て
無
料
配
布
し
、
合
併
症
を
防
ぐ
に
効
あ
る
可
き
を
信
じ
、

手
指
の
洗
潔
、
換
気
に
就
て
注
意
を
促
し
、
発
病
せ
る
者
の
注
意
事
項
を
挙
げ
た
り
。
又
特
別
委
員
会
の
設
置
、
官
民

の
協
力
、
病
人
発
生
家
屋
の
隔
離
、
防
疫
区
劃
の
制
定
、
病
院
の
設
備
、
集
合
禁
止
、
民
衆
教
育
等
に
就
て
論
ず
。
予

防
実
際
の
措
置
と
し
て
敢
て
進
歩
せ
る
跡
を
見
ず
。

L
im
B
rit
m
ed
J
,8 F

eb
1919

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
一
定
の
免
疫
の
存
在
を
信
じ
、
混
合
「
ワ
ク
チ

ン
」
有
効
な
り
と
云
ふ
。
但
し
免
疫
の
持
続
は
三
箇
月
な
り
。
又
肺
炎
血
清
を
五
・
〇
竓
注
射
す
れ
ば
合
併
症
を
予
防

す
と
云
ふ
。

S
ch
u
eb
o
th
a
m
B
rit
m
ed
J
19 A

p
ril,
1919

）
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
二
十
箇
所
の
毒
瓦
斯
製
造
所
に
於
て

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
の
発
生
甚
だ
少
く
、
一
見
抵
抗
力
を
増
加
し
た
る
の
観
あ
り
、
但
し
「
フ
オ
ス
ゲ
ン
」
の

み
は
反
対
に
感
受
性
を
高
め
、
重
症
患
者
の
発
生
多
し
と
云
ふ
。

Jo
n
es
B
rit
m
ed
Jo
u
rn
a
l,
23 N

o
v
1918

）
は
「
キ
ニ
ー
ネ
」
の
内
服
「
オ
イ
ブ
ー
ル
」、
石
炭
酸
液
の
含
嗽

を
予
防
に
効
あ
り
と
称
す
。

英
国
に
於
て
は
予
防
の
重
要
な
る
手
段
と
し
て
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
推
賞
せ
り
。「
ワ
ク
チ
ン
」
に
就
て
は
別
に

記
述
す
可
し
。

四
、
伊
太
利

雑
誌

P
o
liclin

ico

（
一
九
一
八
年
七
月
）
に
よ
る
に
、
当
時
既
に
「
グ
リ
ツ
プ
」
の
流
行
あ
り
、
一
般
に
軽
症
に

し
て
肺
炎
を
合
併
す
る
も
の
少
き
を
以
て
、
之
を
三
日
熱
、「
デ
ン
グ
」、「
パ
パ
タ
シ
」
熱
等
と
混
合
す
る
者
あ
り
。

但
し
是
れ
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
し
て
プ
氏
菌
を
検
出
し
た
り
と
報
ぜ
り
。
其
後
漸
次
重
症
者
を
生
じ
た
る
を
以
て
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八
月
二
十
二
日
に
は
内
務
大
臣
訓
示
を
発
し
て
予
防
条
項
を
示
し
た
り
。

届
出
を
行
は
し
む
る
こ
と

隔
離

鼻
口

粘
膜
の
消
毒
、

群
集
の
制
限

消
毒
の
実
施
（
口
、
手
、
電
話
器
、
手
布
等
）

患
者
の
保
護

食
料
の
監
視

救

護
斑
の
活
動
。

次
で
十
月
五
日
更
に
予
防
に
就
て
訓
告
す
。

感
染
の
源
は
患
者
な
る
を
以
て
届
出
を
必
要
と
す
。
之
に
適
当
の
消

毒
を
行
ふ
可
し
。

感
染
に
危
険
な
る
機
会
を
減
ず
可
し
。

医
師
と
衛
生
当
局
と
は
共
同
活
動
す
る
を
要
す
。

伊
太
利
に
於
て
は
「
キ
ニ
ー
ネ
」
の
予
防
力
を
報
ず
る
者
あ
り
し
が
、「
マ
ラ
リ
ヤ
」
患
者
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

に
罹
り
易
き
こ
と
、「
キ
ニ
ー
ネ
」
の
予
防
的
服
用
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
感
染
に
は
無
効
な
る
こ
と
を
経
験
せ

り
。

V
ern
ey
P
o
liclin

ico
,
5 Ja
n
1919

）
は
第
一
の
病
原
は
不
明
に
し
て
先
駆
者
と
し
て
働
き
、
プ
氏
菌
、
連
鎖
球

菌
、
肺
炎
菌
、
加
答
児
性
菌
、
葡
萄
状
菌
、
肺
炎
桿
菌
、
仮
性
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
、「
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
テ
」
等
が

二
次
的
に
侵
入
し
て
種
々
の
病
変
を
起
す
も
の
に
し
て
特
殊
の
予
防
法
な
し
と
称
せ
り
。
英
国
式
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
を

も
試
み
た
り
。

五
、
北
米
合
衆
国

州
に
よ
り
て
予
防
に
も
寛
厳
其
度
を
異
に
す
る
も
の
あ
り
、
一
様
に
律
し
難
き
も

患
者
の
届
出

患
者
の
病
院
収

容
、
住
宅
内
隔
離

患
者
の
隔
離
、
或
は
家
族
の
隔
離

消
毒

共
同
飲
食
器
の
消
毒
又
は
禁
止

吐
痰
の
監
視

「
マ
ス
ク
」
使
用

学
校
、
劇
場
、
活
動
写
真
等
の
閉
鎖

交
通
機
関
の
雑
沓
を
緩
和
す
る
手
段

救
療
機
関
の
活
動

衛
生
教
示

予
防
注
射
。
以
上
を
励
行
せ
る
あ
り
、
一
部
分
行
へ
る
州
あ
り
。
予
防
注
射
の
如
き
も
種
々
の
「
ワ
ク

チ
ン
」
あ
り
、
奨
励
せ
る
所
あ
り
、
放
任
せ
る
所
あ
り
。
而
し
て
其
結
果
に
於
て
、
何
れ
の
手
段
も
明
瞭
な
る
成
績
を
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挙
げ
得
た
る
に
非
ず
。

Jo
u
rn
a
l o
f A
m
m
A
s
12 O

ct
1918

）
は
検
疫
及
隔
離
は
理
想
的
予
防
手
段
な
る
も
実
施
困
難
な
り
と
し
、

同
誌
上
に
てD

o
u
st a
n
d L
y
o
n

は
患
者
に
接
す
る
こ
と
四
歩
な
れ
ば
小
滴
感
染
の
危
険
あ
り
、
咳
嗽
に
際
し
て
は
十

歩
ま
で
及
ぶ
可
し
と
云
ひ
、「
マ
ス
ク
」
は
「
モ
ス
リ
ン
」
二
枚
な
れ
ば
よ
く
病
毒
を
阻
止
す
可
し
と
説
く
。

C
u
m
m
in
g
A
m
J
P
u
b
H
,
N
o
10,
1920

）
は
唾
液
伝
染
病S

a
liv
a
-b
o
rn
e D
isea
se

に
て
は
食
器
が
伝
染

の
媒
介
を
な
す
こ
と
重
要
な
り
と
し
、
皿
類
を
煮
沸
消
毒
す
る
こ
と
に
あ
り
て
此
の
危
険
を
減
ず
可
し
と
称
す
。
三
百

七
十
箇
所
の
経
験
に
基
き
、
食
器
の
消
毒
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
伝
播
を
防
ぎ
得
た
る
を
述
べ
た
り
。

M
ea
d
er

が
ロ
ン
ド
ン
の
「
ロ
ー
ヤ
ル
ソ
サ
イ
エ
チ
ー
」
に
て
述
べ
た
る
所
に
よ
る
に
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の

爆
発
の
模
様
明
か
な
る
も
の
あ
り
。
一
の
運
送
船
に
五
千
九
百
五
十
一
人
の
兵
士
を
積
み
て
出
帆
し
、
七
日
の
後
に
他

の
港
に
着
せ
る
に
、
当
日
突
然
に
五
百
七
十
一
人
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
を
発
生
し
、
翌
日
は
非
常
な
る
増
加

を
示
し
、
三
日
後
に
患
者
を
陸
上
に
隔
離
せ
る
も
患
者
の
発
生
止
ま
ず
。
全
員
の
二
八
％
は
罹
病
し
、
其
の
三
二
％

（
五
三
四
例
）
は
肺
炎
と
な
り
、
其
の
三
一
七
例
は
死
亡
し
た
り
、
即
ち
罹
病
者
の
一
九
％
肺
炎
患
者
の
五
九
・
三
％

に
当
れ
り
。
是
れ
発
病
後
陸
上
の
病
院
に
輸
送
せ
る
た
め
な
る
可
し
。
看
護
人
も
三
〇
｜
四
〇
％
罹
病
せ
り
。
之
に
因

り
て

ふ
る
に
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
予
防
す
る
に
は
密
居
を
避
く
る
こ
と
、
患
者
は
隔
離
静
養
を
必
要
と
す
る

こ
と
、
栄
養
、
睡
眠
、
換
気
等
に
注
意
す
べ
き
こ
と
な
り
。

北
米
公
衆
衛
生
協
会
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
関
す
る
特
別
委
員
会
決
議
事
項

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
予
防
に
関
し
理
論
と
経
験
と
に
よ
り
て
一
定
見
を
樹
立
し
衛
生
当
局
に
充
分
の
援
助
を
与

ふ
る
を
目
的
と
し
て
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
二
月
九
日
よ
り
十
二
日
迄
市
俄
古
市
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
る
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北
米
公
衆
衛
生
協
会
特
別
委
員
会
の
決
議
事
項
に
し
て
其
特
別
委
員
は
左
の
五
名
と
な
す
。

ダ
ブ
ル
ユ
ー
・
エ
ー
・
エ
ヷ
ン
ス
（
シ
カ
ゴ
）
座
長

デ
イ
ー
・
ビ
ー
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（
フ
ア
ー
ミ
ン
ガ
ム
）

ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
ツ
チ
・
デ
ー
ヴ
イ
ス
（
ウ
オ
シ
ン
ト
ン
）

イ
ー
・
ダ
ブ
ル
ユ
ー
・
コ
ツ
プ
（
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
）

ウ
イ
リ
ア
ム
・
シ
ー
・
ウ
ツ
ド
ワ
ー
ド
（
ボ
ス
ト
ン
）

本
病
の
性
質

今
次
の
流
行
は
激
烈
な
る
伝
染
性
を
有
す
る
流
行
病
に
し
て
今
日
迄
委
員
会
の
至
当
と
認
む
る
報
告
に
よ
れ
ば
人
類

に
の
み
限
ら
れ
た
る
疾
病
な
り
と
す
。

本
病
の
第
一
次
的
病
原
体
は
未
だ
確
定
せ
ら
れ
ざ
る
も
或
種
の
病
原
体
あ
り
て
之
れ
が
原
因
を
な
す
も
の
た
る
こ
と

は
疑
ふ
の
余
地
な
し
、
而
し
て
今
次
の
流
行
病
は
一
般
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
称
せ
ら
る
る
も
此
の
名
称
を
以
て

今
日
迄
知
ら
れ
た
る
疾
病
と
同
一
な
る
も
の
な
り
や
又
既
往
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
凡
て
同
一
の
疾
病
な
り
し
や

は
未
だ
確
定
せ
ら
れ
ざ
る
処
な
り
。

今
日
に
於
て
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
他
の
通
常
の
感
冒
又
は
鼻
腔
、
咽
喉
の
粘
膜
の
炎
症
と
確
然
た
る
区
別
を

示
す
可
き
方
法
な
く
又
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
の
他
に
伝
染
の
危
険
な
き
に
至
る
時
期
を
定
む
る
適
当
の
方
法
な

し
。さ

れ
ば
本
病
の
予
防
に
関
し
て
は
研
究
機
関
の
設
備
は
目
下
緊
急
の
こ
と
に
し
て
病
原
の
検
索
、
特
殊
予
防
液
、
治

療
血
清
の
調
製
に
関
す
る
研
究
に
従
事
し
夫
等
の
予
防
液
治
療
血
清
の
効
果
如
何
を
臨
床
的
に
検
し
之
れ
が
管
理
取
締
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に
関
す
る
意
見
を
定
め
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
死
亡
の
原
因
は
多
く
連
鎖
状
球
菌
、
肺
炎
球
菌
或
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
に
よ
り
て

起
る
肺
炎
に
し
て
、
之
れ
等
の
菌
の
浸
入
は
第
二
次
的
の
も
の
な
る
が
如
し
。

病
原
体
は
患
者
の
口
腔
、
鼻
腔
よ
り
外
界
に
放
出
せ
ら
る
る
こ
と
及
び
病
原
体
の
浸
入
門
戸
も
口
腔
、
鼻
腔
な
る
こ

と
明
か
に
し
て
只
其
外
の
門
戸
と
し
て
眼
結
膜
よ
り
直
に
血
行
に
浸
入
す
る
か
又
は
涙
管
を
通
し
て
鼻
腔
に
入
る
べ
き

か
の
疑
な
き
に
あ
ら
ず
。

予
防
法イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
体
は
患
者
の
鼻
腔
咽
喉
の
分
泌
物
に
よ
り
て
他
の
感
受
性
強
き
人
の
鼻
腔
咽
喉
に
伝

播
せ
ら
る
る
も
の
な
り
と
せ
ば
其
病
原
体
如
何
は
確
立
せ
ら
れ
ず
と
も
推
理
の
上
に
於
て
予
防
法
は
左
に
述
べ
ん
と
す

る
原
則
に
従
ひ
て
定
む
る
を
得
べ
く
病
原
体
其
物
の
発
見
を
待
ち
て
初
め
て
定
め
ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
即
ち
、

一
、
病
原
体
の
伝
染
径
路
を
遮
断
す
る
こ
と
。

二
、
適
当
の
予
防
液
を
以
て
予
め
免
疫
と
な
す
か
又
は
少
な
く
と
も
特
異
性
の
抵
抗
力
を
増
進
せ
し
む
る
事
。

三
、
一
般
の
健
康
状
態
を
高
め
自
然
の
抵
抗
力
を
増
進
す
る
こ
と
。

一
、
伝
染
径
路
を
遮
断
す
る
こ
と
。

甲
、
飛
沫
伝
染
を
防
止
す
る
こ
と
。

乙
、
咯
痰
の
取
締
。

丙
、
食
器
飲
料
の
監
督
、
此
の
危
険
な
る
こ
と
は
未
だ
充
分
な
る
根
拠
を
有
せ
ざ
る
も
相
当
の
監
督
を
な
す
事
。
而

し
て
其
細
目
に
亘
り
て
の
論
議
は
後
述
各
論
に
於
て
見
る
べ
し
。
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二
、
免
疫
及
び
予
防
液
。

此
の
項
に
関
し
て
は
尚
研
究
委
員
会
に
於
て
討
論
報
告
す
る
所
あ
る
べ
し
）

今
次
の
流
行
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
た
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
其
目
的
に
よ
り
て
左
の
二
種
に
大
別
す
る
を
得
。

一
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
自
身
の
予
防
又
は
罹
患
の
軽
減
。

二
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
、
連
鎖
状
球
菌
、
肺
炎
球
菌
等
に
よ
る
と
認
め
ら
る
る
合
併
症
の
予
防
又
は
罹
患
の

軽
減
。

第
一
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
自
身
の
予
防
の
目
的
に
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
病
原
体
の
不

明
な
る
今
日
に
於
て
は
第
一
次
の
疾
病
に
対
し
特
異
性
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
す
る
学
術
上
の
根
拠
を
見
出
す
能
は

ず
、
若
し
此
の
意
味
に
於
て
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
使
用
せ
ら
る
る
も
の
あ
ら
ば
必
ず
や
未
知
の
病
原
体
に
対
し
て
一
種
の

関
係
を
有
す
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
而
し
て
其
効
果
如
何
に
関
す
る
在
来
の
報
告
は
一
つ
と
し
て
確
乎

た
る
結
果
を
伝
ふ
る
も
の
と
認
む
る
も
の
な
し
。

第
二
の
合
併
症
予
防
の
目
的
に
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
今
日
に
於
て
は
全
く
理
論
的
の
こ
と
に
し
て
委

員
会
に
於
て
は
其
確
実
に
成
功
す
べ
き
保
証
を
与
ふ
る
こ
と
に
充
分
な
る
根
拠
を
有
せ
ず
、
是
等
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
の

使
用
に
際
し
て
は
患
者
を
し
て
尚
其
研
究
の
時
期
に
あ
る
こ
と
を
承
認
せ
し
む
べ
き
も
の
と
す
。

委
員
会
に
於
て
は
或
種
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
し
其
予
防
及
び
治
療
上
の
効
果
を
実
験
的
に
判
定
せ
ん
と
す
る
に

当
り
て
は
常
に
次
の
条
件
を

慮
に
入
れ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
信
ず
。

注
射
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
注
射
を
受
け
ざ
る
も
の
と
は
常
に
同
数
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

以
上
の
各
類
に
於
て
は
其
抵
抗
力
は
年
齢
性
別
、
伝
染
の
危
険
、
及
び
最
近
の
流
行
に
関
し
て
其
罹
病
の
有
無
等
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を
顧
慮
し
て
同
程
度
の
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

各
類
の
危
険
に
接
す
る
程
度
は
其
時
間
の
長
短
其
他
に
就
き
て
同
様
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

尚
各
類
の
伝
染
の
危
険
に
接
す
る
時
期
は
流
行
の
経
過
の
同
時
期
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

三
、
自
然
的
抵
抗
力
を
増
進
す
る
こ
と
。

身
体
及
び
精
神
の
過
労
は
出
来
得
る
限
り
避
く
べ
く
し
て
常
に
運
動
、
休
息
、
肉
体
的
精
神
的
労
働
及
び
睡
眠
の
時

間
に

慮
を
用
ひ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
然
れ
ど
も
壮
年
者
並
に
身
体
強
壮
な
る
も
の
必
ず
し
も
罹
病
を
免
れ
ざ
る
こ
と
は

明
か
な
る
事
実
な
り
。

公
衆
に
対
し
必
要
に
し
て
且
つ
実
行
し
得
べ
き
予
防
施
設
は
其
公
衆
の
状
況
工
業
関
係
等
公
衆
自
身
の
性
質
、
流
行

の
状
況
、
流
行
の
時
期
に
関
係
す
る
こ
と
多
く
例
へ
ば
主
と
し
て
小
都
会
の
公
衆
に
適
当
な
る
べ
き
施
設
は
大
都
会
に

於
て
は
実
行
不
可
能
に
し
て
又
不
適
当
な
る
こ
と
あ
る
べ
く
又
流
行
の
初
期
又
は
末
期
に
実
行
す
べ
き
こ
と
必
し
も
流

行
の
極
期
に
於
て
適
当
な
る
も
の
と
見
る
能
は
ず
、
故
に
委
員
会
は
予
防
施
設
に
就
て
凡
て
の
衛
生
当
局
に
指
針
た
る

べ
き
一
般
法
則
を
規
定
す
る
能
は
ず
只
行
政
施
設
の
根
本
と
な
る
べ
き
一
般
の
原
則
を
定
め
て
之
れ
が
実
行
は
個
々
の

公
衆
団
体
の
手
腕
に
任
す
。

而
し
て
委
員
会
に
於
て
定
め
た
る
予
防
方
針
は
左
の
如
し
。

甲
、
組
織
体
の
運
転
を
円
滑
に
し
以
て
緊
急
の
用
に
備
へ
凡
て
の
物
質
を
中
央
当
局
の
意
見
に
よ
り
て
運
用
し
得
る

如
く
す
る
こ
と
。

乙
、
流
行
に
関
す
る
凡
て
の
事
項
を
知
り
得
る
如
き
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。

一
、
報
告
の
義
務
を
強
制
す
る
こ
と
。
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二
、
検
病
調
査
。

丙
、
呼
吸
器
系
の
衛
生
に
関
し
広
く
公
衆
を
教
育
し
咳
嗽
、
噴

、
唾
痰
を
吐
く
事
、
鼻
汁
を
不
注
意
に
か
む
事
、

等
に
関
す
る
注
意
、
指
又
は
異
物
を
口
、
鼻
に
入
れ
ざ
る
こ
と
、
食
事
の
前
に
手
を
洗
ふ
習
慣
、「
ハ
ン
カ
チ
ー

フ
」
を
交
換
す
る
こ
と
の
危
険
、
新
鮮
な
る
空
気
、
一
般
に
衛
生
を
重
ず
る
こ
と
の
利
益
等
を
充
分
公
衆
に
会
得

せ
し
め
、
一
般
に
風
邪
は
軽
々
に
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
る
こ
と
及
び
、
患
者
並
に
健
康
者
に
病
原
体
携
帯

者
の
あ
る
べ
き
を
以
て
一
般
に
咽
喉
鼻
腔
の
分
泌
物
の
危
険
な
る
こ
と
の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
等
に
努
む
べ
し
。

丁
、
行
政
方
針
。

一
、
曹
達
水
又
は
他
の
公
衆
の
飲
料
を
供
せ
ら
る
る
個
処
に
於
て
は
「
コ
ツ
プ
」
の
共
通
使
用
、
又
は
不
充
分
に

洗
ひ
た
る
「
コ
ツ
プ
」
の
使
用
を
厳
禁
す
る
事
。

二
、
換
気
法
に
関
す
る
法
律
を
施
行
す
る
事
。

本
病
は
主
と
し
て
公
衆
の
集
合
に
関
係
深
き
を
以
て
次
の
三
項
は
特
に
必
要
な
る
事
項
と
す
。

三
、
公
衆
の
集
合
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
。

伝
染
の
径
路
は
主
と
し
て
口
鼻
の
分
泌
物
に
よ
る
も
の
な
る
を
以
て
各
種
の
集
会
は
伝
染
に
関
し
て
有
力
な
る

誘
因
た
る
こ
と
明
か
な
ら
ざ
れ
ば
公
衆
の
集
合
を
其
人
数
並
に
其
頻
度
に
於
て
制
限
し
集
合
の
条
件
を
設
け
て

之
れ
を
取
締
る
こ
と
は
行
政
上
に
於
て
必
要
な
る
事
項
な
り
と
す
、
必
要
な
ら
ざ
る
集
合
は
当
然
之
れ
を
禁
ず

べ
く
必
要
止
む
を
得
ざ
る
集
合
は
一
定
の
面
積
に
対
し
て
一
定
の
人
数
を
制
限
し
新
鮮
な
る
空
気
に
充
分
な
る

余
裕
を
残
し
不
注
意
の
噴

咳
嗽
、
喝

は
禁
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

日
常
の
業
務
上
必
要
な
る
会
合
は
之
れ
を
禁
ず
る
こ
と
困
難
に
し
て
且
つ
実
行
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
多
し
以
下
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其
各
に
つ
き
て

慮
せ
ん
に
、

学
校

学
校
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
関
し
て
は

慮
す
べ
き
事
項
次
の
如
し
。

⒜
理
論
上
学
校
は
児
童
相
互
の
接
触
の
頻
度
と
程
度
と
を
増
す
も
の
に
し
て
学
校
に
し
て
閉
鎖
せ
ら
れ
ん
が
児

童
の
接
触
戸
外
に
於
け
る
と
全
く
同
様
と
な
り
土
地
の
状
況
に
よ
り
て
接
触
の
機
会
の
増
加
す
る
か
減
少
す

る
か
は
定
ま
る
べ
し
、
其
点
に
於
て
都
会
と
田
舎
と
は
関
係
全
く
異
な
れ
り
。

⒝
児
童
の
通
学
の
途
次
児
童
に
不
適
当
な
る
外
気
に
触
る
る
こ
と
な
き
や
或
は
長
途
満
員
の
客
車
に
乗
込
む
こ

と
な
き
や
。

⒞
学
校
に
於
て
適
当
な
る
看
護
、
診
断
の
設
備
を
有
す
る
か
。

⒟
教
師
、
医
師
、
看
護
婦
が
罹
患
せ
る
児
童
を
他
の
児
童
と
接
触
す
る
以
前
に
於
て
之
れ
を
、
弁
別
し
隔
離
し

得
る
か
。

⒠
学
校
の
閉
鎖
が
公
衆
の
予
防
及
び
処
置
に
対
し
て
相
当
の
人
と
能
力
と
の
援
助
を
提
供
し
得
る
や
。

⒡
学
校
は
閉
鎖
せ
ず
し
て
多
数
の
欠
席
教
師
を
生
じ
為
め
に
教
育
の
標
準
を
低
下
す
る
こ
と
な
き
や
。

⒢
多
数
の
児
童
が
罹
患
し
又
は
罹
患
を
恐
れ
て
家
庭
に
留
ま
り
其
帰
校
す
る
時
学
校
に
於
て
急
に
過
重
の
負
担

を
生
ず
る
こ
と
な
き
や
。

⒣
学
校
を
一
時
閉
鎖
し
再
び
開
校
す
る
時
に
新
た
に
流
行
の
勃
発
す
る
こ
と
な
き
や
。

教
会

教
会
を
開
く
必
要
あ
ら
ば
極
め
て
必
要
な
る
宗
教
的
の
儀
式
に
止
め
成
る
べ
く
少
人
数
に
制
限
し
各
人
の
接
触
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の
機
会
を
少
な
く
せ
し
む
る
こ
と
。

劇
場

劇
場
、
活
動
写
真
館
其
他
娯
楽
の
目
的
に
公
衆
の
集
合
す
る
処
に
関
し
て
は
只
不
注
意
に
咳
嗽
す
る
人
を
退
場

せ
し
む
る
こ
と
に
の
み
力
を
用
ふ
る
こ
と
は
策
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
即
ち
不
注
意
に
咳
嗽
す
る
人
を
発
見

す
る
こ
と
困
難
に
し
て
又
既
に
一
度
び
咳
嗽
せ
ん
か
既
に
其
の
害
毒
は
伝
播
せ
ら
れ
た
り
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

尚
劇
場
を
以
て
公
衆
を
教
育
す
る
に
使
用
す
る
こ
と
は
劇
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
の
却
つ
て
教
育
に
効
あ
り
と
見

ざ
る
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
劇
場
、
活
動
写
真
館
等
に
閉
鎖
を
命
ず
る
標
準
は
換
気
法
並
に
一
般
衛
生
設
備
の
如

何
に
よ
り
て
定
ま
る
も
の
と
す
。

サ
ル
ー
ン
」
等
の
飲
食
店

之
れ
ら
の
閉
鎖
は
食
器
に
よ
り
て
伝
染
す
る
危
険
の
有
無
並
に
多
人
数
密
集
の
状
況
等
に
あ
り
て
定
ま
る
。

舞
踏
場
等

舞
踏
場
、
球
こ
ろ
が
し
、
球
突
場
、
自
働
販
売
場
等
の
閉
鎖
は
多
人
数
密
集
の
有
無
に
よ
り
て
定
ま
る
。

電
車
等

之
れ
ら
に
は
凡
て
換
気
と
清
潔
と
を
励
行
せ
し
む
べ
く
過
剰
に
乗
込
ま
し
む
る
こ
と
は
禁
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

小
都
会
に
於
て
は
一
時
運
転
を
中
止
せ
し
め
住
民
全
部
の
徒
歩
を
強
ゆ
る
も
可
な
り
。

葬
儀

公
葬
、
追
悼
会
等
は
不
必
要
な
る
集
会
と
見
る
べ
く
且
つ
伝
染
の
危
険
多
き
も
の
な
る
を
以
て
禁
止
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
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四
、
呼
吸
保
護
器
。

適
当
の
方
法
に
於
て
適
当
の
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
病
院
其
他
直
接
患
者
に
接
す
る
も
の
及
び
理
髪

店
、
歯
科
医
等
に
は
励
行
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
然
れ
ど
も
市
民
全
部
に
強
制
的
に
実
行
せ
し
む
る
こ
と
の

効
果
如
何
に
関
し
て
は
今
日
に
至
る
迄
充
分
の
根
拠
を
有
せ
ず
、
委
員
会
は
之
れ
が
実
行
を
強
要
す
る
勇
気
な

し
、
但
し
市
民
各
自
自
衛
の
為
め
に
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
ん
と
す
る
も
の
に
は
其
使
用
方
法
を
教
育
す
る
義

務
あ
る
も
の
と
す
。

五
、
隔
離
。

患
者
の
隔
離
は
実
行
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
し
て
不
注
意
に
し
て
頑
迷
な
る
患
者
は
法
を
以
て
強
制
的
に
隔
離
せ

ざ
る
べ
か
ら
ず
。

六
、
患
者
公
示
。

頑
迷
に
し
て
不
注
意
な
る
も
の
公
衆
衛
生
に
無

着
な
る
も
の
は
告
示
を
以
て
公
衆
に
知
ら
し
む
る
こ
と
。

七
、
病
院
収
容
。

理
論
と
し
て
は
凡
て
の
患
者
が
全
部
病
院
に
収
容
せ
ら
る
る
時
は
防
疫
上
最
も
便
利
な
る
べ
く
小
都
会
に
し
て

凡
て
の
患
者
を
迅
速
に
病
院
に
収
容
し
得
る
場
合
は
其
効
果
著
し
き
も
の
あ
る
べ
し
即
ち
凡
て
の
患
者
が
発
見

せ
ら
れ
他
に
伝
染
の
機
会
を
有
せ
ざ
る
以
前
に
病
院
に
収
容
せ
ら
る
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
流
行
を
阻
止
す
る
こ
と

に
効
果
な
し
、
一
般
に
家
庭
療
法
は
医
師
及
び
看
護
の
注
意
の
充
分
行
届
き
他
の
家
族
に
伝
染
の
危
険
な
き
場

合
に
於
て
望
ま
し
き
こ
と
に
し
て
患
者
を
病
症
の
軽
重
を
問
は
ず
入
院
せ
し
む
る
こ
と
は
家
庭
療
法
を
以
て
右

の
注
意
の
行
き
届
か
ざ
る
時
に
限
り
効
果
あ
る
も
の
と
す
軽
症
患
者
も
全
部
病
院
に
収
容
す
る
こ
と
に
関
し
て
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は
未
だ
第
二
次
的
疾
病
を
有
せ
ざ
り
し
も
の
が
病
院
に
於
て
他
の
患
者
に
接
す
る
が
為
め
に
感
染
す
る
こ
と
な

き
に
あ
ら
ず
と
の
反
対
生
じ
重
症
患
者
の
凡
て
を
入
院
せ
し
む
る
こ
と
に
は
之
れ
を
運
搬
す
る
こ
と
に
於
て
危

険
を
増
す
と
の
非
難
起
る
べ
し
。

八
、
咳
嗽
及
び
噴

。

咳
嗽
及
び
噴

に
関
す
る
取
締
は
公
衆
を
教
育
し
之
れ
を
注
意
せ
し
む
る
こ
と
に
効
果
あ
る
べ
し
。

九
、
消
毒
法
。

消
毒
法
と
し
て
は
清
潔
に
す
る
こ
と
、
日
光
に
曝
す
こ
と
、
換
気
を
よ
く
す
る
こ
と
以
上
に
望
む
べ
か
ら
ず
。

十
、
酒
精
の
使
用
。

酒
精
の
使
用
は
其
予
防
に
効
果
あ
ら
ず
。

十
一
、
噴
霧
及
び
含
嗽
。

噴
霧
及
び
含
嗽
は
次
の
理
由
に
よ
り
て
伝
染
を
防
禦
せ
ず
。

⒜
委
員
会
の
知
れ
る
範
囲
に
於
て
は
粘
膜
を
損
傷
す
る
こ
と
な
し
に
病
原
体
の
み
を
殺
菌
す
る
如
き
噴
霧
剤
、

含
嗽
剤
な
し
。

⒝
鼻
腔
、
咽
腔
を
洗
滌
し
て
病
原
体
を
機
械
的
に
除
去
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
り
。

⒞
之
れ
ら
の
使
用
は
防
禦
的
に
作
用
す
る
粘
液
を
除
去
し
却
つ
て
伝
染
の
危
険
を
増
加
す
る
も
の
な
り
。

⒟
家
庭
的
に
之
れ
を
日
常
実
行
す
る
こ
と
は
同
一
の
器
具
を
共
同
に
使
用
す
る
こ
と
の
傾
向
に
導
く
。

⒠
噴
霧
、
含
嗽
の
無
効
な
る
こ
と
は
「
ヂ
フ
テ
リ
ア
」
菌
、
脳
脊
髄
膜
炎
菌
に
関
し
て
既
に
証
明
せ
ら
れ
た
る

こ
と
な
り
。
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雑一
、
大
学
、
養
育
院
其
他
同
様
の
機
関
に
於
て
は
外
界
よ
り
来
る
も
の
に
対
し
て
厳
重
な
る
検
疫
を
行
ふ
べ
し
流
行
の

初
期
に
於
て
実
行
せ
ず
其
所
在
其
方
法
に
よ
り
之
れ
を
合
理
的
と
な
し
一
時
た
り
と
も
有
効
と
な
ら
し
む
べ
し
、
一

時
の
成
功
に
て
も
達
し
得
ん
か
流
行
は
発
生
し
た
り
と
す
る
も
他
処
よ
り
後
れ
て
発
生
し
適
当
の
医
師
看
護
婦
を
得

る
に
便
利
な
る
べ
し
。

二
、
予
防
に
関
し
推
挙
し
た
る
方
法
は
た
と
ひ
最
後
の
目
的
を
達
し
得
ず
と
も
流
行
を
緩
徐
に
す
る
事
に
効
果
あ
る
べ

く
流
行
の
緩
徐
と
な
る
こ
と
夫
自
身
に
於
て
充
分
の
便
宜
を
得
る
こ
と
と
な
る
べ
し
。

三
、
本
病
の
統
計
適
当
の
報
告
を
徴
す
る
こ
と
は
極
め
て
必
要
な
る
こ
と
な
り
。

四
、
委
員
会
は
本
病
の
死
亡
率
、
罹
病
率
、
死
因
、
経
過
期
間
、
経
済
事
情
、
治
療
法
に
関
し
充
分
な
る
統
計
的
研
究

の
必
要
を
高
唱
せ
ざ
る
能
は
ず
。

之
れ
ら
の
事
情
報
告
の
統
一
的
蒐
集
数
量
的
統
計
表
の
分
析
等
に
よ
り
て
本
病
の
性
質
に
関
す
る
重
要
な
る
事
項
を

知
る
を
得
べ
く
、
本
病
の
病
原
転
帰
並
に
治
療
法
に
関
す
る
一
般
の
原
則
も
臨
床
的
に
患
者
の
各
例
を
仔
細
に
観
察

す
る
と
同
時
に
流
行
の
統
計
を
徹
底
的
に
検
す
る
こ
と
に
よ
り
て
知
ら
る
べ
き
な
り
。

五
、
本
会
の
推
挙
せ
る
方
法
は
一
般
呼
吸
器
の
衛
生
を
進
歩
す
る
こ
と
に
於
て
有
効
に
し
て
実
際
に
は
肺
炎
及
び
他
の

呼
吸
器
疾
患
の
予
防
法
と
な
る
べ
き
も
の
な
り
。

救
助
に
関
す
る
施
政
方
針

救
助
に
関
し
て
は
委
員
会
に
於
て
は
左
の
如
き

慮
を
要
す
べ
き
も
の
と
せ
り
。

一
、
一
般
の
こ
と
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届
出
を
強
請
す
る
こ
と
。

隔
離
、
共
同
働
作
、
宣
伝
教
育
は
医
師
を
し
て
報
告
を
欲
せ
ざ
る
に
至
ら
し
め
ざ
る
程
度
に
実
行
す
べ
き
こ
と
。

患
者
を
公
示
す
る
こ
と
は
隔
離
と
同
様
の
手
心
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

学
校
等
は
其
職
員
を
し
て
予
防
に
関
し
医
師
、
看
護
婦
の
補
助
其
他
特
志
の
職
務
に
従
事
せ
し
む
る
を
得
る
場
合

之
れ
を
閉
鎖
す
べ
し
。

行
政
を
執
行
す
る
際
に
は
衛
生
当
局
に
は
相
当
の
権
威
と
実
力
と
を
与
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

二
、
予
備
行
為

医
師
、
看
護
婦
、
公
職
に
従
事
す
る
も
の
、
看
護
婦
補
助
員
、
書
記
、
炊
事
婦
、
洗
濯
婦
、
自
働
車
、
自
働
車
運

転
手
、「
マ
ス
ク
」
製
造
人
、
其
他
各
種
の
有
志
家
を
登
録
し
適
当
に
配
布
し
各
種
の
公
共
機
関
は
防
疫
に
従
事

せ
し
む
る
様
に
す
る
こ
と
。

恢
復
患
者
に
し
て
血
清
を
与
へ
ん
と
す
る
特
志
者
を
募
集
し
常
に
使
用
に
堪
え
得
る
如
く
す
る
こ
と
。

以
上
の
物
資
は
一
つ
の
中
枢
の
下
に
集
中
し
市
は
之
れ
よ
り
其
配
布
を
受
く
る
こ
と
、
而
し
て
其
中
枢
は
州
の
重

要
な
る
代
表
者
を
以
て
監
督
せ
し
め
事
業
に
適
当
の
支
配
者
を
以
て
実
行
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

執
務
は
二
十
時
間
制
と
し
出
勤
退
庁
は
電
話
装
置
に
よ
る
こ
と
。

地
方
は
州
と
、
州
は
国
と
連
絡
を
保
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

三
、
罹
病
患
者
の
登
録

小
都
会
に
於
て
は
全
て
の
医
師
を
訪
問
し
次
の
如
き
報
告
を
聴
取
す
べ
し
。

⒜
取
扱
ひ
た
る
患
者
の
数
。
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⒝
入
院
治
療
を
要
す
る
患
者
の
数
。

⒞
家
庭
治
療
を
要
す
る
患
者
の
数
。

⒟
医
師
の
欠
乏
を
感
ず
る
患
者
の
数
。

此
の
報
告
は
医
師
看
護
婦
の
欠
乏
に
関
す
る
現
情
を
知
る
を
得
べ
く
大
都
会
に
於
て
も
出
来
得
る
限
り
各
種
の
機
関

を
使
用
し
例
へ
ば
警
官
等
を
し
て
家
庭
を
歴
訪
せ
し
め
患
者
の
数
を
知
り
之
れ
を
分
類
す
る
こ
と
は
有
益
の
こ
と
た

る
べ
し
。

四
、
看
護
婦
、
医
師
、
病
院
の
こ
と

甲
、
看
護
婦
の
こ
と
。

公
衆
衛
生
に
関
係
す
る
看
護
婦
は
一
の
中
枢
の
監
督
の
下
に
流
行
の
形
勢
に
随
ひ
集
合
分
配
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か

ら
ず
。

補
助
看
護
婦
、
有
志
家
等
は
熟
練
せ
る
も
の
の
下
に
其
能
力
に
よ
り
て
等
級
を
附
し
家
庭
又
は
病
院
に
於
て
使

用
し
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
及
び
肺
炎
に
対
し
て
充
分
に
訓
練
せ
し
む
る
こ
と
。

出
来
得
る
限
り
公
衆
の
利
益
の
見
地
よ
り
監
督
す
る
は
看
護
婦
を
不
必
要
に
使
用
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と

と
な
る
べ
し
。

市
外
よ
り
来
る
看
護
婦
に
対
し
て
は
宿
所
等
の
注
意
を
怠
る
べ
か
ら
ず
。

赤
十
字
家
庭
看
護
婦
講
習
を
終
へ
た
る
も
の
特
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
関
す
る
訓
練
を
与
へ
出
来
得
る
限

り
利
用
す
べ
く
其
姓
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
健
康
状
態
、
能
力
、
勤
務
の
意
志
等
を
記
載
し
置
く
こ
と
。

乙
、
医
師
の
非
常
勤
務
。
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官
憲
に
於
て
利
用
し
得
べ
き
医
師
は
非
常
の
場
合
に
於
て
は
出
来
得
る
限
り
利
用
す
べ
し
例
へ
ば
工
場
医
、
学

校
医
、
有
志
家
雇
医
師
、
医
学
校
の
四
年
生
等
の
如
し
。

之
れ
ら
の
医
師
は
医
師
の
欠
乏
せ
し
時
に
提
供
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。

或
る
地
方
に
中
央
相
談
所
を
立
て
私
人
の
医
師
の
求
め
に
応
ず
る
こ
と
。

丙
、
病
院
の
こ
と
。

病
院
は
常
に
巡
察
し
て
利
用
す
べ
き
病
床
の
数
、
医
師
と
看
護
婦
の
不
足
、
炊
事
婦
、
食
料
の
供
給
、
状
態
を

知
る
こ
と
。

中
央
相
談
所
は
出
来
得
る
限
り
多
く
の
病
院
に
関
係
を
有
し
病
院
の
病
床
の
状
態
を
精
細
に
知
り
有
無
相
通
ぜ

し
め
常
に
適
当
の
患
者
の
み
を
収
容
す
べ
き
な
り
而
し
て

婦
に
対
し
て
は
殊
に
病
院
の
設
備
を
必
要
と
す
。

新
た
に
応
急
的
の
病
院
を
設
立
す
る
よ
り
も
天
幕
、「
バ
ラ
ツ
ク
」
を
設
立
す
る
こ
と
得
策
の
こ
と
あ
り
、
出

来
得
べ
く
ん
ば
或
る
病
院
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
み
を
収
容
す
る
如
く
な
せ
ば
更
に
可
な
り
。

家
庭
に
於
て
治
療
し
得
べ
き
急
を
要
せ
ざ
る
外
科
的
又
は
慢
性
の
患
者
は
此
の
際
退
院
せ
し
む
る
こ
と
。

恢
復
せ
る
家
庭
に
し
て
病
院
の
近
き
に
あ
ら
ば
軽
症
又
は
恢
復
期
の
患
者
の
収
容
に
借
用
に
努
む
べ
く
病
院
を

し
て
常
に
急
性
の
患
者
の
収
容
に
余
裕
を
生
ぜ
し
む
る
為
に
看
護
の
上
に
多
大
の
利
益
あ
り
と
す
。

野
戦
病
院
を
利
用
す
る
こ
と
。

五
、
社
会
的
及
び
救
済
的
施
設

当
局
は
常
に
家
庭
と
連
絡
を
保
つ
こ
と
。

赤
十
字
の
特
志
者
は
家
庭
に
連
絡
を
保
ち
其
責
任
者
が
入
院
せ
る
時
或
は
死
亡
せ
る
時
之
れ
が
救
済
に
努
め
児
童
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の
注
意
等
を
な
す
べ
き
こ
と
。

貧
困
其
他
の
状
態
を
患
者
の
家
庭
に
帰
る
以
前
に
於
て
取
調
ぶ
る
こ
と
。

各
種
機
関
並
に
家
庭
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
防
疫
の
為
め
に
多
忙
を
極
め
彼
等
自
身
の
必
要
な
る
業
務
に
従
事

す
る
能
は
ざ
る
時
に
は
之
れ
が
救
済
を
な
す
こ
と
。

普
通
の
慈
善
事
業
教
会
等
の
活
動
を
促
す
こ
と
。

任
を
離
れ
た
る
医
師
看
護
婦
に
対
す
る
保
養
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。

六
、
食
料

高
等
学
校
、
師
範
学
校
、
大
学
校
等
の
公
共
の
炊
事
場
は
利
用
し
て
食
料
に
欠
乏
せ
る
家
庭
又
は
公
共
機
関
に
支

給
す
る
こ
と
。

個
人
の
家
庭
も
炊
事
に
余
裕
あ
ら
ば
食
料
支
給
を
助
く
る
こ
と
。

七
、
洗
濯
場

特
別
の
洗
濯
物
蒐
集
、
配
達
機
関
は
家
庭
及
び
公
共
機
関
に
必
要
な
り
。

補
助
を
受
く
る
公
立
の
洗
濯
場
並
に
私
立
の
医
師
の
洗
濯
場
は
当
局
に
て
引
受
く
る
こ
と
。

八
、
屍
体
の
処
置

死
亡
報
告
は
迅
速
な
る
べ
し
（
二
十
四
時
間
）。

日
々
使
用
に
堪
ふ
る
棺
及
び
其
の
製
造
は
之
れ
を
調
査
し
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
行
政
機
関
の
許
可
な
く
し
て
売

却
せ
し
め
ざ
る
こ
と
。

屍
体
陳
列
場
の
設
備
。
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柩
車
の
世
話
。

屍
体
の
処
置
に
関
す
る
自
働
車
の
世
話
。

墓
地
の
世
話
。

九
、
教
育
、
訓
令
、
公
示

文
書
又
は
講
演
に
よ
り
て
教
育
す
る
こ
と
は
必
要
な
り
。

医
師
に
対
す
る
命
令
。

医
師
に
療
法
及
び
流
行
の
今
後
の
予
想
を
知
ら
し
む
る
こ
と
。

医
師
看
護
婦
、
薬
商
を
し
て
家
庭
に
訓
示
を
伝
へ
し
む
る
こ
と
。

公
衆
に
対
し
て
は
救
助
の
方
法
の
存
す
る
こ
と
を
電
車
等
に
て
知
ら
し
む
る
こ
と
。

家
庭
に
は
医
師
の
来
る
迄
如
何
に
す
べ
き
や
を
知
ら
し
む
る
こ
と
。

医
師
、
工
場
主
、
学
校
管
理
者
に
呼
吸
器
病
の
初
期
を
如
何
に
し
て
処
置
す
べ
き
か
を
知
ら
し
む
る
こ
と
。

公
衆
に
注
意
の
必
要
な
る
こ
と
、
病
後
直
に
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
の
危
険
を
知
ら
し
む
る
こ
と
。

公
衆
に
不
正
な
る
も
の
を
避
け
し
む
る
為
め
公
認
の
医
師
、
看
護
婦
、
薬
品
其
の
他
を
知
ら
し
む
る
こ
と
。

十
、
雑薬

品
に
関
す
る
注
意
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
罹
病
者
及
び
其
家
族
に
燃
料
の
先
取
権
を
与
ふ
る
こ
と
。

流
行
の
経
過
後
に
つ
き
医
師
、
看
護
婦
、
救
済
事
業
の
跡
仕
末
、
工
場
の
雇
入
問
題
及
び
続
発
性
疾
患
に
関
す
る

こ
と
。
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衛
生
当
局
は
各
社
会
の
状
況
に
応
じ
て
上
記
の
概
略
に
従
ひ
実
行
を
期
す
べ
き
も
の
な
り
。

此
の
外
米
国
に
て
は
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
」
生
命
保
険
会
社
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
研
究
に
よ
り
て
、
ロ
ゼ
ノ
ー
、

マ
ツ
ク
・
コ
イ
、
フ
ラ
ン
ケ
ル
、
ナ
イ
ト
、
ジ
ヨ
ル
ダ
ン
、
フ
ロ
ス
ト
、
パ
ー
ク
等
を
委
員
と
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
の
原
因
及
び
予
防
等
を
研
究
せ
し
も
格
別
の
成
績
を
挙
げ
得
ず
。

六
、
独
逸

プ
ロ
イ
セ
ン
に
て
は
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
春
の
流
行
に
於
て
は
強
制
届
出
を
な
さ
し
め
し
が
、
病
勢
の
減
退

後
之
を
撤
廃
し
た
り
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
後
に
至
り
て
編
輯
さ
れ
た
る

K
o
lle-H

etsch

其
他
の
細
菌
学
書
に
よ
る

に
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
予
防
し
得
べ
き
疾
病
に
あ
ら
ず
。
届
出
も
、
隔
離
も
、
群
集
制
限
も
、「
マ
ス
ク
」
も
、

「
ワ
ク
チ
ン
」
も
恐
ら
く
実
績
を
齎
す
こ
と
な
か
ら
ん
と
説
け
り
。L

en
z

の
如
く
「
マ
ス
ク
」
を
有
効
と
称
し
、

B
a
erth
lein et T

h
o
m
a
M
u
n
ch
M
W
,
14 M

a
i,
1920

）
の
如
く
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
の
予
防
に
自
家

「
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
せ
ん
と
す
る
が
如
き
説
あ
る
も
、
独
逸
一
般
に
は
特
殊
の
予
防
施
設
な
か
り
し
も
の
の
如
し
。

七
、
其
他
の
諸
国

葡
萄

に
於
て
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
九
月
二
十
九
日
予
防
案
を
作
り
、
同
十
月
七
日
に
は
政
府
に
特
別
委

員
を
置
き
、
鋭
意
予
防
を
努
め
た
り
。
其
の
要
項
左
の
如
し
。

医
師
は
伝
染
病
予
防
法
に
準
じ
て
患
者
届
出
の
義
務
あ
る
も
の
と
す
。
地
方
衛
生
官
は
中
央
当
局
に
流
行
状
態
を

打
電
す
可
し
。

特
殊
予
防
法
な
き
も
、
消
毒
を
完
全
に
し
、
殊
に
肺
炎
を
発
せ
る
場
合
に
注
意
す
。
含
嗽
を
奨
励
し
、
人
の
移
動
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を
禁
止
す
。

成
る
可
く
入
院
加
療
せ
し
む
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
専
務
の
医
師
を
公
設
す
。

地
方
を
区
劃
し
て
救
療
班
を
設
置
す
。

富
豪
特
志
家
の
活
動
を
促
す
。

ウ
ル
ガ
イ
に
於
て
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
四
月
十
四
日
、
重
症
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
法
定
伝
染
病
と
な

し
、
届
出
で
し
む
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
に
て
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
二
十
五
日
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
届

出
で
し
む
る
こ
と
と
し
、
医
師
の
動
員
を
行
ひ
、
防
疫
区
劃
を
定
め
、
予
防
に
勉
め
た
り
。

八
、
濠
洲

一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
一
月
に
於
け
る
流
行
は
、
恰
も
盛
夏
の
候
に
し
て
、
戸
外
並
に
戸
内
の
集
合
を
禁
じ
、

劇
場
展
覧
会
を
閉
鎖
し
、
教
会
の
集
会
も
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
す
る
に
非
ざ
れ
ば
之
を
禁
止
し
た
り
。
然
れ
ど
も
、
炎

暑
烈
し
く
し
て
涼
を
採
る
男
女
は
毎
夜
海
辺
に
群
集
し
、
伝
播
を
容
易
な
ら
し
め
た
り
。
予
防
施
設
は
衛
生
局
之
を
司

り
、
医
学
者
を
招
集
し
て
諮
問
機
関
を
作
れ
り
。
病
院
の
不
足
を
感
じ
た
る
を
以
て
仮
病
院
を
も
設
置
し
た
り
。「
ワ

ク
チ
ン
」
は
英
国
式
を
使
用
し
て
効
果
あ
り
し
が
如
し
。
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第
四
章

我
邦
に
於
け
る
今
次
の
流
行
状
況

第
一
節

流
行
の
概
況

海
外
諸
邦
に
於
け
る
蔓
延
の
概
要
は
上
述
せ
る
が
如
し
、
而
し
て
既
往
十
六
世
紀
よ
り
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二

年
）
に
至
る
ま
で
本
病
の
大
流
行
に
際
し
て
は
我
国
も
亦
殆
ん
ど
毎
次
其
流
行
を
見
ざ
る
こ
と
な
か
り
し
が
如
き
は
本

病
疫
学
史
の
示
す
所
な
り
、
特
に
船
舶
の
往
来
、
通
商
の
繁
劇
を
加
へ
た
る
今
次
の
流
行
に
於
て
我
国
亦
之
が
侵
襲
を

受
く
る
に
至
り
し
は
到
底
免
れ
得
ざ
る
所
な
り
し
な
り
。
即
ち
本
邦
に
於
て
は
西
欧
の
流
行
に
後
る
る
こ
と
三
、
四
箇

月
大
正
七
年
八
月
下
旬
よ
り
九
月
上
旬
に
至
り
初
め
て
蔓
延
の
兆
を
呈
し
忽
ち
急
激
な
る
勢
を
以
て
全
国
に
蔓
延
し
、

爾
来
大
正
十
年
七
月
に
至
る
ま
で
三
回
の
流
行
を
反
復
せ
り
。
而
し
て
海
外
よ
り
の
侵
入
径
路
に
関
し
て
は
大
正
七
年

五
月
上
旬
南
洋
方
面
よ
り
横
須
賀
に
帰
港
し
た
る
一
軍
艦
二
百
五
十
名
の
同
病
患
者
を
発
し
、
次
で
同
年
九
月
二
日
北

米
よ
り
横
浜
に
入
港
し
た
る
一
船
舶
に
多
数
の
同
病
患
者
を
有
し
之
等
よ
り
陸
上
に
伝
播
し
た
り
と
認
む
べ
き
事
実
あ

る
も
、
之
を
以
て
直
ち
に
本
病
の
初
発
な
り
と
断
じ
難
き
理
由
あ
り
。
而
已
な
ら
ず
大
正
七
年
初
春
及
五
、
六
月
に
於

け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
様
疾
患
を
以
て
本
流
行
の
先
駆
な
り
と
認
む
る
者
あ
り
、
或
は
之
を
全
く
別
種
の
疾
患
な

り
と
説
く
者
あ
り
。
又
本
邦
に
於
け
る
伝
播
の
状
況
に
就
き
て
も
殆
ん
ど
秩
序
あ
る
系
統
を
示
さ
ざ
る
を
以
て
海
外
よ
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り
の
侵
入
径
路
並
に
其
の
内
地
に
於
け
る
源
発
地
は
全
く
不
明
な
り
と
云
ふ
の
外
な
し
。

各
府
県
に
於
て
調
査
し
た
る
流
行
期
間
、
患
者
死
者
総
数
を
各
流
行
別
に
比
較
す
れ
ば
左
の
如
し
。

流

行

期

間

患

者

死

者

患

者

百

対

死

者

第

一

回

自
大
正
七
年
八
月

至
同

八
年
七
月

二
一

一
六
八

三
九
八

二
五
七

三
六
三

一

二
二

第

二

回

自
大
正
八
年
十
月

至
同

九
年
七
月

二

四
一
二

〇
九
七

一
二
七

六
六
六

五

二
九

第

三

回

自
大
正
九
年
八
月

至
同

十
年
七
月

二
二
四

一
七
八

三

六
九
八

一

六
五

計

二
三

八
〇
四

六
七
三

三
八
八

七
二
七

一

六
三

第
一
項

第
一
回
流
行
状
況

上
述
せ
る
如
く
本
流
行
の
端
を
開
き
た
る
は
大
正
七
年
八
月
下
旬
に
し
て
九
月
上
旬
に
は
漸
く
其
の
勢
を
増
し
、
十

月
上
旬
病
勢

に
熾
烈
と
な
り
、
数
旬
を
出
で
ず
し
て
殆
ん
ど
全
国
に
蔓
延
し
、
十
一
月
最
も
猖
獗
を
極
め
た
り
、
十

二
月
下
旬
に
於
て
稍
々
下
火
と
な
り
し
も
翌
八
年
初
春
酷
寒
の
候
に
入
り
再
び
流
行
を

う
せ
り
、
最
も
早
く
発
生
を

見
た
る
は
神
奈
川
、
静
岡
、
福
井
、
富
山
、
茨
城
、
福
島
の
諸
県
に
し
て
、
之
と
相
前
後
し
て
埼
玉
、
山
梨
、
奈
良
、

島
根
、
徳
島
、
等
の
諸
県
を
襲
ひ
、
九
州
に
於
て
は
九
月
下
旬
よ
り
十
月
上
旬
に
渉
り
熊
本
、
大
分
、
長
崎
、
宮
崎
、

福
岡
、
佐
賀
の
各
地
を
襲
ひ
、
十
月
中
旬
に
は
山
口
、
広
島
、
岡
山
、
京
都
、
和
歌
山
、
愛
知
を
侵
し
、
同
時
に
東
京
、

千
葉
、
栃
木
、
群
馬
等
の
関
東
方
面
に
蔓
延
し
、
爾
余
の
諸
県
も
殆
ん
ど
一
旬
の
差
を
見
ず
し
て
悉
く
本
病
の
侵
襲
を

蒙
れ
り
、
十
月
下
旬
北
海
道
に
入
り
十
一
月
上
旬
に
は
遠
く
沖
縄
地
方
に
及
び
た
り
。

本
病
流
行
の
状
況
を
統
計
的
に
観
察
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
な
り
と
雖
も
、
道
府
県
に
於
て
調
査
し
た
る
所
に
よ
れ
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ば
、
大
正
七
年
八
月
初
発
以
来
八
年
一
月
十
五
日
迄
の
概
数
は
患
者
約
一
千
九
百
二
十
三
万
六
千
人
余
、
死
者
実
に
二

十
万
四
千
人
余
に
し
て
、
患
者
は
全
人
口
の
三
分
の
一
に
達
し
、
死
者
は
人
口
千
に
対
し
三
・
五
八
の
高
率
に
及
べ
り
、

患
者
百
に
対
す
る
死
亡
は
一
・
〇
六
に
し
て
其
率
比
較
的
低
か
り
し
も
罹
病
者
の
多
数
な
り
し
た
め
死
亡
者
又
多
く
稀

に
見
る
惨
害
を
蒙
れ
り
。

各
府
県
に
於
け
る
蔓
延
の
状
況
を
見
る
に
、
其
の
初
発
の
地
は
二
三
の
例
外
を
除
き
多
く
は
交
通
頻
繁
な
る
都
市
に

発
し
之
よ
り
放
射
状
に
其
の
周
囲
村
落
を
侵
襲
す
る
を
常
と
せ
り
、
即
ち
市
内
に
於
て
は
学
校
児
童
の
欠
席
増
加
し
、

又
工
場
職
工
等
の
欠
勤
続
出
し
一
両
日
に
し
て
数
十
数
百
に
上
り
、
一
般
の
注
意
を
惹
く
時
に
於
て
は
既
に
病
毒
は
全

市
に
瀰
蔓
し
数
日
な
ら
ず
し
て
全
市
民
の
大
半
を
襲
ふ
を
例
と
せ
り
。
流
行
猖
獗
時
に
於
て
は
学
校
工
場
等
は
一
時
閉

鎖
の
已
む
な
き
に
至
り
た
る
も
の
少
か
ら
ず
、
而
し
て
市
よ
り
更
に
其
の
周
囲
部
落
に
蔓
延
す
る
状
亦
凡
そ
此
の
類
な

り
、
此
の
如
く
に
し
て
本
病
は
全
県
下
に
伝
播
せ
り
。

今
一
県
に
於
け
る
流
行
の
状
を
観
察
す
れ
ば
、
都
市
は
漸
次
衰
退
に
傾
き
つ
つ
あ
る
の
時
に
当
り
附
近
村
落
は
流
行

の
極
を
示
し
、
更
に
山
間
の
僻
地
に
於
て
は
漸
く
流
行
の
徴
を
見
ん
と
す
る
が
如
き
状
況
に
在
り
た
り
、
従
て
交
通
機

関
の
発
達
せ
る
地
方
に
於
て
は
旅
行
の
期
間
短
か
く
三
旬
を
出
で
ず
し
て
病
勢
衰
退
し
た
る
所
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、

之
に
反
し
交
通
不
便
の
地
方
に
於
て
は
十
二
月
末
に
至
り
漸
く
患
者
減
退
せ
り
。
然
る
に
翌
八
年
二
月
酷
寒
の
交
に
於

て
再
び
流
行
猛
烈
と
な
り
且
つ
病
勢
悪
化
し
所
謂
流
行
性
感
冒
肺
炎
を
起
し
斃
る
る
も
の
尠
か
ら
ざ
り
き
、
其
発
生
患

者
数
を
見
る
に
一
月
後
半
に
は
四
十
九
万
六
千
人
二
月
前
半
に
は
更
に
五
十
一
万
六
千
人
に
上
り
二
月
後
半
に
は
稍
減

少
し
た
り
し
も
尚
三
十
八
万
四
千
人
を
算
し
た
り
、
之
が
た
め
地
方
に
よ
り
て
は
医
師
、
看
護
婦
の
不
足
、
治
療
材
料

の
欠
乏
等
を
来
し
、
人
心
為
め
に
安
か
ら
ざ
る
状
態
に
あ
り
し
も
、
三
月
以
来
病
勢
漸
次
減
退
し
同
月
の
発
生
患
者
数
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三
十
八
万
人
四
月
十
八
万
人
、
五
月
三
万
七
千
人
と
な
り
、
六
月
に
は
僅
に
八
千
人
に
減
じ
六
月
下
旬
よ
り
七
月
に
至

り
本
流
行
の
終
熄
を
見
た
り
。

本
病
の
死
亡
者
数
は
大
体
に
於
て
発
生
患
者
数
と
相
並
行
し
て
増
減
あ
り
と
雖
も
患
者
に
対
す
る
死
亡
比
例
は
最
初

は
比
較
的
低
く
流
行
の
経
過
と
共
に
漸
次
其
の
率
を
増
せ
り
、
即
ち
大
正
七
年
の
流
行
期
に
於
て
は
患
者
百
に
対
し
一

人
強
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
翌
年
一
月
末
よ
り
二
月
初
旬
に
至
り
二
人
弱
に
上
り
、
二
月
下
旬
よ
り
三
月
に
於
て
は
更
に
三

｜
三
・
七
人
に
、
四
月
に
は
四
・
九
六
人
の
高
率
に
達
し
た
り
、
五
、
六
、
七
月
は
稍
低
下
の
傾
き
あ
り
た
る
も
尚

四
・
〇
％
以
上
を
示
し
流
行
初
期
に
比
し
約
四
倍
の
高
率
を
示
し
た
り
、
斯
く
の
如
く
患
者
に
対
す
る
死
亡
率
の
漸
次

増
加
を
示
し
た
る
所
以
は
、
大
体
に
於
て
病
勢
に
関
係
せ
る
も
の
に
し
て
、
初
期
に
於
て
は
虚
弱
者
、
老
幼
者
を
除
き

て
は
死
亡
す
る
も
の
尠
か
り
し
も
、
流
行
の
経
過
と
共
に
病
性
悪
変
し
肺
炎
を
併
発
す
る
者
多
く
、
之
が
為
め
に
虚
弱

者
の
み
な
ら
ず
強
壮
者
に
て
斃
れ
た
る
者
尠
か
ら
ざ
り
し
と
、
其
他
種
々
の
後
発
症
に
よ
り
死
の
転
帰
を
取
り
た
る
者

多
数
あ
り
、
且
つ
本
病
以
外
の
死
因
に
よ
る
も
の
も
亦
本
病
と
見
做
さ
れ
た
る
も
の
亦
尠
か
ら
ざ
り
し
に
よ
る
べ
し
。

本
病
死
亡
率
は
他
の
急
性
伝
染
病
に
比
し
寧
ろ
最
下
位
に
あ
る
に
拘
は
ら
ず
今
回
の
流
行
に
於
て
嘗
て
見
る
能
は
ざ
り

し
多
数
の
死
者
を
出
し
た
る
は
実
に
其
伝
染
力
の
猛
烈
に
し
て
患
者
頗
る
多
数
な
り
し
に
因
る
。

今
回
の
流
行
を
通
し
て
各
地
方
庁
に
て
調
査
し
た
る
概
数
に
拠
れ
ば
総
計
患
者
二
千
百
十
六
万
八
千
三
百
九
十
八
人

死
者
二
十
五
万
七
千
三
百
六
十
三
人
に
し
て
内
最
も
多
数
の
患
者
を
出
し
た
る
は
東
京
府
の
一
百
四
十
二
万
一
千
九
百

八
十
人
に
し
て
、
愛
知
の
一
百
二
万
九
千
五
百
三
十
人
之
に
次
ぎ
、
兵
庫
、
埼
玉
、
静
岡
、
鹿
児
島
の
諸
県
に
て
も
亦

七
十
万
人
以
上
の
患
者
を
算
し
た
り
、
最
も
少
か
り
し
は
沖
縄
県
の
十
万
四
千
四
百
三
十
二
人
に
し
て
高
知
、
石
川
両

県
も
亦
十
五
万
人
を
出
で
ざ
り
き
。
最
も
多
数
の
死
亡
者
を
出
し
た
る
は
兵
庫
県
の
一
万
四
千
七
百
三
十
人
に
し
て
東
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京
府
の
一
万
三
千
五
百
七
十
四
人
之
に
次
ぎ
其
他
一
万
人
以
上
を
出
し
た
る
は
大
阪
府
、
及
埼
玉
県
な
り
、
最
も
少
か

り
し
は
高
知
県
の
九
百
二
十
四
人
な
り
。
患
者
に
対
す
る
死
亡
比
例
は
各
府
県
を
通
し
て
大
な
る
差
異
を
見
ず
、
全
国

平

一
・
二
二
％
に
し
て
石
川
県
の
二
・
七
四
％
を
最
高
と
し
、
高
知
県
の
〇
・
六
三
％
を
最
低
と
す
。

本
流
行
に
於
け
る
府
県
患
死
者
概
数
は
末
章
統
計
第
一
表
の
如
し
。

第
二
項

第
二
回
流
行
状
況

大
正
七
、
八
年
に
亘
る
前
回
の
流
行
は
概
略
右
の
如
く
春
夏
の
交
に
至
り
全
く
終
熄
を
告
げ
た
る
も
再
び
八
年
十
月

下
旬
、
向
寒
の
候
に
及
び
て
神
奈
川
、
三
重
、
岐
阜
、
佐
賀
、
熊
本
、
愛

等
に
流
行
再
燃
の
報
あ
り
、
次
で
十
一
月

に
至
り
東
京
、
京
都
、
大
阪
を
始
め
と
し
茨
城
、
福
島
、
群
馬
、
長
野
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
鳥
取
、
静
岡
、
愛
知
、

奈
良
、
和
歌
山
、
広
島
、
山
口
、
香
川
、
福
岡
、
大
分
、
鹿
児
島
、
青
森
、
北
海
道
等
に
相
前
後
し
て
散
発
性
流
行
を

見
、
爾
余
の
諸
県
も
漸
次
流
行
を
来
す
に
至
れ
り
。

本
流
行
は
前
回
に
於
け
る
病
毒
の
残
存
せ
る
も
の
が
、
気
候
の
変
化
に
よ
り
呼
吸
器
を
侵
さ
る
る
者
多
き
に
及
び
て

再
び
擡
頭
せ
る
も
の
の
如
く
其
感
染
者
の
多
数
は
前
流
行
に
罹
患
を
免
れ
た
る
も
の
に
し
て
病
性
比
較
的
重
症
な
り
き
、

前
回
に
罹
患
し
尚
ほ
今
回
再
感
し
た
る
者
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
此
等
は
大
体
に
軽
症
な
り
し
が
如
し
。

各
地
流
行
の
状
を
見
る
に
都
鄙
、
交
通
等
の
関
係
に
よ
り
相
違
あ
る
も
、
概
し
て
前
回
激
し
き
流
行
を
見
ざ
り
し
地

方
は
本
回
は
激
し
き
流
行
を
来
し
、
前
回
に
甚
し
き
惨
状
を
呈
し
た
る
地
方
は
本
流
行
に
於
て
は
其
の
勢
比
較
的
微
弱

な
り
し
が
如
し
。

斯
く
て
各
地
に
散
発
せ
る
病
毒
は
再
び
漸
次
四
囲
に
伝
播
し
、
遂
に
一
、
二
県
を
除
き
て
は
何
れ
も
患
者
の
発
生
を
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見
ざ
る
処
な
き
に
至
り
、
翌
春
一
月
に
及
び
猖
獗
を
極
め
多
数
の
患
死
者
を
出
し
た
り
、
三
月
よ
り
漸
次
衰
退
し
六
、

七
月
に
至
り
全
く
終
熄
し
た
り
。

本
回
に
於
け
る
患
者
数
は
前
流
行
に
比
し
約
其
の
十
分
の
一
に
過
ぎ
ざ
る
も
其
病
性
は
遥
に
猛
烈
に
し
て
患
者
に
対

す
る
死
亡
率
非
常
に
高
く
三
、
四
月
の
如
き
は
一
〇
％
以
上
に
上
り
全
流
行
を
通
し
て
平

五
・
二
九
％
に
し
て
前
回

の
約
四
倍
半
に
当
れ
り
。

各
府
県
患
死
者
の
概
数
は
末
章
統
計
第
二
表
の
如
し
。

第
三
項

第
三
回
流
行
状
況

本
流
行
は
大
正
九
年
八
月
上
旬
福
岡
、
高
知
に
同
下
旬
兵
庫
に
初
発
し
た
る
を
破
格
と
し
、
其
他
の
地
方
は
一
般
に

九
月
中
旬
又
は
下
旬
に
初
発
せ
し
も
の
の
如
き
も
、
其
症
状
は
普
通
の
感
冒
と
区
別
す
る
能
は
ざ
る
程
度
の
も
の
多
く
、

前
流
行
に
於
け
る
が
如
く
町
村
、
部
落
を
風
靡
せ
る
が
如
き
事
実
な
か
り
し
も
、
気
候
の
変

に
従
ひ
患
者
漸
次
増
加

の
傾
向
を
示
し
十
一
月
下
旬
よ
り
十
二
月
上
旬
に
至
り
て
は
広
く
諸
県
に
渉
り
各
地
方
共
多
少
の
患
者
の
散
発
を
見
た

り
し
も
流
行
甚
し
き
に
至
ら
ず
、
其
症
状
も
亦
悪
性
を
帯
び
ず
肺
炎
を
併
発
す
る
も
の
殆
ん
ど
稀
に
し
て
大
正
十
年
一

月
に
入
り
患
者
発
生
数
は
稍
々
増
加
し
た
る
も
四
、
五
月
よ
り
漸
次
其
数
を
減
じ
六
、
七
月
全
く
終
熄
せ
り
、
其
概
況

は
末
章
統
計
第
三
表
の
如
し
。

第
二
節

統
計
的
観
察
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第
一
項

流
行
性
感
冒
患
死
者
統
計

一
、
前
後
三
回
の
流
行
に
於
け
る
患
死
者
総
数

前
後
三
回
の
流
行
を
通
し
て
総
数
患
者
二
千
三
百
八
十
万
四
千
六
百
七
十
三
人
、
死
者
三
十
八
万
八
千
七
百
二
十
七

人
、
即
ち
人
口
千
に
対
し
患
者
四
一
五
・
八
六
五
人
、
死
者
六
・
七
五
人
な
り
、
本
調
査
に
漏
れ
た
る
患
者
多
数
あ
る

べ
き
を
以
て
実
際
の
患
者
数
は
遥
に
多
数
な
り
し
な
ら
ん
（
末
章
統
計
第
一
表
よ
り
第
三
表
参
照
）。

二
、
前
後
三
回
の
流
行
に
於
け
る
人
口
に
対
す
る
患
死
者
比
例
、
患
者
に
対
す
る
死
者
比
例

大
正
七
年
よ
り
大
正
十
年
に
至
る
前
後
三
回
の
流
行
に
対
し
人
口
千
人
に
対
す
る
患
死
者
の
割
合
及
患
者
百
に
対
す

る
死
者
の
割
合
を
表
記
す
れ
ば
左
の
如
し
。

人
口
千
に
対
す
る
患
者

人
口
千
に
対
す
る
死
者

患
者
百
に
対
す
る
死
者

大
正
七
年
八
月
下
旬
よ
り

同
八
年
一
月
十
五
日
ま
で

三
三
六

二
九

三

五
八

一

〇
六

同

一

月

十

六

日

よ

り

同

一
月
三
十
一
日
ま
で

八

六
七

〇

一
五

一

七
九

二

月

一
五

七
四

〇

三
八

二

四
五

三

月

六

六
四

〇

二
四

三

六
九

四

月

一

九
六

〇

〇
九

四

九
六

五

月

〇

六
四

〇

〇
三

四

四
五
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六

月

〇

一
四

〇

〇
一

四

八
四

七

月

〇

〇
三

〇

〇
〇

四

二
〇

計

三
七
〇

一
一

四

五
〇

平

一

二
二

大
正
八
年
九
月
中
旬
よ
り

同

十

二

月

末

ま

で

三

一
一

〇

〇
九

二

八
四

大

正

九

年

一

月

二
三

〇
六

〇

九
五

四

一
三

二

月

一
〇

〇
七

〇

六
七

六

六
一

三

月

二

七
六

〇

三
〇

一
〇

八
六

四

月

一

三
八

〇

一
五

一
〇

七
二

五

月

一

二
五

〇

〇
五

三

七
九

六

月

〇

〇
九

〇

〇
一

六

七
二

七

月

〇

〇
二

〇

〇
〇

二

九
七

計

四
一

七
四

二

二
〇

平

五

二
九

大

正

九

年

八

月

〇

〇
〇
五

〇

〇
〇

〇

六
七

九

月

〇

〇
一

〇

〇
〇

三

六
四

十

月

〇

〇
三

〇

〇
〇

四

七
〇

十

一

月

〇

〇
七

〇

〇
〇

三

五
八

十

二

月

〇

二
五

〇

〇
〇

一

九
六

大

正

十

年

一

月

〇

五
二

〇

〇
一

一

五
六
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二

月

〇

七
九

〇

〇
一

一

六
一

三

月

一

三
九

〇

〇
二

一

三
三

四

月

〇

六
七

〇

〇
一

一

八
九

五

月

〇

二
一

〇

〇
〇

一

八
〇

六

月

〇

〇
五

〇

〇
〇

一

六
一

七

月

〇

〇
二

〇

〇
〇

一

三
六

計

四

〇
一
五

〇

〇
五

平

一

六
五

総

計

四
一
五

八
六
五

六

七
五

全
平

一

六
三

是
れ
に
よ
り
て
見
る
に
第
一
回
の
流
行
に
於
て
は
全
人
口
の
約
四
割
の
患
者
を
出
し
、
特
に
其
発
生
多
数
な
り
し
は

大
正
七
年
十
月
よ
り
十
二
月
に
至
る
期
間
な
り
き
、
第
一
回
流
行
に
於
て
は
患
者
の
死
亡
率
は
一
・
二
二
％
に
し
て
他

の
流
行
時
に
比
較
す
れ
ば
最
低
な
り
し
も
之
れ
に
反
し
患
者
発
生
の
多
数
な
り
し
結
果
人
口
千
に
対
す
る
死
亡
率
は
最

高
に
し
て
約
四
人
に
当
れ
り
。

第
二
回
流
行
に
於
て
は
患
者
数
は
前
流
行
の
約
十
分
の
一
な
り
し
も
、
患
者
の
死
亡
率
は
五
・
二
九
％
な
り
し
を
以

て
他
の
流
行
時
に
比
し
最
も
高
く
而
し
て
人
口
千
に
対
す
る
死
亡
率
は
約
二
人
な
り
。

第
三
回
流
行
に
於
て
は
患
者
数
最
も
少
く
、
従
て
人
口
千
に
対
し
僅
に
四
人
に
し
て
患
者
に
対
す
る
死
亡
率
も
亦

一
・
六
五
％
に
下
れ
り
。

以
上
三
回
の
流
行
に
於
け
る
病
勢
の
経
過
を
既
往
の
流
行
に
対
照
す
る
に
流
行
の
当
初
に
於
て
は
患
者
多
発
す
る
も
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死
亡
率
少
く
即
ち
概
し
て
病
性
良
な
る
も
、
流
行
の
終
末
に
近
づ
き
又
は
次
回
の
流
行
に
於
て
は
患
者
数
少
き
も
死
亡

率
著
し
く
多
く
、
之
を
箇
々
の
患
者
に
関
し
観
察
す
る
も
肺
炎
等
の
危
険
な
る
合
併
症
は
後
期
に
於
て
之
を
来
す
も
の

多
き
が
如
し
。

既
往
の
流
行
に
就
て
此
等
の
関
係
を
探
ら
む
と
す
る
も
、
拠
る
べ
き
も
の
少
く
し
て
之
を
知
る
に
由
な
き
も
明
治
二

十
三
年
（
西
暦
一
八
九
〇
年
）
の
流
行
当
時
の
官
報
に
海
外
の
流
行
に
関
す
る
摘
録
あ
り
、
即
ち
参

の
為
之
を
摘
記

す
れ
ば
左
の
如
し
。

此
病
の
流
行
す
る
や
其
伝
播
の
猛
烈
な
る
に
拘
ら
ず
死
亡
者
を
出
す
こ
と
比
較
的
尠
く
世
人
は
蔓
延
の
猛
烈
な
る
他

に
其
比
を
見
ざ
る
を
以
て
其
死
亡
数
も
亦
之
に
準
じ
て
甚
し
か
る
べ
し
と
の
想
像
を
抱
く
も
の
あ
ら
ん
が
決
し
て
然
ら

ず
、
最
も
悪
性
な
り
と
の
聞
え
あ
り
し
一
八
三
七
年
（
天
保
八
年
）
の
流
行
に
於
て
す
ら
死
亡
比
例
僅
に
二
％
に
過
ぎ

ざ
り
き
、
又
一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）
愛

の
流
行
に
於
て
も
其
比
例
二
％
を
超
過
せ
ず
而
し
て
今
回
の
流
行
は
其

性
善
良
な
る
が
如
く
特
に
流
行
の
初
に
於
て
然
り
と
す
、
昨
年
十
二
月
十
六
日
独
逸
伯
林
府
に
於
て
教
授
ラ
イ
デ
ン
の

発
企
に
由
り
開
会
せ
ら
れ
た
る
内
科
医
学
会
に
於
け
る
会
議
の
顚
末
を
見
る
も
今
回
の
流
行
頗
る
良
性
に
し
て
死
者
一

人
も
な
く
肺
炎
の
如
き
合
併
症
も
以
前
の
流
行
に
比
し
て
多
き
に
至
ら
ず
、
且
つ
之
を
患
ふ
る
者
の
数
も
凡
そ
住
民
の

十
分
の
一
な
る
べ
し
と
云
ひ
、
又
巴
里
府
に
於
け
る
ブ
ル
ア
ン
ド
及
フ
ル
ス
ト
の
調
査
を
見
る
も
良
性
の
流
行
性
感
冒

に
し
て
全
経
過
は
僅
に
三
、
四
日
敢
て
畏
る
る
に
足
ら
ず
と
云
ひ
、
同
地
の
医
師
は
其
流
行
の
良
性
な
る
が
た
め
予
防

法
を
要
せ
ず
と
論
述
し
又
翌
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
年
）
一
月
二
十
七
日
倫
敦
電
報
（
一
月
十
八
日
、
日
本
「
メ

ー
ル
」）
に
は
巴
里
に
於
て
は
該
病
病
勢
稍
不
良
の
徴
あ
り
て
、
死
者
既
に
二
百
人
を
出
し
た
り
と
云
ひ
又
一
月
八
日

の
我
が
官
報
に
も
同
地
に
於
て
は
死
者
倍
々
増
加
せ
り
と
の
一
報
を
掲
げ
た
る
を
観
れ
ば
昨
年
末
に
至
り
巴
里
に
於
て
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は
稍
悪
性
と
な
り
た
る
が
如
き
景
況
な
き
に
あ
ら
ず
と
の
記
述
あ
り
、
右
記
事
に
依
れ
ば
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二

年
）
の
流
行
に
は
患
者
多
く
死
者
比
較
的
少
く
翌
一
八
九
〇
年
に
至
り
病
性
悪
化
し
た
る
如
く
観
取
せ
ら
る
、
又
他
の

記
録
に
依
る
も
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
末
西
欧
に
発
生
せ
る
本
病
は
翌
一
八
九
〇
年
二
、
三
月
に
至
り
波
斯
、

印
度
、
亜
弗
利
加
を
襲
ひ
た
る
時
に
於
て
最
も
悪
性
を
呈
し
高
き
死
亡
率
を
示
せ
る
こ
と
を
記
し
た
り
。

此
等
海
外
の
事
実
等
を
参
酌
推

す
る
に
本
病
が
初
発
の
当
時
に
は
一
時
に
多
数
の
患
者
を
出
す
も
病
勢
は
比
較
的

良
好
に
て
死
亡
率
低
く
、
流
行
の
経
過
と
共
に
悪
性
に
変
じ
肺
炎
等
の
合
併
症
を
発
す
る
者
多
く
従
つ
て
高
き
死
亡
率

を
示
し
其
終
熄
前
に
は
再
び
良
性
に
還
る
状
況
は
何
れ
の
流
行
に
於
て
も
其
軌
を
同
う
す
る
も
の
な
る
べ
し
。

三
、
各
年
齢
級
患
死
者
比
較
（
末
章
統
計
第
四
表
参
照
）

各
年
齢
級
患
者
数
は
二
十
一
｜
三
十
歳
を
最
多
と
し
十
一
｜
二
十
歳
、
三
十
一
｜
四
十
歳
、
六
｜
十
歳
、
四
十
一
｜

五
十
歳
、
五
十
一
｜
六
十
歳
、
六
十
一
｜
七
十
歳
、
七
十
一
｜
八
十
歳
の
順
位
に
し
て
各
年
齢
級
の
罹
患
比
例
は
不
明

な
る
も
概
し
て
壮
年
者
の
罹
患
比
例
大
な
り
し
が
如
し
、
男
女
の
罹
患
比
例
に
は
大
な
る
差
異
を
見
ず
。
各
年
齢
級
患

者
に
対
す
る
死
者
の
比
例
は
男
女
共
に
九
十
一
｜
百
歳
、
八
十
一
｜
九
十
歳
を
最
高
と
し
之
に
次
ぎ
男
は
五
歳
以
下
、

七
十
一
｜
八
十
歳
、
六
十
一
｜
七
十
歳
、
三
十
一
｜
四
十
歳
、
五
十
一
｜
六
十
歳
、
二
十
一
｜
三
十
歳
、
四
十
一
｜
五

十
歳
、
十
一
｜
二
十
歳
、
六
｜
十
歳
の
順
位
に
し
て
女
は
七
十
一
｜
八
十
歳
、
二
十
一
｜
三
十
歳
、
六
十
一
｜
七
十
歳
、

五
歳
以
下
、
三
十
一
｜
四
十
歳
、
五
十
一
｜
六
十
歳
、
四
十
一
｜
五
十
歳
、
六
｜
十
歳
、
十
一
｜
二
十
歳
の
順
位
な
り
、

故
に
各
年
齢
級
死
亡
比
例
は
大
体
に
於
て
老
幼
年
者
に
高
率
を
示
せ
り
、
男
女
の
比
較
に
於
て
六
歳
よ
り
三
十
歳
ま
で

及
び
六
十
一
歳
以
上
は
女
は
男
よ
り
其
率
稍
高
く
特
に
二
十
一
歳
よ
り
三
十
歳
の
間
及
び
七
十
一
歳
よ
り
九
十
歳
の
間

に
大
な
る
差
異
あ
る
は
注
意
す
べ
き
所
な
る
べ
し
。
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四
、
市
郡
別
月
別
患
死
者
比
較
（
末
章
統
計
第
五
表
参
照
）

市
郡
別
人
口
に
対
す
る
罹
患
率
は
不
明
な
る
も
患
者
に
対
す
る
死
者
比
例
は
第
一
回
流
行
に
於
て
は
殆
ん
ど
各
月
別

共
市
部
は
郡
部
よ
り
其
率
高
く
第
二
回
流
行
に
於
て
は
初
期
及
末
期
に
は
郡
部
は
市
部
よ
り
其
率
低
き
も
流
行
極
期
に

は
郡
部
は
市
部
よ
り
高
く
大
体
に
於
て
患
者
に
対
す
る
死
者
比
例
は
第
一
回
は
市
部
は
郡
部
よ
り
高
く
第
二
回
は
之
に

反
す
と
云
ひ
得
べ
し
。

第
二
項

一
般
死
亡
と
の
比
較

一
、
大
正
六
、
七
年
の
総
死
亡
数
比
較
（
末
章
統
計
第
六
表
参
照
）

大
正
七
年
は
六
年
に
比
し
人
口
千
に
対
し
四
・
八
四
の
増
加
を
示
せ
り
。

内
閣
死
因
統
計
大
分
類
死
因
別
に
依
れ
ば
人
口
千
に
対
し
大
正
七
年
は
六
年
に
比
し
伝
染
病
及
全
身
病
一
・
五
七
、

神
経
系
〇
・
二
二
、
血
行
器
病
〇
・
一
三
、
呼
吸
器
病
二
・
〇
四
、
消
化
器
疾
患
〇
・
二
八
、
泌
尿
生
殖
器
疾
患
〇
・

一
五
、

娠
及
産
〇
・
〇
二
、
皮
膚
病
及
運
動
器
疾
患
〇
・
〇
二
、
老
年
〇
・
〇
七
、
不
明
の
診
断
及
不
詳
の
死
因

〇
・
〇
九
の
増
加
を
示
し
畸
形
及
幼
年
〇
・
〇
一
外
因
に
依
る
死
〇
・
〇
九
の
減
少
を
示
せ
り
。

二
、
明
治
四
十
四
年
よ
り
大
正
七
年
に
至
る
流
行
性
感
冒
及
呼
吸
器
疾
患
死
者
（
末
章
統
計
第
七
表
参
照
）

右
各
病
類
別
に
於
て
明
治
四
十
四
年
よ
り
大
正
六
年
ま
で
は
人
口
千
に
対
す
る
死
亡
比
例
は
何
れ
も
大
な
る
差
異
を

見
ず
然
る
に
大
正
七
年
に
至
り
著
し
き
増
加
を
示
せ
り
即
ち
、
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流
行
性
感

冒

肺

結

核

急
性
気
管

支
炎

慢
性
気
管

支
炎

肺
炎
及
気

管
支
肺
炎

其
他
の
呼

吸
器
疾
患

計

大
正
六
年
⎩⎨⎧
実

数

人
口
千
対
死
者

大
正
七
年
⎩⎨⎧
実

数

人
口
千
対
死
者

両
年
の
差
⎩⎨⎧
実

数

人
口
千
対
死
者

に
し
て
人
口
千
に
対
し
流
行
性
感
冒
一
・
二
一
、
肺
結
核
〇
・
二
一
、
急
性
気
管
支
炎
〇
・
〇
四
、
慢
性
気
管
支
炎

〇
・
一
一
、
肺
炎
及
気
管
支
肺
炎
一
・
九
二
、
爾
他
の
呼
吸
器
疾
患
〇
・
一
〇
、
合
計
三
・
五
九
の
増
加
あ
り
、
大
正

七
年
八
、
九
月
よ
り
同
八
年
一
月
十
五
日
ま
で
の
流
行
性
感
冒
死
者
数
は
府
県
の
調
査
に
よ
れ
ば
二
十
五
万
七
千
三
百

六
十
三
人
人
口
千
に
対
し
三
・
五
八
な
り
大
正
七
年
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
の
初
発
を
八
月
二
十
日
と
す
れ
ば
其
後
の

十
五
日
間
に
於
け
る
本
病
死
者
平

数
は
二
万
六
千
六
百
二
十
三
人
人
口
千
に
対
し
約
〇
・
四
な
る
を
以
て
今
仮
り
に

前
述
の
比
例
に
依
り
大
正
七
年
八
月
二
十
日
よ
り
同
年
末
に
至
る
本
病
死
者
数
を
算
出
す
れ
ば
二
十
三
万
七
百
四
十
人

即
ち
人
口
千
に
対
し
四
・
二
九
と
な
る
之
を
内
閣
死
因
統
計
に
比
較
す
る
に
大
正
七
年
は
大
正
六
年
に
比
し
流
行
性
感

冒
及
呼
吸
器
疾
患
死
亡
数
は
十
九
万
八
千
五
百
九
十
人
即
人
口
千
に
対
し
三
・
四
八
の
増
加
あ
る
も
流
行
性
感
冒
死
亡

数
の
み
に
て
は
六
万
九
千
八
百
二
十
四
人
即
人
口
千
に
対
し
一
・
二
一
の
増
加
あ
る
の
み
、
而
し
て
両
年
度
流
行
性
感
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冒
死
者
数
の
差
異
は
内
閣
死
因
統
計
に
依
る
大
正
七
年
度
末
に
於
け
る
本
病
死
者
数
と
見
る
を
得
べ
し
然
る
に
此
の
数

は
府
県
調
査
に
よ
る
本
病
死
亡
者
数
よ
り
少
き
こ
と
十
六
万
三
千
九
百
六
人
に
し
て
約
四
割
に
相
当
せ
り
故
に
府
県
調

査
本
病
死
亡
者
の
約
六
割
は
内
閣
死
因
統
計
に
於
て
は
呼
吸
器
疾
患
特
に
肺
炎
及
気
管
支
肺
炎
死
亡
中
に
包
含
さ
る
る

な
ら
ん
。附

朝
鮮
、
台
湾
に
於
け
る
流
行
状
況

第
一
項

朝
鮮
に
於
け
る
流
行

朝
鮮
に
於
て
も
大
正
七
年
初
秋
流
行
の
端
を
発
し
爾
来
三
年
に
亘
り
寒
冷
の
候
に
前
後
三
回
の
流
行
を
見
た
り
総
督

府
に
於
て
調
査
せ
る
患
死
者
数
を
挙
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

一
、
大
正
七
、
八
年
の
交
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
患
死
者

区

分

性

内

地

人

朝

鮮

人

外

国

人

計

道

別

別

患

者

死

亡

患

者

死

亡

患

者

死

亡

患

者

死

亡

患
者
百

対
死
亡

京

畿

道
⎩⎨⎧
男女
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忠

清

北

道
⎩⎨⎧
男女

｜｜

忠

清

南

道
⎩⎨⎧
男女

全

羅

北

道
⎩⎨⎧
男女

全

羅

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜

慶

尚

北

道
⎩⎨⎧
男女

｜

慶

尚

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜

黄

海

道
⎩⎨⎧
男女

平

安

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜

平

安

北

道
⎩⎨⎧
男女

江

原

道
⎩⎨⎧
男女

｜
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咸

鏡

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜

咸

鏡

北

道
⎩⎨⎧
男女

｜｜

計

⎩⎨⎧
男女

総

計

二
、
自
大
正
八
年
十
一
月

至
大
正
九
年

四

月

流
行
性
感
冒
患
死
者

性

内

地

人

朝

鮮

人

支

那

人

外

国

人

計

道

名

患
者
百

対
死
亡

別

患

者

死

亡

患

者

死

亡

患
者

死
亡

患
者

死
亡

患

者

死

亡

京

畿

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜｜

｜｜

忠

清

北

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜｜

｜｜

忠

清

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜｜

｜｜
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全

羅

北

道
⎩⎨⎧
男女

｜｜

｜｜

全

羅

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜

｜｜

慶

尚

北

道
⎩⎨⎧
男女

｜｜

｜

慶

尚

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜｜

｜

｜｜

黄

海

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜｜

｜｜

平

安

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜

｜｜

平

安

北

道
⎩⎨⎧
男女

｜｜

江

原

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜

｜｜

｜｜

咸

鏡

南

道
⎩⎨⎧
男女

｜｜

咸

鏡

北

道
⎩⎨⎧
男女

｜

｜｜

｜｜

｜｜
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計

⎩⎨⎧
男女

｜

合

計

三
、
自
大
正
九
年
十
月

至
大
正
十
年
三
月

流
行
性
感
冒
患
死
者

道

名

患

者

死

亡

摘

要

京

畿

道

二
四

九
二
二

一

一
四
五

忠

清

北

道

｜

｜

忠

清

南

道

八
〇
一

三
〇

全

羅

北

道

一
二
九

｜

患
者
発
生
せ
る
も
死
亡
数
な
き
は
不
詳
と
す

全

羅

南

道

二
〇
〇

二

慶

尚

北

道

六
〇

｜

慶

尚

南

道

｜

｜

黄

海

道

四
六
八

｜

平

安

南

道

三

一
一
〇

｜

平

安

北

道

一
〇
〇

｜

江

原

道

一
八
七

｜

咸

鏡

南

道

三

四
〇
四

三
一
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咸

鏡

北

道

三
三
九

｜

合

計

三
三

七
二
〇

一

二
〇
八

第
二
項

台
湾
に
於
け
る
流
行

一
、
大
正
七
、
八
年
の
交
に
於
け
る
流
行

台
湾
に
於
て
は
大
正
七
年
四
、
五
月
の
頃
多
少
流
行
あ
り
た
る
も
著
し
か
ら
ず
し
て
熄
み
た
り
。
然
る
に
本
病
は
同

年
秋
季
に
至
り
大
流
行
の
端
を
発
し
十
一
月
初
旬
よ
り
十
二
月
中
旬
に
至
り
最
も
猖
獗
を
極
め
十
二
月
十
五
日
迄
の
統

計
を
見
る
に
患
者
七
十
七
万
九
千
五
百
二
十
三
人
死
者
二
万
五
千
三
百
九
十
四
人
を
出
し
翌
年
三
月
に
至
り
終
熄
を
告

げ
た
り
。

今
台
湾
総
督
府
に
於
て
調
査
せ
る
初
発
以
来
七
年
十
二
月
十
五
日
迄
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
患
死
者
数
を

ぐ
れ
ば

左
の
如
し
。第

一
表

流
行
性
感
冒
患
死
者
（
其
の
一
）

庁

別

初

発

以

来

十

二

月

十

五

日

迄

患

者

死

亡

男

女

計

男

女

計

人
口
百
に
付
患
者

男

女

計

患
者
百
に
付
死
亡

男

女

計

人口千に

付 死 亡

台

北
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宜桃

園

新

竹

台

中

南

投

嘉

義

台

南

阿台

東

花

港

澎

湖

合

計

別
紙
図
表
参
照
）

第
一
表

流
行
性
感
冒
患
死
者
（
其
の
二
）

庁
別

初

発

以

来

十

二

月

十

五

日

迄

患

者

死

亡

内
地
人

本
島
人

外
国
人

計

内
地
人

本
島
人

外
国
人

計

人
口
百
に
付
患
者

内
地
人
本
島
人
外
国
人

計

患
者
百
に
付
死
亡

内
地
人
本
島
人
外
国
人

計
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台
北

宜桃
園

｜

｜

新
竹

台
中

南
投

嘉
義

台
南

阿台
東

△

△

△

△

花

△

△

△

△

澎
湖

｜

｜

合
計

△

△

△

△

備

△
は
蕃
人
と
す
。

別
紙
図
表
参
照
）
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第
二
表

年
別
流
行
性
感
冒
死
亡
比
較
（
大
正
七
年
は
十
二
月
十
五
日
迄
と
す
）

死

亡

実

数

人

口

万

に

付

死

亡

年

別

内
地
人

本
島
人

外
国
人

生
蕃
人

計

内
地
人

本
島
人

外
国
人

生
蕃
人

計

大

正

四

年

｜

｜

｜

｜

大

正

五

年

｜

｜

｜

｜

｜

｜

大

正

六

年

｜

｜

｜

｜

大

正

七

年

備

生
蕃
人
は
台
東
、
花

港
の
み
と
す
。

別
紙
図
表
参
照
）

第
三
表

諸
学
校
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
状
況
（
初
発
よ
り
大
正
七
年
十
二
月
十
五
日
迄
）

職

員

生

徒

庁

別

学
校
数

休
校
数

平

休
校
日
数

職
員
数

患

者

職
員
百
に

付

患

者

生
徒
数

患

者

生
徒
百
に

付

患

者

台

北

七

日

宜

七

日

桃

園

五

日
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新

竹

八

日

台

中

四

日

南

投

六

日

嘉

義

七

日

台

南

六

日

阿

六

日

台

東

十

一

日

花

十

七

日

澎

湖

十

二

日

合

計

八

日

別
紙
図
表
参
照
）

二
、
大
正
八
、
九
年
の
交
に
於
け
る
流
行

流
行
状
況

台
湾
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
第
二
回
の
流
行
は
大
正
八
年
十
二
月
初
旬
軍
隊
内
に
発
生
せ
る
と
一
方
内
地
よ
り
渡
来

せ
る
者
並
に
其
の
関
係
者
に
多
少
の
患
者
を
出
し
た
る
と
に
初
ま
り
十
二
月
下
旬
よ
り
翌
一
月
初
旬
に
於
て
各
地

に
流
行
の
状
勢
を
呈
し
殊
に
台
北
、
台
中
、
嘉
義
、
台
南
庁
下
に
於
て
最
も
劇
し
く
漸
次
他
地
方
に
も
蔓
延
し
、
一

月
下
旬
に
於
て
一
般
に
流
行
の
絶
頂
に
達
し
新
患
者
の
み
に
て
も
十
日
間
に
三
万
八
千
四
百
三
十
三
人
を
出
し
た
り

し
が
二
月
末
旬
に
於
て
は
六
千
五
百
七
十
人
に
減
少
し
気
候
等
の
関
係
も
あ
り
三
月
中
旬
に
至
り
流
行
終
熄
を
見
る
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に
至
れ
り
。

今
初
発
以
来
三
月
十
日
迄
の
総
計
を
挙
れ
ば
患
者
十
五
万
三
千
六
百
四
十
九
人
死
者
一
万
九
千
九
百
五
十
一
人
に
し

て
死
亡
率
一
二
・
九
八
％
に
当
れ
り
。

本
病
流
行
に
因
る
各
般
の
影
響

今
回
の
流
行
及
其
の
影
響
は
一
昨
年
の
如
く
劇
甚
な
ら
ざ
る
が
如
き
も
尚
一
般
大
小
の
打
撃
を
被
ら
ざ
る
は
な
し
、

流
行
期
中
の
主
な
る
影
響
を
挙
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

イ
、
郵
便
、
電
車
事
務
の
渋
滞
、
吏
員
及
集
配
人
中
三
分
の
二
の
罹
患
欠
勤
者
を
出
し
郵
便
の
如
き
配
達
回
数
を
平

常
の
半
数
に
減
じ
、
電
信
事
務
も
著
し
く
渋
滞
し
た
り
。

ロ
、
鉄
道
に
於
て
も
貨
物
列
車
の
運
転
回
数
を
減
ず
る
の
止
む
な
き
に
至
れ
り
。

ハ
、
商
業
は
各
地
共
に
沈
静
の
状
態
に
て
興
行
物
等
は
観
客
少
く
自
然
休
業
の
状
態
に
あ
り
た
り
。

ニ
、
諸
学
校
に
於
て
は
五
日
乃
至
十
五
日
間
の
臨
時
休
校
を
為
せ
る
も
の
多
数
に
上
れ
り
。

ホ
、
病
院
満
員
の
た
め
入
院
申
込
を
謝
絶
す
る
も
の
尠
か
ら
ず
、
看
護
婦
の
罹
患
す
る
も
の
多
く
之
れ
が
欠
乏
に
困

難
せ
り
。

予
防
措
置
及
救
護
状
況

イ
、
流
行
に
先
ち
地
方
長
官
及
各
種
学
校
長
に
予
防
方
を
通
達
す
。

ロ
、
内
地
、
海
外
よ
り
の
病
毒
輸
入
を
防
止
す
べ
く
基
隆
、
打
狗
等
に
於
て
検
疫
を
厳
行
し
該
患
者
の
有
無
を
調
査

し
其
の
行
先
地
方
庁
に
通
報
し
適
当
予
防
法
を
講
ぜ
し
む
。

ハ
、
予
防
注
射
の
普
及
を
計
劃
し
一
万
円
の
予
備
金
支
出
を
為
し
て
研
究
所
を
し
て
製
造
せ
し
め
（
約
五
十
万
人
分
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製
造
）
各
庁
に
無
料
配
布
を
為
し
た
り
。

ニ
、
予
防
心
得
書
の
配
付
。

ホ
、
各
地
方
庁
に
て
は
含
嗽
薬
の
無
料
又
は
安
価
供
給
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
奨
励
、
及
安
価
供
給
、
氷
塊
の
安
価
供

給
等
の
方
法
を
講
ず
。

ヘ
、
警
察
医
、
防
疫
医
等
を
し
て
診
療
に
従
事
せ
し
む
。

ト
、
避
病
院
の
開
放
、
台
北
及
嘉
義
に
於
て
は
応
急
措
置
と
し
て
避
病
院
に
患
者
を
収
容
し
救
護
に
努
む
。

大
正
八
、
九
年
流
行
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
患
死
者
表
（
台
湾
総
督
府
調
査
）計

期

日

患

者

死

亡

患
者
百
に

付

死

亡

患

者

死

亡

自
大
正
八
年
十

二

月

初

発

至

大

正

九

年

一

月

十

日

二
九

九
二
七

一

七
一
四

二
九

九
二
七

一

七
一
四

五

七
三

自
一
月
十
一
日
、
至
一
月
十
五
日

一
七

二
七
九

一

六
八
三

自
一
月
十
六
日
、
至
一
月
二
十
日

一
六

四
四
七

二

一
七
一

⎭ ⎬ ⎫

七
二

一
五
九

八

九
七
〇

一
二

四
三

自
一
月
廿
一
日
、
至
一
月
廿
五
日

一
五

三
八
五

二

三
六
一

自
一
月
廿
六
日
、
至
一
月
卅
一
日

二
三

〇
四
八

二

七
五
五

自
二
月

一

日
、
至
二
月

五

日

一
四

七
五
三

二

三
〇
四

自
二
月

六

日
、
至
二
月

十

日

九

〇
〇
七

一

七
二
八

自
二
月
十
一
日
、
至
二
月
十
五
日

一
〇

八
九
五

一

九
一
二

⎭ ⎬ ⎫

四
七

七
九
九

八

五
六
〇

一
七

九
一

自
二
月
十
六
日
、
至
二
月
二
十
日

六

五
七
四

一

三
五
三

自
二
月
廿
一
日
、
至
二
月
廿
九
日

六

五
七
〇

一

二
六
三
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自
三
月

一

日
、
至
三
月

十

日

三

七
六
四

七
〇
七

三

七
六
四

七
〇
七

一
八

七
八

計

二
五
三

六
四
九

一
九

九
五
一

一
五
三

六
四
九

一
九

九
五
一

一
二

九
八

自
大
正
八
年
十
二
月

至
大
正
九
年
三
月
十
日

各
庁
流
行
性
感
冒
患
死
者
表
（
台
湾
総
督
府
調
査
）

庁

名

患

者

死

亡

患

者

百

に

付

死

亡

台

北

二
三

六
四
二

三

一
九
六

一
三

五
二

宜

三
八
九

九
〇

二
三

一
四

桃

園

一
五

一
五
二

一

九
六
七

一
二

九
八

新

竹

一
二

二
〇
八

一

三
九
七

一
一

四
四

台

中

三
五

五
八
七

四

八
六
五

一
三

六
七

南

投

一
三

四
四
二

一

一
八
〇

八

七
八

嘉

義

二
五

三
五
九

四

三
四
六

一
七

一
四

台

南

一
五

七
六
六

一

二
八
四

八

一
四

阿

一
〇

六
七
八

一

四
五
九

一
三

六
六

台

東

五
一
六

二
二

四

二
六

花

港

八
五
九

一
三
七

一
五

九
五

澎

湖

一
三
二

八

六

〇
六

合

計

一
五
三

七
三
〇

一
九

九
五
一

一
二

九
八
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第
五
章

我
邦
に
於
け
る
予
防
並
救
療
施
設

第
一
節

一
般
概
況

一
、
既
往
の
流
行
に
於
け
る
施
設

我
邦
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
の
流
行
は
明
治
二
十
三
年
世
界
的
大
流
行
の
影
響
を
受
け
て
大
な
る
流
行
を
見
た
る
以

来
今
日
ま
で
年
々
多
少
の
患
者
発
生
あ
り
た
る
も
著
し
き
流
行
を
見
る
に
至
ら
ず
、
従
て
之
が
予
防
施
設
に
関
す
る
過

去
の
記
録
に
徴
す
る
も
特
殊
の
施
設
あ
り
た
る
を
見
ず
、
明
治
二
十
三
年
に
於
け
る
流
行
時
の
予
防
施
設
に
就
て
は
当

時
の
官
報
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
府
県
に
於
て
施
設
し
た
る
予
防
に
関
す
る
記
事
に
拠
り
て
一
般
を
窺
知
し
得
べ
し
、
之

に
よ
り
て
見
る
に
或
は
告
諭
を
発
し
て
早
期
治
療
を
薦
め
悪
性
の
合
併
症
を
起
さ
ざ
る
様
注
意
し
或
は
伝
染
病
に
準
じ

て
届
出
づ
べ
き
旨
県
令
を
発
布
し
或
は
本
病
の
病
状
等
を
印
刷
し
て
関
係
方
面
に
配
付
し
之
が
警
戒
を
与
へ
或
は
地
方

に
よ
り
て
は
学
校
の
一
時
的
閉
鎖
を
な
せ
る
等
相
当
予
防
警
戒
に
努
め
た
る
府
県
あ
り
た
る
も
多
は
一
般
的
予
防
注
意

を
な
せ
る
に
留
ま
り
特
殊
の
施
設
を
見
ざ
り
き
、
当
時
の
官
報
を
摘
録
し
て
左
に
掲
ぐ
べ
し
。

兵
庫
県
に
於
て
は
目
下
欧
米
諸
国
に
蔓
延
流
行
せ
る
流
行
性
感
冒
本
邦
に
侵
入
の
兆
あ
る
に
付
予
め
医
師
に
申
含
め

置
き
若
し
該
病
発
生
せ
し
節
は
直
に
其
状
況
を
申
報
す
べ
き
旨
本
月
十
九
日
郡
市
長
に
訓
令
せ
り
（
明
治
二
十
三
年
二
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月
二
十
四
日
官
報
）。

福
島
県
に
於
て
は
目
下
欧
米
各
国
に
蔓
延
流
行
せ
る
流
行
性
感
冒
本
邦
に
侵
入
の
兆
あ
る
に
付
き
万
一
管
下
に
流
行

を
来
す
も
計
り
難
く
而
し
て
一
旦
該
病
に
感
染
す
る
と
き
は
往
々
気
管
支
炎
肺
炎
又
は
肋
膜
炎
等
の
余
病
を
併
発
す
る

の
恐
あ
る
を
以
て
若
し
感
冒
に
罹
り
た
る
と
思
惟
す
る
と
き
は
速
に
医
師
の
診
断
を
受
け
等
閑
に
付
せ
ざ
る
様
注
意
す

べ
き
旨
此
程
管
内
に
告
諭
せ
り
（
同
年
二
月
二
十
八
日
官
報
）。

島
根
県
に
於
て
は
医
師
に
於
て
流
行
性
感
冒
患
者
を
診
察
し
た
る
と
き
は
発
病
月
日
、
住
所
、
姓
名
、
職
業
、
年
齢

を
、
転
帰
し
た
る
と
き
は
月
日
、
姓
名
を
三
日
以
内
に
市
役
所
戸
長
役
場
町
村
役
場
へ
口
陳
又
は
書
面
に
て
通
知
し
市

役
所
戸
長
役
場
町
村
役
場
に
て
其
通
知
を
受
け
た
る
と
き
は
市
役
所
は
直
に
其
他
は
島
庁
郡
役
所
を
経
て
県
庁
へ
届
出

づ
べ
き
旨
を
去
月
二
十
二
日
発
令
せ
り
（
同
年
三
月
六
日
官
報
）。

鹿
児
島
県
に
於
て
は
目
下
欧
米
各
国
に
蔓
延
流
行
せ
る
流
行
性
感
冒
本
邦
に
侵
入
の
兆
あ
る
に
付
き
て
は
県
下
に
於

て
も
自
然
蔓
延
流
行
す
る
や
も
保
し
難
き
に
付
き
該
病
発
生
せ
し
節
は
速
に
医
師
の
治
療
を
受
け
深
く
注
意
す
べ
き
旨

告
諭
す
る
と
同
時
に
医
師
に
於
て
該
患
者
を
診
断
す
る
に
当
り
て
は
其
患
者
の
住
所
、
氏
名
、
発
病
の
月
日
等
を
記
し

報
告
す
べ
き
旨
を
告
示
せ
り
（
同
年
三
月
十
一
日
官
報
）。

山
口
県
に
於
て
は
目
今
欧
洲
諸
国
に
蔓
延
す
る
流
行
性
感
冒
の
我
国
に
於
て
も
横
浜
、
神
戸
に
疑
似
の
症
を
発
し
た

る
を
聞
き
此
際
一
般
に
警
戒
を
与
ふ
る
の
必
要
あ
る
を
認
め
該
病
性
状
取
調
書
を
印
刷
し
各
郡
市
役
所
、
警
察
署
、
町

村
役
場
、
医
師
等
へ
配
付
し
其
注
意
を
促
せ
り
（
同
年
三
月
十
一
日
官
報
）。

愛
知
県
に
於
て
は
目
下
欧
米
諸
国
に
蔓
延
せ
る
流
行
性
感
冒
本
邦
に
侵
入
の
兆
あ
る
趣
に
付
き
万
一
管
下
に
発
生
し

た
る
と
き
は
患
者
及
其
転
帰
を
届
出
づ
べ
き
旨
去
月
二
十
四
日
医
師
に
令
達
し
、
尚
該
病
の
徴
候
等
を
講
究
並
に
届
出
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手
続
を
協
議
す
べ
き
旨
郡
市
に
設
く
る
医
師
会
へ
同
月
二
十
四
日
通
牒
せ
り
（
同
年
三
月
十
八
日
官
報
）。

鳥
取
県
に
於
て
は
本
月
中
旬
よ
り
県
立
師
範
学
校
生
徒
の
流
行
性
感
冒
に
罹
る
者
四
十
余
人
の
多
き
に
及
び
た
る
を

以
て
此
際
一
般
に
警
戒
を
与
ふ
る
の
必
要
あ
る
を
認
め
今
般
其
注
意
方
を
管
内
に
告
示
せ
り
（
同
年
五
月
三
十
日
官

報
）。新

潟
県
に
於
て
は
流
行
性
感
冒
疑
似
の
症
点
発
の
兆
あ
る
を
以
て
本
月
二
十
七
日
左
の
諭
達
を
発
せ
り
（
同
年
五
月

三
十
日
官
報
）。

昨
年
来
欧
米
諸
国
に
瀰
蔓
せ
る
流
行
性
感
冒
は
伝
播
の
迅
速
な
る
瞬
間
四
方
に
波
及
し
貴
賤
貧
富
の
別
な
く
其
災
害

に
罹
ら
ざ
る
者
殆
ん
ど
稀
な
り
幸
に
其
病
毒
に
斃
る
る
者
尠
し
と
雖
も
老
幼
及

婦
虚
弱
の
者
は
最
も
注
意
せ
ざ
る
べ

か
ら
ざ
る
も
の
と
す
頃
日
既
に
東
京
市
其
他
二
三
の
諸
県
に
流
行
し
目
下
県
下
に
於
て
も
疑
似
の
症
点
発
の
兆
あ
る
に

付
き
若
し
該
病
に
感
染
の
疑
あ
る
と
き
は
其
症
の
軽
重
を
論
ぜ
ず
速
に
医
療
を
請
ひ
以
て
他
病
併
発
の
患
を
免
れ
ん
こ

と
を
勉
む
べ
し
、
健
康
者
に
於
て
も
此
際
平
素
専
ら
摂
生
を
主
と
し
且
つ
寒
変
を
避
け
不
測
の
侵
襲
を
被
ら
ざ
る
様
各

自
精
々
注
意
す
べ
し
。

岩
手
県
西
磐
井
郡
一
関
町
に
於
て
去
月
中
旬
よ
り
流
行
性
感
冒
を
患
ふ
る
者
頗
る
多
く
殊
に
高
等
小
学
校
生
徒
総
数

三
百
余
人
の
内
該
病
に
罹
る
者
七
八
十
人
尚
流
行
の
兆
あ
る
を
以
て
一
時
休
校
し
続
て
尋
常
小
学
校
生
徒
中
に
も
罹
患

の
者
生
じ
是
れ
亦
休
校
す
る
に
至
れ
り
然
れ
ど
も
其
病
性
は
軽
易
に
し
て
四
五
日
間
を
経
れ
ば
自
然
快
癒
に
趣
く
の
景

状
な
る
を
以
て
医
師
の
治
療
を
受
く
る
者
極
て
稀
に
随
て
患
者
人
員
の
統
計
を
得
る
に
由
な
き
も
同
町
戸
数
凡
そ
千
二

百
戸
中
罹
患
者
あ
る
は
無
慮
三
四
百
戸
に
達
せ
る
な
る
べ
し
其
他
二
戸
郡
石
切
所
村
に
於
て
鉄
道
工
事
に
従
事
の
煉
化

職
工
数
十
人
に
も
同
病
を
発
生
し
且
つ
追
々
各
部
に
蔓
延
流
行
の
兆
あ
る
を
以
て
今
般
県
庁
よ
り
患
者
は
速
に
医
師
の
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治
療
を
受
け
余
病
併
発
等
の
虞
な
き
様
厚
く
注
意
す
べ
き
旨
此
程
管
内
へ
告
諭
せ
り
（
同
年
六
月
四
日
官
報
）。

宮
崎
県
に
於
て
は
近
時
流
行
性
感
冒
の
虞
あ
る
を
以
て
管
下
開
業
医
師
へ
該
症
の
診
察
を
為
せ
し
と
き
は
六
種
伝
染

病
の
手
続
に
準
じ
届
出
づ
べ
き
旨
県
令
を
発
し
た
り
し
が
目
下
該
病
に
罹
り
治
療
中
の
者
二
十
八
人
に
及
び
た
る
を
以

て
此
際
一
層
警
戒
を
加
ふ
る
の
必
要
を
認
め
今
般
更
に
其
注
意
方
を
管
内
へ
諭
告
せ
り
（
同
年
六
月
十
二
日
官
報
）。

和
歌
山
県
に
於
て
は
去
月
下
旬
よ
り
和
歌
山
市
及
日
高
西
牟
婁
両
郡
内
に
流
行
性
感
冒
を
発
生
し
目
下
流
行
の
程
も

計
り
難
き
に
付
き
摂
生
注
意
方
を
管
内
一
般
へ
告
諭
せ
り
（
同
年
六
月
十
七
日
官
報
）。

二
、
今
回
の
流
行
に
於
け
る
施
設

大
正
七
年
初
秋
の
候
本
病
流
行
の
兆
あ
る
を
認
む
る
や
本
省
に
於
て
は
之
が
対
応
策
を
講
ず
る
の
必
要
を
認
め
内
外

学
者
の
研
究
成
績
及
医
学
会
に
於
け
る
報
告
討
論
等
本
病
に
関
す
る
研
究
の
程
度
に
順
応
し
海
外
諸
国
に
於
け
る
予
防

施
設
を
参
酌
し
大
要
左
の
方
針
に
拠
り
順
次
之
が
実
施
を
な
し
た
り
。

一
、
一
般
の
注
意
を
喚
起
す
る
為
に
予
防
心
得
に
関
す
る
印
刷
物
又
は
絵
画
の
配
布
其
の
他
有
効
適
切
と
認
む
る
一
切

の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

二
、

マ
ス
ク
」
の
使
用
を
奨
励
し
「
マ
ス
ク
」
を
得
る
の
途
な
き
者
に
対
し
て
は
之
を
給
与
す
る
の
方
法
を
講
じ
殊

に
患
家
其
の
他
感
染
の
虞
あ
る
場
所
に
於
て
は
必
ず
之
を
使
用
せ
し
む
る
こ
と
。

三
、
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
等
の
入
場
者
又
は
電
車
、
乗
合
自
動
車
等
の
乗
客
に
対
し
て
は
流
行
の
状
況
に
依
り

呼
吸
保
護
器
を
使
用
せ
ざ
る
者
は
可
成
入
場
若
は
乗
込
ま
し
め
ざ
る
様
適
切
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

四
、
流
行
地
に
於
て
は
可
成
多
数
の
衆
合
を
避
け
し
む
る
こ
と
。

五
、
一
般
に
含
嗽
及
予
防
接
種
を
奨
励
す
る
こ
と
。
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六
、
頭
痛
発
熱
等
身
体
に
異
状
あ
る
と
き
は
必
ず
速
に
医
師
の
診
療
を
受
け
静
養
す
る
こ
と
。

七
、
患
者
は
可
成
隔
離
し
全
治
に
至
る
迄
は
外
出
を
遠
慮
せ
し
む
る
こ
と
。

八
、
療
養
の
途
な
き
者
に
対
し
て
は
相
当
救
療
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

九
、
予
防
並
治
療
の
効
果
を
収
む
る
の
一
方
法
と
し
て
予
め
市
町
村
の
伝
染
病
院
又
は
隔
離
病
舎
を
利
用
す
る
の
方
法

を
講
ず
る
こ
と
。

十
、
前
各
項
を
実
行
す
る
に
付
地
方
団
体
、
衛
生
団
体
、
救
療
団
体
、
学
校
、
会
社
、
工
場
其
の
他
公
私
団
体
並
篤
志

家
等
の
活
動
を
促
す
こ
と
。

之
が
実
施
に
就
て
は
主
と
し
て
地
方
長
官
を
督
励
指
示
し
之
に
当
ら
し
め
た
る
が
本
省
に
於
て
は
予
防
に
関
す
る

「
ポ
ス
タ
ー
」
を

案
し
て
之
を
地
方
庁
に
配
布
し
又
各
種
予
防
施
設
の
視
察
並
督
励
の
為
本
省
吏
員
を
全
国
各
府
県

に
特
派
し
或
は
本
病
予
防
従
事
員
の
職
務
感
染
者
に
対
す
る
手
当
方
法
等
を
訓
令
す
る
等
極
力
各
地
方
に
於
け
る
実
行

を
助
成
し
た
り
。

斯
く
の
如
く
し
て
前
後
二
回
の
流
行
を
経
過
し
た
り
し
が
更
に
大
正
九
年
秋
冬
の
候
に
於
て
第
三
回
の
流
行
を
繰
り

返
す
べ
き
を
予
想
し
之
が
対
策
を
講
ぜ
ん
が
為
め
防
疫
官
を
欧
米
に
派
遣
し
各
地
の
施
設
状
況
を
視
察
報
告
せ
し
め
衛

生
局
に
臨
時
嘱
託
を
置
き
本
病
の
予
防
方
法
に
関
し
内
外
の
学
説
等
に
付
調
査
に
従
事
せ
し
め
尚
本
邦
各
地
の
学
者
、

実
地
家
の
意
見
を
聴
取
し
之
等
を
参
酌
し
て
流
行
性
感
冒
予
防
要
項
な
る
も
の
を
得
之
を
地
方
長
官
に
訓
令
し
相
当
施

設
を
促
す
と
共
に
関
係
各
方
面
に
広
く
印
刷
配
付
し
た
り
。

各
地
方
に
於
て
は
本
病
流
行
の
兆
あ
る
や
本
省
の
方
針
に
策
応
し
各
種
の
施
設
を
各
種
の
手
段
方
法
を
以
て
之
が
実

施
に
努
め
予
防
宣
伝
方
法
と
し
て
は
劇
場
、
寄
席
の
開
演
中
を
利
用
し
講
演
を
な
し
或
は
大
道
演
説
を
為
し
或
は
飛
行
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機
を
利
用
し
て
予
防
心
得
を
配
付
す
る
等
の
こ
と
を
為
し
又
は
含
嗽
剤
の
無
料
配
付
、「
マ
ス
ク
」
の
実
費
供
給
を
な

し
た
る
あ
り
、
又
予
防
接
種
を
実
費
を
以
て
或
は
無
料
を
以
て
施
行
奨
励
せ
る
あ
り
、
埼
玉
県
、
群
馬
県
、
三
重
県
、

広
島
県
、
福
岡
県
、
秋
田
県
に
て
は
県
令
を
以
て
補
助
規
定
を
設
け
町
村
に
て
本
病
の
予
防
又
は
救
療
等
に
要
し
た
る

費
用
に
対
し
一
定
の
補
助
を
な
し
福
井
県
に
於
て
は
県
令
を
以
て
医
師
に
届
出
消
毒
指
示
の
義
務
を
命
じ
且
つ
患
者
の

居
室
に
出
入
す
る
も
の
接
客
業
者
に
し
て
本
病
に
罹
患
せ
る
も
の
に
は
必
ず
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
し
め
流
行
地
と
指

定
せ
ら
れ
た
る
地
方
に
於
て
は
汽
車
、
電
車
、
自
動
車
等
の
営
業
者
及
劇
場
、
寄
席
等
の
営
業
者
は
「
マ
ス
ク
」
を
使

用
せ
ざ
る
も
の
の
乗
車
又
は
入
場
を
拒
む
こ
と
等
を
規
定
し
之
れ
が
予
防
に
努
め
た
り
。

救
療
の
方
面
に
て
は
恩
賜

財
団

済
生
会
の
事
業
と
連
携
し
巡
回
救
療
を
為
し
又
は
赤
十
字
社
其
の
他
の
公
私
公
益
団
体
と

協
定
し
て
各
方
面
に
於
け
る
救
療
の
遺
憾
な
き
を
期
す
る
等
の
努
力
を
為
し
た
り
。

第
二
節

本
省
に
於
け
る
施
設

一
、
大
正
七
、
八
年
流
行
に
於
け
る
施
設

大
正
七
年
十
月
悪
性
の
感
冒
各
地
に
発
生
し
伝
染
力
猛
烈
に
し
て
惨
害
又
尠
か
ら
ざ
る
の
赴
各
地
方
よ
り
通
報
あ
り

本
省
よ
り
は
不
取
敢
防
疫
職
員
を
比
較
的
流
行
烈
し
き
滋
賀
、
愛
知
、
兵
庫
、
広
島
、
茨
城
、
埼
玉
の
諸
県
に
派
し
其

の
病
状
、
惨
害
の
程
度
等
を
調
査
す
る
処
あ
り
。

当
時
海
外
駐
在
領
事
よ
り
亜
米
利
加
、
南
洋
諸
島
に
於
て
「
グ
リ
ツ
プ
」
又
は
「
ス
パ
ー
ニ
ツ
シ
ユ
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
と
称
す
る
一
種
の
悪
性
な
る
感
冒
の
流
行
熾
烈
に
し
て
多
数
の
患
死
者
を
出
し
つ
つ
あ
る
旨
報
告
あ
り
、
之
が
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症
状
、
伝
染
力
の
猛
烈
な
る
点
等
今
回
本
邦
に
於
て
発
生
せ
る
も
の
に
酷
似
せ
り
、
又
支
那
沿
岸
に
於
て
も
同
様
の
疾

患
流
行
し
つ
つ
あ
る
旨
電
報
あ
り
、
是
等
海
外
の
事
情
は
時
々
各
港
務
部
、
検
疫
所
に
電
報
を
以
て
通
知
し
海
外
よ
り

の
病
毒
侵
入
の
阻
止
に
努
む
る
と
共
に
一
方
各
府
県
に
対
し
て
は
左
記
通
牒
を
発
し
て
之
が
予
防
に
関
し
警
告
す
る
処

あ
り
た
り
。

内
務
省
発
衛
第
一
九
六
号

大
正
七
年
十
月
二
十
三
日

衛
生
局
長

警
視
総
監
宛

各
地
方
長
官
宛

悪
性
感
冒
の
予
防
に
関
す
る
件
依
命
通
牒

本
春
内
地
に
流
行
せ
る
特
種
の
感
冒
は
夏
季
に
至
り
て
病
勢
衰
へ
た
り
し
も
更
に
初
秋
の
候
に
入
り
て
復
諸
府
県
に

散
発
す
る
に

び
其
の
病
勢
熾
烈
な
る
向
地
方
に
在
り
て
は
竟
に
諸
学
校
の
授
業
を
も
中
止
せ
る
向
あ
り
た
る
や
に
及

聞
候
処
一
面
海
外
よ
り
の
情
報
に
依
れ
ば
別
紙
の
如
く
南
亜
聯
邦
北
米
其
の
他
の
地
方
に
於
て
「
ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
称
す
る
悪
性
感
冒
の
為
に
惨
禍
を
蒙
り
つ
つ
あ
る
趣
に
有
之
之
等
特
種
の
感
冒
が
世
界
的
に
流
行

し
つ
つ
あ
る
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
に
し
て
国
民
保
健
上
寔
に
憂
慮
に
堪
へ
ざ
る
次
第
に
有
之
候
に
就
て
は
各
地
方

に
於
て
は
此
の
際
本
病
に
対
し
弘
く
一
般
の
注
意
を
喚
起
し
適
当
の
処
置
を
施
す
等
予
防
上
相
当
御
取
計
相
成
候
様
致

度
。別

紙
）

在
孟
買

桑
島
領
事

第五章 我邦に於ける予防並救療施設137



十
月
九
日
発

外
務
省
着
電

熱
病
の
流
行
は
其
の
後
当
地
に
於
て
終
熄
を
告
げ
た
る
に
先
月
中
旬
よ
り
再
発
し
前
回
に
比
し
経
過
甚
だ
不
良
殊
に

本
月
初
以
来
一
層
猛
烈
と
な
り
目
下
毎
日
七
百
以
上
の
死
亡
者
あ
り
全
市
を
挙
げ
て
其
の
撲
滅
を
講
じ
居
れ
る
も
未
だ

減
退
の
模
様
な
く
漸
次
各
地
に
蔓
延
し
つ
つ
あ
り
。

十
月
十
七
日

海
軍
省
着
電

悪
性
感
冒
の
暴
威
今
や
其
の
極
に
達
せ
る
南
亜
聯
邦
は
死
亡
日
に
数
千
を
算
し
各
都
市
を
荒
廃
し
漸
次
地
方
村
落
に

向
ひ
蔓
延
し
つ
つ
あ
り
と
。

一
日
以
降
二
週
間
に
し
て
ケ
ー
プ
コ
ロ
ニ
ー
半
島
は
五
千
の
死
亡
者
を
出
し
未
だ
衰
退
の
模
様
な
く
欧
人
の
死
亡
率

も
増
加
し
つ
つ
あ
り
当
地
は
二
三
千
の
小
都
な
る
も
死
亡
百
を
越
え
人
心
恟
々
た
り
伝
播
の
迅
速
病
毒
の
猛
烈
他
に
比

類
な
く
死
者
の
多
き
は
肺
炎
若
は
心
臓
痲
痺
に
斃
る
患
者
率
二
分
の
一
死
亡
率
二
十
分
の
一
を
超
過
す
る
も
の
の
如
し

附
近
の
本
邦
汽
船
に
は
絶
え
ず
警
告
し
注
意
を
促
し
つ
つ
つ
あ
る
も
若
し
不
幸
に
し
て
日
本
に
侵
入
す
る
が
如
き
こ
と

あ
れ
ば
其
惨
禍
恐
慌
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
予
め
予
防
法
を
講
じ
未
然
に
防
ぐ
こ
と
最
緊
要
な
り
と
思

す
。

外
務
大
臣

在
新
嘉
坡
山
崎
領
事
発

十
月
十
九
日
着
電

悪
性
感
冒
目
下
彼
南
馬
来
半
島
に
亘
り
猖
獗
を
極
め
肺
炎
若
は
心
臓
痲
痺
を
続
発
し
て
死
亡
す
る
も
の
頗
る
多
く
一

般
に
恐
慌
を
来
し
居
れ
り

当
地
寄
港
本
邦
汽
船
に
は
夫
々
警
告
中
な
り

外
務
省
着
電

大
正
七
年
十
月
十
九
日

在
晩
香
坡

浮
田
領
事
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加
奈
陀
東
部
地
方
に
流
行
し
居
た
る
「
ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
約
十
日
以
前
よ
り
当
地
方
に
も
発
生

し
爾
来
患
者
続
発
猖
獗
を
極
む
ビ
ク
ト
リ
ア
は
十
月
十
四
日
よ
り
晩
香
坡
は
同
十
八
日
よ
り
学
校
集
会
等
を
閉
鎖
せ
り

在
留
民
間
患
者
頗
る
多
く
恐
慌
を
来
し
居
れ
り
。

外
務
省
着
電

大
正
七
年
十
月
二
十
日

在
桑
港

太
田
総
領
事

米
国
東
部
地
方
に
於
て
過
般
来
猖
獗
を
極
め
た
る
「
ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
一
、
二
週
間
来
桑
港
方

面
へ
も
伝
播
し
来
り
桑
港
市
に
於
て
も
既
に
患
者
約
三
千
の
発
生
を
見
る
に
至
れ
り
該
病
は
極
め
て
悪
性
の
流
行
性
感

冒
に
し
て
発
病
後
幾
許
も
な
く
急
性
肺
炎
を
惹
起
し
易
く
既
に
在
留
本
邦
人
の
内
に
も
死
亡
者
若
干
を
見
る
に
至
れ
り
。

在
上
海

入
倉
栄

十
月
二
十
日
午
前
十
一
時
四
十
四
分
発
電

衛
生
局
長

寧
波
附
近
の
河
岸
に
沿
ふ
て
熱
発
を
伴
ふ
吐
瀉
症
大
流
行
死
者
極
め
て
多
し
と
云
ふ
、
上
海
に
も
類
似
の
病
死
者
発

生
の
風
説
あ
れ
ど
未
だ
病
名
及
流
行
状
況
の
詳
細
を
知
る
を
得
ず
調
査
中
な
り
。

在
香
港

鈴
木
栄
作

十
月
十
九
日
午
後
三
時
十
分
発
電

三
井
貨
物
船
浦
賀
丸
は
十
八
日
蘭
貢
よ
り
当
地
に
入
港
し
た
る
が
航
海
中
船
員
三
十
九
名
の
内
二
十
八
名
は
病
名
不

詳
の
熱
病
に
罹
り
船
長
外
一
名
死
亡
し
た
り
、
該
船
当
地
入
港
後
開
業
医
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
診
断
し
た
り
該

船
は
昨
日
出
帆
基
隆
を
経
て
横
浜
に
向
ふ
何
等
参

迄
通
報
す
。
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尚
ほ
船
長
の
屍
体
は
当
地
剖
検
所
に
て
検
査
中
。

十
月
二
十
日

海
軍
省
着
電

十
六
日
以
来
病
勢
減
退
し
今
十
九
日
新
患
者
死
亡
共
に
著
し
く
減
少
し
終
熄
期
遠
か
ら
ず
。

十
日
ダ
ー
バ
ン
発
日
本
に
向
ひ
た
る
加
賀
丸
に
患
者
発
生
せ
り
。

病
勢
は
十
一
月
に
入
り
更
に
猛
威
を

う
し
全
国
に
蔓
延
し
都
鄙
山
間
の
別
を
問
は
ず
之
が
侵
害
を
受
け
ざ
る
地
方

は
殆
ど
稀
れ
に
し
て
地
方
に
よ
り
て
は
学
校
、
工
場
等
に
患
者
頻
発
し
死
者
亦
相
当
数
に
上
り
遂
に
一
時
的
閉
鎖
の
止

む
な
き
に
至
り
た
る
所
尠
か
ら
ず
、
蓋
し
学
校
、
工
場
の
如
く
多
数
人
の
集
合
せ
る
場
所
に
患
者
発
生
せ
る
時
は
忽
ち

四
囲
に
伝
播
し
爆
発
的
に
流
行
を
起
し
易
き
を
以
て
之
が
予
防
上
に
も
流
行
の
徴
あ
る
と
共
に
之
を
一
時
的
閉
鎖
又
は

休
業
す
る
は
多
大
の
効
果
あ
る
べ
か
り
し
も
此
の
流
行
に
於
て
は
学
校
、
工
場
等
の
閉
鎖
休
業
せ
る
も
の
は
既
に
大
部

分
侵
襲
を
蒙
り
た
る
後
之
を
為
す
の
状
況
な
り
し
も
の
多
か
り
し
を
以
て
其
の
蒙
れ
る
惨
害
は
多
大
な
る
も
の
あ
り
き
、

又
一
般
家
庭
の
上
に
も
本
病
流
行
は
幾
多
の
哀
話
を
生
み
其
の
惨
状
聞
く
に
忍
び
ざ
る
も
の
尠
か
ら
ざ
り
き
、
本
省
に

於
て
は
之
が
救
療
を
普
及
徹
底
せ
し
む
る
の
急
な
る
を
認
め
十
一
月
十
三
日
恩
賜
財
団

済
生
会
の
救
療
に
関
し
地
方
長
官
に

左
の
通
牒
を
発
し
て
本
病
患
者
に
し
て
医
療
を
受
く
る
能
は
ざ
る
悲
境
に
悩
め
る
も
の
の
救
済
の
方
法
を
講
ぜ
し
め
又

医
師
看
護
婦
等
不
足
の
地
方
に
は
之
が
補
給
方
を
取
計
は
し
む
る
等
救
療
に
遺
憾
な
か
ら
し
む
る
に
努
め
た
り
。

静
衛
第
八
七
号

大
正
七
年
十
一
月
十
三
日

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
宛

恩
賜
財
団

済
生
会
の
救
療
に
関
し
依
命
通
牒
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這
般
感
冒
の
流
行
は
各
地
方
共
多
数
の
患
者
を
出
し
中
に
は
為
め
に
生
業
に
従
事
す
る
こ
と
能
は
ず
医
薬
給
せ
ざ

る
悲
境
に
在
る
向
も
尠
か
ら
ず
可
有
之
是
等
に
対
し
恩
賜

財
団

済
生
会
の
救
療
普
及
方
に
関
し
て
は
既
に
業
に
相
当
御
配

慮
御
実
施
の
こ
と
と
被
存
候
処
従
来
配
当
の
救
療
費
残
額
逓
次
繰
越
金
中
よ
り
本
年
度
各
郡
市
配
当
救
療
費
へ
此
際

特
に
若
干
の
増
額
を
為
し
尚
山
間
僻
陬
の
地
に
し
て
医
師
に
乏
し
き
方
面
へ
は
視
察
旁
警
察
医
及
薬
剤
師
を
派
遣
す

る
等
の
方
法
を
講
じ
た
る
地
方
も
有
之
右
は
衛
生
上
好
適
の
取
計
た
る
と
同
時
に
恩
賜

財
団

済
生
会
の
趣
旨
救
療
の
普
及

徹
底
上
機
宜
の
措
置
た
る
一
と
被
存
候
に
付
為
御
参

申
進
候
此
際
一
層
適
宜
の
方
策
を
執
ら
れ
救
療
の
普
及
を
期

せ
ら
れ
候
様
致
度
。

府
県
に
於
け
る
流
行
の
状
況
、
予
防
措
置
等
は
時
々
地
方
長
官
よ
り
報
告
あ
り
た
る
も
之
を
統
一
的
に
取
纏
む
る
必

要
を
認
め
更
に
左
記
照
会
を
発
し
て
初
発
以
来
の
患
死
者
、
流
行
状
況
等
聚
集
綜
括
し
以
て
本
病
の
予
防
計
画
の
資
料

と
な
せ
り
。

発
衛
第
四
六
号

大
正
八
年
一
月
二
十
三
日

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
宛

東

京

は

警
視
総
監

悪
性
感
冒
の
状
況
に
関
す
る
件
照
会

客
年
来
流
行
の
悪
性
感
冒
の
概
況
に
関
し
て
は
既
に
御
報
告
相
成
居
候
向
も
有
之
候
へ
共
更
に
左
記
事
項
承
知
致

度
候
条
御
取
調
の
上
至
急
御
回
報
相
成
度
。

左
記

一
、
流
行
以
来
本
月
十
五
日
迄
の
患
死
者
数
。
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二
、
患
者
に
対
す
る
処
置
及
予
防
措
置
等
の
概
要
。

三
、
初
発
以
来
蔓
延
の
状
況
及
現
在
流
行
状
況
。

四
、
大
正
六
年
及
大
正
七
年
中
に
於
け
る
死
亡
者
月
別
比
較
表
。

大
正
七
年
十
一
月
最
も
猖
獗
を
極
め
た
る
流
行
は
十
二
月
中
旬
よ
り
病
勢
稍
々
緩
和
し
患
者
の
発
生
も
減
少
す
る
に

至
り
漸
く
衰
退
の
機
運
に
向
ひ
た
る
も
の
の
如
く
な
り
し
も
翌
大
正
八
年
一
月
下
旬
よ
り
再
び
流
行
再
燃
し
肺
炎
を
起

し
て
死
亡
す
る
も
の
益
々
増
加
し
中
耳
炎
、
脳
膜
炎
等
を
合
併
す
る
も
の
亦
尠
か
ら
ず
依
て
一
方
本
病
予
防
心
得
書
五

万
部
を
印
刷
し
て
各
府
県
に
配
付
し
一
般
の
注
意
を
喚
起
し
自
衛
的
に
之
が
予
防
の
法
を
講
ぜ
し
む
る
に
努
め
尚
地
方

長
官
に
対
し
左
記
通
牒
を
発
し
て
一
層
予
防
施
設
の
徹
底
を
期
し
た
り
。

発
衛
第
二
四
号

大
正
八
年
二
月
一
日

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
宛

悪
性
感
冒
の
予
防
撲
滅
に
関
す
る
件
に
付
依
命
通
牒

客
歳
猛
威
を

う
し
た
る
悪
性
感
冒
の
予
防
撲
滅
に
関
し
て
は
曩
日
及
依
命
通
牒
候
次
第
も
有
之
努
力
の
績
大
に

挙
り
終
熄
の
期
も
遠
か
ら
ざ
る
儀
と
被
存
候
処
昨
今
地
方
に
依
り
て
は
流
行
再
燃
す
る
と
共
に
其
の
病
毒
更
に
悪
性

を
加
へ
死
亡
率
亦
増
加
せ
り
今
に
於
て
之
を
撲
滅
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
再
び
惨
害
を
反
覆
す
る
の
虞
な
し
と
せ
ず
、

就
て
は
此
際
殊
に
左
記
事
項
の
励
行
に
努
む
る
と
共
に
従
来
の
施
設
を
徹
底
せ
し
め
苟
も
遺
憾
な
か
ら
し
む
る
は
勿

論
弘
く
一
般
国
民
の
自
覚
を
促
す
等
更
に
一
段
の
力
を
竭
さ
れ
候
様
致
度
。

記
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一
、
流
行
地
に
於
て
は
可
成
民
衆
の
集
合
を
避
け
し
む
る
こ
と
。

二
、
一
般
に
呼
吸
保
護
器
の
使
用
を
奨
励
し
特
に
患
家
其
他
感
染
の
虞
あ
る
場
所
に
於
て
は
必
ず
之
を
使
用
せ
し

む
る
こ
と
。

三
、
一
般
に
含
嗽
を
奨
励
す
る
こ
と
。

四
、
頭
痛
発
熱
等
身
体
に
異
常
あ
る
と
き
は
必
ず
速
に
医
師
の
診
療
を
受
け
静
養
せ
し
む
る
こ
と
。

五
、
患
者
は
可
成
隔
離
し
全
治
に
至
る
迄
は
外
出
を
遠
慮
せ
し
む
る
こ
と
。

流
行
性
感
冒
予
防
心
得

大
正
八
年
一
月

内
務
省
衛
生
局

は
や
り
か
ぜ
は
如
何
し
て
伝
染
す
る
か

は
や
り
か
ぜ
は
主
に
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
病
気
で
あ
る
か
ぜ
引
い
た
人
が
咳
や

を
す
る
と
眼
に
も
見
え
な
い
程

微
細
な
泡
沫
が
三
、
四
尺
周
囲
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
夫
れ
を
吸
ひ
込
ん
だ
者
は
此
病
に
罹
る
。

か
ぜ
を
引
い
て
治
つ
た
人
も
当
分
の
間
は
鼻
の
奥
や
咽
頭
に
此
病
毒
が
残
つ
て
居
り
又
健
康
な
人
の
中
に
も
鼻
や
咽

頭
に
病
毒
を
持
て
居
る
こ
と
が
あ
る
是
等
の
人
々
の
咳
や

の
泡
沫
も
病
人
同
様
危
険
で
あ
る
。

罹
ら
ぬ
に
は

一
、
病
人
又
は
病
人
ら
し
い
者
、
咳
す
る
者
に
は
近
寄
つ
て
は
な
ら
ぬ
。

病
中
話
な
ど
す
る
の
は
病
人
の
為
め
で
も
な
い
か
ら
見
舞
に
行
つ
て
も
可
成
玄
関
で
す
ま
す
が
よ
い
。

病
家
で
は
御
客
様
を
絶
対
に
病
室
に
は
案
内
し
て
は
な
ら
ぬ
。
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二
、
沢
山
人
の
集
つ
て
居
る
所
に
立
ち
入
る
な
。

時
節
柄
芝
居
、
寄
席
、
活
動
写
真
な
ど
に
は
行
か
ぬ
が
よ
い
。

急
用
な
ら
ざ
る
限
り
は
電
車
な
ど
に
乗
ら
ず
に
歩
く
方
が
安
全
で
あ
る
。

か
ぜ
の
流
行
す
る
時
節
に
人
に
近
寄
る
時
は
用
心
し
て
人
の
咳
や

の
泡
沫
を
吸
ひ
込
ま
ぬ
様
注
意
な
さ
い
。

三
、
人
の
集
つ
て
居
る
場
所
、
電
車
、
汽
車
な
ど
の
内
で
は
必
ず
呼
吸
保
護
器
「
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
」、
又
は

「
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
」
と
も
い
ふ

を
掛
け
、

そ
れ
で
な
く
ば
鼻
、
口
、
を
「
ハ
ン
ケ
チ
」
手
拭
な
ど
で
軽
く
被
ひ
な
さ
い
。

ハ
ン
ケ
チ
」
も
手
拭
も
あ
て
ず
に
無
遠
慮
に
咳
す
る
人

す
る
人
か
ら
遠
か
れ
。

四
、
塩
水
か
微
温
湯
に
て
度
々
含
嗽
せ
よ
、
含
嗽
薬
な
れ
ば
尚
ほ
良
し
。

食
後
、
寝
る
前
に
は
必
ず
含
嗽
を
忘
れ
る
な
。

罹
つ
た
な
ら

一
、
か
ぜ
を
引
い
た
な
と
思
つ
た
な
ら
直
に
寝
床
に
潜
り
込
み
医
師
を
呼
べ
。

普
通
の
か
ぜ
と
馬
鹿
に
し
て
売
薬
療
治
で
安
心
す
る
な
、
外
出
し
た
り
、
無
理
を
す
る
と
肺
炎
を
起
し
取
り

返
し
の
着
か
ぬ
こ
と
に
な
る
。

二
、
病
人
の
部
屋
は
可
成
別
に
し
看
護
人
の
外
は
其
の
部
屋
に
入
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

看
護
人
や
家
内
の
も
の
で
も
病
室
に
入
る
と
き
は
必
ず
呼
吸
保
護
器
を
掛
け
よ
。

三
、
治
つ
た
と
思
つ
て
も
医
師
の
許
し
の
あ
る
迄
は
外
に
出
る
な
。

地
震
の
震
り
返
し
よ
り
も
此
病
気
の
再
発
は
怖
ろ
し
い
。
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此
外
気
を
付
く
べ
き
こ
と
は

一
、
家
の
内
外
を
清
潔
に
掃
除
し
天
気
の
と
き
は
戸
障
子
を
開
け
放
て
。

室
の
掃
除
は
可
成
塵
埃
の
立
た
ざ
る
様
に
雑
布
掛
け
す
る
の
が
一
等
。

家
の
周
囲
は
塵
埃
の
立
た
ぬ
や
う
に
先
づ
水
を
撒
い
て
後
掃
け
。

学
校
、
幼
稚
園
、
寄
宿
舎
、
工
場
な
ど
で
は
殊
に
是
等
の
事
に
気
を
付
け
よ
。

旅
人
宿
、
貸
席
な
ど
は
客
の
な
い
間
は
日
中
必
ず
部
屋
の
障
子
を
開
け
て
置
け
。

二
、
寝
具
寝
衣
な
ど
は
晴
天
の
日
に
は
必
ず
日
に
曝
せ
。

三
、
用
心
に
亡
び
な
し
、
健
康
者
も
用
心
が
肝
心
。

幼
弱
な
る
子
供
、
老
人
、
持
病
あ
る
者
は
殊
に
用
心
せ
よ
。

四
、
人
前
で
咳
や

を
す
る
と
き
は
公
徳
を
重
じ
必
ず
「
ハ
ン
ケ
チ
」
か
手
拭
な
ど
で
鼻
、
口
を
被
へ
。

五
、
病
人
の
咯
痰
、
鼻
汁
な
ど
で
汚
れ
た
も
の
は
焼
く
か
煮
る
か
薬
で
消
毒
せ
よ
。

病
室
内
の
汚
れ
た
も
の
ゝ
始
末
は
医
師
に
相
談
し
て
遺
漏
な
い
様
に
せ
よ
。

更
に
本
病
の
為
め
生
業
を
失
ひ
医
療
に
浴
し
得
ざ
る
者
に
対
し
て
は
救
療
上
適
当
の
方
法
を
講
ず
る
様
再
び
左
の
如

き
通
牒
を
地
方
長
官
に
発
し
尚
本
省
在
勤
の
防
疫
職
員
を
機
に
応
じ
流
行
激
し
き
地
方
に
派
し
て
之
れ
が
予
防
救
療
を

督
励
せ
し
め
た
り
。

発
衛
第
二
七
号

大
正
八
年
二
月
五
日

衛
生
局
長
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各
地
方
長
官
宛

東
京
は
警
視
総
監

府

知

事

連

名

地
方
局
長

悪
性
感
冒
の
救
療
に
関
す
る
件
依
命
通
牒

客
歳
以
来
流
行
の
悪
性
感
冒
の
為
各
地
方
共
実
に
多
数
の
患
死
者
を
出
し
医
薬
給
せ
ざ
る
の
悲
境
に
在
る
向
も
尠

か
ら
ざ
る
趣
之
が
救
療
に
関
し
て
は
客
年
十
一
月
十
三
日
静
衛
第
八
七
号
を
以
て
恩
賜

財
団

済
生
会
の
救
療
普
及
徹
底
に

関
し
依
命
及
通
牒
候
次
第
も
有
之
既
に
充
分
御
配
慮
相
成
居
候
儀
と
は
存
候
得
共
昨
今
地
方
に
依
り
て
は
其
の
流
行

再
燃
す
る
と
共
に
病
毒
更
に
悪
性
を
加
へ
猛
威
を

う
せ
む
と
す
る
の
状
況
に
有
之
就
て
は
之
が
為
生
業
を
失
ひ
医

療
に
浴
せ
ざ
る
悲
惨
者
に
対
し
救
療
上
適
当
の
方
法
を
講
ぜ
ら
る
る
は
勿
論
此
の
際
慈
恵
救
済
資
金
、
大
礼
恩
賜
賑

恤
資
金
等
の
収
入
を
以
て
之
が
救
療
の
資
に
充
つ
る
が
如
き
は
恩
賜
の
趣
旨
に
副
ふ
の
措
置
た
る
べ
く
尚
其
の
他
各

種
慈
善
団
体
を
督
励
し
て
相
当
助
勢
せ
し
め
ら
る
る
等
救
療
上
遺
漏
な
き
を
期
せ
ら
れ
度
。

一
時
惨
鼻
を
極
め
た
る
流
行
も
大
正
八
年
三
月
に
入
り
て
次
第
に
衰
頽
に
向
ひ
同
四
月
気
候
温
暖
の
候
に
な
る
と
共

に
殆
ど
終
熄
す
る
に
至
れ
り
。

二
、
大
正
八
、
九
年
流
行
に
於
け
る
施
設

大
正
七
、
八
年
秋
冬
の
交
に
亘
り
殆
ど
全
人
口
の
三
分
の
一
以
上
を
襲
ひ
多
数
の
死
者
を
出
し
疫
学
上
稀
有
の
大
流

行
を
極
め
た
る
流
行
性
感
冒
も
夏
季
に
至
り
一
時
終
熄
を
見
た
り
し
と
雖
も
本
病
は
其
の
性
質
上
再
び
流
行
を
誘
致
す

る
の
虞
な
し
と
せ
ず
、
時
秋
冷
に
向
ふ
に
当
り
呼
吸
器
を
犯
さ
る
る
も
の
漸
や
く
多
き
に
及
び
既
に
二
三
地
方
に
は
流

行
性
感
冒
散
発
の
報
あ
り
、
尚
海
外
に
於
て
も
桑
港
、
タ
コ
マ
、
近
く
は
北
清
地
方
に
於
て
も
本
病
再
発
の
通
報
あ
り
、

に
於
て
本
省
は
前
回
の
流
行
に
鑑
み
再
び
斯
く
の
如
き
惨
禍
を
繰
り
返
へ
さ
ざ
ら
ん
為
め
十
月
二
十
二
日
左
記
通
牒

を
地
方
長
官
に
発
し
て
本
病
予
防
の
方
法
其
他
注
意
事
項
を
一
般
に
周
知
徹
底
せ
し
む
る
に
努
め
し
め
又
予
防
心
得
五
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万
部
を
印
刷
し
て
本
病
予
防
の
指
針
と
し
て
広
く
各
府
県
に
配
布
し
予
め
本
病
流
行
に
対
す
る
予
防
措
置
を
講
じ
た
り

予
防
心
得
書
は
大
正
八
年
一
月
配
付
せ
る
も
の
に
予
防
注
射
の

項
を
加
へ
た
る
も
の
に
し
て
殆
ど
同
様
な
る
を
以
て
之
を
略
す

。

衛
発
第
七
八
二
号

大
正
八
年
十
月
二
十
二
日

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
警
視
総
監
宛

流
行
性
感
冒
の
予
防
に
関
す
る
件
依
命
通
牒

客
年
来
世
界
的
流
行
を

く
し
た
る
流
行
性
感
冒
は
今
夏
以
来
流
行
を
見
ざ
る
に
至
り
た
り
と
雖
本
病
毒
は
其
性

質
上
風
邪
季
節
に
入
る
と
共
に
隠
微
の
間
に
毒
勢
を
増
加
し
漸
次
流
行
を
来
し
て
再
び
惨
禍
を
反
覆
す
る
の
虞
な
し

と
せ
ず
既
に
海
外
に
於
て
は
本
病
流
行
の
傾
向
有
之
就
て
は
此
の
際
本
病
の
性
質
並
曩
に
流
行
の
際
実
施
せ
ら
れ
た

る
予
防
方
法
を
講
じ
以
て
国
民
自
衛
心
の
喚
起
に
一
段
の
力
を
竭
さ
れ
度
又
流
行
の
徴
あ
る
地
域
に
在
り
て
は
一
般

予
防
方
法
の
励
行
と
共
に
特
に
左
記
事
項
の
実
行
に
努
め
ら
れ
度
尚
患
者
救
療
に
関
し
て
は
本
年
二
月
五
日
衛
発
第

二
七
号
通
牒
の
次
第
も
有
之
候
処
予
め
相
当
の
計
劃
を
立
て
ら
れ
救
療
上
亦
遺
漏
な
き
を
期
せ
ら
れ
度
。

一
、
一
般
に
呼
吸
保
護
器
の
使
用
を
奨
励
し
呼
吸
保
護
器
を
得
る
の
途
な
き
者
に
対
し
て
は
之
を
給
与
す
る
の
方
法

を
講
じ
殊
に
患
家
其
他
感
染
の
虞
あ
る
場
所
に
於
て
は
必
ず
こ
れ
を
使
用
せ
し
む
る
こ
と
。

二
、
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
等
の
入
場
者
又
は
電
車
乗
合
自
動
車
等
の
乗
客
に
対
し
て
は
流
行
の
状
況
に
よ
り

呼
吸
保
護
器
を
使
用
せ
ざ
る
も
の
は
成
る
べ
く
之
を
入
場
若
く
は
乗
り
込
ま
し
め
ざ
る
様
適
切
の
方
法
を
講
ず
る

こ
と
。

流
行
性
感
冒
に
対
し
て
は
何
れ
の
府
県
も
本
省
の
通
牒
に
基
き
予
め
予
防
警
戒
に
努
む
る
処
あ
り
し
と
雖
別
項
記
載
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の
如
く
十
二
月
に
至
り
て
は
殆
ど
各
府
県
に
患
者
の
散
発
を
見
ざ
る
処
な
く
地
方
に
よ
り
て
は
再
び
流
行
の
徴
を
示
し

来
り
た
る
を
以
て
病
毒
伝
播
を
防
止
す
る
方
法
の
一
と
し
て
患
者
の
早
期
隔
離
治
療
を
奨
励
せ
り
、
然
る
に
一
般
病
院
、

診
療
所
等
の
状
況
を
見
る
に
前
回
の
流
行
時
に
於
て
は
流
行
漸
く
激
し
き
に

ひ
入
院
患
者
益
々
増
加
し
病
室
の
不
足

を
告
げ
為
に
入
院
を
拒
絶
せ
ら
れ
た
る
も
の
尠
か
ら
ざ
る
に
鑑
み
此
際
市
町
村
伝
染
病
院
又
は
隔
離
病
舎
等
を
利
用
す

る
は
策
の
得
た
る
も
の
な
る
を
以
て
十
二
月
二
十
七
日
各
府
県
に
対
し
左
の
通
牒
を
発
せ
り
。

衛
発
第
九
八
五
号

十
二
月
二
十
七
日

衛
生
局
長

庁
府
県
長
官
宛

流
行
性
感
冒
予
防
に
関
す
る
件

流
行
性
感
冒
の
予
防
に
関
し
て
は
曩
日
及
通
牒
候
次
第
も
有
之
候
処
既
に
流
行
の
徴
あ
る
地
方
も
有
之
候
に
就
て

は
此
際
之
が
予
防
並
に
治
療
の
効
果
を
収
む
る
の
一
方
法
と
し
て
予
め
市
町
村
の
伝
染
病
院
又
は
隔
離
病
舎
を
利
用

す
る
の
方
法
を
講
ぜ
ら
れ
候
様
致
度
。

予
防
注
射
呼
吸
保
護
器
の
使
用
其
他
流
行
性
感
冒
の
予
防
に
関
し
て
は
各
種
衛
生
団
体
の
尽
力
に
俟
つ
べ
き
も
の
不

尠
を
以
て
大
正
九
年
一
月
十
二
日
潮
衛
生
局
長
よ
り
北
里
大
日
本
医
師
会
長
宛
左
の
照
会
を
発
し
以
て
予
防
方
法
の
普

及
を
講
ず
る
の
手
段
を
採
れ
り
。

拝
啓
益
々
御
清
穆
の
段
奉
賀
候
陳
者
大
正
七
年
来
世
界
的
流
行
を

く
し
た
る
流
行
性
感
冒
は
客
年
夏
以
来
流
行

を
見
ざ
る
に
至
り
し
も
本
病
毒
は
其
性
質
上
風
邪
季
節
に
入
る
と
共
に
隠
微
の
間
に
毒
性
を
増
加
し
漸
次
流
行
を
来

す
の
虞
有
之
候
を
以
て
客
秋
来
之
が
予
防
に
関
し
て
は
各
地
方
に
対
し
夫
々
適
切
な
る
計
劃
を
立
て
し
め
警
戒
に
努
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め
居
候
得
共
本
年
に
入
り
て
よ
り
病
勢
遽
に
熾
烈
と
な
り
死
亡
率
亦
増
加
す
る
の
傾
向
あ
る
は
洵
に
遺
憾
に
堪
へ
ざ

る
次
第
に
有
之
候
之
が
予
防
に
関
し
て
は
各
種
衛
生
機
関
の
尽
力
に
負
ふ
所
不
尠
儀
に
有
之
候
処
此
際
特
に
一
般
の

注
意
警
戒
を
促
し
呼
吸
保
護
器
の
使
用
予
防
注
射
の
奨
励
等
其
他
予
防
上
に
付
幾
多
貴
会
の
御
配
慮
に
俟
つ
べ
き
も

の
甚
だ
大
な
る
次
第
に
有
之
候
に
就
て
は
右
等
の
事
項
実
行
上
一
層
御
配
慮
相
煩
度
切
望
に
不
堪
此
段
得
貴
意
候

敬
具

尚
各
府
県
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
予
防
施
設
状
況
を
知
る
の
要
あ
り
依
て
各
地
方
長
官
宛

東

京

は

警
視
総
監

一
月
十
二

日
左
の
電
報
を
発
せ
り
。

流
行
性
感
冒
の
予
防
に
関
し
既
に
施
設
せ
ら
れ
た
る
事
項
及
将
来
の
計
画
の
内
容
詳
細
至
急
報
告
あ
り
た
し
。

流
行
は
一
月
に
入
り
て
漸
く
激
烈
と
な
り
多
数
の
患
死
者
を
出
す
に
至
り
た
る
を
以
て
益
々
予
防
施
設
を
充
実
せ
し

む
る
こ
と
緊
要
と
な
り
呼
吸
保
護
器
の
使
用
、
含
嗽
、
予
防
注
射
等
之
が
普
及
実
施
に
関
し
て
は
先
一
般
官
公
吏
を
し

て
卒
先
し
て
一
般
人
民
に
対
し
之
が
範
を
示
さ
し
む
る
の
必
要
を
認
め
左
の
如
く
夫
々
照
会
及
通
牒
を
発
せ
り
。

其
一

衛
発
第
一
七
号

大
正
九
年
一
月
十
四
日

次
官

内
閣
書
記
官
長

鉄
道
院
副
総
裁

行
政
裁
判
所
長
官

会
計
検
査
院
長
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各
省
次
官

宮
内
次
官

流
行
性
感
冒
の
予
防
に
関
す
る
件

流
行
性
感
冒
に
関
し
て
は
客
秋
来
地
方
を
督
励
し
鋭
意
之
が
予
防
方
法
を
講
じ
た
り
と
雖
本
年
に
入
り
て
よ
り
其

病
勢
漸
く
熾
烈
と
な
る
の
傾
向
あ
る
は
遺
憾
と
す
る
所
に
有
之
固
よ
り
本
病
は
其
の
性
質
上
予
防
方
法
甚
だ
困
難
な

る
も
の
有
之
候
得
共
一
般
を
し
て
本
病
に
対
す
る
自
衛
的
注
意
を
喚
起
せ
し
む
る
を
最
も
緊
要
と
す
る
処
に
有
之
候

就
て
は
此
際
貴
庁
所
管
の
全
国
関
係
職
員
を
し
て
卒
先
し
て
特
に
呼
吸
保
護
器
の
使
用
を
実
行
せ
し
め
ら
れ
併
せ
て

予
防
注
射
及
含
嗽
を
奨
励
せ
ら
る
る
に
於
て
は
一
般
に
及
ぼ
す
効
果
不
尠
と
存
候
条
之
が
実
行
上
に
関
し
篤
と
御
配

慮
相
煩
度
。

其
二

内
務
次
官

省
内
各
局
課
長

明
治
神
宮
造
営
局
長

特
殊
財
産
管
理
局
長

造
神
宮
副
使

流
行
性
感
冒
の
予
防
に
関
す
る
件

本
件
に
関
し
別
紙
写
の
通
各
省
其
他
へ
照
会
候
に
就
て
は
本
省
に
於
て
は
他
の
範
と
な
る
べ
き
様
之
が
実
行
上
一

層
御
配
慮
相
成
度
。
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其
三

次
官

庁
府
県
長
官
宛

流
行
性
感
冒
の
予
防
に
関
す
る
件
通
牒

本
件
に
関
し
別
紙
写
の
通
各
省
其
他
へ
照
会
候
に
就
て
は
貴
管
内
関
係
官
公
署
に
対
し
他
の
範
と
な
る
べ
き
様
之

が
実
行
上
一
層
御
配
慮
相
成
度
。

尚
流
行
は
益
々
熾
烈
に
向
ひ
殆
ど
終
熄
を
予
測
し
得
ざ
る
が
如
き
状
態
に
陥
り
為
に
曩
年
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
ん
と

す
る
に
至
れ
る
を
以
て
府
県
に
於
け
る
予
防
方
法
を
一
層
徹
底
せ
し
め
ん
が
為
め
一
月
十
六
日
内
務
大
臣
は
庁
府
県
に

対
し
左
の
訓
令
を
発
し
た
り
。

内
務
省
訓
第
一
号

庁
府
県

流
行
性
感
冒
の
予
防
に
就
て
は
曩
に
之
に
関
す
る
必
要
事
項
を
条
挙
し
て
通
牒
せ
し
む
る
処
あ
り
庁
府
県
に
於
て

は
既
に
相
当
施
設
の
下
に
之
が
予
防
に
努
め
つ
つ
あ
り
と
雖
本
年
に
入
り
て
よ
り
其
病
勢
漸
く
熾
烈
を
加
へ
む
と
す

る
傾
向
あ
る
は
深
く
遺
憾
と
す
若
不
幸
に
し
て
曩
年
の
如
き
流
行
を
再
び
す
る
こ
と
あ
ら
ん
か
其
の
影
響
寔
に
寒
心

に
堪
へ
ざ
る
な
り
此
際
庁
府
県
に
於
て
は
一
段
の
努
力
を
以
て
予
防
施
設
の
普
及
拡
充
に
努
め
特
に
左
記
事
項
に
付

て
は
迅
速
之
が
励
行
を
図
り
予
防
上
違
算
な
き
を
期
せ
ら
る
べ
し
。

大
正
九
年
一
月
十
六
日

大
臣

一
、
一
般
の
注
意
を
喚
起
す
る
に
就
き
有
効
適
切
と
認
む
る
一
切
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。
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二
、
呼
吸
保
護
器
の
使
用
を
奨
励
し
之
を
得
る
の
途
な
き
も
の
に
対
し
て
は
相
当
給
与
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

三
、
流
行
地
に
於
て
は
情
況
に
よ
り
呼
吸
保
護
器
を
使
用
す
る
に
非
ざ
れ
ば
多
衆
集
合
の
場
所
に
立
入
ら
し
め
ざ
る

こ
と
。

四
、
予
防
注
射
及
含
嗽
を
奨
励
す
る
こ
と
。

五
、
救
療
の
途
な
き
も
の
に
対
し
て
は
相
当
救
療
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

六
、
前
各
項
の
事
項
を
実
行
す
る
に
付
一
層
地
方
団
体
、
衛
生
団
、
救
療
団
体
、
学
校
、
会
社
、
工
場
其
他
公
私
団

体
並
に
篤
志
家
等
の
活
動
を
促
す
こ
と

以
上

上
述
の
如
く
予
防
上
有
ら
ゆ
る
有
効
と
思
惟
す
る
方
法
の
実
施
を
奨
励
宣
伝
す
る
に
努
む
る
と
雖
本
病
の
蔓
延
伝
播

を
容
易
に
阻
止
す
る
能
は
ず
流
行
は
益
々
猖
獗
に
向
ひ
且
病
勢
悪
化
し
多
数
の
死
者
を
出
す
に
至
り
一
月
下
旬
よ
り
二

月
上
旬
に
於
て
は
一
日
全
国
本
病
死
者
は
一
千
五
百
人
内
外
よ
り
多
き
は
三
千
人
余
に
達
す
る
に
至
り
惨
害
名
状
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
依
て
之
れ
が
状
況
を
調
査
す
る
と
共
に
予
防
施
設
を
し
て
一
層
効
果
あ
ら
し
む
る
為
に
一
月
下

旬
本
省
防
疫
職
員
数
人
を
分
ち
て
各
府
県
に
派
遣
し
て
之
を
督
励
し
た
り
。

尚
各
府
県
に
於
け
る
予
防
施
設
の
万
全
を
期
せ
ん
が
た
め
に
は
防
疫
職
員
の
増
置
を
要
す
べ
き
を
以
て
二
月
四
日
各

府
県
に
対
し
本
病
予
防
に
従
事
す
べ
き
必
要
人
員
の
申
出
を
照
会
し
二
月
六
日
及
同
十
七
日
に
防
疫
員
六
十
四
名
防
疫

監
吏
七
十
三
名
を
配
置
せ
り
詳
細
左
表
の
如
し
。
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流
行
性
感
冒
の
為
防
疫
職
員
配
置
表

二

月

六

日

配

置

二

月

十

七

日

配

置

計

道

庁

及

府

県

防

疫

員

防
疫
監
吏

防

疫

員

防

疫

監

吏

防

疫

員

防

疫

監

吏

北

海

道

二

二

東

京

六

六

京

都

一

二

一

二

大

阪

神

奈

川

五

五

五

五

兵

庫

長

崎

新

潟

二

二

二

二

埼

玉

五

五

群

馬

一

一

一

一

千

葉

二
月
十
二
日

配

置

三

三

三

三

茨

城

栃

木

二

二

二

二

奈

良

三

重

二

四

二

四
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愛

知

四

一
二

四

一
二

静

岡

一

一

一

一

山

梨

一

三

一

三

滋

賀

岐

阜

長

野

二

二

二

二

宮

城

二

二

二

二

福

島

｜

｜

｜

｜

岩

手

一

一

一

一

青

森

二

四

二

四

山

形

｜

｜

｜

｜

秋

田

二

二

福

井

五

一
〇

五

一
〇

石

川

一

一

一

一

富

山

一

二

一

二

鳥

取

島

根

岡

山

広

島
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山

口

和

歌

山

徳

島

二

三

二

三

香

川

四

四

四

四

愛

一
月
二
十
七
日

配

置

二

六

二

六

高

知

二

二

福

岡

大

分

佐

賀

一

一

熊

本

一

二

一

二

宮

崎

二

二

鹿

児

島

沖

縄

計

五
〇

四
七

一
四

二
六

六
四

七
三
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流
行
性
感
冒
の
予
防
宣
伝
に
対
し
て
は
曩
に
予
防
心
得
五
万
部
を
各
府
県
に
配
附
し
た
る
こ
と
は
既
述
の
如
く
な
る

も
尚
之
が
要
旨
を
普
く
徹
底
せ
し
む
る
為
簡
単
な
る
標
語
を
印
刷
し
汎
く
配
布
し
て
一
見
予
防
の
綱
目
を
会
得
せ
し
む

る
は
効
果
尠
か
ら
ざ
る
べ
き
を
思
ひ
一
月
十
九
日
左
の
標
語
小
札
四
十
八
万
枚
を
各
府
県
に
配
布
せ
り
。

流感予防

(局生衛省務内)

一
、
近
寄
る
な

咳
す
る
人
に

二
、
鼻
口
を
覆
へ

他
の
為
に
も

身
の
為
に
も

三
、
予
防
注
射
を

転
ば
ぬ
先
に

四
、
含
嗽
せ
よ

朝
な
夕
な
に

尚
絵
画
に
よ
る
予
防
宣
伝
方
法
を
計
画
し
左
に
掲
げ
た
る
五
種
の
予
防
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
各
府
県
に
配
布
せ
ん
が
為

各
五
千
万
枚
宛
印
刷
に
附
せ
り
、
然
れ
ど
も
是
等
五
種
の
予
防
「
ポ
ス
タ
ー
」
配
布
に
関
し
て
は
経
費
の
都
合
も
あ
り

二
月
七
日
（
第
一
種
及
第
二
種
配
布
後
）
衛
生
局
長
よ
り
左
の
如
く
通
牒
せ
り
。

衛
発
第
七
二
号

大
正
九
年
二
月
七
日

衛
生
局
長

庁
府
県
長
官
宛
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流
行
性
感
冒
予
防
「
ポ
ス
タ
ー
」
曩
に
二
葉
及
送
附
候
処
尚
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
含
嗽
及
予
防
注
射
の
奨
励
に
関

す
る
も
の
三
葉
不
日
可
及
送
附
候
へ
共
経
費
の
関
係
上
其
部
数
多
か
ら
ざ
る
儀
に
有
之
候
就
て
は
貴
府
県
に
於
て
相

当
御
増
刷
の
上
必
要
の
向
へ
普
及
候
様
御
取
計
相
煩
度
。

追
て
右
「
ポ
ス
タ
ー
」
原
版
は
京
橋
区
北
槙
町
一
成
社
印
刷
所
に
保
存
致
居
候
に
付
一
時
に
多
数
印
刷
せ
し
む

る
に
於
て
は
一
葉
八
銭
内
外
の
見
込
に
有
之
取
纏
め
印
刷
せ
し
む
べ
く
候
条
必
要
の
向
は
至
急
其
部
数
当
局
へ
申

出
相
成
候
様
致
度
。

右
照
会
後
印
刷
代
の
値
上
げ
等
あ
り
予
期
の
如
く
増
刷
の
申
込
多
か
ら
ざ
り
し
も
北
海
道
、
埼
玉
、
愛
知
、
富
山
、

沖
縄
等
に
て
六
千
余
部
の
増
刷
申
込
あ
り
た
り
、
其
他
は
府
県
内
に
於
て
増
刷
し
た
る
も
の
少
か
ら
ざ
り
し
如
し
（
別

紙
参
照
）。
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本
病
患
死
者
数
、
及
流
行
状
況
の
調
査
並
本
病
の
取
扱
に
関
す
る
疑
義
等
に
関
し
照
覆
し
た
る
事
項
等
を
概
記
す
べ

し
。由

来
流
行
性
感
冒
は
其
の
症
状
普
通
感
冒
に
酷
似
せ
る
場
合
多
く
両
者
の
鑑
別
診
断
比
較
的
困
難
な
る
と
軽
症
の
も

の
は
医
療
を
受
け
ず
二
三
日
の
休
養
に
よ
り
て
治
癒
す
る
こ
と
多
く
殊
に
届
出
の
規
定
な
き
を
以
て
患
死
者
数
の
調
査

は
極
め
て
困
難
な
る
も
の
あ
り
、
然
れ
ど
も
之
が
概
数
を
知
る
は
流
行
の
大
勢
を
窺
ひ
予
防
救
療
の
方
策
を
樹
つ
る
上

に
重
要
な
り
、
拠
て
大
正
八
年
十
二
月
一
日
府
県
に
照
会
を
発
し
左
の
各
号
に
つ
き
調
査
し
た
り
。

発
衛
第
九
〇
六
号

大
正
八
年
十
二
月
一
日

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
宛
（
東
京
は
警
視
総
監
）

流
行
性
感
冒
に
関
す
る
件
照
会

十
二
月
一
日
以
降
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
の
状
況
別
紙
様
式
に
依
り
十
五
日
毎
に
取
纏
め
御
報
告
相
成
度
。

追
て
十
二
月
一
日
以
前
流
行
有
之
候
は
ば
其
概
要
附
記
相
成
度
。

流
行
性
感
冒
患
死
者
調
査
表
（
別
紙
）

流

行

の

初

期

患

者

数

死

者

数

市

部

郡

部

合

計
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備
一
、
流
行
の
状
況
。

二
、
特
に
流
行
の
著
し
き
地
方
。

三
、
救
療
の
状
況
。

本
件
に
関
し
て
は
大
正
九
年
一
月
七
日
左
記
電
報
を
発
し
以
て
状
況
詳
知
の
方
法
を
講
ぜ
り
。

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
（
東
京
は
警
視
総
監
）

十
二
月
一
日
衛
発
第
九
〇
六
号
照
会
流
行
性
感
冒
調
査
表
は
本
月
よ
り
十
日
毎
に
報
告
あ
り
た
し
。

流
行
性
感
冒
の
流
行
は
一
月
に
入
り
益
々
猖
獗
に
赴
き
之
が
予
防
施
設
の
充
実
を
期
す
る
に
は
先
づ
詳
細
な
る
流
行

の
状
況
を
迅
速
に
知
る
の
要
あ
り
、
之
が
為
一
月
十
六
日
左
記
電
報
を
発
し
十
六
日
以
後
日
報
を
以
て
患
死
者
数
を
報

告
あ
る
べ
く
通
牒
せ
り
。

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
（
東
京
は
警
視
総
監
へ
電
話
）

一
月
一
日
以
降
十
五
日
ま
で
の
流
行
性
感
冒
患
死
者
数
至
急
電
報
あ
り
た
し
。
既
に
十
日
ま
で
の
分
報
告
済
の
向

は
十
一
日
以
降
十
五
日
ま
で
の
分
を
電
報
あ
り
た
し
。
十
六
日
以
降
の
患
死
者
数
は
乍
手
数
毎
日
書
面
報
告
あ
り
た

し
尚
其
他
の
事
項
は
十
日
毎
に
書
面
報
告
あ
り
た
し
。

右
に
よ
り
日
報
を
以
て
患
死
者
数
を
調
査
し
つ
つ
あ
り
し
に
三
月
に
入
り
て
は
流
行
の
勢
を
減
じ
日
々
の
新
患
者
百

名
未
満
に
過
ぎ
ざ
る
府
県
数
二
十
五
に
及
び
其
他
の
府
県
に
於
て
も
多
く
は
百
人
以
上
五
百
人
未
満
に
減
少
せ
る
を
以
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て
同
月
下
旬
以
降
は
旬
報
と
す
る
旨
三
月
十
二
日
通
牒
せ
り
。

衛
発
第
一
六
〇
号

大
正
九
年
三
月
十
二
日

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
（
東
京
は
警
視
総
監
）

流
行
性
感
冒
患
死
者
数
に
関
し
て
は
毎
日
御
報
告
相
煩
居
候
処
来
る
二
十
一
日
よ
り
旬
報
を
以
て
御
報
告
相
成
度
。

流
行
性
感
冒
の
流
行
は
上
述
の
如
く
漸
次
衰
頽
に
傾
き
終
熄
の
日
も
遠
か
ら
ざ
る
に
至
り
し
が
過
去
に
於
け
る
前
後

二
回
に
渉
る
流
行
の
状
況
、
惨
害
の
程
度
、
予
防
措
置
等
に
関
し
綜
括
し
て
調
査
し
将
来
の
参

に
資
せ
ん
為
め
左
記

照
会
を
各
地
方
長
官
に
発
せ
り
。

衛
乙
発
第
四
号

大
正
九
年
三
月
十
二
日

衛
生
局
長

各
地
方
長
官
宛

流
行
性
感
冒
に
関
す
る
件
照
会

大
正
七
、
八
年
及
同
八
、
九
年
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
に
関
し
別
記
の
事
項
御
取
調
の
上
六
月
末
日
迄
に
回
報
相

成
度
。

一
、
海
外
よ
り
病
毒
侵
入
の
事
実
あ
れ
ば
其
の
事
実
。

二
、
陸
海
軍
部
隊
内
に
於
け
る
流
行
と
府
県
に
於
け
る
流
行
と
の
間
に
特
種
の
関
係
を
有
せ
し
も
の
あ
ら
ば
其
の
事

実
。

三
、
大
正
八
、
九
年
に
於
け
る
市
及
郡
部
別
の
月
別
総
死
亡
数
（
市
は
市
別
に
、
郡
は
郡
全
体
の
も
の
）。
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四
、
流
行
期
間
内
に
於
け
る
市
郡
別
の
流
感
患
死
者
数
（
左
表
に
依
る
）。

月

別

市
郡

別

総
人
口

初
発
の

時
期

終
熄
の

時
期

流

感

に

原

因

せ

る

患

死

者

数

大

正

年

大

正

年

何

月

何

月

何

月

何

月

何

月

何

月

何

月

患
者

死
者

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

計

患
者

死
者

何

市

何

市

全
郡
部

計
五
、
大
正
七
、
八
年
流
行
時
に
流
感
に
罹
り
た
る
為
大
正
八
、
九
年
の
流
行
時
に
於
て
は
罹
病
を
免
れ
た
る
も
の
と

認
む
可
き
も
の
あ
ら
ば
其
の
事
実
。

六
、
適
当
な
る
市
又
は
町
村
等
を
撰
み
流
感
患
死
者
に
就
き
性
別
、
年
齢
別
、
職
業
別
（
左
表
に
依
る
）。
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性
別
年
齢
別
調

患

者

死

者

年

齢

別

男

女

計

男

女

計

五

歳

以

下

自

六

歳

至

十

歳

自

十

一

歳

至

二

十

歳

以
下
十
歳
毎
に
記
す
る
こ
と

累

計

職
業
別
調

患

者

数

死

者

数

職

業

有

業

者

無

業

者

計

有

業

者

無

業

者

計

一

農
業
牧
畜
養
蚕
等

二

林
業
及
狩
猟
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三

漁
業
及
製
塩

四

鉱
業
及
冶
金
業

五

土
石
類
の
採
取
及
製
造

六

金
属
に
関
す
る
製
造

七

機
械
及
器
具
製
造
の
一

八

機
械
及
器
具
製
造
の
二

九

化
学
的
製
品
及
類
似
の
製
品
製
造

一
〇

綿
及
糸
類
製
造

一
一

織
物
編
物
類
製
造
並
染
晒
等
の

業

一
二

紙
及
紙
品
製
造

一
三

皮
革
、
皮
革
品
及
護
謨
製
造

一
四

木
竹
類
に
関
す
る
製
造

一
五

水
産
物
製
造
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一
六

飲
食
料
品
及
嗜
好
品
製
造

一
七

被
服
及
身
廻
り
品
製
造
、
洗
濯
、

湯
熨
斗
等

一
八

土
木
、
建
築
業

一
九

銅
版
、
石
版
、
木
版
等
の
彫
刻
、

印
刷
及
写
真
業

二
〇

其
他
の
工
業

二
一

物
品
商

二
二

売
買
媒
介
業

二
三

金
融
及
保
険
業

二
四

物
品
賃
貸
業
、
倉
庫
業
其
他
の

物
品
預
り
業
人
事
及
其
他
の
周

旋
業

二
五

旅
人
宿
及
下
宿
業
、
飲
食
店
業
、

遊
戯
場
及
興
業
営
業
場
、
沐
浴

に
関
す
る
業

二
六

商
業
に
し
て
（
二
一
）
乃
至

（
二
五
）
に
編
入
せ
ざ
る
も
の
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二
七

交
通
業

二
八

現
役
陸
軍
及
海
軍

二
九

宮
廷
、
国
及
公
共
団
体
の
職
務

を
帯
ぶ
る
者
並
雇
傭
員

三
〇

自
由
業

三
一

技
芸
に
従
業
す
る
者
及
娯
楽
に

関
す
る
職
業
に
従
事
す
る
者

三
二

其
他
の
有
業
者
及
有
業
者
に
し

て
職
業
の
申
告
詳
か
な
ら
ざ
る

者

三
三

無
職
業
及
職
業
を
申
告
せ
ざ
る

者

合

計

備
本
表
職
業
別
は
別
冊
職
業
分
類
に
拠
る
こ
と
。

無
業
家
族
が
患
死
者
な
る
場
合
に
は
生
計
主
の
職
業
に
依
り
相
当
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

三
三
）
項
に
属
す
る
者
に
し
て
家
族
に
非
ざ
る
者
は
之
を
有
業
者
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

七
、
予
防
措
置
及
成
績

既
に
報
告
済
の
も
の
は

報
告
す
る
に
及
ば
ず

。
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一
般
概
括
。

予
防
に
関
す
る
思
想
の
啓
発
。

マ
ス
ク
」
含
嗽
の
奨
励
。

集
合
禁
止
、
学
校
工
場
閉
鎖
等
。

伝
染
病
舎
、
隔
離
病
舎
利
用
等
。

予
防
費
（
予
算
又
は
決
算
の
区
別
を
明
記
す
る
こ
と
）。

何

年

度

何

年

度

府

県

円

円

市

（
区

町

村

衛

生

組

合

公

益

団

体

備
補
助
額
は
当
該
欄
に
内
書
に
朱
記
す
る
こ
と
。

各
種
公
益
団
体
活
動
の
状
況
。

患
者
救
療
の
状
況
。

適
当
と
認
む
る
二
三
の
箇
所
に
於
け
る
箇
所
別
の
予
防
注
射
の
成
績
。
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一
、
使
用
せ
し
予
防
液
の
種
類
及
其
製
造
者
。

一
、
予
防
注
射
施
行
の
期
日

其
の
期
日
は
流
行
の
初
期
、
極
期
、

終
熄
期
な
る
や
を
も
記
す
る
こ
と

。

一
、
患
死
者
発
生
数
。

甲
」
予
防
注
射
を
受
け
た
る
も
の
。

Ａ
二
回
注
射
を
完
了
せ
し
も
の
。

Ｂ
一
回
注
射
の
み
を
受
け
た
る
も
の
。

罹

病

せ

し

も

の

注
射
後
五
日
以
内
発
病
の
も
の

同
上
十
日
以
内
に
発
病
の
も
の

同
上
十
一
日
以
上
の
後
発
病
の
も
の

患
者

死
者

患
者

死
者

患
者

死
者

大
正
七
八
年

流
行
の
際
罹

病
せ
し
も
の

同
上
せ
ざ

る
も
の

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

罹

病

せ

ざ

る

も

の

大
正
七
八
年
流

行
の
際
罹
病
せ

し
も
の

同

上

せ
ざ
る
も
の

同
前
表
に
よ
る
こ
と
。

乙
」
予
防
注
射
を
受
け
ざ
る
も
の
。
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罹

病

せ

る

も

の

罹

病

せ

ざ

る

も

の

患

者

死

者

大
正
七
八
年
流
行
の

際
罹
病
せ
し
も
の

同
上
せ
ざ
る
も
の

〃

〃

〃

〃

備

乙
」
に
関
す
る
調
査
は
甲
と
同
一
の
箇
所
若
く
は
「
甲
」
の
調
査
と
対
照
す
る
に
適
当
な
る
他
の
箇
所
に
就
き
行

ふ
こ
と
（
後
段
の
場
合
に
於
て
は
調
査
箇
所
を
明
記
す
る
こ
と
）。

予
防
注
射
の
効
果
を
判
定
す
る
に
適
当
な
る
事
例
。

全
府
県
内
予
防
注
射
を
受
け
た
る
も
の
の
総
数
（
其
の
総
数
は
使
用
せ
し
予
防
液
の
種
類
及
其
製
造
者
別
に
す

る
こ
と
）。

予
防
液
の
種
類
製
造
者
別
に
し
た
る
反
応
副
作
用
等
の
事
実
。

其
の
他
参

と
な
る
べ
き
事
項
。

本
病
予
防
上
に
生
ぜ
る
疑
義
に
つ
き
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本
病
は
所
謂
法
定
伝
染
病
に
非
ざ
る
が
故
に
之
が
取
扱
に
関
し
て
は
種
々
の
疑
義
を
生
ぜ
り
主
要
な
る
照
覆
左
の
如
し
。

一
、
神
奈
川
県
よ
り
一
月
廿
二
日
左
の
電
報
照
会
あ
り
た
る
を
以
て
同
二
十
三
日
衛
生
局
長
よ
り
次
の
如
く
返
電
せ
り
。

一
月
二
十
二
日

神
奈
川
県
知
事

衛
生
局
長
宛

明
治
十
九
年
閣
令
第
二
十
三
号
の
伝
染
病
及
明
治
二
十
三
年
法
律
第
四
十
四
号
官
吏
遺
族
扶
助
法
第
四
条
第
二
項
の
伝
染
病

は
法
定
伝
染
病
に
限
る
や
又
広
く
一
般
伝
染
性
疾
患
に
も
適
用
せ
ら
る
る
や
貴
局
の
意
見
承
知
し
度
。

一
月
二
十
三
日

衛
生
局
長

神
奈
川
県
知
事
宛

御
問
合
せ
の
閣
令
第
二
十
三
号
等
の
伝
染
病
は
流
行
性
感
冒
を
も
含
む
義
と
存
ず
。

本
件
照
覆
の
事
実
は
一
月
二
十
日
各
地
方
長
官
に
通
牒
せ
り
。

二
、
鹿
児
島
県
知
事
よ
り
次
の
照
会
あ
り
た
る
を
以
て
二
月
四
日
左
の
如
く
衛
生
局
長
よ
り
回
答
せ
り
。

一
月
二
十
九
日

鹿
児
島
県
知
事

衛
生
局
長
宛

市
町
村
に
て
為
せ
る
流
行
性
感
冒
予
防
施
設
に
要
せ
し
費
用
に
対
し
伝
染
病
予
防
費
と
同
様
に
県
費
補
助
を
為
し
市
町
村
を

し
て
予
防
上
完
全
な
る
施
設
を
講
ぜ
し
む
る
必
要
を
認
め
今
般
伝
染
病
予
防
費
補
助
の
予
算
よ
り
市
町
村
の
支
出
精
算
額
に
対

し
十
分
の
二
・
二
を
補
助
致
度
に
付
此
の
経
費
に
対
し
て
特
別
の
詮
議
を
以
て
伝
染
病
予
防
費
補
助
に
対
す
る
と
同
様
国
庫
下

渡
金
交
付
相
成
様
致
度
何
分
御
回
答
相
煩
度
候
（
摘
要
）。

二
月
四
日

衛
生
局
長

鹿
児
島
県
知
事
宛

流
行
性
感
冒
予
防
費
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
件
回
答
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本
件
に
関
し
客
月
二
十
九
日
衛
発
第
一
六
九
号
を
以
て
御
照
会
相
成
候
処
右
予
防
費
に
対
す
る
国
庫
補
助
は
目
下
困
難
な
る

事
情
有
之
候
条
御
了
知
相
成
度
。

二
月
十
三
日
滋
賀
県
知
事
よ
り
も
同
様
国
庫
補
助
に
関
し
照
会
あ
り
し
に
対
し
局
長
よ
り
鹿
児
島
県
知
事
に
発
せ
る
も
の
と

同
意
味
の
回
答
を
な
せ
り
。

三
、
長
野
県
知
事
よ
り
二
月
十
九
日
附
電
報
を
以
て
明
治
二
十
八
年
勅
令
第
七
一
号
伝
染
病
中
に
は
流
行
性
感
冒
を
含
む
や
否
や

の
照
会
あ
り
た
る
に
つ
き
三
月
一
日
衛
生
局
長
よ
り
勅
令
七
一
号
伝
染
病
中
に
は
流
行
性
感
冒
を
含
む
旨
電
報
を
以
て
回
答
せ

り
。

本
件
に
関
し
て
は
同
様
の
意
味
を
庁
府
県
長
官
宛
通
牒
す
。

三
、
大
正
九
年
秋
冬
の
候
に
対
す
る
予
防

前
後
二
回
に
亘
る
大
流
行
に
際
し
本
省
の
採
り
た
る
予
防
施
設
は
概
ね
上
述
の
如
く
な
り
し
が
猶
大
正
九
年
秋
冬
の

候
に
於
て
三
度
本
病
の
流
行
な
き
を
保
し
難
き
を
以
て
予
め
是
れ
が
対
策
を
講
究
す
る
の
要
を
認
め
四
月
十
九
日
よ
り

四
月
二
十
三
日
に
至
る
期
間
本
省
に
於
て
開
催
せ
る
地
方
衛
生
技
術
官
会
議
に
於
て
流
行
性
感
冒
に
関
し
左
の
諮
問
を

為
せ
り
。

一
、
流
行
性
感
冒
予
防
に
関
し
実
験
上
有
効
と
認
め
ら
れ
た
る
方
法
如
何
。

右
に
依
り
各
地
方
の
実
際
に
関
す
る
経
験
及
意
見
の
開
陳
あ
り
由
来
今
回
の
如
き
流
行
性
感
冒
の
流
行
は
稀
れ
に
見

る
と
こ
ろ
な
る
べ
き
も
各
府
県
共
其
の
被
れ
る
惨
害
甚
し
か
り
し
を
以
て
之
が
予
防
撲
滅
方
法
に
関
し
て
も
各
種
の
手

段
方
法
と
之
が
実
行
に
関
し
多
大
の
努
力
と
苦
心
と
を
以
て
せ
り

ち
是
れ
に
よ
り
て
得
た
る
経
験
は
将
来
の
予
防
施

設
計
劃
上
裨
益
す
る
と
こ
ろ
少
か
ら
ざ
る
を
認
め
た
り
。
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猶
欧
米
各
国
に
於
け
る
本
病
の
流
行
状
況
、
予
防
施
設
並
に
治
療
方
法
等
を
実
際
に
調
査
せ
し
め
ん
為
め
大
正
九
年

五
月
初
旬
防
疫
官
兼
内
務
技
師
加
藤
源
三
を
英
米
二
国
に
内
務
技
師
兼
防
疫
官
氏
原
佐
蔵
を
同
年
七
月
仏
国
巴
里
に
開

催
さ
る
べ
き
聯
合
国
神
経
病
学
会
並
に
同
年
十
月
同
地
に
開
催
さ
る
べ
き
結
核
防
止
国
際
協
会
設
立
に
関
す
る
会
議
に

日
本
委
員
と
し
て
出
席
す
べ
き
要
務
を
も
兼
ね
仏
、
瑞
、
独
、
伊
の
四
箇
国
に
派
遣
し
た
り
。

其
の
他
本
病
予
防
対
策
の
完
璧
を
期
せ
ん
が
為
め
大
正
九
年
九
月
本
省
は
左
の
四
名
を
臨
時
嘱
託
し
常
時
の
職
員
と

相
協
力
し
て
専
ら
本
病
予
防
に
関
す
る
内
外
各
般
の
文
献
に
就
き
調
査
せ
し
む
る
と
共
に
一
面
我
国
に
於
け
る
医
学
者
、

臨
床
家
其
の
他
医
事
衛
生
関
係
者
六
百
余
名
に
対
し
本
病
予
防
上
に
関
す
る
意
見
を
求
め
多
数
有
力
な
る
参

資
料
を

得
た
り
流
行
性
感
冒
に
関
す
る
調
査
嘱
託
左
の
如
し
。

慶
応
義
塾
医
学
部
教
授

医
学
博
士

高
野
六
郎

伝
染
病
研
究
所
技
師

医
学
士

佐
藤
秀
三

伝
染
病
研
究
所
技
手

医
学
士

野
辺
地
慶
三

北
里
研
究
所
助
手

武
辺
虎
一

斯
く
て
各
般
の
学
説
文
献
の
調
査

究
の
結
果
と
海
外
視
察
員
の
報
告
と
学
者
実
地
家
の
意
見
と
を
精
渉
審
議
し
て

左
の
如
き
流
行
性
感
冒
予
防
要
項
な
る
も
の
を
得
之
を
地
方
長
官
に
訓
令
実
施
を
促
す
と
共
に
関
係
各
方
面
に
汎
く
印

刷
配
布
し
た
り
。

内
務
省
訓
令
第
一
号

庁
府
県

流
行
性
感
冒
は
幸
に
し
て
昨
今
未
だ
甚
し
き
流
行
を
見
ざ
る
も
今
に
於
て
注
意
警
戒
を
厳
に
し
之
を
未
然
に
防
止
す
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る
に
非
ず
む
ば
再
び
曩
年
の
如
き
惨
禍
を
反
覆
す
る
の
虞
な
き
を
保
せ
ず
本
病
の
予
防
に
関
し
て
は
従
来
其
の
最
善
と

認
む
る
施
設
の
励
行
に
努
む
る
所
あ
り
し
と
雖
尚
予
防
方
法
の
十
全
を
期
せ
む
が
為
曩
に
官
吏
を
海
外
に
派
遣
し
又
職

員
を
省
内
に
特
設
し
て
専
ら
内
外
の
文
献
及
施
設
に
関
し
調
査

究
を
悉
さ
し
む
る
と
共
に
一
面
全
国
に
於
け
る
学
者

実
際
家
の
意
見
を
も
需
め
更
に
精

審
議
を
重
ね
て
別
紙
要
項
に
示
す
が
如
き
成
案
を
得
た
り
之
が
実
行
に
関
し
て
は

固
よ
り
各
般
の
事
情
を
参
酌
し
機
宜
を
制
す
る
の
必
要
あ
る
べ
し
と
雖
大
体
本
要
項
に
基
き
て
予
防
に
関
す
る
計
画
を

確
立
し
以
て
之
が
遂
行
に
努
む
る
と
共
に
公
共
団
体
を
始
め
公
私
諸
団
体
及
篤
志
家
の
活
動
を
促
し
相
俟
て
本
病
予
防

の
効
果
を
挙
げ
む
こ
と
を
期
せ
ら
る
べ
し
。

大
正
十
年
一
月
六
日

内
務
大
臣

流
行
性
感
冒
の
予
防
要
項

第
一

病
原
及
伝
染
径
路

一
、
病
原
体
と
し
て
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
、
濾
過
性
病
原
体
又
は
他
の
菌
を
挙
ぐ
る
者
あ
る
も
現
今
に
於
て
は
未
だ
学

者
間
に
意
見
の
一
致
を
見
ず
。

二
、
重
症
の
流
行
性
感
冒
に
は
肺
炎
を
伴
ふ
も
の
最
も
多
し
。

流
行
性
感
冒
肺
炎
に
は
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
及
肺
炎
双
球
菌
重
要
な
る
意
義
を
有
す
。

三
、
病
原
体
の
排
泄
口
及
侵
入
門
戸
は
主
と
し
て
口
腔
及
鼻
腔
な
り
。

四
、
感
染
は
主
と
し
て
咳
嗽
、
噴

等
の
際
に
於
け
る
飛
沫
伝
染
に
因
る
。
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唾
痰
、
鼻
汁
其
の
他
寝
具
、
食
器
、
手
拭
等
感
染
の
媒
介
を
な
す
こ
と
あ
り
。

五
、
病
原
体
保
有
者
が
伝
染
源
と
な
る
こ
と
あ
り
。

第
二

予
防
方
法

第
一

伝
染
径
路
の
遮
断

甲
、
飛
沫
伝
染
の
防
止

一
、
咳
嗽
、
噴

に
関
す
る
注
意

イ
、
咳
嗽
、
噴

の
際
は
「
ハ
ン
ケ
チ
」、
手
拭
、
紙
片
等
に
て
口
鼻
を
覆
ふ
こ
と
。

ロ
、
対
談
の
際
は
な
る
べ
く
三
四
尺
の
間
隔
を
保
つ
こ
と
。

ハ
、
飛
沫
伝
染
の
危
険
な
る
こ
と
を
周
知
徹
底
せ
し
む
る
こ
と
。

二
、「
マ
ス
ク
」
の
使
用

イ
、
患
者
に
接
す
る
と
き
使
用
す
る
こ
と
。

ロ
、
群
集
の
中
（
電
車
、
汽
車
、
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
、
集
会
等
）
に
入
る
と
き
使
用
す
る
こ
と
。

ハ
、
患
者
又
は
罹
患
の
疑
あ
る
者
は
人
に
接
す
る
と
き
又
は
外
出
の
際
使
用
す
る
こ
と
。

ニ
、
理
髪
業
者
の
如
き
は
従
業
中
使
用
す
る
こ
と
。

三
、「
マ
ス
ク
」
に
関
す
る
注
意

イ
、「
マ
ス
ク
」
は
清
潔
な
る
布
片
に
て
製
し
其
の
厚
さ
は
「
ガ
ー
ゼ
」
六
枚
の
程
度
を
標
準
と
す
る
こ
と
。

ロ
、「
マ
ス
ク
」
は
口
鼻
を
完
全
に
覆
ふ
大
さ
を
要
す
る
こ
と
。

ハ
、「
マ
ス
ク
」
は
時
々
取
換
へ
又
は
煮
沸
、
洗
濯
す
る
等
常
に
清
潔
に
す
る
こ
と
。
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乙
、
患
者
の
隔
離

一
、
一
般
家
庭

イ
、
患
者
は
な
る
べ
く
別
室
に
隔
離
し
別
室
な
き
と
き
は
屛
風
、
衝
立
の
類
を
以
て
健
康
者
と
隔
つ
る
こ
と
。

患
者
は
な
る
べ
く
早
期
に
入
院
す
る
を
可
と
す
。

ロ
、
患
家
と
の
交
通
を
差
控
ふ
る
こ
と
。

二
、
寄
宿
舎
及
工
場
等

イ
、
流
行
の
兆
あ
る
と
き
は
健
康
診
断
、
外
出
禁
止
、
面
会
謝
絶
其
の
他
出
入
の
警
戒
を
な
す
こ
と
。

ロ
、
隔
離
室
を
設
け
患
者
及
罹
患
の
疑
あ
る
者
は
早
期
に
隔
離
す
る
こ
と
。

ハ
、
工
場
通
勤
者
に
し
て
罹
患
せ
る
も
の
又
は
罹
患
の
疑
あ
る
も
の
あ
る
と
き
は
相
当
期
間
就
業
を
差
控
へ
し

む
る
こ
と
。

三
、
旅
店
、
下
宿
屋
其
の
他
宿
泊
所

イ
、
患
者
又
は
罹
患
の
疑
あ
る
者
に
は
速
に
医
療
を
受
く
べ
き
こ
と
を
勧
め
他
の
宿
泊
人
と
の
交
通
を
差
控
へ

し
む
る
こ
と
。

ロ
、
患
者
に
は
な
る
べ
く
早
期
入
院
を
勧
む
る
こ
と
。

四
、
病
院
其
の
他
患
者
収
容
所

流
行
性
感
冒
患
者
と
他
の
一
般
患
者
と
は
同
室
に
収
容
せ
ざ
る
こ
と
。

五
、
客
に
接
す
る
業
務
者

患
者
又
は
罹
患
の
疑
あ
る
者
は
相
当
期
間
就
業
を
差
控
ふ
る
こ
と
。
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丙
、
集
会
、
集
合
の
制
限

一
、
演
説
会
、
講
演
会
、
説
教
等

流
行
時
に
は
な
る
べ
く
此
の
種
の
会
合
を
見
合
は
す
こ
と
。

二
、
学
校
、
幼
稚
園
等

昇
校
停
止

イ
、
職
員
、
生
徒
、
児
童
に
し
て
罹
患
せ
る
も
の
又
は
罹
患
の
疑
あ
る
も
の
は
直
に
昇
校
を
停
止
す
る
こ
と
。

ロ
、
患
者
の
発
生
せ
る
家
庭
又
は
部
落
よ
り
来
る
職
員
、
生
徒
、
児
童
に
対
し
て
は
必
要
と
認
む
る
と
き
は

直
に
昇
校
を
停
止
す
る
こ
と
。

学
校
閉
鎖

学
校
内
、
学
校
所
在
地
及
其
の
近
傍
に
於
て
患
者
発
生
の
場
合
は
状
況
に
依
り
速
に
全
校
又
は
其
の
一
部
を

閉
鎖
す
る
こ
と
。

流
行
時
に
は
遠
足
、
運
動
会
、
早
朝
の
昇
校
等
に
付

慮
す
る
こ
と
。

幼
稚
園
に
於
て
は
前
記
各
号
に
準
じ
処
置
す
る
こ
と
。

三
、
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
等

流
行
時
に
は
入
場
者
の
「
マ
ス
ク
」
使
用
を
奨
励
し
衛
生
施
設
を
一
層
厳
密
に
し
状
況
に
依
り
興
行
を
見
合
は

す
こ
と
。

四
、
祭
礼
、
祝
賀
会
、
法
会
、
葬
式
等
に
於
け
る
多
人
数
の
集
合
は
な
る
べ
く
之
を
避
く
る
こ
と
。

五
、
交
通
機
関
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咳
嗽
、
噴

に
関
す
る
注
意
、「
マ
ス
ク
」
の
使
用
、
唾
痰
の
処
置
を
な
る
べ
く
励
行
す
る
こ
と
。

丁
、
消
毒

一
、
唾
痰
の
処
置

唾
痰
は
唾
壺
、
布
片
、
紙
片
又
は
下
水
、
便
池
等
の
外
に
咯
出
せ
ざ
る
こ
と
。

唾
痰
、
鼻
汁
に
て
汚
染
せ
る
布
片
、
紙
片
及
唾
壺
内
の
唾
痰
は
消
毒
し
又
は
便
池
に
投
棄
す
る
こ
と
。

二
、
患
者
の
使
用
せ
る
居
室
、
寝
具
、
衣
類
、
食
器
等
の
消
毒

イ
、
居
室
の
消
毒
。

畳
及
器
具
は
湿
布
を
以
て
拭
浄
し
室
内
は
日
光
の
射
入
、
空
気
の
交
換
を
充
分
に
す
る
こ
と
。

ロ
、
寝
具
、
衣
類
等
の
消
毒
。

屢
日
光
消
毒
を
行
ふ
か
又
は
煮
沸
消
毒
、
蒸
汽
消
毒
等
を
行
ふ
こ
と
。

ハ
、
食
器
の
消
毒
。

食
器
は
専
用
と
し
使
用
の
都
度
熱
湯
消
毒
を
行
ふ
こ
と
。

ニ
、
患
者
又
は
罹
患
の
疑
あ
る
者
の
使
用
せ
る
物
件
は
な
る
べ
く
健
康
者
用
の
も
の
と
区
別
し
消
毒
せ
る
後
に

非
ざ
れ
ば
他
人
に
使
用
せ
し
め
ざ
る
こ
と
。

三
、
旅
店
、
下
宿
屋
、
飲
食
店
、
料
理
店
等
に
於
て
営
業
上
使
用
す
る
物
件
に
付
て
は
前
記
各
号
に
準
じ
処
置
す

る
こ
と
。

戊
、
含
嗽

含
嗽
は
食
塩
水

百
分
中

食
塩
一

、
重
曹
水

百
分
中

重
曹
一

、
硼
酸
水

百
分
中

硼
酸
二

、
微
温
湯
等
を
使
用
し
一
日
数
回
殊
に
外
出
の
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後
食
事
の
前
後
及
就
眠
前
に
行
ふ
こ
と
。

第
二

予
防
注
射

流
行
の
兆
あ
る
時
は
な
る
べ
く
速
に
予
防
注
射
を
受
く
る
を
可
と
す
。

注
射
を
受
け
む
と
す
る
者
に
し
て
心
臓
疾
患
、
脚
気
、
腎
臓
疾
患
、
肺
結
核
、

娠
、
発
熱
其
の
他
身
体
に
異
常

あ
る
も
の
は
予
め
特
に
医
師
に
協
議
す
る
こ
と
。

第
三

一
般
衛
生

一
、
精
神
を
爽
快
に
保
ち
皮
膚
を
練
固
し
腸
胃
を
健
全
に
し
適
度
の
運
動
を
な
し
て
抵
抗
力
の
増
進
を
計
る
こ
と
。

二
、
徒
歩
を
奨
励
す
る
こ
と
。

三
、
老
幼
、
虚
弱
者
は
特
に
寒
気
に
冒
さ
れ
ざ
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
。

イ
、
な
る
べ
く
早
朝
、
深
夜
の
外
出
を
避
く
る
こ
と
。

ロ
、
寒
気
甚
し
き
時
は
戸
外
の
遊
戯
、
運
動
等
を
差
控
ふ
る
こ
と
。

ハ
、
防
寒
設
備
に
注
意
し
湯
冷
、
寝
冷
等
を
避
く
る
こ
と
。

四
、
強
壮
者
と
雖
予
防
注
意
を
怠
ら
ざ
る
こ
と
。

五
、
過
労
を
避
け
休
養
を
充
分
に
す
る
こ
と
。

六
、
室
内
の
採
光
、
換
気
、
清
潔
に
注
意
し
寝
具
、
衣
類
等
の
乾
燥
其
の
他
清
潔
に
努
む
る
こ
と
。

七
、
頭
痛
、
発
熱
等
身
体
に
異
常
あ
る
と
き
は
速
に
医
師
の
診
療
を
受
け
其
の
注
意
を
厳
守
す
る
こ
と
。

八
、

婦
、
産
婦
は
特
に
予
防
に
注
意
す
る
こ
と
。

九
、
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
其
の
他
多
衆
集
合
の
場
所
に
立
入
る
を
差
控
ふ
る
こ
と
。

182



第
三

医
療
及
看
護
等

一
、
医
療
の
普
及

イ
、
診
療
所
、
診
療
班
等
の
活
動
及
臨
時
組
織
を
促
す
こ
と
。

ロ
、
軍
医
の
援
助
を
求
む
る
こ
と
。

ハ
、
医
学
校
、
医
学
研
究
所
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
等
の
活
動
を
促
す
こ
と
。

二
、
病
院
其
の
他
患
者
収
容
所
の
利
用

イ
、
伝
染
病
院
、
隔
離
病
舎
を
利
用
す
る
こ
と
。

ロ
、
官
公
私
立
病
院
の
収
容
力
増
加
を
促
す
こ
と
。

ハ
、
公
会
堂
、
寺
院
、
教
会
其
の
他
適
当
の
建
物
を
臨
時
収
容
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
。

ニ
、
病
院
其
の
他
患
者
収
容
所
に
於
け
る
病
床
の
需
給
を
調
節
す
る
こ
と
。

三
、
看
護
の
普
及

イ
、
看
護
婦
の
需
給
を
調
節
す
る
こ
と
。

ロ
、
巡
回
看
護
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
、
看
護
婦
会
の
活
動
を
促
す
こ
と
。

四
、
治
療
材
料
類
の
供
給

薬
品
其
の
他
予
防
又
は
治
療
に
必
要
な
る
物
件
の
製
造
能
力
を
増
進
し
其
の
配
給
を
按
排
し
買
占
、
売
惜
其
の

他
不
当
行
為
の
取
締
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

五
、
予
防
又
は
治
療
に
困
難
を
感
ず
る
者
に
対
し
て
は
相
当
の
援
助
救
済
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。
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是
れ
よ
り
先
き
十
二
月
本
病
予
防
に
関
す
る
「
ポ
ス
タ
ー
」
を

案
の
上
三
万
枚
を
印
刷
し
広
く
各
地
方
に
配
付
し

一
般
の
注
意
を
喚
起
せ
し
め
予
防
の
主
旨
を
徹
底
せ
し
む
る
に
努
め
た
り
、
其
の
他
陸
海
軍
に
於
て
は
地
方
官
憲
と
連

絡
し
十
二
月
新
入
営
、
新
入
団
者
に
対
し
て
予
め
予
防
注
射
を
為
す
の
方
法
を
採
り
た
り
。
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第
三
節

道
府
県
に
於
け
る
施
設

第
一
項

予
防
施
設
状
況

一
、
予
防
に
関
す
る
思
想
の
啓
発

本
病
流
行
の
徴
あ
る
や
各
府
県
に
於
て
は
告
諭
を
発
し
本
病
の
臨
床
的
症
状
、
伝
染
の
状
況
、
予
防
の
方
法
等
を
一

般
に
知
ら
し
め
一
方
警
察
署
長
、
郡
市
長
等
に
通
牒
を
発
し
て
之
が
予
防
警
戒
に
対
し
遺
漏
な
か
ら
し
め
た
り
。
又
本

省
よ
り
配
付
の
予
防
心
得
書
、「
ポ
ス
タ
ー
」
等
を
主
要
な
る
個
所
に
配
付
掲
示
し
或
は
之
を
増
刷
し
又
は
通
俗
な
る

心
得
書
を
印
刷
し
て
各
戸
に
配
付
せ
る
も
あ
り
或
は
「
マ
ス
ク
」
含
嗽
、
予
防
注
射
等
を
奨
励
せ
ん
が
為
に
種
々
な
る

「
ポ
ス
タ
ー
」
を

案
印
刷
せ
る
府
県
も
尠
か
ら
ず
、
又
簡
易
な
る
文
字
を
以
て
予
防
心
得
を
記
載
せ
る
栞
を
作
製
し

小
学
児
童
に
配
付
し
児
童
を
通
し
て
家
庭
に
予
防
上
の
注
意
を
与
へ
た
る
も
あ
り
、
埼
玉
県
に
於
て
は
所
沢
航
空
隊
に

依
嘱
し
て
飛
行
機
上
よ
り
予
防
心
得
書
の
配
付
を
な
し
所
謂
空
中
宣
伝
を
行
ひ
た
り
、
其
他
新
聞
雑
誌
を
利
用
し
て
各

地
に
於
け
る
流
行
状
況
を
記
載
し
一
般
に
警
戒
を
与
へ
予
防
方
法
の
実
行
を
促
し
た
り
、
衛
生
講
話
会
は
市
町
村
、
青

年
会
其
他
の
各
種
団
体
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
福
井
県
の
如
き
は
自
動
車
を
利
用
し
路
傍
講
演
、
注
意
書
散
布
を
な
し
つ

つ
県
下
各
地
を
巡
回
宣
伝
し
た
り
、
其
他
二
三
府
県
に
て
は
流
行
性
感
冒
予
防
劇
を
作
り
て
之
を
活
動
写
真
の
映
画
に

撮
り
以
て
一
般
に
観
覧
せ
し
め
本
病
の
性
状
予
防
の
方
法
等
を
興
味
の
裡
に
理
解
せ
し
む
る
に
努
め
或
は
活
動
写
真
館
、

劇
場
等
の
幕
間
を
利
用
し
て
予
防
心
得
を
大
書
掲
示
し
又
は
衛
生
吏
員
を
し
て
本
病
に
対
す
る
講
演
を
行
は
し
め
た
る
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も
あ
り
き
、
然
れ
ど
も
講
演
会
活
動
写
真
等
を
以
て
民
衆
を
集
合
せ
し
む
る
は
却
へ
つ
て
本
病
の
伝
染
の
機
会
を
造
る

も
の
と
な
し
て
之
を
避
け
し
め
た
る
地
方
亦
尠
か
ら
ず
。

本
病
は
其
の
性
質
上
之
が
予
防
警
戒
に
は
殆
ど
各
自
の
自
衛
心
に
俟
つ
外
適
切
な
る
方
策
な
き
を
以
て
之
が
喚
起
方

法
と
し
て
流
行
の
当
初
よ
り
各
府
県
に
於
て
は
予
防
宣
伝
に
力
を
注
ぎ
殊
に
印
刷
物
に
よ
る
宣
伝
方
法
最
も
盛
ん
に
行

は
れ
た
り
。
今
各
府
県
に
於
て
施
行
し
た
る
予
防
宣
伝
方
法
を
摘
録
す
れ
ば
左
の
如
し
。

北
海
道

流
行
の
初
期
よ
り
予
防
上
の
注
意
事
項
を
列
記
せ
る
印
刷
物
を
一
般
に
配
付
し
或
は
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
配
付

し
て
劇
場
、
寄
席
、
湯
屋
、
理
髪
店
、
電
車
内
其
の
他
見
易
き
場
所
に
貼
付
せ
し
め
又
は
各
地
に
講
演
会
を
開
き
て
思

想
の
啓
発
に
努
力
せ
り
。

東
京
府

本
病
の
性
質
を
知
る
は
予
防
上
極
め
て
緊
要
の
こ
と
と
認
め
警
察
署
長
に
指
示
し
て
其
の
性
質
及
予
防
方
法

の
普
及
に
努
力
せ
し
め
随
所
に
衛
生
講
話
会
を
開
催
せ
し
め
以
て
思
想
の
啓
発
に
努
め
た
る
を
始
め
と
し
或
は
予
防
心

得
の
配
布
、
掲
示
若
く
は
活
動
写
真
館
又
は
劇
場
等
に
於
て
予
防
の
宣
伝
を
な
し
之
が
思
想
の
啓
発
に
尽
し
た
る
は
孰

れ
も
相
当
効
果
あ
り
し
を
認
め
た
り
。

京
都
府

学
校
、
工
場
其
の
他
の
団
体
及
一
般
民
家
に
対
し
予
防
心
得
書
を
配
付
し
時
々
衛
生
講
話
会
を
催
し
て
予
防

宣
伝
に
努
め
た
り
。

大
阪
府

患
者
に
対
し
て
早
期
治
療
を
勧
め
病
毒
伝
播
の
機
会
尠
か
ら
し
む
可
く
直
接
間
接
に
注
意
警
告
を
怠
ら
ざ
る

は
勿
論
前
回
の
流
行
期
に
は
市
と
協
定
し
て
注
意
書
を
印
刷
し
市
内
各
戸
に
配
布
し
市
民
の
思
想
啓
発
に
努
め
一
方
大

阪
府
衛
生
会
も
亦
予
防
心
得
書
三
千
五
百
枚
を
印
刷
し
市
内
枢
要
の
場
所
に
掲
示
し
且
つ
市
内
百
余
箇
所
に
大
型
立
看

板
を
建
設
し
以
て
予
防
思
想
の
喚
起
に
努
め
た
り
、
後
流
行
の
際
に
は
告
諭
の
全
文
三
万
五
千
枚
を
印
刷
し
各
警
察
署
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を
し
て
劇
場
、
寄
席
、
湯
屋
、
理
髪
場
、
会
社
、
工
場
其
他
公
衆
集
合
の
場
所
等
に
配
付
掲
示
せ
し
め
尚
本
省
よ
り
の

配
付
の
予
防
心
得
を
増
刷
普
及
せ
し
め
、
且
予
防
心
得
「
カ
ー
ド
」
も
増
刷
の
上
三
千
枚
は
市
営
並
に
郊
外
の
各
電
気

鉄
道
会
社
に
交
渉
し
全
車
輛
に
対
し
一
車
に
二
枚
乃
至
四
枚
宛
を
貼
付
掲
示
せ
し
め
以
て
其
の
趣
旨
の
普
及
に
努
む
る

と
同
時
に
残
余
は
府
下
各
警
察
官
署
衛
生
組
合
等
を
介
し
て
必
要
な
る
方
面
に
頒
布
し
た
り
。

神
奈
川
県

活
動
写
真
の
興
行
を
利
用
し
予
防
注
意
書
を
幕
間
に
映
出
せ
し
め
て
公
衆
の
注
意
を
喚
起
し
又
一
面
に
於

て
は
劇
場
、
寄
席
等
多
衆
集
合
の
機
会
を
利
用
し
て
同
注
意
書
を
掲
出
せ
し
め
一
般
の
注
意
を
喚
起
し
た
り
。

兵
庫
県

注
意
書
を
配
付
し
新
聞
紙
を
利
用
し
て
各
自
の
自
衛
を
促
せ
る
は
勿
論
一
層
徹
底
的
に
会
得
せ
し
む
る
為
活

動
写
真
「
フ
イ
ル
ム
」
数
巻
を
作
製
し
各
地
興
業
主
を
し
て
映
出
せ
し
め
た
り
。

長
崎
県

時
々
訓
令
を
発
し
島
司
郡
市
長
警
察
官
署
長
を
し
て

ら
県
民
の
自
衛
心
喚
起
に
努
め
た
る
外
一
般
予
防
心

得
に
関
す
る
印
刷
物
を
県
内
全
部
に
配
付
せ
り
。

新
潟
県

大
正
七
、
八
年
流
行
性
感
冒
流
行
の
兆
あ
る
や
県
に
於
て
稍
詳
細
に
し
て
平
易
に
記
述
せ
る
予
防
心
得
書
を

警
察
官
署
、
郡
市
役
所
及
町
村
役
場
に
配
布
し
且
つ
理
髪
店
、
湯
屋
、
旅
館
、
興
行
場
、
停
車
場
、
汽
船
発
着
所
、
学

校
、
工
場
等
へ
絵
入
の
単
簡
な
る
予
防
心
得
書
を
掲
示
せ
し
め
各
市
町
村
に
対
し
て
も
各
戸
に
予
防
心
得
書
配
付
方
を

奨
励
し
傍
ら
県
衛
生
技
術
員
、
警
察
官
、
郡
市
役
所
員
を
し
て
各
市
町
村
、
学
校
工
場
等
に
予
防
上
の
講
話
を
施
行
せ

し
め
た
る
結
果
一
般
人
民
の
予
防
思
想
著
し
く
向
上
し
予
防
注
射
を
受
く
る
者
「
マ
ス
ク
」
使
用
者
含
嗽
実
行
者
等
著

し
く
増
加
し
尚
流
行
時
患
家
出
入
者
の
減
少
、
患
者
の
遠
慮
心
を
喚
起
す
る
等
に
よ
り
大
正
八
年
に
於
て
は
前
回
の
流

行
に
比
し
稍
患
死
者
を
減
少
せ
し
む
る
こ
と
を
得
た
り
。

埼
玉
県

印
刷
物
及
流
感
予
防
「
ポ
ス
タ
ー
」
等
文
書
を
以
て
予
防
宣
伝
を
な
し
又
飛
行
機
に
依
り
之
等
を
配
布
す
る
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等
の
手
段
を
講
じ
た
る
も
民
衆
を
集
合
せ
し
め
衛
生
講
話
等
を
な
す
は
却
て
伝
染
の
機
会
を
作
る
虞
あ
る
を
慮
り
之
を

避
け
た
り
。

群
馬
県

警
察
官
署
長
よ
り
調
査
報
告
す
る
材
料
に
基
き
患
者
数
表
を
作
製
し
時
々
県
郡
市
医
師
会
長
、
警
察
官
署
長
、

新
聞
記
者
等
に
頒
布
し
て
一
般
的
に
周
知
方
法
を
講
ぜ
し
め
以
て
自
衛
心
の
喚
起
に
努
め
尚
感
冒
予
防
に
関
す
る
標
語

を
造
り
二
万
八
千
枚
を
五
百
円
の
予
算
を
以
て
印
刷
し
停
車
場
、
旅
店
、
待
合
所
、
料
理
店
、
理
髪
店
、
湯
屋
其
の
他

公
衆
の
出
入
す
る
場
所
に
掲
出
せ
し
め
或
は
地
方
医
師
会
、
衛
生
組
合
等
と
協
力
し
て
衛
生
講
話
会
を
開
き
或
は
劇
場
、

活
動
写
真
館
に
至
り
幕
合
の
時
間
中
本
病
の
最
も
恐
る
可
き
こ
と
を
講
話
宣
伝
し
た
り
。

千
葉
県

流
感
予
防
に
関
す
る
内
務
省
衛
生
局
送
付
の
予
防
心
得
其
他
各
種
の
印
刷
物
を
官
衙
、
学
校
、
病
院
、
公
私

立
の
団
体
其
他
多
数
出
入
す
る
個
所
に
貼
付
し
或
は
各
戸
に
配
付
し
尚
各
所
に
設
置
せ
る
警
察
官
署
の
警
告
板
に
予
防

に
関
す
る
要
項
を
掲
示
せ
し
め
一
般
に
周
知
せ
し
む
る
の
外
学
校
医
、
地
方
開
業
医
師
、
警
察
医
、
防
疫
員
等
に
於
て

講
話
を
為
し
以
て
予
防
に
関
す
る
思
想
を
啓
発
せ
し
め
た
り
。

茨
城
県

官
民
一
致
協
力
を
計
り
一
般
に
対
し
て
病
毒
伝
播
径
路
及
其
伝
播
力
の
熾
烈
且
つ
恐
る
べ
き
を
知
ら
し
め
一

面
絵
入
予
防
掛
図
を
印
刷
し
県
下
各
銀
行
、
郵
便
局
、
町
村
役
場
、
劇
場
、
各
学
校
、
理
髪
店
、
湯
屋
其
の
他
多
衆
集

合
の
場
所
に
し
て
公
衆
の
看
易
き
所
に
貼
付
せ
し
め
或
は
予
防
心
得
書
を
理
解
し
易
き
文
字
を
以
て
印
刷
し
各
家
庭
に

隈
な
く
配
付
し
以
て
予
防
心
得
の
喚
起
を
促
し
又
学
校
生
徒
児
童
其
他
青
年
会
員
等
に
対
し
夫
々
予
防
上
に
関
す
る
講

話
を
な
す
等
予
防
に
関
す
る
思
想
の
啓
発
に
努
め
殊
に
本
病
予
防
に
関
す
る
思
想
を
広
く
且
つ
速
か
に
県
下
に
普
及
せ

し
む
る
目
的
を
以
て
小
型
の
栞
を
作
製
し
之
を
小
学
校
児
童
に
配
布
し
た
る
が
児
童
を
通
し
て
家
庭
に
及
ぼ
し
た
る
影

響
は
大
な
る
も
の
に
し
て
予
防
上
至
大
の
効
果
あ
り
た
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
り
。
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栃
木
県

本
病
予
防
方
法
を
一
般
に
周
知
せ
し
む
る
為
め
県
費
に
て
印
刷
物
を
作
製
し
之
を
配
付
す
る
と
共
に
市
町
村

長
を
し
て
予
防
心
得
書
を
印
刷
せ
し
め
て
之
を
各
戸
に
配
付
し
又
適
当
な
る
機
会
を
利
用
し
予
防
思
想
の
普
及
を
図
り

以
て
一
般
に
対
す
る
自
衛
心
の
喚
起
に
努
め
た
り
。

奈
良
県

予
防
に
関
し
て
は
予
防
宣
伝
書
を
各
戸
に
配
付
し
又
は
多
数
人
の
集
合
す
る
場
所
に
之
を
掲
示
し
警
察
官
吏
、

役
場
吏
員
、
学
校
職
員
と
共
力
し
機
会
を
得
る
毎
に
予
防
事
項
を
宣
伝
し
民
衆
の
予
防
思
想
啓
発
に
努
め
た
り
。

三
重
県

衛
生
講
話
会
、
印
刷
物
配
付
等
一
般
に
自
衛
心
喚
起
に
努
め
又
活
動
写
真
館
に
於
て
幕
間
に
予
防
に
関
す
る

事
項
を
映
写
観
覧
せ
し
め
た
る
向
も
あ
り
た
り
。

愛
知
県

予
防
上
の
思
想
啓
発
に
就
て
は
衛
生
講
話
会
は
成
る
可
く
之
を
避
け
し
め
諭
告
に
基
き
た
る
注
意
書
を
配
付

せ
し
め
各
市
町
村
の
経
費
の
許
す
限
り
「
ポ
ス
タ
ー
」
掲
示
を
行
は
し
め
亦
予
防
心
得
書
の
配
付
を
為
し
地
方
に
よ
り

て
は
青
年
会
の
掲
示
板
を
利
用
し
時
々
の
状
況
を
一
般
に
知
ら
し
め
た
り
、
其
他
小
学
校
に
於
て
は
学
校
医
よ
り
、
青

年
会
の
集
会
時
に
於
て
は
地
方
の
医
師
よ
り
、
工
場
に
於
て
は
工
場
医
よ
り
夫
々
予
防
に
関
す
る
講
話
を
為
し
又
警
察

取
締
に
属
す
る
各
種
の
営
業
者
の
会
合
時
に
警
察
署
長
よ
り
注
意
を
与
ふ
る
等
の
方
法
を
執
り
た
り
。

静
岡
県

思
想
の
啓
発
方
法
と
し
て
大
要
左
記
各
項
を
実
施
し
た
り
。

言
論

流
感
予
防
に
関
す
る
思
想
の
啓
発
に
就
て
は
民
衆
の
耳
よ
り
直
接
に
伝
達
す
る
を
以
て
最
も
効
果
あ
り
と
思

料
し
医
師
警
察
官
等
を
し
て
学
校
、
工
場
、
消
防
演
習
、
其
他
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
の
幕
間
等
を
利
用
し
多
衆
集

合
の
場
所
に
於
て
流
感
予
防
の
宣
伝
を
な
さ
し
め
又
県
下
主
要
の
市
、
町
に
於
て
は
警
察
官
、
警
察
医
、
市
町
村
吏
員
、

衛
生
組
合
員
、
医
師
会
員
等
協
力
し
道
路
上
に
於
て
予
防
宣
伝
を
為
さ
し
め
た
る
に
当
時
嶄
新
の
方
法
な
り
し
を
以
て

相
当
効
果
あ
り
た
る
も
の
と
思
料
す
。
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活
動
写
真

活
動
写
真
の
映
写
中
に
流
感
予
防
に
関
す
る
簡
単
な
る
文
字
又
は
絵
画
を
映
写
し
弁
士
を
し
て
説
明
を

為
さ
し
め
た
り
。

印
刷
物

従
来
の
難
渋
な
る
章
句
は
宣
伝
に
適
せ
ざ
る
を
察
し
本
省
の
宣
伝
、
文
字
に
準
じ
極
め
て
簡
潔
明
瞭
な
る

語
句
を
用
ひ
流
感
予
防
の
主
旨
を
印
刷
頒
布
し
市
町
村
を
し
て
更
に
複
製
頒
布
方
奨
励
し
た
り
又
一
面
新
聞
紙
を
利
用

し
予
防
心
得
方
普
及
を
計
り
た
り
。

山
梨
県

感
冒
流
行
の
徴
あ
る
や
告
諭
、
訓
令
を
発
し
注
意
警
戒
す
る
と
共
に
予
防
心
得
書
大
二
千
枚
小
二
万
枚
を
印

刷
し
又
私
立
山
梨
県
衛
生
会
に
於
て
は
予
算
百
五
十
円
を
計
上
し
て
宣
伝
用
心
得
書
大
二
千
五
百
枚
小
二
万
枚
を
印
刷

し
県
の
印
刷
物
と
共
に
下
宿
、
湯
屋
、
理
髪
店
、
停
車
場
其
他
衆
人
の
看
易
き
場
所
に
掲
示
し
又
は
諸
所
に
衛
生
講
話

会
を
催
し
又
は
活
動
写
真
館
を
利
用
し
て
幕
間
に
本
病
予
防
に
関
す
る
注
意
を
映
写
せ
し
め
た
り
。

滋
賀
県

予
防
方
法
及
予
防
心
得
は
流
行
の
初
期
に
於
て
予
め
告
諭
を
発
し
以
て
一
般
県
民
の
注
意
警
戒
を
促
し
之
が

趣
旨
の
徹
底
を
期
す
る
為
め
郡
市
長
及
警
察
官
署
長
に
対
し
普
ね
く
周
知
方
に
関
し
通
牒
を
発
せ
し
め
た
り
而
し
て
之

が
周
知
に
関
し
採
り
た
る
方
法
は
市
町
村
又
は
衛
生
組
合
の
費
用
を
以
て
、
印
刷
物
を
調
製
せ
し
め
之
を
各
戸
に
配
布

し
或
は
各
種
学
校
並
に
多
衆
集
合
の
場
所
又
は
路
傍
の
適
当
と
認
む
べ
き
個
所
へ
之
を
大
書
掲
示
せ
し
む
る
等
多
数
会

合
す
る
講
演
等
は
成
る
べ
く
之
を
避
け
汎
く
予
防
思
想
の
啓
発
に
努
め
た
り
。

岐
阜
県

予
防
心
得
書
を
各
郡
、
市
役
所
、
警
察
官
署
に
配
付
し
公
衆
集
合
の
場
所
に
掲
示
せ
し
め
た
り
。

長
野
県

予
防
心
得
書
「
ポ
ス
タ
ー
」
の
配
付
、
衛
生
講
話
を
行
ひ
医
師
会
、
青
年
会
、
婦
人
会
等
を
し
て
「
マ
ス

ク
」
含
嗽
の
普
及
に
対
す
る
宣
伝
を
な
さ
し
め
た
り
。

宮
城
県

印
刷
物
の
配
付
、
衛
生
講
話
の
開
催
等
に
よ
り
之
が
予
防
智
識
の
普
及
徹
底
に
努
め
た
り
、
又
市
町
村
に
於
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て
も
印
刷
物
を
増
刷
し
て
配
付
す
る
等
一
般
周
知
方
法
を
講
じ
た
り
。

福
島
県

一
般
の
注
意
を
喚
起
せ
し
む
る
為
め
県
費
よ
り
金
五
百
円
を
支
出
し
心
得
書
十
万
枚
を
印
刷
し
各
市
町
村
に

配
付
せ
り
。
市
町
村
に
於
て
は
之
を
増
刷
し
又
は
絵
画
等
の
意
匠
を
加
へ
た
る
印
刷
物
を
各
戸
に
配
付
し
警
察
官
吏
は

村
会
あ
る
毎
に
之
が
説
明
等
を
為
し
て
以
て
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
に
努
め
た
り
。

岩
手
県

訓
令
、
通
牒
を
発
し
て
予
防
警
戒
に
努
む
る
と
共
に
予
防
心
得
書
を
配
付
せ
り
。

青
森
県

衛
生
局
よ
り
配
付
の
予
防
注
意
書
を
更
に
二
万
枚
増
刷
し
て
必
要
な
る
町
村
の
毎
戸
に
配
付
し
芝
居
、
活
動

写
真
館
等
の
入
場
者
に
も
配
付
せ
し
む
、
一
面
注
意
書
の
拡
大
し
た
る
も
の
を
増
刷
し
又
衛
生
局
配
布
の
「
ポ
ス
タ

ー
」
を
増
刷
し
市
町
村
役
場
、
青
年
団
等
の
掲
示
場
、
理
髪
店
、
湯
屋
、
劇
場
等
多
人
数
集
合
の
場
所
に
掲
示
し
本
病

予
防
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
し
自
衛
心
の
普
及
を
図
れ
り
。

山
形
県

流
感
予
防
心
得
書
数
万
枚
を
印
刷
し
て
普
く
一
般
に
配
付
し
衛
生
局
よ
り
送
付
の
同
心
得
書
は
郡
市
町
村
、

警
察
官
署
其
の
他
の
掲
示
場
を
利
用
し
て
之
を
掲
出
せ
し
め
又
必
要
に
応
じ
て
衛
生
講
話
会
を
各
地
に
開
催
し
て
予
防

方
法
の
普
及
徹
底
に
努
め
た
り
。

秋
田
県

告
諭
、
訓
令
等
を
発
布
し
又
警
察
医
を
各
地
に
派
し
て
講
演
其
の
他
の
方
法
に
依
り
予
防
思
想
喚
起
に
努
め

た
り
。

福
井
県

一
般
に
周
知
せ
し
む
る
方
法
と
し
て
予
防
心
得
書
を
各
戸
に
配
付
し
或
は
新
聞
を
利
用
し
て
患
者
の
処
置
其

の
他
の
予
防
方
法
を
記
載
せ
し
め
或
は
工
場
、
劇
場
、
寄
席
、
旅
館
其
他
多
数
集
合
す
る
場
所
及
交
通
頻
繁
な
る
個
所

に
平
易
な
る
絵
入
注
意
書
を
掲
示
し
て
予
防
方
法
の
徹
底
を
期
せ
り
。

石
川
県

予
防
心
得
書
の
配
付
図
解
の
配
布
又
は
活
動
写
真
の
初
め
に
注
意
書
を
映
写
し
予
防
思
想
の
啓
発
に
努
め
た
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り
。

富
山
県

県
費
を
以
て
予
防
心
得
書
一
万
二
千
枚
を
印
刷
し
町
村
役
場
、
学
校
、
工
場
、
劇
場
等
多
人
数
集
合
の
場
所

に
掲
示
せ
し
め
予
防
宣
伝
に
努
め
た
り
。

鳥
取
県

民
衆
自
衛
心
の
啓
発
を
促
す
べ
く
当
該
官
公
署
を
始
め
各
種
の
公
私
団
体
を
督
励
し
て
極
力
予
防
警
戒
の
宣

伝
に
努
め
し
め
就
中
印
刷
物
の
配
布
、
各
種
集
合
機
会
を
利
用
し
て
予
防
に
関
す
る
講
話
を
な
し
又
は
興
行
場
に
於
て

其
幕
間
を
利
用
し
て
予
防
宣
伝
を
為
す
等
大
に
予
防
思
想
の
啓
発
に
努
め
た
り
次
回
の
流
行
時
に
あ
り
て
は
一
般
に
於

て
も
苦
き
経
験
を
有
せ
る
を
以
て
彼
此
相
戒
め
て
之
が
予
防
に
努
め
甚
し
き
は
一
部
落
に
於
て
患
者
発
生
す
る
や
医
師

の
外
絶
対
に
患
家
に
出
入
せ
ざ
り
し
が
如
き
又
は
各
自
の
生
業
を
休
み
屋
内
に
閉
居
し
て
近
隣
若
し
く
は
親
族
間
と
雖

も
絶
対
的
に
交
通
を
断
ち
以
て
自
衛
に
力
め
た
る
が
如
き
事
例
あ
り
。

島
根
県

県
当
局
は
勿
論
警
察
署
長
及
郡
市
当
局
と
協
力
せ
し
め
警
察
官
並
に
市
町
村
当
局
と
共
に
「
ポ
ス
タ
ー
」
に

依
る
宣
伝
と
相
待
テ
衛
生
講
話
等
を
開
催
せ
し
め
且
つ
小
学
校
教
員
よ
り
児
童
を
介
し
て
其
の
父
兄
に
宣
伝
せ
し
む
る

の
方
法
を
採
り
以
て
県
民
一
般
に
予
防
に
関
す
る
心
得
の
周
知
徹
底
に
努
め
た
り
。

岡
山
県

各
地
に
屢
々
衛
生
講
話
会
を
開
催
し
予
防
心
得
書
を
配
布
し
、
注
意
書
及
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
掲
示
し
、
尚
活

動
写
真
の
「
フ
イ
ル
ム
」
に
注
意
事
項
を
挿
入
せ
し
め
映
写
せ
し
む
る
等
専
ら
予
防
思
想
の
啓
発
に
努
め
た
り
。

広
島
県

本
病
の
伝
染
径
路
病
状
並
に
経
過
其
の
他
予
防
上
注
意
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
る
心
得
書
を
配
布
し
、
又
は

「
ポ
ス
タ
ー
」
を
各
地
枢
要
の
場
所
に
掲
示
し
て
予
防
、
思
想
の
普
及
と
実
行
と
を
督
励
せ
り
。

山
口
県

予
防
に
関
す
る
思
想
の
啓
発
に
努
む
る
方
法
と
し
て
本
省
配
布
の
宣
伝
書
を
各
警
察
署
に
送
致
し
多
衆
人
集

合
す
る
場
所
に
掲
示
せ
し
め
更
に
市
町
村
を
督
励
し
予
防
心
得
書
を
作
製
せ
し
め
て
之
を
汎
く
各
戸
に
配
布
せ
し
め
一
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面
県
下
各
新
聞
紙
を
利
用
し
一
般
予
防
心
得
、
予
防
注
射
を
奨
励
す
る
等
極
力
宣
伝
方
法
を

慮
し
之
れ
が
実
行
に
努

め
た
り
。

和
歌
山
県

大
正
七
年
初
発
当
時
一
般
民
衆
は
病
性
に
関
す
る
智
識
乏
し
く
動
も
す
れ
ば
等
閑
に
附
す
る
傾
向
あ
り
し

も
大
正
八
、
九
年
に
至
り
て
は
前
年
に
於
け
る
猛
烈
な
る
病
毒
に
因
る
流
行
の
惨
害
は
一
般
の
自
覚
す
る
処
と
為
り
極

力
自
発
的
警
戒
に
力
め
た
り
加
之
自
衛
的
予
防
措
置
を
一
般
に
周
知
せ
し
む
る
為
め
各
警
察
官
署
、
市
町
村
、
学
校
等

の
施
設
に
係
る
各
種
の
方
法
に
依
る
宣
伝
の
結
果
民
衆
の
予
防
に
関
す
る
思
想
漸
次
啓
発
向
上
し
前
年
に
比
し
著
し
く

良
好
な
る
成
績
を
齎
ら
せ
り
。

香
川
県

各
学
校
に
於
て
は
学
校
医
を
し
て
予
防
講
話
を
為
さ
し
め
又
本
省
よ
り
送
付
せ
ら
れ
た
る
予
防
心
得
書
十
二

万
枚
を
複
写
し
汽
車
、
電
車
等
の
待
合
所
其
の
他
公
衆
の
目
に
触
る
る
場
所
に
掲
示
し
且
之
を
各
戸
に
配
布
し
予
防
智

識
の
啓
発
に
努
め
た
り
。

愛
媛
県

流
行
の
状
況
及
予
防
心
得
予
防
注
射
の
効
果
等
時
々
新
聞
紙
に
掲
載
せ
し
め
又
「
ポ
ス
タ
ー
」
十
五
万
枚
を

各
地
に
配
布
し
尚
宇
和
島
八
幡
浜
の
如
き
大
工
場
を
有
す
る
個
所
に
は
警
察
官
及
警
察
医
を
派
遣
し
各
工
場
に
於
て
衛

生
講
話
を
為
さ
し
め
又
宇
和
島
警
察
署
に
於
て
は
活
動
写
真
の
幕
間
を
利
用
し
て
予
防
心
得
の
宣
伝
を
行
ひ
相
当
の
効

果
を
奏
し
た
り
。

高
知
県

簡
易
「
マ
ス
ク
」
家
庭
製
作
方
を
示
し
た
る
簡
単
な
る
予
防
心
得
書
十
万
部
を
印
刷
し
各
戸
に
配
布
し
尚
絵

画
入
注
意
書
二
千
枚
を
各
要
所
に
貼
付
し
一
般
に
予
防
注
意
を
喚
起
せ
し
め
た
る
が
本
県
は
主
と
し
て
実
行
容
易
に
し

て
比
較
的
効
果
あ
り
と
認
め
ら
る
る
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
奨
励
に
努
め
た
り
。

大
分
県

流
行
性
感
冒
予
防
の
為
め
各
町
村
長
と
協
議
し
一
般
に
対
し
「
マ
ス
ク
」
使
用
及
予
防
注
射
含
嗽
の
奨
励
を
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な
し
又
衛
生
講
話
会
を
開
催
し
尚
病
毒
侵
襲
の
状
を
描
出
し
た
る
絵
画
を
各
所
に
配
布
し
一
般
部
民
の
自
衛
思
想
啓
発

に
努
め
た
り
。

佐
賀
県

衛
生
思
想
の
啓
発
に
関
し
て
は
本
県
に
於
て
最
も
努
力
せ
る
処
に
し
て
告
諭
、
訓
令
通
牒
、
示
達
等
に
よ
り

一
般
の
注
意
を
喚
起
す
る
の
外
各
戸
に
予
防
心
得
書
を
配
布
し
又
予
防
に
関
す
る
標
語
絵
画
等
を
各
要
所
に
配
布
掲
示

し
て
一
般
の
自
覚
を
促
し
或
は
開
業
医
師
に
対
し
予
防
治
療
に
関
す
る
指
導
を
依
頼
す
る
等
有
ら
ゆ
る
方
法
を
講
じ
其

の
効
果
又
尠
か
ら
ざ
り
し
と
思
料
す
。

熊
本
県

本
病
の
性
質
及
予
防
心
得
を
記
載
せ
る
印
刷
物
を
一
般
に
配
布
し
て
注
意
を
喚
起
し
一
方
小
学
校
に
於
て

「
マ
ス
ク
」
の
製
法
、
含
嗽
の
方
法
等
を
生
徒
に
教
へ
生
徒
を
通
し
て
家
庭
に
予
防
法
を
宣
伝
せ
る
も
の
あ
り
。

宮
崎
県

流
行
の
当
初
は
講
演
に
よ
り
予
防
警
戒
に
努
め
た
る
も
一
般
に
本
病
を
軽
視
し
予
防
上
の
注
意
を
実
施
す
る

も
の
少
か
り
し
が
大
正
八
年
の
再
度
の
流
行
時
に
於
て
は
前
回
流
行
の
経
験
に
よ
り
主
と
し
て
印
刷
物
の
配
布
講
演
等

に
よ
り
て
相
当
効
果
を
挙
げ
得
た
り
。

鹿
児
島
県

衛
生
組
合
員
及
各
学
校
を
督
励
し
て
一
般
人
民
並
に
学
校
生
徒
に
対
し
て
予
防
上
の
注
意
を
喚
起
せ
し
む

る
の
外
一
面
本
省
よ
り
配
布
の
予
防
心
得
書
を
各
市
町
村
に
於
て
更
に
之
を
謄
写
せ
し
め
各
戸
に
頒
布
し
若
く
は
衛
生

講
話
会
を
開
催
し
或
は
湯
屋
、
理
髪
店
等
客
の
来
集
す
る
営
業
所
其
の
他
多
数
人
の
出
入
す
る
場
所
等
必
要
と
認
む
る

個
所
に
予
防
心
得
書
を
掲
出
し
以
て
予
防
思
想
の
啓
発
に
最
善
を
竭
し
た
り
。

沖
縄
県

県
下
適
当
な
る
場
所
に
「
ポ
ス
タ
ー
」
及
予
防
心
得
書
を
掲
示
し
且
郡
区
町
村
当
局
と
協
力
し
て
衛
生
幻
燈

及
衛
生
講
話
を
開
催
し
予
防
に
対
す
る
思
想
の
啓
発
を
計
り
一
面
警
察
医
並
に
検
疫
委
員
を
流
行
地
に
派
遣
し
予
防
上

の
指
導
及
患
家
に
対
し
看
護
等
の
注
意
を
与
へ
し
め
た
り
。
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二
、「
マ
ス
ク
」
及
含
嗽
の
奨
励

マ
ス
ク
」（
呼
吸
保
護
器
）
の
奨
励

マ
ス
ク
」
の
使
用
に
関
し
て
は
含
嗽
の
励
行
と
共
に
各
府
県
に
於
て
極
力
之
が
普
及
を
図
り
た
る
処
に
し
て
殊
に

劇
場
、
活
動
写
真
館
、
寄
席
等
の
入
場
者
、
電
車
、
汽
車
、
船
舶
等
の
乗
客
其
他
多
衆
集
合
の
場
所
、
雑
沓
の
場
所
に

出
入
す
る
も
の
に
対
し
格
段
の
励
行
を
為
し
或
は
理
髪
業
、
按
摩
業
等
の
接
客
業
者
に
は
な
る
べ
く
之
が
使
用
を
慫
慂

し
庁
員
、
警
察
官
吏
其
他
の
官
公
吏
に
対
し
て
は
一
般
の
模
範
た
る
べ
く
率
先
之
が
使
用
を
な
さ
し
め
汎
く
普
及
を
図

り
た
り
、
一
二
の
県
に
あ
り
て
は
警
察
官
服
装
令
中
に
呼
吸
保
護
器
の
使
用
を
加
へ
て
強
制
せ
る
よ
り
、
或
は
流
行
猖

獗
時
に
は
興
行
場
入
場
者
に
対
し
て
は
興
行
主
を
し
て
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
ざ
る
も
の
は
入
場
を
謝
絶
せ
し
め
た
る

も
の
あ
り
、
或
は
県
令
を
発
し
て
流
行
地
と
指
定
し
た
る
地
域
内
に
あ
り
て
は
興
行
場
の
入
場
者
、
汽
車
、
電
車
、
船

舶
等
の
乗
客
に
は
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
を
命
じ
た
る
も
の
等
あ
り
て
各
府
県
と
も
相
当
普
及
せ
ら
れ
た
る
如
し
。

マ
ス
ク
」
の
補
給
に
関
し
て
は
単
に
坊
間
商
人
に
其
の
製
造
販
売
を
委
任
せ
し
も
の
あ
り
し
も
亦
府
県
費
を
以
て

材
料
を
購
入
し
之
を
女
子
師
範
学
校
、
高
等
女
学
校
等
の
生
徒
を
し
て
学
業
に
支
障
を
来
さ
ざ
る
程
度
に
於
て
製
作
せ

し
め
之
を
一
般
に
実
費
を
以
て
提
供
し
或
は
警
察
官
吏
等
に
無
償
交
付
を
な
し
或
は
貧
困
者
に
無
償
給
与
を
為
し
た
る

も
あ
り
、
又
愛
国
婦
人
会
、
私
立
衛
生
会
支
部
、
赤
十
字
社
支
部
、
花
の
日
会
、
仏
教
婦
人
青
年
会
等
に
於
て
も
簡
易

「
マ
ス
ク
」
を
作
製
し
一
般
に
廉
価
を
以
て
供
給
し
或
は
之
を
無
償
に
て
配
布
し
之
が
普
及
を
図
り
た
り
、
又
「
ガ
ー

ゼ
」
を
以
て
簡
易
な
る
自
家
製
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
を
奨
励
し
た
る
結
果
部
落
民
申
合
せ
て
之
を
励
行
し
た
る
も
あ
り
。

団
体
的
に
普
及
を
見
た
る
は
軍
隊
、
工
場
、
学
校
等
に
し
て
軍
隊
に
於
て
は
「
マ
ス
ク
」
を
各
自
に
配
布
し
強
制
的

に
之
を
使
用
せ
し
め
工
場
に
於
て
は
工
場
主
よ
り
職
工
に
給
与
し
之
が
使
用
を
督
励
し
た
る
も
の
尠
か
ら
ず
学
校
児
童
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に
対
し
て
は
衛
生
講
話
等
に
よ
り
て
之
が
使
用
を
慫
慂
し
貧
民
児
童
に
対
し
て
は
市
町
村
等
に
於
て
給
与
又
は
廉
価
を

以
て
供
給
し
た
る
も
の
尠
か
ら
ず
。

含
嗽
の
奨
励

含
嗽
の
普
及
実
行
に
対
し
て
も
各
府
県
共
之
を
奨
励
せ
り
今
其
の
重
要
な
る
も
の
を
記
せ
ば
或
は
薬
剤
師
会
を
し
て

含
嗽
剤
を
調
製
せ
し
め
衛
生
組
合
を
し
て
実
費
を
以
て
各
戸
に
頒
布
せ
し
め
た
る
あ
り
、
或
は
学
校
に
含
嗽
水
の
設
備

を
な
し
児
童
を
し
て
之
が
使
用
の
便
に
供
し
或
は
済
生
会
の
事
業
と
し
て
各
警
察
官
署
に
含
嗽
剤
を
配
布
し
需
要
者
に

分
配
し
或
は
府
県
衛
生
会
を
慫
慂
し
含
嗽
剤
の
無
償
配
布
を
な
さ
し
め
た
る
あ
り
、
茨
城
県
多
賀
郡
に
あ
り
て
は
郡
費

を
支
出
し
郡
内
各
停
車
場
に
含
嗽
剤
を
備
へ
付
け
乗
降
客
に
対
し
含
嗽
剤
を
奨
励
し
備
へ
付
け
含
嗽
用
器
具
は
其
の
都

度
蒸
汽
消
毒
を
な
し
た
り
或
は
福
井
県
に
於
て
は
常
に
微
温
を
保
つ
べ
き
含
嗽
容
器
を

案
し
県
庁
内
其
他
重
要
官
公

衙
其
他
工
場
等
に
備
へ
付
け
し
め
随
時
使
用
せ
し
め
て
之
れ
が
普
及
を
図
り
た
り
、
含
嗽
は
感
冒
患
者
に
於
て
寧
ろ
多

数
の
実
行
を
見
た
る
も
他
の
健
康
者
に
あ
り
て
は
比
較
的
少
き
如
く
官
公
吏
、
有
識
者
其
他
学
校
、
工
場
等
の
団
体
に

於
て
実
行
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
除
き
て
は
一
般
人
に
は
「
マ
ス
ク
」
の
如
く
汎
く
普
及
す
る
に
至
ら
ざ
り
き
。

尚
含
嗽
液
と
し
て
一
般
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
材
料
は
微
温
湯
、
一
二
％
食
塩
水
、
二
三
％
硼
酸
水
、
一
万
倍
過
満
俺

酸
加
里
液
、
三
％
過
酸
化
水
素
水
、
〇
・
一
％
沃
度
加
里
水
、
〇
・
一
％
沃
度
丁
幾
水
、
二
三
％
塩
酸
加
里
水
等
あ
り
。

各
府
県
に
於
け
る
「
マ
ス
ク
」
含
嗽
奨
励
の
実
況
を
挙
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

北
海
道

簡
易
の
材
料
を
以
て
「
マ
ス
ク
」
を
製
造
す
る
法
を
図
解
せ
る
印
刷
物
を
一
般
に
配
布
し
て
之
を
指
導
し
、

又
高
等
女
学
校
、
女
子
職
業
学
校
、
裁
縫
教
授
所
等
に
託
し
て
製
作
せ
し
め
実
費
を
以
て
衛
生
組
合
等
に
よ
り
て
需
要

者
に
配
布
せ
し
め
或
は
其
販
売
店
に
廉
売
を
交
渉
し
又
劇
場
、
寄
席
の
木
戸
口
に
て
入
場
者
に
無
料
交
付
せ
し
む
る
等
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以
て
其
普
及
を
図
り
含
嗽
剤
は
各
地
薬
剤
師
会
に
交
渉
し
て
実
費
を
以
て
供
給
せ
し
め
左
記
包
装
に
入
れ
衛
生
組
合
其

他
の
団
体
を
介
し
て
之
を
一
般
家
庭
に
頒
布
し
又
食
塩
含
嗽
を
も
奨
励
せ
り
。

(面 表)

北
海
道
庁
衛
生
課
指
定

流

行

性

感
冒
予
防

含

嗽

剤

調
製
責
任
者

何
薬
剤
師
会

何

某

(面 裏)

本
剤
は
何
薬
剤
師
会
の
製
剤
に
し
北
海
道

庁
衛
生
課
の
指
定
を
受
け
道
内
各
地
衛
生

組
合
の
手
を
経
て
希
望
者
に
実
費
分
与
す

る
も
の
と
す

東
京
府

マ
ス
ク
」
含
嗽
の
奨
励
は
衛
生
講
話
に
よ
り
又
は
印
刷
物
の
掲
示
配
布
、
或
は
活
動
写
真
館
、
劇
場
等
に

於
け
る
予
防
の
宣
伝
に
よ
り
大
に
之
を
奨
励
し
た
る
も
「
マ
ス
ク
」
の
如
き
は
供
給
需
要
に
応
ぜ
ず
、
為
め
に
不
正
の

商
人
暴
利
を
貪
る
等
の
事
実
あ
り
て
之
が
奨
励
上
支
障
尠
か
ら
ざ
り
し
を
以
て
各
警
察
署
長
を
し
て
是
等
不
正
商
人
の

取
締
を
厳
重
に
行
は
し
め
一
面
家
庭
に
於
て
之
が
作
製
を
奨
励
し
尚
花
の
日
会
、
仏
教
婦
人
青
年
会
、
其
他
に
交
渉
し

て
活
動
写
真
館
、
劇
場
入
口
其
他
道
路
交
叉
部
等
に
於
て
廉
売
せ
し
め
た
る
に
其
効
果
大
に
見
る
可
き
も
の
あ
り
た
り
。

京
都
府

一
般
予
防
心
得
中
呼
吸
保
護
器
の
使
用
は
特
に
重
要
な
る
も
の
な
る
を
以
て
庁
員
、
警
察
官
吏
及
学
校
、
職

員
等
に
訓
示
し
他
に
率
先
し
て
之
が
使
用
を
な
さ
し
め
普
及
を
計
り
し
為
に
漸
次
一
般
に
使
用
す
る
傾
向
顕
は
れ
之
が

製
造
業
者
の
如
き
は
需
要
に
応
じ
得
ざ
る
状
況
を
呈
し
た
る
に
付
き
当
業
者
を
し
て
尚
製
造
販
売
を
盛
ん
な
ら
し
め
需

要
に
支
障
を
来
た
さ
ざ
る
様
督
励
を
加
へ
た
り
。
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大
阪
府

マ
ス
ク
」
の
使
用
は
予
防
上
効
果
大
な
る
を
以
て
各
警
察
署
長
、
郡
市
長
を
し
て
専
ら
使
用
方
勧
誘
督
励

せ
し
め
相
当
の
実
績
を
挙
げ
た
り
、
尚
団
体
的
の
も
の
に
あ
り
て
は
経
済
上
の
関
係
を

慮
し
特
に
廉
価
な
る
も
の
を

望
む
を
以
て
之
が
簡
易
製
造
を
発
明
せ
し
市
内
私
立
長
谷
川
病
院
長
長
谷
川
清
治
氏
を
慫
慂
し
工
場
、
会
社
等
に
其
の

製
作
方
の
指
導
等
を
な
さ
し
め
た
る
が
其
の
材
料
僅
に
五
銭
内
外
に
て
支
弁
し
得
ら
る
る
を
以
て
相
当
の
歓
迎
を
受
け

た
り
、
其
他
公
共
団
体
篤
志
家
に
し
て
「
マ
ス
ク
」
を
製
作
し
実
費
配
布
を
な
せ
る
者
も
尠
か
ら
ず
亦
大
阪
府
衛
生
会

に
て
は
含
嗽
剤
無
料
配
布
を
行
ひ
其
量
一
万
二
千
磅
に
達
せ
り
。

神
奈
川
県

塩
剝
水
、
過
酸
化
水
素
水
、
硼
酸
水
等
の
含
嗽
を
奨
励
し
「
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
」
に
対
し
て
も
一
般
に
其
の

使
用
を
奨
励
し
来
り
し
が
大
正
九
年
一
月
に
至
り
患
者
激
増
す
る
と
共
に
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
す
る
者
も
亦
俄
か
に
増

加
し
為
め
に
市
価
暴
騰
し
一
個
三
十
五
銭
よ
り
八
十
銭
に
達
し
た
る
為
め
一
般
の
使
用
普
及
に
障
害
尠
か
ら
ず
依
て
県

は
自
ら
之
を
製
作
し
実
費
を
以
て
一
般
に
提
供
せ
ん
と
企
て
之
れ
が
製
作
に
要
す
る
費
用
を
社
団
法
人
神
奈
川
県
救
済

協
会
よ
り
一
時
融
通
を
受
け
約
一
万
個
製
作
に
要
す
る
材
料
を
調
へ
金
具
製
作
を
工
業
学
校
に
裁
縫
を
市
内
八
箇
所
の

高
等
女
学
校
に
於
て
分
担
し
生
徒
の
学
修
に
支
障
を
来
さ
ざ
る
程
度
に
於
て
之
が
製
作
方
を
依
託
し
販
売
は
日
本
赤
十

字
社
篤
志
看
護
婦
会
神
奈
川
県
支
会
に
委
嘱
し
一
般
に
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
り
、
其
結
果
僅
々
数
日
間
に
予
定
数
一

万
一
千
六
百
個
を
作
製
し
販
売
価
額
は
一
個
五
銭
に
し
て
約
半
数
は
学
校
、
諸
官
庁
会
社
等
の
需
要
に
応
じ
他
の
半
数

は
一
般
に
提
供
し
た
り
、
尚
県
直
営
に
係
る
も
の
は
五
千
三
百
六
十
二
個
に
し
て
主
と
し
て
横
浜
市
聯
合
青
年
団
の
要

求
に
応
じ
其
の
幾
分
は
直
接
申
込
者
に
配
布
せ
り
此
の
計
劃
は
機
宜
に
適
し
相
当
の
効
果
を
収
め
得
た
り
。

兵
庫
県

マ
ス
ク
」
含
嗽
の
使
用
に
関
し
て
は
屢
宣
伝
普
及
に
努
め
た
る
外
に
特
別
な
る
施
設
を
行
は
ざ
り
し
も
流

行
猖
獗
時
に
は
相
当
普
及
せ
ら
れ
た
り
。
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長
崎
県

マ
ス
ク
」
使
用
に
就
て
は
一
般
自
衛
心
を
喚
起
せ
し
め
活
動
写
真
館
劇
場
等
の
入
場
者
、
電
車
、
自
動
車
、

乗
合
馬
車
の
乗
客
及
多
数
衆
合
の
場
所
に
出
入
す
る
も
の
は
必
ず
之
れ
を
使
用
す
る
様
督
励
せ
り
。

新
潟
県

予
防
思
想
啓
発
の
為
め
諸
所
に
開
催
せ
る
講
話
に
於
て
大
に
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
含
嗽
等
を
奨
励
し
た
る
結

果
大
流
行
時
に
於
て
は
過
半
数
の
人
は
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
す
る
に
至
れ
り
又
其
の
使
用
を
普
及
せ
し
む
る
為
め
軽
便

安
価
の
も
の
を
製
作
せ
し
む
る
こ
と
に
努
力
せ
り
。

埼
玉
県

マ
ス
ク
」
用
布
地
其
他
の
材
料
を
県
費
に
て
購
入
し
之
を
浦
和
高
等
女
学
校
生
徒
に
製
作
方
を
託
し
二
千

個
を
作
り
之
を
県
下
警
察
官
吏
衛
生
吏
員
に
無
料
配
布
し
強
制
的
に
使
用
せ
し
め
て
範
を
公
衆
に
示
し
つ
つ
一
般
民
衆

に
「
マ
ス
ク
」
使
用
を
奨
励
し
又
東
京
よ
り
「
マ
ス
ク
」
を
輸
入
し
て
取
次
の
便
を
計
り
た
る
結
果
県
民
汎
く
「
マ
ス

ク
」
を
使
用
す
る
に
至
れ
り
殊
に
小
学
校
児
童
は
学
校
職
員
の
指
導
と
監
督
の
行
き
届
き
た
る
結
果
其
成
績
著
し
き
も

の
あ
り
た
り
。
含
嗽
の
奨
励
も
一
般
に
試
み
た
る
も
中
流
以
下
は
之
を
行
ふ
も
の
少
な
か
り
し
も
各
学
校
、
工
場
に
於

て
は
含
嗽
剤
を
常
備
し
適
宜
生
徒
、
職
工
を
し
て
之
を
励
行
せ
し
め
相
当
効
果
あ
り
し
を
認
め
た
り
。

群
馬
県

県
下
の
警
察
官
六
百
名
に
対
し
県
費
を
以
て
「
マ
ス
ク
」
を
給
与
し
平
生
実
行
の
範
を
示
す
と
同
時
に
「
マ

ス
ク
」
自
製
の
見
本
た
ら
し
め
て
一
般
民
に
之
が
製
作
使
用
を
奨
励
し
た
り
、
又
愛
国
婦
人
会
と
協
議
し
て
「
マ
ス

ク
」
一
万
余
を
急
造
し
（
群
馬
県
立
前
橋
高
等
女
学
校
、
女
子
師
範
学
校
及
高
崎
高
等
女
学
校
に
て
製
造
）
普
く
県
下

市
町
村
に
配
布
し
貧
困
者
其
の
他
に
給
与
せ
し
め
た
り
本
具
の
使
用
奨
励
に
つ
き
て
は
学
務
課
と
も
協
議
し
各
学
校
に

通
牒
極
力
奨
励
の
結
果
大
に
普
及
を
助
け
た
り
。

千
葉
県

マ
ス
ク
」
含
嗽
の
奨
励
に
就
て
は
先
づ
官
公
衙
吏
員
、
学
校
、
職
員
等
に
於
て
率
先
之
が
範
を
示
し
漸
次

各
種
団
体
個
人
間
に
普
及
す
る
に
至
れ
り
而
し
て
「
マ
ス
ク
」
の
廉
売
に
就
て
は
簡
単
実
用
的
「
マ
ス
ク
」
を
千
葉
町
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某
薬
舗
を
し
て
調
製
せ
し
め
た
る
に
一
般
に
歓
迎
せ
ら
れ
町
村
其
他
団
体
に
於
て
購
入
す
る
も
の
頗
る
多
く
其
の
数
約

四
万
一
千
個
に
達
せ
り
、
尚
活
動
写
真
館
、
劇
場
、
寄
席
、
乗
合
自
動
車
に
於
て
は
予
防
上
の
必
要
を
斟
酌
し
「
マ
ス

ク
」
を
使
用
せ
ざ
る
者
は
絶
対
入
場
及
乗
車
を
禁
止
す
る
の
方
法
を
執
り
た
る
を
以
て
外
出
に
は
殆
ど
「
マ
ス
ク
」
を

使
用
せ
ざ
る
者
無
き
に
至
れ
り
含
嗽
も
亦
「
マ
ス
ク
」
同
様
之
を
督
励
し
た
る
も
実
行
者
は
「
マ
ス
ク
」
使
用
者
に
比

し
少
数
な
り
し
如
し
。

茨
城
県

含
嗽
に
関
す
る
特
殊
的
施
設
を
挙
ぐ
れ
ば
多
賀
郡
に
て
は
郡
費
よ
り
六
百
四
十
円
を
支
出
し
郡
内
停
車
場
十

箇
所
（
常
盤
線
駅
）
に
含
嗽
薬
を
設
備
し
警
察
官
吏
青
年
会
員
に
於
て
乗
降
客
に
対
し
含
嗽
を
勧
奨
し
備
付
含
嗽
用
器

数
千
個
は
使
用
の
都
度
蒸
汽
消
毒
を
施
行
し
た
り
、
尚
同
郡
日
立
村
に
て
は
日
立
鉱
山
電
車
停
留
場
に
同
様
の
設
備
を

為
し
一
般
に
含
嗽
を
奨
励
し
た
り
、「
マ
ス
ク
」
は
宿
屋
、
料
理
屋
、
飲
食
店
、
理
髪
店
、
鍼
灸
按
摩
術
営
業
等
の
接

客
業
者
は
勿
論
活
動
写
真
館
、
劇
場
、
寄
席
等
に
於
け
る
観
覧
人
並
従
業
者
、
公
私
立
学
校
職
員
、
生
徒
児
童
、
諸
工

場
、
銀
行
、
会
社
等
尚
多
衆
集
合
す
る
場
所
に
出
入
す
る
者
に
関
し
半
ば
強
制
的
に
「
マ
ス
ク
」
使
用
を
勧
奨
し
た
る

の
外
一
般
に
之
が
使
用
を
宣
伝
し
た
る
結
果
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
著
し
く
増
加
せ
り
。

栃
木
県

マ
ス
ク
」
の
使
用
を
広
く
宣
伝
し
理
髪
業
者
、
飲
食
物
に
関
係
あ
る
営
業
者
は
其
の
従
業
中
は
必
ず
之
を

使
用
し
予
防
に
努
む
る
と
共
に
一
般
に
其
の
範
を
示
す
の
資
に
供
せ
し
め
た
り
し
が
恰
も
本
病
の
疾
風
的
流
行
は
「
マ

ス
ク
」
の
供
給
に
不
足
を
告
ぐ
る
に
至
り
た
る
を
以
て
宇
都
宮
市
内
各
高
等
女
学
校
と
協
議
し
実
費
製
作
を
得
之
を
一

般
に
紹
介
し
実
費
分
与
を
な
し
或
は
日
本
赤
十
字
社
本
県
支
部
に
諮
り
若
干
の
無
償
配
布
を
為
す
等
其
の
使
用
を
奨
励

す
る
に
苦
心
を
重
ね
た
り
し
も
折
柄
愛
国
婦
人
会
栃
木
県
支
部
の
蹶
起
に
よ
り
其
同
情
あ
る
繊
手
に
成
れ
る
「
マ
ス

ク
」
は
県
下
の
下
級
生
活
者
、
軍
人
、
遺
族
、
家
族
者
に
配
分
さ
れ
尚
宇
都
宮
市
内
の
如
き
は
同
会
の
幹
部
夫
人
自
ら
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出
動
し
て
配
与
の
労
を
執
り
以
て
其
の
使
用
を
奨
励
せ
る
等
は
「
マ
ス
ク
」
使
用
の
必
要
な
る
べ
き
思
想
鼓
吹
に
多
大

の
効
果
あ
り
た
る
の
み
な
ら
ず
時
し
も
「
マ
ス
ク
」
の
販
売
に
暴
利
を
貪
る
市
価
を
牽
制
す
る
に
多
大
の
効
果
あ
り
た

る
も
の
と
認
む
、
又
興
行
場
入
口
等
に
於
て
も
安
価
に
て
販
売
し
之
を
使
用
せ
ず
し
て
入
場
せ
む
と
す
る
者
に
は
努
め

て
其
使
用
を
薦
む
る
等
の
方
法
を
執
り
た
り
尚
其
の
宣
伝
方
法
と
し
て
は
数
個
条
の
心
得
べ
き
事
項
を
了
解
し
易
き
文

字
を
以
て
表
示
し
群
衆
の
場
所
又
は
多
人
数
集
合
す
べ
き
日
を
選
み
て
之
を
掲
出
せ
し
め
或
は
活
動
写
真
撮
影
の
間

に
之
を
挿
入
し
て
其
の
大
意
を
説
明
せ
し
め
尚
予
防
心
得
十
万
枚
を
印
刷
し
各
町
村
長
よ
り
小
学
生
に
頒
布
せ
し
め
或

は
講
演
等
に
よ
り
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
含
嗽
の
実
行
を
極
力
督
励
せ
り
。

奈
良
県

マ
ス
ク
」
及
含
嗽
を
奨
励
し
可
成
容
易
に
之
を
実
行
す
る
為
め
県
に
於
て
安
価
の
「
マ
ス
ク
」
を
製
せ
し

め
各
郡
市
の
注
文
に
応
じ
配
送
せ
し
め
又
郡
部
に
於
て
は
女
学
校
に
於
て
「
マ
ス
ク
」
を
製
せ
し
め
実
費
に
て
譲
渡
を

な
し
之
が
普
及
を
計
り
た
る
処
も
あ
り
た
り
。

三
重
県

マ
ス
ク
」
の
使
用
に
対
し
て
は
予
め
県
庁
員
に
共
同
購
入
の
方
法
を
以
て
廉
価
に
之
を
需
め
し
め
て
官
公

衙
及
団
体
に
範
を
示
し
可
及
的
に
其
の
使
用
を
奨
励
実
行
せ
し
む
又
市
町
村
其
の
他
の
団
体
を
督
励
し
て
貧
民
部
落
の

住
民
に
対
し
公
費
を
以
て
「
マ
ス
ク
」
及
含
嗽
剤
を
調
製
し
て
無
料
配
布
を
な
し
た
り
、
各
理
髪
業
者
に
対
し
て
就
業

中
は
絶
対
的
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
し
め
一
面
工
場
主
に
警
告
し
て
工
場
職
工
に
対
し
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
及
含
嗽
剤

を
調
製
し
て
朝
夕
含
嗽
を
励
行
せ
し
め
た
り
。

愛
知
県

マ
ス
ク
」
含
嗽
奨
励
は
何
れ
も
強
制
せ
ず
自
覚
を
待
つ
こ
と
と
な
せ
り
然
し
て
各
個
人
の
注
意
に
依
り
て

行
ひ
た
る
も
の
の
み
。「
マ
ス
ク
」
は
労
働
及
農
業
に
従
事
す
る
者
に
は
充
分
実
行
せ
ら
れ
ざ
り
し
如
き
も
他
は
一
般

に
能
く
行
は
れ
た
り
、「
マ
ス
ク
」
普
及
に
就
き
て
は
町
村
役
場
よ
り
特
に
在
住
貧
民
に
対
し
無
償
交
付
せ
し
処
あ
り

204



又
地
方
青
年
会
に
於
て
作
成
し
実
費
販
売
せ
し
め
た
る
処
あ
り
或
は
小
学
校
生
徒
を
し
て
作
成
販
売
せ
し
め
た
る
処
あ

り
其
他
個
人
又
は
教
育
会
に
於
て
之
を
寄
附
し
た
る
処
あ
り
。

静
岡
県

県
庁
、
警
察
署
、
郡
市
役
所
の
官
公
吏
を
し
て
率
先
「
マ
ス
ク
」
並
に
含
嗽
を
為
さ
し
め
以
て
一
般
公
衆
に

範
を
示
し
更
に
一
般
民
に
対
し
一
斉
に
励
行
す
る
風
潮
を
馴
致
せ
し
め
一
面
県
衛
生
課
に
於
て
「
マ
ス
ク
」
の
実
費
販

売
を
な
し
た
る
に
需
要
は
忽
ち
供
給
に
不
足
を
生
ず
る
に
到
り
し
を
以
て
裁
縫
学
校
、
高
等
女
学
校
、
及
小
学
校
女
児

童
を
し
て
之
を
作
製
せ
し
め
警
察
署
、
巡
査
駐
在
所
、
巡
査
派
出
所
、
市
町
村
衛
生
組
合
、
劇
場
等
を
し
て
販
売
せ
し

め
殊
に
静
岡
市
に
於
て
は
市
吏
員
、
衛
生
組
合
員
等
を
し
て
大
道
及
劇
場
公
設
市
場
に
於
て
販
売
せ
し
め
た
る
に
当
時

市
価
一
個
二
十
銭
乃
至
五
十
銭
の
高
価
を
以
て
鬻
ぎ
た
る
も
の
も
一
個
七
銭
乃
至
五
十
銭
の
実
費
販
売
に
制
せ
ら
れ
著

し
く
市
価
を
調
節
す
る
を
得
た
り
、
直
接
県
の
手
を
経
て
各
地
に
配
布
し
た
る
「
マ
ス
ク
」
は
六
万
一
千
九
百
九
十
六

個
各
商
人
に
於
て
販
売
し
た
る
数
二
十
九
万
八
千
九
百
六
十
五
個
其
他
自
家
製
の
物
多
数
あ
り
し
を
以
て
一
時
は
県
下

普
く
之
れ
を
使
用
す
る
に
至
り
た
り
、
含
嗽
に
就
て
は
各
家
庭
に
於
て
相
当
行
は
れ
た
り
と
思
料
す
る
も
秩
序
的
に
行

ひ
た
る
は
駿
東
郡
小
山
町
富
士
瓦
斯
紡
績
工
場
に
し
て
職
工
五
千
二
百
人
に
対
し
大
正
八
年
一
月
十
五
日
よ
り
三
月
十

五
日
迄
二
箇
月
間
に
渉
り
食
前
食
後
一
日
六
回
の
食
塩
水
含
嗽
を
為
さ
し
め
た
り
又
職
工
の
全
部
は
昇
汞
水
を
以
て
両

手
を
洗
滌
し
た
る
上
業
務
に
従
事
す
る
如
く
な
し
た
り
。

山
梨
県

県
警
察
官
吏
に
「
マ
ス
ク
」
を
配
付
し
自
衛
上
並
に
一
般
民
に
範
を
示
す
為
め
督
励
上
強
制
使
用
せ
し
め
又

劇
場
寄
席
、
活
動
写
真
館
等
の
観
覧
者
に
は
「
マ
ス
ク
」
を
必
ず
使
用
し
て
入
場
せ
し
む
る
こ
と
と
し
た
り
其
の
他

「
マ
ス
ク
」
三
千
個
を
調
製
し
県
下
細
民
に
配
付
せ
り
、
恩
賜
済
生
会
に
於
て
も
「
マ
ス
ク
」、
含
嗽
普
及
の
為
め
此
等

を
調
製
し
て
貧
困
者
に
配
付
せ
り
。
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滋
賀
県

マ
ス
ク
」
及
び
含
嗽
使
用
の
有
効
な
る
こ
と
は
予
防
思
想
の
啓
発
方
法
と
し
て
普
及
し
た
り
と
雖
「
マ
ス

ク
」
の
如
き
は
相
当
代
償
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
得
る
能
は
ざ
る
の
状
況
な
り
し
を
以
て
自
然
之
を
閑
却
す
る
者

あ
る
べ
き
を
慮
り
努
め
て
簡
易
な
る
も
の
に
し
て
自
家
に
て
容
易
に
作
製
し
得
べ
き
も
の
を
示
し
以
て
之
を
奨
励
し
、

之
を
得
る
の
途
な
き
者
に
対
し
て
は
相
当
給
与
の
方
法
を
講
ぜ
し
め
一
面
「
マ
ス
ク
」
の
需
要
多
き
に
乗
じ
猥
り
に
高

価
を
以
て
販
売
す
る
者
を
取
締
り
需
要
供
給
を
円
滑
な
ら
し
め
普
く
使
用
せ
し
む
る
に
努
め
た
り
。

岐
阜
県

通
牒
を
発
し
一
般
に
「
マ
ス
ク
」
を
奨
励
し
各
官
衙
学
校
に
は
努
め
て
之
を
使
用
せ
し
め
た
り
。

長
野
県

県
費
を
以
て
「
マ
ス
ク
」
を
購
入
し
当
初
直
接
予
防
事
務
に
当
る
も
の
に
対
し
て
之
を
配
付
し
一
般
に
勧
奨

し
た
る
結
果
各
郡
市
に
在
て
は
公
費
を
以
て
購
入
し
又
は
女
学
校
生
徒
を
し
て
作
製
せ
し
む
る
等
の
方
法
に
依
り
配
付

し
之
が
使
用
を
奨
励
し
た
り
之
が
為
め
学
校
児
童
に
あ
り
て
は
特
に
普
及
の
効
果
あ
り
し
を
認
め
た
り
、
含
嗽
も
普
及

し
学
校
等
に
は
含
嗽
水
の
設
備
を
な
せ
る
者
少
か
ら
ず
。

宮
城
県

学
校
、
工
場
等
に
あ
り
て
廉
価
に
「
マ
ス
ク
」
を
製
作
給
与
し
劇
場
等
に
よ
り
て
は
木
戸
口
に
於
て
「
マ
ス

ク
」
を
販
売
せ
し
め
之
が
使
用
を
奨
励
せ
り
。

福
島
県

呼
吸
保
護
器
の
使
用
を
奨
励
し
之
を
得
る
の
途
な
き
も
の
に
対
し
て
は
相
当
給
与
の
方
法
を
講
じ
劇
場
、
寄

席
、
活
動
写
真
館
の
入
場
者
又
は
汽
車
、
自
動
車
、
馬
車
、
軽
便
列
車
の
乗
客
其
他
多
数
集
合
の
場
所
に
出
入
す
る
者

に
対
し
て
は
之
を
使
用
せ
ざ
れ
ば
乗
車
、
又
は
入
場
せ
し
め
ざ
る
様
注
意
し
一
面
県
費
よ
り
八
十
円
を
支
出
し
た
る
外

赤
十
字
社
福
島
支
部
に
交
渉
し
金
弐
千
円
を
以
て
一
万
五
千
個
を
購
入
し
流
行
の
各
町
村
中
資
力
乏
し
き
者
に
対
し
適

当
に
配
給
し
た
り
、
又
地
方
に
よ
り
て
は
町
村
費
を
支
出
し
て
其
製
作
を
女
学
校
生
徒
に
依
頼
し
廉
価
に
給
与
の
途
を

講
じ
た
る
も
の
あ
り
、
其
他
工
場
鉱
山
等
に
於
て
も
職
工
、
工
夫
等
に
配
付
使
用
せ
し
め
た
る
処
多
し
含
嗽
水
に
対
し
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て
も
一
般
に
之
を
奨
励
せ
り
。

岩
手
県

マ
ス
ク
」
は
衛
生
課
に
於
て
製
作
者
及
販
売
人
等
を
特
定
し
て
廉
売
の
方
法
を
取
り
其
他
家
庭
等
に
於
て

容
易
に
作
製
し
得
る
「
ガ
ー
ゼ
・
マ
ス
ク
」
の
奨
励
普
及
に
努
め
た
り
、
其
他
種
々
な
る
公
益
団
体
の
活
動
に
よ
り
廉

価
な
る
「
マ
ス
ク
」
を
作
り
広
く
貧
困
者
に
給
与
し
た
り
含
嗽
も
一
般
に
奨
励
し
た
り
。

青
森
県

本
病
予
防
に
対
す
る
自
衛
心
を
喚
起
せ
し
む
る
は
最
も
緊
要
と
認
め
此
の
際
全
県
下
警
察
署
員
を
し
て
率
先

し
て
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
を
実
行
せ
し
め
併
せ
て
含
嗽
剤
を
無
料
交
布
し
た
り
。「
マ
ス
ク
」
の
使
用
励
行
の
結
果
売

上
高
増
加
す
る
に
伴
ひ
暴
利
を
貪
る
如
き
も
の
無
か
ら
し
む
る
為
め
警
察
署
に
命
じ
之
が
取
締
を
為
さ
し
め
た
り
。

山
形
県

郡
市
警
察
を
督
励
し
て
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
及
含
嗽
を
奨
励
し
県
に
於
て
「
マ
ス
ク
」
の
廉
売
供
給
を
図
り

た
る
外
便
宜
上
学
生
を
し
て
「
マ
ス
ク
」
を
製
作
せ
し
め
実
費
を
以
て
頒
布
し
た
る
者
あ
り
。

秋
田
県

一
般
に
之
を
奨
励
す
る
と
共
に
流
行
甚
し
き
時
期
に
は
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
等
の
入
場
者
、
乗
合
自

動
車
、
馬
車
等
の
乗
客
に
対
し
て
特
に
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
し
め
た
り
。

福
井
県

予
防
方
法
を
一
般
に
会
得
せ
し
め
「
マ
ス
ク
」
使
用
を
勧
誘
す
る
為
め
自
動
車
に
よ
り
屋
外
講
演
を
行
ひ
患

家
其
他
感
染
の
虞
れ
あ
る
場
所
に
於
て
は
必
ず
之
を
使
用
せ
し
め
殊
に
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
等
の
入
場
者
、
及

電
車
、
乗
合
自
動
車
等
の
乗
客
に
し
て
使
用
せ
ざ
る
者
に
対
し
て
は
成
可
之
を
入
場
若
は
乗
込
を
拒
絶
せ
し
む
る
様
適

当
な
る
方
法
を
講
じ
尚
県
令
に
よ
り
流
行
性
感
冒
流
行
地
と
指
定
し
た
る
地
域
に
於
て
は
右
の
場
合
絶
対
に
使
用
せ
し

む
る
と
共
に
一
面
「
マ
ス
ク
」
を
販
売
す
る
者
に
於
て
暴
利
を
貪
る
者
な
き
を
保
し
難
き
に
付
き
是
が
販
売
者
に
対
し

宣
伝
を
行
ふ
こ
と
の
意
を
含
め
現
価
（
一
個
三
十
銭
）
の
儘
販
売
す
べ
き
こ
と
を
予
め
協
商
し
た
り
と
雖
も
尚
充
分
な

ら
ざ
る
も
の
あ
り
し
が
為
め
県
庁
に
於
て
之
が
調
製
品
の
蒐
集
に
相
当
の
助
力
を
な
し
努
め
て
安
価
に
一
般
へ
交
附
す
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る
こ
と
を
計
画
し
た
る
結
果
一
個
金
十
五
銭
を
以
て
交
附
す
る
こ
と
を
得
た
る
に
県
下
各
地
方
よ
り
の
申
込
み
多
く
其

数
八
万
二
千
余
に
達
せ
り
而
し
て
其
作
製
に
は
多
大
な
る
努
力
を
な
し
た
る
も
尚
ほ
不
足
を
告
ぐ
る
地
方
あ
り
し
を
以

て
之
等
の
地
方
に
於
て
は
高
等
小
学
校
生
徒
の
手
工
と
し
て
是
を
作
製
せ
し
め
家
族
の
用
に
供
せ
し
め
た
り
又
是
を
使

用
す
る
の
資
力
な
き
も
の
に
対
し
て
は
無
償
供
給
の
方
法
を
講
じ
使
用
の
徹
底
を
計
り
た
り
予
防
方
法
の
一
と
し
て
有

効
な
る
食
塩
水
又
は
微
温
湯
の
含
嗽
を
奨
励
す
る
目
的
を
以
て
呼
吸
保
護
器
と
共
に
流
感
予
防
含
嗽
器
な
る
も
の
を

案
し
之
を
陶
器
業
に
交
渉
し
て
作
製
せ
し
め
先
づ
庁
内
適
当
な
る
場
所
に
配
置
し
試
験
の
結
果
其
の
成
績
良
好
な
る
を

認
め
漸
次
学
校
工
場
其
の
他
之
に
類
す
る
多
衆
集
合
の
団
体
等
に
実
費
を
以
て
供
給
し
た
る
に
之
を
実
行
せ
し
も
の
百

余
箇
所
に
及
べ
り
而
し
て
備
付
を
な
し
た
る
工
場
其
の
他
に
於
て
は
其
の
方
法
の
簡
便
な
る
を
喜
び
備
付
を
な
す
も
の

益
々
増
加
し
製
造
業
者
は
其
の
要
求
の
全
部
を
充
す
こ
と
能
は
ざ
る
実
況
に
至
れ
り
、
尚
福
井
県
に
於
け
る
「
マ
ス

ク
」
奨
励
の
通
牒
及
「
マ
ス
ク
」
使
用
成
績
を
左
に
掲
ぐ
。

衛
丙
第
四
号

大
正
九
年
一
月
七
日

衛
生
課
長

長
谷
川
貞
一
郎

県
下
各
警
察
官
署
長
殿

呼
吸
保
護
器
の
使
用
奨
励
に
関
す
る
件

流
行
性
感
冒
の
予
防
に
付
て
は
大
正
八
年
十
二
月
十
六
日
付
通
牒
致
置
候
処
其
の
後
病
毒
は
漸
次
蔓
延
せ
む
と
す
る

の
状
況
に
有
之
候
条
特
に
左
記
事
項
の
励
行
方
御
尽
力
相
成
度
依
命
此
段
及
通
牒
候
也

左
記

208



一
、
工
場
主
に
説
示
し
其
の
費
用
を
以
て
其
の
工
場
に
於
て
作
業
に
従
事
す
る
全
部
の
職
工
等
に
対
し
呼
吸
保
護
器
を

使
用
せ
し
む
る
こ
と
。

二
、
宿
屋
及
料
理
店
の
女
中
、
理
髪
営
業
者
、
看
護
婦
、
按
摩
鍼
灸
術
営
業
者
、
芸
妓
、
娼
妓
、
貸
座
敷
、
仲
居
、
劇

場
寄
席
、
活
動
写
真
館
等
に
於
て
直
接
客
に
接
す
る
者
に
対
し
充
分
説
示
の
上
呼
吸
保
護
器
を
使
用
せ
し
む
る
こ
と
。

三
、
流
行
性
感
冒
患
者
を
発
見
し
た
る
と
き
は
直
接
説
示
し
て
呼
吸
保
護
器
を
使
用
せ
し
む
る
こ
と
。

四
、
流
行
性
感
冒
患
者
の
有
無
は
検
病
的
戸
口
調
査
に
依
る
の
外
医
師
に
就
き
取
調
べ
尚
同
死
亡
者
に
付
て
は
市
町
村

役
場
の
埋
火
葬
認
許
証
交
付
簿
に
依
り
厳
重
調
査
す
る
こ
と
。

五
、
官
公
署
職
員
学
校
教
師
等
に
対
し
て
出
来
得
る
限
り
呼
吸
保
護
器
の
使
用
を
勧
誘
す
る
こ
と
。

六
、
警
察
署
員
も
自
ら
呼
吸
保
護
器
を
使
用
す
る
こ
と
。

七
、
其
の
他
呼
吸
保
護
器
の
使
用
を
宣
伝
す
る
為
適
切
な
る
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

呼
吸
保
護
器
所
持
者
調
査
表
（
大
正
九
年
二
月
五
日
現
在
）

呼

吸

器

を

所

持

せ

る

も

の

の

数

呼
吸
器
を
所
持
せ
る
人
口

警

察

署

別

総

戸

数

％

総

人

口

％

二
月
五
日
現
在
一
月
三
十

一
日
現
在

二
月
五
日
現

一
月
三
十

一
日
現
在

福

井

警

察

署

三

国

警

察

署

丸
岡
警
察
分
署

大

野

警

察

署
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勝
山
警
察
分
署

西
田
中
警
察
署

織
田
警
察
分
署

鯖

江

警

察

署

粟
田
部
警
察
分
署

武

生

警

察

署

敦

賀

警

察

署

三

方

警

察

署

小

浜

警

察

署

高

浜

警

察

署

合

計

石
川
県

マ
ス
ク
」
使
用
の
奨
励
と
し
て
本
県
警
察
部
衛
生
課
に
於
て
軽
便
な
る
材
料
を
以
て
「
マ
ス
ク
」
を
製
造

し
各
警
察
官
吏
全
部
に
配
付
し
之
を
使
用
せ
し
め
又
各
学
校
工
場
主
と
協
議
し
て
職
員
、
生
徒
、
職
工
に
使
用
せ
し
め

或
は
警
察
官
吏
を
し
て
其
受
持
内
住
民
に
之
が
使
用
方
を
督
励
し
た
る
結
果
使
用
者
続
出
し
て
一
時
は
需
要
に
応
じ
得

る
の
生
産
を
得
難
き
結
果
製
造
者
又
は
小
売
人
に
於
て
非
常
の
暴
利
を
貪
り
た
る
よ
り
公
益
事
業
と
し
て
各
地
に
実
費

提
供
を
以
て
販
売
す
る
も
の
続
出
し
て
広
く
一
般
に
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
者
を
認
め
得
た
り
と
雖
も
寒
村
僻
地
に
至
り

て
は
学
校
其
他
一
部
の
智
識
階
級
者
の
み
に
実
行
せ
ら
れ
使
用
者
尠
き
箇
所
あ
り
た
り
、
含
嗽
は
感
冒
患
者
に
於
て
は
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多
く
実
行
せ
ら
れ
た
る
も
健
康
者
に
し
て
予
防
上
実
行
し
た
る
も
の
は
官
吏
、
衛
生
関
係
者
等
に
限
ら
れ
た
る
如
く

「
マ
ス
ク
」
使
用
者
に
比
較
し
て
僅
少
な
る
を
認
め
た
り
。

富
山
県

マ
ス
ク
」
の
使
用
を
奨
励
せ
ん
が
為
め
官
公
吏
を
し
て
卒
先
之
を
使
用
せ
し
め
た
り
理
髪
営
業
者
、
産
婆
、

看
護
婦
、
按
摩
、
鍼
灸
術
営
業
者
等
に
対
し
て
は
専
ら
之
れ
を
使
用
せ
し
め
劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
等
の
入
口
に

は
、「
入
場
者
は
呼
吸
保
護
器
を
使
用
せ
ら
る
べ
し
」
と
の
張
札
を
掲
げ
木
戸
口
に
於
て
は
各
人
に
対
し
「
マ
ス
ク
」

の
使
用
方
を
注
意
せ
し
め
た
り
、
工
場
は
概
ね
工
場
主
に
於
て
作
製
の
上
使
用
せ
し
め
た
り
学
校
職
員
、
生
徒
に
は
一

般
に
普
及
せ
ら
れ
之
を
使
用
す
る
も
の
多
か
り
き
県
庁
に
於
て
は
各
課
に
含
嗽
剤
を
配
付
し
之
れ
が
実
行
の
範
を
示
せ

り
。

鳥
取
県

マ
ス
ク
」
の
使
用
及
含
嗽
の
励
行
は
予
防
上
相
当
効
果
あ
る
故
に
之
が
普
及
励
行
に
就
て
も
亦
大
に
意
を

用
ひ
特
に
「
マ
ス
ク
」
の
如
き
は
原
料
廉
価
に
し
て
而
も
製
法
簡
易
な
る
雛
形
を
一
般
に
示
し
以
て
各
家
庭
に
於
て
調

製
使
用
す
べ
く
指
導
し
又
市
町
村
小
学
校
婦
人
会
等
に
於
て
も
簡
易
な
る
「
マ
ス
ク
」
を
調
製
し
実
費
を
以
て
配
布
し

た
る
も
の
不
尠
又
鳥
取
警
察
署
の
如
き
は
簡
易
な
る
「
マ
ス
ク
」（
一
個
三
銭
乃
至
三
銭
五
厘
）
を
調
製
せ
し
め
原
価

に
て
市
内
各
巡
査
派
出
所
に
於
て
廉
売
し
之
が
普
及
に
努
む
る
と
共
に
一
面
奸
商
の
不
正
手
段
を
抑
圧
し
其
の
他
劇
場
、

寄
席
、
活
動
写
真
館
等
興
行
場
に
在
り
て
は
興
行
主
に
於
て
入
場
者
に
対
し
簡
易
な
る
「
マ
ス
ク
」
を
無
料
給
与
し
以

て
観
覧
者
に
し
て
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
ざ
る
者
な
か
ら
し
む
る
等
之
が
普
及
に
努
め
た
る
結
果
市
街
地
は
素
よ
り
山

間
僻
地
と
雖
も
大
半
は
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
る
を
見
受
け
た
る
状
況
な
り
含
嗽
の
励
行
に
就
き
て
も
亦
一
般
の
実
行

を
促
し
た
る
も
「
マ
ス
ク
」
使
用
に
比
し
稍
々
手
数
を
要
す
る
が
故
に
主
と
し
て
有
識
階
級
間
に
行
は
れ
「
マ
ス
ク
」

の
如
く
一
般
に
普
及
せ
ざ
り
し
憾
あ
り
し
が
如
し
。
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島
根
県

各
地
方
に
於
け
る
各
団
体
員
を
し
て
卒
先
実
行
せ
し
め
以
て
漸
次
一
般
に
及
ぼ
し
た
る
も
最
初
は
「
マ
ス

ク
」
の
如
き
は
美
を
競
ふ
の
嫌
あ
り
て
下
流
に
は
之
が
使
用
を
躊
躇
す
る
の
傾
向
を
生
じ
た
る
を
以
て
軽
便
な
る
「
マ

ス
ク
」
製
造
方
法
を
教
示
し
且
「
マ
ス
ク
」
販
売
店
等
に
交
渉
実
費
販
売
を
為
さ
し
め
需
用
者
の
便
宜
を
与
へ
其
の
普

及
を
図
り
た
り
。

岡
山
県

一
般
に
其
必
要
を
周
知
せ
し
め
「
マ
ス
ク
」
の
如
き
県
当
局
に
於
て
購
入
方
の
斡
旋
を
為
し
又
地
方
に
於
て

は
共
同
購
入
を
な
し
或
は
小
学
校
生
徒
を
し
て
之
を
作
製
せ
し
め
実
費
に
て
配
付
し
貧
困
者
に
は
無
償
に
て
給
与
せ
り

殊
に
工
場
に
て
は
工
場
主
を
し
て
職
工
に
対
し
給
与
し
た
り
含
嗽
は
主
と
し
て
工
場
、
学
校
等
に
て
行
は
れ
た
り
。

広
島
県

マ
ス
ク
」
使
用
を
奨
励
し
た
る
結
果
学
校
、
工
場
等
に
於
て
使
用
す
る
者
多
く
一
般
人
に
も
流
行
時
之
れ

を
用
ゆ
る
者
多
数
見
受
け
ら
れ
た
り
。

山
口
県

マ
ス
ク
」
含
嗽
の
奨
励
に
就
て
は
各
種
の
形
式
に
よ
り
郡
市
長
、
警
察
署
長
、
学
校
長
に
対
し
之
が
実
行

に
努
め
し
も
使
用
者
の
主
な
る
も
の
は
学
校
児
童
生
徒
、
官
公
吏
等
に
し
て
汎
く
之
を
実
行
す
る
に
至
ら
ず
。

和
歌
山
県

大
正
七
、
八
年
流
行
時
に
於
て
は
「
マ
ス
ク
」
使
用
含
嗽
奨
励
の
宣
伝
方
法
と
し
て
市
町
村
民
学
校
工
場

に
対
し
衛
生
講
話
を
励
行
し
一
面
「
ポ
ス
タ
ー
」
其
他
の
印
刷
注
意
書
を
各
戸
に
配
付
し
且
つ
各
要
所
に
掲
示
す
る
等

の
方
法
に
依
り
一
般
に
周
知
せ
し
め
た
る
結
果
健
康
者
は
勿
論
患
者
の
附
添
人
、
看
護
者
又
は
其
家
族
は
厳
重
に
之
を

実
行
せ
り
。
而
し
て
最
初
之
れ
が
喚
起
手
段
と
し
て
初
発
期
に
於
て
警
察
官
吏
及
び
其
他
の
官
公
吏
学
校
職
員
、
生
徒

児
童
に
卒
先
し
て
「
マ
ス
ク
」
使
用
含
嗽
の
実
行
を
為
さ
し
め
た
る
結
果
各
会
社
工
場
の
職
員
、
職
工
よ
り
進
み
て
一

般
民
人
の
之
に
做
ふ
も
の
次
第
に
増
加
せ
り
大
正
八
、
九
年
流
行
時
に
於
て
は
前
年
と
同
一
宣
伝
方
法
に
依
り
た
る
外

「
マ
ス
ク
」
は
県
に
於
て
材
料
を
購
入
し
県
立
工
業
学
校
、
師
範
学
校
女
子
部
、
高
等
女
学
校
に
其
製
作
を
嘱
託
し
之
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を
実
費
に
て
県
民
に
配
付
し
以
て
「
マ
ス
ク
」
使
用
を
奨
励
し
た
る
よ
り
前
年
に
比
し
一
層
多
数
実
行
を
見
る
に
至
れ

り
。

香
川
県

大
正
七
年
流
行
性
感
冒
発
生
す
る
や
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
は
流
感
予
防
上
に
有
効
な
る
べ
き
を
汎
く
周
知
せ

し
め
之
れ
が
普
及
に
努
力
せ
り
。
大
正
八
、
九
年
の
流
行
に
於
て
は
警
察
官
吏
等
に
は
無
償
支
給
し
其
の
他
郡
市
町
村

吏
員
を
し
て
卒
先
之
れ
を
使
用
せ
し
め
学
校
生
徒
児
童
に
は
登
校
時
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
を
強
制
し
大
正
九
年
一
月
よ

り
興
行
場
に
入
る
観
覧
客
に
対
し
て
は
興
行
主
を
し
て
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
ざ
る
者
は
観
覧
を
謝
絶
せ
し
め
た
る
に

興
行
主
は
何
れ
も
自
費
を
以
て
観
客
に
「
マ
ス
ク
」
を
提
供
せ
り
、
前
年
に
比
し
一
般
に
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
す
る
者

著
し
く
増
加
せ
し
を
認
め
た
り
。

愛
媛
県

県
下
各
校
生
徒
全
部
及
各
工
場
の
職
工
全
部
警
察
官
等
に
対
し
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
し
め
た
る
の
み
な
ら

ず
広
く
之
を
奨
励
し
た
る
結
果
流
行
期
に
於
て
は
外
出
の
際
は
過
半
之
を
使
用
す
る
に
至
れ
り
。
尚
一
部
に
「
マ
ス

ク
」
の
普
及
せ
ざ
る
こ
と
を
慮
り
県
衛
生
課
は
勿
論
各
郡
市
役
所
、
町
村
役
場
、
警
察
官
署
を
し
て
其
の
購
入
の
周
旋

を
為
さ
し
め
た
り
県
衛
生
課
に
於
て
取
次
ぎ
た
る
個
数
は
松
山
監
獄
よ
り
の
一
千
百
五
十
個
其
の
他
を
合
せ
て
二
千
七

百
五
十
個
に
し
て
実
費
を
以
て
工
場
其
の
他
へ
配
布
し
た
り
。

高
知
県

マ
ス
ク
」
の
製
造
方
法
は
一
般
に
指
示
せ
る
も
之
が
普
及
上
遺
憾
の
点
尠
か
ら
ず
依
て
県
衛
生
会
を
し
て

各
女
学
校
に
交
渉
し
無
償
を
以
て
女
生
徒
を
し
て
作
ら
し
め
興
行
場
に
委
託
し
入
場
者
に
対
し
実
費
五
銭
に
て
販
売
せ

し
む
各
学
校
生
徒
、
職
工
其
の
他
按
摩
業
者
等
に
対
し
て
は
「
マ
ス
ク
」
強
制
使
用
を
督
励
し
興
行
観
客
、
汽
船
の
乗

船
者
を
し
て
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
ざ
る
者
は
入
場
、
乗
船
を
拒
絶
せ
し
め
た
り
。

福
岡
県

マ
ス
ク
」、
含
嗽
の
使
用
を
奨
励
せ
し
む
る
為
予
め
警
察
官
吏
に
之
を
強
制
命
令
し
て
流
行
時
使
用
せ
し
む
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る
こ
と
と
し
呼
吸
保
護
器
は
「
ガ
ー
ゼ
」
を
以
て
簡
易
に
調
製
配
付
し
含
嗽
薬
は
千
倍
の
沃
度
加
里
、
沃
度
丁
幾
水
を

配
付
し
た
り
。

大
分
県

赤
十
字
社
大
分
支
部
は
「
マ
ス
ク
」
材
料
を
県
下
十
三
万
の
小
学
児
童
に
分
配
し
又
警
察
署
に
於
て
も
「
マ

ス
ク
」
の
作
製
を
な
し
見
本
的
に
各
町
村
に
配
布
し
之
が
製
作
使
用
を
奨
励
し
た
り
。

佐
賀
県

庁
員
、
警
察
署
員
、
郡
市
役
場
員
等
卒
先
し
て
之
を
実
行
し
一
般
の
範
を
示
す
に
努
め
「
マ
ス
ク
」
を
各
員

に
配
布
し
又
「
マ
ス
ク
」、
含
嗽
薬
等
の
製
法
使
用
法
等
に
関
し
て
詳
細
に
指
示
し
劇
場
等
多
数
集
合
の
個
所
に
は

「
マ
ス
ク
」
を
販
売
せ
し
め
之
を
使
用
せ
ざ
る
者
は
入
場
を
拒
絶
し
町
村
等
に
向
て
貧
困
者
に
は
無
料
給
与
せ
し
む
る

等
の
方
法
を
講
ず
る
等
可
及
的
之
を
奨
励
せ
り
と
雖
も
其
の
効
果
尚
充
分
な
ら
ず
し
て
一
時
学
校
等
に
於
て
は
励
行
せ

ら
れ
し
も
一
般
の
者
に
在
り
て
は
之
を
実
行
す
る
も
の
多
か
ら
ざ
り
し
如
し
。

熊
本
県

県
所
属
職
員
は
全
部
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
を
実
行
し
又
含
嗽
薬
の
共
同
購
入
等
の
方
法
に
付
て
一
般
に
指
示

し
た
り
熊
本
市
内
の
理
髪
営
業
者
に
対
し
て
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
及
び
含
嗽
の
実
行
を
命
じ
貸
座
敷
業
者
に
対
し
て
は

娼
妓
其
他
家
族
雇
人
に
対
し
楼
主
の
負
担
を
以
て
「
マ
ス
ク
」
及
含
嗽
薬
を
給
与
せ
し
め
た
り
其
の
他
学
校
児
童
一
般

に
於
て
も
之
れ
が
使
用
を
な
せ
る
者
尠
か
ら
ず
。

宮
崎
県

含
嗽
は
前
流
行
時
に
在
り
て
は
専
ら
講
演
に
依
り
之
を
奨
励
し
た
り
し
も
後
流
行
時
に
際
し
て
は
「
マ
ス

ク
」
の
使
用
を
も
加
へ
宣
伝
「
ビ
ラ
」
を
以
て
或
は
講
演
を
以
て
極
力
宣
伝
高
唱
し
且
つ
坊
間
に
販
売
せ
る
「
マ
ス

ク
」
は
其
の
価
額
高
く
一
般
使
用
の
上
に
支
障
を
来
す
こ
と
多
か
り
し
を
以
て
県
に
於
て
は
直
接
之
を
製
造
し
原
価
を

以
て
提
供
す
る
等
其
の
衝
に
当
り
一
般
の
普
及
を
図
れ
り
。

鹿
児
島
県

本
県
に
於
て
は
告
諭
を
発
し
て
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
含
嗽
の
励
行
を
奨
励
し
た
る
為
め
一
般
に
「
マ
ス
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ク
」
使
用
の
実
行
を
認
め
又
学
校
生
徒
に
対
し
て
は
学
校
に
於
て
「
マ
ス
ク
」
を
調
製
使
用
せ
し
め
た
る
地
方
も
あ
り

両
私
立
衛
生
会
に
於
て
も
「
マ
ス
ク
」
を
製
造
し
実
費
に
て
市
町
村
の
需
用
に
応
ぜ
し
め
た
り
。

沖
縄
県

マ
ス
ク
」
及
含
嗽
の
効
用
に
就
て
は
一
般
民
に
於
て
之
を
知
悉
せ
ず
従
て
容
易
に
行
は
れ
難
き
を
認
め
先

づ
学
校
教
職
員
及
生
徒
並
官
公
吏
に
対
し
之
を
励
行
し
漸
次
一
般
民
に
其
使
用
方
の
勧
誘
を
な
し
演
劇
場
、
活
動
写
真

館
の
入
場
者
に
「
マ
ス
ク
」
使
用
を
強
要
せ
し
め
た
る
等
に
因
り
て
市
部
に
於
て
は
相
当
の
効
果
を
挙
げ
た
る
も
郡
部

は
上
流
階
級
及
学
校
児
童
教
員
官
吏
の
一
少
部
分
に
之
が
実
行
を
見
た
る
の
み
な
り
尤
も
郡
部
に
於
て
は
部
落
の
規
約

を
以
て
自
衛
的
に
之
を
強
要
し
違
反
者
に
対
し
て
は
違
約
金
を
徴
し
た
る
も
の
あ
り
た
り
此
等
の
部
落
は
相
当
に
普
及

せ
ら
れ
た
り
。

三
、
予
防
接
種
の
奨
励

予
防
接
種
に
関
し
て
は
別
項
に
於
て
詳
説
せ
る
が
如
く
本
病
の
病
原
に
関
す
る
学
者
の
説
未
だ
一
致
を
見
ず
之
が
効

果
に
就
て
も
学
者
の
論
争
す
る
所
な
り
し
が
其
の
後
幾
多
の
実
験
を
経
て
一
般
に
相
当
効
果
あ
る
を
認
め
ら
る
る
に
至

り
た
れ
ば
大
正
八
、
九
年
の
後
流
行
時
に
於
て
本
省
は
通
牒
又
は
予
防
心
得
書
等
を
以
て
之
が
接
種
を
奨
励
せ
り
。

今
各
府
県
に
於
け
る
予
防
接
種
施
行
の
概
況
を
挙
ぐ
れ
ば
或
は
県
費
を
以
て
庁
員
、
警
察
官
、
中
小
学
校
職
員
生
徒

児
童
の
大
部
分
に
無
料
接
種
を
施
行
せ
る
あ
り
或
は
貧
窮
者
、
接
客
業
者
に
対
し
無
料
施
行
せ
る
あ
り
、
或
は
市
町
村

公
私
団
体
に
於
て
施
行
せ
る
予
防
接
種
の
費
用
に
対
し
一
定
の
県
費
補
助
を
な
し
た
る
あ
り
茨
城
県
の
如
き
は
赤
十
字

社
支
部
の
活
動
に
拠
り
市
部
、
郡
部
の
流
行
部
落
民
に
対
し
無
料
接
種
を
行
ひ
た
り
、
又
東
京
市
に
て
は
市
費
を
以
て

市
内
三
十
三
箇
所
に
予
防
注
射
所
を
開
設
し
種
痘
嘱
託
医
を
し
て
之
に
従
事
せ
し
め
細
民
に
は
無
料
に
て
行
ひ
東
京
医

学
士
会
は
細
民
の
為
め
夜
間
無
料
接
種
を
施
行
し
一
般
利
福
の
為
に
活
動
し
汎
く
普
及
を
図
り
た
り
神
奈
川
県
の
如
き
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は
予
防
接
種
を
以
て
本
病
に
対
す
る
唯
一
の
積
極
的
予
防
法
と
な
し
県
自
ら
予
防
液
を
製
造
し
て
広
く
県
下
に
配
布
し

極
力
之
が
普
及
徹
底
に
努
め
た
り
。

予
防
注
射
の
実
施
に
当
り
て
は
各
地
に
臨
時
予
防
接
種
所
を
設
け
て
防
疫
職
員
を
し
て
希
望
者
に
対
し
接
種
せ
し
め

た
る
あ
り
或
は
予
防
注
射
班
を
組
織
し
て
各
地
を
巡
回
し
現
に
流
行
し
又
は
流
行
の
虞
あ
る
地
方
の
住
民
に
対
し
施
行

せ
る
あ
り
、
或
は
開
業
医
師
に
予
約
し
て
毎
日
数
人
宛
交
替
し
て
之
に
当
ら
し
め
た
る
あ
り
各
府
県
に
於
て
専
ら
普
及

を
奨
励
せ
る
結
果
大
正
九
年
一
、
二
月
の
流
行
猖
獗
時
に
あ
り
て
は
注
射
希
望
者
激
増
し
各
地
予
防
液
製
造
所
に
於
て

は
之
が
製
造
に
全
力
を
尽
せ
る
も
到
底
殺
到
す
る
需
要
に
応
ず
る
能
は
ず
遂
に
予
防
液
不
足
の
為
め
予
定
の
実
施
を
見

ず
し
て
終
り
た
る
府
県
亦
尠
か
ら
ざ
り
し
が
如
し
。

各
府
県
に
於
て
予
防
接
種
を
受
け
た
る
人
員
の
概
数
を
挙
ぐ
れ
ば
左
の
如
く
合
計
四
百
六
十
四
万
五
千
五
百
五
十
八

人
の
多
数
に
上
り
其
の
数
不
明
な
る
大
阪
府
其
の
他
二
三
府
県
に
於
け
る
注
射
人
員
を
加
ふ
る
と
き
は
優
に
五
百
万
人

以
上
に
達
す
べ
し
。

府
県
別
流
行
性
感
冒
予
防
接
種
者
人
員

東

京

五
九
一

七
七
〇

山

梨

六
三

〇
〇
〇

広

島

二
一

六
九
〇

京

都

三
一

八
九
二

滋

賀

二
四

五
九
八

山

口

不

明

大

阪

不

明

岐

阜

一
八

六
九
〇

和

歌

山

一
八

七
九
〇

神

奈

川

二
二
四

一
七
九

長

野

一
六
四

六
一
三

徳

島

二
八

五
七
九

兵

庫

六
五

二
九
六

宮

城

一
九

四
三
八

香

川

一
六

八
二
六
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長

崎

二
八

三
六
六

福

島

一
七
八

九
四
九

愛

三
一

八
六
四

新

潟

六
九
五

二
七
四

岩

手

三
九

七
九
七

高

知

不

明

埼

玉

三
三
〇

五
五
九

青

森

一
〇
一

一
五
九

福

岡

三
七

五
七
二

群

馬

一
五

〇
〇
〇

山

形

二
七
五

三
二
七

大

分

五

〇
〇
〇

千

葉

二
〇
〇

三
一
四

秋

田

一
三
五

九
二
八

佐

賀

二
九

六
三
七

茨

城

二
四
一

八
五
一

福

井

六
七

四
七
二

熊

本

五
三

三
六
一

栃

木

一
三
六

八
三
八

石

川

六
二
四

宮

崎

不

明

奈

良

二
一

八
一
六

富

山

二
六

四
六
四

鹿

児

島

一
三

六
二
九

三

重

三
四

七
三
六

鳥

取

四
八

八
一
六

沖

縄

四
三

四
四
二

愛

知

五
四

四
九
七

島

根

二
四

七
八
五

北

海

道

二
五
五

七
九
八

静

岡

一
七
二

六
〇
一

岡

山

五
四

七
二
一

計

四

六
四
五

五
五
八

北
海
道

本
省
の
示
達
に
基
き
流
行
性
感
冒
予
防
接
種
を
奨
励
し
全
道
に
於
け
る
予
防
接
種
者
二
十
五
万
五
千
八
百
人

に
達
せ
り
。

東
京
府

一
般
民
衆
に
対
し
予
防
接
種
を
奨
励
す
る
に
は
自
ら
範
を
示
す
の
必
要
を
認
め
当
警
視
庁
細
菌
検
査
所
を
し

て
予
防
液
を
製
造
せ
し
め
庁
員
及
各
署
員
に
予
防
接
種
を
施
行
し
た
り
尚
東
京
市
に
於
て
は
経
費
四
万
七
千
円
を
計
上

し
市
内
三
十
三
ケ
所
に
予
防
注
射
所
を
開
設
し
種
痘
嘱
託
医
を
し
て
之
に
従
事
せ
し
め
細
民
に
対
し
て
は
無
料
接
種
を

行
ひ
た
り
東
京
市
電
気
局
に
於
て
は
局
員
の
全
部
に
予
防
接
種
を
行
ひ
た
り
、
医
学
士
会
に
於
て
は
主
と
し
て
市
細
民

の
為
め
夜
間
無
料
注
射
所
を
開
設
す
べ
き
旨
申
出
あ
り
た
れ
ば
関
係
警
察
署
長
を
し
て
斡
旋
せ
し
め
た
る
結
果
左
記
十
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箇
所
に
於
て
接
種
を
施
行
し
た
り
。

本
所
区
永
倉
町
二
、
本
所
小
学
校
。
本
所
柳
島
梅
森
町
賛
育
会
本
所
病
院
。
本
郷
区
千
駄
木
町
日
本
医
学
専
門
学
校

附
属
医
院
。
赤
坂
区
役
所
。
深
川
区
猿
江
裏
町
重
願
寺
。
四
谷
区
谷
町
一
、
鮫
ケ
橋
小
学
校
。
下
谷
区
坂
本
警
察
署
。

小
石
川
区
表
町
大
黒
堂
。
浅
草
区
橋
場
町
同
情
院
。
麻
布
区

町

小
学
校
。

新
聞
社
、
工
場
。
小
学
校
其
他
団
体
に
於
て
予
防
接
種
を
施
行
し
た
る
も
の
尠
か
ら
ず
本
庁
に
於
て
は
府
費
二
万
九

千
二
百
五
十
四
円
の
支
出
を
得
て
市
郡
を
通
し
て
比
較
的
資
力
に
乏
し
き
者
に
対
し
無
料
接
種
を
施
行
す
る
計
画
を
以

て
郡
部
は
予
防
液
及
消
耗
品
を
配
布
し
て
各
町
村
を
し
て
施
行
せ
し
め
東
京
市
内
は
警
視
庁
に
於
て
巡
回
接
種
班
を
編

成
し
て
主
と
し
て
細
民
部
落
に
施
行
す
る
と
共
に
各
区
医
師
会
に
交
渉
し
施
術
を
無
料
提
供
せ
し
め
各
警
察
署
を
督
し

て
之
が
実
施
普
及
に
努
め
た
り
。

京
都
府

初
め
庁
員
及
警
察
官
吏
に
対
し
予
防
接
種
を
受
け
し
め
て
其
の
範
を
示
し
之
が
実
行
を
市
町
村
及
衛
生
組
合

等
に
督
励
し
た
る
に
京
都
市
内
衛
生
組
合
並
に
貸
座
敷
組
合
及
理
髪
業
組
合
其
の
他
接
客
業
者
組
合
の
活
動
す
る
処
と

な
り
各
組
合
に
於
て
無
料
或
は
実
費
を
以
て
実
施
す
る
に
至
り
た
る
に
付
き
当
府
多
く
は
之
が
指
導
監
督
の
為
め
防
疫

官
技
師
其
他
の
技
術
者
を
派
遣
し
之
を
援
助
し
て
奨
励
を
図
り
た
る
を
以
て
大
な
る
普
及
を
見
た
り
郡
市
町
村
等
に
於

て
実
施
の
監
督
及
奨
励
の
為
め
技
術
者
の
派
遣
を
乞
ふ
者
多
く
之
が
為
め
技
術
者
に
於
て
は
専
ら
力
を
之
に
傾
注
し
た

り
依
て
予
防
接
種
は
著
し
く
普
及
せ
ら
れ
た
り
。

大
阪
府

予
防
液
は
其
の
価
額
比
較
的
廉
な
ら
ざ
る
が
故
に
普
及
稍
々
困
難
な
り
し
も
極
力
勧
奨
の
結
果
相
当
効
果
を

挙
げ
得
た
り
尚
大
阪
府
に
あ
り
て
も
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
製
造
を
な
し
直
接
予
防
の
衝
に
当
る
警
察
官
庁
員
並
に
公
立
学

校
寄
宿
生
等
に
接
種
し
た
り
。
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神
奈
川
県

大
正
八
年
春
季
本
県
に
於
て
は
流
行
性
感
冒
の
病
原
な
り
と
信
ず
る
パ
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
以
て
感
作
「
ワ

ク
チ
ン
」
を
創
製
し
実
験
を
経
た
る
後
一
般
に
応
用
す
べ
く
各
方
面
に
勧
誘
を
試
み
た
り
、
時
恰
も
流
行
の
極
期
に
あ

り
し
為
め
県
下
の
開
業
医
、
汽
船
会
社
、
学
校
、
衛
生
組
合
、
工
場
等
に
於
て
使
用
す
る
者
多
数
に
昇
り
右
「
ワ
ク
チ

ン
」
の
予
防
接
種
を
受
け
た
る
者
二
万
二
千
余
人
に
達
し
た
り
此
の
結
果
相
当
の
効
果
を
収
め
得
た
る
を
以
て
大
正
八
、

九
年
流
行
時
に
は
広
く
之
が
施
行
を
奨
励
し
普
及
に
努
め
た
る
為
め
横
須
賀
海
軍
工
廠
を
始
め
各
開
業
医
師
、
病
院
、

学
校
、
工
場
其
の
他
団
体
よ
り
申
込
殺
到
し
大
正
九
年
六
月
末
日
迄
に
予
防
液
三
十
七
万
六
千
八
百
八
十
瓦
を
配
布
し

た
り
。

兵
庫
県

神
戸
市
に
於
て
は
予
防
注
射
班
を
設
置
し
市
民
希
望
者
に
対
し
て
予
防
接
種
を
行
ひ
た
る
が
之
を
受
け
た
る

も
の
の
概
数
は
六
万
五
千
余
人
に
達
せ
り
。

長
崎
県

東
京
其
の
他
各
地
予
防
液
製
造
所
に
於
て
は
購
入
申
込
殺
到
し
到
底
需
要
を
満
す
能
は
ざ
る
の
状
況
な
り
し

を
以
て
本
県
細
菌
検
査
所
に
於
て
は
予
防
液
を
製
造
し
低
廉
な
る
料
金
に
て
各
町
村
へ
分
与
し
以
て
応
急
の
場
合
に
適

応
す
る
処
あ
ら
し
め
た
り
長
崎
、
佐
世
保
両
市
役
所
に
於
て
は
一
般
に
無
料
を
以
て
予
防
注
射
を
行
ひ
た
り
。

新
潟
県

予
防
接
種
に
関
し
て
は
極
力
宣
伝
普
及
に
努
め
且
つ
流
行
の
兆
あ
る
や
部
落
、
学
校
、
工
場
等
に
は
速
か
に

之
れ
が
施
行
を
奨
励
し
一
方
医
師
会
と
協
力
し
て
之
れ
を
低
廉
に
施
行
す
る
に
努
め
又
新
潟
県
私
立
衛
生
会
郡
市
支
会

に
て
は
無
料
注
射
を
行
ひ
た
り
如
上
奨
励
の
結
果
「
ワ
ク
チ
ン
」
接
種
を
受
け
た
る
者
総
計
六
十
九
万
五
千
余
人
の
多

数
に
上
り
た
り
。

埼
玉
県

予
防
接
種
の
普
及
方
法
に
付
て
は
郡
市
警
察
官
署
と
協
力
し
町
村
を
指
導
奨
励
す
る
と
同
時
に
十
分
の
便
宜

を
図
り
尚
個
人
に
対
し
て
は
警
察
官
に
於
て
戸
口
調
査
を
利
用
し
或
は
各
町
村
衛
生
役
員
を
し
て
各
戸
の
健
康
視
察
を
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な
さ
し
む
る
に
際
し
之
が
施
行
を
勧
誘
し
未
済
者
に
対
し
普
く
施
行
す
る
の
方
法
を
採
ら
し
め
た
り
。

群
馬
県

予
防
接
種
を
宣
伝
し
た
る
結
果
、
学
校
工
場
及
市
町
村
に
し
て
之
れ
を
希
望
す
る
者
続
出
し
県
に
向
ひ
購
入

方
を
依
頼
し
来
る
者
日
に
数
千
人
分
の
多
き
に
達
せ
る
の
状
況
に
あ
り
た
り
尚
警
察
員
約
六
百
人
に
対
し
県
費
に
て

「
ワ
ク
チ
ン
」
を
購
入
し
予
防
接
種
を
施
行
せ
り
。

千
葉
県

予
防
接
種
は
一
般
に
対
し
極
力
督
励
を
加
ふ
る
と
共
に
直
接
予
防
事
務
に
従
事
す
る
警
察
官
吏
、
県
郡
吏
員

等
に
施
行
し
て
範
を
示
し
尚
県
費
を
以
て
娼
妓
全
部
に
接
種
を
施
行
せ
り
其
他
各
開
業
医
を
初
め
各
町
村
に
於
て
も

夫
々
接
種
を
開
始
し
、
予
防
に
努
め
た
り
と
雖
も
如
何
せ
ん
予
防
液
不
足
を
告
げ
全
部
に
之
を
施
行
す
る
を
得
ざ
り
し

は
遺
憾
と
せ
る
と
こ
ろ
な
り
。

茨
城
県

予
防
接
種
は
先
づ
庁
員
に
行
ひ
た
る
外
学
校
職
員
生
徒
、
郡
役
所
、
町
村
役
場
員
、
警
察
官
吏
及
接
客
業
者
、

劇
場
、
寄
席
、
活
動
写
真
館
等
の
従
業
者
に
対
し
て
も
之
れ
を
行
ひ
尚
赤
十
字
社
本
県
支
部
に
於
け
る
無
料
接
種
は
市

部
及
郡
部
に
於
て
は
流
行
部
落
の
一
般
民
に
対
し
行
ひ
て
相
当
見
る
べ
き
成
績
を
得
た
り
。

栃
木
県

一
般
に
之
れ
を
奨
励
し
一
面
医
師
会
の
活
動
を
促
し
之
が
普
及
を
図
り
た
る
結
果
一
般
民
に
し
て
之
れ
を
受

け
た
る
者
多
く
又
鉱
山
、
工
場
等
に
於
て
団
体
に
て
之
れ
を
受
け
た
る
者
多
か
り
き
。

奈
良
県

予
防
注
射
は
学
校
工
場
等
に
於
て
之
れ
が
施
行
を
希
望
す
る
者
多
く
予
防
液
は
県
に
於
て
購
入
し
置
き
之
等

の
需
要
に
応
じ
頒
与
す
る
の
方
法
を
と
り
地
方
に
於
て
も
医
師
に
付
き
接
種
を
受
け
た
る
者
多
数
に
及
べ
り
。

三
重
県

県
に
於
て
予
防
接
種
を
慫
慂
し
た
る
結
果
相
当
数
の
実
行
を
為
し
得
た
り
。

愛
知
県

告
諭
又
は
「
ポ
ス
タ
ー
」
予
防
心
得
等
に
よ
り
「
ワ
ク
チ
ン
」
接
種
を
奨
励
し
た
り
。

静
岡
県

予
防
接
種
を
一
般
に
奨
励
す
る
為
め
県
費
二
千
六
百
円
を
支
出
し
注
射
液
一
千
四
百
六
十
六
本
を
購
ひ
県
下
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市
町
村
に
無
料
配
布
を
な
し
市
町
村
は
右
液
を
医
師
に
交
付
し
無
料
接
種
を
な
せ
り
其
他
恩
賜

財
団

済
生
会
よ
り
金
二
百
九

十
四
円
を
支
出
し
接
種
液
百
六
十
三
本
を
購
ひ
御
用
邸
所
在
地
な
る
静
浦
村
住
民
並
に
沼
津
町
に
於
け
る
御
用
邸
出
入

者
に
対
し
警
察
医
を
派
遣
し
て
予
防
接
種
を
施
行
せ
り
其
他
市
町
村
費
を
以
て
購
入
し
注
射
を
行
ひ
た
る
所
も
あ
り
た

り
。

山
梨
県

本
病
予
防
撲
滅
の
為
県
費
二
千
五
百
円
を
計
上
し
県
立
学
校
職
員
生
徒
全
部
及
県
庁
職
員
、
警
察
署
分
署
員
、

郡
役
所
員
、
山
梨
看
護
婦
会
看
護
婦
に
対
し
て
予
防
接
種
を
施
行
せ
り
。

滋
賀
県

予
防
方
法
奨
励
の
為
市
町
村
其
他
公
私
団
体
の
経
費
を
以
て
予
防
接
種
を
実
施
す
る
向
き
に
関
し
其
支
出
額

の
二
分
の
一
を
県
費
よ
り
補
助
し
尚
恩
賜

財
団

済
生
会
の
被
救
療
者
及
家
族
に
関
し
て
は
同
会
の
救
療
費
を
以
て
無
料
注
射

を
施
行
し
た
り
。

長
野
県

予
防
心
得
書
其
の
他
衛
生
講
話
等
に
よ
り
て
予
防
接
種
を
奨
励
し
た
る
為
一
般
に
希
望
す
る
者
多
く
本
接
種

を
受
け
た
る
者
県
下
を
通
じ
て
十
六
万
四
千
余
人
を
算
し
た
り
。

福
島
県

予
防
接
種
を
奨
励
し
貧
困
者
に
対
し
て
は
市
町
村
費
又
は
公
私
救
療
団
体
を
し
て
無
料
接
種
の
方
法
を
督
励

し
不
敢
取
県
費
よ
り
百
三
十
二
円
を
支
出
し
先
づ
警
察
部
員
及
流
行
地
警
察
官
吏
に
接
種
し
一
般
に
対
し
て
は
金
一
千

五
百
円
の
予
算
を
以
て
一
万
人
の
無
料
接
種
を
行
ふ
計
画
を
樹
て
各
市
町
村
の
希
望
者
に
接
種
を
行
へ
り
。

岩
手
県

予
防
接
種
奨
励
の
一
端
と
し
て
貧
民
に
対
し
無
料
接
種
を
行
ひ
た
り
。

青
森
県

初
め
弘
前
聯
隊
及
其
の
附
近
に
流
行
の
徴
あ
る
や
直
に
警
察
医
を
派
し
て
其
の
附
近
一
般
希
望
者
に
予
防
接

種
を
施
行
し
た
り
警
察
医
在
勤
地
に
於
て
は
毎
週
二
回
日
を
定
め
一
般
希
望
者
に
対
し
実
費
を
以
て
予
防
接
種
を
施
行

し
市
町
村
立
学
校
に
対
し
て
も
可
成
予
防
接
種
を
行
は
し
め
た
り
一
般
開
業
医
師
に
於
て
も
注
射
希
望
者
に
対
し
て
は
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接
種
料
其
他
特
別
の
便
宜
を
与
へ
ら
れ
度
旨
医
師
会
長
に
通
牒
し
之
れ
が
普
及
に
努
め
た
り
。

山
形
県

之
れ
が
普
及
徹
底
を
計
り
た
る
結
果
本
県
に
於
て
は
予
防
接
種
を
受
け
た
る
者
一
回
二
回
合
せ
て
二
十
七
万

五
千
余
人
余
に
達
せ
り
。

福
井
県

流
感
「
ワ
ク
チ
ン
」
普
及
に
関
し
て
は
自
動
車
其
他
新
聞
紙
等
に
よ
り
て
宣
伝
を
な
し
希
望
者
に
対
し
て
は

何
人
を
問
は
ず
実
費
を
以
て
之
を
行
ふ
計
画
を
樹
て
た
る
を
以
て
機
業
工
場
其
他
の
町
村
長
よ
り
施
行
方
を
申
出
た
る

者
多
か
り
し
が
一
時
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
不
足
を
告
げ
配
給
充
分
な
ら
ざ
り
き
。

広
島
県

予
防
接
種
は
県
費
に
て
注
射
液
を
購
入
し
県
庁
、
郡
役
所
、
及
警
察
署
吏
員
に
無
料
に
て
接
種
を
行
ひ
一
般

に
範
を
示
し
た
り
工
場
其
他
の
団
体
に
て
注
射
を
行
ひ
た
る
も
の
多
し
。

愛
媛
県

県
内
各
市
町
村
の
県
税
免
除
者
約
六
万
人
に
対
し
無
料
に
て
予
防
接
種
を
為
す
た
め
医
師
一
名
看
護
婦
一
名

よ
り
成
る
接
種
班
五
班
を
組
織
し
交
通
便
利
な
る
地
に
向
は
し
め
交
通
不
便
な
る
地
に
就
て
は
医
師
一
名
、
防
疫
監
吏

一
名
の
自
動
車
班
三
班
を
編
成
し
活
動
を
企
画
し
一
面
該
班
に
於
て
其
の
町
村
に
於
け
る
貧
民
外
の
注
射
希
望
者
に
は

「
ワ
ク
チ
ン
」
原
価
を
徴
収
（
一
人
約
金
十
五
銭
）
し
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
供
給
し
能
ふ
限
り
接
種
を
行
ひ
た
り
而
し
て

該
「
ワ
ク
チ
ン
」
代
金
一
万
円
は
五
千
円
を
県
費
よ
り
五
千
円
を
恩
賜
財
団

済
生
会
よ
り
支
出
し
其
の
他
消
毒
薬
品
費
消
耗

品
費
五
百
二
十
五
円
旅
費
（
防
疫
職
員
を
除
く
）
六
百
五
十
円
通
信
運
搬
費
五
十
円
自
転
車
二
台
購
買
費
三
百
円
を
県

費
よ
り
出
支
す
右
の
如
く
準
備
整
ひ
た
る
も
各
地
予
防
液
製
造
所
に
於
け
る
予
防
液
払
底
の
結
果
纏
ま
り
た
る
数
量
到

着
せ
ず
為
め
に
二
、
三
班
の
外
は
活
動
し
得
ざ
る
状
態
に
あ
り
た
り
。

熊
本
県

一
般
に
予
防
接
種
の
徹
底
を
計
る
べ
く
熊
本
県
衛
生
会
に
於
て
多
数
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
準
備
し
各
方
面
へ

配
布
の
便
を
与
へ
た
り
尚
予
防
接
種
希
望
者
多
数
あ
る
部
落
に
対
し
て
は
衛
生
会
と
、
県
衛
生
課
と
協
力
し
警
察
医
を
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派
し
無
料
に
て
或
は
薬
品
の
実
費
を
徴
し
接
種
を
行
ひ
た
り
又
町
村
に
於
て
は
貧
困
者
に
対
し
町
村
医
を
し
て
無
料
接

種
を
施
行
せ
し
め
た
る
も
あ
り
た
り
。

四
、
学
校
工
場
其
の
他
多
衆
集
合
に
対
す
る
施
設

学
校
に
対
す
る
施
設

学
校
内
に
二
三
の
患
者
発
生
す
る
と
き
は
忽
ち
周
囲
の
生
徒
児
童
に
伝
播
し
て
集
団
的
流
行
を
来
せ
る
例
多
く
殊
に

学
校
寄
宿
舎
等
に
於
て
屢
々
遭
遇
し
た
り
。
故
に
各
府
県
に
於
て
は
中
等
学
校
、
小
学
校
に
対
し
て
相
当
の

慮
を
払

ひ
当
局
よ
り
指
示
其
の
他
の
方
法
を
以
て
或
は
温
度
及
湿
度
の
調
節
に
注
意
せ
し
め
且
つ
含
嗽
及
唾
痰
の
消
毒
を
奨
励

し
含
嗽
剤
の
配
給
、
唾
壺
の
備
付
を
為
さ
し
め
或
は
罹
患
生
徒
児
童
の
登
校
を
禁
止
し
学
校
内
又
は
其
の
附
近
に
本
病

流
行
の
徴
あ
る
時
は
其
の
状
況
に
よ
り
全
部
又
は
一
部
を
閉
鎖
し
て
時
機
を

ら
ざ
る
様
注
意
し
或
は
学
校
に
検
温
器

を
備
付
け
三
十
七
度
五
分
以
上
の
生
徒
又
は
児
童
は
登
校
を
停
止
し
又
は
咳

あ
る
も
の
に
は
教
室
内
に
て
「
マ
ス

ク
」
を
使
用
せ
し
め
室
外
に
て
は
健
康
者
に
も
一
般
に
使
用
せ
し
め
た
る
あ
り
、
或
は
生
徒
の
健
康
状
態
を
注
意
し
有

熱
者
は
勿
論
頭
痛
、
咽
頭
痛
、
咳
嗽
等
を
訴
ふ
る
も
の
は
他
の
生
徒
と
隔
離
し
校
医
の
診
察
を
受
け
し
め
流
行
性
感
冒

の
疑
あ
る
も
の
は
登
校
を
一
時
遠
慮
せ
し
め
た
る
あ
り
或
は
予
防
注
射
を
奨
励
し
生
徒
全
部
に
対
し
無
料
予
防
注
射
を

行
ひ
た
る
も
尠
か
ら
ず
。

各
府
県
に
於
け
る
学
校
に
対
す
る
施
設
の
状
況
を
通
観
す
る
に
最
も
励
行
せ
ら
れ
た
る
は
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
に
し

て
職
員
、
生
徒
の
別
な
く
流
行
猖
獗
時
に
は
之
れ
を
使
用
す
る
も
の
多
数
に
及
び
た
り
。
予
防
接
種
は
相
当
普
及
し
流

行
激
し
き
市
町
村
に
於
け
る
生
徒
、
児
童
中
に
は
殊
に
接
種
を
希
望
す
る
も
の
多
く
寧
ろ
予
防
液
不
足
を
訴
ふ
る
の
状

態
に
あ
り
し
処
尠
か
ら
ざ
り
き
、
学
校
内
又
は
其
の
周
囲
村
落
に
流
行
の
徴
あ
る
と
き
一
時
学
校
を
閉
鎖
す
る
は
そ
の
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伝
播
を
断
ち
禍
を
尠
か
ら
し
む
る
上
に
効
果
大
な
る
べ
き
を
以
て
斯
る
場
合
に
は
機
宜
の
処
置
を
採
る
様
奨
励
し
た
る

が
為
め
学
校
の
全
部
又
は
一
部
分
を
閉
鎖
せ
る
処
亦
尠
か
ら
ざ
り
き
。
然
れ
ど
も
そ
の
多
く
は
閉
鎖
の
時
期
遅
れ
既
に

多
数
児
童
の
本
病
に
犯
さ
れ
欠
席
者
増
加
し
止
む
な
く
閉
鎖
せ
る
も
の
多
か
り
し
は
遺
憾
な
る
が
当
時
の
事
情
亦
止
む

な
き
も
の
あ
り
。

工
場
に
対
す
る
施
設

工
場
に
対
す
る
予
防
施
設
は
要
之
各
工
場
に
は
警
察
官
吏
又
は
工
場
監
督
官
吏
を
派
遣
し
て
本
病
の
予
防
施
設
を
督

励
せ
し
め
且
つ
其
の
経
費
を
も
工
場
主
に
於
て
負
担
せ
し
む
べ
く
慫
慂
し
た
る
も
の
多
く
或
は
室
内
の
温
度
、
換
気
等

に
注
意
せ
し
め
或
は
職
工
に
対
し
て
「
マ
ス
ク
」
及
含
嗽
薬
を
支
給
せ
し
め
或
は
唾
痰
消
毒
の
施
設
を
な
さ
し
め
或
は

通
勤
職
工
、
寄
宿
職
工
の
作
業
所
を
区
別
せ
し
め
或
は
一
定
医
師
の
証
明
を
受
け
た
る
も
の
に
は
休
業
中
も
そ
の
生
活

上
相
当
の

慮
を
な
さ
し
め
或
は
寄
宿
舎
内
に
隔
離
室
を
作
ら
し
め
て
寄
宿
職
工
の
罹
患
せ
る
も
の
を
隔
離
せ
し
む
る

の
方
法
を
講
ぜ
る
も
あ
り
、
尚
新
し
く
職
工
を
雇
入
る
る
に
際
し
て
は
相
当
期
間
就
業
せ
し
め
ず
其
の
間
時
々
医
師
の

診
察
を
受
け
し
め
た
る
に
あ
り
き
、
流
行
時
期
に
一
定
期
間
作
業
を
休
止
し
て
本
病
に
よ
る
惨
害
を
防
ぐ
は
亦
機
を
得

る
措
置
に
し
て
各
府
県
に
於
け
る
工
場
休
業
の
状
況
は
別
表
を
参
照
す
べ
し
。

多
衆
集
合
に
対
す
る
施
設

本
病
の
伝
染
機
転
よ
り
見
る
も
多
衆
の
集
合
は
最
も
危
険
な
る
を
以
て
之
に
対
す
る
施
設
は
実
に
重
要
な
る
も
亦
最

も
困
難
と
す
る
所
な
り
、
之
に
対
す
る
各
府
県
の
状
況
を
見
る
に
各
種
集
会
は
止
む
を
得
ざ
る
も
の
の
外
は
な
る
べ
く

見
合
は
さ
し
め
又
は
延
期
せ
し
め
た
る
も
禁
止
し
た
る
例
は
殆
ど
之
を
見
ず
只
自
発
的
に
葬
祭
、
慶
事
披
露
等
を
流
行

期
間
中
見
合
は
し
た
る
例
乏
し
か
ら
ず
。
興
行
場
の
入
場
者
又
は
電
車
、
汽
車
、
船
舶
等
の
乗
客
に
対
し
て
は
格
段
の
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注
意
を
な
せ
り
、
即
県
令
其
他
の
令
達
を
以
て
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
ざ
れ
ば
入
場
せ
し
め
ず
若
く
は
乗
込
ま
し
め
ざ

る
の
方
法
を
講
ぜ
る
あ
り
、
或
は
興
行
場
主
と
協
議
を
遂
げ
咳

其
の
他
感
冒
の
症
状
あ
る
者
は
入
場
を
拒
絶
せ
し
め

た
る
あ
り
或
は
興
行
場
入
口
に
必
ず
「
マ
ス
ク
」
を
使
用
せ
ら
れ
度
き
旨
掲
示
し
入
場
券
と
共
に
「
マ
ス
ク
」
を
廉
売

し
た
る
あ
り
或
は
興
行
場
主
に
於
て
流
行
猖
獗
時
卒
先
し
一
時
的
閉
鎖
を
な
し
た
る
あ
り
、
其
の
他
一
二
の
特
殊
な
る

施
設
を
見
た
る
府
県
も
あ
り
し
が
又
単
に
予
防
心
得
書
中
に
多
衆
の
集
合
に
対
す
る
注
意
事
項
を
記
載
し
一
般
の
注
意

を
喚
起
す
る
に
止
ま
り
た
る
も
の
少
か
ら
ざ
り
き
。

左
に
学
校
工
場
の
一
時
的
閉
鎖
に
関
す
る
各
府
県
の
状
況
を
掲
ぐ
べ
し
。

道

庁

及

府

県

学

校

の

閉

鎖

工

場

の

閉

鎖

北

海

道

小
学
校
に
於
て
流
感
の
為
欠
席
児
童
多
数
に
上
り
一
時
休
校
せ
る

も
の
数
校
あ
り

東

京

大
正
七
、
八
年
流
行
時
小
学
校
幼
稚
園
合
せ
て
八
十
校
に
達
し
期

間
は
二
三
日
よ
り
十
日
に
及
び
多
く
は
一
週
間
前
後
に
し
て
大
正

八
、
九
年
時
に
は
十
七
校
に
過
ず

大
正
七
、
八
年
流
行
時
四
、
大
正
八
、
九
年
時
一
工
場
の
閉
鎖
せ

る
あ
り

京

都

流
行
の
状
況
に
よ
り
一
週
間
乃
至
二
週
間
の
閉
鎖
を
敢
行
せ
り

多
数
の
も
の
は
流
行
時
一
二
週
の
閉
鎖
を
行
ひ
た
り

長

崎

大
正
七
、
八
年
流
行
時
百
八
十
六
校
に
達
し
内
市
部
四
十
三
校

大
正
八
、
九
年
時
に
は
百
十
七
校
に
し
て
内
市
部
二
十
七
校

前
後
を
通
し
て
一
工
場
あ
り
た
る
の
み

新

潟

大
正
七
、
八
年
時
に
は
約
五
十
校
、
大
正
八
、
九
年
時
に
は
約
百

五
十
校

埼

玉

学
校
を
一
時
的
に
閉
鎖
を
な
せ
る
も
の
三
十
九
校
あ
り
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群

馬

大
正
九
年
一
月
以
降
に
於
て
六
校
あ
り

千

葉

小
学
校
に
於
て
一
週
間
乃
至
三
週
間
休
校
し
た
る
も
の
あ
り

茨

城

流
行
猖
獗
の
形
勢
あ
る
地
方
の
小
学
校
に
対
し
て
は
校
内
に
蔓
延

せ
ざ
る
に
先
ち
一
時
休
校
の
方
進
を
採
り
大
正
九
年
一
月
以
降
休

校
せ
し
も
の
十
八
校
に
達
せ
り

栃

木

小
学
校
に
於
て
一
週
間
乃
至
二
週
間
休
校
せ
る
も
の
県
下
に
て
二

十
九
校
あ
り

工
場
に
一
ケ
所
休
業
せ
る
も
の
あ
り

奈

良

小
学
校
の
過
半
は
一
週
間
乃
至
三
週
間
休
業
せ
り

三

重

県
立
学
校
に
於
て
三
校
小
学
校
三
十
五
校

愛

知

大
正
七
、
八
年
流
行
時
に
は
過
半
全
校
休
業
し
た
る
も
大
正
八
、

九
年
流
行
時
に
は
全
校
休
業
は
流
行
稍
烈
し
き
地
方
に
於
て
行
は

れ
し
の
み

静

岡

大
正
七
、
八
年
時
六
日
以
内
閉
鎖
せ
る
も
の
十
校
七
日
乃
至
十
日

二
十
五
校
十
一
日
以
上
十
九
校
計
五
十
四
校
に
及
べ
り

大
正
八
、
九
年
時
六
日
以
内
六
校
七
日
乃
至
十
日
二
十
七
校
十
一

日
以
上
一
校
計
三
十
四
校
に
及
べ
り

大
正
七
、
八
年
時
六
日
以
内
一
工
場
、
七
日
乃
至
十
日
五
工
場
、

十
一
日
以
上
二
工
場
、
計
八
工
場

大
正
八
、
九
年
時
六
日
以
内
一
工
場
、
七
日
乃
至
十
日
三
工
場
、

計
四
工
場

滋

賀

自
衛
上
各
種
学
校
の
閉
鎖
の
止
む
な
き
に
至
り
た
る
も
の
百
四
十

余
校
に
及
び
其
の
一
校
の
平

登
校
休
止
日
数
十
余
日
に
達
せ
り

長

野

郡
市
を
通
じ
三
十
八
校
に
し
て
五
日
乃
至
三
週
間
休
校
し
尚
流
行

期
間
中
尋
常
一
二
年
生
に
限
り
登
校
せ
し
め
ざ
り
し
も
の
あ
り

宮

城

十
日
以
内
の
休
校
を
な
し
た
る
も
の
約
二
十
余
校
に
達
せ
り
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岩

手

大
正
九
年
流
行
に
於
て
小
学
校
五
校
閉
鎖
し
期
間
は
五
日
乃
至
十

四
日

山

形

生
徒
児
童
の
欠
席
多
数
の
為
自
然
休
校
せ
る
も
の
尠
か
ら
ず

工
場
に
於
て
も
学
校
と
同
じ
く
職
工
の
欠
勤
増
加
の
為
め
自
然
閉

場
せ
る
も
の
あ
り

秋

田

児
童
間
に
患
者
多
数
発
生
の
為
め
閉
鎖
せ
る
も
の
十
数
箇
校
あ
り

福

井

大
正
七
、
八
年
流
行
時
患
者
多
発
せ
る
為
め
休
校
せ
る
も
の
県
下

を
通
じ
百
十
校
其
の
罹
病
児
童
数
一
万
八
百
八
十
四
人
に
及
び
此

の
罹
病
率
二
七
・
九
％
に
当
れ
り
、
大
正
八
、
九
年
時
に
は
四
校

あ
り
た
る
の
み
な
り

石

川

各
学
校
に
於
て
学
生
生
徒
間
に
流
行
の
兆
あ
り
た
る
と
き
一
週
間

乃
至
二
週
間
休
校
せ
り

富

山

小
学
校
に
於
て
患
者
発
生
し
蔓
延
の
徴
あ
り
た
る
為
め
一
週
間
乃

至
二
週
間
休
校
せ
る
も
の
二
十
数
校
に
達
せ
り

鳥

取

小
学
校
五
十
二
、
閉
鎖
延
日
数
四
百
八
十
五
日
、
一
校
平

十
日
、

中
学
校
に
七
日
間
閉
鎖
セ
ル
モ
ノ
一
校
あ
り
た
り

島

根

小
学
校
二
十
二
校
は
患
者
多
数
発
生
の
結
果
三
日
乃
至
三
週
間
休

校
せ
り

岡

山

市
部
に
は
な
し
郡
部
流
行
町
村
に
は
一
部
落
の
児
童
の
登
校
を
停

止
し
又
は
全
校
五
日
間
乃
至
三
週
間
休
校
し
た
る
も
の
あ
り
、
中

等
学
校
の
休
校
せ
る
も
の
僅
か
に
二
校
あ
り
た
り

広

島

大
正
七
、
八
年
時
に
は
学
校
数
四
百
七
十
四
校
大
正
八
、
九
年
時

に
は
七
十
六
校
閉
鎖
せ
り

和

歌

山

流
行
の
極
期
に
於
て
学
校
は
三
週
間
以
内
閉
鎖
せ
り

工
場
に
於
て
も
大
多
数
同
じ
く
三
週
間
以
内
閉
鎖
せ
り
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香

川

小
学
校
に
於
て
百
八
十
七
校
中
等
学
校
二
十
四
校
に
達
せ
り

愛

何
れ
の
学
校
も
蔓
延
の
徴
あ
る
や
数
日
乃
至
数
週
間
休
校
せ
り

福

岡

大
正
九
年
一
月
の
流
行
に
際
し
休
校
せ
る
も
の
小
学
校
中
等
学
校

に
於
て
十
三
校
に
達
し
期
日
は
三
日
乃
至
五
日
な
り

大

分

流
行
の
兆
あ
る
と
き
休
校
を
な
さ
し
め
た
り
之
が
為
休
校
せ
る
も

の
十
校
に
及
べ
り
期
日
は
五
日
乃
至
十
日

佐

賀

大
正
七
、
八
年
時
閉
鎖
数
二
百
一
校
延
日
数
一
千
百
五
十
三
日
、

大
正
八
、
九
年
時
四
十
三
校
延
日
数
二
百
五
十
八
校

大
正
七
、
八
年
時
一
工
場
あ
り
休
業
日
数
五
日

熊

本

多
数
患
者
発
生
の
為
め
臨
時
閉
鎖
せ
る
も
の
尠
か
ら
ず

工
場
に
於
て
も
一
時
的
閉
鎖
せ
る
も
の
あ
り

鹿

児

島

数
日
間
長
き
は
四
週
間
位
休
校
せ
り

職
工
多
数
休
業
の
結
果
一
時
閉
鎖
せ
る
も
の
あ
り

沖

縄

小
学
校
、
中
等
学
校
に
於
て
一
時
閉
鎖
せ
る
も
の
数
校
あ
り

五
、
其
の
他
の
予
防
施
設

伝
染
病
院
、
隔
離
病
舎
の
利
用
等

流
行
猖
獗
と
な
り
患
者
の
発
生
益
々
増
加
す
る
と
き
は
一
般
病
院
に
入
院
の
上
治
療
を
施
す
も
の
亦
従
て
増
加
し
普

通
病
室
の
狭
隘
雑
踏
を
来
す
場
合
尠
か
ら
ず
遂
に
入
院
を
謝
絶
す
る
の
止
む
な
き
場
合
に
も
遭
遇
す
る
を
以
て
各
府
県

に
於
て
は
本
省
の
指
示
に
則
り
市
町
村
に
対
し
伝
染
病
院
、
隔
離
病
舎
の
利
用
を
慫
慂
し
一
は
一
般
病
院
の
病
室
狭
隘

を
緩
和
し
一
は
患
者
隔
離
を
奨
励
し
て
伝
染
防
止
の
一
策
と
な
し
た
る
も
隔
離
病
舎
は
多
く
は
其
の
設
備
極
め
て
不
完

全
に
し
て
一
般
に
嫌
忌
せ
ら
れ
入
舎
を
希
望
す
る
も
の
殆
ど
之
を
見
ざ
り
し
が
伝
染
病
院
に
あ
り
て
は
東
京
、
大
阪
、
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京
都
等
の
大
都
市
に
於
て
は
一
程
度
迄
利
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
の
如
く
東
京
市
に
於
て
は
本
所
大
久
保
病
院
を
開
放
し

て
一
般
の
需
要
に
応
じ
京
都
市
に
て
は
京
都
病
院
を
開
放
し
た
る
結
果
入
院
を
希
望
す
る
も
の
総
計
五
百
九
十
三
人
に

達
し
大
阪
市
は
市
吏
員
の
罹
病
せ
る
も
の
市
立
隔
離
所
に
隔
離
治
療
を
施
し
良
好
な
る
成
績
を
収
め
新
潟
市
に
て
は
巡

査
教
習
生
の
多
数
罹
患
せ
る
に
当
り
市
立
伝
染
病
院
に
収
容
し
治
療
を
行
ひ
た
り
。

自
宅
に
於
て
治
療
す
る
も
の
に
対
し
て
は
何
れ
の
府
県
に
於
て
も
成
る
可
く
別
室
に
隔
離
し
て
看
護
の
任
に
当
る
も

の
に
は
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
を
奨
励
す
る
等
の
方
法
を
講
じ
た
り
。

本
病
死
者
の
葬
儀
等

本
病
死
者
あ
り
た
る
場
合
は
成
る
可
く
仮
葬
儀
に
止
め
し
め
て
多
衆
の
会
合
を
避
け
し
め
た
る
地
方
尠
か
ら
ず
或
は

普
通
葬
儀
を
な
さ
ん
と
す
る
時
は
一
応
町
村
長
に
申
出
で
許
可
を
受
く
べ
き
こ
と
に
決
議
せ
る
町
村
も
あ
り
。

其
の
他
火
葬
場
の
雑
踏
を
緩
和
す
る
為
め
に
東
京
市
に
あ
り
て
は
火
葬
場
所
在
の
警
察
署
衛
生
主
任
及
経
営
者
を
招

致
し
協
議
を
遂
げ
昼
夜
二
回
の
火
葬
を
行
ひ
得
る
手
配
を
な
さ
し
め
之
れ
を
実
行
せ
し
め
た
る
結
果
流
行
激
し
き
時
は

一
日
三
百
人
以
上
の
死
亡
者
を
出
し
た
る
に
も
係
は
ら
ず
雑
踏
遅
延
を
稍
々
緩
和
せ
し
め
得
た
り
、
尚
混
雑
の
際
屍
体

の
取
扱
を
疎
漏
な
か
ら
し
む
る
為
め
各
火
葬
場
に
警
察
官
吏
を
配
置
し
て
取
締
に
従
事
せ
し
め
た
り
。

第
二
項

救
療
並
各
種
公
益
団
体
活
動
の
状
況

一
、
救
療
の
状
況

予
防
方
法
に
対
し
て
は
上
述
の
如
く
何
れ
の
府
県
に
於
て
も
之
が
対
策
を
定
め
各
種
々
の
施
設
を
為
し
専
ら
蔓
延
の

防
遏
に
努
め
た
り
と
雖
本
病
の
伝
染
力
激
烈
に
し
て
蔓
延
の
迅
速
な
る
遂
に
各
地
に
於
て
幾
多
の
惨
害
を
生
む
に
至
れ
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り
、
於
是
乎
各
地
方
に
於
て
も
種
々
な
る
救
療
施
設
を
為
し
之
が
惨
害
の
軽
減
救
助
に
努
め
た
り
。

貧
困
に
し
て
治
療
を
受
く
る
こ
と
能
は
ざ
る
患
者
に
対
す
る
救
済
策
に
関
し
て
は
府
県
に
於
て
恩
賜

財
団

済
生
会
の
活
動

を
見
た
る
も
の
多
く
或
は
診
療
を
受
け
し
む
る
上
に
種
々
な
る
手
数
を
省
き
或
は
予
算
の
許
す
範
囲
に
於
て
各
受
持
巡

査
を
し
て
治
療
券
を
携
行
せ
し
め
随
時
救
療
を
要
す
る
も
の
に
交
付
す
る
等
の
方
法
を
講
じ
た
る
あ
り
或
は
特
に
之
が

予
算
を
増
額
し
て
広
く
救
療
の
目
的
に
副
は
し
め
た
る
あ
り
。

其
の
他
村
費
に
て
又
は
村
費
よ
り
衛
生
組
合
に
補
助
し
て
無
料
診
療
を
行
ひ
或
は
慈
善
救
済
資
金
大
礼
恩
賜
賑
恤
資

金
等
よ
り
出
資
し
て
救
済
を
な
せ
る
あ
り
、
大
阪
市
に
於
て
は
市
内
各
区
に
一
箇
所
宛
の
無
料
診
療
所
を
設
置
し
貧
困

者
の
救
済
と
一
般
人
に
対
す
る
予
防
注
射
と
を
行
ひ
た
り
。

流
行
熾
烈
と
な
る
や
看
護
婦
の
不
足
を
告
げ
た
る
処
多
く
斯
る
地
方
に
あ
り
て
は
或
は
巡
回
看
護
の
方
法
を
と
り
看

護
婦
会
と
協
定
し
て
な
る
べ
く
一
戸
に
専
属
の
看
護
婦
を
派
出
せ
ず
汎
く
需
要
者
に
普
及
せ
し
む
る
こ
と
と
し
或
は
臨

時
に
看
護
婦
採
用
試
験
を
行
ひ
て
之
が
補
充
策
を
講
じ
た
る
あ
り
然
れ
ど
も
斯
の
如
き
は
若
干
の
緩
和
を
な
し
得
た
る

に
過
ぎ
ざ
り
き
。

流
行
に
因
る
惨
禍
は
更
ら
に
医
師
の
不
足
に
よ
り
て
拡
大
せ
ら
る
る
に
至
れ
り
、
患
者
益
々
頻
発
し
医
師
は
東
奔
西

走
終
日
診
療
に
従
事
す
る
と
雖
尚
汎
く
患
家
の
翹
望
を
満
す
に
足
ら
ず
、
医
療
を
受
く
る
能
は
ず
し
て
空
し
く
床
上
に

呻
吟
す
る
も
の
尠
か
ら
ず
、
甚
し
き
に
至
り
て
は
医
師
も
亦
本
病
の
魔
手
に
斃
れ
診
療
の
途
絶
え
た
る
地
方
あ
り
又
は

山
間
の
僻
地
に
し
て
医
師
の
来
診
を
受
く
る
に
術
な
く
運
命
の
儘
に
只
恢
復
を
祈
る
の
外
な
き
地
方
も
あ
り
き
。

斯
く
の
如
き
地
方
に
対
し
て
は
府
県
は
防
疫
職
員
、
医
師
、
薬
剤
師
等
を
急
派
し
応
急
の
処
置
を
と
り
或
は
医
師
看

護
婦
等
を
以
て
救
療
班
を
組
織
し
て
一
定
期
間
滞
在
救
療
に
従
事
せ
し
め
或
は
赤
十
字
社
支
部
に
於
て
巡
回
診
療
班
を
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組
織
せ
る
も
の
あ
り
た
り
、
其
の
他
警
察
署
と
町
役
場
と
協
力
し
町
内
篤
志
家
の
寄
附
を
俟
て
其
の
拠
金
を
以
て
救
護

班
を
組
織
し
警
察
医
主
任
と
な
り
一
般
患
家
の
救
療
を
な
せ
る
あ
り
、
或
は
府
県
に
数
箇
所
の
救
療
班
を
組
織
し
流
行

激
し
き
地
方
に
対
し
派
遣
診
療
に
従
事
せ
し
む
る
と
共
に
部
落
民
に
対
し
予
防
接
種
を
施
行
し
又
は
県
よ
り
医
師
或
は

看
護
婦
を
流
行
地
に
派
し
て
予
防
消
毒
看
護
の
方
法
を
患
家
に
就
き
指
示
し
其
の
処
置
を
誤
ら
ざ
ら
し
め
た
る
あ
り
又

は
衛
戍
病
院
に
交
渉
し
て
軍
医
の
派
遣
を
乞
ひ
一
時
の
急
を
救
ひ
た
る
あ
り
。

之
れ
等
の
措
置
は
何
れ
も
機
宜
に
適
し
相
当
の
効
果
を
挙
げ
得
た
り
、
今
各
府
県
に
於
け
る
状
況
を
摘
記
す
れ
ば
左

の
如
し
。

北
海
道

患
者
救
療
に
付
て
は
各
区
町
村
に
於
て
一
般
開
業
医
師
病
院
又
は
赤
十
字
病
院
等
と
連
絡
を
取
り
貧
困
者
に

は
無
料
診
療
を
為
す
の
方
法
を
執
り
た
り
。

東
京
府

患
者
増
加
す
る
に
伴
ひ
私
立
病
院
の
病
室
不
足
を
告
ぐ
る
に
至
り
し
を
以
て
警
察
署
長
に
指
示
し
て
毎
日
其

の
収
容
力
を
調
査
報
告
せ
し
め
供
給
の
円
滑
を
計
り
一
面
伝
染
病
室
に
収
容
す
る
こ
と
を
認
め
た
る
も
到
底
其
の
需
要

に
応
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
り
し
を
以
て
東
京
市
に
交
渉
本
所
大
久
保
病
院
を
開
放
し
て
之
が
救
療
を
為
さ
し
め
た

り
又
患
者
の
増
加
に
伴
ひ
看
護
婦
の
需
要
劇
増
し
中
に
は
一
家
数
人
を
雇
入
る
る
も
の
等
あ
る
を
以
て
各
看
護
婦
会
長

を
招
致
し
一
家
に
対
し
て
は
成
可
く
一
名
を
派
出
す
る
こ
と
に
協
議
せ
し
め
庁
に
於
て
仲
介
し
其
の
需
給
を
円
滑
な
ら

し
め
た
り
。

京
都
府

患
者
の
救
療
と
し
て
は
市
内
に
救
療
班
二
組
を
置
き
市
内
各
署
と
協
力
し
て
診
療
に
従
事
せ
し
め
た
る
外
市

立
京
都
伝
染
病
院
に
於
て
随
時
無
料
患
者
を
入
院
せ
し
め
其
の
他
日
本
赤
十
字
社
京
都
支
部
に
於
け
る
巡
回
診
療
班
の

援
助
等
に
依
り
救
療
す
る
処
尠
な
か
ら
ず
郡
部
に
於
て
は
医
師
の
流
患
に
罹
り
し
者
も
尠
か
ら
ず
甚
し
き
に
至
り
て
は
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之
が
為
め
診
療
の
途
絶
へ
た
る
を
以
て
府
よ
り
防
疫
職
員
又
は
医
師
薬
剤
師
等
を
急
派
し
応
急
の
措
置
を
施
す
と
共
に

尚
警
察
署
長
及
町
村
長
を
督
励
し
此
の
際
特
に
町
村
内
の
状
況
を
注
視
せ
し
め
貧
困
者
に
し
て
療
養
の
途
な
き
者
に
対

し
て
は
町
村
に
於
て
恩
賜

財
団

済
生
会
の
救
療
を
受
け
し
む
等
夫
々
療
養
の
方
法
を
講
ぜ
し
め
た
り
。

大
阪
府

大
阪
市
長
と
諮
り
市
内
各
区
に
各
一
箇
所
宛
の
無
料
診
療
所
を
設
置
し
主
に
療
養
の
資
に
乏
し
き
も
の
に
左

記
の
診
療
券
を
与
へ
診
療
を
行
ひ
又
は
予
防
接
種
を
も
一
般
に
行
は
し
め
た
り
、
診
療
所
の
組
織
は
医
師
二
名
看
護
婦

(面表)

券 療 診

住
所

氏
名

年
齢

交
付

所
名

指
定診

療
所

大
阪
市
衛
生
課

(面裏)

注

意

本
券
は
主
と
し
て
感
冒
に
罹
り
た
る
者
に
対

し
診
療
す
る
も
の
と
す

本
券
は
大
正
九
年
二
月
末
日
ま
で
有
効
と
す

診
療
は
毎
日
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
迄
と

す

事
務
員
雑
役
夫
各
若
干
名
と
し
相
当
量
の
医
療
機
械
及
薬
品
を
備
付
け
た
り
救
療
完
備
を
期
す
る
に
は
府
市
医
師
会
の

援
助
を
受
く
る
こ
と
緊
要
な
る
を
以
て
通
牒
を
発
し
医
薬
給
せ
ざ
る
者
に
対
し
救
療
の
実
を
挙
ぐ
る
に
努
め
た
り
又
流

行
猖
獗
時
看
護
婦
払
底
せ
る
に
鑑
み
臨
時
試
験
を
行
ひ
て
需
求
の
調
節
を
計
り
た
り
。
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神
奈
川
県

横
浜
市
内
の
細
民
部
落
は
大
体
四
部
落
あ
り
其
の
総
戸
数
三
千
余
戸
に
し
て
日
用
品
殊
に
食
料
品
の
騰
貴

に
苦
め
る
折
柄
本
病
の
襲
激
に
因
り
一
層
悲
惨
な
る
も
の
有
り
と
の
報
頻
々
た
り
し
に
よ
り
同
部
落
に
対
し
て
は
救
護

治
療
班
二
組
を
組
織
し
各
班
に
医
師
、
薬
剤
師
各
一
名
及
看
護
婦
二
名
を
附
し
医
療
薬
品
其
の
他
材
料
を
携
帯
し
各
戸

に
付
き
訪
問
診
療
せ
し
め
た
り
今
回
の
流
行
に
於
け
る
診
療
戸
数
二
千
七
百
三
十
三
戸
救
護
人
員
三
千
二
百
八
十
三
人

に
及
べ
り
、
八
、
九
年
の
流
行
に
際
し
て
も
横
浜
市
に
於
け
る
細
民
救
療
事
業
を
拡
張
し
、
全
県
下
の
医
療
を
受
く
る

能
は
ざ
る
者
に
対
し
救
療
を
目
的
と
し
て
県
下
を
四
部
に
分
ち
五
班
を
造
り
横
浜
市
に
二
班
を
置
き
、
横
浜
市
、
橘
樹

郡
、
都
筑
郡
、
久
良
岐
郡
を
担
当
区
域
と
な
し
他
は
各
々
一
班
と
し
各
々
部
所
を
定
め
て
防
疫
員
、
防
疫
監
吏
一
名
を

附
し
医
薬
品
を
携
帯
し
巡
回
治
療
に
従
事
し
相
当
の
効
果
を
収
め
診
療
患
者
延
人
員
九
千
四
百
十
一
人
の
多
き
に
達
せ

り
。

兵
庫
県

恩
賜

財
団

済
生
会
の
施
療
を
拡
張
し
救
療
に
当
ら
し
め
神
戸
市
に
於
て
は
医
師
一
名
看
護
婦
二
名
巡
査
若
干
名
を

以
て
組
織
せ
る
救
療
班
五
班
を
編
成
し
市
内
各
署
に
配
置
し
恩
賜

財
団

済
生
会
、
赤
十
字
社
支
部
に
於
て
も
救
護
班
七
班
を

編
成
し
相
協
力
し
て
主
と
し
て
細
民
部
落
を
巡
回
し
施
療
に
従
事
せ
し
め
た
り
。

長
崎
県

県
下
大
小
の
医
院
、
工
場
等
に
於
て
使
用
人
に
対
し
無
料
予
防
注
射
を
施
行
せ
る
も
の
尠
か
ら
ず
又
使
用
人

羅
患
し
休
業
せ
る
場
合
同
工
場
の
指
定
せ
る
医
師
の
証
明
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
日
当
を
与
へ
救
療
に
竭
せ
る
向
も
あ

り
。

新
潟
県

流
行
猖
獗
を
極
め
て
開
業
の
医
師
不
足
を
告
げ
た
る
町
村
に
対
し
て
は
防
疫
員
又
は
警
察
医
を
派
遣
し
て
患

者
の
診
察
に
従
事
せ
し
め
服
薬
又
は
処
方
箋
を
与
へ
て
薬
剤
師
又
は
開
業
医
よ
り
之
を
得
せ
し
め
相
互
の
融
和
を
計
れ

り
。
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埼
玉
県

看
護
婦
に
不
足
を
告
げ
た
る
為
巡
回
看
護
の
方
法
に
依
り
患
者
は
可
成
自
宅
隔
離
を
為
し
事
情
已
む
を
得
ざ

る
も
の
は
屛
風
等
を
用
ひ
し
め
以
て
病
毒
伝
播
の
防
遏
に
努
め
薬
剤
の
供
給
は
衛
生
組
合
に
於
て
人
夫
を
傭
入
れ
薬
餌

の
配
給
其
他
の
用
務
を
処
弁
せ
し
め
救
療
に
努
め
た
る
も
看
護
婦
の
需
要
益
々
増
加
せ
る
を
以
て
之
れ
が
補
充
方
法
と

し
て
臨
時
試
験
を
施
行
し
て
看
護
婦
を
補
充
し
特
に
履
歴
を
審
査
し
て
准
看
護
婦
免
許
を
与
ふ
る
等
極
力
救
療
看
護
の

施
設
に
努
め
た
る
も
尚
且
つ
充
分
と
認
め
難
き
地
方
も
あ
り
た
り
。

群
馬
県

防
疫
職
員
を
派
遣
し
流
行
の
兆
あ
る
地
方
に
は
予
防
注
射
を
施
行
し
又
は
救
護
班
を
組
織
し
て
流
行
猖
獗
地

方
に
於
け
る
診
療
に
従
事
せ
し
め
た
り
又
予
防
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
市
町
村
に
交
附
し
貧
困
者
よ
り
順
次
注
射
せ
し
め
た

り
。

千
葉
県

患
者
中
貧
困
に
し
て
医
療
を
受
く
る
の
資
力
な
き
も
の
に
対
し
て
は
各
郡
町
村
を
通
し
恩
賜

財
団

済
生
会
其
の
他

慈
善
団
体
の
救
療
を
受
け
し
む
る
に
遺
漏
な
き
を
期
せ
し
め
た
り
。

茨
城
県

貧
窮
に
し
て
療
養
の
途
を
有
せ
ざ
る
患
者
に
対
す
る
救
済
方
策
に
関
し
て
は
恩
賜

財
団

済
生
会
に
於
て
取
扱
上
の

手
続
を
簡
易
に
し
速
に
同
会
の
恩
恵
に

霑
せ
し
む
る
為
め
配
当
予
算
の
許
す
限
り
各
受
持
巡
査
を
し
て
治
療
券
を
携

行
せ
し
め
随
時
救
療
を
要
す
る
も
の
に
交
付
す
る
等
機
宜
の
処
置
を
と
り
た
り
。

栃
木
県

窮
民
の
患
者
は
町
村
費
或
は
衛
生
組
合
費
若
く
は
恩
賜
財
団

済
生
会
に
て
救
療
し
赤
十
字
社
栃
木
支
部
に
於
て
は

又
若
干
の
救
療
を
為
し
た
り
又
地
方
に
依
り
て
は
従
来
の
雇
傭
出
入
関
係
等
に
よ
る
間
柄
に
よ
り
主
人
側
に
於
て
義
務

的
に
雇
人
其
の
他
を
救
療
せ
る
事
実
等
有
り
又
県
下
西
沢
金
山
共
済
会
に
て
は
同
鉱
山
関
係
者
中
の
患
者
に
は
一
人
一

日
金
四
十
銭
宛
を
救
療
費
と
し
て
支
給
し
足
尾
銅
山
鉱
業
所
に
て
は
通
洞
及
小
滝
の
二
箇
所
に
収
容
所
を
設
置
し
鉱
山

関
係
者
中
流
感
に
冒
さ
れ
た
る
者
あ
る
時
は
一
人
一
日
金
二
十
銭
宛
を
徴
し
た
る
の
み
に
て
食
費
、
薬
価
、
看
護
婦
雇
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上
料
等
総
て
鉱
業
所
に
て
負
担
救
療
し
尚
足
利
郡
に
於
て
は
郡
医
師
会
と
交
渉
協
定
し
貧
困
の
患
者
に
対
し
施
療
を
為

せ
り
。

三
重
県

流
感
罹
患
者
に
し
て
貧
困
の
為
め
治
療
を
加
へ
得
ざ
る
も
の
に
就
て
は
警
察
官
署
を
し
て
町
村
と
協
力
し
之

れ
が
発
見
に
努
め
相
当
救
治
の
方
法
を
講
ぜ
し
む
る
事
に
な
し
た
る
も
県
下
を
通
じ
て
貧
困
の
為
め
救
療
を
要
せ
し
も

の
僅
か
に
五
名
を
出
す
に
過
ぎ
ざ
り
し
之
等
は
皆
済
生
会
及
町
村
の
救
助
に
よ
り
救
療
を
な
し
た
り
。

愛
知
県

大
正
七
、
八
年
流
行
時
に
於
て
は
県
衛
生
課
勤
務
の
医
師
二
名
薬
剤
師
一
名
を
以
て
救
療
班
を
組
織
し
山
間

部
落
の
医
師
に
不
便
な
る
地
方
に
出
張
し
救
療
に
努
め
し
め
た
る
も
大
正
八
、
九
年
流
行
時
に
は
其
の
必
要
を
認
め
ず

し
て
止
み
た
り
。

静
岡
県

僻
在
の
地
流
行
猛
烈
に
し
て
医
療
を
受
く
る
途
な
き
か
又
は
貧
民
に
し
て
医
療
を
受
く
る
を
得
ざ
る
も
の
に

対
し
左
記
の
救
療
を
な
し
た
り
恩
賜

財
団

済
生
会
に
於
て
は
細
民
に
し
て
医
療
を
受
く
る
途
な
き
流
感
患
者
の
為
め
救
療
の

目
的
を
以
て
大
正
七
年
度
予
算
額
に
繰
越
金
よ
り
金
五
千
円
を
増
額
し
郡
部
に
配
布
し
大
正
八
年
度
に
於
て
は
参
千
四

百
九
十
三
円
を
増
し
救
療
を
行
ひ
た
り
赤
十
字
社
静
岡
県
支
部
に
於
て
は
巡
回
救
護
班
二
班
を
編
成
し
静
岡
市
並
に
郡

部
に
亘
り
救
護
を
計
画
し
細
民
に
し
て
流
感
の
手
当
を
為
し
得
ざ
る
者
に
対
し
救
済
治
療
を
為
せ
り
又
僻
遠
の
地
に
し

て
流
行
激
甚
而
も
医
師
な
き
か
医
師
あ
る
も
病
気
其
の
他
に
て
治
療
を
為
す
能
は
ざ
る
町
村
に
対
し
て
は
警
察
医
及
薬

剤
師
を
長
期
に
亘
り
出
張
せ
し
め
恩
賜
財
団

済
生
会
の
薬
剤
治
療
材
料
を
携
行
し
之
を
救
済
し
た
る
も
の
一
市
五
郡
に
亘
り

た
り
其
の
他
二
三
町
村
に
於
け
る
慈
善
家
は
流
感
予
防
の
為
め
予
防
注
射
を
施
与
し
た
る
者
あ
り
。

山
梨
県

流
行
猖
獗
時
に
は
各
所
に
医
師
の
不
足
を
告
げ
治
療
の
途
な
き
も
の
多
数
発
生
し
た
る
を
以
て
救
療
に
対
し

て
力
を
注
ぎ
県
に
於
て
救
護
班
を
組
織
し
各
地
方
に
出
張
し
て
之
れ
が
救
護
に
従
事
し
多
大
の
効
果
を
挙
げ
得
た
り
其
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の
他
貧
困
に
し
て
医
療
を
受
く
る
途
な
き
も
の
に
対
し
て
は
済
生
会
の
治
療
券
の
配
付
を
潤
沢
に
し
一
面
済
生
会
事
業

と
し
て
各
警
察
署
に
含
嗽
剤
を
配
付
し
て
無
料
施
与
し
た
り
。

滋
賀
県

流
行
の
初
年
に
於
て
は
病
毒
の
悪
性
な
る
こ
と
を
感
知
せ
る
者
尠
な
く
為
に
一
般
に
其
の
治
療
を
等
閑
に
付

す
る
者
多
か
り
し
が
次
年
流
行
時
に
は
病
毒
猛
烈
に
し
て
且
つ
悪
性
な
る
こ
と
を
深
く
印
象
せ
る
為
め
早
期
に
医
療
に

就
く
者
多
く
従
て
救
療
を
要
す
る
階
級
に
属
す
る
患
者
も
請
ふ
て
恩
賜

財
団

済
生
会
の
恩
恵
に
浴
さ
む
と
す
る
者
漸
く
多
き

を
加
ふ
る
に
至
り
た
る
状
況
な
り
し
を
以
て
当
局
亦
努
め
て
其
の
恩
恵
に
与
か
ら
し
め
普
く
救
療
の
実
を
挙
ぐ
る
に
努

め
た
り
。

長
野
県

僻
陬
の
地
に
対
し
て
は
特
に
医
師
看
護
婦
等
の
招
聘
に
便
宜
を
与
へ
貧
困
者
に
対
し
て
は
恩
賜

財
団

済
生
会
の
救

療
又
は
市
町
村
衛
生
組
合
等
を
し
て
救
療
を
為
さ
し
め
又
流
行
を

ふ
し
医
療
機
関
の
不
備
不
足
な
る
地
に
対
し
て
は

特
に
本
庁
よ
り
防
疫
職
員
警
察
医
等
を
派
し
郡
役
所
、
警
察
官
署
、
医
師
会
等
と
協
力
し
村
費
又
は
村
費
よ
り
衛
生
組

合
に
補
助
を
為
し
無
料
診
療
を
行
へ
り
。

福
島
県

療
養
途
な
き
も
の
に
対
し
て
は
恩
賜
財
団

済
生
会
の
救
療
費
よ
り
支
出
し
一
面
他
の
公
私
救
療
団
体
の
活
動
を
促

せ
り
又
開
業
医
師
等
の
乏
し
き
地
方
に
対
し
て
は
特
に
注
意
視
察
を
行
ひ
救
療
の
方
法
を
講
じ
た
り
。

岩
手
県

生
計
困
難
な
る
も
の
に
対
し
て
は
恩
賜
財
団

済
生
会
及
慈
恵
救
済
資
金
、
大
礼
恩
賜
賑
恤
資
金
等
を
支
出
し
之
が

救
済
を
な
し
た
り
其
の
他
医
師
の
在
住
せ
ざ
る
村
落
に
対
し
て
は
郡
市
医
師
会
長
と
協
商
し
巡
回
治
療
等
の
方
法
を
講

じ
た
り
。

青
森
県

患
者
救
療
は
恩
賜
財
団

済
生
会
事
業
と
し
て
県
よ
り
医
師
を
派
遣
し
予
防
接
種
施
行
並
患
者
救
療
を
為
し
其
の
人

員
千
三
百
余
人
に
達
せ
り
一
方
赤
十
字
社
青
森
支
部
に
於
て
も
救
療
券
を
発
し
各
郡
市
医
師
会
に
依
託
し
て
無
料
診
療

236



を
為
せ
り
。

山
形
県

医
師
分
布
の
状
態
に
よ
り
患
者
の
救
療
上
に
至
大
の
関
係
を
及
ぼ
す
べ
き
を
慮
り
各
郡
医
師
会
に
注
意
す
る

所
あ
り
以
て
救
療
上
に
便
宜
を
与
ふ
る
こ
と
を
期
せ
り
又
貧
民
患
者
に
対
し
て
は
恩
賜

財
団

済
生
会
に
於
て
救
療
の
方
法
を

講
じ
た
る
も
あ
り
。

秋
田
県

患
者
の
救
療
に
関
し
て
は
県
よ
り
医
師
及
看
護
婦
を
流
行
の
熾
烈
な
る
個
所
よ
り
順
次
派
遣
し
予
防
消
毒
並

に
看
護
の
方
法
を
各
戸
に
就
き
指
示
し
可
及
的
不
幸
な
る
転
帰
を
見
る
が
如
き
事
無
か
ら
し
む
る
に
努
め
た
り
。

福
井
県

本
病
の
最
も
猖
獗
を
極
め
た
る
部
落
に
対
し
て
は
防
疫
官
補
、
警
察
医
、
防
疫
員
等
を
派
遣
し
検
病
的
に
患

家
を
視
察
せ
し
め
発
見
の
患
者
に
対
し
て
は
診
療
を
行
は
し
め
尚
交
通
不
便
の
為
め
医
療
困
難
な
る
部
落
に
対
し
て
は

特
に
救
護
班
を
設
置
し
衛
生
課
所
属
の
医
師
防
疫
職
員
或
は
其
の
所
轄
在
勤
の
警
察
医
を
派
遣
し
主
治
医
を
有
せ
ざ
る

患
者
に
対
し
て
は
重
軽
を
問
は
ず
総
て
施
療
を
行
ふ
と
共
に
投
薬
は
勿
論
重
症
者
に
対
し
て
は
相
当
行
届
け
る
手
当
等

を
行
ひ
其
の
他
予
防
措
置
の
徹
底
を
計
り
た
る
結
果
其
の
成
績
良
好
に
し
て
救
護
班
設
置
後
に
於
て
は
何
れ
も
蔓
延
を

防
止
す
る
こ
と
を
得
た
り
。

石
川
県

猖
獗
を
極
め
た
る
町
村
又
は
部
落
等
へ
は
夫
々
防
疫
員
及
警
察
医
を
派
遣
し
て
警
察
官
吏
町
村
吏
員
及
開
業

医
と
協
力
し
て
一
般
患
者
の
検
診
施
療
及
予
防
接
種
等
に
従
事
せ
し
め
貧
困
者
に
対
し
て
は
恩
賜
財
団

済
生
会
救
護
班
を
組

織
し
直
接
救
療
に
努
め
た
り
。

富
山
県

山
間
僻
遠
の
地
に
し
て
交
通
不
便
な
る
部
落
に
於
て
本
病
の
猖
獗
を
極
め
た
る
下
新
川
郡
大
布
施
村
、
同
郡

石
田
村
及
中
新
川
郡
東
谷
村
の
三
箇
村
に
防
疫
員
又
は
警
察
医
を
派
遣
し
予
防
接
種
並
に
患
者
の
施
療
を
為
し
救
療
患

者
数
三
百
三
十
九
人
、
施
療
延
日
数
二
千
二
百
八
十
三
日
に
及
べ
り
。
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鳥
取
県

県
及
関
係
郡
市
町
村
と
恩
賜

財
団

済
生
会
と
の
協
力
に
成
れ
る
救
護
班
に
よ
り
て
比
較
的
流
行
猛
烈
な
り
し
八
頭
、

岩
美
、
気
高
、
東
伯
の
四
郡
内
に
於
け
る
十
七
箇
町
村
を
巡
回
救
療
し
た
る
も
の
の
外
済
生
会
の
施
療
範
囲
を
拡
め
又

市
町
村
に
於
て
も
市
町
村
費
を
以
て
予
防
接
種
を
施
行
し
た
る
も
の
尠
か
ら
ず
。

和
歌
山
県

貧
困
患
者
及
看
病
者
な
き
患
者
其
の
他
救
療
を
要
す
る
も
の
に
対
す
る
処
置
と
し
て
は
恩
賜

財
団

済
生
会
の
救

療
を
受
け
し
め
各
種
の
事
由
に
因
り
看
病
者
な
き
も
の
に
対
し
て
は
市
町
村
に
於
て
之
が
救
療
を
為
し
た
り
其
の
実
例

の
一
と
し
て
大
正
七
年
十
一
月
東
牟
婁
郡
新
宮
町
に
於
て
新
宮
警
察
署
は
同
町
役
場
と
協
力
し
町
内
篤
志
家
の
寄
附
を

俟
て
其
の
拠
金
を
以
て
救
護
班
を
組
織
し
警
察
医
主
任
と
な
り
一
般
患
者
の
救
療
健
康
者
の
予
防
接
種
施
行
に
従
事
し

た
り
。

徳
島
県

民
衆
の
多
く
は
前
流
行
時
に
は
本
病
の
性
質
を
理
解
せ
ざ
る
為
め
医
療
を
怠
り
多
数
の
重
症
者
死
者
を
出
し

た
る
に
鑑
み
後
流
行
時
に
は
一
般
に
自
ら
警
戒
す
る
処
あ
り
し
も
救
療
に
関
し
て
は
一
層
之
が
督
励
に
努
め
貧
困
患
者

に
対
し
て
は
恩
賜

財
団

済
生
会
の
救
療
を
為
し
一
面
山
間
其
の
他
地
方
医
の
配
置
不
十
分
な
る
個
所
等
に
対
し
て
は
特
に
技

術
員
を
派
遣
し
予
防
接
種
の
傍
ら
一
般
患
者
の
診
療
に
従
事
せ
し
む
る
等
専
ら
医
療
の
普
及
に
努
め
た
る
が
尚
名
東
郡

佐
那
河
内
村
は
山
村
に
し
て
面
積
広
く
多
数
の
患
者
発
生
し
た
る
に
医
師
に
乏
し
き
を
以
て
技
術
員
を
派
遣
救
療
せ
し

外
特
に
徳
島
衛
戍
病
院
に
交
渉
し
軍
医
の
派
遣
を
乞
ひ
救
療
の
普
及
を
計
る
等
遺
憾
な
き
を
期
し
た
り
。

香
川
県

大
正
七
年
の
流
行
に
際
し
て
は
各
地
共
に
患
者
一
時
に
発
生
し
医
師
又
は
看
護
婦
に
し
て
罹
病
す
る
も
の
尠

な
か
ら
ず
治
療
機
関
殆
ど
休
止
の
状
態
に
あ
り
し
に
鑑
み
大
正
八
年
に
於
て
は
警
察
官
署
長
を
し
て
其
の
管
内
在
住
の

医
師
罹
病
の
場
合
は
急
報
せ
し
め
殊
に
離
島
、
山
間
僻
地
に
し
て
他
に
医
療
を
求
む
る
の
途
な
き
に
至
れ
る
場
合
は
県

に
於
て
救
療
班
を
組
織
し
派
遣
す
る
こ
と
と
せ
り
例
は
大
正
八
年
一
月
二
十
七
日
に
至
り
仲
多
度
郡
の
離
島
な
る
広
島
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村
に
於
て
大
正
八
年
一
月
二
十
七
日
右
の
状
況
な
る
報
告
あ
り
た
る
を
以
て
直
に
医
師
二
人
薬
剤
師
一
人
看
護
婦
二
人

を
以
て
救
護
班
一
隊
を
派
遣
し
二
月
十
七
日
迄
に
同
島
に
於
て
百
九
十
一
人
の
患
者
を
治
療
し
又
二
月
十
日
頃
よ
り
木

田
郡
奥
鹿
村
に
於
て
本
病
猖
獗
を
極
め
且
つ
在
住
の
医
師
な
く
治
療
上
甚
だ
し
く
不
便
を
感
じ
た
る
を
以
て
救
護
班
を

組
織
し
二
月
十
二
日
同
地
に
向
は
し
め
三
月
十
四
日
迄
に
九
十
一
人
の
患
者
を
治
療
せ
り
其
の
他
貧
困
者
に
し
て
医
療

を
求
む
る
途
な
き
も
の
に
対
し
て
は
恩
賜

財
団

済
生
会
の
繰
越
金
一
千
三
百
九
十
三
円
を
支
出
し
救
療
を
行
ひ
た
り
。

愛
媛
県

爆
発
的
に
発
生
し
た
る
場
合
及
僻
陬
の
地
に
し
て
交
通
不
便
且
つ
医
療
を
受
く
る
に
困
難
な
る
地
方
の
救
護

を
目
的
と
し
て
技
師
、
防
疫
員
、
看
護
婦
を
以
て
救
護
班
を
編
成
し
救
療
に
従
事
せ
し
め
相
当
効
果
を
挙
げ
得
た
り
。

福
岡
県

各
地
に
流
行
猖
獗
を
極
め
細
民
患
者
に
し
て
医
療
を
受
く
る
の
資
に
乏
し
く
困
窮
せ
る
も
の
続
出
せ
る
を
以

て
大
正
九
年
一
月
赤
十
字
社
福
岡
支
部
と
連
繫
し
医
師
一
名
看
護
婦
二
名
事
務
員
一
名
を
以
て
救
護
班
を
編
成
し
本
病

流
行
の
中
心
地
に
し
て
且
つ
細
民
労
働
者
の
多
き
門
司
、
小
倉
、
若
松
、
八
幡
の
四
市
に
各
一
班
を
派
遣
し
救
療
に
従

事
せ
し
め
た
り
。

大
分
県

貧
困
者
に
対
し
て
は
直
接
済
生
会
治
療
券
を
交
付
し
救
療
に
努
め
た
り
。

佐
賀
県

患
者
の
治
療
に
関
し
て
は
通
牒
其
の
他
の
方
法
に
よ
り
て
可
及
的
医
療
を
奨
励
し
貧
困
者
に
対
し
て
は
医
師

会
及
済
生
会
等
に
交
渉
し
て
施
療
を
行
は
し
め
医
師
不
足
の
個
所
に
は
県
よ
り
技
術
員
を
派
遣
し
て
診
療
輔
佐
す
る
等

努
め
て
遺
漏
な
き
を
期
し
た
り
然
れ
ど
も
本
病
流
行
の
初
め
に
於
て
は
一
般
に
之
を
軽
視
し
て
治
療
を
等
閑
に
附
す
る

者
多
く
其
の
間
病
毒
は
迅
速
に
蔓
延
し
一
時
に
多
数
の
患
者
続
発
せ
る
為
め
当
時
薬
品
材
料
の
払
底
及
医
師
の
不
足
と

共
に
治
療
等
意
の
如
く
な
ら
ざ
り
し
時
期
あ
り
し
も
本
病
の
恐
る
べ
き
を
認
め
ら
る
る
に
至
り
自
か
ら
各
種
の
方
法
を

講
じ
医
療
を
受
く
る
も
の
多
き
状
況
と
な
れ
り
。
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熊
本
県

流
行
著
し
き
地
方
に
対
し
て
は
常
置
看
護
婦
を
派
し
重
症
患
者
の
巡
回
看
護
に
従
事
せ
し
め
た
り
。

鹿
児
島
県

貧
困
者
に
し
て
医
療
を
受
く
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
に
対
し
て
は
恩
賜

財
団

済
生
会
に
よ
る
救
療
の
途
を
講
じ
其

の
他
一
家
尽
く
罹
病
し
た
る
家
族
に
対
し
て
は
衛
生
組
合
員
を
し
て
之
が
救
済
に
当
ら
し
め
又
姶
良
郡
薩
摩
郡
の
一
部

に
は
医
療
機
関
の
欠
乏
せ
る
土
地
あ
り
た
る
を
以
て
県
に
於
て
救
護
班
を
組
織
し
警
察
医
及
薬
剤
師
た
る
技
術
員
を
派

遣
し
て
救
療
に
従
事
せ
し
め
た
り
。

二
、
各
種
公
益
団
体
活
動
の
状
況

本
病
の
予
防
並
に
救
療
に
関
し
各
種
公
益
団
体
の
活
動
亦
著
し
き
も
の
あ
り
。

大
正
七
、
八
年
流
行
の
初
期
に
あ
り
て
は
一
般
に
未
だ
本
病
の
性
質
を
知
悉
せ
ず
漸
や
く
流
行
熾
烈
を
極
む
る
や
此

の
種
団
体
の
活
動
劃
策
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
り
た
る
も
二
三
の
外
は
実
施
を
見
ず
し
て
流
行
終
熄
を
告
ぐ
る
に
至
れ
り
。

然
る
に
本
病
の
流
行
は
其
の
蔓
延
の
全
国
的
な
り
し
と
其
の
伝
播
の
一
部
階
級
に
局
限
せ
ず
し
て
職
業
、
年
齢
を
問
は

ず
普
汎
的
な
り
し
と
に
因
り
被
れ
る
惨
禍
の
多
大
な
り
し
が
為
め
殊
に
八
、
九
年
の
所
謂
後
流
行
時
に
於
て
は
国
民
一

般
に
本
病
の
怖
る
べ
く
且
つ
之
が
予
防
救
療
の
急
務
な
る
を
覚
り
一
面
に
於
て
当
該
官
憲
よ
り
の
慫
慂
注
意
も
あ
り

に
各
種
団
体
の
活
動
を
見
る
に
至
れ
り
。

各
種
公
益
団
活
動
の
状
況
を
摘
録
す
れ
ば
概
要
左
の
如
し
。

医
師
会
の
活
動
と
し
て
主
な
る
も
の
は
町
村
住
民
の
予
防
接
種
を
実
費
に
て
行
ひ
又
は
施
療
施
薬
を
な
し
或
は
施
療

券
を
交
付
し
て
医
療
を
普
及
せ
し
め
予
防
の
方
法
を
指
示
し
て
伝
染
の
機
会
を
尠
か
ら
し
む
る
に
努
む
る
等
諸
般
の
事

項
に
付
其
の
活
動
を
見
た
り
。

薬
剤
師
会
に
於
て
も
含
嗽
剤
の
実
費
供
給
を
な
し
其
の
普
及
宣
伝
に
努
め
た
る
あ
り
。
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衛
生
組
合
に
あ
り
て
は
全
然
何
等
の
方
法
を
講
ぜ
ざ
る
地
方
あ
り
た
る
も
又
相
当
活
動
を
見
た
る
地
方
も
尠
か
ら
ず

或
は
予
防
心
得
書
の
配
布
、「
マ
ス
ク
」
の
使
用
、
含
嗽
の
励
行
、
予
防
接
種
の
施
行
に
関
し
宣
伝
普
及
に
努
め
或
は

衛
生
講
話
会
を
開
催
し
或
は
組
合
内
を
巡
回
し
て
健
康
状
態
を
視
察
し
患
者
あ
る
場
合
は
努
め
て
医
療
を
受
け
し
む
る

の
方
法
を
講
じ
其
の
他
薬
餌
の
供
給
を
な
す
等
見
る
べ
き
も
の
あ
り
た
り
。

赤
十
字
社
支
部
、
恩
賜

財
団

済
生
会
の
活
動
に
就
て
は
救
療
の
項
に
記
載
せ
る
が
如
く
救
療
班
の
設
置
、
施
療
券
の
交
付
、

無
料
予
防
接
種
等
を
行
ひ
一
般
に
裨
益
す
る
処
尠
し
と
せ
ず
。

各
地
方
の
私
立
衛
生
会
支
部
も
亦
或
は
機
関
雑
誌
を
利
用
し
て
予
防
宣
伝
を
行
ひ
或
は
合
嗽
剤
の
無
料
配
布
、「
マ

ス
ク
」
実
費
販
売
其
の
他
無
料
予
防
接
種
を
行
ひ
た
り
。

在
郷
軍
人
会
、
青
年
団
等
に
於
て
簡
易
「
マ
ス
ク
」
を
急
造
し
無
償
に
て
貧
困
者
に
給
与
し
た
る
地
方
も
あ
り
た
り
。

其
の
他
救
世
軍
、
仏
教
婦
人
会
、
花
の
日
会
、
愛
国
婦
人
会
等
に
於
て
も
或
は
「
マ
ス
ク
」
を
製
造
し
実
費
に
て
配

布
し
或
は
之
を
貧
困
者
に
給
与
す
る
等
本
病
の
予
防
に
力
を
尽
し
た
り
。

北
海
道

各
地
衛
生
組
合
は
予
防
上
の
印
刷
物
配
布
其
の
他
予
防
思
想
の
宣
伝
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
、
含
嗽
の
励
行
予

防
接
種
の
施
行
等
に
関
し
相
当
努
力
を
為
し
又
医
師
会
は
各
区
町
村
に
於
け
る
予
防
接
種
に
無
報
酬
に
て
従
事
し
又
は

救
療
に
応
援
す
る
等
、
薬
剤
師
会
は
含
嗽
剤
を
実
費
に
て
供
給
す
る
等
夫
々
活
動
を
為
し
た
り
。

東
京
府

医
学
士
会
は
大
正
九
年
一
月
十
五
日
よ
り
二
十
六
日
に
至
る
間
東
京
市
内
麻
布
、
赤
坂
、
四
谷
、
小
石
川
、

本
郷
、
下
谷
、
浅
草
、
本
所
、
深
川
等
の
各
区
に
予
防
注
射
所
を
開
設
し
警
察
官
応
援
の
下
に
予
防
接
種
を
受
く
る
の

資
力
な
き
細
民
に
対
し
無
料
予
防
接
種
を
施
行
し
其
の
数
第
一
回
五
千
六
百
二
人
、
第
二
回
二
千
三
百
四
十
八
人
に
達

せ
り
恩
賜
財
団

済
生
会
本
会
に
於
て
は
従
来
巡
回
救
療
班
八
班
（
一
班
医
師
一
、
看
護
婦
一
、
小
使
一
）
を
以
て
東
京
市
及
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隣
接
郡
部
を
巡
廻
診
療
に
努
め
居
り
し
が
流
行
性
感
冒
猖
獗
を
極
め
た
る
大
正
九
年
一
月
二
十
日
よ
り
更
に
臨
時
救
療

班
二
班
を
加
へ
大
に
細
民
の
診
療
に
努
む
る
所
あ
り
き
。
救
世
軍
に
あ
り
て
は
庁
に
於
て
「
マ
ス
ク
」
供
給
方
法
不
充

分
な
る
と
且
つ
之
が
奨
励
上
活
動
写
真
館
、
劇
場
入
口
及
街
路
等
に
於
て
販
売
方
を
交
渉
す
る
や
快
諾
し
て
大
正
九
年

一
月
十
九
日
よ
り
直
に
隊
員
を
日
比
谷
、
須
田
町
、
小
川
町
、
尾
張
町
其
の
他
の
場
所
に
派
し
大
に
其
の
販
売
に
努
め

奨
励
上
多
大
の
効
果
を
挙
げ
た
り
。
仏
教
婦
人
青
年
会
本
会
に
も
亦
「
マ
ス
ク
」
の
供
給
を
円
滑
な
ら
し
め
且
つ
其
の

奨
励
上
之
が
製
作
及
路
上
販
売
を
交
渉
し
た
る
結
果
会
長
は
自
ら
華
族
階
級
及
各
寺
院
等
に
誘
説
し
会
員
並
其
の
関
係

学
校
生
徒
を
し
て
製
作
販
売
に
従
事
せ
し
め
大
に
効
果
を
挙
げ
た
り
。
花
の
日
会
に
も
亦
前
項
同
様
の
支
渉
を
為
し
た

る
に
路
上
販
売
に
就
て
は
遂
に
其
の
容
る
所
と
な
ら
ざ
り
し
も
之
が
製
作
に
付
尽
力
す
る
所
あ
り
た
り
。

京
都
府

郡
市
と
も
衛
生
組
合
委
員
相
協
力
し
て
予
防
接
種
の
督
励
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
並
に
含
嗽
を
奨
励
す
る
た
め

印
刷
物
の
頒
布
宣
伝
衛
生
講
話
会
の
開
催
等
に
努
力
せ
し
の
み
な
ら
ず
患
者
の
早
期
発
見
に
努
め
之
を
発
見
し
た
る
と

き
は
速
に
医
療
を
受
け
し
む
る
等
の
方
法
を
講
じ
た
り
、
其
の
他
在
郷
軍
人
会
、
青
年
団
、
女
学
校
生
徒
等
簡
易
「
マ

ス
ク
」
を
急
造
し
無
償
に
て
貧
困
者
に
給
与
し
又
小
学
校
に
於
て
は
手
工
と
し
て
「
マ
ス
ク
」
の
製
作
方
法
を
教
習
し

是
を
家
庭
に
応
用
せ
る
等
の
事
例
尠
か
ら
ず
。

大
阪
府

衛
生
会
に
て
は
含
嗽
剤
の
無
料
配
付
「
マ
ス
ク
」
の
実
費
販
売
を
な
し
且
つ
大
阪
婦
人
矯
風
会
援
助
の
下
に

市
内
十
箇
所
の
枢
要
地
点
に
於
て
「
マ
ス
ク
デ
ー
」
挙
行
左
記
宣
伝
書
を
も
併
せ
て
配
布
し
其
の
成
績
見
る
可
き
も
の

あ
り
た
り
大
阪
婦
人
「
ホ
ー
ム
」
も
亦
「
マ
ス
ク
」
の
製
造
及
実
費
販
売
に
相
当
助
力
せ
り
。
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流
行
性
感
冒
予
防
の
為
め

一
、
呼
吸
保
護
器
を
実
費
（
当
分
の
内
一
個

金
十
五
銭
）
に
て
お
頒
ち
致
し
ま
す
御

希
望
の
方
は
事
務
所
へ
お
申
込
み
あ
れ

二
、
含
嗽
液
を
無
料
に
て
差
上
げ
ま
す
御
入

用
の
方
は
何
時
に
て
も
容
器
（
ビ
ー
ル

瓶
が
よ
ろ
し
い
）
御
携
帯
事
務
所
迄
お

越
し
あ
れ

大
正
九
年
一
月

東
区
高
麗
橋
西
詰
浜
側

大

阪

府

衛

生

会

電
話
本
局
一
一
五
番

神
奈
川
県

衛
生
組
合
青
年
会
等
の
団
体
に
於
て
予
防
思
想
の
宣
伝
に
努
め
予
防
接
種
の
施
行
に
尽
力
し
た
り
其
の
他

「
マ
ス
ク
」
実
費
製
造
販
売
に
対
し
て
は
社
団
法
人
神
奈
川
県
救
済
会
、
工
業
学
校
、
市
内
高
等
女
学
校
、
篤
志
看
護

婦
人
会
の
援
助
に
よ
り
迅
速
且
つ
安
価
に
一
般
需
要
に
応
じ
得
た
り
。
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新
潟
県

新
潟
県
私
立
衛
生
会
に
於
て
は
其
の
機
関
雑
誌
を
利
用
し
常
に
予
防
警
戒
を
与
へ
傍
ら
予
防
宣
伝
紙
を
各
要

所
に
掲
載
し
其
の
郡
市
支
会
に
於
て
は
予
防
上
の
講
話
無
料
接
種
等
を
行
ひ
大
に
予
防
に
努
力
せ
り
。
各
郡
市
医
師
会

に
於
て
は
努
め
て
市
町
村
の
請
求
に
応
じ
講
話
及
接
種
等
に
便
益
を
与
へ
た
り
、
各
市
町
村
衛
生
組
合
に
於
て
は
自
衛

的
警
戒
の
為
め
患
者
の
発
見
に
努
め
た
り
。

埼
玉
県

赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
に
て
は
流
行
地
に
出
張
し
て
患
者
の
巡
回
看
護
を
な
し
済
生
会
に
て
は
貧
困
者
に
対

し
施
療
券
を
交
付
し
衛
生
組
合
に
て
は
組
合
内
の
健
康
状
態
を
視
察
し
其
の
他
薬
餌
の
供
給
等
見
る
べ
き
も
の
尠
か
ら

ず
、
医
師
会
に
あ
り
て
は
貧
困
者
の
施
療
施
薬
は
勿
論
医
師
に
不
足
せ
る
地
方
に
は
互
に
応
援
し
て
予
防
撲
滅
に
尽
瘁

せ
り
。

群
馬
県

日
本
赤
十
字
社
群
馬
支
部
は
県
と
協
議
し
予
防
心
得
書
十
万
枚
を
県
下
一
般
に
配
付
せ
り
尚
愛
国
婦
人
会
と

協
議
の
上
「
マ
ス
ク
」
を
製
造
し
て
市
町
村
に
配
布
し
且
貧
困
者
に
給
与
し
た
り
。

千
葉
県

一
、
二
団
体
に
於
て
予
防
接
種
施
行
「
マ
ス
ク
」
購
入
、
含
嗽
の
奨
励
等
に
際
し
斡
旋
し
其
の
他
流
感
死
者

の
葬
儀
に
際
し
多
衆
集
合
を
避
け
し
め
た
る
に
過
ぎ
ず
。

茨
城
県

赤
十
字
社
本
県
支
部
を
慫
慂
し
金
一
千
円
を
支
出
せ
し
む
る
こ
と
を
得
た
る
を
以
て
右
支
部
に
救
護
所
本
部

を
設
け
郡
役
所
所
在
地
に
救
護
所
出
張
所
を
置
き
一
般
希
望
者
に
無
償
を
以
て
予
防
接
種
を
行
ひ
た
り
、
愛
国
婦
人
会

本
県
支
部
よ
り
「
マ
ス
ク
」
廉
売
に
因
る
補
償
金
五
百
円
の
支
出
を
得
一
万
個
の
「
マ
ス
ク
」
を
製
作
し
て
一
般
へ
廉

売
せ
り
、
県
郡
医
師
会
に
於
て
は
患
者
に
対
し
消
毒
其
の
他
予
防
心
得
を
指
示
し
其
の
他
細
民
に
対
す
る
施
療
、
実
費

予
防
接
種
に
応
じ
其
の
他
患
者
申
告
方
に
対
し
尽
瘁
す
る
等
各
方
面
に
活
動
を
見
た
り
、
其
の
他
市
町
村
に
於
て
は
予

防
班
を
組
織
し
町
村
に
予
防
組
合
を
設
け
検
病
的
戸
口
調
査
、
患
者
の
隔
離
、
消
毒
の
指
導
等
に
関
し
活
動
せ
る
向
も
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あ
り
。

栃
木
県

日
本
赤
十
字
社
本
県
支
部
に
於
て
接
種
班
二
班
を
組
織
し
流
行
猖
獗
最
も
甚
し
く
而
か
も
医
師
の
供
給
困
難

な
る
地
方
を
選
み
接
種
の
傍
ら
患
者
の
救
療
に
従
事
し
愛
国
婦
人
会
本
県
支
部
に
て
は
「
マ
ス
ク
」
の
作
製
配
布
及
其

の
使
用
の
督
励
を
宣
伝
す
る
等
機
宜
に
適
せ
る
活
動
を
為
せ
り
。

三
重
県

日
本
赤
十
字
社
三
重
支
部
の
活
動
を
促
し
予
防
上
必
要
事
項
を
大
判
紙
に
色
刷
と
為
し
理
髪
店
、
湯
屋
等
に

掲
示
せ
し
む
又
巡
回
救
護
班
二
班
を
組
織
し
蔓
延
甚
し
く
治
療
機
関
欠
乏
の
部
落
に
於
け
る
予
防
及
治
療
に
従
事
せ
し

め
た
り
、
其
の
他
市
町
村
に
於
て
公
費
に
て
貧
民
部
落
の
住
民
に
対
し
「
マ
ス
ク
」
含
嗽
を
無
料
配
布
せ
し
む
る
等
各

種
団
体
の
活
動
あ
り
た
り
。

愛
知
県

名
古
屋
市
衛
生
総
聯
合
会
及
愛
知
県
工
場
衛
生
会
に
於
て
流
感
予
防
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
作
り
て
宣
伝
に
努
め

た
る
外
地
方
青
年
会
の
「
マ
ス
ク
」
奨
励
に
努
め
た
る
も
の
二
三
あ
る
の
み
。

静
岡
県

大
正
八
年
十
二
月
静
岡
市
内
に
流
感
流
行
の
兆
あ
る
や
前
年
の
惨
害
を
再
び
せ
ん
こ
と
を
虞
れ
静
岡
市
衛
生

組
合
主
催
と
な
り
市
医
師
会
と
連
絡
し
警
察
部
、
静
岡
警
察
署
並
に
市
役
所
の
後
援
に
依
り
是
が
予
防
宣
伝
を
開
始
し

第
一
着
手
と
し
て
丸
尾
同
組
合
長
を
始
め
警
察
医
等
協
力
し
て
大
道
講
演
を
以
て
流
感
の
恐
る
可
き
を
演
述
し
或
は
寄

席
、
劇
場
、
活
動
写
真
の
幕
合
を
利
用
し
流
感
予
防
の
宣
伝
を
為
し
傍
ら
「
マ
ス
ク
」
の
即
売
を
開
始
し
た
る
処
反
響

大
に
起
り
多
大
の
効
果
あ
り
た
り
其
の
他
町
村
衛
生
組
合
は
町
村
を
援
け
「
マ
ス
ク
」
の
販
売
、
予
防
接
種
の
勧
誘
其

の
他
印
刷
物
の
配
布
等
夫
々
尽
力
し
た
る
も
の
あ
り
。

山
梨
県

私
立
山
梨
県
衛
生
会
の
事
業
と
し
て
は
印
刷
物
を
各
所
に
配
布
掲
示
し
予
防
注
意
を
喚
起
せ
し
め
又
恩
賜
財
団

済

生
会
の
事
業
と
し
て
は
予
算
五
百
五
十
円
を
計
上
し
本
病
の
予
防
撲
滅
の
為
め
含
嗽
剤
及
「
マ
ス
ク
」
を
調
製
窮
民
に
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対
し
配
布
せ
り
郡
市
医
師
会
に
於
て
は
各
郡
市
と
協
力
予
防
接
種
を
勧
誘
し
た
り
。

滋
賀
県

公
益
団
体
の
活
動
と
し
て
は
市
町
村
の
衛
生
組
合
に
於
て
予
防
思
想
の
宣
伝
其
の
他
組
合
員
の
一
部
に
対
し

予
防
接
種
を
施
行
し
た
る
の
外
特
に
活
動
の
見
る
べ
き
も
の
な
し
。

長
野
県

衛
生
組
合
は
極
力
予
防
思
想
普
及
「
マ
ス
ク
」
奨
励
、
予
防
接
種
、
患
死
者
の
予
防
消
毒
、
貧
困
者
に
対
す

る
救
療
等
に
努
力
し
特
に
流
行
時
に
於
て
予
防
事
務
所
を
設
け
検
病
的
調
査
を
行
ひ
患
死
者
に
対
し
手
当
を
施
し
又
は

枢
要
の
場
所
に
時
々
患
死
者
数
を
掲
示
し
予
防
思
想
の
喚
起
に
努
め
た
り
。

福
島
県

流
行
地
に
於
け
る
公
共
団
体
の
活
動
状
況
に
関
し
て
は
各
衛
生
組
合
は
警
察
官
吏
、
役
場
吏
員
と
協
力
し
患

者
の
検
索
健
康
の
視
察
予
防
心
得
書
の
配
布
等
予
防
救
治
に
援
助
し
た
る
功
績
見
る
べ
き
も
の
あ
り
郡
市
医
師
会
中
予

防
救
治
に
活
動
し
た
る
も
の
は
岩
瀬
、
相
馬
等
の
郡
医
師
会
に
し
て
所
轄
警
察
官
署
と
協
同
に
流
行
各
地
に
衛
生
講
話

会
を
開
催
し
予
防
上
の
注
意
を
促
し
衛
生
思
想
の
普
及
宣
伝
に
努
め
又
報
酬
を
低
減
し
予
防
接
種
を
励
行
す
る
等
活
動

見
る
べ
き
も
の
あ
り
、
又
日
本
赤
十
字
社
福
島
支
部
へ
東
白
河
郡
石
井
、
高
城
の
各
村
に
対
し
大
正
九
年
春
救
護
医
員

二
名
及
看
護
婦
三
名
を
特
派
し
徹
底
的
予
防
救
治
を
為
し
た
り
其
の
他
若
松
市
小
学
生
徒
保
護
会
に
於
て
は
金
三
百
六

十
円
を
支
出
し
「
マ
ス
ク
」
六
千
百
二
十
個
を
購
入
の
上
小
学
生
徒
全
部
に
給
与
せ
り
。

岩
手
県

赤
十
字
社
岩
手
支
部
篤
志
看
護
婦
会
、
同
愛
国
婦
人
会
岩
手
支
部
に
協
議
し
て
其
の
活
動
を
促
し
た
る
結
果

家
庭
に
於
て
容
易
に
作
製
し
た
る
「
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
」（
実
費
約
四
銭
位
）
の
見
本
を
作
製
し
普
く
各
家
庭
に
普
及
の

目
的
を
以
て
郡
市
役
所
、
町
村
役
場
、
中
等
学
校
、
市
内
小
学
校
其
の
他
の
官
公
衙
並
癈
兵
及
軍
人
遺
族
に
対
し
約
二

千
個
を
見
本
と
し
て
贈
り
尚
貧
困
者
に
は
無
代
給
与
を
な
し
又
希
望
者
に
は
実
費
に
て
給
与
せ
り
。

青
森
県

各
町
村
青
年
団
、
在
郷
軍
人
分
会
衛
生
組
合
に
於
て
は
各
戸
に
付
き
予
防
接
種
の
勧
誘
及
「
マ
ス
ク
」
含
嗽
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の
使
用
、
予
防
注
意
書
の
配
布
等
に
尽
力
せ
り
。

山
形
県

県
下
千
六
百
六
十
有
余
の
衛
生
組
合
に
於
て
当
該
吏
員
の
指
揮
命
令
に
従
ひ
予
防
心
得
書
の
配
布
「
マ
ス

ク
」
使
用
、
含
嗽
奨
励
、
予
防
接
種
の
勧
誘
等
に
従
事
せ
り
婦
人
衛
生
会
に
於
て
「
マ
ス
ク
」
を
作
製
し
実
費
を
以
て

頒
布
し
た
る
も
あ
り
。

福
井
県

公
益
団
体
と
し
て
自
発
的
に
活
動
を
為
し
た
る
事
実
な
き
も
郡
市
町
村
長
及
警
察
官
署
長
の
採
り
た
る
予
防

施
設
の
趣
旨
に
基
き
予
防
宣
伝
書
の
配
布
、
予
防
接
種
「
マ
ス
ク
」
使
用
の
奨
励
或
は
救
護
班
の
設
置
に
関
し
多
少
の

便
宜
を
図
り
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
状
況
な
り
。

石
川
県

大
日
本
私
立
衛
生
会
石
川
県
支
会
に
て
は
「
マ
ス
ク
」
見
本
を
配
付
し
又
予
防
心
得
書
五
万
枚
を
頒
布
し
た

り
又
小
学
校
生
徒
婦
人
会
等
に
て
「
マ
ス
ク
」
を
製
作
供
給
し
た
る
も
の
あ
り
。

富
山
県

青
年
会
及
在
郷
軍
人
分
会
に
於
て
は
本
病
予
防
心
得
書
を
各
掲
示
場
に
掲
示
し
且
戸
別
訪
問
を
行
ひ
予
防
宣

伝
に
努
力
せ
り
。

鳥
取
県

県
並
に
郡
市
医
師
会
に
於
て
は
予
防
接
種
普
及
の
為
め
接
種
料
を
低
減
し
施
行
す
る
こ
と
と
為
し
又
恩
賜
財
団

済

生
会
は
県
及
関
係
郡
市
町
村
と
協
力
の
上
救
護
班
三
組
を
組
織
し
流
行
猛
烈
な
る
町
村
又
は
山
間
僻
地
に
し
て
医
療
を

受
く
る
こ
と
容
易
な
ら
ざ
る
部
落
を
巡
回
し
患
者
の
診
察
施
薬
及
予
防
接
種
の
施
行
等
大
に
患
者
の
救
療
並
予
防
に
努

め
其
の
他
衛
生
会
、
青
年
会
等
の
団
体
に
於
て
も
予
防
警
戒
に
関
す
る
宣
伝
並
思
想
の
啓
発
に
力
め
た
る
事
実
あ
る
も

其
の
他
の
活
動
と
し
て
特
記
す
べ
き
事
項
な
し
。

島
根
県

鹿
足
郡
青
原
村
信
用
組
合
に
於
て
は
流
行
感
冒
予
防
接
種
液
を
購
入
し
一
人
料
金
十
五
銭
に
て
同
組
合
雇
医

を
し
て
施
行
せ
し
め
其
の
他
各
地
衛
生
組
合
に
於
て
は
衛
生
講
話
会
を
開
催
し
或
は
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
印
刷
配
布
し
予
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防
接
種
を
勧
誘
す
る
等
専
ら
予
防
警
戒
に
努
め
た
り
。

岡
山
県

医
師
会
は
予
防
接
種
に
尽
力
し
或
は
注
意
書
等
を
配
布
せ
り
地
方
青
年
団
は
予
防
接
種
及
患
家
の
手
伝
を
為

し
又
は
「
マ
ス
ク
」
を
製
作
配
布
し
た
も
の
あ
り
。

山
口
県

公
共
団
体
の
活
動
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
な
き
も
県
下
熊
毛
郡
伊
保
庄
村
に
於
て
は
救
済
会
な
る
も
の
を
組

織
し
積
立
金
を
以
て
療
養
の
途
な
き
者
を
救
済
し
細
民
に
対
し
無
料
接
種
を
施
行
し
た
り
其
の
他
個
人
に
て
私
財
数
千

円
を
投
じ
医
師
数
名
を
雇
入
れ
貧
困
者
に
対
し
施
療
せ
る
も
あ
り
。

和
歌
山
県

各
種
公
益
団
体
の
二
三
は
自
発
的
又
は
警
察
官
署
及
町
村
に
促
さ
れ
形
式
的
に
活
動
せ
る
も
の
あ
り
し
も

事
実
上
充
実
徹
底
せ
ず
何
等
の
好
果
を
収
む
る
な
く
従
て
特
筆
す
べ
き
も
の
な
し
。

香
川
県

流
行
性
感
冒
予
防
接
種
施
行
に
当
り
衛
生
組
合
に
於
て
之
れ
が
接
種
の
督
励
並
該
病
予
防
知
識
の
普
及
に
努

力
せ
る
も
の
あ
る
外
特
記
す
べ
き
も
の
な
し
。

徳
島
県

市
町
村
及
衛
生
組
合
に
於
て
予
防
接
種
の
普
及
督
励
又
は
予
防
心
得
書
の
配
布
等
に
助
力
せ
し
外
活
動
の
状

況
と
し
て
特
に
記
す
べ
き
も
の
な
し
。

愛
媛
県

大
正
八
、
九
年
流
行
の
際
に
於
て
県
よ
り
予
防
液
を
県
下
各
郡
市
医
師
会
に
実
費
を
以
て
配
布
し
予
防
接
種

を
施
行
す
る
医
師
に
於
て
は
門
戸
に
予
防
接
種
施
行
の
旨
を
表
記
し
一
般
予
防
接
種
を
受
く
る
に
便
な
ら
し
め
た
り
恩賜

財団

済
生
会
は
県
下
に
於
け
る
県
税
免
除
者
に
対
し
無
料
予
防
接
種
を
施
行
し
た
り
。

佐
賀
県

藤
津
郡
鹿
島
医
師
会
に
於
て
大
正
九
年
の
流
行
時
に
際
し
予
防
接
種
の
必
要
を
認
め
一
般
に
は
実
費
、
貧
困

者
に
は
無
料
に
て
之
を
施
行
し
同
郡
鹿
島
済
生
会
に
於
て
は
大
正
八
、
九
年
の
流
行
期
に
際
し
「
マ
ス
ク
」
の
無
償
配

布
を
行
ひ
佐
賀
郡
市
及
杵
島
郡
等
の
医
師
会
に
て
は
貧
困
者
に
対
し
施
療
券
を
交
付
し
其
の
他
の
郡
に
於
て
も
相
当
救
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療
の
途
を
講
じ
又
佐
賀
郡
内
に
於
て
は
村
吏
員
を
輔
佐
し
福
岡
市
よ
り
氷
を
貨
車
に
て
購
入
し
之
を
各
患
家
に
配
布
せ

る
青
年
会
又
は
予
防
宣
伝
に
努
め
た
る
青
年
会
等
あ
り
。

熊
本
県

公
益
団
体
の
活
動
と
し
て
熊
本
県
済
生
会
の
「
マ
ス
ク
」
百
七
十
人
分
「
カ
メ
レ
オ
ン
」
含
嗽
薬
四
百
八
十

磅
を
県
下
に
無
料
配
布
し
、
熊
本
県
衛
生
会
に
於
て
は
流
行
性
感
冒
「
ワ
ク
チ
ン
」
予
防
液
七
千
六
百
五
十
人
分
を
県

下
一
般
に
無
料
配
付
し
警
察
部
衛
生
課
と
協
力
無
料
接
種
を
行
ひ
た
る
等
主
な
る
も
の
な
り
。

鹿
児
島
県

衛
生
組
合
員
が
予
防
心
得
の
徹
底
に
奔
走
し
或
は
全
家
を
挙
げ
病
臥
す
る
家
族
を
救
助
す
る
の
外
流
感
予

防
に
関
し
五
人
組
の
制
度
を
設
け
規
約
を
定
め
て
各
自
衛
的
の
途
を
講
じ
若
く
は
患
家
を
救
助
す
る
等
相
当
活
動
し
た

る
地
方
あ
り
殊
に
予
防
上
効
果
顕
著
な
り
し
は
各
部
落
間
の
交
通
を
制
限
し
又
は
組
合
規
約
の
下
に
全
然
之
を
断
ち
以

て
完
全
に
病
毒
浸
襲
を
阻
止
せ
し
部
落
多
し
。

沖
縄
県

各
種
公
益
団
体
に
於
て
特
記
す
べ
き
活
動
を
見
ざ
る
も
青
年
団
中
予
防
心
得
の
宣
伝
を
な
し
た
る
も
の
あ

り
。
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第
六
章

流
行
性
感
冒
の
病
原
、
病
理
、
症
候
、
治
療
、
予
防

第
一
節

流
行
性
感
冒
の
病
原

第
一
項

緒
言

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
問
題
は
猶
ほ
未
解
決
な
り
。
約
三
十
年
前
既
に
確
定
せ
ら
れ
た
り
と
信
ぜ
ら
れ
し

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原
が
、
進
歩
せ
る
微
生
物
学
の
技
術
に
よ
り
、
多
数
の
学
者
に
よ
り
て
研
究
せ
ら
れ
た
る
結

果
、
再
び

糊
の
迷
路
に
彷
徨
す
る
の
観
あ
る
に
至
り
し
は
、
是
本
病
が
尋
常
一
様
な
ら
ざ
る
特
性
を
有
す
る
が
た
め
、

病
原
確
定
上
の
原
則
を
完
全
に
充
塞
す
る
に
足
る
の
検
索
を
行
ひ
難
き
に
因
る
な
り
。
従
て
現
今
学
術
の
齎
せ
る
研
究

成
績
を
以
て
し
て
は
強
ひ
て
一
の
学
説
を
以
て
他
を
排
除
す
可
き
に
非
ず
。
冷
静
に
実
験
の
成
績
を
観
察
し
て
其
の
何

れ
の
説
が
最
も
事
実
に
近
き
か
を
推
想
す
る
の
外
あ
る
可
ら
ず
。

一
度
信
ぜ
ら
れ
、
二
度
疑
は
れ
た
る
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
が
今
後
如
何
な
る
地
位
を
得
べ
き
か
は
今
後
興
味
あ
る
学

術
上
の
問
題
な
り
。
但
し
学
術
に
は
常
に
進
歩
あ
り
。
今
日
諸
学
者
の
主
張
す
る
学
説
は
必
ず
後
来
完
成
の
基
礎
た
る

可
き
は
疑
を
容
れ
ず
。
姑
く
結
論
を
急
が
ず
、
学
界
の
梗
概
を
録
せ
ん
と
欲
す
。
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第
二
項

既
往
に
於
け
る
病
原
研
究
の
趨
勢

一
八
八
九
｜
九
一
年
（
明
治
二
十
二
年
｜
二
十
四
年
）
の
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
に
於
て
其
の
病
原
論
の
紛
糾
せ
る
こ
と

は
今
次
の
流
行
以
上
な
り
し
が
如
く
、
就
中
肺
炎
双
球
菌
の
如
き
は
最
も
重
要
視
せ
ら
れ
た
り
。
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
が

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
桿
菌
を
発
見
報
告
せ
し
は
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
末
期
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
に
し
て

当
時
の
学
界
は
遂
に
之
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
と
し
て
承
認
せ
る
所
を
以
て

ふ
る
に
、
患
者
よ
り
本
菌
を

検
出
す
る
こ
と
極
め
て
容
易
且
つ
豊
富
に
し
て
、
直
に
本
菌
を
以
て
病
原
視
す
る
に
差
支
な
か
り
し
も
の
な
る
可
し
。

当
時
と
雖
も
充
分
な
る
動
物
実
験
あ
り
し
に
非
ず
、
免
疫
反
応
の
検
査
あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
、
其
の
検
出
の
頻
度
と

病

と
の
組
織
的
関
係
が
其
の
病
原
的
意
義
を
決
す
る
に
重
要
な
り
し
も
の
な
り
。
然
る
に
爾
来
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ー
」
を
見
ず
、
同
時
に
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
見
る
こ
と
も
甚
だ
稀
と
な
り
、
自
然
本
菌
は
歴
史
的
病

原
体
視
せ
ら
る
る
の
傾
向
を
示
し
た
り
。「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
終
熄
後
、
各
地
に
流
行
性
に
出
顕
せ
る
感
冒
（
グ
リ
ッ
プ
）

に
就
て
研
究
せ
る
結
果
、
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
発
見
す
る
こ
と
甚
だ
少
き
か
又
は
全
く
之
を
見
ず
。
他
方
感
冒
以
外

の
呼
吸
器
疾
患
に
も
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
に
性
状
一
致
せ
る
菌
を
検
出
す
る
こ
と
稀
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
プ
ア
イ
フ
エ

ル
氏
菌
の
病
原
的
意
義
は
漸
く
疑
問
と
す
る
も
の
多
く
な
れ
り
。
即
ち
「
エ
ピ
デ
ミ
ー
」
性
感
冒
は
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」

性
感
冒
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
と
は
全
然
別
種
の
疾
患
な
る
か
、
或
又
「
エ
ピ
デ
ミ
ー
」
性
感
冒
も
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」

性
感
冒
も
共
に
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
と
は
病
原
的
関
係
な
く
、
而
し
て
所
謂
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
な
る
も
の
は
単
に
健

康
者
口
腔
の
常
在
性
非
病
原
性
菌
と
な
す
可
き
か
を
論
ず
る
に
至
れ
り
。
其
の
間
再
び
肺
炎
双
球
菌
、
連
鎖
球
菌
の
類

を
目
し
て
地
方
性
流
行
感
冒
の
原
因
と

ふ
る
者
生
じ
、
又
ク
ル
ー
ゼ
、
フ
オ
ス
テ
ル
等
の
如
く
感
冒
の
原
因
を
濾
過
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性
な
り
と
信
ず
る
者
顕
は
れ
、
従
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
も
或
は
然
ら
ん
と
の
説
を
抱
く
も
の
あ
り
。

に

角
真
正
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ー
」
に
遭
遇
し
て
、
之
と
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
と
の
関
係
、
濾
過
性
病
原

体
の
有
無
等
を
実
際
に
研
究
せ
ん
こ
と
は
大
な
る
興
味
を
以
て
期
待
せ
ら
れ
た
る
所
な
り
き
。

今
次
の
流
行
が
真
正
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ー
」
に
し
て
、
一
八
八
九
｜
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
二

年
｜
二
十
四
年
）
の
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
と
一
致
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
毫
も
疑
な
き
所
な
る
が
、
本
流
行
に
於
て
、
若

し
嘗
て
プ
ァ
イ
フ
エ
ル
氏
の
報
告
せ
る
如
く
プ
ァ
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
常
に
豊
富
に
検
出
し
た
ら
ん
に
は
学
界
に
異
論
を

生
ぜ
ざ
り
し
な
る
可
く
、
又
他
の
地
方
的
流
行
の
感
冒
に
於
け
る
如
く
プ
ァ
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
見
る
こ
と
殆
ど
な
か
り

し
な
ら
ん
に
は
学
者
の
態
度
を
決
す
る
こ
と
も
容
易
な
り
し
な
ら
ん
に
、
事
実
は
予
期
に
反
し
て
恰
も
不
離
不
着
の
辺

に
停
徊
せ
り
。
加
ふ
る
に
流
感
病
毒
を
以
て
す
る
感
染
実
験
は
猿
或
は
人
体
に
於
て
殆
ど
全
く
失
敗
せ
る
を
以
て
、
濾

過
性
病
原
を
説
く
も
の
も
、
プ
ァ
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
主
張
す
る
者
も
何
れ
も
最
も
重
要
な
る
支
点
を
失
ひ
、
徒
ら
に
其

の
好
む
所
に
従
て
論
難
す
る
の
嫌
な
き
に
非
ず
。
要
す
る
に
何
れ
の
学
説
も
許
容
し
難
き
難
点
を
脱
却
せ
ざ
る
を
以
て

学
者
の
意
見
一
致
す
る
能
は
ざ
る
も
の
な
る
こ
と
明
か
な
り
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原
に
関
す
る
研
究
を
綜
括
せ
ん
に
、

プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
原
因
と
な
す
も
の
。

原
因
不
明
な
る
も
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
に
特
殊
の
病
原
性
を
認
む
る
も
の
。

プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
は
爾
他
の
菌
、
肺
炎
双
球
菌
、
連
鎖
状
球
菌
、
加
答
児
性
双
球
菌
等
と
同
様
単
に
二
次
的
侵

入
者
に
過
ぎ
ず
と
な
す
も
の
。

種
々
の
菌
類
が
共
同
し
て
病
原
作
用
を
営
む
と

ふ
る
も
の
。
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濾
過
性
病
原
体
を
信
ず
る
も
の
。

特
殊
の
病
原
体
を
発
見
せ
る
も
の
。

等
あ
り
。
病
原
体
と
し
て
は
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
尊
重
す
る
も
の
と
、
之
を
却
け
て
原
因
不
明
と
な
す
も
の
最
も
多

し
。
原
因
不
明
と

ふ
る
者
の
多
く
は
超
顕
微
鏡
性
病
原
体
の
存
在
を
信
ず
る
も
の
の
如
し
。

第
三
項

各
国
に
於
け
る
研
究
成
績

以
下
各
国
に
於
け
る
研
究
成
績
を
略
叙
す
可
し
。

一
、
日
本

大
正
七
年
秋
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
本
邦
を
襲
ふ
や
細
菌
学
者
は
直
に
研
究
に
着
手
し
、
北
里
研

究
所
の
大
河
原
氏
以
下
は
大
正
七
年
十
一
月
十
六
日
の
学
会
に
於
て
鼻
腔
粘
液
及
咯
痰
の
細
菌
学
的
研
究
と
患
者
血
清

の
免
疫
反
応
検
査
の
成
績
に
基
き
、
プ
氏
菌
を
以
て
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
原
因
な
り
と
報
告
せ
り
。
十
一
月
二
十
日
に

は
京
都
及
大
阪
の
両
医
学
会
に
於
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原
研
究
の
発
表
あ
り
。
京
都
大
学
豊
島
、
関
両
氏
は
双

球
菌
と
共
に
「
グ
ラ
ム
」
陰
性
小
桿
菌
を
検
出
し
て
両
者
共
に
病
原
的
意
義
あ
り
と
せ
し
が
、
此
の
桿
菌
は
普
通
寒
天

に
も
発
育
す
る
点
に
於
て
プ
氏
菌
と
は
異
な
る
も
の
な
り
き
。
後
藤
氏
は
九
一
％
に
プ
氏
菌
を
検
出
し
て
之
を
病
原
に

擬
し
、
京
都
医
専
常
岡
氏
は
プ
氏
菌
を
多
数
に
検
出
す
る
の
み
な
ら
ず
、
患
者
血
清
と
の
間
に
喰
菌
現
象
陽
性
な
る
を

以
て
本
菌
の
病
原
的
意
義
を
信
ぜ
ん
と
す
。
大
阪
に
於
て
は
佐
多
氏
は
プ
氏
菌
を
二
五
・
五
％
に
培
養
せ
る
も
之
を
以

て
口
腔
常
在
性
の
非
病
原
菌
と
な
し
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
は
不
明
な
る
が
肺
炎
双
球
菌
の
一
変
種
な
る
可

し
と
論
ぜ
り
。
十
一
月
二
十
四
日
の
東
京
の
学
会
に
於
て
伝
染
病
研
究
所
石
原
氏
等
は
プ
氏
菌
を
検
出
す
る
こ
と
六
八
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％
な
る
も
免
疫
反
応
陰
性
な
る
を
以
て
病
原
と
断
ず
る
能
は
ず
と
報
告
し
、
東
大
の
山
極
氏
、
川
北
氏
等
は
病
理
解
剖

所
見
に
基
き
プ
氏
菌
及
「
グ
ラ
ム
」
陽
性
双
球
菌
を
見
る
も
、
双
球
菌
は
常
に
見
ら
る
る
菌
に
し
て
流
行
に
特
殊
の
も

の
に
非
ず
。
プ
氏
菌
に
病
原
的
意
義
あ
る
が
如
き
も
未
だ
之
を
断
定
す
る
を
得
ず
と
な
せ
り
。

東
北
大
学
の
中
村
、
大
平
両
氏
は
プ
氏
菌
に
賛
す
る
も
、
之
を
病
原
と
断
定
す
る
に
は
動
物
実
験
及
免
疫
反
応
の
成

績
余
り
に
充
分
な
ら
ざ
り
と
し
、
九
州
大
学
の
金
子
氏
等
は
同
様
に
プ
氏
菌
を
病
原
視
せ
る
も
免
疫
反
応
の
著
明
な
ら

ざ
る
点
に
就
て
病
原
の
論
定
を
避
け
た
り
。
南
満
医
学
堂
の
豊
田
、
島
田
両
氏
の
十
二
月
十
四
日
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

プ
氏
菌
、
肺
炎
双
球
菌
、
粘
液
性
連
鎖
状
菌
等
の
各
が
一
次
的
病
原
た
る
こ
と
の
可
能
を
説
き
、「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
に

於
て
は
プ
氏
菌
重
要
な
ら
ん
も
他
の
菌
を
主
因
と
す
る
感
冒
の
流
行
も
混
在
す
べ
し
と
称
せ
り
。

爾
来
北
里
研
究
所
に
あ
り
て
は
プ
氏
菌
病
原
説
の
論
拠
を
固
め
大
正
九
年
十
二
月
十
九
日
に
綜
合
的
報
告
を
行
へ
り
。

其
の
所
説
を
摘
出
せ
ん
に
、
適
当
な
る
技
術
と
材
料
を
以
て
す
れ
ば
患
者
よ
り
プ
氏
菌
を
検
出
す
る
率
極
め
て
高
き
こ

と
、
患
者
屍
体
の
肺
其
の
他
よ
り
検
出
せ
ら
る
る
こ
と
、
プ
氏
菌
及
其
毒
素
を
以
て
せ
る
動
物
実
験
、
患
者
の
白
血
球

減
少
症
と
実
験
的
白
血
球
減
少
と
の
一
致
、
各
種
免
疫
反
応
（
凝
集
反
応
、
補
体
結
合
反
応
、
喰
菌
現
象
、
菌
の
溶
解

現
象
）
等
に
よ
り
て
プ
氏
菌
の
病
原
的
関
係
を
信
ず
と
云
ふ
。

伝
染
病
研
究
所
は
病
原
不
明
説
を
持
し
て

ら
ず
。
論
拠
は
プ
氏
菌
に
病
原
た
る
の
確
証
な
く
、
其
の
他
未
だ
信
ず

る
に
足
る
も
の
な
き
も
、
従
来
上
げ
ら
れ
た
る
細
菌
以
外
に
未
知
の
病
原
体
あ
る
を
想
像
し
プ
氏
菌
、
肺
炎
双
球
菌
を

以
て
二
次
的
侵
入
者
と
し
て
の
意
義
最
も
大
な
る
も
の
と
認
定
せ
り
。

本
邦
に
於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原
に
関
す
る
意
見
は
プ
氏
菌
説
と
未
定
説
（
プ
氏
菌
を
否
定
し
、
麻
疹
、

猩
紅
熱
等
に
類
す
る
特
殊
の
病
原
を
想
像
す
る
も
の
の
如
し
）
と
の
二
者
を
主
と
し
、
他
に
は
有
力
な
る
異
説
な
し
。
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石
原
房
雄
氏
は
衛
生
学
伝
染
病
学
雑
誌
（
第
十
六
巻
第
一
号
、
大
正
九
年
十
月
）
に
於
て
濾
過
性
実
験
に
就
て
記
し
、

患
者
濾
液
の
動
物
実
験
は
全
く
陰
性
に
終
り
し
が
、
唯
患
者
咯
痰
の
濾
汁
を
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
罹
り
し
こ
と

な
き
健
康
人
皮
下
に
注
射
す
る
に
二
三
日
の
潜
伏
期
を
以
て
発
熱
す
る
を
見
た
り
、
但
し
結
核
咯
痰
の
濾
液
を
注
射
す

る
も
多
少
の
苦
悶
は
あ
り
と
云
ふ
。
濾
過
液
を
吸
入
、
咽
喉
に
塗
布
す
る
法
は
石
原
氏
も
、
北
里
研
究
所
大
河
原
氏
の

報
告
も
陰
性
な
り
。
石
原
氏
は
又
患
者
血
清
に
喰
菌
率
の
増
加
を
認
め
ず
、
又
プ
氏
菌
以
外
の
諸
種
の
菌
と
雖
、「
マ

ウ
ス
」
に
於
て
肺
及
脾
に
出
血
を
以
て
、
動
物
実
験
上
の
出
血
性
変
化
を
プ
氏
菌
の
特
異
の
変
化
と

へ
ず
。
以
上
の

理
由
に
よ
り
プ
氏
菌
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
と
す
る
論
拠
な
し
と
せ
り
。

患
者
及
恢
復
者
血
清
と
プ
氏
菌
と
の
免
疫
反
応
に
就
て
も
、
大
谷
、
矢
部
、
三
原
（
北
研
）、
伊
藤
（
京
都
市
立
病

院
）、
常
岡
（
京
都
医
専
）
等
は
陽
性
の
成
績
を
上
げ
、
工
藤
（
海
軍
）、
鈴
木
（
台
湾
）、
松
波
（
伝
研
）
等
は
疑
は

し
き
成
績
を
上
げ
た
り
。
本
邦
学
者
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
関
す
る
業
績
は
一
括
し
て
別
に
之
を
表
示
す
可
し
。

内
外
に
於
け
る
研
究
成
績
に
基
き
之
を
大
観
す
る
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ー
」
は
其
の
原
因
不
明
な
る

と
同
じ
く
、
其
の
病
原
も
亦
未
だ
確
実
な
る
論
定
な
き
も
の
な
り
。
学
者
の
主
張
に
相
当
の
論
拠
を
有
す
る
こ
と
は
明

か
な
る
も
、
完
全
無
欠
な
る
証
明
な
き
限
り
、
批
難
な
き
病
原
論
を
以
て
許
す
可
ら
ず
。
独
り
人
体
の
み
が
感
受
性
を

有
し
、
而
し
て
地
球
上
の
全
人
類
が
殆
ど
皆
其
の
病
毒
の
侵
襲
を
受
け
、
或
は
軽
く
、
或
は
重
く
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
を
耐
過
し
、
一
定
度
の
免
疫
が
全
人
類
に
賦
与
さ
れ
た
り
と

ふ
可
き
今
日
に
於
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原

の
感
染
実
験
は
恐
ら
く
希
望
す
可
ら
ざ
る
も
の
な
ら
ん
。
仮
に
少
数
の
実
験
に
於
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
様
の
症
候

を
発
生
し
た
ら
ん
場
合
に
も
、
之
を
真
正
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
な
り
と
診
定
す
る
こ
と
恐
ら
く
不
可
能
な
る
可
し
。

病
原
論
の
真
の
解
決
は
次
期
の
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
ま
で
待
つ
を
要
す
る
も
の
に
非
ざ
ら
ん
や
。
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二
、
独
逸

プ
ア
イ
フ
エ
ル
を
有
す
る
独
逸
国
内
に
於
て
も
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
は
賛
成
者
の
み
を
発
見
せ
ず
。
之
を
多
数
に
発

見
し
て
病
原
的
意
義
を
疑
は
ざ
る
も
の
あ
り
。
之
を
屢
々
見
る
も
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
原
因
を
疑
ふ
も
の
あ
り
。
全
く

之
を
検
出
せ
ざ
る
も
の
あ
り
。
濾
過
性
病
原
体
を
主
張
す
る
者
あ
り
。
決
し
て
帰
着
す
る
所
な
し
。

F
ro
m
m
e
D
eu
tsch

M
ed
W
,
D
ec
12,
1918

）
は
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
寒
天
を
使
用
す
る
と
き
は
プ
ア
イ
フ

エ
ル
氏
菌
の
検
出
容
易
に
し
て
或
は
「
フ
ス
テ
ン
・
プ
ラ
ツ
テ
」
に
て
も
其
の
集
落
を
得
る
こ
と
容
易
な
る
を
説
き
、

疾
患
の
初
期
に
於
て
叮
嚀
に
検
査
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
後
期
に
あ
り
て
は
二
次
的
侵
入
菌
の
た
め
に
圧
倒
さ
る
る

惧
あ
り
。
凝
集
反
応
を
行
ふ
に
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
と
患
者
血
清
と
の
間
に
陽
性
成
績
を
見
る
と
云
ふ
。L

eich
-

ten
tritt

氏
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
屍
の
肺
よ
り
六
〇
％
、
脾
よ
り
一
七
・
四
％
に
て
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
培
養

せ
り
と
云
へ
り
。

M
a
tern
a u
P
en
eck
e
W
ien
K
lin
W
,1918,S

1221

）
は
細
菌
学
的
検
査
の
結
果
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
屍

の
七
四
％
よ
り
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
発
見
し
、
他
の
菌
は
呼
吸
器
の
炎
症
性
変
化
に
常
在
す
る
も
の
な
る
を
確
め
、

B
erg
m
a
n
n
,
D
ietrich

,
S
ch
iem
a
n
n
,
S
im
m
o
n
d
s,
U
h
len
h
u
th

等
と
共
に
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）「
グ
リ
ツ

プ
」
の
原
因
を
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
と
認
め
た
り
。

S
o
b
ern
h
eim
 
u
N
o
v
a
k
o
v
ic
M
u
n
ch
M
W
,
1918,

S
1373

）
は
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
説
に
賛
し
、
プ
氏
菌

は
一
八
九
四
年
後
之
に
遭
遇
す
る
こ
と
殆
ど
例
外
と
も
云
ふ
可
き
に
、
今
次
の
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
に
際
し
て
は
之
を
発

見
す
る
こ
と
甚
屢
々
な
り
。
時
と
場
所
と
に
よ
り
て
プ
氏
菌
発
見
率
に
差
違
あ
る
も
、
瑞
西
に
於
て
は
七
月
に
比
し
十

月
の
流
行
に
於
け
る
プ
氏
菌
を
検
出
す
る
こ
と
多
し
。
プ
氏
菌
は
疾
病
の
初
期
に
多
く
検
出
せ
ら
る
。
又
患
者
血
清
及
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恢
復
者
血
清
は
プ
氏
菌
に
向
つ
て
免
疫
反
応
を
呈
す
る
こ
と
多
し
。

L
eich
ten
tritt

D
eu
tsch

M
W
,1918,S

1419

）
は
顕
微
鏡
検
査
に
於
て
も
多
数
の
例
に
於
て
プ
氏
菌
を
咯
痰

中
に
発
見
し
た
り
。L

ev
in
th
a
l

の
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
寒
天
よ
り
も
、
プ
ア
イ
フ
エ
ル
の
鳩
血
液
を
用
ふ
る
原
法
が

結
果
を
良
好
な
ら
し
む
。
二
一
七
の
咯
痰
中
五
一
・
六
％
に
プ
氏
菌
を
証
明
し
た
り
。
時
に
結
核
と
見
做
さ
れ
し
症
状

よ
り
プ
氏
菌
を
発
見
す
る
こ
と
あ
り
。
解
剖
の
場
合
に
は
大
部
分
よ
り
プ
氏
菌
を
検
出
し
、
時
に
純
粋
培
養
を
得
た
り
。

時
に
脾
、
脳
よ
り
プ
氏
菌
を
証
す
る
こ
と
あ
り
。

N
eu
feld u

P
a
p
a
m
a
rk
u
B
erl
W
,
1919,

S
9

）
レ
ヴ
イ
ン
タ
ー
ル
氏
培
養
基
を
用
ひ
、
咯
痰
、

桃
腺
、

肺
、
気
管
支
腺
、
脳
よ
り
プ
氏
菌
を
培
養
す
。
又
プ
氏
菌
の
凝
集
反
応
を
見
る
こ
と
屢
々
な
れ
ど
も
、
之
を
診
断
上
に

応
用
す
る
程
度
に
非
ず
。

屢
々
肺
炎
双
球
菌
、
加
答
児
性
双
球
菌
、
連
鎖
球
菌
の
混
合
感
染
あ
り
、
此
等
の
菌
は
少
数
の
プ
氏
菌
の
検
出
を
困

難
な
ら
し
む
る
こ
と
少
か
ら
ず
。
又
流
行
時
外
に
プ
氏
菌
を
発
見
す
る
こ
と
あ
る
も
、
其
れ
が
た
め
に
プ
氏
菌
の
病
原

的
意
義
を
軽
ん
ず
べ
き
に
非
ず
。

適
当
な
る
試
験
動
物
な
き
た
め
に
菌
力
及
び
毒
性
を
明
に
す
る
を
得
ず
。
又
往
々
百
日
咳
菌
、B

a
c
h
a
em
o
-

g
lo
b
in
o
p
h
ilis ca

n
is

等
の
類
似
菌
と
区
別
し
難
き
こ
と
あ
る
可
し
。

二
十
五
人
の
健
康
者
を
検
し
て
二
人
の
保
菌
者
を
発
見
し
た
り
。

M
essersch

m
id
t,
H
u
n
d
esh
a
g
en u

S
ch
eer

Z
eits

f
H
y
g
u
In
f
K
l
,
1919,

B
d
88,
S
552

）
が
一
九
一

八
年
（
大
正
七
年
）
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
に
て
行
へ
る
細
菌
学
的
研
究
の
結
果
は
六
月
、
七
月
の
流
行
に
て
は
プ
氏
菌
を

検
出
す
る
こ
と
四
八
・
九
％
、
九
月
十
月
に
て
は
九
〇
％
な
り
。
健
康
者
及
他
の
疾
患
に
は
プ
氏
菌
を
見
ず
。
本
菌
を
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診
断
す
る
に
は
其
の
形
態
の
外
、
血
色
素
含
有
の
培
地
に
葡
萄
糖
を
加
ふ
る
と
き
之
を
分
解
し
て
酸
を
作
る
も
、
乳
糖
、

蔗
糖
、「
マ
ン
ニ
ツ
ト
」
に
て
は
酸
を
作
ら
ず
。
死
後
数
時
間
に
て
解
剖
せ
る
場
合
に
は
肺
、
肝
、
腎
に
も
本
菌
を
証

し
、
全
眼
球
炎
よ
り
之
を
検
出
し
た
る
場
合
あ
り
。
他
に
確
実
な
る
病
原
菌
な
き
以
上
は
プ
氏
菌
の
病
原
説
を
否
定
し

難
し
。

M
o
llers u

B
ern
h
a
rd
B
erl
K
l
W
,
1919,S

1081

）
は
今
回
の
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
を
以
て
定
型
的
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
と
な
し
、
流
行
病
原
、
臨
床
学
、
病
理
解
剖
学
よ
り
見
て
以
前
の
流
行
に
一
致
す
る
を
見
る
。
プ
氏
菌
の

病
原
的
意
義
は
充
分
と
称
し
難
く
、
寧
ろ
濾
過
性
病
原
の
存
在
も
推
想
せ
ら
れ
ざ
る
に
非
ざ
る
も
、
本
病
に
プ
氏
菌
を

屢
々
発
見
す
る
こ
と
は
其
の
間
重
要
な
る
関
係
あ
る
を
示
す
も
の
な
り
。

近
頃
顕
は
れ
た
る
プ
氏
菌
賛
成
者
と
し
て
は
、

N
eu
feld

氏
（D

eu
tsch

M
W
,1920,N

o
35

）
曰
く
、
プ
氏
菌
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
と
し
て
不
充

分
な
り
と
の
議
論
は
内
外
国
共
に
聞
く
所
な
る
も
、
其
の
論
拠
は

確
実
な
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
し
て
プ
氏
菌

を
見
ざ
る
こ
と
、

屢
々
他
の
疾
患
に
も
見
ら
る
る
こ
と
、

不
可
視
性
病
原
体
の
あ
り
得
べ
き
こ
と
の
三
点
な
り
。

然
れ
ど
も
プ
氏
菌
を
証
明
す
る
こ
と
は
其
の
検
査
精
密
な
れ
ば
之
を
見
る
こ
と
甚
だ
多
し
。
反
覆
検
査
す
る
こ
と
、
材

料
を
各
所
よ
り
取
る
こ
と
等
に
よ
り
て
、
疾
病
の
何
れ
か
の
時
期
に
、
上
気
道
若
は
肺
の
何
れ
か
の
部
に
プ
氏
菌
を
証

し
得
べ
し
。
但
し
疾
病
の
後
期
に
於
て
は
口
腔
に
常
在
せ
る
肺
炎
菌
其
の
他
と
混
じ
、
之
が
た
め
に
圧
伏
せ
ら
れ
、
此

等
培
養
容
易
な
る
菌
に
よ
り
て
プ
氏
菌
の
検
出
甚
だ
困
難
と
な
る
は
当
然
な
り
。
又
技
術
に
も
関
す
。
即
ちW

a
sser-

m
a
n
n

の
所
謂w

o In
fl
u
en
za
,
d
a In
fl
u
en
za
b
a
cillu
s

な
る
も
其
の
反
対
にw

o In
fl
u
en
za
b
a
cillu
s,
d
a In
fl
u
-

en
za

と
云
ふ
を
得
ず
。
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第
二
に
プ
氏
菌
は
他
の
疾
患
に
、
且
つ
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
な
き
時
期
に
も
之
を
見
る
こ
と
あ
る
は
事
実
な
る
も
、

此
れ
が
た
め
に
プ
氏
菌
が
病
原
菌
な
ら
ず
と
な
す
は
恰
も
肺
炎
双
球
菌
が
健
康
口
腔
に
あ
る
が
た
め
に
肺
炎
の
病
原
菌

に
非
ず
と
な
さ
ん
が
如
し
。
肺
炎
双
球
菌
は
寒
冒
其
の
他
粘
膜
を
損
傷
す
る
機
会
に
乗
じ
て
肺
に
侵
入
し
増
殖
し
て

P
n
eu
m
o
k
o
k
k
en
-P
n
eu
m
o
n
ie

を
起
す
も
の
な
り
。
連
鎖
球
菌
、
葡
萄
状
球
菌
等
が
動
物
通
過
に
よ
り
て
非
常
な
る

菌
力
高
上
を
来
す
こ
と
あ
り
。
豚
丹
毒
、

「
ペ
ス
ト
」
の
如
き
は
健
康
な
る
動
物
に
存
す
る
菌
が
俄
然
菌
力
高
ま
り

て
流
行
を
来
す
こ
と
な
き
に
非
ず
。
プ
氏
菌
も
亦
時
に
健
康
な
る
粘
膜
に
発
見
せ
ら
る
る
こ
と
あ
る
可
き
も
決
し
て
常

在
性
の
菌
に
非
ず
。
又
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
時
に
於
て
す
ら
麻
疹
に
四
七
％
百
日
咳
に
二
九
％
を
見
た
る
に
過

ぎ
ず
。
脳
膜
炎
菌
に
て
も
同
様
に
し
て
、
菌
力
高
ま
る
と
き
流
行
を
生
ず
る
な
り
。

第
三
の
濾
過
性
病
原
体
に
関
す
る
報
告
は
何
れ
も
論
証
甚
だ
薄
弱
な
り
。
此
れ
が
た
め
に
プ
氏
菌
を
以
て
病
原
に
非

ず
と
な
す
の
要
あ
る
可
ら
ず
。

O
tto O

lsen

氏
は
最
近
の
報
告
に
於
て
（C

en
tb
l
f
B
a
k
t
etc
O
rg
B
d
84,H

7 /8

）
述
べ
て
曰
く
、
今
回
の

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
に
際
し
顕
は
れ
た
る
多
数
の
業
績
を
通
覧
す
る
に
、
連
鎖
球
菌
及
肺
炎
双
球
菌
等
を
以
て

二
次
的
侵
入
者
と
見
做
す
こ
と
は
一
般
の
承
認
す
る
所
な
る
も
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
に
関
し
て
は
意
見
区
々
た
り
。
プ

氏
菌
に
重
き
を
置
く
学
者
はP

fei
er,
U
h
len
h
u
th
,
G
o
tsch
lich
,
S
ch
u
rm
a
n
n
,
S
im
m
o
n
d
s,
v
B
erg
m
a
n
n
,

K
lem
p
erer,D

ietrich
,N
eu
feld P

a
p
a
m
a
rk
u
,L
eich
ten
tritt,v

H
o
sslin

,E
F
ra
n
k
el,F

ro
m
m
e,K
o
rb
sch
,

M
a
h
lo
,
E
u
g
en F

ra
n
k
el,
O
sen
,
Z
eissler,

M
essersch

m
id
t,
H
u
n
d
esh
a
g
en
,
S
ch
eer,

S
o
b
ern
h
eim
 
u
a

に

し
て
プ
氏
菌
を
軽
ん
ず
る
も
の
に
はM

a
n
d
elb
a
u
m
,
H
irsch

b
ru
ch
,
S
elter,

v
G
ru
b
er,
K
o
lle,
F
ried
em
a
n
n
,

B
ern
h
a
rd
t,B
ern
h
a
rd
t-M
ey
er,S

ch
o
ttm
u
ller,G

ra
tzfried

b
erg
er-K

o
n
itzer u

a

あ
り
。
オ
ル
セ
ン
氏
の
実
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験
に
よ
れ
ば
二
二
一
例
の
剖
検
例
中
プ
氏
菌
を
見
た
る
も
の
一
六
六
（
七
五
％
）
連
鎖
球
菌
一
二
五
、
葡
萄
状
菌
一
〇

七
、
肺
炎
球
菌
五
〇
な
り
。
プ
氏
菌
の
陽
性
率
は
検
査
の
精
疎
に
よ
り
て
大
に
差
を
生
ず
べ
し
。
元
来
プ
氏
菌
は
培
養

困
難
な
る
を
以
て
七
五
％
も
検
出
し
得
る
こ
と
は
病
原
菌
と
し
て
充
分
な
る
可
し
。
且
つ
肺
病

の
新
鮮
な
る
部
に
之

を
検
出
す
る
こ
と
多
き
も
其
の
病
原
性
を
証
す
る
一
助
た
ら
ん
。
即
ち
プ
氏
菌
は
先
づ
侵
入
し
、
他
の
菌
は
之
に
続
き

て
来
り
却
つ
て
プ
氏
菌
を
圧
倒
す
る
も
の
な
る
べ
し
。

E
n
g
el
W
ien
K
l
W
1920,

S
493

）
は
患
者
血
清
の
六
〇
％
は
プ
氏
菌
と
の
間
に
補
体
結
合
反
応
陽
性
に
し
て
、

肺
炎
を
起
せ
る
者
は
殆
ど
全
部
陽
性
な
り
。
下
熱
す
れ
ば
反
応
消
失
す
。
肺
炎
、
結
核
等
に
て
陽
性
の
こ
と
あ
れ
ど
も
、

「
チ
フ
ス
」
に
て
は
全
く
陰
性
な
り
。

以
上
は
プ
氏
菌
賛
成
者
の
意
見
を
述
べ
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
プ
氏
菌
に
反
対
す
る
も
の
に
は
上
記
オ
ル
セ
ン
氏
の

報
告
中
に
も
挙
げ
ら
れ
た
る
如
く
多
数
の
専
門
学
者
あ
り
。
一
例
と
し
てS

ch
o
ttm
u
ller

D
eu
tsch

M
W
,
1919,

S
795

）
の
意
見
を
抄
出
せ
ん
に
プ
氏
菌
は
麻
疹
、
百
日
咳
の
壊
疽
性
気
管
支
肺
炎
病

に
屢
々
見
ら
れ
、
又
気
管
支

拡
張
症
の
咯
痰
中
に
毎
常
発
見
せ
ら
る
。
又
流
行
時
外
の
心
内
膜
炎
、
脳
膜
炎
よ
り
屢
々
発
見
す
。
而
し
て
流
行
時
外

に
あ
り
て
は
プ
氏
菌
存
在
す
る
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
特
有
の
病
変
を
起
す
こ
と
な
し
。
故
に
プ
氏
菌
を
以
て
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
原
因
と
認
む
る
こ
と
を
得
ず
と
。

プ
氏
菌
以
外
の
細
菌
を
以
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
に
擬
せ
し
者
も
少
か
ら
ず
、
今
其
の
二
三
を
挙
ぐ
れ
ば
、

W
iesn
er
W
ien
K
l
W
,
1918,

S
1303

）
は
患
者
咯
痰
及
屍
体
の
血
液
及
各
臓
器
よ
り
多
形
性
の
双
球
菌
を
培

養
し
得
た
り
。
肺
炎
双
球
菌
に
類
似
せ
る
菌
に
し
て
「
カ
プ
セ
ル
」
を
有
し
、
多
く
は
グ
ラ
ム
染
色
陽
性
、
時
に
短
き

連
鎖
を
な
す
。「
モ
ル
モ
ツ
ト
」
に
対
し
て
病
原
作
用
あ
り
、
敗
血
症
を
以
て
倒
す
。B

ern
h
a
rd
t
M
ed
K
lin
ik
,
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 1918,
S
683

）
は
患
者
四
十
七
例
を
検
し
て
プ
氏
菌
を
全
く
見
ず
。
之
に
反
し
て
全
例
中D

ip
lo
-strep

to
-k
o
k
k
en

を
見
る
。
此
の
菌
は
極
め
て
微
細
な
る
集
落
を
作
り
て
形
を
変
じ
易
し
と
云
ふ
。
又L

eitn
er

は
グ
ラ
ム
染
色
陰
性
の

D
ip
lo
strep

to
-k
o
k
k
u
s

を
病
原
と
な
せ
り
。

濾
過
性
病
原
を
主
張
す
る
者
も
少
か
ら
ず
。S

elter
D
eu
tsch

M
W
,
1918,

S
932

）
は
種
々
の
材
料
に
つ
き

最
も
適
当
な
る
検
査
条
件
の
も
と
に
検
査
せ
る
に
嘗
て
プ
氏
菌
を
見
ず
。
故
に
プ
氏
菌
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
原

因
と
信
ず
る
能
は
ず
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
のD
ip
lo
strep

to
k
o
k
k
u
s

も
甚
だ
少
し
。
恐
ら
く
病
原
体
は
不
可
視
性
の
も

の
な
る
可
く
、
ク
ル
ー
ゼ
も
同
一
意
見
を
有
せ
り
。
新
鮮
な
る
患
者
の
咽
喉
粘
液
、
含
嗽
水
を
と
り
、
ベ
ル
ゲ
フ
エ
ル

ド
濾
器
に
て
濾
し
、
之
を
ス
プ
レ
ー
を
以
て
自
身
及
助
手
の
口
中
に
散
布
吸
入
せ
し
に
両
人
共
に
十
七
乃
至
二
十
日
後

軽
症
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
様
の
症
候
を
呈
し
た
り
。

A
n
g
erer

M
u
n
ch
M
W
,
1918,

S
1280

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
の
血
清
を
「
ラ
ツ
テ
」
に
注
射
せ

る
に
発
病
せ
り
。
其
の
血
液
を
陶
製
濾
過
器
に
て
濾
過
し
、
葡
萄
糖
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
培
地
に
植
ゑ
た
る
に
一
種
の
微
小

な
る
生
物
を
得
た
り
。
患
者
血
清
よ
り
も
同
一
物
体
を
得
て
病
原
的
意
義
あ
る
も
の
と

ふ
。

F
ried
b
erg
er u

K
o
n
itzer

M
ed
K
l
,
1919,

S
108

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
の
初
期
に
あ
り
て
は

D
ip
lo
strep

to
k
o
k
k
u
s

を
見
た
り
し
が
、
後
来
プ
氏
菌
を
多
く
見
る
に
至
れ
り
。
或
は
濾
過
性
病
原
体
の
存
在
を

へ
動
物
実
験
を
行
ひ
た
る
も
陰
性
の
結
果
を
得
た
り
。
氏
等
は
思
へ
ら
く
、
上
記
の
二
菌
は
第
一
の
病
原
に
非
ず
。
他

に
未
知
のN

o
x
e

あ
り
て
其
の
病
原
作
用
を
な
し
、
其
の
結
果
と
し
て
各
種
の
菌
の
二
次
的
侵
入
を
見
る
な
ら
ん
と
。

E
rich L

esch
k
e,
F
ejes,

G
ru
b
er u

S
ch
a
d
el

等
も
同
様
の
意
見
を
有
す
。

P
rein

Z
eits

f
H
y
g
u
In
f
,
1920,

B
d
90,
S
65

）
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
流
行
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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ザ
」
に
就
き
論
じ
て
曰
く
、
其
の
病
原
は
不
明
に
し
てa

cu
te T

o
x
ico
se

を
主
な
る
症
候
と
し
、
感
染
が
著
し
く
、

屢
々
世
界
的
大
流
行
を
来
し
、
殊
に
青
年
を
犯
す
伝
染
病
な
り
。
伝
染
は
小
滴
伝
染
に
よ
り
て
直
接
人
よ
り
人
に
伝
は

る
。
不
明
な
る
病
原
体
は
先
づ
気
道
の
粘
膜
殊
に
気
管
の
下
部
に
附
着
し
分
泌
著
し
か
ら
ず
し
て
表
皮
細
胞
喪
失
を
伴

へ
る
加
答
児
性
炎
症
を
起
し
、
又
病
毒
の
一
部
は
恐
ら
く
血
行
中
に
も
入
る
こ
と
に
よ
り
て
中
毒
症
状
及
粘
膜
漿
膜
の

出
血
傾
向
を
生
ず
る
な
ら
ん
。
本
病
病
毒
は
細
気
管
支
に
於
てlo

cu
s m
in
o
ris resisten

tia
e

を
形
成
し
、
種
々
の

化
膿
性
細
菌
就
中
連
鎖
球
菌
及
プ
氏
菌
の
侵
入
発
育
を
促
し
、
又
全
身
の
抵
抗
性
減
退
す
る
結
果
、
肺
に
は
化
膿
性
の

合
併
症
を
起
し
、
敗
血
症
、
膿
毒
症
を
起
す
こ
と
屢
々
に
し
て
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
其
者
は
良
好
な
る
経
過
を
と

る
可
き
も
の
な
る
に
拘
は
ら
ず
、
合
併
症
が
之
を
悪
化
す
る
な
り
。
混
合
伝
染
を
起
す
細
菌
は
場
所
に
よ
り
て
異
る
。

又
合
併
症
を
起
せ
る
局
所
の
状
態
に
よ
り
て
経
過
を
異
に
す
。

プ
氏
菌
は
二
次
的
侵
入
者
な
り
。
其
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
原
因
的
価
値
は
未
だ
論
証
せ
ら
れ
ず
。「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
の
病

に
之
を
欠
く
こ
と
、
場
所
に
よ
り
て
本
菌
を
見
ざ
る
こ
と
、
又
見
る
も
其
の
検
出
率
に
大
差
あ
る

こ
と
、
病
原
を
異
に
す
る
他
の
疾
患
に
之
を
見
る
こ
と
、
又
疫
学
的
に
プ
氏
菌
の
関
係
を
認
め
ざ
る
こ
と
等
に
よ
り
プ

氏
菌
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原
説
は
成
立
せ
ず
。

O
ellen u

H
a
n
s
M
ed
K
l
,
1918,

S
1082

）
同
様
の
意
見
を
持
し
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
局
所
症
候
と
一

般
的
中
毒
症
状
と
を
分
ち
、
プ
氏
菌
は
流
行
の
末
期
に
之
を
検
出
す
る
こ
と
多
く
な
れ
る
も
、
未
だ
原
因
的
関
係
を
立

証
す
る
を
得
ず
と
云
ふ
。

更
に
特
殊
の
病
原
を
新
に
建
設
せ
ん
と
欲
す
る
者
あ
り
。
前
出
ア
ン
ゲ
レ
ル
の
濾
過
性
微
生
物
の
培
養
の
如
き
も
其

の
一
な
れ
ど
もB

in
d
er u

P
rell

M
u
n
ch
M
W
,1918,S

1397 u
1457

）
は
肺
の
切
片
標
本
に
於
て
、
血
管
の
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周
囲
のS

a
ftsp
a
lte

中
に
群
集
せ
る
円
形
の
小
体
を
認
め
た
り
。
此
の
小
体
は
球
菌
よ
り
も

に
小
に
し
て
排
列
の

模
様
は
蛙
の
卵
巣
の
観
あ
り
。
之
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
に
の
み
特
に
発
見
し
た
り
。
之
を
検
出
す
る
に
は
鉄

「
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
」
及
ギ
ム
ザ
染
色
を
可
と
す
。
グ
ラ
ム
に
染
色
せ
ず
。
此
の
小
体
は
細
胞
外
に
生
存
せ
る
「
ク
ラ

ミ
ド
ツ
オ
ア
」
に
し
て
之
にA

en
ig
m
o
p
la
sm
a in
fl
u
en
za
e

と
命
名
せ
り
、
但
し
此
の
小
体
が
果
し
て
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
の
真
の
病
原
な
り
や
、
他
の
混
合
性
細
菌
の
寄
生
と
関
係
あ
る
も
の
か
決
定
せ
ら
れ
ず
。
此
の
小
体
は
恐
ら

く
淋
巴
系
統
に
散
在
す
る
こ
と
な
ら
ん
が
血
液
培
養
に
よ
り
て
之
を
証
明
し
た
り
。
ア
ン
ゲ
レ
ル
氏
の
濾
過
性
培
養
も

同
一
物
な
ら
ん
か
。
培
養
等
と
し
て
は
葡
萄
糖
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
を
使
用
す
。

P
rell

Z
eits

f
H
y
g
u
In
f
,
1920,

16 M
a
rz

）
は
再
び
記
述
し
て
曰
く
、
プ
氏
菌
病
原
説
は
未
だ
完
璧
と
云
ふ

可
ら
ず
。A

n
g
erer,

P
rell,

L
esch
k
e

等
は
患
者
の
血
液
、
肺
浸
出
液
、
又
咯
痰
の
濾
液
よ
り
微
細
な
る
顆
粒
を
培

養
し
た
り
。
但
し
此
小
体
の
病
原
的
意
義
は
確
定
せ
ず
。

他
に
濾
過
性
病
原
体
の
存
在
を
主
張
す
る
者
あ
れ
ど
も
、
未
だ
成
功
せ
る
も
の
な
し
。
プ
レ
ル
氏
等
は
組
織
的
検
査

に
於
て
特
殊
の
顆
粒A
en
ig
m
o
p
la
sm
a in
fl
u
en
za
e

を
検
出
し
た
る
も
の
に
し
て
之
に
病
原
的
意
義
を
置
か
ん
と
欲

す
。

三
、
仏
蘭
西

聯
合
国
衛
生
会
議
の
記
録
に
顕
は
れ
た
る
如
く
、
仏
国
に
て
は
細
菌
学
界
の
耆
宿
ル
ー
（
パ
ス
テ
ー
ル
研
究
所
）
濾

過
病
原
説
を
信
じ
、
同
所
員
ニ
コ
ル
氏
の
濾
過
病
原
実
験
は

に
角
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
研
究
上
の
一
権
威
た
る
の

観
あ
り
て
大
勢
は
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
菌
を
信
ぜ
ず
。
又
病
原
に
関
す
る
実
験
的
研
究
も
有
力
な
る
も
の
を
見
ず
。

N
ico
lle et L

eb
a
illy

A
n
n
d
e l’In

st
P
a
steu
r 1919,p

395
）
は
「
グ
リ
ツ
プ
」
患
者
よ
り
得
た
る
気
管
支
分
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泌
物
を
其
の
儘
二
頭
の
猿
に
注
射
し
、
シ
ヤ
ム
ベ
ラ
ン
Ｌ
12
に
て
濾
過
せ
る
も
の
を
二
人
の
人
体
に
接
種
せ
り
。
猿
は

結
膜
下
及
鼻
腔
よ
り
接
種
せ
る
に
発
熱
せ
り
。
皮
下
注
射
に
て
も
発
病
す
、
脈
管
注
射
に
て
は
感
せ
ず
。
発
病
せ
る
猿

の
血
液
を
人
に
注
射
し
て
も
発
病
せ
ざ
る
を
以
て
、
血
中
に
は
病
原
体
存
在
せ
ざ
る
が
如
し
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

病
毒
は
濾
過
性
な
り
と
信
ず
。
又
患
者
咯
痰
を
乾
燥
せ
し
む
る
と
き
は
病
原
作
用
を
失
ふ
、
即
ち
抵
抗
大
な
ら
ざ
る
も

の
な
り
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
に
は
「
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
テ
」
を
見
る
こ
と
屢
々
な
り
。
プ
氏
菌
を
見
る
こ
と
は
甚

だ
稀
に
し
て
且
つ
濾
液
中
に
移
行
せ
ず
。

D
u
ja
rric d

e la R
iv
iere

C
o
m
p
t
r
A
c
S
,21,O

ct
1918

）
は
四
名
の
重
症
患
者
よ
り
血
液
二
〇
竓
を
と
り
、

五
竓
を
培
養
に
供
せ
る
に
全
く
陰
性
な
り
。
残
部
を
混
合
し
て
シ
ヤ
ム
ベ
ラ
ン
濾
器
に
て
濾
過
し
、
自
身
に
四
竓
を
注

射
す
る
に
局
所
に
反
応
な
し
。
三
日
目
よ
り
軽
度
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
症
状
を
呈
す
。
後
に
至
り
患
者
の
咯
痰
を

生
理
的
食
塩
水
に
浮
游
し
て
鼻
口
に
塗
る
も
発
病
せ
ず
。
即
ち
免
疫
を
得
た
る
も
の
な
り
。

O
rtico

n
i et B

a
rb
ia
P
ress

M
ed
,
1919,

p
247

）
に
よ
れ
ば
プ
氏
菌
は
「
モ
ル
モ
ツ
ト
」
に
毒
性
な
り
、
咯

痰
濾
液
も
無
毒
な
れ
ど
も
、
両
者
を
混
ず
れ
ば
猛
毒
と
な
る
。
プ
氏
菌
は
二
次
的
侵
入
者
に
し
て
病
勢
を
強
む
る
も
の

な
ら
ん
か
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
夏
、
馬
にP

seu
d
o
-g
o
u
rm
e

の
大
流
行
あ
り
、
其
の
重
症
の
時
は
血
液
中

にC
o
cco
b
a
cillu
s

を
見
る
。
同
様
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
あ
り
て
も
血
液
中
に
プ
氏
のC

o
cco
b
a
cillu
s

を
見

る
は
予
後
の
不
良
を
示
す
も
の
な
り
と

へ
ら
る
。
オ
ル
チ
コ
ニ
氏
は
本
病
に
罹
り
て
恢
復
せ
る
馬
の
血
清
は
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
治
療
に
有
効
な
り
と
せ
り
。

R
o
u
ssy

B
u
ll
d
e l’A

c
M
,
1918,

3 D
ec
,
T
rilla
t
B
A
c
d
e M

,
1918,

23 O
ct

）
等
も
濾
過
性
病
原
体

を
信
ず
。
濾
過
性
病
原
体
以
外
の
も
の
を
挙
ぐ
る
も
の
に
は
、
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R
a
p
p
in et S

o
u
fra
n
e
C
r
S
B
io
l
,1918,12 O

ct

）
は
甚
だ
小
き
「
コ
コ
バ
シ
ル
ス
」（
½
ミ
ク
ロ
ン
｜

ミ

ク
ロ
ン
）
に
し
て
双
球
菌
状
の
菌
を
分
離
し
た
り
。「
カ
プ
セ
ル
」
あ
り
、「
グ
ラ
ム
」
陽
性
な
り
。
甚
だ
繊
細
な
る
集

落
を
生
ず
。
此
の
菌
と
プ
氏
菌
は
混
在
せ
る
を
以
て
、
両
菌
種
を
混
じ
て
「
ワ
ク
チ
ン
」
療
法
を
行
は
ん
と
す
。

d
e V
erb
izier

B
u
ll
d
A
c
M
,
1918,

8 O
ct

）
は
プ
氏
菌
多
く
見
る
。
連
鎖
球
菌
と
肺
炎
双
球
菌
と
の
外
に

「
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
テ
」
あ
り
。
此
の
者
症
状
を
憎
悪
す
る
こ
と
な
き
や
。

Jo
n
g et M

a
g
n
e
P
a
ris-M

ed
,
1917,

p
289

）
プ
氏
菌
の
病
原
性
は
疑
は
し
く
、
肺
炎
双
球
菌
、
加
答
児
性
球

菌
、
四
聯
球
菌
等
が
病
原
的
意
義
を
有
す
る
な
ら
ん
。
腸
「
チ
フ
ス
」
様
の
熱
型
の
患
者
に
肺
炎
双
球
菌
敗
血
症
を
発

見
す
る
こ
と
あ
り
。

C
a
g
rel

C
o
m
p
t
r
S
o
c
B
io
l
1919,

p
204

）
は
六
九
例
の
患
者
血
液
を
培
養
せ
る
に
一
例
も
プ
氏
菌
を
得
ず
。

肺
炎
双
球
菌
一
三
例
、
連
鎖
球
菌
二
例
、
葡
萄
状
球
菌
、
肺
炎
桿
菌
等
各
一
例
を
発
見
せ
り
。

M
a
rg
u
erite A

ito
C
o
m
p
t
r
S
o
c
B
io
l
,
1918,

p
974

）
患
者
二
八
例
よ
り
プ
氏
菌
を
常
に
見
、
又
肺
炎
双

球
菌
の
連
鎖
型
の
も
の
を
常
に
発
見
す
。
以
上
の
両
菌
は
共
棲
作
用
を
営
む
も
の
な
る
を
以
て
菌
力
を
高
め
合
ふ
こ
と

は
可
能
と

へ
ら
る
。

N
etter

B
d
A
c
M
,
1918,

O
ct

）
は
二
六
例
の
咯
痰
中
よ
り
一
六
例
、
六
例
の
肺
浸
出
液
中
よ
り
四
例
、
肺

刺
液
よ
り
八
例
、
十
例
の
肋
膜
液
中
に
一
例
、
血
液
十
二
例
中
二
例
に
プ
氏
菌
を
検
出
せ
り
。
プ
氏
菌
は
時
に
純
粋

に
あ
り
、
又
は
肺
炎
双
球
菌
及
連
鎖
球
菌
と
混
ず
。
細
菌
学
的
検
査
の
結
果
プ
氏
菌
を
見
ず
と
云
ふ
も
の
あ
る
も
そ
は

誤
な
り
。
但
し
プ
氏
菌
の
病
原
的
価
値
に
就
て
は
異
論
少
か
ら
ず
。

四
、
伊
太
利
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Il p
o
liclin

ico
1918,

28 Ju
ly

）
誌
に
論
じ
て
曰
く
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
が
西
班

よ
り
生
れ
り
と
云
ふ

は
疑
は
し
。
其
の
病
症
も
不
正
確
に
し
て
往
々
「
デ
ン
グ
」、「
パ
パ
タ
シ
」
熱
、
塹
壕
熱
等
と
混
合
せ
ら
る
。
五
月
、

六
月
に
於
け
る
流
行
は
神
経
症
状
、
胃
腸
症
状
な
り
、
又
肺
炎
を
起
す
こ
と
な
き
を
以
て
前
回
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
流
行
と
異
な
る
も
の
と

ふ
る
学
者
多
し
。
臨
床
上
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
な
り
と
主
張
す
る
者
も
あ
り
。
病
原

体
と
し
て
「
テ
ト
ラ
ゲ
ヌ
ス
」
菌
を
発
見
せ
る
者
あ
り
。
又
特
殊
の
プ
氏
菌
を
検
出
せ
る
者
も
あ
れ
ど
も
、
未
だ
真
の

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
決
定
す
る
を
得
ず
。In
fl
u
en
za n
o
stra
s

と
も
称
す
可
き
も
の
か
。

即
ち
春
夏
の
流
行
が
極
め
て
軽
症
な
り
し
を
知
る
可
し
。
但
し
秋
期
に
於
て
重
症
な
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
発
生

せ
る
を
以
て
種
々
の
病
原
体
発
見
報
告
せ
ら
れ
た
り
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
十
日
の
「
ポ
リ
ク
リ
ニ

コ
」
誌
に
よ
れ
ばT

ia
n
ri et Ig

n
a
co
llo

は
血
液
の
咯
痰
、
尿
中
に
一
種
の
双
桿
菌
を
見
、M

a
tem
a et P

en
eck
e

は
血
液
よ
り
は
肺
炎
双
球
菌
を
、
化
膿
性
気
管
支
炎
よ
り
は
連
鎖
球
菌
、
葡
萄
状
球
菌
、
肺
炎
球
菌
を
見
た
り
。

P
a
lea
n
i

は
プ
氏
菌
を
見
る
こ
と
稀
に
し
て
グ
ラ
ム
陽
性
双
球
菌
を
多
く
発
見
す
。P

o
rta
n
o

濾
過
性
病
原
を
信
ず
。

彼
は
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
年
）
の
流
行
に
於
て
も
プ
氏
菌
恐
ら
く
病
原
的
作
用
を
有
せ
ざ
り
し
な
ら
ん
と
称
す

る
も
、
他
のV
essea C

a
n
a
lis,
G
ia
x
a
,
C
o
m
m
issio

n scien
tifi
q
u
e

等
は
プ
氏
菌
病
原
説
を
主
張
す
。T

im
p
a
n
o

P
o
liclin

ico
,
16 F

ev
1919

）
は
プ
氏
菌
の
肺
炎
双
球
菌
、
四
聯
菌
を
見
、M

o
resch

P
o
liclin

ico
,
1 M
a
rs

 
1919

）
は
濾
過
性
病
原
の
実
験
に
成
功
せ
ず
、C

a
rp
a
n
o

は
プ
氏
菌
を
信
じ
、
早
期
に
見
れ
ば
プ
氏
菌
必
ず
存
在
す

る
こ
と
、
一
定
度
の
動
物
実
験
を
な
し
得
る
こ
と
、
其
の
菌
体
変
化
し
易
く
し
て
検
出
困
難
な
る
こ
と
を
上
げ
、

G
o
sio

は
プ
氏
菌
の
「
モ
ル
モ
ツ
ト
」
等
に
対
し
て
毒
性
を
有
す
る
こ
と
を
実
験
し
た
り
。

S
eg
a
le
P
a
th
o
lo
g
ica
,
1 Ja
n
1919

）
は
プ
氏
菌
並
に
肺
炎
菌
、
連
鎖
球
菌
の
類
を
信
ぜ
ず
。
血
液
、
脊
髄
液
、
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淋
巴
腺
等
を
材
料
と
し
て
特
殊
のS

trep
to
co
ccu
s P
a
n
d
em
icu
s

な
る
菌
を
分
離
し
、
家

「
モ
ル
モ
ツ
ト
」
鼠
等

に
注
射
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
様
の
病
変
を
起
さ
し
め
、
更
に
本
菌
培
養
を
濾
過
し
て
注
射
す
る
も
「
モ
ル
モ
ツ

ト
」
は
発
病
す
る
を
以
て
、
本
菌
の
実
験
は
ま
た
濾
過
説
に
も
一
致
す
と
称
す
。

M
ich
eli

は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
九
月
の
ト
リ
エ
ス
ト
内
科
学
会
に
於
て
曰
く
プ
氏
菌
に
対
す
る
賛
否
の
論

拠
を
上
げ
た
り
。
流
行
伝
播
の
模
様
、
春
季
の
流
行
に
は
プ
氏
菌
を
見
る
こ
と
稀
な
り
し
こ
と
、
患
者
に
て
検
出
す
る

率
不
定
な
る
こ
と
、
血
液
中
に
な
き
こ
と
、
流
行
時
健
康
者
の
鼻
腔
よ
り
出
で
、
流
行
時
外
他
の
疾
患
よ
り
出
で
、
流

行
時
に
も
他
の
疾
患
よ
り
出
る
こ
と
、
人
体
に
向
つ
て
の
感
染
実
験
の
不
成
功
等
は
プ
氏
に
反
対
す
る
理
由
と
な
る
も

プ
氏
菌
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
よ
り
屢
々
検
出
さ
る
る
こ
と
、
菌
に
毒
性
あ
る
こ
と
、
恢
復
血
清
と
の
間
に
免

疫
反
応
あ
る
こ
と
は
プ
氏
菌
説
を
強
か
ら
し
む
。
プ
氏
以
外
に
挙
げ
ら
れ
た
る
各
種
の
菌
は
何
れ
も
信
ず
る
に
足
ら
ず
。

M
ich
eli et S

a
tta

A
rch

P
S
cien
ze M

ed
,1918,N

o
1
2

）
は
夏
及
び
秋
流
行
に
て
患
者
血
液
を
濾
過
し
て

健
康
者
に
接
種
せ
る
も
陰
性
な
り
。
血
液
培
養
は
初
期
患
者
は
陰
性
、
末
期
患
者
に
て
双
球
菌
、
連
鎖
菌
を
得
。
咯
痰

は
屢
々
プ
氏
菌
を
見
、
肺
病

に
も
五
〇
％
以
上
に
之
を
検
せ
ず
。

M
o
resch

i
Il P
o
liclin

ico
,1 M

a
rs 1919

）
は
血
液
咯
痰
を
濾
過
し
、
又
は
血
清
を
其
の
儘
人
体
に
注
射
す
る
も

発
病
せ
ず
。

五
、
瑞
西

S
a
h
li
C
o
rresp

B
la
tt f

S
ch
w
,
4 Ja
n
15 F

ev
1919

）
に
よ
れ
ば
今
回
の
流
行
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十

二
年
）
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
同
一
に
し
て
菌
力
異
る
の
み
、
菌
力
の
差
は
国
民
栄
養
如
何
に
関
す
。
病
原
は
未

だ
解
決
せ
ら
れ
ず
。
プ
氏
菌
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
に
伴
ひ
て
世
に
出
顕
す
る
は
明
か
な
る
も
、
直
に
病
原
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体
と
な
す
を
得
ず
。
濾
過
性
病
原
体
に
も
確
証
な
し
。
恐
ら
く
、
プ
氏
菌
、
連
鎖
球
菌
、
肺
炎
双
球
菌
其
他
の
混
合
に

よ
り
て
本
疾
患
を
生
ず
る
も
の
に
し
て
、
病
原
は
即
ちV

iru
s o
b
lig
a
to
irem

en
t co
m
p
lex
e

な
ら
ん
。
故
に
臨
床

上
並
に
病
理
解
剖
上
千
状
万
態
を
呈
す
る
な
り
。

G
la
n
s et F

ritsch
e
C
o
rresp

B
la
tt f
S
ch
w
,24 A

o
u
t 1918

）
は
解
剖
例
は
一
九
｜
三
〇
年
の
壮
年
に
多
く
、

肺
の
合
併
あ
り
、
連
鎖
菌
、
肺
炎
球
菌
、
葡
萄
状
菌
等
を
得
た
れ
ど
も
、
プ
氏
菌
を
発
見
せ
ず
。S

ta
ch
elin

C
o
r-

resp
B
la
tt
f
S
ch
w
,
10 A

o
u
t 1918

）
は
プ
氏
菌
を
咯
痰
及
血
液
中
に
あ
り
と
云
ふ
。

Z
w
ik
y
S
ch
w
eiz
A
rch

f
T
ierh
eil
,1919,B

d
61,S

327

）
多
数
の
驢
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
類
似
の
咯

痰
に
罹
り
た
り
と
云
ふ
。

六
、
和
蘭

M
a
n
d
elb
a
u
m

（
和
蘭
衛
生
学
雑
誌
一
九
一
八
年
八
月
号
）
に
よ
れ
ば
今
回
の
流
行
は
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十

三
年
）
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
同
一
物
な
れ
ど
も
、
プ
氏
菌
を
発
見
せ
ず
、
恐
ら
く
不
明
の
病
原
あ
る
可
し
。
病

疾
其
者
は
軽
き
も
、
連
鎖
球
菌
、
葡
萄
状
菌
、
肺
炎
菌
の
合
併
に
よ
り
て
重
症
と
化
す
。K

ro
n
er

（
同
上
、
十
月
）

も
同
様
の
意
見
を
述
ぶ
。S

n
a
p
p
e u

W
d

（
同
誌
一
九
一
九
年
八
月
号
）
に
て
種
々
の
球
菌
を
発
見
せ
り
。
但
し

和
蘭
に
於
て
も
プ
氏
菌
を
検
出
す
る
率
多
く
な
れ
り
。

V
a
n H
o
o
g
en
h
u
ijze

C
en
t
B
l
f
B
a
k
t
,B
d
84,H

2

）
は
患
者
の
血
液
を
と
り
て
培
養
せ
る
に
恰
も
「
ペ
ス

ト
」
菌
に
類
似
せ
る
一
種
の
菌
を
分
離
し
患
者
の
血
清
に
よ
り
て
凝
集
せ
ら
る
る
を
見
た
り
。
此
の
菌
は
肺
門
部
淋
巴

腺
、
肺
、
内
耳
よ
り
得
た
る
材
料
よ
り
も
培
養
し
た
り
。
但
し
動
物
実
験
は
陰
性
の
結
果
に
終
は
れ
り
。
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七
、
英
吉
利

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十
一
月
十
三
日R

o
y
a
l S
o
ciety o

f M
ed
icin
e

に
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
討
論
の

際N
ew
sh
o
lm
e

は
病
原
に
就
て
論
じ
て
曰
く
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
一
の
疾
病
な
り
や
、
多
数
疾
病
の
集
団
な

り
や
、
今
春
及
七
月
流
行
せ
る
も
の
と
秋
期
の
大
流
行
と
同
一
な
り
や
。
戦
争
の
た
め
細
菌
学
的
研
究
は
不
充
分
な
る

を
免
れ
ず
。
仏
国
戦
線
に
あ
り
て
は
本
春
も
猛
烈
な
る
流
行
あ
り
し
が
プ
氏
菌
を
目
し
て
真
の
病
原
と
な
す
を
得
ず
、

但
し
之
を
否
定
し
去
る
こ
と
も
得
ざ
り
き
。
即
プ
氏
菌
は
流
行
性
感
冒
の
原
因
な
ら
ず
と
す
る
も
、
合
併
症
を
惹
起
す

る
主
要
な
る
一
因
た
る
を
否
む
可
ら
ず
。
其
の
他
合
併
症
に
於
て
は
肺
炎
球
菌
、
連
鎖
球
菌
等
も
発
見
せ
ら
る
。
此
等

の
細
菌
以
外
に
更
に
未
知
の
病
原
あ
り
や
未
だ
解
決
せ
ず
。

同
席
上
に
於
てG

ra
h
a
m

は
七
二
三
例
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
中
二
三
九
例
肺
炎
を
発
し
、
三
三
例
に
連
鎖
球

菌
、
一
六
例
に
プ
氏
菌
、
四
例
に
葡
萄
状
菌
、
七
例
に
第
三
型
肺
炎
菌
を
得
た
り
と
云
ふ
。

T
h
a
y
er

曰
く
、
五
月
流
行
に
際
し
てZ

in
ser

は
プ
氏
菌
を
鼻
液
中
に
発
見
せ
し
も
症
候
軽
か
り
き
。
後
プ
氏
菌

を
発
見
す
る
こ
と
益
々
多
か
り
し
が
、
大
体
該
菌
は
上
気
道
に
多
く
、
下
部
肺
組
織
中
に
見
る
こ
と
少
し
。
合
併
症
に

て
は
肺
炎
双
球
菌
、
連
鎖
球
菌
、
グ
ラ
ム
陰
性
の
双
球
菌
等
を
発
見
し
、
例
外
な
れ
ど
も
脳
膜
炎
菌
を
検
出
せ
る
こ
と

あ
り
。
肺
炎
は
一
般
に
肺
炎
双
球
菌
に
因
る
も
の
多
し
。
肺
炎
菌
は
第
四
型
、
第
三
型
及
第
二
型
に
し
て
、
第
一
型
は

少
し
。

W
h
ittin
g
h
a
m

曰
く
、
臨
床
的
の
観
察
に
よ
れ
ば
七
月
の
流
行
に
て
は
咽
喉
炎
、
神
経
性
疲
労
等
を
主
徴
と
せ
し

が
此
に
於
て
は
気
管
支
炎
、
気
管
支
肺
炎
、
敗
血
症
を
主
と
す
。
血
液
培
養
に
て
は
連
鎖
球
菌
及
肺
炎
菌
を
得
た
り
。

咽
喉
粘
液
及
咯
痰
の
検
査
に
て
は
連
鎖
菌
八
〇
％
、
肺
炎
菌
六
六
％
、
加
答
児
性
双
球
菌
六
二
％
、
葡
萄
状
菌
五
四
％
、

270



プ
氏
菌
四
六
％
「
バ
チ
ル
ス
、
ゼ
プ
ツ
ス
」
二
〇
％
、
肺
炎
桿
菌
一
六
％
、
脳
膜
炎
菌
八
％
な
り
き
。

屍
体
七
例
中
、
一
例
よ
り
プ
氏
菌
出
ず
。

要
す
る
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
原
因
は
単
一
の
細
菌
に
非
ず
。

G
ib
so
n a
B
o
w
m
a
n
M
ed
R
es
C
o
m
S
p
ecia
l R
ep
o
rt S
er
N
o
36,1919

）
患
者
の
呼
吸
器
を
検
す
る
に
、

S
trep
to
k
,
v
irid
a
n
s,
S
tr
h
em
o
ly
ticu
s

多
し
。
プ
氏
菌
を
発
見
す
る
こ
と
一
様
な
ら
ず
。
血
液
中
に
プ
氏
菌
な
し
。

凝
集
反
応
も
著
し
か
ら
ず
。

P
a
trick

L
a
n
cet,
25 Ja

n
1919

）
は
葡
萄
状
菌
を
多
く
見
る
と
云
ふ
。

R
o
y
a
l C
o
lleg
e o
f P
h
y
sicia

n
s o
f L
o
n
d
o
n
L
a
n
cet,16 N

o
v
1918

）
は
病
原
を
不
明
と
し
、
プ
氏
菌
を
二
次

的
感
染
菌
と
な
し
、
連
鎖
菌
も
合
併
症
を
起
す
に
意
義
あ
り
と
な
す
。

F
letsh

er
L
a
n
cet,
18 Ja

n
1919

）
は
サ
ウ
ザ
ン
プ
ト
ン
の
流
行
に
於
て
三
十
六
例
の
気
管
支
肺
炎
中
十
一
例
に

於
て
脳
膜
炎
菌
を
プ
氏
菌
と
共
に
検
出
せ
り
。
プ
氏
菌
と
共
に
な
れ
ば
脳
膜
炎
菌
も
肺
内
に
入
り
得
る
な
り
。

E
d
in
g
to
n
L
a
n
cet,14 A

u
g
1920

）
はD

o
v
er,C

a
n
terb
u
rg
,S
ch
o
rn
ch
i
e a
n
d H
y
th
e

の
四
個
所
に
て
研

究
せ
る
に
、
前
三
個
所
に
て
は
プ
氏
菌
を
一
〇
〇
％
に
近
く
発
見
し
、
患
者
血
清
は
免
疫
反
応
を
呈
せ
り
。
然
る
に
最

後
の
地
に
於
て
は
唯
一
例
プ
氏
菌
を
見
た
る
の
み
な
り
。
而
し
て
「
グ
ラ
ム
」
陰
性
双
球
菌
一
〇
〇
％
に
存
せ
り
。
即

ち
地
方
に
よ
り
て
病
原
を
異
に
す
る
も
の
の
如
し
。

E
y
re a
n
d L
o
w
e
L
a
n
cet,12 O

ct
1918

）
は
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
兵
士
に
肺
炎
の
流
行
す
る
を
検
し
て
、
プ

氏
菌
が
第
一
に
入
り
、
連
鎖
球
菌
が
二
次
的
に
侵
入
す
る
も
の
の
如
し
と
な
せ
り
。

プ
氏
菌
を
以
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
原
因
と
見
做
す
学
者
も
少
か
ら
ず
。「
ロ
ー
ヤ
ル
・
ソ
サ
イ
エ
チ
ー
」
の
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討
論
に
於
て
は
左
の
諸
氏
プ
氏
菌
に
賛
せ
り
。

M
a
llo
ch

は
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
仏
国
戦
線
に
て
感
冒
の
小
流
行
あ
り
、
急
性
化
膿
性
気
管
支
炎
に
し
て

肺
炎
を
起
す
こ
と
は
極
め
て
稀
な
り
し
が
、
気
管
支
粘
膜
よ
り
プ
氏
菌
を
純
粋
に
培
養
し
た
り
。
肺
炎
菌
、
葡
萄
状
球

菌
、
加
答
児
球
菌
を
混
ず
る
場
合
あ
り
。
心
血
よ
り
プ
氏
菌
を
純
粋
に
培
養
せ
る
場
合
あ
り
。
本
年
七
月
の
流
行
に
は

十
一
例
中
八
例
に
プ
氏
菌
を
見
、
秋
期
に
は
四
八
例
中
三
六
例
に
プ
氏
菌
を
検
出
す
。
多
く
は
肺
よ
り
多
量
に
検
出
す
。

其
他
の
菌
を
見
る
も
二
次
的
侵
入
の
菌
な
り
。
プ
氏
菌
は
真
の
病
原
体
に
し
て
単
独
に
或
は
他
の
菌
と
連
合
し
て
疾
病

を
生
ず
プ
氏
菌
は
主
に
気
管
及
気
管
支
の
損
傷
を
作
る
も
の
な
る
可
き
も
時
々
自
ら
小
葉
性
肺
炎
を
起
す
こ
と
あ
り
。

他
の
菌
は
プ
氏
菌
に
従
ふ
も
の
に
し
て
、
原
発
的
病
原
は
プ
氏
菌
な
る
も
、
死
因
の
重
要
な
る
原
因
を
な
す
肺
炎
は
後

発
性
の
肺
炎
菌
、
連
鎖
菌
に
罪
を
帰
す
べ
き
な
り
。

H
a
llo
w
s

も
略
同
様
の
意
見
に
し
て
、
プ
氏
菌
を
第
一
の
病
原
と
し
、
連
鎖
球
菌
肺
炎
球
菌
を
二
次
的
感
染
と
見

做
す
。

H
o
p
k
in
s

は
米
国
よ
り
来
れ
る
輸
送
船
上
に
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
爆
発
せ
る
際
、
英
国
の
病
院
に
分
ち
て

収
容
し
、
細
菌
学
的
検
査
を
な
せ
る
成
績
を
比
較
す
る
に
、
病
院
に
よ
り
て
所
見
を
異
に
し
た
り
。
例
之
ば
第
二
十
九

号
病
院
に
て
は
第
四
型
肺
炎
球
菌
を
凡
て
の
剖
検
例
よ
り
検
出
し
、
第
三
十
三
号
病
院
に
て
は
五
〇
％
以
上
よ
り
溶
血

性
連
鎖
球
菌
を
発
見
せ
り
。
又
黄
金
色
葡
萄
状
球
菌
、
他
型
の
肺
炎
菌
或
は
又
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
菌
を
肺
よ
り
検
出

せ
る
も
の
あ
り
。
依
て

ふ
る
に
是
等
の
菌
種
は
何
れ
も
二
次
的
侵
入
者
に
過
ぎ
ず
し
て
各
種
の
菌
は
各
病
院
に
て
感

染
せ
る
も
の
な
り
。
試
み
に
検
出
せ
る
数
を
上
ぐ
れ
ば
プ
氏
菌
四
六
％
、
肺
炎
菌
四
三
％
溶
血
性
連
鎖
球
菌
三
八
％
黄

金
色
葡
萄
状
球
菌
一
〇
％
等
な
り
。
プ
氏
菌
は
新
鮮
な
る
病

に
多
く
検
出
せ
ら
る
。
或
る
場
合
に
は
四
八
例
を
検
し
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て
三
五
例
に
プ
氏
菌
を
見
、
内
二
三
例
は
殆
ど
純
粋
な
り
。
即
ち
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
死
因
と
し
て
は
肺
炎
双
球

菌

溶
血
性
連
鎖
球
菌
、
葡
萄
状
球
菌
等
の
二
次
的
感
染
に
よ
る
肺
炎
に
よ
る
こ
と
多
き
も
、
プ
氏
菌
単
独
の
感
染
に

て
死
す
る
者
少
し
と
せ
ず
。
且
つ
最
も
屢
々
遭
遇
す
る
菌
は
プ
氏
菌
な
り
。
但
し
濾
過
性
病
原
体
も
看
過
す
る
を
許
さ

ず
。

L
y
n
ch

は
屍
体
材
料
検
査
に
よ
り
、
プ
氏
菌
を
第
一
病
原
と
し
、
連
鎖
球
菌
を
二
次
的
侵
入
者
と
な
す
。

S
p
ilsb
u
rg

は
屍
体
材
料
に
就
て
化
膿
性
気
管
支
肺
炎
の
場
合
は
連
鎖
球
菌
を
発
見
し
、
出
血
性
肺
炎
の
場
合
に
は

肺
炎
菌
を
見
る
こ
と
を
述
べ
、
肺
よ
り
プ
氏
菌
を
見
る
こ
と
少
き
を
説
き
、
是
れ
検
査
法
の
不
完
全
な
る
と
プ
氏
菌
の

消
失
し
易
き
と
に
基
く
も
の
に
し
て
第
一
次
感
染
者
は
プ
氏
菌
な
り
。
全
身
症
状
は
病
毒
の
中
毒
症
状
な
り
。

G
o
a
d
b
y

は
「
ロ
ー
ヤ
ル
・
ハ
ー
バ
ー
ト
」
病
院
に
て
一
千
例
の
患
者
の
検
査
に
基
き
、
プ
氏
菌
を
見
る
こ
と
容
易

な
り
。
他
に
肺
炎
球
菌
、
連
鎖
球
菌
、
加
答
児
性
球
菌
、
肺
炎
桿
菌
等
を
見
る
。
初
期
の
咯
痰
に
プ
氏
菌
多
し
。
血
液

培
養
に
て
プ
氏
菌
を
見
ず
。

E
y
re

はA
ld
ersh
o
t

に
流
行
せ
る
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
四
月
の
化
膿
性
気
管
支
炎
な
る
も
の
は
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
の
症
候
に
一
致
し
、
プ
氏
菌
及
他
の
菌
を
検
出
せ
り
。
プ
氏
菌
は
家

に
対
し
て
菌
力
強
か
り
き
。
一
九

一
八
年
（
大
正
七
年
）
二
月
の
流
行
に
て
も
プ
氏
菌
を
見
る
。
秋
期
の
流
行
に
て
も
同
様
な
り
。
疾
病
の
初
期
に
於
て

分
泌
物
少
き
間
は
プ
氏
菌
を
検
出
す
る
こ
と
容
易
な
る
も
、
分
泌
物
膿
状
と
な
る
に
及
ん
で
他
の
菌
を
発
見
す
、
死
後

肺
組
織
よ
り
も
常
に
プ
氏
菌
を
最
も
多
く
検
出
す
。
稀
に
は
流
血
中
よ
り
培
養
す
る
こ
と
あ
り
。
氏
は
プ
氏
菌
を
以
て

病
原
と
し
て
の
凡
の
条
件
を
具
備
す
る
も
の
と
信
ず
。
但
し
プ
氏
菌
は
変
化
し
易
く
永
く
植
ゑ
継
ぐ
と
き
は
菌
力
も
免

疫
力
も
減
ず
る
も
の
な
り
。
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A
b
ra
h
a
m
s

も
同
地
方
の
流
行
が
一
九
一
五
｜
一
九
一
六
年
（
大
正
四
年
｜
五
年
）
よ
り
プ
氏
菌
に
て
起
る
を
見

た
り
。
当
時
の
流
行
は
地
方
的
な
り
し
も
其
の
症
候
今
回
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
一
致
し
た
り
。

M
cIn
to
sh
L
a
n
cet,

23 N
o
v
1918

）
は
一
九
一
八
年
の
夏
普
通
の
血
液
寒
天
を
使
用
せ
る
に
プ
氏
菌
を
得
ざ
り

き
、
秋
に
は
ド
ー
グ
ラ
ス
氏
の
「
ト
リ
プ
シ
ン
、
血
液
寒
天
」
を
使
用
せ
る
に
プ
氏
菌
検
出
容
易
な
り
。
屍
体
肺

よ

り
六
八
・
三
％
、
咯
痰
よ
り
八
四
％
、
鼻
咽
腔
よ
り
六
六
・
六
％
、
血
液
陰
性
な
り
。
之
を
以
て
直
に
プ
氏
菌
病
原
説

を
主
張
し
難
か
り
し
も
、
プ
氏
菌
が
殆
ど
常
に
存
す
る
は
明
な
り
。

T
y
tler,

Ja
m
es,
D
o
b
b
in
M
ed
R
es
C
o
m
S
p
ecia
l R
ep
S
er
,
N
o
36,
1919

）
は
六
七
例
の
肺
炎
中
六
〇

例
に
プ
氏
菌
を
見
る
。
プ
氏
菌
は
気
管
支
炎
の
原
因
に
し
て
且
つ
肺
炎
の
第
一
原
因
を
な
し
、
他
の
菌
は
之
に
伴
ふ
も

の
な
ら
ん
。

P
a
tterso

n
,
L
ittle,

W
illia
m
s

（
同
上
）
も
同
様
の
報
告
を
な
し
、
培
養
基
に
適
す
る
は

、
馬
、
人
の
血
液
の

順
序
な
る
が
、
八
十
度
に
加
熱
せ
る
血
液
は
何
れ
も
発
育
を
佳
良
な
ら
し
む
と
云
ふ
。

F
lem
in
g
a
,
C
lem
en
g
er
L
a
n
cet,

15 N
o
v
1919

）
は
免
疫
の
性
状
よ
り
プ
氏
菌
病
原
説
に
反
対
せ
ん
と
す
。

プ
氏
菌
の
各
種
を
と
り
凝
集
反
応
を
検
す
る
に
、
相
互
の
間
に
著
し
き
程
度
の
差
あ
り
、
自
家
血
清
に
よ
り
凝
集
す
る

も
、
他
菌
を
凝
集
す
る
こ
と
少
し
。
故
に
免
疫
上
よ
り
云
へ
ば
一
の
菌
族
に
し
て
「
チ
フ
ス
」「
コ
レ
ラ
」
等
に
於
け

る
単
一
の
病
原
と
趣
を
異
に
す
。
即
ち
パ
ー
ク
の
説
く
如
く
プ
氏
菌
を
以
て
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
原
因
と
な
す
の
反
証

な
り
。
恐
く
真
の
病
原
体
は
此
等
の
非
病
原
性
に
近
き
菌
の
活
動
性
を
喚
起
す
る
も
の
な
ら
ん
。

L
ittle

R
o
y
a
l S
o
ciety

討
論
）
の
屍
体
に
就
て
検
せ
る
結
果
は
プ
氏
菌
よ
り
も
寧
ろ
、
一
種
特
殊
の
「
グ
ラ
ム
」

陽
性
小
型
双
球
菌
に
重
き
を
置
き
、
上
気
道
の
感
染
は
プ
氏
菌
な
ら
ん
も
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
の
原
因
は
此
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の
小
き
双
球
菌
な
ら
ん
と
せ
り
。

以
上
の
外
英
国
に
て
濾
過
性
病
原
体
を
報
告
せ
る
二
組
の
学
者
あ
り
。

B
ra
d
fo
rd
,
B
a
sh
fo
rd
,
W
ilso
n
B
rit
M
ed
Jo
u
rn
a
l,
22 M

a
rch
,
1919

）
は
咯
痰
を
濾
過
し
て
野
口
氏
嫌
気

性
培
養
基
に
植
ゑ
、
グ
ラ
ム
陽
性
の
球
菌
を
得
た
り
。
五
十
六
度
三
十
分
加
温
に
抵
抗
す
る
小
体
に
し
て
〇
・
一
五
｜

〇
・
五
「
ミ
ク
ロ
ン
」
の
大
さ
を
有
し
、「
ベ
ル
ケ
フ
エ
ル
ド
」
濾
筒
Ｎ
｜
Ｖ
を
通
る
と
云
ふ
。

G
ib
so
n
,
B
o
w
m
a
n
,
C
o
u
n
o
r
B
rit
M
ed
Jo
u
rn
a
l,
14 D

ec
1918

）
は
咯
痰
濾
汁
を
猿
の
結
膜
下
に
注
射
し
、

六
日
後
に
発
病
せ
し
め
、
其
の
症
候
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
一
致
す
と
云
ふ
。

八
、
北
米
合
衆
国

米
国
に
あ
り
て
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
春
二
三
の
兵
営
に
特
殊
の
肺
炎
流
行
し
、
之
を
研
究
せ
る
結
果M

c-

C
o
llu
m

及C
o
le

は
溶
血
性
連
鎖
球
菌
に
よ
る
間
質
性
肺
炎
な
る
こ
と
を
報
告
せ
り
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）

秋
期
の
流
行
は
欧
洲
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
認
む
可
く
、
秋
の
流
行
と
春
季
の
肺
炎
と
病
原
的
関
係
あ
り
や
不

明
な
り
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
大
流
行
の
端
緒
は
ボ
ス
ト
ン
に
し
て
、
八
月
二
十
八
日
チ
エ
ル
シ
ー
病
院
に
て
其
の

最
初
の
爆
発
を
見
た
り
。K

eeg
a
n

は
其
の
際
の
検
索
の
結
果
プ
氏
菌
を
全
肺
炎
の
八
二
・
六
％
に
認
め
、
就
中
三

一
・
六
％
に
は
純
粋
の
状
に
あ
る
を
見
、
プ
氏
菌
を
以
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
菌
と
主
張
せ
り
。
同
時
に
濾

過
性
病
原
体
を
人
体
に
於
て
実
験
し
全
く
陰
性
の
成
績
を
得
た
り
。

W
o
lb
a
ch
Jo
h
n
s H
o
p
H
o
sp
B
u
lletin

,A
p
ril 1919

）
はD

ev
en
s

兵
営
に
於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
屍

体
に
就
て
細
菌
学
的
研
究
を
な
し
、
プ
氏
菌
を
時
々
純
粋
に
検
出
し
、
之
を
以
て
病
原
と
な
せ
り
。

M
ea
d
er,
M
ea
n
s a
n
d H
o
p
k
in
s
A
m
J
M
ed
S
o
c
,
1919,

p
158

M
a
cN
ea
l
P
ro
c
E
x
p
B
io
l
M
ed
,
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 1919,
p
16

）
等
は
米
国
軍
隊
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
研
究
し
て
プ
氏
菌
を
最
も
重
要
な
る
病
原
体
と
な
す
。
合

併
症
な
き
患
者
の
鼻
咽
腔
に
あ
る
こ
と
、
肺
炎
の
病

に
あ
る
こ
と
、
殊
に
初
期
に
は
純
粋
に
あ
る
こ
と
、
古
き
病

よ
り
も
新
病

に
多
き
こ
と
等
は
プ
氏
菌
の
病
原
性
を
語
る
も
の
な
り
。

ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
研
究
所
のA

v
ery

は
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
油
酸
曹
達
寒
天
を
以
て
プ
氏
菌
検
出
に
便
な
る
を
説

き
、
同
所
のP

ritch
ett a

n
d S
tillm

a
n
J
E
x
p
M
ed
,M
a
rch 1919

）
は
上
記
の
培
養
基
を
使
用
し
て
検
査
せ
る

に
合
併
症
な
き
場
合
に
八
三
％
、
気
管
支
肺
炎
に
て
九
三
％
、
肺
炎
に
て
五
五
％
、
健
康
者
（
流
行
時
）
に
て
四
三
％

プ
氏
菌
を
検
出
し
た
り
。
即
ち
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
時
に
は
最
も
普
通
な
る
細
菌
な
る
こ
と
を
証
せ
り
。

F
rick

A
m
J
M
ed
S
o
c
,
1919,

p
158

）
はB

ea
u
reg
a
rd

兵
営
の
秋
期
の
流
行
に
就
て
、
兵
員
の
約
半
数
感

染
し
て
七
千
五
百
人
の
患
者
を
生
じ
中
千
四
百
七
十
五
人
（
一
九
・
六
％
）
肺
炎
と
な
り
、
其
中
四
百
十
七
人
（
二
九

％
）
死
亡
せ
る
を
挙
げ
、
看
護
人
は
三
百
人
中
百
四
十
九
人
発
病
し
、
医
員
は
六
百
十
人
中
三
百
二
十
七
人
罹
病
せ
り
。

細
菌
学
的
に
検
査
せ
る
に
、
大
多
数
よ
り
プ
氏
菌
出
づ
。
肺
炎
よ
り
は
プ
氏
菌
と
肺
炎
菌
と
出
で
、
連
鎖
菌
も
多
し
。

肺
炎
菌
は
四
型
多
く
、
三
型
も
稍
多
し
。
肺
炎
菌
及
連
鎖
球
菌
の
菌
血
症
を
起
せ
る
も
の
の
多
部
（
八
八
・
八
％
）
は

死
亡
す
。
プ
氏
菌
は
血
液
中
よ
り
出
で
ず
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
細
菌
学
的
に
研
究
し
て
プ
氏
菌
其
の
他
を
検
出
す
る
率
は
一
様
な
ら
ず
。
以
下
其
の
数
例

を
上
げ
ん
。

Jo
rd
a
n
P
u
b
lic H

ea
lth R

ep
,
1919,

N
o
34

）
は
鼻
咽
腔
材
料
を
新
鮮
血
液
寒
天
に
塗
布
培
養
せ
る
に
其
の
成

績
一
様
な
ら
ず
。
最
も
普
通
に
見
ら
る
る
は
プ
氏
菌
とM

a
th
ers

の
双
球
菌
な
り
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
十

月
よ
り
一
九
一
九
年
二
月
ま
で
の
検
査
に
於
て
プ
氏
菌
は
患
者
の
六
四
％
に
発
見
せ
ら
る
。
但
し
肺
炎
を
起
せ
る
場
合
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は
之
を
見
る
こ
と
少
し
。
其
の
他
連
鎖
球
菌
、
肺
炎
球
菌
、
加
答
児
球
菌
、
肺
炎
桿
菌
、
葡
萄
状
球
菌
等
も
検
出
せ
ら

る
。

D
a
n
iell

A
m
J
M
ed
S
o
c
,1919,p

158

）
はD
o
d
g
e

兵
営
に
て
の
検
査
を
記
し
、
合
併
症
な
き
も
の
に
六
六

％
プ
氏
菌
あ
り
。
解
剖
せ
る
肺
炎
よ
り
は
初
め
は
九
・
六
％
な
り
し
が
後
に
は
四
九
・
三
％
に
プ
氏
菌
を
見
た
り
。
他

に
溶
血
性
連
鎖
球
菌
五
九
・
四
％
、
非
溶
血
性
連
鎖
球
菌
二
四
・
三
％
、
葡
萄
状
菌
一
八
・
九
％
、
第
一
型
肺
炎
球
菌

一
・
五
％
、
第
二
型
二
・
九
％
、
第
三
型
五
・
八
％
、
第
四
型
一
・
五
％
な
り
。

L
u
ck
e,
W
ig
h
t,
K
im
e
A
rch

In
tern

M
ed
,
1919,

N
o
24

）
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
秋
期
の
流
行
に

於
て
プ
氏
菌
を
最
も
多
く
検
出
す
。
次
い
で
は
不
溶
血
性
連
鎖
球
菌
、
肺
炎
球
菌
、
溶
血
性
連
鎖
菌
多
し
。

S
m
a
ll a
n
d S
ta
n
g
l
J
A
m
M
A
s
,
1920,

V
o
l
74

）
ク
ツ
ク
、
カ
ウ
ン
テ
病
院
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
入

院
患
者
八
二
九
例
中
九
・
一
％
は
肺
炎
を
起
し
、
肺
炎
の
四
七
・
八
％
は
死
す
。
其
の
患
者
の
全
部
よ
り
プ
氏
菌
を
検

出
し
た
り
。
咯
痰
及
咽
腔
よ
り
九
五
・
五
％
に
プ
氏
菌
あ
り
。
肺
炎
よ
り
も
七
五
％
検
出
し
た
り
。
肺
炎
菌
も
多
く
見

ら
る
る
も
、
肺
炎
球
菌
は
元
来
八
四
・
四
％
に
て
口
腔
に
常
在
せ
る
も
の
な
り
。

S
y
m
m
ers

J
A
m
M
A
s
,
1920,

V
o
l
74

）
は
連
鎖
球
菌
を
最
も
多
く
検
出
し
、
プ
氏
菌
肺
炎
球
菌
、
葡
萄
状

菌
等
を
も
見
た
り
。

M
a
tz
A
m
J
M
ed
S
o
c
,
1919,

p
158

）
はT

ru
v
is

兵
営
に
て
九
六
八
例
よ
り
三
九
％
に
プ
氏
菌
を
培
養
す
。

A
rn
o
ld
J
o
f L
a
b
a
n
d C
lin
,
1920,

p
652

）
はA

v
ery

の
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
の
油
酸
曹
達
寒
天
を
使
用
し

て
患
者
の
八
六
・
五
％
に
プ
氏
菌
を
見
る
。
鼻
炎
、
喉
頭
加
答
児
に
七
七
・
七
％
あ
り
、
流
行
時
に
は
健
康
者
に
も
三

五
％
に
て
プ
氏
菌
を
検
出
し
た
り
。
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以
上
の
諸
報
告
に
見
る
が
如
く
プ
氏
菌
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
多
数
に
発
見
す
る
は
事
実
に
し
て
、
彼
の
極
め

て
検
出
し
難
き
菌
が
比
較
的
大
な
る
％
に
検
出
せ
ら
る
る
は
、

に
角
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
に

伴
ひ
て
、
プ
氏
菌
が
世
界
的
に
瀰
蔓
せ
る
を
証
す
る
も
の
な
り
。
プ
氏
菌
の
真
正
の
病
原
的
意
義
は
、
単
に
其
の
検
出

率
の
み
を
以
て
決
定
し
得
べ
き
に
非
ず
。
最
も
肝
要
な
る
は
プ
氏
菌
が
人
体
若
く
は
動
物
に
於
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
様
疾
患
を
発
見
せ
し
め
得
る
こ
と
な
り
。
此
の
意
味
に
於
て
行
は
れ
た
る
動
物
実
験
は
未
だ
完
全
な
る
成
績
を
挙

げ
得
た
る
も
の
な
き
も
、
有
力
な
る
も
の
を
摘
出
す
べ
し
。

K
eeg
u
n
J
A
m
M
A
s
,
28 S
ep
1918

）
は
咽
頭
分
泌
物
を
培
養
せ
る
に
グ
ラ
ム
陽
性
双
球
菌
を
多
数
に
発
生

し
、
プ
氏
菌
を
分
離
す
る
を
得
ず
、
是
れ
プ
氏
菌
の
培
養
困
難
な
る
が
た
め
な
ら
ん
。
咯
痰
を
洗
滌
し
て
「
マ
ウ
ス
」

に
注
射
せ
る
に
其
の
結
果
は
不
定
な
り
。
肺
臓

刺
液
、
屍
体
肺
炎
よ
り
培
養
せ
る
に
二
十
三
例
中
プ
氏
菌
八
二
・
六

％
に
陽
性
に
し
て
、
三
一
・
六
％
は
純
粋
培
養
を
得
た
り
。
他
に
肺
炎
菌
を
五
六
・
五
％
を
得
た
る
も
、
元
来
肺
炎
菌

は
健
康
口
腔
の
常
在
菌
に
し
て
、
プ
氏
菌
を
以
て
病
原
体
と
な
す
を
妨
げ
ず
。
プ
氏
菌
は
欧
洲
戦
場
に
於
て
多
数
の
軍

隊
が
異
常
生
活
を
な
せ
る
に
乗
じ
て
、
多
数
の
人
体
通
過
行
は
れ
、
自
ら
菌
力
増
大
し
て
流
行
の
源
を
な
せ
る
も
の
か
。

キ
ー
ガ
ン
氏
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
他
の
病
原
説
、
殊
に
濾
過
説
を
否
定
せ
ん
が
た
め
に
人
体
実
験
を
行
ひ
た

り
。
患
者
の
咽
腔
洗
滌
液
に
咯
痰
を
加
へ
、
之
を
濾
過
し
、
材
料
採
取
後
四
時
間
半
後
、
撰
出
せ
る
健
康
篤
志
者
の
鼻

腔
に
注
入
せ
り
。
此
の
人
々
は
未
だ
流
行
の
危
険
に
曝
発
せ
ら
れ
ざ
り
し
者
に
し
て
充
分
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
感
染

性
を
有
し
た
る
も
の
な
ら
ん
も
、
其
の
結
果
は
陰
性
に
終
は
れ
り
。

M
cC
o
y
P
u
b
H
ea
lth R

ep
,1919,N

o
34

）
は
ボ
ス
ト
ン
及
桑
港
の
海
軍
兵
営
に
於
て
人
体
感
染
実
験
を
行
ひ

た
り
。
ボ
ス
ト
ン
に
て
は
既
に
一
回
の
流
行
を
終
は
れ
る
後
な
り
し
が
、
試
験
人
員
六
十
八
人
中
四
十
七
人
は
未
だ
罹
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患
せ
ざ
り
し
も
の
な
り
。
桑
港
の
人
員
は
未
だ
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
遭
遇
せ
ざ
る
も
プ
氏
菌
三
種
肺
炎
菌
及
溶
血

性
連
鎖
球
菌
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
を
受
け
た
る
者
な
り
き
。
試
験
材
料
と
し
て
は
プ
氏
菌
純
粋
培
養
、
患
者
上
気
道

分
泌
液
を
鼻
腔
内
に
注
入
し
、
又
患
者
血
液
を
皮
下
に
注
射
し
た
り
。
患
者
鼻
腔
よ
り
分
泌
液
を
と
り
て
注
入
試
験
を

行
ふ
迄
に
僅
に
三
十
秒
を
経
過
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
あ
り
。
又
患
者
の
傍
に
十
乃
至
八
十
三
時
間
接
触
せ
し
め
た
る

も
の
あ
り
。
鼻
分
泌
液
濾
汁
を
皮
下
及
結
膜
下
に
注
入
せ
る
も
の
あ
り
。
以
上
の
実
験
は
悉
く
陰
性
の
成
績
に
終
は
れ

り
。

R
o
sen
a
n
J
A
m
M
A
s
,1919,2 A

u
g

）
は
ボ
ス
ト
ン
港
の
検
疫
場
た
る
ギ
ヤ
ロ
ツ
プ
ス
島
に
於
て
多
数
の
有

志
者
を
募
り
て
人
体
実
験
を
施
行
し
た
り
。
年
齢
は
十
八
以
上
二
十
五
歳
に
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
感
受
性
高

き
も
の
を
択
み
た
り
。
彼
等
は
未
だ
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
思
は
る
る
熱
性
疾
患
を
耐
過
せ
ざ
る
者
な
り
。

プ
氏
菌
実
験
。
十
三
種
の
菌
種
（
中
に
は
新
に
肺
屍
体
よ
り
分
離
せ
る
も
の
あ
り
）
を
噴
霧
器
に
よ
り
て
鼻
腔
、
眼
、

咽
頭
に
吹
き
か
け
、
深
呼
吸
を
な
さ
し
む
。

口
腔
、
鼻
腔
、
気
管
支
の
粘
液
を
以
て
せ
る
実
験
。
初
期
の
患
者
数
名
よ
り
得
た
る
材
料
を
眼
、
鼻
、
咽
喉
に
噴
霧

し
た
り
。

血
液
注
射
実
験
。
患
者
血
液
を
一
〇
竓
宛
静
脈
内
に
注
入
せ
し
め
た
り
。

上
気
道
粘
液
皮
下
注
射
試
験
。
上
気
道
粘
液
を
濾
過
し
、
三
・
五
竓
を
皮
下
に
注
射
す
。

自
然
感
染
法
に
準
ず
る
実
験
。
患
者
と
談
話
せ
し
め
、
呼
気
を
吸
入
せ
し
め
、
顔
面
に
向
て
咳
嗽
せ
し
め
た
り
。

以
上
の
実
験
は
悉
く
陰
性
の
結
果
に
終
は
れ
り
。
実
験
に
供
し
た
る
人
は
既
に
軽
く
罹
患
し
て
免
疫
を
得
た
る
か
、

或
は
天
然
免
疫
の
高
か
り
し
も
の
か
之
を
決
定
し
難
し
。
要
す
る
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
感
染
実
験
は
極
め
て
困
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難
な
る
を
知
ら
し
む
。
故
に
他
の
実
験
家
が
、
人
体
若
く
は
猿
の
体
に
於
て
、
実
験
的
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
成
功

せ
る
如
く
報
ず
る
者
あ
る
も
、
俄
に
之
を
信
じ
難
し
。

プ
氏
菌
を
以
て
研
究
室
裡
の
小
動
物
に
一
定
の
病
原
作
用
を
証
せ
ん
と
せ
る
実
験
は
少
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
人
体
に

於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
と
類
似
の
病
変
を
作
ら
ん
こ
と
は
困
難
な
る
仕
事
な
り
。
プ
氏
菌
の
み
を
用
ひ
て

肺
炎
を
起
さ
し
め
た
る
実
験
は
左
の
如
し
。

M
a
jo
r
Jo
u
rn
o
f M
ed
R
es
,1920,V

o
l
41,p

373

）
は
プ
氏
菌
の
侵
入
力
は
呼
吸
器
の
粘
膜
に
限
ら
れ
た
る

を
見
、
腹
腔
若
く
は
血
管
内
に
プ
氏
菌
を
注
入
す
る
場
合
の
病
変
は
是
れ
菌
体
毒
の
作
用
に
よ
る
も
の
に
し
て
、
人
体

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
場
合
と
同
一
視
す
可
ら
ざ
る
を
以
て
、
プ
氏
菌
を
動
物
の
気
管
内
に
注
入
せ
る
に
気
管
支
肺

炎
を
起
し
た
り
。
但
し
肺
炎
は
狭
く
、
僅
に
肺
門
部
に
見
ら
れ
た
り
。「
ク
ロ
ー
ル
」
瓦
斯
を
吸
入
せ
し
め
て
呼
吸
器

を
刺
戟
し
置
き
プ
氏
菌
を
注
入
せ
し
に
、
其
の
変
化
は
著
明
に
し
て
人
体
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
に
一
致
し
、

且
つ
プ
氏
菌
を
純
粋
に
培
養
し
得
た
り
。

B
la
k
e a
n
d C
ecil

J
A
m
M
A
s
,
1920,

V
o
l
74,
p
170;

J
E
x
p
M
ed
,
1920,

D
ec

）
は
プ
氏
菌
の
菌
力

を
人
工
的
に
高
め
、
之
を
猿
の
鼻
腔
及
気
管
に
注
入
し
て
気
管
炎
、
気
管
支
肺
炎
、
肺
炎
等
を
起
さ
し
め
、
其
の
状
真

の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
彷
彿
せ
し
め
得
た
り
。
従
来
プ
氏
菌
を
以
て
実
験
的
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
を
作
ら

ん
と
企
て
し
も
未
だ
成
功
せ
る
者
な
し
。
恐
ら
く
プ
氏
菌
の
菌
力
は
容
易
に
変
化
す
る
も
の
な
る
が
た
め
と
、
時
に
或

は
プ
氏
菌
と
称
す
る
も
の
の
中
に
は
形
態
之
に
類
す
る
「
ザ
プ
ロ
フ
イ
ト
」
を
も
含
む
こ
と
あ
る
に
よ
る
可
し
。
此
等

は
慎
重
に
検
査
し
て
プ
氏
菌
な
る
こ
と
確
実
な
り
と
認
む
る
一
の
菌
種
に
就
て
実
験
を
行
ひ
た
り
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
肺
炎
患
者
よ
り
分
離
し
て
既
に
六
週
間
を
経
過
し
、「
マ
ウ
ス
」
に
対
し
て
菌
力
を
失
へ
る
も
の
を
と
り
て
実
験
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に
供
し
た
り
。
此
の
プ
氏
菌
を
「
マ
ウ
ス
」
腹
腔
に
注
射
し
、
六
｜
八
時
間
後
に
「
マ
ウ
ス
」
を
殺
し
て
腹
腔
液
を
褐

色
血
液
寒
天
に
培
養
し
、
翌
日
他
の
「
マ
ウ
ス
」
に
注
射
す
。
始
は
一
斜
面
に
て
も
「
マ
ウ
ス
」
を
殺
さ
ざ
り
し
菌
が

漸
次
菌
力
を
高
め
、
四
分
一
斜
面
に
て
六
｜
八
時
間
に
て
「
マ
ウ
ス
」
を
倒
す
に
至
れ
り
。「
マ
ウ
ス
」
は
腹
膜
炎
及

菌
血
症
に
て
死
す
。

マ
ウ
ス
」
を
十
一
代
通
過
せ
る
後
、
四
乃
至
十
四
斜
面
の
培
養
を
猿
の
腹
腔
に
注
入
し
、
六
｜
八
時
間
に
て
腹
腔

液
を
取
り
て
培
養
し
、
又
は
死
せ
る
猿
の
腹
腔
液
を
培
養
す
。
猿
は
腹
腔
炎
及
中
毒
症
を
起
し
、
白
血
球
減
少
著
明
な

り
。
猿
を
十
三
代
通
過
せ
る
に
本
菌
の
血
液
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
培
養
の
〇
・
一
竓
は
「
マ
ウ
ス
」
を
四
十
八
時
間
以
内
に

て
殺
し
、
一
竓
は
五
時
間
に
て
殺
す
に
至
れ
り
。
之
を
五
代
人
工
培
養
を
続
け
た
る
に
一
竓
も
「
マ
ウ
ス
」
を
殺
さ
ざ

る
に
至
れ
り
。

猿
はC

eb
u
s ca
p
u
cin
u
s

及M
a
ca
cu
s sy
rich
tu
s

の
両
種
を
使
用
し
た
り
。
プ
氏
菌
は
強
き
毒
素
を
有
す
る
を

以
て
、
動
物
感
染
実
験
に
於
て
は
、
中
毒
な
る
か
感
染
な
る
か
を
定
む
る
を
要
す
。
猿
の
気
管
内
感
染
は
恢
復
す
る
を

以
て
、
極
点
に
於
て
之
を
撲
殺
し
て
検
査
し
た
り
。
菌
は
動
物
体
よ
り
と
れ
る
第
一
代
若
く
は
第
二
代
の
菌
に
限
り
、

十
乃
至
十
六
時
間
の
若
き
培
養
を
使
用
す
。
時
に
腹
腔
液
を
直
接
使
用
す
る
こ
と
あ
り
。
感
染
の
法
は
培
養
菌
液
を
綿

に
浸
し
て
鼻
及
口
内
に
塗
り
、
又
は
注
射
針
に
て
気
管
内
に
注
入
す
。P

fei
er,
M
cC
a
llu
m
,
W
o
lb
a
ch

等
に
よ
り

て
記
載
さ
れ
た
る
プ
氏
菌
肺
炎
が
猿
に
於
て
実
験
的
に
起
し
得
る
か
を
見
し
が
た
め
な
り
。

十
二
頭
の
猿
に
鼻
又
は
鼻
及
口
に
培
養
を
塗
布
せ
る
に
、
何
れ
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
匹
敵
す
る
呼
吸
器
疾
患

を
見
た
り
。
発
病
は
急
激
に
し
て
潜
伏
期
は
三
｜
五
時
間
な
り
、
始
め

あ
り
、
後
に
咳
嗽
あ
り
、
鼻
及
気
管
の
分
泌

増
加
す
。
熱
は
著
し
か
ら
ず
。
時
に
一
旦
下
熱
後
再
発
し
て
肺
炎
を
起
す
こ
と
あ
り
。
疲
労
著
し
く
、
経
過
は
三
｜
五
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日
を
常
と
す
。
白
血
球
減
少
を
常
と
す
る
も
、
時
々
著
し
か
ら
ざ
る
も
の
も
あ
り
。
又
副
鼻
腔
炎
あ
り
。
プ
氏
菌
を
見

る
。十

頭
の
猿
に
気
管
内
に
注
入
す
。
五
頭
に
は
大
量
に
注
射
し
て
特
に
菌
力
を
増
大
せ
し
め
ん
と
企
て
し
も
成
功
せ
ざ

り
き
。
他
の
五
頭
は
一
竓
宛
注
射
し
、
三
頭
は
気
管
支
肺
炎
と
な
り
、
一
は
気
管
支
炎
と
な
り
、
一
は
感
染
せ
ず
。
感

染
せ
る
も
の
は
何
れ
も
真
の
プ
氏
菌
の
感
染
な
る
こ
と
を
確
め
た
り
。
症
状
は
鼻
に
塗
れ
る
場
合
と
一
致
し
、
咳
嗽
、

呼
吸
困
難
あ
り
、
何
れ
も
自
然
恢
復
す
る
傾
向
を
有
す
。

肺
炎
を
起
し
た
る
七
頭
中
三
頭
よ
り
は
プ
氏
菌
純
粋
に
培
養
さ
れ
、
他
の
四
頭
は
無
菌
な
り
。
是
れ
感
染
終
了
後
菌

の
死
滅
を
示
す
も
の
な
り
。
上
気
道
よ
り
感
染
し
て
下
方
に
向
へ
る
時
は
他
の
雑
菌
を
も
伴
へ
ど
も
、
気
管
に
直
接
注

入
せ
る
場
合
に
は
、
気
管
粘
膜
は
プ
氏
菌
の
み
を
見
る
か
又
は
無
菌
な
り
。
早
期
に
検
す
れ
ば
プ
氏
菌
存
す
る
も
後
期

に
は
既
に
消
失
せ
る
な
り
。

以
上
の
実
験
に
基
き
プ
氏
菌
の
急
性
気
道
疾
患
に
対
す
る
原
因
的
関
係
は
明
と
な
れ
り
。
但
し
猿
に
於
け
る
気
道
の

急
性
疾
患
は
人
体
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
同
一
な
り
と
断
言
す
る
こ
と
困
難
な
る
を
以
て
、

に
角
プ
氏
菌
の

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原
の
意
義
を
大
に
有
力
な
ら
し
む
る
も
の
な
り
と
結
論
せ
り
。

A
lb
ert a

n
d K
elm
a
n
J
In
f
D
is
,
1919,

V
o
l
25

）
は
プ
氏
菌
に
一
定
の
病
原
作
用
あ
り
、
毒
素
産
生
の
能
力

あ
る
こ
と
を
動
物
実
験
上
立
証
せ
り
。

プ
氏
菌
賛
成
者
は
免
疫
反
応
の
方
面
よ
り
、
其
の
病
原
的
意
義
を
増
加
せ
ん
と
す
。

W
o
lstein

J
E
x
p
M
ed
,
1919,

V
o
l
30

）
はA

v
ery

氏
培
地
を
以
て
プ
氏
菌
を
よ
く
分
離
し
、
次
に
二
分
間

加
熱
せ
る
家

血
液
の
上
清
を
附
加
せ
る
寒
天
若
く
は
肉
汁
培
養
基
を
以
て
プ
氏
菌
を
培
養
し
、
各
種
の
免
疫
実
験
を
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行
ひ
た
り
。

凝
集
反
応
は
不
安
定
に
し
て
、
時
に
（h

o
m
o
lo
g

）
同
名
血
清
よ
り
も
（h

etero
lo
g

）
異
名
血
清
に
よ
く
凝
集
す

る
こ
と
あ
り
、
又
自
家
凝
集
を
起
す
こ
と
あ
る
を
以
て

確
実
な
る
標
準
と
な
す
を
得
ず
。
患
者
血
清
は
四
十
倍
稀
釈
、

稀
に
は
百
倍
稀
釈
に
て
凝
集
反
応
を
記
す
も
の
あ
り
。
又
プ
氏
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
注
射
す
る
も
百
倍
に
凝
集
す
る
も

の
あ
り
。

補
体
結
合
反
応
は
著
明
に
し
て
、
家

免
疫
血
清
に
て
は
、
何
れ
の
菌
種
と
も
よ
く
反
応
す
。
健
康
血
清
に
は
反
応

顕
は
れ
ず
。
患
者
血
清
を
採
り
て
検
す
る
に
、
或
者
は
既
に
第
一
週
に
て
発
生
し
、
五
倍
｜
二
十
倍
に
て
陽
性
な
り
。

肺
炎
患
者
に
は
反
応
愈
々
大
な
り
。
此
反
応
は
漸
次
減
弱
し
、
三
日
以
後
に
は
之
を
見
ず
。
又
他
の
患
者
、
健
康
者
に

反
応
を
起
さ
ず
。
沈
降
反
応
も
稍
々
補
体
結
合
反
応
に
一
致
す
。

二
十
五
種
の
菌
よ
り
毒
力
あ
る
濾
汁
を
得
て
検
査
せ
る
に
、
免
疫
血
清
は
此
の
毒
素
を
中
和
す
る
こ
と
能
は
ず
。

以
上
の
実
験
に
よ
り
、
プ
氏
菌
に
は
多
少
の
差
異
あ
る
も
、
免
疫
元
と
し
て
の
作
用
に
は
唯
分
量
的
差
別
あ
る
に
過

ぎ
ず
。
此
の
菌
を
以
て
唯
一
の
病
原
と
断
ず
る
能
は
ざ
る
も
、
少
く
と
も
本
菌
は
病
原
作
用
を
有
し
、
其
の
病
毒
は
患

者
体
内
に
侵
入
し
、
病
変
に
関
与
し
、
仮
り
に
二
次
的
侵
入
者
と
せ
ん
も
其
の
最
も
主
要
な
る
も
の
な
り
。

K
o
lm
er
J
In
f
D
is
,
1919,

N
o
6

）
も
同
様
の
意
見
に
し
て
プ
氏
菌
と
患
者
血
清
と
の
間
に
四
〇
｜
五
〇
％
の

補
体
結
合
反
応
あ
り
。
故
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
に
あ
ら
ず
と
す
る
も
、
患
者
体
内
に
侵
入
す
る
重
要
な
る

菌
種
と
な
す
を
得
ん
と
称
す
。

C
o
o
k
e
J
In
f
D
is
,
1920,

V
o
l
27,
N
o
5

）
も
補
体
結
合
反
応
を
行
ひ
、
患
者
の
多
数
に
発
見
せ
る
を
以
て
プ

氏
菌
が
病
原
性
を
有
し
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
を
犯
す
者
な
る
こ
と
を
疑
は
ず
。
唯
単
一
の
真
因
と
な
す
を
憚
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る
。プ

氏
菌
を
免
疫
学
的
に
研
究
せ
る
結
果
よ
り
プ
氏
菌
病
原
説
に
反
対
す
る
者
あ
り
。

S
m
a
ll a
n
d D
ick
so
n
J
In
f
D
is
,V
o
l
26,p

230

）
は
十
種
の
プ
氏
菌
を
以
て
家

免
疫
血
清
を
作
り
、
凝
集

反
応
の
関
係
を
検
し
て
之
を
四
型
に
分
類
し
た
り
。
此
多
数
菌
種
の
存
在
は
一
元
的
病
原
観
に
反
す
る
も
の
な
り
。

V
a
len
tin
e a
n
d C
o
o
p
er

（J
Im
m
u
n
,1919,N

o
4

）
は
二
十
五
種
の
プ
氏
菌
を
と
り
、
家

を
免
疫
し
て
血
清

を
作
り
、
他
の
百
五
十
種
の
菌
株
を
以
て
凝
集
反
応
を
検
し
た
り
。
其
の
使
用
菌
種
何
れ
も
近
親
の
患
者
よ
り
得
た
る

も
の
な
る
が
、
其
の
各
菌
は
異
れ
る
凝
集
反
応
を
呈
し
、
大
部
分
がh

etero
g
en
o
u
s g
ro
u
p

に
属
す
る
を
見
た
り
。

故
に
単
一
病
原
を
必
要
と
す
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
第
一
原
因
と
し
て
プ
氏
菌
を
挙
ぐ
る
を
得
ず

と
称
す
。

P
a
rk
,
W
illia
m
s a
n
d C
o
o
p
er
P
ro
c
S
o
c
E
x
p
B
io
l
M
ed
N
Y
,
1919,

N
o
16

）
等
も
百
例
の
患
者
よ

り
二
十
種
の
プ
氏
菌
を
得
て
夫
々
家

を
免
疫
し
、
凝
集
反
応
を
検
せ
る
に
、
自
家
菌
を
凝
集
す
る
も
他
菌
を
よ
く
凝

集
す
る
も
の
僅
に
四
例
あ
る
の
み
。
即
ち
プ
氏
菌
に
免
疫
学
上
多
大
の
変
種
あ
る
は
明
に
し
て
、
之
を
「
パ
ン
デ
ミ

ー
」
の
真
因
と
な
す
を
憚
る
。
想
ふ
に
プ
氏
菌
も
亦
連
鎖
球
菌
、
肺
炎
球
菌
の
如
く
二
次
的
侵
入
者
に
過
ぎ
ざ
る
か
。

但
し
プ
氏
菌
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
未
知
の
病
原
体
と
特
殊
の
親
密
な
る
関
係
あ
り
て
、
よ
く
之
と
伴
ふ
も
の
と

想
像
せ
ら
る
。

P
a
rk a
n
d C
o
o
p
er
J
Im
m
u
n
,
1921,

V
o
l
V
I,
N
o
1

）
は
興
味
あ
る
報
告
を
な
せ
り
。
過
失
に
て
プ
氏
菌
を

吸
入
せ
る
場
合
、
一
人
は
四
日
後
、
他
は
二
週
間
後
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
症
状
を
発
し
、
其
の
鼻
咽
腔
よ
り
プ

氏
菌
を
検
出
せ
し
め
た
り
。
他
の
一
人
は
発
症
せ
ざ
る
も
咽
腔
よ
り
プ
氏
菌
を
検
出
せ
し
む
る
に
至
れ
り
。
即
ち
人
体
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に
於
て
も
新
鮮
な
る
プ
氏
菌
培
養
の
大
量
を
吸
引
す
る
と
き
は
、
プ
氏
菌
の
呼
吸
道
感
染
を
起
す
こ
と
、
及
菌
保
有
者

と
な
る
こ
と
は
確
実
な
り
。
但
し
保
菌
者
と
な
れ
る
者
を
長
時
日
検
査
せ
る
も
其
の
凝
集
性
を
変
化
す
る
こ
と
な
し
。

即
ち
一
定
の
凝
集
性
は
感
染
よ
り
恢
復
期
に
亘
り
て
決
し
て
変
化
す
る
を
見
ず
。
故
に
プ
氏
菌
の
免
疫
性
は
不
変
の
も

の
に
し
て
、
従
て
愈
々
プ
氏
の
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
原
因
説
は
否
定
せ
ら
る
可
き
も
の
な
り
と
な
せ
り
。
同
誌
上C

o
ca

も
亦
以
上
の
意
見
に
賛
成
せ
り
。

其
他
プ
氏
菌
病
原
説
に
反
対
の
意
見
を
有
す
る
者
少
か
ら
ず
。

J
A
m
M
ed
A
ss
,
1918,

5 O
ct

の
社
説
と
し
て
は
嘗
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
と
看
做
し
プ
氏
菌
は
百

日
咳
、
麻
疹
、
猩
紅
熱
、
肺
結
核
等
よ
り
も
往
々
発
見
せ
ら
る
る
と
、
地
方
的
流
行
の
感
冒
に
見
ざ
る
と
に
よ
り
、
其

の
真
意
義
を
疑
ふ
に
至
り
し
が
、
今
回
の
流
行
に
於
て
も
プ
氏
菌
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
原
因
と
な
す
根
拠
に
欠

く
る
所
あ
り
。
プ
氏
菌
の
病
原
作
用
、
患
者
血
清
と
の
間
の
免
疫
反
応
等
何
れ
も
確
実
な
ら
ず
。

M
cC
o
rd
,
S
la
d
en
,
W
h
eeler

J
A
m
M
A
ss
,1919,N

o
20

）
は
米
国
軍
隊
に
於
け
る
流
行
に
就
て
記
述
し
、

三
万
余
の
兵
士
中
二
・
五
五
％
が
肺
炎
に
て
死
せ
る
場
合
の
研
究
に
基
き
、
第
四
型
肺
炎
菌
を
主
と
し
、
次
に
は
連
鎖

球
菌
を
検
出
す
。
プ
氏
菌
を
病
原
と
認
め
ず
。
其
他R

o
h
d
en
b
u
rg
P
ro
c
N
Y
S
a
th
S
o
c
,1918,p

18

）
は
連

鎖
球
菌
を
大
多
数
に
検
出
し
、R

eed
N
ew Y

o
rk M

ed
J
,
1919,

p
169

）
は
プ
氏
菌
を
見
ずC

o
u
n
ell
A
m
J

M
ed
S
o
c
,
1919,

p
158

）
も
プ
氏
菌
を
否
定
し
、B

a
rro
n
A
rch

In
t
M
ed
,
1919,

p
24

）
も
プ
氏
菌
を
認
め

ず
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
原
を
濾
過
性
な
ら
ん
と

へ
、B

lo
o
n
fi
eld

Jo
h
n
s H
o
p
k
H
o
sp
B
u
ll
,
1920,

p

31

）
は
大
量
の
プ
氏
菌
を
上
気
道
に
入
る
る
も
忽
ち
消
失
す
る
が
故
に
、
プ
氏
菌
の
病
原
性
を
証
す
る
能
は
ず
と
云
へ

り
。N

o
rto
n
A
m
J
P
u
b
H
ea
lth
,
1919,

p
9

）
は
血
清
水
、
腹
水
寒
天
、
血
液
寒
天
の
加
熱
せ
る
も
の
及
び
加
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熱
せ
ざ
る
も
の
等
を
使
用
し
て
好
気
性
及
嫌
気
性
培
養
を
行
ひ
た
り
。
好
気
性
菌
に
て
は
種
々
の
細
菌
を
培
養
せ
し
も
、

少
く
と
も
嫌
気
性
に
は
何
等
の
細
菌
を
も
得
ざ
り
き
。

プ
氏
菌
反
対
者
の
中
に
一
部
の
学
者
は
一
種
の
連
鎖
球
菌
を
挙
げ
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
視
せ
ん
と
す
る

傾
向
あ
り
。M

a
th
ers

J
A
m
M
A
s
,
3 M
a
rch
,1917

）
は
一
九
一
五
年
｜
一
九
一
六
年
の
流
行
性
の
「
グ
リ
ツ

プ
」
よ
り
プ
氏
菌
を
見
ず
し
て
一
種
の
溶
血
性
連
鎖
球
菌
を
発
見
し
、
之
を
感
冒
の
原
因
な
り
と
し
、S

tep
h
a
n

は

D
ip
lo
co
ccu
s m
u
co
su
s

を
「
グ
リ
ツ
プ
」
の
原
因
と
し
た
り
き
。L

ev
in
,
G
o
o
d
m
a
n
,
P
a
n
co
a
st
A
m
J
M
ed

S
o
c
,
1919,

p
158

）
等
に
よ
れ
ば
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
九
月
｜
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
一
月
の
間
五
五

四
例
の
患
者
咯
痰
中
溶
血
性
連
鎖
球
菌
を
九
一
％
に
発
見
す
。
健
康
人
に
て
も
咽
喉
よ
り
五
五
％
に
培
養
陽
性
な
り
。

生
前
の
血
液
培
養
は
陰
性
な
る
も
、
死
後
の
血
液
及
肺
、
肋
膜
液
よ
り
は
大
多
数
に
連
鎖
球
菌
を
得
、
患
者
血
清
と
の

間
に
凝
集
反
応
及
沈
澱
反
応
を
見
る
。

T
u
n
n
icli

J
In
f
D
is
,
1920,

p
405

）
は
緑
色
産
生
連
鎖
球
菌
を
以
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
原
因
と
な
し
、

之
をIn

fl
u
en
za
co
ccu
s

と
称
し
、S

trep
to
co
c
v
irid
a
n
s,

肺
炎
球
菌
と
相
似
た
る
所
あ
る
を
免
疫
反
応
に
て
鑑
別

す
べ
し
と
説
く
。
此
菌
と
患
者
血
清
と
の
間
に
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
反
応
あ
り
と
云
ふ
。

R
o
sen
o
w
J
In
f
D
is
,
1920,

p
469

）
に
よ
れ
ば
緑
色
産
生
連
鎖
球
菌
は
患
者
の
九
六
％
に
あ
り
。
他
の
連
鎖

球
菌
も
あ
り
。
プ
氏
菌
は
一
六
％
に
見
た
る
に
過
ぎ
ず
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
に
際
し
、
連
鎖
球
菌
の
変
種

が
多
く
現
は
れ
た
る
も
の
な
り
。
是
等
の
連
球
菌
を
「
モ
ル
モ
ツ
ト
」
腹
腔
中
に
注
入
す
れ
ば
白
血
球
減
少
を
生
ず
。

又
過
敏
症
に
似
た
る
症
状
あ
り
。
此
菌
を
以
て
動
物
に
感
染
せ
し
め
て
健
康
動
物
と
同
居
せ
し
む
る
と
き
は
感
染
す
。

又
濾
液
を
注
射
し
て
も
発
症
す
。
人
体
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
似
た
る
症
候
を
呈
す
。
胃
腸
型
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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ザ
」
の
下
痢
粘
液
よ
り
緑
色
性
連
球
菌
を
得
て
「
モ
ル
モ
ツ
ト
」
の
直
腸
内
又
は
腹
腔
に
注
入
す
る
と
き
下
痢
を
来
す
。

此
菌
を
動
物
を
通
過
せ
し
む
る
に
漸
次
菌
力
弱
く
な
り
、
恰
も
流
行
状
態
に
一
致
せ
り
。
本
菌
は
又
他
の
連
鎖
菌
、
肺

炎
菌
等
に
急
変
す
る
こ
と
あ
り
。
又
此
菌
を
以
て
治
療
血
清
を
製
し
、
治
療
に
応
用
し
た
り
。

以
上
の
連
鎖
球
菌
説
は
シ
カ
ゴ
に
於
け
る
一
部
の
学
者
が
主
張
す
る
に
過
ぎ
ず
。
プ
氏
菌
反
対
論
と
し
て
他
に
論
拠

を
求
め
ん
と
す
る
も
の
は
濾
過
病
原
主
張
者
な
り
。

F
o
ster

J
In
f
D
is
,
1917,

5 N
o
v

）
は
当
時
流
行
せ
る
普
通
感
冒
の
原
因
を
研
究
し
分
泌
粘
液
を
ベ
ル
ケ
フ
エ

ル
ド
Ｎ
に
て
濾
過
し
、
之
を
野
口
氏
培
養
法
に
よ
り
嫌
気
性
に
培
養
し
て
球
状
の
物
体
を
得
、
之
を
以
て
人
体
に
感
染

実
験
を
成
功
せ
り
と
報
ぜ
り
。

O
litsk

y
,
G
a
tes

J
A
m
M
A
s
1920,

V
o
l
74,
p
1497

）
氏
等
は
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
研
究
所
に
あ
り
て
濾
過

性
実
験
を
行
ひ
、
陽
性
の
成
績
を
挙
げ
た
り
と
云
ふ
。
合
併
症
な
き
新
鮮
な
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
の
鼻
咽
腔

分
泌
液
を
生
理
的
食
塩
水
に
て
洗
ひ
出
し
、
之
を
濾
過
し
て
家

に
注
入
す
る
と
き
は
発
症
す
。
又
発
病
よ
り
家

の

肺
の
浸
出
液
を
注
射
す
る
も
発
病
す
。
斯
く
し
て
病
原
作
用
を
十
五
代
伝
へ
た
り
。
発
病
後
三
十
六
時
間
を
経
過
せ
る

患
者
に
て
は
此
の
病
原
性
物
質
を
検
出
す
る
を
得
ざ
り
き
。
此
の
も
の
は
五
〇
％
の
「
グ
リ
セ
リ
ン
」
に
抵
抗
し
九
箇

月
間
保
存
せ
ら
れ
た
り
。
乃
ち
此
の
濾
過
性
病
原
体
を
以
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
原
因
と

へ
、
他
の
細
菌
は
凡

て
二
次
的
侵
入
者
と
な
さ
ん
と
す
。

W
a
d
e
&
M
a
n
a
la
n
g
J
E
x
p
M
ed
,
1920,

p
31

）
は
プ
氏
菌
を
普
通
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
に
培
養
せ
る
に
変
形
し

て
不
規
則
の
形
態
と
な
り
、
細
小
の
顆
粒
を
も
生
ず
。
故
に
プ
氏
菌
は
其
の
一
部
が
濾
過
性
と
な
る
に
非
ず
や
と

ふ
。
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九
、
其
他
諸
国

葡
萄

のR
ica
rd Jo

rg
e

氏
は
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
寒
天
を
使
用
し
て
プ
氏
菌
を
五
七
％
に
培
養
し
、
猶
他
に
肺

炎
双
球
菌
、
小
型
連
鎖
状
菌
、
加
答
児
性
双
球
菌
、
四
聯
球
菌
を
検
出
し
た
り
。

濠
洲
のP

S
M
essen

t

氏
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
患
者
よ
り
主
と
し
て
肺
炎
双
球
菌
を
証
明
せ
り
。
同
じ

くA
H
T
eb
b
u
t

氏
は
患
者
屍
体
心
血
よ
り
肺
炎
菌
四
例
、
プ
氏
菌
一
例
を
得
、
肺
よ
り
は
葡
萄
状
球
菌
一
〇
例
、

肺
炎
球
菌
六
例
、
プ
氏
菌
八
例
等
を
検
出
せ
り
。
患
者
の
血
液
培
養
は
陰
性
な
り
。

西
班

のL
P
ira
s

氏
は
新
鮮
な
る
患
者
の
発
病
十
二
時
間
以
内
の
も
の
に
就
き
て
咯
痰
及
咽
喉
分
泌
物
を
培
養

せ
る
に
六
〇
％
に
プ
氏
菌
の
純
粋
培
養
を
得
た
り
。
後
に
至
れ
ば
混
合
培
養
を
得
と
云
ふ
。

ヴ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
のN
eg
rette

氏
は
患
者
の
呼
気
に
就
て
プ
氏
菌
を
検
出
し
、
又
病
室
の
空
気
中
よ
り
も
本

菌
を
得
た
り
。

加
奈
陀
に
於
て
は
公
衆
衛
生
局
の
報
告
に
よ
る
に
、
プ
氏
菌
の
病
原
的
意
義
を
認
め
ず
、
他
の
化
膿
性
菌
は
二
次
的

侵
入
者
と
な
せ
り
。

印
度
のM
H
M
a
lo
n
e
In
d
ia
n Jo
u
rn
a
l M
ed
R
esea
rch
,Ja
n
1920

）
氏
は
プ
氏
菌
を
研
究
し
て
其
の
九
二

％
は
「
イ
ン
ド
ー
ル
」
反
応
陽
性
と
な
せ
り
。
好
血
色
素
の
細
菌
に
し
て
健
康
者
又
は
他
の
患
者
よ
り
出
づ
る
非
プ
氏

菌
は
「
イ
ン
ド
ー
ル
」
反
応
な
し
。
菌
の
鑑
別
に
利
用
す
可
し
と
云
ふ
。
印
度
に
於
て
プ
氏
菌
多
数
に
検
出
せ
ら
れ
、

之
を
目
し
て
病
原
と
な
す
も
の
多
し
。

M
o
g
ra
n
,M
en
eses

In
d
ia
n M
ed
G
a
zette,Ja

n
1919

）
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
秋
の
流
行

は
猛
烈
に
し
て
加
答
児
型
、
気
管
支
型
、
気
管
支
肺
炎
型
あ
り
。
プ
氏
菌
、
肺
炎
双
球
菌
、
グ
ラ
ム
陽
性
の
多
形
双
球
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菌
等
を
検
出
せ
り
と
云
ふ
。

附

濾
過
性
病
原
体
研
究
綜
攬

プ
氏
菌
に
対
す
る
賛
否
は
各
国
同
様
な
る
が
、
プ
氏
菌
病
原
説
を
否
定
す
る
者
の
殆
ど
全
部
は
濾
過
性
病
原
体
を
求

め
ん
と
す
る
の
傾
向
を
有
す
。
只
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
感
染
実
験
は
頗
る
難
事
な
る
が
故
に
、
濾
過
病
原
説
は
未

だ
確
実
な
る
論
拠
を
得
ざ
る
な
り
。
積
極
的
に
不
可
視
性
病
原
の
存
在
を
証
し
得
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
流
行
病
学
的
に

も
他
の
不
可
視
性
病
原
例
へ
ば
麻
疹
、
猩
紅
熱
の
類
と
必
ず
し
も
相
一
致
す
る
点
を
見
出
し
能
は
ざ
る
な
り
。
只
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
猛
烈
に
し
て
伝
播
迅
速
な
る
の
故
を
以
て
尋
常
細
菌
性
疾
患
を
以
て
許
し
難
し
と
想
像
す
る

に
外
な
ら
ず
。
前
項
既
に
各
国
に
於
け
る
病
原
研
究
中
に
此
の
方
面
の
業
績
を
も
蒐
録
し
た
る
が
、

に
改
め
て
重
要

な
る
実
験
を
挙
げ
ん
と
す
。

K
ru
se
M
u
n
ch
M
ed
W
,
1917,

p
1547

）

感
冒
に
罹
れ
る
助
手
の
鼻
汁
を
食
塩
水
に
て
稀
釈
し
、「
ベ
ル
ク
フ
エ
ル
ド
」
濾
過
器
に
て
濾
過
し
、
数
滴
づ
つ
学

生
三
十
名
の
鼻
腔
に
滴
下
せ
る
に
半
数
は
感
冒
を
発
し
、
対
照
の
学
生
六
十
六
名
中
感
冒
を
出
し
た
る
は
一
人
の
み
な

り
。
依
つ
て
感
冒
病
原
を
濾
過
性
と
な
し
、
之
にA

p
h
a
n
o
zo
a C
o
ry
za
e

と
命
名
し
た
り
。

F
o
ster

J
A
m
M
ed
A
s
,
1916,

V
o
l
66,
p
1180

）
J
In
f
D
is
1917,

p
451

）

急
性
感
冒
患
者
の
鼻
汁
を
濾
過
し
、
十
名
の
兵
士
の
鼻
腔
に
滴
下
せ
る
に
、
七
名
に
感
冒
を
発
し
た
り
。
又
野
口
氏

培
養
法
に
よ
り
自
然
感
冒
の
十
一
例
、
実
験
的
感
冒
の
五
例
よ
り
培
養
を
得
、
之
を
次
代
に
移
植
す
る
こ
と
を
得
、
且
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つ
之
を
以
て
十
一
名
の
兵
士
に
感
冒
を
起
さ
し
め
得
た
り
。
培
養
は
少
し
く
溷
濁
し
ギ
ム
ザ
染
色
に
て
球
状
の
小
体
を

見
る
と
云
ふ
。

D
o
ld
M
u
n
ch
M
W
,
1917,

p
143

）

上
海
に
於
て
学
生
及
外
科
患
者
に
つ
き
同
様
の
実
験
を
試
み
成
功
せ
り
。
培
養
に
於
て
も
四
代
迄
植
ゑ
継
ぎ
、
染
色

に
て
何
物
を
も
見
ざ
る
も
、
暗
視
野
装
置
に
て
活
潑
な
る
運
動
を
有
す
る
小
体
を
認
め
、
之
を
三
名
の
支
那
人
の
鼻
孔

に
注
入
し
て
二
人
に
鼻
加
答
児
を
起
し
、
軽
症
の
咳
嗽
を
発
せ
し
め
た
り
。

V
A
n
g
erer

M
u
n
ch
M
W
,
1918,

p
1280

）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
咯
痰
を
注
射
せ
る
鼠
の
血
液
の
濾
液
を
葡
萄
糖
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
中
に
培
養
し
て
微
小
の
小
体

を
暗
視
野
装
置
に
て
認
め
た
り
と
称
す
。

L
esch
k
e
B
erl
K
l
W
,
1919,

p
11

）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
浸
出
液
及
咯
痰
濾
過
液
内
に
分
子
運
動
を
な
す
小
体
を
認
め
、
多
数
の
人
に
吸
入
せ
し

め
て
何
の
反
応
も
見
ざ
り
し
が
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
九
月
に
同
実
験
を
繰
り
返
へ
し
行
へ
る
に
皆
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
に
罹
れ
り
。
但
し
実
験
を
行
は
ざ
る
人
に
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
発
生
せ
り
と
云
ふ
。

S
elter

D
eu
tsch
e M

W
,
1918,

p
932

）

五
例
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
咽
喉
の
洗
滌
液
を
濾
過
し
て
自
ら
吸
入
し
、
又
助
手
に
吸
入
せ
し
め
た
る
に
、
自

身
は
翌
日
頭
痛
を
感
じ
た
る
も
発
熱
せ
ず
、
夕
方
治
癒
せ
り
。
助
手
は
翌
日
頭
痛
倦
怠
あ
り
、
次
の
日
は
体
温
三
十
七

度
六
分
に
上
り
、
其
の
夜
は
悪
寒
、
発
汗
等
あ
り
し
と
云
ふ
。

F
ejes

D
eu
t
M
W
,
1919,

p
653

）
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患
者
咯
痰
を
濾
過
し
て
腹
水
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
に
培
養
し
分
子
運
動
を
な
す
物
体
の
存
在
を
認
め
、
四
頭
の
猿
に
注
射

し
、
他
の
四
頭
に
は
濾
液
を
加
熱
し
て
注
射
せ
り
。
前
の
四
頭
は
九
日
乃
至
二
十
四
日
間
に
死
亡
し
、
出
血
性
敗
血
症

を
認
め
得
た
り
。

P
rell

M
u
n
ch
M
W
,
1919,

p
p
1397,

1457

）

鉄
「
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
」
に
染
色
せ
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
組
織
内
に
特
殊
の
顆
粒
を
認
めA

en
ig
m
o
p
la
s-

m
a in
fl
u
en
za
e

と
称
し
、
病
原
体
は
「
ク
ラ
ミ
ド
ゾ
ア
」
に
属
す
る
も
の
と

ふ
。

其
の
他
血
液
内
、
血
球
内
、
咯
痰
内
、
肺

刺
液
等
の
中
に
特
殊
の
顆
粒
を
見
る
人
少
か
ら
ず
（K

ro
n
b
erg
er

 
a
n
d H
a
n
s,
P
o
p
p
elm
a
n
n
,

池
田
、
鶴
見
、
矢
部
）。

N
ico
lle et L

eb
a
illy

A
n
n
d
e l’In

st
P
a
steu
r,
1919,

p
395

）

咯
痰
の
濾
過
液
を
猿
の
眼
結
膜
、
鼻
腔
、
人
体
の
皮
下
等
に
接
種
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
症
状
を
起
さ
し
め
た

り
と
称
す
。

D
u
ja
rric d

e la R
iv
iere

も
同
様
の
成
績
な
り
。G

eo
rg
es et V

ito
u
x

両
氏
も
然
り
。

B
ra
d
fo
rd
,
B
a
sh
fo
rd
,
W
ilso
n
Q
u
a
rt
J
M
ed
,
1919,

12,
259

）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」、
塹
壕
熱
、
腎
臓
炎
に
野
口
氏
培
養
を
行
ひ
小
体
を
得
た
り
と
云
ふ
。
但
しA

rk
w
rig
h
t

B
rit
M
ed
Jo
u
rn
a
l,
1919,

p
233

）
の
批
評
に
よ
り
て
取
り
消
し
た
り
。

G
ib
so
n
,
B
o
w
m
a
n
,
C
o
u
n
o
r
M
ed
R
es
C
o
m
S
p
ec
R
ep
S
eries,

N
o
36,
1919,

p
19

）

咯
痰
濾
汁
を
野
口
氏
培
養
に
植
ゑ
て
球
菌
状
の
物
体
を
得
、
動
物
実
験
に
も
成
功
せ
り
と
云
ふ
。

山
内
、
岩
島
、
坂
上
（L

a
n
cet,
Ju
n
e 7,

1919

）。
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咯
痰
、
血
液
の
濾
汁
を
鼻
腔
及
皮
下
に
接
植
し
て
、
人
体
感
染
実
験
陽
性
な
り
と
云
ふ
。

以
下
の
二
例
は
成
績
陰
性
な
る
者
な
り
。

L
ister,

T
a
y
lo
r
P
u
b
l
S
o
u
th A

frica
n In
st
M
ed
R
es
,
1919,

N
o
12,p

9

）
は
人
体
及
猿
を
使
用
し
、
咯

痰
濾
汁
と
濾
過
せ
ざ
る
咯
痰
と
を
鼻
腔
に
注
入
し
た
る
に
、
濾
過
液
に
て
は
全
く
陰
性
に
終
り
、
濾
過
せ
ざ
る
方
は
二

名
発
病
し
た
り
。

W
a
h
l,
W
h
ite a

L
y
a
ll
J
In
f
D
is
,
1919,

25,
419

）
は
患
者
肺
侵
入
液
を
濾
過
し
て
二
人
の
有
志
の
鼻
咽
腔

に
注
入
せ
る
も
陰
性
に
終
は
れ
り
。

濾
過
試
験
の
陰
性
な
る
も
の
は
米
国
の
キ
ー
ガ
ン
、
伊
の
モ
レ
シ
ユ
、
シ
チ
エ
リ
ー
、
大
河
原
、
石
原
其
の
他
報
告

せ
ら
れ
ざ
る
も
の
多
数
あ
る
可
し
。
要
す
る
に
確
実
な
る
陽
性
成
績
を
得
ざ
り
し
も
の
な
り
。

第
二
節

流
行
性
感
冒
の
病
理
解
剖

第
一
項

緒
言

流
行
性
感
冒
の
病
理
解
剖
所
見
の
報
告
は
一
々
之
れ
を
抄
録
列
記
す
る
を
止
め
諸
報
告
を
通
覧
し
各
学
者
間
に

共
通
に
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
最
も
屢
々
見
る
変
化
な
り
と
す
る
も
の
を
綜
合
し
摘
録
記
載
す
る
こ
と
と

せ
り
。

流
行
性
感
冒
は
臨
床
的
に
全
身
の
症
状
の
甚
だ
し
き
を
見
る
が
如
く
、
全
身
各
臓
器
に
於
て
、
夫
々
相
当
の
変
化
は
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認
め
ら
る
る
も
、
最
も
注
目
を
引
き
た
る
も
の
は
呼
吸
器
の
変
化
、
就
中
肺
の
変
化
な
り
と
す
。

然
れ
ば
先
づ
呼
吸
器
系
統
の
変
化
よ
り
記
載
を
始
め
次
い
で
諸
臓
器
の
変
化
の
記
載
に
及
ぶ
べ
し
。

第
二
項

諸
臓
器
の
変
化

一
、
呼
吸
器
系
統

鼻
腔
、
鼻
咽
腔
は
早
期
に
死
の
転
帰
を
と
り
た
る
も
の
に
は
一
般
に
充
血
を
認
め
加
答
児
性
出
血
性
炎
症
を
呈
す
る

を
見
る
も
義
膜
を
見
た
る
こ
と
は
稀
な
り
（B

o
rst

）、

桃
腺
に
は
著
変
な
し
。
但
し
浮
腫
即
ち
漿
液
性
炎
症
は

屢
々
認
め
ら
る
（B

o
rst

）、
時
と
し
て
会
厭
軟
骨
の
浮
腫
を
見
る
（O

b
ern
d
o
rfer

）。

呼
吸
器
系
統
に
於
て
見
る
変
化
の
著
し
き
は
気
管
、
気
管
支
、
肺
実
質
の
変
化
な
り
と
し
、
以
下
項
を
分
ち
て
記
載

す
べ
し
。

一
、
気
管
並
に
気
管
支
の
変
化

初
期
に
於
て
は
鼻
腔
、
鼻
咽
腔
の
粘
膜
と
同
じ
く
気
管
、
並
に
気
管
支
に
於
て
、
加
答
児
性
出
血
性
炎
症
を
以
て
初

ま
り
、
喉
頭
よ
り
初
ま
り
気
管
の
下
部
に
至
る
に
従
ひ
其
の
変
化
の
度
を
増
す
、
声
膜
に
於
て
表
在
性
の
潰

を
認
む

る
あ
り
又
声
膜
の
浮
腫
を
見
る
あ
り
（B

o
rst

）、
気
管
並
に
気
管
支
の
粘
膜
は
赤
く
腫
脹
し
多
量
の
粘
液
之
れ
を
蔽

ひ
、
粘
液
の
色
は
透
明
な
る
こ
と
あ
る
も
多
く
は
溷
濁
し
血
色
又
は
乳
白
色
乃
至
黄
色
を
帯
び
、
之
れ
に
混
ず
る
血
液

の
量
は
或
は
大
量
な
る
あ
り
或
は
少
量
な
る
あ
り
、
多
く
は
気
管
支
の
分
支
を
重
ぬ
る
に
従
ひ
其
の
量
を
増
す

（W
in
tern
itz

）。

義
膜
の
形
成
は
之
れ
を
見
る
こ
と
あ
る
も
（O

b
ern
d
o
rfer;

C
o
ra
y
;
B
o
rst;

三
田
村
及
佐
藤
）「
チ
ブ
テ
リ
ア
」
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の
如
く
強
く
形
成
す
る
こ
と
な
く
（O

b
ern
d
o
rfer;

S
ch
m
o
rl;
W
h
ittin
g
h
a
m
&
S
im
s

）
粘
液
性
の
滲
出
物
は
多

く
の
場
合
容
易
く
剝
離
し
、
之
れ
を
除
け
ば
粘
膜
著
し
く
充
血
し
、
各
処
に
散
在
性
に
暗
赤
色
の
斑
点
を
認
め

（G
la
n
s a
n
d F
ritsch

e;
F
ild
es;
H
ery
o
g a
n
d M

a
rch
a
n
d
;
B
a
k
er a
n
d T
h
o
m
p
so
n
;
W
h
ittin
g
h
a
m
 
a
n
d

 
S
im
s

）
小
潰

を
認
む
る
こ
と
あ
る
も
其
の
度
著
し
か
ら
ず
（W

eg
elin

）。
気
管
支
の
小
分
枝
に
至
れ
ば
其
の
腫
脹

著
し
く
、
腔
内
に
蓄
積
せ
る
滲
出
物
の
量
も
益
々
増
加
し
肺
の
切
断
面
に
腫
脹
せ
る
気
管
支
の
漿
液
性
粘
液
性
に
し
て

血
色
を
帯
ぶ
る
内
容
を
含
み
て
突
出
せ
る
を
認
む
る
は
注
目
に
値
す
べ
し
（M

en
etrier;

T
o
rry a

n
d G
ro
sch
e;

W
o
lb
a
ch
;

三
田
村
及
佐
藤
）
而
し
て
此
の
変
化
は
最
も
急
性
な
る
病
型
に
於
て
最
も
著
明
に
認
む
る
変
化
な
る
も
、

数
週
の
経
過
の
後
死
し
た
る
例
に
於
て
も
同
様
の
変
化
は
認
め
ら
る
、
只
其
の
滲
出
物
は
経
過
と
共
に
膿
様
と
な
り
、

殊
に
其
の
膿
様
と
な
る
こ
と
の
著
し
き
は
毛
細
気
管
支
に
し
て
多
く
膿
様
の
滲
出
物
の
為
め
に
拡
張
せ
ら
れ
、
粘
膜
も

亦
暗
赤
色
と
な
る
。

之
等
の
変
化
を
組
織
学
的
に
観
察
す
る
に
最
も
多
く
見
る
変
化
は
粘
膜
の
損
傷
に
し
て
、
斑
点
状
に
表
皮
細
胞
は
剝

離
し
、
之
れ
を
覆
ふ
に
赤
血
球
粘
液
、
少
量
の
繊
維
素
並
に
核
の
破
片
よ
り
な
る
滲
出
物
を
以
て
す
、
然
れ
ど
も
其
の

損
傷
は
気
管
に
於
て
は
時
に
深
く
し
て
軟
骨
膜
炎
す
ら
見
る
と
云
ふ
も
の
あ
る
も
（S

y
m
m
ers;

B
ern
h
a
rd
t a
n
d

 
M
ey
er;
G
ru
b
er a
n
d S
ch
a
d
el

）
百
三
十
三
例
中
一
例
す
ら
見
ざ
り
し
と
云
ふ
も
の
も
あ
り
（B

o
rst

）
多
く
は
浅

く
し
て
粘
膜
下
組
織
に
及
ぶ
こ
と
稀
な
り
。

尚
著
明
な
る
は
粘
膜
下
組
織
の
浮
腫
並
に
充
血
に
し
て
時
と
し
て
血
管
破
壊
し
、
粘
膜
下
に
溢
血
を
認
め
得
べ
し
。

而
し
て
之
等
の
変
化
は
其
の
最
も
軽
微
な
る
も
の
と
其
の
最
も
強
度
の
も
の
と
は
同
じ
肺
に
於
て
屢
々
同
時
に
見
る

処
に
し
て
、
其
の
最
も
早
期
の
変
化
と
見
る
べ
き
は
表
皮
細
胞
の
無
造
構
と
な
る
こ
と
に
し
て
原
形
質
は
通
常
の
顆
粒
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性
を
失
ふ
、
此
の
時
期
の
滲
出
物
は
漿
様
性
に
し
て
多
少
の
粘
液
を
混
じ
、
粘
膜
下
組
織
の
血
管
は
弩
張
著
し
。
此
の

変
化
進
め
ば
表
皮
細
胞
は
剝
離
し
粘
膜
下
の
血
管
は
益
々
弩
張
し
、
管
内
に
突
出
し
、
滲
出
物
は
粘
液
性
を
増
し
、
核

の
破
片
、
剝
離
せ
る
表
皮
細
胞
と
共
に
赤
血
球
に
富
む
に
至
る
。
此
の
壊
死
性
の
変
化
は
上
記
の
如
く
深
部
に
至
る
こ

と
稀
な
る
も
時
と
し
て
粘
膜
下
組
織
に
及
び
進
み
て
筋
肉
層
に
も
達
す
る
こ
と
あ
り
。

早
期
に
於
て
著
し
き
事
実
は
多
核
白
血
球
の
浸
潤
を
欠
如
す
る
こ
と
に
し
て
破
壊
作
用
進
み
て
壊
疽
性
と
な
る
時
初

め
て
粘
膜
及
び
粘
膜
下
に
浸
潤
表
は
れ
、
滲
出
物
に
も
白
血
球
を
混
じ
膿
様
と
な
る
、
次
い
で
単
核
白
血
球
、
筋
肉
層

並
に
粘
膜
組
織
中
に
瀰
蔓
性
又
は
限
局
性
の
浸
潤
と
な
り
て
表
は
る
。

W
in
tern
itz etc

;
G
la
n
s a
n
d F
ritsch

e

）
之
等
の
変
化
は
気
管
支
の
分
枝
を
重
ね
末
梢
に
至
る
に
従
ひ
其
の
度

を
増
す
を
認
む
べ
く
、
毛
細
気
管
支
の
破
壊
作
用
は
遂
に
周
囲
の
肺
胞
に
も
及
ぶ
べ
し
。

而
し
て
刺
戟
物
の
消
失
と
共
に
気
管
支
並
に
毛
細
気
管
支
に
於
て
治
癒
的
の
変
化
表
は
れ
、
粘
膜
の
破
壊
深
く
し
て

周
囲
の
肺
胞
に
及
び
大
小
の
膿

を
作
る
に
至
る
場
合
も
、
又
浅
く
し
て
全
く
表
在
性
な
る
も
、
何
れ
に
も
同
様
に
肉

芽
組
織
表
は
れ
、
結
締
新
生
細
胞
、
表
皮
細
胞
並
に
毛
細
管
の
内
皮
細
胞
に
於
て
核
の
分
裂
像
を
認
め
得
べ
し

（W
in
tern
itz

）。

要
す
る
に
気
管
並
に
気
管
支
の
変
化
は
数
週
間
急
性
の
状
態
を
継
続
す
る
も
其
の
破
壊
作
用
は
概
し
て
表
在
性
に
留

ま
れ
ど
も
軟
骨
環
を
有
せ
ざ
る
末
梢
小
分
枝
に
至
れ
ば
其
の
破
壊
作
用
深
く
且
つ
広
き
を
見
る
は
此
の
疾
病
の
特
色
と

す
、
尚
末
梢
気
管
支
の
変
化
に
就
き
て
は
後
段
再
び
記
載
す
る
所
あ
る
べ
し
。

二
、
肺
の
変
化

本
病
の
早
期
に
於
て
臨
床
的
に
全
身
症
状
を
伴
ふ
気
管
炎
並
に
気
管
支
炎
を
以
て
初
ま
り
、
此
の
症
状
数
日
に
し
て
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稍
々
軽
快
し
、
次
い
で
肺
炎
症
状
を
起
す
も
の
と
発
病
と
共
に
軽
快
の
時
期
の
介
在
す
る
こ
と
な
く
直
に
肺
炎
の
症
状

を
呈
す
る
も
の
と
あ
り
て
前
者
を
本
病
の
本
型
と
な
し
、
即
ち
数
日
に
し
て
軽
快
と
な
る
烈
し
き
全
身
症
状
を
伴
ふ
も

の
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
本
来
の
症
候
と
な
し
、
之
れ
に
よ
り
て
麻
疹
の
如
く
全
身
特
に
肺
の
抵
抗
力
を
減
じ
肺
炎

を
併
発
す
べ
し
と
な
す
も
の
あ
り
（O

b
ern
d
o
rfer;

M
a
cC
a
llu
m
 
etc

）
此
の
点
に
関
し
て
は
今
日
尚
定
説
な
く
、

病
理
解
剖
的
の
変
化
に
於
て
は
極
め
て
軽
微
の
症
候
を
以
て
治
癒
せ
る
も
の
は
気
管
並
に
気
管
支
の
変
化
に
止
ま
り
、

重
症
の
場
合
に
の
み
肺
の
実
質
の
変
化
を
見
る
と
云
ふ
如
き
を
見
る
に
由
な
く
極
め
て
早
期
の
も
の
に
て
死
の
転
帰
を

と
り
た
る
も
の
に
も
肺
の
変
化
を
伴
ひ
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
解
剖
像
の
中
に
最
も
注
目
を
引
く
所
な
り
。

而
し
て
其
の
変
化
の
多
趣
多
様
な
る
は
本
病
解
剖
像
の
特
色
と
せ
ら
れ
、
従
つ
て
之
れ
を
分
類
記
載
す
る
こ
と
甚
だ

困
難
に
し
て
、
仮
り
にO

b
ern
d
o
rfer;

W
in
tern
itz

の
例
に
な
ら
ひ
大
体
発
病
よ
り
の
時
期
を
追
ひ
て
其
の
変
化
を

辿
り
、
其
の
最
も
急
性
の
場
合
に
見
る
変
化
と
然
ら
ざ
る
も
の
に
見
る
変
化
と
を
分
ち
て
記
載
す
る
こ
と
と
せ
り
。
必

ず
し
も
此
の
方
法
を
最
良
な
り
と
し
て
採
用
せ
る
に
も
あ
ら
ず
只
記
載
の
便
宜
の
為
め
に
、
多
少
人
工
的
に
分
類
せ
る

傾
き
な
き
に
あ
ら
ず
。
即
ち
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
肺
に
於
て
見
る
変
化
は
何
れ
の
時
期
に
於
て
も
各
種
の
変
化
錯

綜
し
て
存
し
、
肺
の
浮
腫
、
出
血
、
出
血
性
梗
塞
、
気
管
支
肺
炎
、
小
葉
性
肺
炎
、
全
葉
性
肺
炎
、
壊
疽
、
膿

脱
疽

等
其
の
主
な
る
も
の
に
し
て
、
出
血
は
何
れ
の
時
期
に
於
て
も
存
し
其
の
特
色
の
一
な
り
。

以
下
時
期
を
追
ふ
て
記
載
す
る
に
、

最
も
急
性
に
し
て
電
撃
性
な
る
場
合

早
期
に
見
る
変
化
、
浮
腫
、
出
血
、
並
に
壊
死
を
以
て
特
有
の
変
化
と
す
る
も
の
比
較
的
多
く
（O

b
ern
d
o
rfer;

S
y
m
m
er;
W
in
tern
itz etc

）
肺
は
一
般
に
赤
く
腫
脹
し
、
漿
液
に
富
み
、
外
部
よ
り
見
て
最
も
著
明
な
る
は
大
小
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の
出
血
斑
に
し
て
、
小
出
血
斑
は
其
の
色
鮮
紅
色
に
し
て
肺
の
各
所
に
見
る
べ
く
、
大
出
血
斑
は
形
種
々
に
し
て
其
の

色
紫
色
乃
至
暗
赤
色
を
呈
し
最
も
多
く
肺
の
下
部
に
見
ら
る
、
肺
尖
部
及
び
前
縁
部
に
於
て
は
之
れ
ら
の
出
血
斑
を
見

る
こ
と
少
し
。

肺
は
其
の
硬
度
を
増
す
と
雖
も
格
魯
布
肺
炎
に
比
し
軟
弱
に
し
て
柔
か
き
筋
肉
の
如
く
其
の
質
脆
か
ら
ず
、
切
る
に

抵
抗
な
く
、
切
れ
ば
直
に
切
断
面
よ
り
舎
利
別
様
、
赤
色
の
漿
液
表
は
れ
全
面
を
蔽
ふ
べ
し
。
断
面
に
於
て
は
外
面
の

出
血
斑
に
相
当
し
て
浸
潤
表
は
れ
浸
潤
少
き
部
分
は
其
の
硬
度
著
し
か
ら
ず
、
他
の
部
分
よ
り
陥
没
し
、
肺
胞
内
の
漿

液
直
に
去
り
て
間
質
は
灰
白
色
の
線
又
は
点
と
な
り
て
突
出
す
べ
し
。

浸
潤
甚
だ
し
き
部
分
は
其
の
硬
化
著
明
に
し
て
赤
肝
化
又
は
屢
々
脾
臓
化
の
状
態
を
示
す
。
而
し
て
之
れ
ら
の
硬
化

内
の
小
気
管
支
、
毛
細
気
管
支
の
断
端
よ
り
膿
様
物
質
の
圧
出
し
得
ら
れ
、
気
管
支
の
変
化
の
項
に
於
て
記
載
せ
る

気
管
支
炎
、
毛
細
気
管
支
炎
の
発
生
を
示
す
も
の
な
り
。

之
れ
を
硬
化
の
屢
々
基
底
を
肋
膜
に
向
け
た
る
楔
状
を
成
し
、
恰
も
梗
塞
の
像
を
示
す
こ
と
あ
り
、
此
の
形
成
に
関

し
て
は
学
者
間
に
種
々
説
あ
り
、
或
は
病
原
の
分
布
先
づ
血
液
内
に
あ
り
て
肺
の
血
管
に
炎
症
を
生
じ
栓
塞
を
形
成
し

梗
塞
を
作
る
と
云
ひ
（O

b
ern
d
o
rfer

）
或
は
血
管
の
損
傷
は
肺
以
外
に
あ
り
て
（
例
へ
ば
副
鼻
腔
を
走
る
静
脈
又
は

腸
骨
静
脈
等
）
之
れ
よ
り
発
し
た
る
血
栓
肺
に
来
た
り
て
梗
塞
を
作
る
と
言
ひ
其
の
説
明
未
だ
一
致
を
見
ず
と
雖
も

O
b
ern
d
o
rfer

の
説
に
は
反
対
す
る
も
の
多
し
（B

o
rst

）。

以
上
の
変
化
を
組
織
学
的
に
観
察
し
、
先
づ
間
質
の
変
化
を
見
る
に
、
肋
膜
下
の
結
締
織
は
肥
厚
し
、
繊
維
間
の
間

は
拡
張
し
、
或
は
空
虚
の
囊
状
に
変
化
し
、
其
の
中
に
凝
固
せ
る
漿
液
を
充
た
し
、
血
管
は
充
血
著
し
、
而
し
て
此

の
変
化
は
、
肋
膜
下
組
織
よ
り
小
葉
の
間

を
経
て
内
部
に
進
み
血
管
並
に
気
管
支
の
周
囲
に
於
て
特
に
著
し
く
顕
は
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る
、
肺
胞
は
大
小
不
同
に
し
て
或
は
萎
縮
し
或
は
拡
張
し
、
拡
張
せ
る
も
の
は
其
の
内
部
に
漿
液
性
の
滲
出
物
を
充
し
、

肺
胞
壁
を
走
る
毛
細
血
管
は
著
し
く
弩
張
し
、
肺
胞
の
表
皮
は
一
部
又
は
全
部
剝
離
し
て
弩
張
せ
る
毛
細
血
管
の
み
肺

胞
を
囲
む
境
界
と
な
る
こ
と
あ
り
。
滲
出
物
の
漿
液
少
な
く
繊
維
素
に
富
む
時
は
肺
胞
の
壁
は
充
血
甚
だ
し
か
ら
ず
赤

血
球
の
混
ず
る
こ
と
少
な
き
も
、
一
般
に
滲
出
物
に
赤
血
球
を
混
ず
る
こ
と
多
く
其
の
極
端
な
る
も
の
は
滲
出
物
全
部

赤
血
球
よ
り
成
り
殆
ん
ど
血
塊
に
等
し
く
肺
胞
を
充
た
す
こ
と
あ
り
。

滲
出
物
中
に
は
上
記
の
漿
液
、
繊
維
素
、
赤
血
球
の
外
、
剝
離
せ
る
肺
胞
表
皮
細
胞
、
稀
に
多
核
白
血
球
を
認
め
得

べ
し
、
而
し
て
之
れ
を
混
ず
る
割
合
は
種
々
に
し
て
或
は
個
々
の
成
分
の
単
純
に
来
る
こ
と
あ
り
或
は
各
混
じ
て
来
る

こ
と
あ
り
（W

in
tern
itz

）。

更
に
著
明
な
る
変
化
は
末
梢
の
毛
細
気
管
支
に
表
は
る
る
変
化
に
し
て
、
多
く
拡
張
し
て
周
囲
の
肺
胞
を
圧
し
、
其

の
表
皮
は
多
く
壊
死
に
陥
り
、
大
気
管
支
に
於
け
る
が
如
く
表
皮
細
胞
に
止
ま
ら
ず
し
て
毛
細
気
管
壁
全
部
に
拡
が
り
、

之
れ
を
超
え
て
尚
周
囲
に
及
び
、
肺
胞
の
壁
に
も
壊
死
の
生
ず
る
こ
と
は
他
の
急
性
の
肺
炎
に
於
て
多
く
見
ら
れ
ざ
る

所
に
し
て
、
恰
も
刺
戟
性
の
瓦
斯
に
曝
露
せ
る
時
に
見
る
変
化
に
同
じ
く
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
見
る
注
目
す
べ
き

変
化
の
一
な
り
（W
in
tern
itz etc

）
此
の
壊
死
の
及
ぼ
す
影
響
は
此
の
変
化
の
程
度
に
よ
り
て
異
な
り
、
壊
死
甚
だ

し
く
し
て
之
れ
に
伴
ふ
成
形
的
の
反
応
の
未
だ
強
か
ら
ざ
る
時
は
破
壊
し
て
間
質
の
気
腫
を
作
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
に
間
々
間
質
性
の
気
腫
を
見
る
は
此
の
理
に
由
る
（B

erk
ley a

n
d C
o
en
;
H
a
ll,
S
to
n
e a
n
d S
y
m
p
to
n

）。

要
す
る
に
急
性
に
し
て
電
撃
性
の
も
の
は
漿
様
性
出
血
性
壊
死
性
の
肺
炎
に
し
て
一
見
「
ペ
ス
ト
」
の
肺
炎
の
如
し

（S
y
m
m
ers

）
こ
と
に
小
気
管
支
毛
細
気
管
支
に
於
て
甚
だ
し
。

経
過
の
稍
長
き
場
合
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前
述
の
変
化
の
稍
時
期
を
経
過
し
た
る
も
の
と
認
め
得
べ
き
は
、
漿
液
性
、
出
血
性
、
壊
死
性
の
炎
症
は
漸
く
減
退

し
、
細
胞
性
浸
潤
之
れ
に
代
り
、
病

は
前
者
の
如
く
広
汎
性
に
あ
ら
ず
し
て
稍
限
局
に
傾
き
た
る
も
の
に
し
て
、
其

の
硬
度
も
一
般
に
強
く
赤
肝
化
よ
り
灰
白
肝
化
に
移
り
、
色
は
浸
潤
細
胞
と
血
液
並
に
漿
液
の
多
少
に
よ
り
て
異
な
り
、

暗
赤
色
乃
至
赤
色
、
灰
白
色
を
呈
す
。

浸
潤
は
散
在
性
に
小
葉
性
な
る
あ
り
、
数
個
の
小
葉

の
融
合
せ
る
あ
り
、
更
に
殆
ん
ど
全
葉
に
瀰
蔓
せ
る
あ
り
、

散
在
性
の
小
葉
性
肺
炎
は
一
般
に
肺
の
上
部
に
多
く
留
針
大
の
灰
白
又
は
淡
紅
乃
至
赤
色
を
呈
す
る
無
数
の
斑
点
と
し

て
表
は
れ
円
形
又
は
多
角
形
に
し
て
、
中
心
に
微
小
な
る
開
口
又
は
陥
没
を
認
め
得
べ
く
、
恰
も
粟
粒
結
核
に
於
け
る

像
に
似
た
り
。
融
合
性
の
も
の
は
肺
の
下
部
に
於
て
多
く
見
ら
れ
、
米
粒
乃
至
鶏
卵
大
に
し
て
、
時
に
全
葉
に
瀰
蔓
せ

る
あ
り
て
多
く
は
下
葉
に
認
め
、
一
見
格
魯
布
性
肺
炎
の
変
化
に
類
似
せ
る
も
仔
細
に
之
れ
を
検
す
れ
ば
彼
の
如
く
全

く
平
等
灰
白
色
細
顆
粒
を
呈
す
る
も
の
は
稀
有
に
し
て
多
く
は
不
平
等
に
し
て
小
葉
性
に
侵
さ
れ
た
る
も
の
が
相
密
接

し
て
広
汎
性
を
な
せ
る
も
の
な
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
を
得
べ
し
と
雖
も
時
と
し
て
全
く
全
葉
性
の
も
の
と
区
別
し
得

ざ
る
場
合
な
き
に
あ
ら
ず
（O

p
ie,
F
reem

a
n
n
,
B
la
k
e a
n
d R
iv
ers;

W
o
o
lstrn a

n
d C
o
n
ley
;
S
to
n
e a
n
d

 
S
co
ift

）。

電
撃
性
の
も
の
に
比
す
れ
ば
、
断
面
に
表
は
る
る
滲
出
液
の
量
は
明
か
に
減
少
し
、
特
に
浸
潤
の
甚
だ
し
か
ら
ざ
る

部
分
に
於
て
は
其
の
差
異
甚
だ
し
。
而
し
て
浸
潤
部
よ
り
出
づ
る
滲
出
液
も
粘
稠
の
度
を
増
し
溷
濁
を
帯
ぶ
る
に
至
り
、

気
管
支
並
に
毛
細
気
管
支
よ
り
圧
出
す
る
滲
出
液
も
亦
濃
厚
な
る
膿
様
を
呈
す
る
に
至
る
。

而
し
て
之
れ
ら
の
浸
潤
は
次
い
で
軟
化
に
赴
き
、
大
小
の
膿

乃
至
脱
疽
を
形
成
し
、
其
の
内
容
排
泄
せ
ら
れ
て
大

小
の
空
洞
を
造
る
を
見
る
べ
し
。
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之
れ
を
組
織
学
的
に
観
察
し
、
変
化
の
最
も
少
な
き
部
分
を
見
る
に
肺
胞
の
滲
出
液
は
減
退
を
示
し
、
壁
の
充
血
甚

だ
し
か
ら
ずW

in
tern
itz

に
よ
れ
ば
肺
胞
内
の
最
も
注
目
を
引
く
変
化
は
剝
脱
せ
る
肺
胞
表
皮
細
胞
の
内
腔
を
満
す

に
拘
は
ら
ず
、
其
の
壁
は
定
型
的
の
表
皮
細
胞
を
有
し
表
は
細
胞
の
再
生
を
認
む
る
を
得
べ
く
、
早
期
に
於
け
る
破
壊

作
用
の
甚
だ
し
か
ら
ざ
る
所
に
於
て
は
速
に
再
生
の
行
は
る
る
を
示
す
も
の
に
て
、
疾
病
の
初
め
に
当
り
て
刺
戟
物
の

肺
を
広
汎
性
に
浸
襲
し
た
る
証
左
と
も
な
る
べ
く
此
の
第
一
次
的
の
変
化
の
消
失
と
共
に
硬
化
浸
潤
は
種
々
の
型
に
於

て
各
所
に
限
局
す
る
に
至
り
し
も
の
な
る
べ
し
と
云
ふ
。

か
く
の
如
く
軽
微
な
る
変
化
を
示
す
局
所
に
於
て
も
気
管
支
並
に
毛
細
気
管
支
は
拡
張
し
多
核
白
血
球
剝
脱
せ
る
表

皮
並
に
細
菌
に
よ
り
て
満
た
さ
る
。

肺
の
変
化
の
甚
だ
し
き
部
分
を
見
る
に
、
滲
出
物
は
膿
様
と
な
り
、
多
核
白
血
球
に
富
み
、
肺
胞
の
壁
は
多
く
壊
死

に
陥
り
、
既
に
膿

を
作
り
、
其
の
内
容
排
出
せ
ら
れ
て
空
洞
を
な
す
も
の
を
見
れ
ば
其
の
壁
に
於
て
其
の
変
化
の
順

序
を
見
る
を
得
べ
く
、
最
も
変
化
の
少
な
き
周
囲
の
肺
組
織
に
於
て
は
肺
胞
内
に
漿
様
の
滲
出
物
を
充
た
し
壁
の
血
管

の
充
血
甚
だ
し
く
、
次
い
で
多
核
白
血
球
に
富
む
層
に
移
り
、
此
の
白
血
球
は
肺
胞
内
容
の
大
部
分
を
な
す
の
み
な
ら

ず
肺
胞
壁
、
血
管
の
周
囲
の
間
質
に
も
浸
潤
す
、
更
に
内
部
に
進
め
て
全
く
壊
死
の
層
と
な
る
。

繊
維
素
の
析
出
は
一
般
に
多
量
な
ら
ず
と
の
報
告
多
くG

ru
b
er
 
u
n
d
 
S
ch
a
d
el

は
之
れ
に
重
き
を
置
きS

ch
o
p
-

p
ler

は
之
れ
に
反
対
し
、
岡
崎
、
藤
井
両
氏
は
早
期
に
表
は
れ
ず
し
て
時
期
を
経
過
す
る
と
共
に
発
現
す
と
な
せ

り
。

（
附
）
尚
以
上
の
肺
の
変
化
を
種
々
に
分
類
す
る
企
あ
りO

b
ern
d
o
rfer

は
時
期
に
よ
り
て
分
類
し
四
型
を
分
ち
、

一
、
出
血
。
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二
、
滲
出
性
肺
炎
型
は
小
葉
性
大
葉
性
等
種
々
あ
り
、
性
質
は
寧
ろ
加
答
児
性
剝
離
性
な
り
。

三
、
化
膿
性
気
管
支
炎
、
次
い
で
気
管
支
拡
張
に
導
き
膿

を
作
る
。

四
、
血
栓
性
膿

、
楔
状
の
膿

等
之
れ
に
属
す
。

G
ru
b
er u
n
d S
ch
a
d
el

は
、

一
、
繊
維
素
性
、
化
膿
性
気
管
支
炎

二
、
出
血
性
、
化
膿
性
気
管
支
肺
炎
の
二
型
を
分
類
し
、

B
o
rst

は
分
類
に
最
も
努
力
す
る
所
あ
り
、
一
次
的
の
変
化
と
二
次
的
の
変
化
と
を
分
ち
、

一
次
的
の
変
化

一
、
散
在
性
気
管
支
肺
炎

二
、
融
合
性
気
管
支
肺
炎
並
に
瀰
蔓
性
肺
炎
と
な
し

其
の
性
質
は
初
め
漿
様
性
出
血
性
に
し
て
次
い
で
加
答
児
性
化
膿
性
と
な
る
と
し

二
次
的
の
変
化
は
化
膿
に
よ
る
軟
化
に
し
て
、

一
、
散
在
性
の
気
管
支
肺
炎
の
軟
化
に
よ
り
て
生
じ
た
る
膿
胞
に
し
て
節
状
に

孔
を
見
る
。

二
、
気
管
支
並
に
其
の
周
囲
の
肺
実
質
共
に
軟
化
し
た
る
場
合
に
し
て
分
枝
状
の
膿

を
生
ず
。

三
、
結
締
織
の
間
質
の
軟
化
に
し
て
其
の
基
礎
は
淋
巴
管
炎
な
り
。

四
、
化
膿
性
動
脈
炎
及
び
静
脈
炎
。

五
、
血
管
閉
塞
に
よ
る
梗
塞
よ
り
次
い
で
壊
死
に
陥
れ
る
も
の
に
し
てP

n
eu
m
o
n
ia d
isceca

n
s

を
示
す
。

H
ery
o
g u
n
d M
a
rch
a
n
d

は
、
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一
、
細
小
な
る
多
発
性
の
気
管
支
肺
炎
。

粟
粒
結
核
に
類
す
る
も
の
に
し
て
、
中
心
に
小
開
口
を
有
し
圧
す
れ
ば
黄
色
な
る
小
栓
を
突
出
す
べ
く
、
上
葉

並
に
下
葉
に
広
く
散
在
す
、
組
織
学
的
に
は
肺
胞
並
に
毛
細
気
管
支
の
表
皮
細
胞
の
増
殖
を
見
る
べ
く
、
此
の

増
殖
せ
る
表
皮
細
胞
は
白
血
球
の
浸
潤
を
受
け
、
白
血
球
は
肺
胞
内
を
満
し
気
管
支
の
壁
に
は
、「
プ
ラ
ス
マ
」

細
胞
の
蓄
積
あ
り
、
之
等
の
あ
る
も
の
は
新
生
せ
る
結
締
織
に
よ
り
て
満
た
さ
れ
閉
鎖
性
毛
細
気
管
支
炎
を
起

す
。

二
、
多
発
性
融
合
性
小
葉
性
肺
炎
。

肺
の
全
部
に
存
す
る
も
下
葉
に
於
て
最
も
多
し
。

三
、
膿

性
気
管
支
肺
炎
。

麻
粒
乃
至
小
豌
豆
大
に
し
て
拡
大
せ
る
膿
様
の
分
泌
物
を
以
て
満
た
さ
れ
た
る
気
管
の
近
く
に
最
も
多
く
認
め

ら
れ
、
肺
の
各
処
に
見
る
べ
し
、
而
し
て
之
れ
ら
の
場
合
に
は
多
く
連
鎖
球
菌
を
認
め
得
た
り
。

四
、
脱
疽
形
成
。

前
者
の
大
な
る
型
に
し
て
上
葉
及
び
下
葉
共
に
肺
炎
の
浸
潤
あ
る
所
に
生
ず
る
壊
死
に
て
内
容
排
出
せ
ら
れ
空

洞
を
作
る
こ
と
あ
り
。

五
、
化
膿
性
淋
巴
管
炎
並
に
間
質
性
化
膿
性
肺
炎
。

黄
色
の
線
状
を
な
し
て
存
し
肺
の
大
部
分
に
広
が
る
こ
と
あ
り
、
小
肺
葉
の
間
を
通
じ
て
肋
膜
面
に
至
り
化
膿

性
の
肋
膜
炎
を
起
す
、
此
の
際
も
連
鎖
状
球
菌
を
大
量
に
見
る
。

六
、
広
汎
性
出
血
性
浸
潤
。
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多
く
は
両
下
葉
に
見
、
時
と
し
て
上
葉
に
も
見
る
。

七
、
肺
葉
性
繊
維
素
肺
炎
。

双
球
菌
に
よ
る
も
の
に
し
て
一
例
に
は
両
側
に
存
し
他
の
格
魯
布
性
の
も
の
よ
り
軟
化
す
る
傾
向
あ
り
。

而
し
て
之
れ
ら
の
変
化
は
皆
気
管
支
よ
り
初
ま
れ
る
を
知
る
べ
し
。

B
u
sse

は
融
合
性
小
葉
性
肺
炎
の
一
型
を
認
め
出
血
性
梗
塞
の
形
を
と
る
も
の
は
炎
症
の
甚
だ
し
き
場
合
に
と
る
形

と
な
し
、
一
般
に
化
膿
す
る
傾
向
あ
り
て
大
小
の
膿

を
作
る
と
せ
り
。

三
、
肋
膜
の
変
化

肋
膜
下
の
出
血
は
多
く
の
例
に
於
て
見
る
所
に
し
て
小
な
る
は
留
針
頭
大
よ
り
、
大
な
る
は
一
〇
粍
の
直
径
を
有
し

不
規
則
の
形
状
を
示
す
も
概
し
て
丸
く
、
多
少
小
出
血
斑
融
合
す
る
こ
と
多
く
、
時
と
し
て
数
糎
の
直
径
を
有
す
る
大

出
血
斑
を
表
は
す
こ
と
あ
り
、
肺
の
各
所
に
於
て
見
る
も
上
肺
葉
に
は
一
般
に
少
し
。

肋
膜
面
は
滑
沢
に
し
て
特
に
炎
症
を
示
さ
ざ
る
も
の
あ
る
も
、
多
く
肺
の
変
化
に
伴
ひ
炎
症
を
呈
し
繊
維
素
性
の
炎

症
を
示
す
こ
と
あ
り
、
或
は
化
膿
性
炎
症
を
起
す
こ
と
あ
り
、
多
く
は
肺
の
浸
潤
部
を
覆
ふ
部
分
に
於
て
見
ら
る
る
も
、

稀
に
瀰
蔓
性
に
浸
潤
を
呈
せ
る
も
の
に
し
て
其
の
肋
膜
面
平
滑
な
り
し
も
又
屢
々
之
れ
を
見
る
。

肋
膜
腔
内
に
滲
出
液
の
蓄
積
を
見
る
は
割
合
に
多
数
に
し
て
多
く
は
漿
液
な
る
も
時
と
し
て
膿
様
と
な
り
て
膿
胸
の

形
成
を
見
る
こ
と
あ
り
。

○
呼
吸
器
系
統
の
変
化
と
細
菌
と
の
関
係

病
原
を
定
む
る
に
当
り
て
一
定
の
病
変
と
一
定
の
病
原
体
と
の
間
に
密
接
な
る
関
係
の
存
す
る
を
見
る
に
至
ら
ず
病

原
決
定
の
上
に
最
も
有
力
な
る
根
拠
を
得
る
こ
と
と
な
る
べ
き
を
以
て
、
病
原
の
未
だ
確
定
せ
ら
れ
ざ
る
今
次
の
流
行
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に
際
し
て
は
学
者
の
力
を
最
も
多
く
用
ひ
し
は
此
の
点
に
し
て
即
ち
、

一
、
一
定
の
病
変
に
は
常
に
一
定
の
細
菌
を
見
る
か
、

二
、
一
定
の
時
期
（
例
へ
ば
早
期
）
に
於
て
一
定
の
細
菌
を
認
め
其
の
時
期
を
経
過
す
る
に
至
れ
ば
他
の
各
種
の
細

菌
を
認
む
る
如
き
状
態
を
証
明
し
得
る
か
の

二
点
に
向
つ
て
全
力
を
尽
し
た
る
の
観
あ
り
、
嘗
て
パ
イ
フ
エ
ル
氏
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
特
有
な
る
変
化
に
は

殆
ん
ど
常
に
純
培
養
の
状
態
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
を
認
め
た
り
と
の
報
告
あ
る
を
以
て
学
者
は
先
づ
同
菌
に
注

目
し
、
或
は
組
織
学
的
に
或
は
細
菌
学
的
に
之
れ
が
検
索
に
努
む
る
所
あ
り
、
独
逸
に
於
て
はM

a
n
d
elb
a
u
m

先
づ

O
b
ern
d
o
rfer

の
解
剖
例
に
つ
き
て
「
イ
」
菌
を
気
管
並
に
気
管
支
に
検
索
し
之
れ
を
発
見
し
得
ざ
り
し
と
の
報
告
よ

り
学
界
に
興
昧
を
起
し
、O

b
ern
d
o
rfer

は
之
れ
よ
り
論
を
立
て
前
記
の
如
く
未
知
の
病
原
体
は
恐
ら
く

桃
腺
よ
り

血
管
に
侵
入
し
、
殊
に
肺
の
血
管
内
に
炎
症
を
生
じ
之
れ
よ
り
梗
塞
を
生
じ
肺
の
組
織
を
し
て
、
種
々
醸
膿
菌
に
発
育

の
良
培
養
を
附
与
せ
し
め
之
れ
に
よ
り
て
種
々
の
二
次
的
の
現
象
を
な
す
も
の
な
る
べ
し
と
し
、S

im
m
o
n
d
s

は
化

膿

に
は
常
に
連
鎖
状
球
菌
を
認
め
「
イ
」
菌
と
の
混
合
伝
染
と
な
し
、G

ru
b
er u
n
d S
ch
a
d
el

は
肺
及
び
肋
膜
の

化
膿
部
よ
り
肺
炎
双
球
菌
又
は
連
鎖
双
球
菌
を
分
離
し
、
之
れ
ら
の
毒
性
増
進
に
よ
り
て
病
原
体
と
な
り
し
も
の
と
な

す
。

D
ietrich

は
吾
々
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
と
認
む
る
「
イ
」
菌
は
主
と
し
て
細
小
な
る
気
管
支
に
存
し
、

其
の
局
所
に
対
す
る
作
用
は
毛
細
気
管
支
炎
、
気
管
支
肺
炎
の
如
き
炎
症
の
外
、
血
管
を
犯
す
こ
と
に
し
て
或
は
浮
腫

を
起
し
或
は
充
血
乃
至
溢
血
を
起
し
、
重
症
に
至
れ
ば
双
球
菌
、
連
鎖
状
球
菌
の
混
合
伝
染
を
生
ず
と
し
、F

isch
er

は
気
管
支
炎
を
以
て
第
一
次
の
疾
病
と
し
種
々
の
肺
炎
を
第
二
次
と
な
し
細
菌
学
的
の
検
査
を
行
ひ
た
り
し
も
遂
に
病
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原
体
を
不
明
と
せ
り
。

B
en
ek
e

も
之
れ
を
承
認
し
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
中
に
は
明
か
に
連
鎖
状
球
菌
に
よ
る
肺
炎
あ
る
こ
と
を

追
加
し
、B

o
rst

はO
b
ern
d
o
rfer

の
血
行
よ
り
病
原
体
の
肺
に
進
む
を
反
対
し
肺
炎
は
常
に
小
気
管
支
と
関
係
を
保

ち
、
病
原
体
は
連
鎖
状
球
菌
、
葡
萄
状
球
菌
、
肺
炎
球
菌
の
第
二
次
的
感
染
の
素
質
を
作
る
も
の
な
る
べ
し
と
し
、
重

症
の
化
膿
性
肺
炎
、
結
締
織
間
壁
の
化
膿
、
化
膿
性
動
脈
炎
、
静
脈
炎P

n
eu
m
o
n
ia d
isceca

n
s

は
此
れ
ら
の
も
の

の
感
染
に
よ
る
も
の
と
せ
り
、B

in
d
er

はD
ietrich

の
業
績
に
疑
を
起
し
染
色
法
に
よ
り
て
肺
炎
の
病

よ
り
小
体

を
発
見
しP

rell

は
之
れ
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
体
な
る
べ
し
と
し
、B

u
sse

もB
o
st

の
如
く
化
膿
性
炎

症
を
連
鎖
状
球
菌
肺
炎
双
球
菌
時
と
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
に
よ
り
て
生
ず
る
二
次
的
感
染
に
し
て
一
次
の
病

原
体
は
未
知
な
り
と
せ
り
、
米
国
に
於
て
はW

o
lb
a
ch

の
如
き
は
早
期
に
於
て
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
の
み
を

純
培
養
の
状
態
に
証
明
し
時
期
を
経
過
す
る
と
共
に
他
の
菌
を
も
認
め
得
べ
し
と
な
し
「
イ
」
菌
を
証
明
す
る
時
に
限

り
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
特
有
の
変
化
即
ち
、
硝
子
様
繊
維
素
性
の
沈
着
を
肺
胞
壁
を
有
す
る
急
性
肺
胞
性
気
腫
を
呈

す
と
言
ふ
も
見
る
こ
と
能
は
ず
、
変
化
に
は
常
にM

a
cC
a
llu
m

は
証
明
す
る
菌
種
と
肺
の
変
化
に
つ
き
て
評
論
す
る

所
あ
り
、
連
鎖
状
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
間
質
を
犯
す
こ
と
「
イ
」
菌
に
よ
る
も
の
よ
り
も
甚
だ
し
と
云
ふ
も
劃
然
た
る

区
別
あ
る
に
あ
ら
ず
同
氏
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
麻
疹
の
如
く
他
の
未
知
の
病
原
体
あ
り
て
身
体
の
抵
抗
力
を
減

じ
、
二
次
的
に
「
イ
」
菌
、
肺
炎
双
球
菌
、
連
鎖
状
球
菌
、
葡
萄
状
球
菌
等
の
侵
入
し
て
肺
炎
を
起
す
も
の
な
る
べ
し

と
云
ひ
、
我
国
に
於
て
も
、
伊
藤
挺
氏
は
「
イ
」
菌
は
肺
組
織
に
六
九
％
に
於
て
証
明
し
発
病
後
一
週
以
内
の
肺
組
織

内
に
は
多
数
に
存
在
し
毛
細
気
管
支
内
又
は
肺
胞
内
に
游
離
し
或
は
白
血
球
内
、
肺
胞
上
皮
細
胞
内
又
は
其
の
脱
落
せ

る
も
の
の
内
或
は
上
皮
細
胞
間
に
見
得
る
も
発
病
後
十
五
日
目
及
二
十
日
目
の
肺
組
織
に
は
之
れ
を
検
索
す
る
に
甚
だ
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し
き
努
力
を
要
す
と
云
ひ
、
同
時
に
「
ラ
ン
ツ
エ
ツ
ト
」
型
を
な
せ
る
双
球
菌
を
有
す
る
も
の
又
六
二
％
あ
り
て
発
病

後
一
週
以
内
の
肺
組
織
に
於
て
は
其
の
数
少
数
に
し
て
一
週
間
以
後
の
肺
組
織
に
は
甚
だ
し
き
多
数
に
存
在
す
る
を
見

る
も
発
病
後
十
五
日
目
又
は
二
十
日
目
の
肺
組
織
に
於
て
は
比
較
的
少
数
な
る
を
見
た
り
、
此
の
外
グ
ラ
ム
陰
性
の
球

菌
を
四
六
％
に
肺
組
織
内
に
証
明
し
之
れ
を
綜
合
し
て
曰
く
過
半
は
混
合
伝
染
に
し
て
十
三
例
中
三
〇
％
は
「
イ
」
菌
、

グ
ラ
ム
陽
性
菌
、
グ
ラ
ム
陰
性
菌
の
混
合
伝
染
又
三
八
％
に
於
け
る
「
イ
」
菌
及
び
グ
ラ
ム
陽
性
双
球
菌
、
一
五
％
に

於
け
る
グ
ラ
ム
陽
性
双
球
菌
及
び
グ
ラ
ム
陰
性
双
球
菌
の
混
合
伝
染
に
し
て
唯
二
例
に
於
て
グ
ラ
ム
陽
性
双
球
菌
の
み

を
見
た
り
と
し
、
佐
多
愛
彦
氏
は
今
尚
不
明
の
一
新
病
原
体
な
る
か
或
は
肺
炎
双
球
菌
の
一
変
種
な
り
と
認
め

「
イ
」

菌
は
感
冒
及
び
肺
炎
の
病
原
と
認
む
べ
き
も
斯
る
感
冒
及
肺
炎
は
普
通
流
行
性
感
冒
の
一
特
種
型
と
見
る
べ
き
も
の
に

し
て
之
れ
を
世
界
流
行
型
感
冒
及
肺
炎
と
同
一
視
す
可
か
ら
ず
、
世
界
流
行
性
感
冒
性
肺
炎
は
極
め
て
特
異
な
る
出
血

性
細
胞
性
滲
出
性
肺
炎
（
大
葉
状
或
は
小
葉
状
）
の
形
を
な
し
、
屢
々
純
出
血

の
発
現
を
兼
ぬ
る
処
の
一
特
殊
型
肺

炎
な
る
も
「
イ
」
菌
に
よ
る
肺
炎
は
多
く
膿
様
気
管
支
炎
及
気
管
支
周
囲
炎
を
中
心
と
し
て
肺
胞
に
及
び
或
は
肺
胞
に

の
み
限
局
し
て
唯
気
胞
腔
内
の
み
な
ら
ず
、
亦
肺
胞
中
隔
に
及
ぼ
す
円
形
細
胞
浸
潤

と
な
り
て
現
は
れ
常
に
化
膿
の

傾
向
あ
る
細
胞
性
浸
潤
性
（
小
葉
状
）
気
管
支
肺
炎
の
形
を
と
る
、
一
異
型
肺
炎
な
り
と
し
「
イ
」
菌
は
汎
く
健
康
人

の
呼
吸
器
粘
膜
に
撒
布
せ
る
上
皮
寄
生
菌
に
し
て
他
の
原
因
に
よ
る
粘
膜
の
傷
害
に
乗
じ
大
に
繁
殖
し
て
屢
々
病
原
性

を
発
揮
す
る
に
至
る
も
の
な
る
べ
し
と
し
、
三
田
村
篤
志
郎
、
佐
藤
清
両
氏
は
肺
炎
菌
を
発
見
せ
る
例
は
全
例
の
約
三

分
の
二
、「
イ
」
菌
を
発
見
せ
る
も
の
は
約
三
分
の
一
に
し
て
肺
炎

中
に
「
イ
」
菌
を
著
し
く
多
数
に
発
見
せ
る
は

二
十
六
例
中
三
例
に
し
て
内
二
例
は
加
答
児
性
出
血
性
肺
炎
、
一
例
は
化
膿
性
気
管
支
肺
炎
な
り
き
、
さ
れ
ど
「
イ
」

菌
の
み
を
証
明
せ
し
も
の
一
例
も
な
し
、「
イ
」
菌
を
中
等
量
に
多
数
発
見
せ
る
も
の
は
四
例
に
し
て
内
一
例
は
格
魯

306



布
性
肺
炎
、
他
の
三
例
は
加
答
児
性
肺
炎
な
り
き
、
肺
炎
球
菌
を
多
数
若
し
く
は
他
の
混
合
細
菌
に
比
し
著
し
く
多
数

に
発
見
せ
る
例
の
解
剖
的
所
見
一
定
せ
ず
。

而
し
て
「
イ
」
菌
の
気
管
並
に
肺
の
各
部
よ
り
発
見
せ
る
率
は
人
に
よ
り
て
非
常
の
差
あ
りM

a
n
d
elb
a
u
m

の
如

く
少
し
も
発
見
し
得
ざ
り
し
と
の
報
告
あ
る
一
方K
eeg
a
n

は
八
二
％O

p
ie

は
八
九
・
四
％
に
証
明
報
告
せ
る
あ
り
、

之
れ
を
以
て
地
方
的
の
差
異
と
な
す
あ
り
、
又
術
式
の
巧
拙
に
よ
る
も
の
な
り
と
な
す
あ
り
、
他
の
方
面
に
於
て
肺
炎

双
球
菌
、
連
鎖
状
球
菌
も
同
様
多
数
の
率
に
証
明
報
告
せ
ら
る
る
あ
り
て
何
れ
を
一
次
と
し
何
れ
を
二
次
と
な
す
か
共

に
、
二
次
的
の
も
の
と
な
す
か
に
議
論
あ
り
、
人
に
於
け
る
感
染
試
験
は
常
に
失
敗
に
終
りB

la
k
e a
n
d C
ecil

の
両

氏
「
イ
」
菌
を
以
て
猿
に
実
験
し
て
人
工
的
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
見
る
肺
炎
を
作
り
得
た
り
と
の
報
告
あ
り
て

学
者
の
注
目
を
引
き
し
も
、
両
氏
の
猿
に
生
ぜ
し
め
た
る
病
変
の
人
体
に
於
け
る
も
の
と
全
く
同
様
の
も
の
な
り
や
又

は
佐
藤
氏
の
所
謂
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
見
る
一
特
殊
型
肺
炎
と
見
る
べ
き
か
等
に
関
し
て
は
議
論
あ
り
、
病
理
解

剖
の
所
見
に
於
て
も
尚
病
原
を
決
定
す
る
に
至
ら
ざ
り
し
な
り
。

二
、
循
環
器
系
統

一
、
心
臓
並
に
心
囊

S
p
ea
rs;
S
y
m
m
ers;

W
h
ittin
g
h
a
m
 
a
n
d S
im
s

等
は
多
く
の
例
に
於
て
右
心
室
の
拡
張
を
認
め
た
り
と
報
告
す

る
もB
o
rst

は
之
れ
に
反
対
し
、
多
く
認
む
る
能
は
ざ
り
き
と
云
ふ
。
此
の
外
溷
濁
腫
張
、
心
筋
横
裂
、
脂
肪
変
性

等
の
報
告
を
見
、
極
め
て
少
数
に
新
鮮
な
るV

errn
k
o
s

の
心
内
膜
炎
を
見
る
と
云
ふ
。

心
囊
に
於
て
は
、
強
度
の
炎
症
を
見
る
こ
と
な
く
、
只
肋
膜
炎
の
反
応
と
し
て
、
漿
液
性
の
炎
症
を
呈
し
少
量
の
漿

液
の
蓄
積
を
認
む
る
こ
と
あ
り
（M

a
llo
ch
;
D
ietrich

;
B
la
n
to
n a
n
d Iro

n
s

）
尚
時
と
し
て
繊
維
素
性
、
化
膿
性
心
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囊
炎
を
見
る
こ
と
あ
り
（S

y
m
m
o
n
d
s;
S
p
ea
rs;
L
y
o
n
;
F
ild
en
,
B
a
k
er a
n
d T
h
o
m
p
so
n

）
漿
膜
下
の
点
状
小
出

血
は
屢
々
見
る
所
な
り
。

二
、
血
管

血
管
の
変
化
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
胸
腔
内
に
見
る
変
化
に
し
て
、
其
の
最
も
多
く
見
る
は
栓
塞
に
し
て
、
肺
の

浸
潤
部
に
於
け
る
血
管
に
見
る
の
み
な
ら
ず
比
較
的
変
化
を
示
さ
ざ
る
肺
の
部
分
に
於
て
も
認
め
得
べ
く
、
之
れ
ら
の

血
管
壁
は
炎
症
を
示
し
白
血
球
の
浸
潤
を
示
し
殊
に
内
層
に
多
く
弾
力
繊
維
間
の
拡
張
を
示
す
（O

b
ern
d
o
rfer

）。

肺
の
毛
細
管
の
壊
死
はL

e C
o
u
n
t

の
報
告
す
る
所
に
し
て
肺
組
織
の
壊
死
と
共
に
原
発
性
に
強
烈
な
る
刺
戟
の
為

め
に
生
ず
る
変
化
と
な
し
各
処
に
見
る
出
血
は
恐
ら
く
此
の
毛
細
血
管
の
壊
死
に
よ
る
も
の
な
る
べ
し
と
云
ふ
も

B
o
rst

は
同
時
に
血
管
神
経
中
枢
の
機
能
も
関
係
あ
る
ら
し
く
即
ち
血
管
神
経
興
奮
又
は
麻
痺
に
よ
る
処
あ
る
べ
く
之

れ
を
以
て
系
統
的
の
出
血
を
説
明
し
得
べ
し
と
せ
り
。

三
、
造
血
諸
臓
器

一
、
淋
巴
腺

淋
巴
腺
の
最
も
甚
だ
し
く
犯
さ
る
る
は
肺
及
び
肺
門
の
淋
巴
腺
に
し
て
、
次
い
で
気
管
に
沿
ふ
淋
巴
腺
並
に
縦
胸
隔

の
淋
巴
腺
な
り
と
す
る
も
、
他
の
遠
隔
な
る
淋
巴
腺
に
も
全
身
の
中
毒
作
用
と
見
る
べ
き
変
化
を
認
め
得
べ
し

（W
in
tern
itz

）。

而
し
て
胸
腔
内
の
淋
巴
腺
の
変
化
を
見
る
に
一
般
に
肥
大
し
、
漿
液
に
富
み
、
屢
々
出
血
性
に
し
て
割
面
腫
脹
隆
起

し
、
時
と
し
て
化
膿
、
軟
化
も
認
め
得
べ
く
、
組
織
学
的
に
は
一
般
に
非
化
膿
性
の
腺
炎
に
し
て
淋
巴

は
漿
液
、
赤

血
球
並
に
単
核
細
胞
を
充
た
し
、
時
と
し
て
少
量
の
多
核
白
血
球
を
も
認
め
得
べ
し
、
淋
巴

の
内
皮
細
胞
は
一
般
に
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増
殖
を
示
し
、
血
管
は
充
血
し
、
淋
巴

胞
並
に
髄
索
に
は
殆
ど
変
化
を
見
ず
し
て
只
其
の
粗

化
を
見
る
べ
し
時
と

し
て
其
部
分
に
出
血
を
認
む
る
こ
と
あ
り
。

身
体
の
他
の
部
分
に
於
け
る
淋
巴
腺
は
胸
腔
に
於
け
る
も
の
の
如
き
変
化
を
示
す
も
の
な
く
、
只
消
化
器
官
の
淋
巴

腺
系
統
は
軽
度
の
変
化
を
受
け
パ
イ
エ
ル
氏
板
並
に
孤
立
性
淋
巴
節
の
増
殖
を
見
る
は
通
例
の
こ
と
に
し
て
、
肉
眼
的

に
は
粘
膜
よ
り
隆
起
し
蒼
白
色
乃
至
淡
紅
色
に
し
て
顕
微
鏡
的
に
は

胞
胚
中
心
の
増
殖
を
認
む
べ
し
（W

in
ter-

n
itz

）
と
の
報
告
あ
る
と
同
時
に
又
之
れ
を
見
る
は
偶
然
の
事
な
り
と
す
る
も
の
あ
り
（B

o
rst

）。

O
b
ern
d
o
rfer

に
よ
れ
ば
胸
腺
は
多
く
発
育
良
好
に
し
て
舌
根
、
咽
頭
の
淋
巴
腺
系
統
を
始
め
腋
下
頸
部
の
淋
巴
腺

も
腫
張
を
示
し
所
謂
胸
腺
淋
巴
体
質
と
壮
年
の
も
の
の
此
の
疾
病
に
斃
る
る
も
の
多
き
こ
と
の
間
に
何
等
の
関
係
な
き

か
を
疑
ひB

en
ek
e

は
之
れ
に
賛
意
を
表
せ
し
もB

o
rst,
D
ietrich

,
M
ey
er,
B
ern
h
a
rd
t,
G
o
ld
sch
m
id
t,
H
a
n
-

n
em
a
n
n
,
H
erzo
g u
n
d M
a
rch
a
n
d

は
之
れ
に
反
対
せ
り
。

二
、
脾
臓

脾
臓
の
腫
脹
の
程
度
は
一
般
に
弱
り
、
一
般
に
急
激
の
死
の
転
帰
を
と
り
た
る
も
の
は
正
常
大
に
し
て
腫
脹
を
呈
せ

る
も
の
は
其
の
経
過
概
ね
長
く
二
週
間
前
後
と
しB

o
rst

は
二
次
的
感
染
を
呈
す
る
も
の
に
見
る
と
せ
り
。

急
性
脾
腫
を
呈
す
る
も
の
は
所
謂
伝
染
脾
の
像
を
呈
し
、
脾
腫
を
伴
は
ざ
る
も
の
に
於
て
は
、
一
般
に
被
膜
緊
張
し
、

硬
度
稍
増
加
し
、
割
面
暗
赤
色
乃
至
暗
紫
色
に
し
て
割
面
一
般
に
澎
隆
し
血
管
に
富
む
、
組
織
学
的
に
は

胞
は
一
般

に
増
殖
肥
大
を
呈
し
「
プ
ラ
ス
マ
」
細
胞
の
浸
潤
高
度
な
り
（H

erzo
g
,

鷹
津
）。

三
、
骨
髄

骨
髄
の
変
化
は
小
出
血
並
に
巨
大
細
胞
の
退
行
乃
至
壊
死
を
認
め
化
膿
性
炎
症
を
見
る
こ
と
な
し
とW

in
tern
itz
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伝
ふ
る
もH

erzo
g

等
は
充
血
を
認
め
有
核
赤
血
球
並
に
巨
大
細
胞
の
増
殖
を
見
る
、
時
に
肺
の
血
管
内
に
之
れ
を
見

る
こ
と
あ
り
と
せ
り
。

四
、
実
質
性
臓
器

一
、
腎
臓

溷
濁
性
腫
脹
は
常
に
認
む
る
所
に
し
て
多
く
実
質
性
腎
炎
を
認
め
得
べ
く
（B

o
rst,
K
n
a
ck
,

伊
藤
）
少
数
に
糸
毬

性
腎
炎
を
認
む
（B

o
rst

）
尚
時
と
し
て
小
出
血
斑
を
見
（S

y
m
m
o
n
d
s

）
膿

を
認
む
る
こ
と
あ
り
（B

o
rst,

B
ea
ls,
B
la
n
to
n a
n
d E
isen
d
ra
h
t

）
之
れ
を
血
栓
性
と
な
し
但
し
極
め
て
少
数
と
な
せ
り
（B

o
rst

）。

二
、
肝
臓

肝
臓
に
於
て
も
溷
濁
性
、
腫
脹
は
多
く
認
む
る
所
に
し
て
尚
時
と
し
て
脂
肪
変
性
を
も
認
め
得
べ
し
。

三
、
副
腎

副
腎
に
は
屢
々
出
血
を
見
る
処
に
し
て
一
般
に
髄
質
に
多
く
認
む
、
其
の
他
副
腎
の
中
毒
性
変
性
をD

ietrich

報

告
し
患
者
の
衰
弱
と
関
係
を
結
び
し
よ
りB

o
rst,

B
en
ek
e

等
之
れ
に
賛
意
を
表
し
皮
質
に
「
リ
ポ
イ
ド
」
消
失
を

B
o
rst

の
如
き
は
、
一
三
三
例
中
六
〇
例
に
認
め
た
り
と
云
ふ
。

五
、
消
化
器
系
統

前
記
の
淋
巴
腺
系
統
の
変
化
の
外
斑
状
乃
至
点
状
出
血
を
見
、
稀
に
胃
腸
に
「
エ
ロ
ジ
オ
ン
」
を
見
（B

o
rst,

H
erzo
g

）
尚
急
性
胃
腸
加
答
児
の
像
を
見
る
こ
と
あ
り
（B

o
rst

）。

六
、
神
経
系
統

一
、
脳
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S
ch
m
o
rl

の
報
告
に
よ
れ
ば
四
十
四
例
中
十
五
例
に
於
て
出
血
性
脳
炎
を
認
め
、
皮
質
の
白
色
質
、
中
心
神
経
節

の
灰
白
質
並
に
白
色
質
に
点
状
の
出
血
を
認
め
、

体
の
後
部
最
も
甚
だ
し
く
犯
さ
れ
、
小
脳
、
脳
橋
、
延
髄
の
実

質
も
亦
時
と
し
て
犯
さ
る
る
こ
と
あ
り
、
或
時
は
視
神
経
床
の
み
変
化
を
受
く
る
を
見
る
、
組
織
学
的
に
は
小
血
管
の

周
囲
に
壊
死
の
中
心
を
有
す
る
環
状
の
出
血
あ
り
、
其
の
壊
死
を
囲
み
て
大
細
胞
の
蓄
積
あ
り
、
其
の
間
に
赤
血
球
を

有
し
又
他
の
場
合
に
は
溢
血
せ
る
赤
白
球
に
よ
り
て
、
脳
質
の
簡
単
に
破
壊
せ
ら
る
る
を
見
る
こ
と
あ
り
、
進
行
せ
る

炎
症
を
見
る
こ
と
な
し
と
云
ふ
。

此
の
外
脳
膜
炎
を
起
せ
る
を
見
た
る
報
告
あ
り
（L

a
m
b a
n
d B
ra
u
n
in
;
B
la
n
to
n a
n
d Iro

n
s;
Ja
e;
S
p
ea
ro
;

B
o
rst

）。

O
b
ern
d
o
rfer,

B
o
rst

等
は
出
血
性
脳
炎
脳
に
於
け
る
出
血
性
紫
斑
と
せ
り
。

二
、
筋
肉

蠟
様
変
性
を
認
め
其
の
最
も
強
く
現
は
る
る
部
位
は
直
腹
筋
に
し
て
横
隔
膜
、
肋
間
筋
脊
筋
之
れ
に
次
ぎ
其
の
他
の

諸
筋
に
於
て
も
多
数
例
に
於
て
筋
繊
維
は
硝
子
様
無
構
造
の
観
を
呈
し
蠟
様
変
性
に
陥
る
を
認
む
、（
内
海
、B

o
rst,

B
en
ek
e,H
erzo
g u
n
d M
a
rch
a
n
d
,G
ru
b
er u
n
d S
ch
a
d
el

）
脂
肪
変
性
は
多
数
例
に
於
て
横
隔
膜
、

腸
筋
に
強

く
現
は
る
、
然
れ
ど
も
直
腹
筋
に
は
之
れ
を
認
む
る
こ
と
少
な
し
、
間
質
は
所
に
よ
り
多
少
細
胞
核
数
の
増
加
し
た
る

観
を
呈
す
る
も
分
明
な
る
細
胞
浸
潤
若
し
く
は
肥
厚
を
見
る
こ
と
な
し
、
子
宮
筋
に
も
蠟
様
変
性
を
認
め
得
た
り
と

（
内
海
）
此
の
外
筋
出
血
の
報
告
も
多
く
見
る
所
な
り
（G

ru
b
er u
n
d S
ch
a
d
el;
W
in
tern
itz;
G
la
u
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第
三
節

流
行
性
感
冒
の
症
候

第
一
項

緒
言

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
多
種
多
様
な
る
徴
候
を
呈
す
、
又
諸
種
の
合
併
症
を
起
し
其
の
症
状
千
差
万
別
な
り
、
凡

そ
症
候
学
に
於
て
述
べ
ら
る
る
一
切
の
症
候
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
於
て
此
れ
を
見
る
事
を
得
と
云
ふ
も
決
し
て

過
言
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
症
候
は
時
と
場
所
と
に
よ
り
て
差
あ
り
、
時
の
差
の
例
と
し
て
は
英
国
に
於
て
は
一
九
一

八
年
六
月
の
流
行
時
に
は
症
状
軽
く
、
同
年
の
秋
よ
り
一
九
一
九
年
春
に
亘
り
て
の
流
行
は
所
謂H

elio
tro
p
e

 
cy
a
n
o
sis

を
示
す
重
症
多
か
り
し
と
云
ふ
事
実
あ
り
（R

ep
o
rt fro

m
 
M
in
ist
H
ea
lth E

n
g
la
n
d

）
我
国
に
於
て
も

大
正
七
年
暮
よ
り
八
年
春
に
亘
り
し
は
比
較
的
軽
く
、
八
年
秋
よ
り
九
年
の
初
に
亘
り
し
は
死
亡
率
高
か
り
き
。

場
所
の
差
の
例
と
し
て
は
欧
洲
に
て
は
彼
の
電
戟
性
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
し
一
二
日
の
中
に
劇

烈
な
る
中
毒
症
状
の
下
に
死
の
転
帰
を
と
る
も
の
多
か
り
し
に
反
し
て
我
国
に
於
て
は
か
か
る
例
少
か
り
し
事
等
あ
り
、

尚
同
じ
く
場
所
の
影
響
と
見
る
べ
き
は
或
る
家
族
に
は
重
症
多
く
相
次
い
で
肺
炎
を
起
し
て
死
す
る
も
の
あ
る
に
反
し

或
る
家
族
に
は
軽
症
の
み
見
ら
る
る
事
な
り
、
尚
又
流
行
の
末
期
に
至
れ
ば
症
状
甚
だ
不
規
則
と
な
る
。

以
上
の
病
状
の
差
異
を
起
す
原
因
は
病
原
体
の
毒
力
の
強
弱
、
混
合
伝
染
状
態
の
差
、
種
族
、
家
族
の
素
質
の
差

生
活
状
態
及
び
免
疫
状
態
の
差
等
に
よ
る
も
の
な
る
べ
し
、
病
原
体
の
毒
力
の
変
化
は
容
易
に

へ
ら
る
る
所
な
る
が
、
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混
合
伝
染
状
態
の
差
と
し
て
は
外
国
に
は
肺
炎
病

に
連
鎖
状
球
菌
を
見
る
事
甚
だ
多
き
に
反
し
我
国
に
於
て
は
連
鎖

状
球
菌
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
し
て
肺
炎
双
球
菌
を
見
る
こ
と
多
き
が
如
き
事
あ
り
、
又
西
沢
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
大
正
七

年
秋
よ
り
八
年
春
に
亘
る
流
行
に
は
肺
炎
患
者
に
粘
液
性
肺
炎
球
菌
即
ち
所
謂
第
三
型
少
か
り
し
に
反
し
大
正
八
年
秋

よ
り
九
年
春
に
亘
り
て
は
該
菌
甚
だ
多
く
発
見
せ
ら
れ
同
氏
は
此
の
両
流
行
期
に
於
け
る
肺
炎
死
亡
率
に
差
あ
る
を

に
帰
せ
し
め
た
る
も
の
あ
り
、
免
疫
状
態
の
差
は
以
前
に
軽
症
の
流
行
を
経
過
し
居
る
か
否
か
に
よ
り
て
起
り
得
べ
し
。

パ
ン
デ
ミ
ー
」
性
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
平
素
吾
人
の
間
に
見
ら
る
る
地
方
的
流
行
性
の
感
冒
と
の
本
質
的

異
同
に
至
り
て
は
病
原
体
未
確
定
の
今
日
未
だ
此
れ
を
決
す
る
を
至
難
の
問
題
な
り
、
両
者
の
差
は
今
日
は
此
れ
を
疫

学
的
及
び
病
状
の
差
に
求
む
る
の
外
な
く
、
而
し
て
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
と
平
素
の
地
方
的
小
流
行
と
の
間
に
は
著
し
き

差
異
あ
る
に
似
た
れ
ど
も
両
者
の
間
に
は
漸
次
に
移
行
す
る
中
間
型
あ
り
、
殊
に
流
行
の
終
熄
期
に
於
て
然
り
と
す
、

従
つ
て
今
日
は
症
候
上
よ
り
は
明
確
に
両
者
を
区
別
す
る
事
不
可
能
な
る
状
態
に
あ
り
。

第
二
項

一
般
経
過

一
、
潜
伏
期

今
期
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
に
於
て
潜
伏
期
はN

u
zu
rn
,
P
ilo
t etc

J
A
M
A
,
V
o
l
71,
N
o
19

）

は
数
時
間
に
過
ぎ
ず
と
し
、
勝
屋
氏
（
臨
床
医
学
八
年
二
月
）
倉
林
氏
（
軍
医
団
雑
誌
八
三
号
）
は
五
時
間
乃
至
六
時

間
の
も
の
あ
り
と
し
、
松
本
氏
（
軍
医
団
雑
誌
八
九
号
）
は
一
週
間
以
内
と
し
た
る
が
、
稲
田
氏
は
二
日
と
し
、
吉
田

氏
（
台
湾
医
学
雑
誌
一
九
七
号
）
内
藤
八
郎
氏
、
久
松
氏
（
内
科
学
雑
誌
一
五
巻
五
、
六
号
）K

eegan
J
A
M
A
,

V
o
l
71,
N
o
13

）
は
一
日
乃
至
二
日
と
し
、
又
富
士
氏
（
中
外
医
事
新
報
九
六
五
号
）H

a
n
zik
er
A
b
st
B
a
k
t
,
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 V
o
l
3,
N
o
3
M
a
cD
o
n
a
ld 4

L
y
th
A
b
st
B
a
k
t
,
V
o
l
3,
N
o
2
In
fl
u
en
za
-C
o
m
m
ittee o

f F
ra
n
ce

A
b
st
B
a
k
t
,
V
o
l
3,
N
o
2
M
ed
ica
l-o

cers o
f H
ea
lth

E
n
g
la
n
d
P
u
b
l
H
ea
lth
,
V
o
l
32,
N
o
12

S
ta
eh
lin
A
k
t
B
a
k
t
V
o
l
2
N
o
5
F
o
ster

&
A
n
stey

A
k
t
B
a
k
t
,V
o
l
3,N
o
2

）
等
は
皆
何
れ
も
1
｜

４
日
な
る
結
論
に
達
し
、
瀬
尾
（
軍
医
団
雑
誌
八
〇
号
）
は
三
日
乃
至
四
日
と
す
。
以
上
に
よ
り
て
見
る
に
潜
伏
期
は

先
づ
一
日
｜
四
日
と
見
る
が
適
当
な
る
べ
く
、
若
し
工
場
、
兵
営
等
に
於
て
、
病
毒
を
受
け
た
り
と
認
む
る
者
を
隔
離

す
る
に
当
り
て
は
隔
離
期
間
を
五
日
間
と
す
れ
ば
充
分
な
ら
ん
か
。

二
、
前
駆
症

一
般
に
は
前
駆
症
を
欠
き
健
康
状
態
よ
り
卒
爾
と
し
て
病
的
状
態
に
陥
る
と
せ
ら
る
、
然
れ
ど
も
前
駆
症
を
認
め
た

り
と
な
す
人
あ
り
、
前
回
の
流
行
に
於
て
はL

eich
ten
stern

は
七
％
に
此
れ
を
認
め
た
り
と
云
ひ
今
回
の
流
行
に
於

て
は
戸
田
氏
（
臨
床
医
学
七
年
二
号
）
は
五
〇
％
に
此
れ
を
見
た
り
と
唱
す
、M

a
cN
ia
l
A
rch

In
t
M
ed
,

1919,
Ju
n
e

）
は
前
駆
症
は
流
行
の
終
に
至
る
程
多
し
と
云
ふ
。

前
駆
症
は
此
れ
を
見
る
時
は
二
日
乃
至
三
日
間
軽
度
の
倦
怠
、
咽
喉
部
の
乾
燥
、

痒
感
或
は
軽
度
の
咳
嗽
な
り
と

云
ふ
、
数
日
間
軽
度
の
頭
痛
等
を
訴
へ
後
医
を
訪
ふ
に
至
り
し
も
の
の
如
き
は
此
れ
を
前
駆
症
と
な
す
べ
き
か
将
又
初

期
は
軽
症
に
し
て
半
よ
り
重
症
化
せ
る
患
例
な
る
や
此
れ
を
決
す
る
事
難
し
。

三
、
発
病
状
態

発
病
は
突
然
襲
来
す
る
を
以
て
流
行
性
感
冒
の
一
特
徴
と
せ
ら
る
、
一
般
に
悪
寒
戦
慄
を
以
て
初
ま
り
急
劇
な
る
熱

の
上
昇
を
来
た
す
。

此
れ
と
同
時
に
局
所
症
状
と
し
て
咽
頭
の
発
赤
、

痛
、
咳
嗽
を
来
た
す
、
但
しK

eeg
a
n
J
A
M
A
,
V
o
l
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 71,
N
o
13

）
は
初
期
に
は
咽
頭
の
症
状
を
欠
き
単
な
る
熱
の
上
昇
と
全
身
症
状
来
た
る
と
し
、
米
国
に
於
て
は
此
れ

を
以
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
一
特
徴
と
せ
ら
る
。

全
身
症
状
と
し
て
劇
し
き
頭
痛
、
全
身
衰
弱
違
和
あ
り
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
を
訴
ふ
。

流
行
時
単
な
る
頭
痛
、
関
節
痛
、
咽
頭
痛
、
咳
嗽
を
訴
へ
悪
寒
戦
慄
を
欠
く
も
の
は
此
れ
を
普
通
感
冒
、
普
通

麻

質
斯
と
な
す
べ
き
か
流
行
性
感
冒
の
不
完
型
と
な
す
べ
き
か
病
原
不
明
の
今
日
此
れ
を
決
定
す
る
事
能
は
ず
。

脳
症
を
以
て
発
病
す
る
も
の
あ
り
、
稀
に
嘔
吐
其
の
他
の
胃
腸
障
碍
を
以
て
勃
発
を
見
る
も
の
あ
り
。

四
、
症
候
概
論
及
び
病
型

熱
の
持
続
と
共
に
多
種
多
様
な
る
徴
候
を
呈
す
、
又
、
諸
種
の
合
併
症
を
見
る
、
但
し
何
れ
迄
を
原
発
病
と
し
何
れ

よ
り
を
合
併
症
と
な
す
べ
き
か
は
至
難
の
問
題
に
し
て
病
原
決
定
の
暁
は
或
は
解
決
を
見
ん
か
。

一
般
に
呼
吸
器
系
統
の
炎
症
々
状
は
軽
重
の
差
は
あ
れ
ど
も
此
れ
を
発
す
、
咽
頭
、
鼻
腔
、
喉
頭
、
気
管
、
気
管
支

の
加
答
児
は
普
通
に
見
ら
れ
、
鼻
加
答
児
よ
り
副
鼻
腔
の
炎
症
、
結
膜
炎
、
中
耳
炎
を
併
発
す
る
事
あ
り
、
気
管
支
加

答
児
よ
り
は
肺
炎
、
肋
膜
炎
を
誘
起
す
る
事
多
し
。

循
環
器
系
統
に
て
は
心
臓
は
早
く
よ
り
冒
さ
る
る
も
の
の
如
く
、
又
循
環
系
を
支
配
す
る
神
経
も
冒
さ
れ
、
緩
脈
、

速
脈
、
血
圧
低
下
を
見
、
又
屢
々
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
を
来
た
す
、
出
血
を
来
た
し
易
き
事
も
流
行
性
感
冒
の
著
し
き
特

徴
に
て

血
、
咯
血
、
吐
血
、
腸
出
血
、
血
尿
、
子
宮
出
血
、
筋
肉
内
出
血
、
皮
下
出
血
等
を
来
た
す
。

白
血
球
減
少
症
、
又
増
多
症
を
起
す
。

消
化
器
系
統
に
て
は
患
者
は
多
く
便
秘
に
傾
く
も
又
下
痢
を
起
す
あ
り
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
血
便
等
を
来
た
す
も
の
あ

り
。
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神
経
系
統
に
於
て
は
頭
痛
、
不
眠
、
神
経
痛
、
関
節
痛
、
著
し
き
全
身
倦
怠
、
神
経
炎
、
脳
脊
髄
膜
炎
、
脳
炎
、
脊

髄
炎
等
を
見
る
。

泌
尿
、
生
殖
器
に
於
て
は
熱
性
蛋
白
尿
屢
々
見
ら
れ
、
又
腎
臓
炎
の
来
る
事
あ
り
、
又
子
宮
出
血
、

娠
中
絶
等
を

招
来
す
。

又
諸
種
の
皮
疹
を
見
る
事
あ
りR

a
ck
em
a
n
n
&
B
ro
ck
A
rch

In
t
M
ed
,1919,M

a
y

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
の
麻
疹
に
甚
だ
似
た
る
数
点
を
挙
げ
、
二
木
氏
、F

ra
n
cio
n
i

等
は
咽
頭
発
赤
をE

n
a
n
th
em

と
な
し
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
は
急
性
発
疹
性
伝
染
病
に
て
麻
疹
、
猩
紅
熱
に
比
す
べ
き
病
な
り
と
す
。

以
上
の
諸
種
の
徴
候
は
す
べ
て
の
患
者
に
平
等
に
あ
ら
は
る
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
患
者
に
よ
り
其
の
あ
ら
は
る
る

主
徴
候
を
異
に
す
、
此
れ
に
よ
り
て
古
来
流
行
性
感
冒
に
諸
種
の
型
を
分
つ
、
此
の
病
型
の
差
は
個
人
的
素
質
に
基
因

す
る
も
の
に
し
て
病
前
既
に
病
的
な
り
し
臓
器
は
殊
に
冒
さ
る
る
事
強
き
も
の
な
り
と
云
ふ
人
あ
り
（S

tick
er

）
至

言
と
云
ふ
べ
し
。

今
期
流
行
に
於
け
る
二
三
名
士
の
病
型
分
類
を
左
に
掲
げ
ん
。

S
tru
m
p
ell
M
M
W
,
1918,

N
r
40

）

一
、
純
中
毒
型
（
窒
扶
斯
様
型
）

二
、
重
症
神
経
性
脳
型

三
、
加
答
児
型

四
、

麻
質
斯
型

五
、
胃
腸
型
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六
、
肺
炎
型

H
esse

M
M
W
,
1919,

N
r
3

）

一
、
加
答
児
型

二
、

麻
質
斯
型

三
、
胃
腸
型

四
、
脳
型

H
o
h
lw
eg
M
M
W
,
1919,

N
r
5

）

一
、
加
答
児
型

二
、
患
部
不
明
な
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

三
、
胃
腸
型

四
、
神
経
型

S
ch
ew
en
sk
y
B
erl
K
l
W
,
1919,

N
r
24

）

一
、
加
答
児
型

二
、
純
中
毒
型

三
、
加
答
児
肺
炎
型

加
答
児
型
、
呼
吸
器
系
統
粘
膜
の
加
答
児
を
主
と
す
る
型
に
て
流
行
性
感
冒
の
最
も
多
く
は
此
れ
な
り
、
此
の
中
に

て
肺
炎
を
主
と
す
る
も
の
を
肺
炎
型
と
な
す
人
あ
れ
ど
も
、
肺
炎
は
原
発
病
な
る
か
、
合
併
症
な
る
か
は
病
原
不
明
の

今
日
未
だ
決
し
難
き
問
題
に
し
て
随
つ
て
此
の
型
を
分
つ
こ
と
は
論
議
の
分
る
る
所
な
り
。
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中
毒
型
又
は
窒
扶
斯
型
、
頭
痛
劇
し
く
、
全
身
の
疲
労
甚
だ
し
く
神
経
痛
、
高
熱
等
を
見
れ
ど
も
呼
吸
器
其
の
他
症

状
少
な
き
も
の
な
り
、
呼
吸
器
障
碍
は
後
れ
て
来
る
事
多
し
、
心
臓
中
毒
症
状
著
し
く
心
臓
麻
痺
早
期
に
来
る
をH

u
-

ch
a
rd

は
心
臓
型
と
な
す
も
一
般
に
は
認
め
ら
れ
ず
。

麻
質
斯
型
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
を
主
と
す
る
も
の
な
る
が
此
れ
を
分
つ
人
少
し
。

神
経
型
、
脳
症
状
、
神
経
痛
、
神
経
炎
を
主
と
す
る
も
の
な
り
。

胃
腸
型
、
胃
腸
障
碍
を
主
と
し
劇
し
き
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
等
を
訴
ふ
る
も
の
な
り
、
稀
に
血
便
を
出
す
、
前
回
の

流
行
に
は
此
の
型
甚
だ
多
か
り
し
も
今
期
の
流
行
に
は
稀
な
る
例
な
り
。

頭
部
淋
巴
腺
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」、S
ch
m
ied
en
M
M
W
,1919,N

r
9

）
の
唱
へ
し
型
に
て
甚
だ
稀
な
る
例

の
如
く
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
の
関
係
俄
に
決
し
難
し
、
馬
の
流
行
性
感
冒
流
行
時
見
ら
る
る
腺
疫
は
此
れ
に
甚
だ

似
た
る
も
の
に
て
両
者
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
の
関
係
は
甚
だ
興
味
あ
る
問
題
な
り
、
各
論
に
於
て
更
に
述
ぶ
る

所
あ
ら
ん
。

五
、
罹
病
期
間

軽
重
の
度
に
従
ひ
一
日
乃
至
数
日
な
りK

eeg
a
n
J
A
M
A
,
V
o
l
71,
N
o
13

）
は
一
週
間
に
て
下
熱
す
る
も

の
多
し
と
云
ふ
、
流
行
の
末
期
に
至
れ
ば
期
間
長
く
、
又
経
過
不
規
則
に
な
る
も
の
多
し
（
篠
田
、
中
外
医
事
新
報
九

年
）。

六
、
恢
復
期

経
過
割
合
に
軽
き
時
に
て
も
恢
復
期
は
永
く
、
下
熱
後
数
週
間
に
亘
り
て
一
般
の
倦
怠
、
疲
労
、
神
経
痛
、
関
節
痛
、

不
眠
あ
り
屢
々
神
経
衰
弱
を
起
す
、
尚
此
の
時
期
に
毛
髪
脱
落
し
皮
膚
科
を
訪
ふ
も
の
あ
り
。
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七
、
再
発

下
熱
後
一
日
乃
至
数
日
の
後
新
に
発
熱
し
て
再
び
病
状
を
呈
す
る
事
あ
り
、
第
一
発
作
時
軽
く
経
過
せ
る
も
の
に
多

く
、
先
に
明
ら
か
な
ら
ざ
り
し
呼
吸
器
系
統
の
症
状
著
明
と
な
る
事
多
し
、
再
発
は
重
症
多
く
肺
炎
を
起
す
も
の
少
か

ら
ず
（
篠
田
、
中
外
医
事
新
報
九
年
）。

第
三
項

熱
の
経
過

上
昇
期
、
悪
寒
と
と
も
に
熱
の
急
劇
な
る
上
昇
を
来
た
し
多
く
の
例
に
於
て
第
一
日
に
し
て
三
十
九
度
或
は
そ
れ
以

上
に
達
す
、
軽
症
の
時
は
此
の
初
期
熱
は
最
高
点
と
な
る
事
あ
り
、
然
れ
ど
も
第
二
日
第
三
日
に
し
て
最
高
点
と
な
る

も
の
最
も
多
し
、
時
に
下
熱
前
に
最
高
温
度
を
示
す
事
あ
り
。

経
過
中
の
最
高
温
度
、
三
十
九
度
よ
り
四
十
一
度
の
間
の
も
の
最
も
多
し
、
時
に
四
十
一
度
以
上
に
及
ぶ
も
の
あ
り
、

記
載
に
よ
れ
ば
四
十
三
度
六
分
の
高
熱
を
見
し
も
の
あ
り
（F

rey
:
K
o
rrsp

S
ch
w
A
,
1918,

N
r
27

）。

軽
症
の
も
の
は
発
熱
低
くP

elz
S
M
W
,1918,N

r
40

）
の
如
き
は
七
乃
至
八
％
は
無
熱
若
く
は
三
十
七
度
一

分
乃
至
三
分
に
て
経
過
せ
り
と
云
ふ
。

一
般
に
肺
炎
を
起
せ
る
時
は
高
熱
な
り
。

下
降
期
並
に
熱
型
、
第
一
日
乃
至
三
日
目
に
最
高
度
に
達
す
る
や
そ
れ
よ
り
漸
次
下
降
に
傾
き
単
純
の
時
は
稽
留
性

熱
型
は
少
け
れ
ど
も
肺
炎
を
起
せ
る
時
は
稽
留
熱
と
な
る
事
屢
々
な
り
、
下
降
期
は
弛
張
性
に
し
て
稀
に
間
歇
性
な
る

こ
と
あ
り
、
時
に
経
過
中
一
日
又
は
二
日
平
熱
と
な
り
、
再
び
上
昇
す
る
こ
と
あ
り
、
又
解
熱
直
前
に
急
に
高
熱
を
示

す
こ
と
あ
り
、
又
時
々
一
二
週
高
熱
稽
留
し
て
「
チ
フ
ス
」
と
誤
り
易
き
こ
と
あ
り
。
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解
熱
、
単
純
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
殊
に
経
過
短
き
も
の
は
分
利
的
な
り
、
さ
れ
ど
も
持
続
長
き
も
の
は

散
的
に

二
三
日
に
て
解
熱
す
、
肺
炎
を
併
発
せ
る
時
も
経
過
短
き
は
分
利
的
な
る
こ
と
多
く
、
経
過
長
き
は

散
的
な
り
、
一

度
下
熱
し
て
後
三
十
七
度
四
五
分
の
軽
熱
数
日
間
持
続
す
る
こ
と
あ
り
、
一
般
に
熱
は
他
の
徴
候
未
だ
持
続
せ
る
間
に

平
熱
と
な
る
を
常
と
す
。

熱
の
持
続
、
三
日
乃
至
一
週
間
な
る
も
の
最
も
多
し
、
然
れ
ど
も
軽
症
な
る
は
一
日
に
て
下
熱
す
る
あ
り
、
又
十
数

日
に
亘
り
て
初
め
て
平
熱
と
な
る
あ
り
肺
炎
を
起
せ
る
時
は
単
純
性
の
も
の
よ
り
持
続
長
く
時
に
月
余
に
亘
る
こ
と
あ

り
。

第
四
項

各
臓
器
に
於
け
る
徴
候
及
び
合
併
症

一
、
呼
吸
器
系
統

呼
吸
器
粘
膜
の
炎
症
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
必
発
の
徴
候
に
し
て
、
又
呼
吸
器
の
一
切
の
症
状
は
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
に
見
得
ら
る
る
も
の
な
り
。

鼻
加
答
児
及
び
副
鼻
腔
炎
症

初
め
よ
り
鼻
腔
の
冒
さ
る
る
は
少
く
咽
頭
先
づ
冒
さ
れ
次
い
で
鼻
腔
に
及
ぶ
も
の
多
し
、
然
れ
ど
も
水
洟
少
く
又
噴

も
少
し
、
噴

少
き
を
今
期
流
行
の
特
徴
と
な
す
人
あ
り
（S

ch
lesin

g
er:
D
M
W
,
1918,

N
r
33

）。

屢
々

血
を
見
、
往
々
止
め
難
き
こ
と
あ
り
、
一
度
軽
快
し
て
よ
り

血
初
ま
る
は
再
発
の
徴
な
り
（S

u
n
d
ell:

S
p
R
ep
o
rt N

o
36,
fro
m
 
M
ed
R
esea
rch C

o
m
m
ittee E

n
g
la
n
d

）。

副
鼻
腔
蓄
膿
症
も
屢
々
来
る
も
の
に
て
前
額
痛
、
三
叉
神
経
痛
此
れ
に
よ
り
て
起
る
こ
と
あ
り
、
前
額

上
顎

の
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出
血
性
炎
症
を
見
る
こ
と
あ
り
（
岡
田
氏
、
大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
会
々
報
二
五
巻
一
号
）。

咽
頭
加
答
児

発
熱
に
次
ぎ
最
も
初
期
に
来
る
、
著
明
な
る
発
赤
あ
り
軟
口
蓋
と
硬
口
蓋
と
の
間
に
明
ら
か
な
る
境
界
を
来
た
す
、

此
の
咽
頭
発
赤
を
以
て
粘
膜
発
疹
と
見
る
人
あ
り
（
二
木
氏
、F

ra
n
cio
n
i
B
lo
o
m
fi
eld
&
H
o
rro
p
B
Jo
h
n
s

 
H
o
p
k
in
s H

,
1919,

Ja
n

）
も
此
れ
を
紅
斑
と
称
し
流
行
性
感
冒
の
特
徴
と
な
す
、
時
に
は
猩
紅
熱
様
に
赤
き
こ
と

あ
り
、

桃
腺
は
発
赤
す
る
も
腫
大
す
る
こ
と
少
し
、
両
側
頰
粘
膜

液
腺
開
口
部
に
円
形
赤
斑
を
見
る
こ
と
多
し

（T
h
o
m
a
s,
R
eilly
:
J
A
M
A
,
1918,

N
o
12

）
咽
頭
発
赤
は
三
四
日
の
後
消
退
す
。

喉
頭
加
答
児
、
気
管
及
び
気
管
支
加
答
児

咽
頭
加
答
児
に
次
い
で
多
く
の
場
合
喉
頭
、
気
管
冒
さ
れ
、
更
に
気
管
支
に
及
ぶ
こ
と
あ
り
、
此
れ
よ
り
し
て
嗄
嘶
、

咳
嗽
、
咯
痰
、
胸
骨
部
の

痛
等
の
症
状
を
起
す
。

嗄
嘶
声
、
及
失
声
症
。
主
と
し
て
声
帯
の
炎
症
に
よ
り
て
起
る
も
、
亦
神
経
麻
痺
に
よ
り
て
起
る
こ
と
あ
り
、
全
期

間
続
く
こ
と
あ
り
、
又
後
期
に
来
る
こ
と
あ
り
、
恢
復
期
に
見
ら
る
る
こ
と
あ
り
（S

u
n
d
ell:
S
p
R
ep
M
ed

R
es
C
E
n
g
l

）。

小
児
に
於
て
は
喉
頭
狭
窄
強
く
所
謂
疑
似
「
ク
ル
ツ
プ
」
を
起
す
こ
と
あ
り
、（C

o
ra
y
:
K
o
rresp

S
ch
w
A
,

1919,
N
r
15

）
然
れ
ど
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
て
は
「
ヂ
フ
テ
リ
ー
」
と
は
異
な
り
、
偽
膜
硬
か
ら
ず
、
膿
様

な
り
、
又
体
温
高
き
を
以
て
此
れ
よ
り
区
別
さ
る
（
篠
田
、
中
外
医
事
新
報
九
年
）。

咳
嗽
。
一
般
に
見
ら
る
、
初
期
は
乾
性
な
り
、
多
く
発
熱
の
後
に
来
れ
ど
も
、
又
発
熱
に
先
ち
て
来
る
こ
と
あ
り
、

或
は
殆
ど
同
時
に
来
る
、
又
解
熱
後
永
く
訴
へ
百
日
咳
に
類
似
す
る
も
の
あ
り
。
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咯
痰
。
初
め
透
明
粘
液
性
な
れ
ど
も
、
次
第
に
量
を
増
す
と
共
に
粘
液
膿
性
又
は
膿
性
と
な
り
、
泡
沫
を
混
じ
屢
々

血
色
を
有
す
、
下
熱
後
二
三
日
に
て
止
る
こ
と
あ
り
、
又
長
く
持
続
す
る
こ
と
あ
り
。

胸
骨
部

痛
。
気
管
炎
に
よ
り
て
起
る
も
の
に
て
軽
重
の
差
あ
る
も
此
れ
を
訴
ふ
、
白
哲
人
に
は
第
一
、
第
二
肋
間

に
赤
斑
を
見
る
こ
と
あ
り
（S

u
n
d
ell:
S
p
R
ep
N
o
36,
M
ed
R
es
C
E
n
g
l

）。

呼
吸
困
難
。
肺
炎
を
起
さ
ざ
る
時
は
此
れ
を
見
る
こ
と
少
け
れ
ど
も
時
に
割
合
に
強
き
こ
と
あ
り
気
管
支
炎
の
進
み

し
時
な
り
。

理
学
的
症
状
。
気
管
支
炎
あ
る
も
胸
部
に
理
学
的
症
状
を
認
め
ら
る
る
も
の
割
合
に
少
し
、
呼
吸
音
の
粗
雑
、
呼
気

延
長
、
笛
声
羅
音
を
聞
く
こ
と
あ
り
、
一
側
に
来
る
こ
と
多
し
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
肺
炎

肺
炎
誘
起
せ
ら
る
る
や
症
候
著
し
く
変
化
す
る
も
の
な
り
、
且
つ
甚
だ
し
く
重
症
化
す
る
を
常
と
す
。

起
始
。
三
様
な
り
、

初
期
よ
り
悪
寒
、
戦
慄
、
高
熱
と
共
に
肺
炎
を
起
す
こ
と
格
魯
布
性
肺
炎
の
如
く
な
る
も
の
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
発
病
後
二
三
日
の
後
急
に
又
は
徐
々
に
肺
炎
症
状
を
呈
す
る
も
の
、

一
旦
下
熱
せ
る
後

一
日
又
は
数
日
の
後
悪
寒
、
戦
慄
を
以
て
肺
炎
を
起
し
来
る
も
の
、
此
の
場
合
は
不
摂
生
此
れ
が
原
因
た
る
こ
と
あ
り
、

又
誘
因
の
認
め
ら
れ
ず
し
て
此
れ
を
起
す
こ
と
あ
り
（
稲
田
氏
、
日
本
内
科
学
雑
誌
八
巻
八
号
）。

咳
嗽
。
肺
炎
を
併
発
す
る
や
咳
嗽
頻
繁
と
な
る
を
常
と
す
れ
ど
も
、
死
亡
前
一
日
乃
至
二
日
間
に
屢
々
咳
嗽
著
し
く

減
少
し
且
つ
咯
痰
を
伴
は
ざ
る
に
至
る
こ
と
あ
り
（S

u
n
d
ell,

稲
田
氏
）。

咯
痰
。
粘
液
膿
性
に
し
て
常
に
泡
沫
を
混
ず
、
屢
々
血
液
を
混
ず
、
血
液
は
鮮
紅
色
に
し
て
点
状
又
は
線
状
な
り
、

時
に
全
体
平
等
に
鮮
紅
色
な
る
こ
と
あ
り
、
或
は
血
性
漿
液
性
に
て
水
を
吐
き
出
す
が
如
く
容
易
に
咯
出
せ
ら
る
る
こ
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と
あ
り
、
血
痰
は
発
病
後
三
四
日
よ
り
来
る
こ
と
多
き
も
時
に
は
下
熱
後
始
め
て
此
れ
を
見
る
こ
と
あ
り
、
一
般
に
終

期
に
近
く
来
る
も
の
故W

ilso
n
L
a
n
cet,

1919,
Ja
n
25

）
はP

o
stin
fl
u
en
za
l H
em
o
p
ty
sis

な
る
語
を
用
ふ
、

下
熱
後
数
日
乃
至
十
日
間
程
を
経
て
消
失
す
る
も
、
時
に
一
箇
月
位
も
続
く
こ
と
あ
り
、R

eich
e
M
M
W
,1919,

N
r
6

）
は
二
日
間
五
〇
〇
立
方
仙
迷
の
純
血
を
咯
出
せ
る
例
を
見
た
り
と
云
ふ
、
咯
淡
の
分
量
は
一
日
七
十
乃
至
八

十
瓦
の
間
を
多
し
と
す
れ
ど
も
亦
百
瓦
に
上
る
こ
と
甚
だ
屢
々
な
り
（
稲
田
氏
）。

林
氏
（
実
験
医
報
八
年
一
月
）
は
咯
痰
蛋
白
量
を
以
て
肺
炎
の
診
断
用
に
資
せ
ん
と
せ
る
も
一
般
に
認
め
ら
れ
ず
。

胸
痛
。
格
魯
布
性
肺
炎
に
比
し
胸
痛
著
し
か
ら
ず
、
初
期
に
於
て
此
れ
を
見
る
も
の
屢
々
に
てS

u
n
d
ell

は
此
れ
に

よ
り
肺
炎
の
襲
来
を
知
ら
る
と
云
ふ
、
後
の
経
過
に
は
胸
痛
却
つ
て
少
く
な
る
も
の
な
り
。

呼
吸
困
難
。
肺
炎
を
起
す
や
必
発
す
る
症
候
な
り
、
鼻
翼
呼
吸
、
肩
胛
呼
吸
を
な
し
、
又
呼
気
筋
即
ち
腹
筋
の
収
縮

を
見
る
、
さ
れ
ど
も
座
位
呼
吸
を
と
る
も
の
は
少
し
、
発
作
的
に
呼
吸
困
難
を
訴
ふ
る
も
の
あ
り
。

呼
吸
数
多
き
時
は
五
十
、
六
十
に
達
し
稀
に
は
七
十
に
上
る
こ
と
あ
り
、
呼
吸
数
増
す
時
は
呼
気
に
一
種
の
雑
音
を

伴
ふE

x
p
ira
to
ry g

ru
n
t

此
れ
な
り
、
解
熱
後
局
所
症
状
減
退
せ
る
も
尚
呼
吸
促
迫
を
見
又
は
却
つ
て
強
く
な
る
こ

と
あ
り
（
中
川
氏
）。

呼
吸
の
深
さ
は
初
期
は
深
き
も
、
末
期
に
近
づ
き
数
を
増
す
や
浅
薄
と
な
る
。

呼
吸
型
は
吸
気
短
く
呼
気
長
き
こ
と
多
く
呼
吸
曲
線
に
よ
る
に
所
謂
活
動
性
呼
気
型
な
り
（
稲
田
氏
）。

呼
吸
困
難
の
原
因
如
何
、
篠
田
氏
は
気
管
支
加
答
児
、
肺
鬱
血
、「
ア
チ
ド
ー
ジ
ス
」
に
基
く
肺
鼓
張
等
に
原
因
を

求
む
、
胸
痛
は
肺
炎
の
初
期
に
の
み
著
し
く
後
に
は
少
き
を
以
て
呼
吸
困
難
の
原
因
た
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
ら
ん
、
稲

田
氏
は
呼
吸
型
の
活
動
性
呼
気
型
な
る
こ
と
よ
り
中
枢
性
の
呼
吸
困
難
な
り
と
な
す
、
即
ち
肺
の
瓦
斯
交
換
不
足
よ
り
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し
て
血
中
の
酸
素
乏
し
く
炭
酸
瓦
斯
蓄
積
し
此
の
状
態
が
呼
吸
中
枢
を
刺
戟
す
る
も
の
な
る
べ
く
、
又
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
病
毒
毒
素
の
直
接
に
中
枢
を
刺
戟
す
る
も
の
も

へ
ら
る
。

呼
吸
数
と
予
後
と
の
関
係
。
呼
吸
数
よ
り
直
接
に
予
後
を
卜
す
る
こ
と
は
難
き
も
五
十
乃
至
六
十
以
上
の
呼
吸
数
の

も
の
は
治
癒
す
る
も
の
少
し
、
日
毎
に
呼
吸
数
増
加
し
二
三
日
の
間
に
五
十
、
六
十
に
達
す
る
は
予
後
悪
し
（
稲
田
）。

理
学
的
所
見
。
浸
潤
の
あ
ら
は
れ
方
に
二
様
あ
り
、
一
は
重
力
の
司
配
に
よ
る
も
の
に
し
て
脊
面
下
葉
に
初
ま
り
上

方
及
び
外
方
に
拡
が
る
、
一
は
格
魯
布
性
肺
炎
の
如
く
一
葉
を
冒
か
す
、
但
し
両
者
は
相
混
じ
て
来
る
も
の
に
て
所
見

不
規
則
な
り
、
且
つ
浸
潤
の
所
見
も
格
魯
布
性
肺
炎
の
如
く
著
明
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
り
。

通
常
一
側
殊
に
右
側
の
下
葉
背
面
に
捻
髪
音
に
次
い
で
鼓
音
を
見
、
更
ら
に
気
管
支
音
及
び
濁
音
を
発
す
、
此
れ
が

上
方
外
方
に
拡
が
る
と
共
に
他
側
下
葉
に
同
じ
徴
候
を
生
じ
来
る
、
此
の
時
前
面
を
検
す
る
も
何
等
の
所
見
な
き
こ
と

あ
り
、
濁
音
の
前
面
に
あ
ら
は
る
る
は
常
に
背
面
に
充
分
蔓
延
せ
る
後
な
り
。

濁
音
蔓
延
の
速
度
大
な
る
は
予
後
不
良
な
る
が
進
行
遅
き
は
蔓
延
広
汎
な
る
も
患
者
は
割
合
に
此
れ
に
堪
へ
ら
る

（
稲
田
氏
）。

濁
音
の
軽
重
は
種
々
あ
り
、
甚
だ
硬
く
し
て
肋
膜
に
滲
出
物
あ
る
が
如
き
感
あ
り
て
此
れ
を
証
し
得
ざ
る
は
気
管
支

の
閉
塞
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
解
す
べ
し
（S

ch
w
en
k
en
b
ech
er:
M
M
W
,
N
r
2

）。

肺
炎
軽
快
し
て
濁
音
縮
小
す
る
時
は
肺
部
に
て
は
外
方
及
び
上
方
よ
り
し
最
終
迄
残
る
は
脊
柱
の
傍
に
て
肩
胛
骨
下

角
の
高
さ
の
辺
な
り
、
軽
度
な
る
濁
音
は
下
熱
後
数
日
乃
至
一
週
日
に
て
去
る
も
強
度
な
る
は
可
な
り
長
く
持
続
す
、

一
箇
月
も
残
る
こ
と
あ
り
通
常
気
管
支
音
先
づ
去
り
後
濁
音
去
る
（
稲
田
氏
）。

レ
ン
ト
ゲ
ン
所
見
、
変
化
は
初
め
肺
門
部
に
あ
ら
は
る
、
此
所
よ
り
線
状
の
影
が
放
散
状
に
周
囲
に
出
て
肺
野
の
三
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分
の
二
の
所
迄
達
す
、
暗
影
の
最
も
著
明
な
る
は
下
方
に
向
へ
る
者
に
し
て
、
右
側
に
殊
に
然
り
、
時
々
肺
門
部
に
淋

巴
腺
の
肥
大
を
認
め
ら
る
、
其
よ
り
肺
門
部
の
周
囲
に
、
次
に
肺
門
部
よ
り
六
七
仙
迷
離
れ
た
る
所
に
少
な
る
斑
点
を

生
じ
此
斑
点
は
次
第
に
大
と
な
り
桜
の
実
乃
至
林
檎
大
と
な
る
、
そ
れ
よ
り
肺
の
浸
さ
る
る
に
し
た
が
ひ
暗
影
を
増
し

又
濃
度
を
増
す
（
稲
田
氏
）。

側
方
照
射
に
よ
れ
ば
暗
影
は
背
面
に
於
て
強
し
（
篠
田
氏
）
レ
ン
ト
ゲ
ン
所
見
は
理
学
的
所
見
の
な
き
時
よ
り
既
に

現
は
る
（H

en
ry A

C
h
ristia

n
:
J
A
M
A
,
V
o
l
71
N
o
19

）
又
レ
ン
ト
ゲ
ン
暗
影
は
理
学
的
症
状
を
示
す
範

囲
よ
り
広
し
、
恢
復
期
に
は
肺
野
の
周
囲
よ
り
次
第
に
鮮
明
と
な
る
も
肺
門
部
に
は
永
く
混
濁
を
残
す
こ
と
多
し
、

L
ieh
m
a
n
n u

S
ch
m
in
z
M
M
W
,
1919,

N
r
23

）
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
像
を
四
型
に
分
て
り
。

肺
膿

肺
炎
慢
性
と
な
れ
る
時
膿

を
作
る
こ
と
あ
り
、
粘
液
性
咯
痰
に
弾
力
繊
維
を
見
る
、
治
癒
に
三
箇
月
を
要
せ
る
あ

り
（
稲
田
氏
）。

肋
膜
炎

軽
重
種
々
の
も
の
を
来
た
す
、
漿
液
性
時
に
血
性
又
屢
膿
性
な
り
。

膿
胸
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
来
る
膿
胸
は
多
く
は
併
発
に
し
て
後
発
す
る
も
の
殆
ど
な
し
（N

en
er:
M
M

W
,
1919,

N
r
16

）。

膿
胸
を
併
発
す
る
や
一
般
症
状
重
篤
と
な
り
、
呼
吸
頻
繁
と
な
り
て
浅
薄
に
又
高
度
の
胸
痛
あ
り
、
浸
出
液
中
に
は

連
鎖
状
球
菌
多
し
。

B
a
llin

J
A
M
A
,V
o
l
72,N

r
5

）
に
よ
れ
ば
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
よ
り
す
る
膿
胸
は
悪
性
に
し
て
転
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移
性
膿

を
作
る
。

気
胸P

ry
m
M
M
W
,
1919,

N
r
38
,
W
eb
er
B
rit
M
ed
J
,
1919,

N
o
3027

）
頭
部
皮
下
気
腫
（
稲
田

氏
、S

ch
w
en
k
en
b
erh
er:
M
M
W
,
1919,

N
r
47

）
胸
部
皮
下
気
腫
（F

ren
ch
:
R
ep
fro
m
 
M
in
ist
H
ea
lth
,

E
g
l

）
等
が
併
発
症
と
し
て
来
る
こ
と
あ
り
。

肺
結
核
と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

肺
結
核
患
者
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
発
す
る
や
原
病
増
悪
す
る
こ
と
多
し
、
特
に
進
み
た
る
も
の
に
て
然
り
、

発
熱
な
か
り
し
患
者
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
後
発
熱
長
く
持
続
せ
ら
る
る
こ
と
あ
り
、
又
潜
伏
結
核
が
此
れ
よ
り
突

発
す
る
こ
と
あ
り
、A

n
d
erso
n
&
P
eter

J
A
M
A
,V
o
l
74,N

o
23,p

1601

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の

死
亡
率
は
結
核
患
者
に
高
率
な
り
と
云
ふ
、
但
し
以
上
の
事
実
を
否
定
す
る
諸
氏
あ
り
（B

u
rn
a
rd
:
J
A
M
A
,

V
o
l
74,
N
o
19,
p
1356,

H
a
w
es:
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
4,

長
尾
健
宇
、
実
験
医
報
五
年
五
三
号
）。

P
erm
in
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
2,
p
154

）
は
結
核
の
人
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
防
ぐ
力
あ
り
と
す
、

R
ick
m
a
n
n
D
M
W
,
1919,

N
r
2

）
は
肺
結
核
患
者
は
「
イ
ン
フ
ル
」
に
罹
患
す
る
素
質
少
し
と
、A

m
elu
n
g

M
M
W
,1919,N

o
14

）
は
結
核
患
者
は
罹
患
す
る
も
軽
症
な
る
こ
と
を
見
た
り
、
然
れ
ど
も
彼
れ
此
れ
を
結
核

患
者
は
注
意
、
看
護
の
行
届
く
こ
と
に
帰
すP

erm
in
,
R
ick
m
a
n
n

の
見
し
事
実
も
蓋
し
同
理
に
よ
る
に
て
結
核
患

者
に
抗
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
性
あ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

二
、
循
環
器
系
統

此
の
条
下
に
循
環
器
の
症
状
の
外
、
血
液
所
見
、
造
血
臓
器
、
内
分
泌
腺
の
所
見
を
も
合
せ
記
す
べ
し
。

循
環
器
障
碍
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
毒
、
熱
、
変
化
せ
る
血
液
成
分
等
に
よ
り
中
枢
並
に
末
梢
血
管
神
経
の
冒
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さ
る
る
下
及
び
直
接
に
心
筋
及
び
血
管
の
侵
さ
る
る
に
起
因
す
る
も
の
あ
り
、
尚
肺
循
環
系
に
於
け
る
障
碍
に
よ
る
物

理
的
影
響
に
よ
る
あ
り
、
尚
心
内
膜
炎
心
筋
炎
等
も
此
れ
に
与
か
る
。

心
臓

肺
炎
を
起
せ
る
時
、
第
二
肺
動
脈
音
が
亢
進
せ
り
、
又
心
臓
の
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
像
に
よ
る
時
は
右
心
室
の
軽
度
の

拡
大
を
見
る
然
れ
ど
も
濁
音
界
其
他
に
於
て
は
大
な
る
変
化
見
え
ず
。

M
u
ller

D
M
W
,
1919,

N
r
29

）
は
重
症
な
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
に
はS

p
ech
tsch
la
g
en
rh
y
th
-

m
u
s

来
る
と
云
ふ
、
此
れ
は
す
べ
て
の
弁
口
又
は
心
尖
に
て
高
調
な
る
第
一
音
を
聞
く
の
み
に
て
第
二
音
を
聞
か
ざ

る
も
の
な
り
、
死
亡
前
数
時
間
乃
至
二
十
四
時
間
に
あ
ら
は
る
る
も
の
故
予
後
決
定
に
必
要
な
る
症
候
な
り
と
す
。

心
内
膜
炎

前
回
の
流
行
に
も
、
又
今
回
の
流
行
に
も
見
ら
る
、K

en
n
a
w
a
y
In
a
rterly J

M
ed
O
x
fo
rd
,
1919,

A
p
ril

C
a
stel
&
D
u
fo
u
r
B
S
o
c
M
ed
d
H
o
p
it
,1919,A

v
ril

）
心
弁
膜
病
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
不
良
な
る
影

響
を
与
ふ
。

心
筋
炎
、S

m
ith

J
A
M
A
,
1919,

V
o
l
73,
N
o
22
C
li
o
rd
,
K
elly
&
T
h
o
m
a
s
J
A
M
A
,
V
o
l

73,
N
o
18,
p
1396

）
等
の
報
告
あ
る
も
稀
の
如
し
。

心
囊
炎
、
前
回
は
屢
見
ら
れ
た
り
と
云
ふ
も
今
回
は
少
く
独
立
し
て
来
る
こ
と
稀
な
り
と
せ
ら
る
、
肋
膜
炎
、
膿
胸

に
伴
ふ
事
は
甚
だ
多
し
。

脈頻
脈
、
肺
炎
の
有
無
を
問
は
ず
一
般
に
は
頻
脈
多
し
、G

ra
ssm
a
n
n
D
M
W
,
1918,

N
o
20

）
は
一
分
時
一
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九
〇
の
も
の
を
記
す
。

遅
脈
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
屢
見
ら
る
る
も
の
に
て
「
チ
フ
ス
」
と
の
鑑
別
を
要
す
る
こ
と
あ
り
、E

ich
h
o
rst

K
o
resp

,1919,N
o
8
S
u
n
d
ell

等
は
遅
脈
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
状
態
と
す
、
絶
対
性
遅
脈
も
時
に
見
ら
る
、

一
分
時
僅
に
四
〇
な
る
も
の
あ
り
（E

ich
h
o
rst,

篠
田
氏
）
重
症
肺
炎
に
於
け
る
遅
脈
は
予
後
悪
し
。

不
整
脈
、
期
外
収
縮
多
し
、
此
の
時
狭
心
症
の
如
き
自
覚
症
状
を
訴
ふ
る
あ
り
、
此
れ
を
訴
へ
ざ
る
あ
り

（E
ich
h
o
rst

）。

血
圧

血
圧
は
一
般
に
経
過
中
漸
次
下
降
す
、
重
症
に
は
一
般
に
低
き
も
血
圧
の
高
さ
と
疾
患
の
軽
重
と
並
行
す
る
も
の
に

あ
ら
ず
。

末
梢
血
管
に
就
い
て
毛
細
管
搏
動
を
見
る
こ
と
屢
な
り
（B

erlin
er:
D
M
W
,
1919,

N
o
22

L
ich
tw
itz

B
erl
K
l
W
,
1919,

46

）。

又
吉
永
氏
（
日
本
内
科
学
会
雑
誌
七
巻
十
号
）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
に
は
指
尖
搏
動
を
触
る
る
事
著
明
に

て
五
〇
％
此
れ
を
見
た
り
と
、
小
野
寺
直
助
氏
（
実
験
医
報
六
年
六
十
一
号
）
は
此
れ
に
よ
り
「
チ
フ
ス
」
と
区
別
し

得
べ
し
と
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
心
臓
衰
弱
の
病
理

⑴
一
般
急
性
伝
染
病
の
心
衰
弱
に
於
て

へ
ら
る
る
と
同
様
にF

rey
B
erl
K
l
W
,
1919,

N
r
13

）
を
初
め
と

し
て
諸
家
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
に
於
て
も
血
管
運
動
中
枢
が
心
臓
衰
弱
の
原
因
と
見
ら
る
、P

a
l
M
M

W
,
1919,

N
r
1

）
の
如
き
はV

a
so
m
o
to
ren
to
d
,
G
efa
ssto
d

な
り
と
云
ふ
。

第六章 流行性感冒の病原、病理、症候、治療、予防337



⑵S
to
erk u

E
p
stein

W
R
l
W
,
1919,

N
r
45

）
は
血
管
壁
に
多
数
の
壊
死
あ
る
を
発
見
し
、
血
管
壁
自
身

の
緊
張
力
減
退
も
此
れ
に
与
ふ
る
こ
と
を
説
く
。

⑶
心
筋
の
変
化
も
亦
意
味
あ
る
こ
と
を
知
ら
る
（K

o
h
n
:B
erl
K
l
W
,1919,N

r
8
F
a
h
r
M
M
W
,1919,

N
r
1

）。

此
の
心
臓
衰
弱
発
生
病
理
の
講
究
は
治
療
方
針
を
樹
つ
る
に
重
要
な
る
こ
と
な
る
が
鬱
血
肝
を
見
ざ
る
こ
と
と
心
臓

拡
張
を
殆
ど
見
ざ
る
事
よ
り
し
て
血
管
運
動
中
枢
の
冒
さ
る
る
事
最
も
重
要
視
せ
ら
る
。

チ
ア
ノ
ー
ゼ
」

チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
は
屢
著
明
に
且
つ
高
度
に
来
る
、
軽
度
な
る
は
酸
素
吸
入
に
て
軽
快
す
る
も
高
度
の
も
の
は
影
響

な
し
、
患
者
の
位
置
交
換
に
際
し
又
咳
嗽
に
よ
り
一
時
現
は
れ
又
は
強
く
な
る
あ
り
（
稲
田
氏
）。

呼
吸
促
進
の
度
と
の
関
係
は
一
概
に
云
ふ
事
能
は
ざ
る
も
高
熱
あ
り
脈
搏
百
十
乃
至
百
二
十
位
に
て
呼
吸
数
五
十
以

上
に
達
す
る
時
は
殆
ど
皆
著
明
な
る
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
を
発
す
（
稲
田
氏
）。

色
調
、「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
の
基
礎
な
る
色
は
藍
紫
色
な
れ
ど
も
此
れ
に
赤
味
加
は
る
は
肺
炎
症
状
な
き
も
の
に
来
る

も
の
に
て
恐
る
る
に
足
ら
ず
、
蒼
白
色
の
加
は
り
て
灰
白
青
色
、
鉛
色
な
る
は
絶
対
に
悪
し
（
稲
田
氏
）。

英
国
に
て
はH
elio
tro
p
e cy

a
n
o
sis

と
し
て
恐
る
る
も
の
此
な
りF

ren
ch

は
一
九
一
八
年
の
秋
よ
り
一
九
一
九

年
の
春
に
至
る
流
行
に
於
て
は
一
〇
〇
人
の“fl

u
e”

中
九
五
人
は
死
せ
り
と
云
ふ
。

チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
発
生
機
転

⑴
単
な
る
鬱
血
の
為
め
な
ら
ず
、
鬱
血
肝
は
此
れ
を
見
ず
、
又
心
臓
も
僅
に
大
に
な
れ
る
の
み
。

⑵
分
光
器
に
て
検
す
る
も
「
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
に
あ
ら
ず
（S

y
n
n
o
tt
&
C
la
rk
:
J
A
M
A
,
1918,

V
o
l
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 71,
N
o
22

）。

⑶
血
中
の
炭
酸
量
に
も
関
係
な
し
（L

a
n
d
sg
a
a
rd
:
J
E
x
p
M
ed
,
V
o
l
30,
N
o
3

）。

⑷

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
の
酸
素
不
飽
和
度
即
ち
還
元
せ
ら
れ
た
る
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
の
百
分
率
と
平
行
す

（S
ta
d
ic:
J
E
x
p
M
ed
,
V
o
l
30,
N
o
3

）
即
ち
肺
に
於
け
る
瓦
斯
交
換
の
不
足
よ
り
来
る
、
而
し
て
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
肺
炎
に
特
に
著
し
き
は
肺
の
呼
吸
面
の
お
か
さ
る
る
こ
と
広
汎
な
る
こ
と
肺
の
浮
腫
強
き
為
め
か
（
稲
田

氏
）。静

脈
炎
、
静
脈
検
査

稀
に
見
ら
る
（Ja

co
b
:D
M
W
,1916,N

r
1,O
sk
a
ro
rth
:D
M
W
,1918,N

r
47,S

zig
eti:J

A
M
A
,

V
o
l
74,
N
o
23,
p
1614

）。

血
液
所
見

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
於
け
る
白
血
球
の
変
化
は
前
回
の
流
行
以
来
論
ぜ
ら
る
る
所
に
し
て
苟
く
も
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
を
論
ず
る
臨
床
家
は
何
れ
も
此
れ
に
触
る
る
有
様
に
て
此
の
問
題
に
関
し
て
は
実
に
饒
多
な
る
文
献
あ
り
。

日
本
に
て
は
、

三
浦
氏
（
実
験
医
報
七
年
十
二
月
）
矢
部
氏
（
内
科
学
雑
誌
九
年
二
月
）
加
藤
義
夫
氏
（
実
験
医
報
七
年
十
二
月
）

林
氏
（
臨
床
医
学
八
年
五
号
）
武
井
氏
、
桜
井
氏
、
清
水
氏
（
医
事
新
聞
一
〇
二
〇
号
）
宇
野
氏
（
中
外
医
事
新
報

九
四
二
号
）
大
森
氏
（
医
学
中
央
雑
誌
三
〇
七
号
二
七
一
頁
）
林
氏
（
臨
床
医
学
七
年
五
号
）
岸
本
氏
、
藤
田
氏
、

尾
形
氏
（
福
岡
医
科
大
学
雑
誌
十
二
巻
五
号
）
篠
田
氏
（
中
外
医
事
新
報
九
年
四
月
号
）
稲
田
氏
（
内
科
学
雑
誌
八

巻
八
号
）
岡
田
増
右
衛
門
氏
（
実
験
医
学
雑
誌
第
四
巻
三
、
四
号
）
等
。

第六章 流行性感冒の病原、病理、症候、治療、予防339



独
墺
瑞
に
て
は
、

C
itro
n
B
erl
K
l
W
,
1918,

N
r
33
F
leisch

m
a
n
n
B
erl
K
l
W
,
1918,

N
r
35
L
ev
y
D
M
W
,

1918,
N
r
35
K
o
ep
ch
en

D
M
W
,
1918,

N
r
34
M
u
n
zer

C
o
rresp

S
ch
w
A
,
1918,

N
r
32

H
a
a
se
&
W
o
h
lra
b
D
M
W
,
1918,

N
r
50
H
o
p
p
e-S
ey
ler

M
M
W
,
1918,

N
r
52
B
ech
er
M

M
W
,
1918,

N
r
25
R
o
se
B
erl
K
l
W
,
1918,

N
r
43
S
ta
ech
elin

K
o
rrest

S
ch
w
A
,
1918,

N
r

32
A
lex
a
n
d
er
D
M
W
,
1918,

N
r
45
K
lew
itz

M
ed
K
lin
ik
,
1919,

N
r
9
R
o
sen
o
w
M
ed

K
lin
ik
,1918,

N
o
30
etc

etc

英
米
仏
に
て
は
、

S
u
n
d
ell
S
p
R
ep
N
o
36,M

ed
R
es
C
E
n
g
l
L
ittle,G

a
ro
fa
ls
&
W
illia
m
s
L
a
n
cet,1918,Ju

ly 13

G
o
tch
&
W
h
ittin
g
h
a
m
B
rit
M
ed
J
,
1918,

Ju
ly 27

C
o
le
B
rit
M
ed
J
,
1918,

N
o
v
23
L
io
n et

 
C
retin

B
S
o
c
M
ed
d
H
o
p
ita
u
x
,
1919,

Ja
n
H
ew
lett
&
A
lb
erty

J
A
M
A
,
V
o
l
71,
N
o
13

K
eeg
a
n
J
A
M
A
,
1918,

S
ep
28
N
u
zu
m
,
P
ilo
t,
S
ta
n
g
el
&
B
o
n
a
r
J
A
M
A
,
1918,

N
o
r
9

S
tro
u
se
&
B
lo
ch
J
A
M
A
,
1918,

N
o
v
9
K
eeto
n
&
C
u
sh
m
a
n
n
J
A
M
A
,
1918,

D
ec
14

B
la
n
to
n
&
Iro
n
s
J
A
M
A
,
1918,

D
ec
14
B
rem
,
B
o
llin
g
&
C
a
sp
er
J
A
M
A
,
1918,

D
ec

28
S
y
n
ro
tt
&
C
la
rk
J
A
M
A
,1918,N

o
30
M
a
cC
o
n
n
el
J
A
M
A
,V
o
l
72,N

o
20
C
o
u
n
er

J
A
M
A
,
V
o
l
73,
N
o
5
K
in
sella u

B
ro
u
n
J
A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
16
etc
etc

前
回
の
流
行
に
際
し
て
大
勢
は
白
血
球
増
多
症
を
見
る
と
し
た
る
も
此
れ
に
反
対
す
る
も
の
亦
少
か
ら
ざ
り
き
、
今

期
の
流
行
に
於
け
る
諸
家
の
説
の
傾
向
を
見
る
に
合
併
症
な
き
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
は
白
血
球
減
少
症
を
起
し
肺
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炎
の
発
生
す
る
や
軽
度
の
白
血
球
増
加
を
来
た
す
と
な
す
、
然
れ
ど
も
単
純
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
於
て
も
白
血
球

平
常
な
る
か
又
は
反
対
に
増
加
症
を
示
す
も
の
あ
る
に
似
た
り
、
而
し
て
此
の
際
主
と
し
て
増
減
す
る
は
中
性
多
核
白

血
球
に
し
て
甚
だ
し
き
時
は
一
〇
％
に
至
る
こ
と
あ
り
（C
itro
n

）
淋
巴
球
は
比
較
的
増
加
の
傾
向
あ
り
、「
エ
オ
ジ

ン
」
嗜
好
細
胞
、
好
塩
基
性
多
核
白
血
球
は
有
熱
時
減
少
又
は
消
失
し
、T

u
rk

氏
刺
戟
型
、
プ
ラ
ス
マ
細
胞
出
現
す
、

大
単
核
細
胞
、
移
行
型
は
大
差
な
し
と
せ
ら
る
。

肺
炎
起
る
や
白
血
球
増
多
症
起
る
こ
と
は
一
致
せ
る
所
見
の
如
く
な
れ
ど
も
其
程
度
は
格
魯
布
性
肺
炎
の
如
く
高
度

な
ら
ず
且
つ
不
定
な
る
を
以
て
白
血
球
像
に
よ
り
肺
炎
の
合
併
せ
る
を
知
る
こ
と
能
は
ず
（B

la
n
to
n
&
Iro
n
,

稲
田

氏
）。予

後
と
白
血
球
像
と
の
間
に
は
確
実
な
る
関
係
を
見
出
す
こ
と
能
は
ず
。

単
純
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
来
る
白
血
球
減
少
症
を
動
物
試
験
の
結
果
に
よ
り
大
森
氏
、
及
矢
部
氏
（
細
菌
学
雑

誌
二
八
四
号
）
は
此
れ
を
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
に
帰
せ
る
がM

a
cC
o
n
n
el
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
20

）

は
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
白
血
球
減
少
症
を
見
ざ
る
事
実
よ
り
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
に
よ
る
も
の
に
あ
ら
ず
と
す
、

又
吉
村
氏
、
梅
本
氏
（
実
験
医
学
雑
誌
四
巻
二
号
）
は
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
注
射
後
動
物
に
見
る
白
血
球
減
少
症

は
僅
か
に
四
五
時
間
続
く
に
過
ぎ
ず
し
て
そ
れ
よ
り
白
血
球
増
多
症
に
移
行
す
る
事
其
他
の
理
由
よ
り
患
者
に
見
ら
る

る
白
血
球
減
少
症
は
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
と
は
関
係
な
き
も
の
と
な
すP

eter
&
F
red
rick

は
同
じ
く
動
物
試

験
よ
り
推
し
て
此
れ
を
濾
過
性
病
原
体
に
帰
せ
り
。

A
h
lb
o
rn
,
H
u
n
d
M
M
W
,
1918,

S
1411

）
は
白
血
球
中
にG

iem
sa

染
色
よ
り
黒
染
さ
る
る
小
体
を
見
る

と
云
ふ
。

第六章 流行性感冒の病原、病理、症候、治療、予防341



ア
チ
ド
ー
ジ
ス
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
も
他
の
熱
性
疾
患
に
於
け
る
如
く
「
ア
チ
ド
ー
ジ
ス
」
を
見
ら
る
（
安
藤
、
日
本
内
科
学

雑
誌
七
巻
十
号
、
山
北
、
東
京
医
事
新
誌
二
一
〇
七
号
、
林
、
臨
床
医
学
七
年
五
号
、
小
野
寺
、
医
海
事
報
一
二
七
七

号
）G

ilb
ert,
C
h
a
b
ro
l
&
D
u
m
o
n
t
P
a
ris M

ed
ica
l,
1918,

O
ct

）
はA

zo
tem
ia

を
屢
見
る
と
云
ふ
。

血
液
凝
固
時
間

R
a
ck
em
a
n
n
&
B
ro
ck

A
rch

In
t
M
ed
,
1919,

M
a
y

）
は
血
液
凝
固
時
間
に
変
り
な
し
と
唱
す
れ
ど
も

K
in
sella

&
B
ro
u
n
J
A
M
A
,V
o
l
74,N

o
16

）
は
凝
固
時
間
長
く
な
り
血
小
板
減
少
す
と
云
ふ
、
而
し
て
此

の
顕
象
は
肺
炎
の
有
無
に
関
係
な
し
と
。

赤
血
球
の
抵
抗

K
in
sella

&
B
ro
u
n

は
赤
血
球
の
抵
抗
弱
る
と
云
ふ
。

血
糖

今
村
、
斎
木
（
内
科
学
会
雑
誌
九
年
二
月
号
）
に
よ
れ
ば
一
般
に
は
著
変
な
し
と
。

脾
臓

肥
大
を
証
し
得
べ
き
こ
と
少
し
。

淋
巴
腺

稀
に
頭
腺
、
腋
下
腺
の
腫
大
を
見
る
こ
と
あ
り
、
前
回
の
流
行
に
も
同
様
の
症
状
の
記
載
を
見
し
が
今
回
の
流
行
に

て
はS

ch
m
ied
en

M
M
W
,
1919,

N
r
9

）
頭
部
淋
巴
腺
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
称
し
て
此
れ
を
記
載
す
、

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
経
過
せ
る
頃
単
側
又
は
両
側
の
頸
部
淋
巴
腺
腫
大
し
数
日
間
に
瀰
漫
性
の
固
き
腺
の
束
と
な
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り
、
頸
筋
又
は
皮
膚
と
癒
着
す
、
圧
痛
、
浮
腫
あ
り
頭
の
運
動
障
碍
、
嚥
下
障
碍
を
訴
ふ
、
経
過
長
く
し
て
屢
々
六
週

間
以
上
に
亘
る
、
半
数
に
は
化
膿
を
起
し
、
皮
膚
発
赤
し
破
れ
ず
し
て
治
す
る
あ
り
、
又
破
れ
て
排
膿
す
る
あ
り
、
膿

中
に
は
連
鎖
状
球
菌
を
有
す
、
碓
居
氏
が
養
育
院
に
て
一
時
に
数
例
を
見
ら
れ
た
る
同
様
の
患
例
は
同
種
の
も
の
な
る

べ
し
、
此
れ
等
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
時
に
見
ら
れ
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
此
れ
を
以
て
直
ち
に
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
性
の
も
の
と
な
す
こ
と
は
議
論
あ
る
べ
き
所
な
り
、
馬
に
於
て
流
行
性
感
冒
流
行
時
其
間
に
見
ら
る
る
腺
疫

は
大
体
に
於
て
同
じ
症
状
に
て
同
じ
く
連
鎖
状
球
菌
を
膿
中
に
見
ら
る
、
比
較
研
究
す
る
時
は
面
白
き
も
の
な
る
べ
し

腺
疫
は
濾
過
性
病
原
に
よ
り
て
起
る
も
の
と
せ
ら
る
。

出
血
性
素
質
に
つ
き
て
は
既
に
述
べ
た
る
を
以
て
略
す
。

甲
状
腺

P
etern

E
d
in
b
u
rg
h M

J
,
1920,

Ju
ly

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
経
過
後
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
を
見
た

り
と
他
に
も
同
様
の
報
あ
り
。

副
腎

B
ru
n
eck
e
J
A
M
A
,
V
o
l
74,N

o
14,p

990

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
後A

d
d
iso
n

氏
病
の
発
生

す
る
も
の
数
例
を
見
た
り
と
。

血
中
の
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
減
少
す
と
云
ふ
も
の
あ
り
。

三
、
消
化
器
系
統

軽
度
の
消
化
器
障
碍
よ
り
所
謂
胃
腸
型
と
称
す
べ
き
著
し
き
も
の
迄
あ
り
。

舌
苔
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単
純
な
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
て
は
割
合
に
湿
潤
せ
る
灰
白
色
の
舌
苔
を
被
る
、
肺
炎
を
起
す
や
乾
燥
せ
る
事

多
し
、
煤
色
な
る
は
重
症
者
に
見
ら
る
。

潰

性
口
腔
炎

K
eeto
n
&
C
u
sh
m
a
n
n
J
A
M
A
,
V
o
l
71,
N
o
24

）
の
報
告
あ
り
。

耳
下
腺
炎

稀
に
見
ら
る
る
事
あ
り
（F

ren
ch
:
R
ep
fro
m
 
M
in
H
ea
lth E

n
g
l
,
R
a
ck
em
a
n
n
&
B
ro
ck
:
A
rch

In
t

M
ed
,
1919,

M
a
y

）。

食
気
不
振
は
毎
常
此
れ
を
見
ら
れ
殊
に
肺
炎
誘
起
せ
ら
る
る
や
著
し
、
嘔
心
は
経
過
中
屢
々
見
ら
る
る
も
嘔
吐
は
肺

炎
を
起
し
た
る
時
に
見
ら
る
る
事
あ
り
、
時
に
胃
腸
中
毒
症
状
と
し
て
嘔
気
、
嘔
吐
強
く
疝
痛
を
訴
へ
劇
し
き
下
痢
を

見
る
事
あ
り
。

吐
血
、
胃
出
血
を
稀
に
見
る
事
あ
り
（F

ren
ch
:
R
ep
fro
m
 
M
in
H
ea
lth E

n
g
l

）
奈
良
慎
一
郎
（
実
験
医
報
五

年
五
十
三
号
内
藤
八
郎
、
久
松
、
内
科
学
雑
誌
一
五
巻
五
、
六
号
）。

鼓
張
、
屢
々
見
ら
る
る
も
軽
度
な
り
、
肺
炎
に
於
て
鼓
張
高
度
な
る
は
予
後
不
良
な
り
。

腹
痛
、
時
々
此
れ
を
見
る
、
胃
腸
型
に
於
て
は
劇
し
き
疝
痛
あ
り
、
肺
炎
の
際
盲
腸
部
に
鈍
痛
を
訴
へ
強
直
な
き
事

あ
り
、（V
illa
rd
:
J
A
M
A
V
o
l
72,N

o
8,p

612
）
又
腹
壁
緊
張
を
伴
へ
る
盲
腸
炎
と
見
る
べ
き
症
状
内
外
文

献
に
散
見
せ
ら
れ
之
を
盲
腸
炎
型
と
名
づ
く
る
人
あ
り
（K

o
n
ig
:
M
M
W
,
1918,

N
r
52,
S
ch
m
ied
en
:
M
M

W
,
1918,

N
r
9

）。

B
ea
ls,
B
la
n
to
n
,
&
E
isen
d
ra
h
t
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
12

）
は
腹
痛
の
急
性
腹
膜
炎
と
見
る
べ
き
も
の
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を
報
ず
然
れ
ど
も
此
の
盲
腸
炎
、
腹
膜
炎
は
此
れ
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
帰
す
る
事
の
当
否
は
病
原
不
明
の
今
日

決
し
難
き
所
な
り
。

便
通

患
者
の
多
く
は
便
秘
す
、
少
数
は
下
痢
を
来
た
す
、
下
痢
は
軟
便
又
は
水
瀉
下
痢
に
し
て
一
日
二
三
回
乃
至
数
回
な

れ
ど
も
直
ち
に
治
癒
す
。

血
便
又
屢
々
見
ら
る
る
も
の
に
て
粘
液
血
便
よ
り
腸
出
血
と
称
す
べ
き
程
度
の
も
の
迄
あ
り
、
高
熱
と
共
に
血
便
を

出
す
あ
り
、
又
下
熱
頃
よ
り
初
ま
る
も
の
あ
り
（
稲
田
、B

eck
m
a
n
n
,
D
M
W
,
1918,

N
r
40

）
又
経
過
後
に
来

る
も
の
あ
り
（P

ra
d
o
:
J
A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
15,
p
1058

）「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
し
て
血
便
を
排
泄
す
る

も
の
にS

tru
m
p
ell

は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
て
衰
弱
せ
る
も
の
に
続
発
伝
染
し
て
起
れ
る
赤
痢
様
疾
患
を
疑
ひ

し
も
赤
痢
菌
を
証
明
す
る
事
な
き
の
み
な
ら
ず
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
他
の
粘
膜
の
出
血
を
起
し
易
き
も
の
故
此
れ

も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
病
毒
に
よ
る
も
の
な
ら
ん
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
時
に
あ
ら
ざ
れ
ば
軽
症
赤
痢
と
の

鑑
別
困
難
な
り
、
但
し
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
腸
炎
に
於
て
は
粘
液
便
あ
る
も
便
通
の
度
数
は
余
り
多
か
ら
ず
、

E
d
elm
a
n
n
W
K
l
W
,
1917,

S
1138

）
斎
藤
二
郎
（
小
児
科
雑
誌
二
三
〇
号
）
は
便
中
よ
り
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」

氏
菌
を
証
明
せ
り
と
云
ふ
。

腸
「
チ
フ
ス
」
類
似
型
、
稀
に
見
ら
る
る
も
の
に
て
（
西
川
氏
、
実
験
医
報
八
年
二
月
）
稽
留
熱
、
遅
脈
、
白
血
球

減
少
症
あ
り
、
薔

疹
、
脾
腫
さ
へ
見
ら
る
る
も
初
期
悪
寒
戦
慄
強
く
熱
の
最
高
点
に
達
す
る
事
速
に
、
脾
腫
の
出
没

速
な
る
こ
と
、
経
過
短
き
こ
と
、
細
菌
学
血
清
学
的
診
断
に
て
区
別
さ
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
流
行
期
中
は
「
チ
フ

ス
」
は
腸
出
血
、
肺
炎
を
起
し
易
く
死
亡
率
甚
だ
多
か
り
き
（
宮
川
、
吉
本
、
大
正
十
年
四
月
衛
生
学
会
）。
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肝
臓

肥
大
せ
る
こ
と
少
く
鬱
血
肝
と
な
す
べ
き
も
の
を
見
し
こ
と
な
し
。

黄
疸
、
時
々
見
ら
る
る
も
の
に
て
肺
炎
を
起
せ
る
時
に
多
し
、
第
五
、
第
六
病
日
以
後
に
発
す
る
こ
と
多
し
、
黄
疸

は
軽
け
れ
ど
も
此
れ
を
発
せ
る
例
は
死
亡
率
多
し
、
吃
逆
、
時
々
見
ら
れ
た
り
。

横
隔
膜
下
膿

、B
ea
ls,
B
la
n
to
n
&
E
isen
d
ra
h
t
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
12

）
の
報
告
あ
り
。

四
、
神
経
系
統

S
ir W

illia
m
 
O
sler

P
rin
cip
les a

n
d P
ra
ctice o

f M
ed
icin
e

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
は
あ
ら
ゆ
る
神

経
症
状
来
る
と
言
へ
る
が
事
実
は
正
に
其
の
言
の
如
く
吾
人
は
諸
種
の
神
経
系
障
碍
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
見
る
。

頭
痛
、
眩
暈
、
全
身
衰
弱
、
神
経
痛
及
筋
痛
、
知
覚
過
敏
、
不
眠
症
等
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
頻
発
の
症
状
な

り
、
而
し
て
此
等
症
候
の
著
し
き
は
神
経
型
と
称
せ
ら
る
る
な
り
、
小
児
に
は
神
経
症
状
一
般
に
少
し
弘
田
氏
（
近
世

医
学
六
年
二
月
）
平
井
氏
（
中
央
医
学
会
雑
誌
一
四
二
号
）。

限
局
せ
る
神
経
痛
は
三
叉
神
経
痛
最
も
多
く
、
坐
骨
神
経
痛
又
少
か
ら
ず
、
腰
痛
は
第
一
日
第
二
日
に
著
明
に
し
て

第
三
日
頃
よ
り
軽
快
す
る
を
常
と
す
。

尚
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
は
神
経
炎
、
脳
炎
、
脳
膜
炎
、
精
神
病
を
見
る
こ
と
あ
り
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
性
神
経
炎

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
経
過
中
脚
気
様
の
神
経
炎
を
見
る
こ
と
あ
り
、
欧
洲
に
て
は
前
回
の
流
行
に
屢
々
見
ら
れ
た

る
所
な
る
が
今
期
の
流
行
に
も
又
時
々
観
察
せ
ら
れ
た
り
（M

a
rcu
s:
B
erl
K
l
W
,
1918,

N
r
48,
S
a
en
g
er:
M

M
W
1919,

N
r
4,
B
erg
m
a
n
n
:
M
M
W
,
1919,

N
r
5,
etc

）
我
国
に
於
て
は
篠
田
氏
の
価
値
あ
る
研
究
あ

346



り
、
尚
西
川
河
井
（
医
事
新
聞
一
〇
一
四
号
）
沢
田
（
実
験
医
報
五
年
五
三
号
）
島
薗
（
臨
床
医
学
七
年
九
号
）
其
の

他
の
報
告
を
見
る
。

其
の
症
状
は
大
体
脚
気
の
如
く
に
し
て
対
称
性
の
知
覚
障
碍
並
に
運
動
障
碍
を
起
す
、
知
覚
障
碍
は
四
肢
の
末
端
又

は
一
定
神
経
領
に
知
覚
鈍
麻
稀
に
完
全
な
る
知
覚
欠
損
を
来
た
す
、
口
唇
に
は
此
れ
を
証
明
出
来
ず
、
此
れ
脚
気
と
異

な
る
点
な
り
。

運
動
障
碍
は
四
肢
に
起
る
不
全
又
は
完
全
な
る
弛
緩
性
麻
痺
に
し
て
下
肢
に
あ
り
て
は
膝
関
節
以
下
に
し
て
上
肢
に

あ
り
て
は
肩
関
節
に
迄
及
ぶ
、
又
屢
々
神
経
性
の
嗄
声
を
伴
ふ
、
麻
痺
は
卒
然
と
し
て
至
り
二
十
四
時
間
中
内
に
最
高

点
に
達
し
「
ハ
イ
ネ
メ
ヂ
ン
」
氏
病
の
如
し
、
膝
蓋
腱
反
射
及
び
「
ア
ヒ
レ
ス
」
腱
反
射
も
亦
失
は
る
。

恢
復
は
高
度
の
も
の
と
雖
も
多
く
一
箇
月
以
内
に
行
は
る
、
然
れ
ど
も
四
箇
月
半
を
要
せ
し
も
の
あ
り
（W

a
n
del:

M
M
W
,
1919,

N
r
50

）。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
於
て
顔
面
神
経
麻
痺
、
難
聴
の
見
ら
る
る
事
あ
る
が
此
れ
は
孤
立
せ
る
神
経
炎
と
見
て
可

な
る
べ
く
難
聴
は
東
海
林
氏
（
臨
床
医
学
七
年
一
号
）
其
の
神
経
炎
な
る
こ
と
を
証
明
せ
り
。

我
国
に
於
て
は
脚
気
と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
性
神
経
炎
と
の
異
同
は
大
い
に
論
議
せ
ら
る
、
そ
は
該
病
は
脚
気
と

其
の
症
状
を
等
し
く
し
且
つ
脚
気
の
既
往
症
を
有
す
る
人
又
は
現
に
軽
症
の
脚
気
を
患
ひ
居
り
し
に
来
る
事
屢
々
な
る

が
故
な
り
、
脚
気
そ
れ
自
身
は
熱
性
病
を
な
す
や
急
に
重
症
化
す
る
事
は
屢
々
見
る
所
に
し
て
且
つ
今
迄
脚
気
の
症
状

な
か
り
し
も
の
が
他
の
原
因
の
発
熱
に
て
急
に
脚
気
の
症
状
を
呈
す
る
事
さ
へ
あ
る
を
以
て
我
国
の
如
き
脚
気
国
に
於

て
は
脚
気
と
の
鑑
別
甚
だ
困
難
を
来
す
、
学
者
に
よ
り
て
は
全
部
を
脚
気
と
見
る
人
あ
れ
ど
も
脚
気
な
き
外
国
に
て
も

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
神
経
炎
は
見
ら
る
る
も
の
な
る
を
以
て
我
国
に
於
て
も
其
の
存
在
を
認
む
る
方
穏
当
な
る
べ
く
、
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「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
経
過
中
脚
気
症
状
を
呈
す
る
も
の
に
は
脚
気
あ
り
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
神
経
炎
あ
り
、
又
両

者
相
伴
へ
る
あ
り
と
解
す
る
を
可
と
せ
ん
、
神
経
系
統
に
一
定
の
素
因
あ
る
も
の
は
脚
気
並
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

神
経
炎
の
両
者
に
罹
病
し
易
き
も
の
か
、
西
川
、
河
井
（
医
事
新
聞
一
〇
一
四
号
）
は
脚
気
を
誘
因
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
を
真
因
と
見
る
。

篠
田
氏
は
左
の
諸
点
を
脚
気
と
の
鑑
別
と
し
て

慮
す
べ
き
諸
点
と
し
て
挙
げ
た
り
。

一
、
脚
気
の
既
往
症
な
く
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
よ
り
初
め
て
発
す
る
こ
と
。

二
、
麻
痺
の
発
生
は
何
れ
も
卒
然
な
る
こ
と
。

三
、
四
肢
麻
痺
の
範
囲
大
な
る
こ
と
。

四
、
大
多
数
に
音
声
嘶
嗄
を
伴
ふ
こ
と
。

五
、
循
環
系
の
障
碍
を
殆
ど
欠
如
す
る
こ
と
。

六
、
麻
痺
恢
復
が
脚
気
の
時
と
多
少
異
な
る
が
如
き
点
あ
る
こ
と
。

等
を
挙
げ
我
国
に
於
け
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
経
過
中
に
起
る
四
肢
麻
痺
中
に
は
独
立
せ
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

様
多
発
神
経
炎
の
混
在
せ
る
こ
と
を
唱
ふ
、
稲
田
氏
は
上
記
の
篠
田
氏
の
鑑
別
標
準
に
尚

腸
筋
の
硬
結
な
き
こ
と
の

一
項
を
加
ふ
る
こ
と
を
奨
む
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
性
脳
炎
及
び
嗜
眠
性
脳
炎

前
回
の
流
行
に
於
てL

eich
ten
stern

In
fl
u
en
za
,1912

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
脳
炎
な
る
も
の
を
報
告
す
、

然
る
にE

co
n
o
m
o
W
K
l
W
,
1919,

N
r
15

）
が
初
め
て
研
究
せ
る
嗜
眠
性
脳
炎
は
過
去
の
流
行
を
顧
れ
ば
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
に
関
係
あ
る
に
似
た
り
。
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前
者
は
記
載
に
よ
れ
ば
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
経
過
中
突
然
脳
溢
血
の
如
く
高
熱
と
重
篤
な
る
脳
症
状
即
ち

妄
、

意
識
消
失
、
昏
睡
を
来
た
し
、
半
身
或
は
一
局
部
の
不
随
を
来
た
す
も
の
と
せ
ら
る
、
然
れ
ど
も
稀
に
は
運
動
中
枢
及

び
運
動
神
経
系
の
侵
さ
れ
ざ
る
場
合
も
あ
り
、
斯
る
も
の
は
高
熱
と
共
に
意
識
消
失
し
て
死
亡
す
と
。

然
る
に
後
者
は
定
型
的
の
時
は
発
病
急
な
ら
ず
、
徐
々
に
し
て
嗜
眠
に
至
る
迄
に
は
全
身
倦
怠
「
レ
ウ
マ
チ
ス
」
様

痛
或
は
感
冒
様
症
状
を
来
た
し
、
そ
れ
よ
り
複
視
、
眼
筋
麻
痺
来
り
、
特
有
の
嗜
眠
状
態
を
起
す
、
嗜
眠
は
昏
睡
に
近

け
れ
ど
も
多
く
は
生
理
的
嗜
眠
の
如
く
、
呼
び
醒
せ
ば
指
南
は
正
し
く
簡
単
な
る
応
答
を
発
す
る
こ
と
を
得
、

妄
も

亦
稀
に
存
す
、
全
身
の
強
直
を
来
た
す
も
の
あ
り
と
雖
も
項
部
強
直
及
び
「
ケ
ル
ニ
ツ
ヒ
」
症
状
の
著
明
な
り
し
事
な

し
、
著
し
く
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
性
脳
炎
と
異
な
る
所
は
脳
神
経
及
び
四
肢
の
麻
痺
な
り
、
唯
眼
筋
麻
痺
と
し
て
眼

瞼
下
垂
は
最
も
著
し
。

然
れ
ど
も
嗜
眠
性
脳
炎
に
は
不
定
型
の
も
の
あ
り
て
脳
神
経
及
び
四
肢
の
麻
痺
を
来
た
す
も
の
あ
り
、
又
両
者
の
中

間
に
し
て
何
れ
と
も
つ
か
ざ
る
も
の
亦
少
か
ら
ず
（S

iem
erlin

g
:
B
erl
K
l
W
,
1919,

N
r
22,

田
中
氏
神
経
学
雑

誌
九
年
二
月
、
其
の
他
）。

G
ro
ss
&
P
a
p
p
en
h
eim

W
K
l
W
,1919,N

r
15

）
は
脳
脊
髄
液
の
所
見
を
鑑
別
に
供
し
得
べ
し
、
即
ち
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
性
脳
炎
は
毒
素
に
よ
り
て
来
る
も
の
な
る
を
以
て
脳
脊
髄
液
は
炎
症
状
を
来
さ
ざ
る
も
、
嗜
眠
性
脳

炎
は
炎
症
状
あ
り
と
。

M
a
rie et L

ev
y
M
ed
icin
e,
1920,

F
eb

）
は
一
九
一
八
年
来
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
発
熱
後
二
箇
月
又
は
其
の

後
に
於
てC

h
o
rea

様
運
動
を
起
し
筋
肉
力
弱
る
も
の
数
例
を
見
た
り
、
少
年
に
多
く
何
病
に
属
せ
し
む
べ
き
か
未
だ

不
明
な
り
と
。
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K
lessen

s
J
A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
3,
p
216

）
は
脳
橋
小
脳
の
変
化
に
相
当
す
べ
き
病
症
を
見H

a
ed
o
J

A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
7,
p
496

）
は
半
身
不
随
を
見
た
り
と
云
ふ
。

脳
膜
炎
、
国
分
氏
（
日
新
医
学
社
主
催
流
行
性
感
冒
講
演
会
附
議
）S

ch
reib
er
P
a
ris M

ed
ica
l,
1919,

S
ep
t

27

）
の
報
告
あ
る
も
稀
な
る
が
如
し
、F

ren
ch
R
ep
fro
m
 
M
in
H
ea
lth E

n
g
l

）
は
脳
脊
髄
膜
炎
菌
に
よ
り
て

起
る
も
あ
り
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
に
よ
り
て
起
る
も
あ
り
と
す
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
に
よ
る
は
脳
脊
髄
液

培
養
の
「
イ
ン
ド
ー
ル
」
反
応
に
て
診
断
せ
ら
る
と
云
ふ
人
あ
り
。

精
神
病

前
回
の
大
流
行
に
於
け
る
が
如
く
本
流
行
に
於
て
も
見
ら
る
、
雨
宮
氏
（
神
経
学
雑
誌
一
八
巻
六
号
）
の
綜
説
に
よ

れ
ば
初
発
七
十
七
名
、
再
発
十
名
な
り
、
又
種
類
は

妄
二
十
一
名
、
早
発
性
痴
呆
十
九
名
、
躁
鬱
病
十
七
名
な
り
、

転
帰
は
全
治
二
十
六
名
、
軽
快
十
三
名
、
未
治
二
十
一
名
、
死
亡
十
名
な
り
、
発
病
は
恢
復
期
に
多
し
と
。

発
病
は
石
川
氏
（
神
経
学
会
雑
誌
一
八
巻
三
号
）
又
下
熱
期
な
り
と
しM

en
in
g
er
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o

4

）
及
び
井
村
氏
（
神
経
学
雑
誌
一
八
巻
四
号
）
は
下
熱
後
二
日
乃
至
八
日
な
り
と
し
、
多
田
氏
（
国
家
医
学
雑
誌
三

九
〇
号
）
は
病
後
三
日
乃
至
十
日
と
す
。

種
類
は
諸
岡
（
神
経
学
雑
誌
一
八
巻
第
五
号
）
は
急
性

妄
多
し
と
しM

en
in
g
er

は
早
発
性
痴
呆
に
属
せ
し
む
べ

き
も
の
最
も
多
く
三
十
一
％
を
占
む
と
す
。

N
o
k
tin

K
o
rresp

f
S
ch
w
A
,
1918,

D
ec

）
は
遺
伝
関
係
上
素
質
あ
る
も
の
に
来
る
と
し
諸
岡
、
多
田
氏
は

素
質
な
し
と
云
ふ
。

転
帰
はG

o
rd
o
n
A
rch

In
t
M
ed
,
1819

N
o
k
tin

は
恢
復
し
易
し
と
称
す
る
も
井
村
氏
は
、
予
後
不
良
な
り
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と
す
。

脊
髄
炎
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
於
て
脊
髄
炎
来
る
こ
と
あ
り
、S

p
ieg
el
W
ien K

l
W
,1919,S

258

）
此
れ

が
病
理
解
剖
的
所
見
を
報
ず
。

五
、
泌
尿
生
殖
器
系
統

尿
所
見

量
、
初
期
に
は
一
般
に
減
量
す
、
肺
炎
を
起
す
時
は
五
六
百
竓
迄
に
減
じ
、
下
熱
後
四
五
日
よ
り
増
加
し
初
む
。

反
応
、
酸
性
な
り
、
ア
チ
ド
ー
ジ
ス
の
為
か
。

蛋
白
、
肺
炎
を
起
せ
る
時
は
大
多
数
に
見
ら
る
。

熱
性
蛋
白
尿
は
屢
々
見
ら
る
る
所
な
る
に
反
し
真
性
腎
臓
炎
は
少
し
と
せ
ら
るK

eeg
a
n
J
A
M
A
,
V
o
l
71,

N
o
13

）
は
二
〇
〇
〇
名
以
上
の
患
者
に
僅
か
に
一
名
の
真
性
腎
臓
炎
を
見
た
り
と
云
ふ
、
然
れ
ど
もT

h
o
m
p
so
n

&
C
a
u
ley

L
a
n
cet,
1920,

F
eb

）
は
真
性
腎
臓
炎
は
一
般
が

ふ
る
よ
り
は

に
多
し
と
云
ふ
。

沈

、
硝
子
様
円

及
び
顆
粒
状
円

あ
る
こ
と
あ
り
。

血
尿
、
鏡
検
に
よ
り
て
証
せ
ら
る
る
程
度
の
も
の
は
屢
見
ら
る
る
も
尿
が
血
色
を
呈
す
る
程
度
の
も
の
は
稀
な
り

（F
ren
ch
:

英
国
衛
生
省
報
告
）。

ヂ
ア
ツ
オ
」
反
応
、
稲
田
氏
は
単
純
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
は
二
〇
％
肺
炎
合
併
症
に
は
五
〇
％
此
れ
を
見
陽

性
が
陰
性
と
な
る
は
下
熱
後
な
り
と
、
他
の
報
告
は
一
般
に
其
の
陽
性
率
少
き
が
如
し
。

ア
セ
ト
ン
」
体
、
屢
見
ら
る
、「
ア
チ
ド
ー
ヂ
ス
」
に
よ
る
な
る
べ
し
（
小
野
寺
、
医
海
時
報
一
二
七
七
）。

ウ
ロ
ビ
リ
ン
」
有
熱
時
増
加
し
殊
に
肺
炎
に
於
て
健
康
時
の
十
倍
に
な
る
と
云
ふ
（
児
島
）。
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糖
尿
、M

o
tzfeld

t
J
A
M
A
,V
o
l
74,N

o
22,p

1152

）
は
四
例
を
報
告
す
、
前
回
の
流
行
に
も
此
れ
を
記

載
せ
ら
る
、
稀
に
来
る
も
の
か
。

腎
臓
周
囲
膿

B
u
g
b
ee
J
A
M
A
,
V
o
l
73,
N
o
14

）
此
れ
を
報
ず
。

摂
護
腺
炎
、
及
び
副
睾
丸
炎

同
じ
くB

u
g
b
ee

の
報
告
す
る
所
な
れ
ど
も
果
し
て
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
幾
何
の
関
係
あ
り
や
。

月
経
、
子
宮
出
血

月
経
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
よ
り
早
期
に
来
り
、
又
経
血
の
量
の
増
加
し
、
期
間
も
永
く
な
る
こ
と
甚
だ
多
し

（C
a
ld
ero
n
:J
A
M
A
,V
o
l
73,N

o
13,

小
野
寺
、
日
本
内
科
学
雑
誌
七
巻
十
号
）
又
月
経
と
は
関
係
な
き
子
宮

出
血
を
見
る
こ
と
あ
り
（F
ren
ch
:

英
国
衛
生
省
報
告
）。

娠
と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

娠
と
罹
病
率
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
や
不
明
な
る
も

婦
に
し
て
一
度
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
襲
は
る
る

や
其
結
果
は
甚
だ
恐
る
べ
き
も
の
あ
り
、
屢
流
早
産
を
起
し
肺
炎
は
重
症
と
な
り
、
多
く
の
学
者
の
統
計
に
よ
る
に
其

の
死
亡
率
五
〇
％
に
近
し
。

婦
に
於
て
肺
炎
の
重
症
と
な
る
所
以
は
一
は
其
の
個
体
の
抵
抗
減
弱
に
よ
る
べ
き
も
尚
横
隔
膜
挙
上
に
よ
る
胸
部

血
行
不
良
も
大
な
る
意
義
を
有
す
べ
し
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
に
流
早
産
の
来
る
理
由

血
液
の
炭
酸
瓦
斯
増
加
、
酸
素
不
足
に
よ
る
陣
痛
誘
起
。
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出
血
性
子
宮
内
膜
炎
の
起
る
傾
向
。

栄
養
不
良
精
神
感
動
に
よ
る
神
経
系
の
興
奮
性
昂
上
。

咳
嗽
に
よ
る
脱
落
膜
出
血
等

へ
ら
る
。

娠
と
月
数
と
の
関
係

出
産
期
近
き
七
箇
月
、
八
箇
月
以
後
は
そ
れ
以
前
に
比
し
予
後
不
良
な
り
。

中
絶
の
来
る
百
分
率
、
五
〇
％
に
来
り
殊
に
死
の
転
帰
を
と
る
も
の
に
於
て
多
し
。

娠
中
絶
の
有
無
と
死
亡
率
と
の
関
係
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
及
び
肺
炎
に
促
が
さ
れ
し
出
産
は
極
め
て
軽
く
迅
速

に
て
陣
痛
す
ら
な
き
こ
と
あ
り
、
然
れ
ど
も
予
後
は
甚
だ
不
良
な
り
、
但
し
人
に
よ
り
人
工
中
絶
を
推
奨
す
る
人
あ
り

（A
rn
o
ld

）。

流
早
産
の
来
る
時
期

大
多
数
は
死
亡
前
二
十
四
時
間
内
に
来
る
、
少
く
と
も
既
に
中
絶
起
る
や
其
の
後
第
三
日
目
迄
に
死
す
る
も
の
多
し
、

即
ち
患
者
は
重
篤
に
陥
る
や
中
絶
を
来
す
に
似
た
り
。

産
褥
婦
と
の
関
係
、
或
は
影
響
な
し
と
し
或
は
極
め
て
悪
し
と
な
す
、C

a
ld
ero
n
J
A
M
A
,
V
o
l
73,
N
o

13

）
は
産
褥
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
来
る
や
一
〇
〇
％
は
死
す
と
云
ふ
。

F
erra
n
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
11,
p
826

）
は
慢
性
子
宮
病
の
悪
化
を
説
く
。

初
生
児
と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

母
体
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
中
に
出
産
せ
る
初
生
児
は
呼
吸
器
の
症
状
を
呈
し
多
く
生
後
三
日
目
に
死
す
、
出
血

性
肺
炎
又
は
敗
血
性
心
内
膜
炎
あ
り
、
か
か
る
例
は
初
生
児
は
母
体
内
に
て
感
染
せ
る
も
の
と
解
す
べ
し
（A

b
t:
J
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 A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
14

）。

六
、
皮
膚

患
者
は
発
汗
し
易
く
皮
膚
は
一
般
に
湿
潤
せ
る
も
時
に
乾
燥
せ
る
こ
と
あ
り
。

黄
疸
の
事
は
既
述
の
如
し
。

毛
髪
脱
落
症

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
経
過
後
毛
髪
脱
落
を
起
し
原
因
不
明
な
る
を
以
て
皮
膚
科
を
訪
ふ
も
の
甚
だ
多
し
、A

y
res

（J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
19

）
に
よ
れ
ば
多
く
病
後
二
日
｜
三
日
に
し
て
来
り
瀰
漫
性
な
り
と
、
青
木
氏
（
治
療

及
び
処
方
第
一
年
一
巻
四
号
）
及
びG
a
lew
sk
y
M
M
W
,
1919,

S
378

）
は
共
に
此
れ
を
毒
素
の
作
用
に
帰
す
。

爪
の
発
育
障
害

P
in
k
u
s
M
K
l
,
1919,

S
179

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
よ
る
爪
の
発
育
障
碍
を
注
目
す
、
恢
復
後
三
箇
月

後
爪
の
中
頃
に
来
る
溝
を
以
て
知
ら
る
と
。

発
疹イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
は
屢
々
諸
種
の
発
疹
を
見
る
、R

a
ck
em
a
n
n
&
B
ro
ck

A
rch

In
t
M
ed
,
1919,

M
a
y

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
麻
疹
と
を
比
較
し
下
の
如
き
類
似
点
を
挙
げ
、
両
者
甚
だ
似
通
へ
る
こ
と
を
述

べ
病
原
研
究
上
注
意
す
べ
し
と
云
ふ
。

伝
染
性
甚
だ
大
な
る
こ
と
。

発
病
突
然
な
る
こ
と
。

高
熱
な
れ
ど
も
持
続
短
き
こ
と
。
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初
期
に
上
気
道
の
症
状
を
呈
す
る
こ
と
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
て
も
屢
々
発
疹
を
見
る
こ
と
。

白
血
球
減
少
症
あ
る
こ
と
。

肺
、
肋
膜
の
合
併
症
を
起
し
易
き
こ
と
。

二
木
氏
並
にF

ra
n
cio
n
i

は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
咽
頭
粘
膜
の
発
赤
を
粘
膜
発
疹
と
見
な
し
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
を
麻
疹
猩
紅
熱
に
比
す
べ
き
急
性
発
疹
性
伝
染
病
と
な
し
麻
疹
に
近
き
も
の
と
な
す
。

又
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
於
て
発
疹
の
著
明
な
る
例
を
発
疹
型
と
な
す
人
あ
り
、
其
発
疹
に
は
左
記
の
如
き
も
の

あ
り
。ヘ

ル
ペ
ス
」
解
熱
後
に
多
く
来
る
、
時
に
有
熱
期
に
来
る
こ
と
あ
り
、
口
唇
に
最
も
多
く
鼻
や
頰
部
に
生
ず
る

こ
と
あ
り
、
高
田
氏
（
実
験
医
報
大
正
八
年
一
月
）
は
此
れ
を
七
・
七
％
に
見
た
り
、
中
発
熱
時
一
八
％
解
熱
後
八
二

％
な
り
し
と
。

ロ
ゼ
オ
ラ
」「
チ
フ
ス
」
型
に
は
屢
見
る
も
の
な
る
が
腸
症
状
な
く
し
て
腹
部
に
明
ら
か
に
此
れ
を
認
め
し
事
も

あ
り
（
篠
田
、
中
外
医
事
新
報
第
九
年
）。

猩
紅
熱
様
発
疹
。M

o
ra
w
itz
D
M
W
,1916,N

r
1
B
ra
sch

M
M
W
,1918,N

r
30

）
豊
田
氏
（
実

験
医
報
五
年
五
十
一
号
）
松
岡
氏
（
診
療
鈔
報
三
巻
二
三
号
）
等
の
報
告
あ
り
、
猩
紅
熱
と
の
鑑
別
は
覆
盆
子
舌
や
高

度
の
「
ア
ン
ギ
ナ
」
の
欠
く
る
事
な
る
がH

a
in
iss
W
K
l
W
,1919,S

201

）
はS

ch
u
ltz u

C
h
a
rlto
n

の
血
清

反
応
即
ち
猩
紅
熱
患
者
は
健
康
血
清
又
は
恢
復
期
患
者
血
清
の
皮
内
注
射
を
行
ふ
時
は
其
周
囲
に
貧
血
輪
を
呈
す
る
こ

と
を
応
用
し
て
両
者
を
分
ち
得
と
云
ふ
。
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麻
疹
様
発
疹
。
又
時
々
見
ら
る
る
も
の
に
てR

a
ck
em
a
n
n
&
B
ro
ck

に
よ
れ
ば
一
八
時
間
に
て
消
褪
す
と
い

ふ
。

天
然
痘
様
発
疹
。Ja

co
b

の
報
告
あ
り
、
全
身
に
小
結
節
を
来
た
し
所
々
に
水
泡
あ
り
、
脱
皮
に
て
治
せ
り
と
。

皮
下
溢
血
。
斎
藤
真
文
（
臨
床
医
学
七
年
一
号
）
松
岡
氏
（
診
療
鈔
報
三
巻
二
七
号
）
の
報
告
あ
り
、F

ren
ch

（
英
国
衛
生
省
報
告
）
は
紫
斑
を
呈
す
る
は
予
後
悪
し
と
云
ふ
。

麻
疹
。

紅
斑
（F

ren
ch

）。

皮
下
膿

（F
ren
ch

）
等
又
報
ぜ
ら
る
。

七
、
眼

稲
田
氏
は
結
膜
出
血
又
は
結
膜
炎
来
り
四
五
日
続
け
ど
も
麻
疹
の
如
く
強
か
ら
ず
と
云
ふ
、G

u
ira
l
J
A
M
A
,

V
o
l
72,N

o
1,p

80

）
はW

eek
の
結
膜
炎
を
見
、
其
際
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
を
発
見
せ
り
と
、
又
結
膜
潰

を
起
せ
る
も
の
も
あ
り
、
此
の
際
は
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
の
外
肺
炎
双
球
菌
を
見
た
り
と
。

宮
下
氏
（
大
阪
医
学
会
雑
誌
一
八
巻
三
号
）
は
紅
彩
、
毛
様
体
炎
、
化
膿
性
葡
萄
膜
炎
を
報
じG

o
n
za
lez

J
A

M
A
,V
o
l
73,N

o
25,p

108

）
は
網
膜
の
出
血
を
見
た
り
と
し
、
増
田
氏
（
眼
科
臨
床
医
報
一
六
二
号
）
及
び

F
ren
ch

（
英
国
衛
生
省
報
告
）
は
全
眼
球
炎
を
報
ず
。

鹿
野
氏
（
眼
科
臨
床
医
報
一
五
七
号
）
は
眼
窩
膿

を
経
験
せ
り
と
云
ふ
。

O
n
a
te
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
14,
p
1042

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
経
過
後
弱
視
を
見
た
る
が
恢
復
せ

り
と
云
ひ
、
中
村
氏
（
眼
科
臨
床
医
報
一
六
二
号
）
は
滑
車
神
経
麻
痺
を
見
た
り
と
云
ふ
、
共
に
神
経
系
統
の
症
状
な
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れ
ど
も
独
立
し
て
来
り
且
つ
眼
に
関
係
大
な
る
を
以
て
此
の
所
に
附
記
し
て
参

に
供
せ
ん
と
す
。

八
、
耳

単
純
な
る
聴
力
障
碍
、
中
耳
炎
、
内
耳
炎
及
び
乳
嘴
突
起
炎
等
を
起
す
。

聴
力
障
碍

単
純
な
る
聴
力
障
碍
は
東
海
林
氏
（
臨
床
医
学
七
巻
一
号
）
に
よ
れ
ば
鼓
膜
に
変
化
あ
る
も
の
少
く
、
音
叉
試
験
上

低
音
Ｃ
に
対
す
る
短
縮
少
く
高
音F

is

に
対
す
る
短
縮
強
く
、
骨
伝
導
一
般
に
短
縮
し
リ
ン
ネ
陽
性
な
り
、
多
く
耳

鳴
あ
り
、
此
れ
に
よ
り
恐
ら
く
病
原
体
に
よ
る
中
毒
症
に
て
神
経
炎
な
る
べ
し
と
。

中
耳
炎
、
及
び
乳
嘴
突
起
炎

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
後
屢
々
来
る
も
の
に
し
て
単
純
性
、
化
膿
性
、
鼓
膜

孔
出
血
性
等
あ
り
、
橋
本
氏
（
医

学
中
央
雑
誌
三
一
七
号
）
に
よ
れ
ば
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
中
耳
炎
は
耳
痛
、
難
聴
、
耳
鳴
強
く
出
血
性
の
も
の
三
二

％
あ
り
と
、
船
津
氏
（
医
学
中
央
雑
誌
一
七
巻
七
号
）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
中
耳
炎
は
本
病
経
過
後
一
二
週
に
て

発
す
る
も
の
多
く
、
症
状
劇
烈
に
し
て
乳
嘴
突
起
炎
を
起
し
易
く
更
に
咽
喉
膿

、
脳
膜
炎
等
を
起
す
と
云
ふ
、
膿
中

に
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
少
し
と
。

鼓
膜

孔
性
出
血
性
中
耳
炎
に
関
し
て
は
佐
藤
氏
（
医
学
中
央
雑
誌
三
〇
七
号
）、
岡
田
博
士
（
大
日
本
耳
鼻
咽
喉

科
会
々
報
二
十
五
巻
一
号
）
等
の
報
告
あ
り
。

F
a
rn
er
C
o
rr
S
ch
w
A
,
1919,

S
395

）
及
びP

ry
m
D
M
W
,
1919,

S
880

）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

中
耳
炎
に
「
プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
を
見
る
こ
と
少
し
と
云
ふ
。

尚
乳
嘴
突
起
炎
に
関
し
て
はH

irsch
D
M
W
,
1919,

S
15

）
桑
原
氏
（
大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
会
々
報
二
五
巻
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三
、
四
号
）
の
報
告
あ
り
。

内
耳
炎

原
口
氏
（
大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
会
々
報
二
五
巻
三
、
四
号
）H

irsch
D
M
W
,
1919,

S
15

）
等
此
れ
を
報
ず
。

九
、
筋
肉
及
軟
部

筋
肉
内
出
血

腹
部
直
筋
に
見
る
こ
と
多
しS

u
n
d
ell

S
p
R
ep
F
r
M
ed
R
es
C
o
m
E
n
g
la
n
d
B
la
l,
B
la
n
to
n
&

E
isen
d
ra
h
t
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
12
B
a
lg
a
rn
ic
L
a
n
cet,

1919,
M
a
y
,
17

）
等
の
報
告
あ
り
。

筋
炎

B
u
rg
er
M
M
W
,
1918,

S
179

V
o
rp
a
h
l
M
K
l
,
1919,

S
975

H
ild
eb
ra
n
d
t
M
M
ed
W
,
1919,

S
530

）
等
の
報
あ
り
。

軟
部
の
膿

、
蜂
窩
織
炎
来
る
こ
と
あ
り
（D

u
b
s:
K
o
rr
f
S
ch
w
A
,
1919,

S
538

）。

十
、
骨
及
び
関
節

B
eh
ren
d
J
A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
14,
p
982

）
は
骨
髄
炎
、
骨
膜
炎
を
見
た
り
と
云
ふ
。

D
u
b
s
K
o
rr
f
S
ch
w
A
,
1919,

S
538

）
は
骨
髄
炎
及
び
関
節
炎
を
報
ず
。

第
四
節

流
行
性
感
冒
の
治
療
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第
一
項

緒
言

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
及
び
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
は
軽
重
種
々
の
度
あ
り
、
又
急
性
に
し
て
病
勢
刻
々
に
推

移
し
放
置
す
る
も
自
然
治
癒
す
る
も
の
甚
だ
多
し
、
是
れ
が
故
に
其
の
治
療
法
の
効
果
は
此
れ
を
断
定
す
る
こ
と
至
難

な
り
、
之
れ
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
向
つ
て
諸
家
が
幾
多
の
治
療
法
を
提
唱
す
る
所
以
な
り
。

第
二
項

対
症
療
法

解
熱
剤

初
期
に
於
て
解
熱
剤
を
用
ふ
れ
ば
筋
痛
軽
快
す
る
と
共
に
気
管
支
加
答
児
に
好
影
響
あ
る
が
如
し
、
汗
腺
の
分
泌
増

す
が
如
く
呼
吸
器
粘
膜
よ
り
も
分
泌
を
増
す
為
め
か
喀
痰
の
喀
出
容
易
と
な
る
が
如
き
観
あ
り
（
稲
田
）。

普
通
に
「
ア
ス
ピ
リ
ン
」、「
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
」、「
ピ
ラ
ミ
ド
ン
」
撒
曹
「
フ
エ
ナ
セ
チ
ン
」
等
用
ゐ
ら
れ
た
り
。

解
熱
剤
は
心
臓
を
害
す
る
も
の
と
し
て
之
を
用
ふ
る
事
を
厭
ふ
人
あ
り
（
佐
藤
氏
、
医
学
中
央
雑
誌
十
七
巻
四
号
）

又
此
の
為
め
に
「
コ
フ
エ
イ
ン
」
と
併
用
す
る
こ
と
を
す
す
む
る
人
あ
り
。

規
尼
涅
及
び
其
製
剤
た
る
「
オ
プ
ト
ヒ
ン
」（
レ
ミ
ジ
ン
）
は
単
な
る
下
熱
剤
た
る
外
肺
炎
に
対
す
る
特
効
薬
の
意

味
を
兼
ね
賞
用
す
る
人
あ
れ
ど
も
後
の
意
味
は
肺
炎
双
球
菌
、
連
鎖
状
球
菌
に
よ
る
時
に
あ
ら
ざ
れ
ば
効
な
か
ら
ん
か
。

循
環
系
統
衰
弱
に
対
す
る
処
置

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
於
け
る
循
環
機
能
不
全
の
発
生
病
理
の
解
釈
に
よ
り
人
に
よ
り
て
処
置
を
異
に
す
る
も
の

あ
る
も
、
此
の
原
因
は
血
管
運
動
神
経
の
中
枢
麻
痺
主
に
て
心
臓
衰
弱
に
よ
る
度
は
少
し
と
解
す
る
を
至
当
と
す
、
こ
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れ
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
血
行
障
碍
に
「
ヂ
ギ
タ
リ
ス
」
を
用
ふ
る
も
著
効
な
き
所
以
か
、
但
し
重
症
に
て
後
に
心

衰
弱
の
来
る
こ
と
の
恐
れ
ら
る
る
場
合
に
は
心
臓
の
障
碍
な
き
時
期
よ
り
「
ヂ
ギ
タ
リ
ス
」
を
与
へ
お
く
べ
し
、
心
臓

自
身
の
衰
弱
に
は
「
ヂ
ギ
タ
リ
ス
」
元
よ
り
著
効
あ
る
も
二
三
日
を
経
ざ
れ
ば
其
効
あ
ら
は
れ
来
ら
ざ
れ
ば
な
り

K
o
h
n
B
erl
K
l
W
,
1919,

N
r
8

）
は
心
臓
に
重
き
を
置
き
早
期
よ
り
「
ヂ
ギ
タ
リ
ス
」
を
使
用
す
べ
き
こ
と
を

す
す
む
、
心
臓
衰
弱
の
徴
歴
然
た
る
時
は
勿
論
「
ヂ
ギ
タ
リ
ス
」
を
用
ふ
べ
し
、「
ヂ
ギ
タ
リ
ス
」
を
連
続
使
用
し
中

毒
の
お
そ
れ
あ
る
時
は
「
ス
ト
ロ
フ
ア
ン
ツ
ス
」
製
剤
を
以
て
代
ふ
べ
し
。

心
衰
弱
に
は
「
ヂ
ギ
タ
リ
ス
」
の
外
「
コ
フ
エ
イ
ン
」「
カ
ン
フ
ル
」
を
用
ふ
べ
し
、
時
に
よ
り
心
部
に
氷
囊
を
用

ふ
べ
し
。

血
管
運
動
神
経
麻
痺
に
対
す
る
薬
物
と
し
て
は
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」「
ス
ト
リ
キ
ニ
ン
」
賞
用
さ
る
、
殊
に
後
者
は

其
効
長
き
を
以
て
適
当
な
ら
ん
か
、K

o
h
n
,
F
rey

等
は
特
に
「
ス
ト
リ
ヒ
ニ
ン
」
を
推
奨
すL

ereb
o
u
llet

P
a
ris

 
M
ed
ica
le,
1918,

O
ct

）
は
血
圧
を
検
し
其
低
き
を
知
れ
ば
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
を
用
ふ
べ
し
とW

o
l
 
E
isn
er

M
M
W
,1919,N

r
1

）
は
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
をD

ra
g
er

の
吸
入
器
を
以
て
酸
素
と
共
に
吸
入
す
る
こ
と
に
よ

り
肺
炎
に
有
効
な
り
と
す
、
君
塚
氏
（
近
世
医
学
七
巻
二
号
）
は
二
％
の
食
塩
水
に
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
数
滴
を
加
へ

て
吸
入
せ
し
む
る
方
法
を
と
れ
り
と
、「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
は
血
管
を
収
縮
せ
し
む
る
外
気
管
支
を
拡
張
せ
し
め
て

痰
に
効
あ
る
べ
し
。

食
塩
水
又
は
「
リ
ン
ゲ
ル
」
氏
液
の
静
脈
内
注
射
は
推
奨
す
べ
き
方
法
な
り
、
心
衰
弱
の
あ
る
時
は
勿
論
な
れ
ど
も

之
な
き
時
に
も
用
ふ
べ
し
、
甚
だ
有
効
な
る
こ
と
あ
り
、
毒
素
を
洗
ふ
が
如
き
効
あ
る
も
の
な
ら
ん
か
唯
静
脈
内
注
射

は
悪
寒
戦
慄
発
熱
等
を
伴
ふ
こ
と
あ
り
、
皮
下
注
射
、
注
腸
を
以
て
代
ふ
る
も
よ
し
、
食
塩
水
注
入
の
序
に
葡
萄
液
注
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入
、「
ア
ル
カ
リ
」
療
法
、
瀉
血
に
つ
き
て
述
ぶ
る
所
あ
ら
ん
と
す
。

葡
萄
液
注
入
、K

eeto
n
&
C
u
sh
m
a
n
n
J
A
M
A
,
V
o
l
71,
N
r
24
W
ells
&
B
la
n
k
in
sh
ip
J
A
M

A
,
V
o
l
74,
N
o
2

）
其
他
に
よ
り
て
試
み
ら
れ
効
あ
り
と
云
ふ
、
食
塩
水
注
入
と
同
じ
効
あ
る
外
に
血
糖
過
剰
が
個

体
の
抵
抗
を
増
す
も
の
の
如
し
。

ア
ル
カ
リ
」
療
法
、
小
野
寺
氏
（
医
海
時
報
一
三
二
七
号
）
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
の
死
因
を
「
ア
チ
ド

ー
ジ
ス
」
に
帰
し
「
ア
ル
カ
リ
」
療
法
を
提
唱
し
有
効
な
り
と
云
ふ
、
二
｜
三
％
の
炭
酸
曹
達
水
一
立
の
注
腸
を
な
す

を
可
と
す
と
云
ふ
、
内
服
に
は
枸
櫞
酸
曹
達
を
可
と
す
とZ

a
h
o
rsk
y
J
A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
1,
p
59

）
又
枸

櫞
酸
曹
達
を
す
す
む
、
然
れ
ど
も
「
ア
ル
カ
リ
」
療
法
の
効
は
一
般
に
は
疑
は
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
如
し
。

瀉
血
、
初
め
鬱
血
を
去
る
為
め
の
意
に
用
ゐ
ら
れ
し
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
は
鬱
血
な
き
も
の
故
若
し
効
あ
り

と
す
れ
ば
血
中
の
毒
素
の
一
部
を
さ
る
意
味
に
て
用
ふ
べ
き
か
、K

eeto
n
&
C
u
sh
m
a
n
n

は
十
四
例
に
試
み
て
成
績

不
良
な
り
と
云
ふ
、F
ren
ch

（
英
国
衛
生
省
報
告
）
又
不
良
と
認
む
瀉
血
を
な
す
も
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
去
ら
ず
と

L
ereb
o
u
llet

P
a
ris M

ed
ica
le,
1918,

O
ct
R
a
v
a
n
t
B
A
c
M
,
1918,

O
ct

）
は
肺
水
腫
激
し
き
時
五
〇
〇

以
上
を
と
れ
ば
有
効
な
り
と
、
小
野
寺
氏
（
医
海
時
報
一
二
七
七
号
）
は
血
液
の
予
備
「
ア
ル
カ
リ
」
上
昇
の
目
的
に

て
瀉
血
の
可
な
る
べ
き
を
説
く
。

喀
痰
、
咳
嗽
多
き
場
合

痰
剤
と
し
て
は
「
ゼ
ネ
ガ
」
浸
根
可
な
り
、
鎮
咳
剤
は
喀
痰
あ
る
間
は
此
れ
を
用
ふ
る
こ
と
勿
論
不
可
な
る
は
論

を
俟
た
ず
、
乾
性
咳
嗽
あ
る
時
と
雖
も
「
モ
ル
ヒ
ネ
」
剤
は
血
管
運
動
神
経
麻
痺
を
起
し
易
く
さ
ら
で
だ
に
血
管
麻
痺

を
起
し
易
き
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
故
此
使
用
は
注
意
を
要
す
、
但
しK

o
h
n
B
erl
K
l
W
,
1919,

N
r
8

）
は
差
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支
な
し
と
云
ふ
。

気
管
支
炎
、
肺
炎
を
起
せ
る
時
の
処
置

酸
素
吸
入
、「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
の
軽
微
に
来
る
頃
よ
り
初
む
べ
し
、「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
は
酸
素
吸
入
に
よ
り
一
時
軽
快

す
る
も
止
む
れ
ば
又
起
る
、O

liv
er
&
M
u
rp
h
y
L
a
n
cet,1920,F

eb

）
は
酸
素
吸
入
の
代
り
に
過
酸
化
水
素
の
静

脈
内
注
射
を
す
す
む
。

胸
部
に
湿

法
を
用
ふ
る
は
甚
だ
有
効
な
り
、
長
尾
氏
（
医
海
時
報
一
〇
三
六
号
）
は
芥
子
泥
を
貼
布
し
次
ぎ
に
湿

法
を
な
す
こ
と
を
す
す
む
、
胸
部
に
氷
囊
を
用
ふ
る
こ
と
冷

法
を
行
ふ
こ
と
に
は
異
論
あ
り
、
温
湿
布
の
方
患
者

心
地
よ
し
、
さ
れ
ど
も
氷
囊
に
て
も
不
可
な
し
と
云
ふ
（
篠
田
）。

膿
胸
に
対
す
る
処
置

外
科
的
に
肋
骨
切
除
術
を
施
し
排
膿
法
を
行
ふ
こ
と
必
要
な
る
も
中
毒
症
状
盛
ん
な
る
間
は
少
量
づ
つ
反
覆

刺
排

膿
す
る
に
止
め
中
毒
症
状
減
退
し
来
る
を
待
ち
て
初
め
て
肋
骨
切
除
術
を
行
ふ
べ
し
（F

rey
,
G
erh
a
rd
t,
N
eu
er

R
a
n
so
h
o

J
A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
4

）
は
二
週
の
終
迄
は
手
術
を
な
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
、
然
れ
ど
もD

u
b
s

は
直
ち
に
肋
骨
切
除
を
行
ふ
を
可
と
すG

a
rb
a
t
J
A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
5

）
はC

a
rrel-D

a
k
in

液
に
て
消
毒

し
内
容
が
無
菌
と
な
る
や
口
を
閉
ぢ
て
可
な
り
と
云
ふ
。

婦
に
於
け
る
処
置

婦
に
は
極
め
て
小
心
治
療
に
当
る
べ
く

娠
の
人
工
中
絶
に
対
し
て
は
説
あ
り
、B

u
m
m
,
F
rey
,
F
a
rra
r

は
早

期
人
工
流
産
を
す
す
む
る
も
一
般
に
は
保
守
的
に
傾
く
。
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第
三
項

特
殊
療
法

一
、
化
学
療
法

薬
物
療
法
中
原
因
療
法
的
意
義
に
用
ゐ
ら
る
る
も
の
を
化
学
的
特
殊
療
法
と
看
做
し
此
の
項
に
論
ぜ
ん
と
す
、
此
の

項
に
入
る
も
の
一
と
し
て
定
説
あ
る
も
の
な
け
れ
ど
も
唯
有
名
の
も
の
を
挙
げ
て
参

に
供
す
。

ヒ
ニ
ン
」
及
び
「
ヒ
ニ
ン
」
誘
導
体
、「
ヒ
ニ
ン
」
族
な
る
「
オ
イ
ク
ピ
ン
」、「
オ
ブ
ト
ヒ
ン
（
レ
ミ
ジ
ン
）」

は
連
鎖
状
球
菌
殊
に
肺
炎
菌
に
対
し
特
殊
殺
菌
力
あ
る
を
以
て
此
を
肺
炎
に
用
ゐ
ら
る
る
に
至
り
し
も
の
に
し
て
此
れ

を
推
奨
す
る
人
枚
挙
に
遑
あ
ら
ず
、
さ
れ
ど
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
肺
炎
に
は
著
効
な
き
に
似
て
近
来
此
れ
を
唱
ふ

る
人
少
しD

u
b
o
is
C
d
’A
c
d
M
d
,1918,O

ct

）
はQ

u
in
q
u
in
e ja
u
n
e C
a
lisa
y
a

な
る
も
の
に
し
て
完
全
に
治

す
と
云
ふ
「
ヒ
ニ
ン
」
も
自
身
単
な
る
解
熱
薬
と
し
て
の
外
特
殊
薬
と
な
す
人
も
あ
れ
ど
も
著
効
な
し
。

コ
ロ
イ
ド
」
類
、
近
時
「
コ
ロ
イ
ド
」
剤
の
注
射
薬
と
し
て
唱
へ
ら
る
る
も
の
甚
だ
多
く
応
接
遑
な
き
程
に
て

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
も
各
種
の
膠
質
剤
の
応
用
せ
ら
れ
何
れ
も
有
効
な
り
と
報
ぜ
ら
る
る
も
未
だ
一
般
に
は
認
め

ら
れ
ず
、
佐
々
木
氏
（
医
学
中
央
雑
誌
十
七
巻
二
十
号
）
は
銀
「
エ
レ
ク
ト
ル
イ
ド
」
は
連
鎖
状
球
菌
、
葡
萄
状
球
菌
、

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
に
は
効
あ
る
も
肺
炎
菌
に
は
効
な
し
と
。

カ
ル
チ
ユ
ー
ム
」
療
法
、
有
効
な
り
と
云
ふ
、
殊
に
出
血
性
素
質
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
よ
り
て
起
る
も

の
に
効
あ
り
と
。

其
他T

o
rn
a
i
B
erl
M
ed
W
,
1919,

N
o
17

）
は
「
レ
ゾ
ル
チ
ン
」
治
療
を
唱
へ
、B

ru
h
l o
d F
ra
n
k
B

S
o
c
M
ed
d
es H

o
p
,
1918,

D
ec

H
o
m
a
n
n

は
「
サ
ル
バ
ル
サ
ン
」
療
法
を
推
し
、G

a
u
tier

B
J
A
c
d
e
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 M
ed
,
1918,

D
ec

）
は
砒
素
と
「
ヒ
ニ
ン
」
を
含
む
一
種
の
薬
液
の
注
入
の
有
効
な
る
を
説
き
、M

a
n
n
M
ed
ica
l

 
R
eco
rd
,1919,F

eb

）
は
甘
汞
療
法
をL

eitn
er

は
昇
汞
療
法
を
創
始
しW

ells
B
rit
M
ed
J
,1919,A

p
ril

）
は

「
ク
レ
オ
ゾ
ー
ト
」
の
塗
抹
を
慫
慂
すP

ro
b
st
J
A
M
A
,
V
o
l
74,
N
o
19,
p
1356

）
は
「
テ
ル
ペ
ン
」
油
皮

下
注
射
に
よ
る
固
定
膿

甚
だ
有
効
な
り
と
しM

erk
len

B
J
S
o
c
M
ed
H
o
p
,
1918,

O
ct

）
此
れ
に
賛
す
。

二
、
生
物
学
的
療
法

一
、
血
清
療
法

恢
復
期
患
者
血
清

プ
ア
」
菌
血
清
、
肺
炎
菌
血
清
、
連
鎖
状
球
菌
血
清

ヂ
フ
テ
リ
ー
」
血
清
、
健
康
人
血
清
、
及
健
康
馬
血
清

二
、
ワ
ク
チ
ン
療
法

三
、
異
種
蛋
白
質
療
法

一
、
血
清
療
法

恢
復
期
患
者
血
清
療
法

病
原
不
明
の
今
日
に
於
け
る
唯
一
の
合
理
的
特
殊
療
法
な
れ
ど
も
免
疫
持
続
期
間
よ
り
推
す
に
其
免
疫
価
余
り
高
か

ら
ざ
る
べ
き
を
推
測
せ
ら
る
、
従
つ
て
其
効
果
は
甚
だ
多
量
に
注
射
す
る
際
の
み
期
待
せ
ら
る
べ
し
。

欧
洲
に
て
はH

o
h
lw
eg
M
M
W
,
1918,

N
r
45
L
ieb
m
a
n
n
C
o
rr
S
ch
v
A
,
1918,

O
ct
W
eiss

D

M
W
,
1918,

N
r
11
R
eiss

D
M
W
,
1918,

N
r
48
P
fei
er u

P
ra
u
sn
itz

M
M
W
,
1919,

N
r
5

G
rig
a
n
t et M

o
n
tier

C
d
e A
c
d
B
io
l
,
1918,

N
o
v
H
u
-H
ew
itt
B
rit
M
ed
J
,
1919,

M
a
y

）
等
の
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報
告
あ
り
、
米
国
に
て
はM

cG
u
ire
&
R
ed
d
en
J
A
M
A
,V
o
l
71,N

o
16
C
a
h
n
J
A
M
A
,V
o
l
72,

N
o
2
S
to
ll
J
A
M
A
,
V
o
l
73,
p
479

）
は
血
清
を
用
ゐ
た
る
かO

’M
a
lley

J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o

1
R
o
ss a
n
d H
u
n
d
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
9
B
o
g
a
rd
u
s
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
20

）
は
血
漿
を

賞
用
す
、
我
国
に
於
て
は
中
野
氏
（
医
海
時
報
一
二
八
六
号
）
島
薗
氏
（
臨
床
医
学
八
年
二
月
）
中
西
氏
、
奥
村
氏

（
中
央
医
学
会
雑
誌
一
四
六
号
）
工
藤
氏
（
医
海
時
報
一
三
三
八
号
）
篠
田
氏
（
中
外
医
事
新
報
大
正
九
年
号
）
の
報

告
参

と
す
べ
し
。

何
れ
も
有
効
と
せ
ら
る
、
使
用
量
は
欧
洲
に
て
は
一
般
に
少
量
な
れ
ど
も
米
国
に
て
は
一
回
七
〇
乃
至
二
〇
〇
竓
以

上
も
用
ふ
、
一
回
注
射
し
下
熱
せ
ざ
れ
ば
更
ら
に
反
覆
注
射
す
、
健
康
人
一
回
の
採
血
量
は
中
野
氏
は
二
〇
〇
竓
と
す

る
もS

to
ll

の
如
き
は
八
〇
〇
竓
に
て
も
可
な
り
と
な
す
。

予
備
試
験
と
し
て
「
ワ
ツ
セ
ル
マ
ン
」
反
応
は
此
れ
を
検
す
る
要
あ
れ
ど
も
同
族
溶
血
素
、
血
球
凝
集
素
は
此
れ
を

注
意
す
る
も
、
せ
ざ
る
も
其
間
に
反
応
に
差
異
な
しS

to
ll

に
よ
れ
ば
健
康
血
清
は
効
な
く
単
純
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
血
清
は
効
少
く
、
肺
炎
を
起
せ
る
も
の
最
も
可
な
り
と
云
ふ
。

菌
免
疫
血
清

プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
血
清
、
肺
炎
菌
血
清
は
原
因
療
法
の
意
味
に
於
て
又
は
合
併
症
た
る
肺
炎
の
治
療
の
目
的

に
て
内
外
に
て
屢
々
用
ゐ
ら
れ
、
尚
我
国
に
は
甚
だ
少
き
も
外
国
に
て
は
肺
炎

よ
り
連
鎖
状
球
菌
を
見
た
る
為
屢
々

連
鎖
状
球
菌
血
清
を
用
ゐ
ら
れ
し
例
あ
り
（S

a
lis,
K
irch
n
er,
H
u
g
h
es etc

）。

ヂ
フ
テ
リ
ー
」
血
清
、
健
康
人
及
馬
血
清

以
上
三
種
の
血
清
は
屢
々
試
み
ら
れ
効
あ
り
と
云
ふ
、「
ヂ
フ
テ
リ
ー
」
血
清
応
用
はK

a
n
tsk
y
M
ed
K
l
,

第六章 流行性感冒の病原、病理、症候、治療、予防365



 1919,
N
r
3
L
u
stig

M
K
l
,
1919,

N
r
2

）
等
に
創
りV

a
n
b
el
M
M
W
,
1919,

S
70
B
ettn
ig
er
M

M
W
,
1919,

S
125

）
等
此
れ
に
賛
す
、
我
国
に
て
も
三
浦
博
士
を
初
め
と
し
此
れ
を
認
む
る
人
少
か
ら
ず
。

B
ro
d
in
C
r
s
B
io
l
,
1919,

N
r
82

）
は
自
家
血
清
有
効
な
り
と
云
ふ
。

以
上
の
血
清
療
法
の
効
果
は
異
種
蛋
白
質
の
効
果
に
過
ぎ
ず
と
見
る
人
あ
り
、
尚
異
種
蛋
白
質
療
法
と
し
て

C
o
w
ic
&
B
ea
v
en
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
16

）
は
「
チ
フ
ス
」
菌
蛋
白
質
を
用
ゐ
有
効
な
り
と
す
、
蛋
白
熱

に
次
ぎ
て
熱
の
下
降
を
見
る
、W

ells
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
25

）
亦
此
れ
を
試
み
て
よ
し
と
す
、P

a
tsch
-

k
o
w
sk
i
M
M
W
,
1918,

N
o
22

）
及
びM

u
ller

M
ed
K
l
,
1918,

S
1158

）
はA

o
la
u

な
る
牛
乳
製
剤
を

用
ふ
。

二
、
ワ
ク
チ
ン
療
法

プ
ア
イ
フ
エ
ル
」
氏
菌
或
は
此
れ
に
肺
炎
菌
其
他
の
混
じ
た
る
も
の
を
以
て
治
療
に
用
ゐ
し
例
あ
り
、
何
れ
も
効

あ
り
と
云
ふ
、
殊
にW
rig
h
t

（
英
国
）
及
び
仏
国
に
於
て
其
例
多
し
、T

o
tten
h
a
m
B
rit
M
ed
J
,
1919,

Ja
n

H
y
m
n
P
ra
ctitio

n
er,
1919,

F
eb

R
o
b
ertso

n
B
rit
M
ed
J
,
1918,

D
ec

C
h
a
n
ta
lo
u
p
M
ed
J
o
f

 
A
u
stra
lia
,
1919,

Ja
n
C
h
ev
rel

C
r
S
o
c
d
e B
io
l
,
1919,

T
82
B
la
ck
-M
iln
e
&
R
o
g
ers

L
a
n
cet,

1919,
O
ct
25

）
佐
々
木
氏
（
医
学
中
央
雑
誌
三
二
三
号
）
の
報
告
あ
り
、
然
れ
ど
も
此
の
効
果
は
疑
は
し
く
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
如
き
急
性
伝
染
性
中
毒
性
病
に
更
ら
に
菌
毒
を
体
内
に
注
入
す
る
は
、
時
に
有
害
な
ら
ず
や
、

R
a
ctem

a
n
n
&
B
ro
ck

A
rch

In
t
M
ed
,
1919,

M
a
y

）
は
無
効
な
り
と
宣
す
。

C
u
n
h
a
J
A
M
A
,
V
o
l
72,
N
o
9,
p
689

）
は
咯
痰
濾
液
を
「
ワ
ク
チ
ン
」
と
し
て
注
射
す
れ
ば
有
効
な
る

べ
き
を
説
く
即
ち
咯
痰
中
に
は
未
知
病
原
体
を
含
有
す
る
も
の
と
す
る
前
提
に
よ
る
。
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第
四
項

看
護
上
の
注
意

安
静

安
静
は
本
病
殊
に
肺
炎
を
誘
起
せ
る
場
合
に
於
け
る
治
療
法
の
第
一
義
な
り
、
此
れ
諸
家
の
等
し
く
痛
感
す
る
所
に

し
て
患
者
を
病
院
に
運
ぶ
事
の
如
き
も
大
い
に
熟
慮
す
べ
き
所
な
り
、
肺
炎
を
起
し
た
る
時
は
臥
床
の
交
換
さ
へ
躊
躇

す
べ
し
、
有
熱
時
の
み
な
ら
ず
下
熱
後
も
一
定
時
安
静
を
守
る
の
要
あ
り
、
そ
は
下
熱
後
に
肺
炎
勃
発
又
は
再
発
を
見

る
こ
と
あ
れ
ば
な
り
、
患
者
の
位
地
転
換
に
は
十
分
の
注
意
を
払
ふ
べ
く
此
れ
に
よ
り
呼
吸
困
難
増
し
「
チ
ア
ノ
ー

ゼ
」
強
く
な
る
こ
と
あ
り
。

温
包
と
温
気
並
に
湿
度

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
患
者
は
寒
冷
に
逢
へ
ば
悪
影
響
を
蒙
り
易
き
を
以
て
患
者
は
身
体
を
な
る
べ
く
温
か
に
保
ち
、

室
温
は
能
ふ
べ
く
ん
ば
華
氏
六
十
度
乃
至
六
十
五
度
位
に
保
つ
べ
し
、
然
れ
ど
も
此
れ
我
国
の
住
宅
に
て
は
冬
時
に
は

室
温
を
六
十
度
に
保
た
ん
こ
と
一
般
に
は
望
み
難
き
こ
と
な
る
を
遺
憾
と
す
。

又
室
内
に
は
蒸
気
を
た
た
し
め
湿
度
を
充
分
な
ら
し
む
べ
し
、
換
気
の
際
も
寒
冷
を
さ
く
る
様
留
意
あ
り
た
し
、
患

者
を
一
室
に
隔
離
す
る
こ
と
は
予
防
上
並
に
交
互
伝
染
防
止
に
意
義
あ
る
外
室
内
空
気
汚
染
を
防
ぐ
目
的
に
て
甚
だ
望

ま
し
き
こ
と
な
り
。

食
事

肺
炎
を
起
せ
る
時
は
流
動
食
と
な
し
瓦
斯
の
発
生
す
る
も
の
を
避
く
べ
し
、
横
隔
膜
を
挙
上
し
呼
吸
困
難
を
起
す
こ

と
あ
れ
ば
な
り
。
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飲
料
は
成
る
可
く
多
量
に
与
ふ
べ
し
、
此
れ
に
よ
り
尿
量
を
増
し
毒
素
排
泄
を
促
が
す
、
場
合
に
よ
り
点
滴
注
腸
を

な
す
べ
し
。

W
a
n
n
er
K
o
rr
1919

）
は
特
に
熱
湯
を
多
量
に
与
ふ
べ
き
を
説
きK

a
n
tsk
y
M
ed
K
l
,
1919,

N
o
3

）
は
此

の
目
的
に
向
つ
て
多
量
の
茶
に
砂
糖
を
多
く
と
か
し
て
与
ふ
る
こ
と
を
推
選
せ
り
、
之
れ
利
尿
と
同
時
に
栄
養
摂
取
の

目
的
と
な
る
な
り
。

附

内
務
省
の
質
問
に
対
す
る
諸
家
の
治
療
に
関
す
る
回
答

嘗
て
本
省
は
本
病
の
予
防
、
治
療
の
適
当
な
る
方
法
に
関
し
学
者
、
臨
床
家
等
の
意
見
を
求
め
た
る
が
治
療
に
関
す

る
回
答
概
要
左
の
如
し
。

氏

名

療

法

一
、
小

林

和

三

郎

生
理
的
食
塩
水
血
管
内
注
射

二
、
吉

田

恒

蔵

安
静
、
新
鮮
の
空
気
、
解
熱
剤
制
限
「
カ
ル
チ
ユ
ー
ム
」
剤

三
、
堤

積

造

硫
苦
内
服

四
、
村

尾

信

雄

「
レ
ミ
ヂ
ン
」

五
、
渡

口

精

鴻

治
療
血
清
、
自
宅
療
養
奨
励

六
、
遠

藤

大

太

郎

「
キ
ニ
ー
ネ
」

七
、
杉

本

宇

吉

「
キ
ニ
ー
ネ
」

八
、
岩

井

誠

四

郎

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
血
清
「
ヂ
フ
テ
リ
ー
」
血
清
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九
、
福

岡

監

獄

「
カ
ミ
ル
レ
ン
」

、
工

藤

大

助

「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
」（
千
倍
〇
・
一
）

、
佐

々

木

秀

一

安
静

、
工

藤

貞

雄

免
疫
血
清

、
溝

口

耕

治

「
コ
ロ
イ
ド
」
銀

、
見

止

春

海

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
血
清

、
野

田

諦

俊

「
パ
ン
ト
ポ
ン
」
抱
水
「
ク
ロ
ラ
ー
ル
」「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」

、
荘

司

勇

助

免
疫
血
清
、
解
熱
剤
制
限

、
堀

沢

治

吉

「
レ
ミ
ジ
ン
」

、
氏

原

一

「
ア
ル
カ
リ
」
療
法
、
肺
炎
菌
血
清

、
大

桶

弘

「
キ
ナ
」
皮
、
桂
皮
、

香

、
山

本

達

吉

「
ク
ロ
ー
ル
カ
ル
シ
ユ
ー
ム
」
静
脈
内
注
射
、
興
奮
剤

、
内

田

孝

徳

「
ヂ
フ
テ
リ
ア
」
血
清

、
片

倉

病

院

銀
「
エ
レ
ク
ロ
イ
ド
」「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
感
作
「
ワ
ク
チ
ン
」

、
好
生
館
医
事
研
究
会

早
期
解
熱
剤
禁
止
、
安
眠
「
カ
ン
フ
ル
」
の
持
続
的
使
用

、
加

藤

清

一

絶
対
安
静
、
塩
規
、
強
心
剤
、
五
％
「
ク
ロ
ー
ル
カ
ル
シ
ユ
ー
ム
」
注
射
（
肺
炎
に
対
し

、
斎

藤

友

次

郎

「
ワ
ク
チ
ン
」
療
法
、
強
心
剤

、
宮

下

耕

団

解
熱
剤
禁
止
、
強
心
剤
使
用
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、
大

島

仁

解
熱
剤
厳
禁
、
強
心
剤
常
用
、
肺
炎
初
期
に
「
カ
ラ
シ
」
泥
、
酸
素
吸
入

、
林

信

次

「
カ
ン
フ
ル
、
エ
ー
テ
ル
、
オ
レ
ー
フ
」
油

、
程
谷
紡
績
工
場

食
塩
水
「
リ
ン
ゲ
ル
」
液
「
カ
ル
チ
ユ
ー
ム
」
液

、
柳

沢

光

二

「
エ
レ
ク
ト
ラ
ル
ゴ
ー
ル
」

、
柳

川

史

郎

塩
規

、
山

極

勝

三

郎

安
静

、
中

村

寅

三

郎

「
ヂ
フ
テ
リ
ー
」
血
清
、
健
康
血
清
、
病
室
温
度
注
意

、
大

野

教

作

安
静

、
小

笠

原

豊

安
静
、
便
通

、
伊

藤

英

逸

解
熱
剤
を
用
ひ
ざ
る
こ
と

、
鈴

木

慶

之

助

酸
素
吸
入
、
安
静
、
強
心
剤
、
食
塩
水

、
阿

部

繁

夫

「
パ
イ
フ
エ
ル
」
免
疫
血
清

、
渋

村

主

税

酸
素
吸
入
、
強
心
剤

、
佐

藤

要

人

看
護

、
北

野

豊

治

郎

「
パ
イ
フ
エ
ル
ワ
ク
チ
ン
」

、
村

尾

信

雄

「
レ
ミ
ヂ
ン
」

、
実

吉

純

郎

「
コ
ロ
イ
ド
」
銀

、
森

田

資

孝

「
キ
ニ
ー
ネ
」
剤
、
混
合
血
清
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、
田

沢

二

脚
気
患
者
の
流
感
患
者
に
は
糠
「
エ
キ
ス
」

、
北

里

研

究

所

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
血
清
、
肺
炎
双
球
菌
血
清

、
栞

田

松

稠

恢
復
患
者
血
清
「
ア
ル
カ
リ
」
剤
「
エ
レ
ク
ト
ラ
ル
ゴ
ー
ル
」

、
阿

部

益

之

助

渡

辺

惣

五

郎

安
静
、
湿
度
、
心
臓
剤
「
リ
ン
ケ
ル
」
液
、
酸
素
吸
入
混
合
血
清

、
横
須
賀
衛
戍
病
院

安
静
、
下
剤
、
強
心
剤
、
混
合
血
清
、
酸
素
吸
入

、
高

岡

栄

「
ア
ル
カ
リ
」
療
法
「
コ
ロ
イ
ド
」
銀
、
血
清
療
法

、
谷

徳

次

郎

安
静
「
コ
ロ
イ
ド
」
銀
、
塩
規

、
宮
尾
海
軍
中
尉

恢
復
患
者
血
清

、
久

能

鋭

彦

早
期
下
剤
施
与

、
吉

永

福

太

郎

「
ヂ
フ
テ
リ
ー
」
恢
復
患
者
血
清

、
小

野

寺

直

助

「
ア
ル
カ
リ
」
療
法

、
青

柳

彰

血
清

、
馬

上

金

山

安
息
香
酸
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
カ
フ
エ
イ
ン
」

、
松

田

毅

濃
厚
食
塩
水
静
脈
内
注
射

、
吉

田

正

一

玉
子
酒
、
橙
油
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第
五
節

流
行
性
感
冒
の
予
防

第
一
項

予
防
の
概
況

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
は
世
界
到
る
所
の
民
族
を
襲
ひ
、
凡
て
の
社
会
的
階
級
を
冒
し
、
其
罹
病
率
と
死
亡

率
と
共
に
頗
る
大
な
る
を
以
て
、
之
が
予
防
法
策
を
講
ず
る
事
は
凡
て
の
国
民
に
向
つ
て
焦
眉
の
急
務
な
り
き
。
然
れ

ど
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ー
」
は
久
し
く
其
跡
を
絶
ち
、
其
病
原
の
研
究
も
不
完
全
な
る
儘
に
放
置
せ
ら

れ
し
観
あ
る
本
病
の
予
防
法
が
突
差
の
間
に
完
成
せ
ら
る
べ
き
の
理
な
く
、
各
国
只
能
ふ
限
り
の
手
段
を
採
れ
る
に
過

ぎ
ず
。
況
や
今
回
の
流
行
に
際
し
て
行
は
れ
た
る
病
原
の
検
索
は
却
て
プ
ア
イ
フ
エ
ル
氏
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
に

向
つ
て
新
た
な
る
疑
義
を
生
じ
、
未
だ
学
界
の
帰
趨
を
確
言
す
る
を
得
ざ
る
状
態
に
あ
り
。
即
ち
吾
人
未
だ
病
原
を
明

に
知
ら
ざ
る
な
り
。
病
原
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
其
の
性
状
を
検
査
す
る
能
は
ず
。
其
伝
染
の
径
路
を
詳
に
す
る
を
得
ず
。

従
て
之
を
予
防
杜
絶
す
る
の
途
も
亦
暗
中
模
索
を
免
れ
ざ
り
し
は
又
已
む
を
得
ざ
る
所
な
り
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
に
関
し
て
明
な
る
点
は
、
第
一
其
の
急
性
伝
染
病
な
る
点
な
り
。
第
二
病
毒
は
主
と

し
て
呼
吸
道
を
犯
し
、
病
毒
の
感
染
及
排
泄
共
に
気
道
に
因
る
こ
と
、
第
三
病
毒
の
感
染
は
主
と
し
て
接
触
に
よ
り
て

行
は
れ
、
所
謂
飛
沫
感
染
最
も
重
要
な
る
こ
と
、
第
四
人
類
の
病
毒
に
対
す
る
感
受
性
は
頗
る
高
き
こ
と
、
第
五
人
類

の
感
受
性
に
甚
し
き
差
等
あ
る
こ
と
、
第
六
病
原
の
毒
力
は
変
化
す
る
こ
と
、
第
七
本
病
に
一
定
度
の
免
疫
あ
る
こ
と
、

第
八
気
候
と
流
行
と
に
一
定
の
関
係
あ
る
こ
と
等
な
り
。
以
上
は
疫
学
的

察
、
臨
床
上
の
経
験
、
病
理
解
剖
上
の
所
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見
等
を
綜
合
し
て
自
ら
生
じ
た
る
知
見
な
り
。

学
者
の
知
る
を
要
す
る
点
次
の
如
し
。
第
一
、「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
の
来
る
理
由
。
第
二
、
病
原
。
第
三
、
病
原
体
の

性
状
殊
に
其
の
抵
抗
力
。
第
四
、
病
原
体
伝
播
の
方
途
。
第
五
、
免
疫
性
。

パ
ン
デ
ミ
ー
」
発
生
の
理
由
は
不
明
な
る
を
以
て
之
に
備
ふ
る
こ
と
能
は
ず
。
又
地
方
的
流
行
の
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
様
疾
患
と
「
パ
ン
デ
ミ
ー
」
と
の
関
係
も
明
か
な
ら
ず
。
病
原
の
何
者
な
る
か
を
確
知
せ
ず
し
て
其
各
種
の
性

状
を
知
る
は
難
し
。
殊
に
人
体
或
は
動
物
に
よ
る
実
験
的
研
究
殆
ど
不
可
能
な
る
本
病
に
於
て
、
其
の
性
状
を
究
む
る

こ
と
至
難
に
属
す
。
即
ち
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
現
代
医
学
を
超
越
せ
る
部
分
多
く
、
之
に
向
つ
て
実
験
的
研
究
を

行
ひ
、
予
防
法
策
を
確
立
す
る
こ
と
は
甚
だ
難
事
な
り
。
予
防
法
を

察
す
る
に
際
し
て
は
一
面
他
の
伝
染
性
疾
患
を

模
し
、
最
善
の
法
を
求
め
た
る
に
相
違
な
き
も
、
例
へ
ば
患
者
を
隔
離
せ
ん
と
し
て
も
其
の
病
毒
保
有
の
期
間
を
明
に

せ
ず
、
消
毒
を
行
は
ん
と
欲
し
て
其
の
抵
抗
性
の
如
何
を
知
ら
ず
。
畢
竟
不
確
実
な
る
知
識
を
基
礎
と
し
て
行
動
せ
ざ

る
可
ら
ず
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
開
始
以
来
各
国
の
執
れ
る
予
防
法
は
大
体
に
於
て
従
来
の
法
定
伝
染
病
に
準
じ
て
病

毒
伝
播
の
途
を
杜
が
ん
と
す
る
に
あ
り
。
然
れ
ど
も
罹
病
の
殆
ど
普
遍
的
に
し
て
、
其
の
重
症
化
す
る
要
件
の
不
明
な

る
が
た
め
、
法
定
伝
染
病
の
法
規
を
其
の
儘
適
用
励
行
す
る
は
事
情
の
許
さ
ざ
る
も
の
あ
り
て
、
各
国
自
ら
其
の
実
情

に
適
応
し
て
寛
厳
の
程
度
を
加
減
し
た
る
観
あ
り
。
又
病
毒
蔓
延
の
範
囲
甚
し
く
広
汎
且
つ
其
の
速
度
迅
速
な
る
を
以

て
予
防
措
置
も
多
く
は
徹
底
す
る
の
遑
な
き
憾
多
く
、
従
て
的
確
な
る
予
防
法
は
未
だ
決
定
せ
ら
る
る
に
至
ら
ず
、
人

を
し
て
或
は
予
防
不
能
の
疾
患
た
る
の
惧
を
抱
か
し
む
る
に
至
れ
り
。

各
国
に
於
て
施
行
せ
る
予
防
法
の
極
要
は
已
に
別
項
に
掲
げ
た
る
を
以
て
此
処
に
は
各
国
を
通
じ
て
略
共
通
せ
る
予
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防
手
段
な
る
「
ワ
ク
チ
ン
」、「
マ
ス
ク
」
及
含
嗽
の
三
に
つ
き
て
少
し
く
蒐
め
得
た
る
材
料
を
掲
げ
ん
と
す
。

第
二
項

流
行
性
感
冒
「
ワ
ク
チ
ン
」

一
、
流
行
性
感
冒
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
成
分
（
処
方
）

流
行
性
感
冒
の
予
防
（
若
く
は
治
療
）
の
目
的
を
以
て
使
用
せ
ら
れ
た
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
其
種
類
甚
多
く
今
試
に

そ
の
数
例
を
挙
れ
ば
次
の
如
し
。

一
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
の
み
よ
り
成
る
も
の

1.

北
里
研
究
所
製
造

加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」

一
c.c.

〇
・
五
瓱

感
作
「
ワ
ク
チ
ン
」

一
c.c.

〇
・
五
瓱

2.

ロ
ン
ド
ン
、
パ
ー
ク
、
デ
ビ
ス
会
社
製

一
c.c.

一
億
個

一
c.c.

五
億
個

一
c.c.

十
億
個

3.

リ
ー
リ
ー
氏
「
ワ
ク
チ
ン
」

一
c.c.

八
億
個

4.

エ
イ
、
ダ
ブ
リ
ユ
ー
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
氏

5.

ア
ー
ル
、
ビ
ー
リ
ン
グ
及
ヨ
セ
フ
氏
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二
、
肺
炎
双
球
菌
の
み
よ
り
成
る
も
の

1.

パ
ー
ク
デ
ビ
ス
会
社

一
c.c.

二
千
万
個

一
c.c.

五
千
万
個

一
c.c.

二
億
個

三
、
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」

1.

伝
染
病
研
究
所
製

肺
炎
双
球
菌
（
数
型
多
種
）

〇
・
二
瓱

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

〇
・
二
瓱

2.

ジ
ー
、
ダ
ブ
リ
ユ
ー
、
マ
ツ
ク
コ
ー
イ
氏
（G

W
M
cC
o
y

）

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

五
億
個

肺
炎
双
球
菌

一
型

五
億
個

二
型

五
億
個

三
型

五
億
個

四
型

十
五
億
個

溶
血
性
連
鎖
状
球
菌

十
億
個

黄
色
醸
膿
性
葡
萄
状
球
菌

五
億
個

3.

ロ
ゼ
ナ
ウ
氏
（R

o
sen
a
u

）
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肺
炎
双
球
菌

一
型

十
五
億
個

二
型

二
十
七
億
五
千
万
個

三
型

三
十
五
億
個

四
型

十
二
億
五
千
万
個

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

五
億
個

連
鎖
状
球
菌

五
億
個

溶
血
性
連
鎖
球
菌

十
億
個

4.

M
in
a
k
er
&
Irv
ire

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

五
十
億
個

肺
炎
双
球
菌

七
十
億
個

溶
血
性
連
鎖
状
球
菌

一
億
個

5.

英
国W
a
r O

ce

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

三
千
万
｜
六
千
万
個

肺
炎
双
球
菌

一
億
｜
二
億
個

連
鎖
状
球
菌

四
千
万
｜
五
千
万
個

6.

E
y
re et Z

o
w
e

肺
炎
双
球
菌
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連
鎖
状
球
菌

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

葡
萄
状
球
菌

加
答
児
性
球
菌

B
sep
tu
s

 

7.

J
H
C
u
m
p
sto
n

其
他

A.

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

二
千
五
百
万
個

加
答
児
性
球
菌

二
千
五
百
万
個

肺
炎
双
球
菌

一
千
万
個

連
鎖
状
球
菌

一
千
万
個

グ
ラ
ム
陽
性
双
球
菌

一
千
万
個

8.

B.

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

一
億
二
千
五
百
万
個

「
カ
タ
ル
」
性
双
球
菌

一
億
二
千
五
百
万
個

肺
炎
双
球
菌

五
千
万
個

連
鎖
状
球
菌

五
千
万
個

グ
ラ
ム
陽
性
双
球
菌

五
千
万
個

9.

E
G
C
a
ry

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
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肺
炎
双
球
菌

連
鎖
状
球
菌

葡
萄
状
球
菌

加
答
児
性
球
菌

肺
炎
桿
菌

10.

英
国
衛
生
局

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

肺
炎
双
球
菌

連
鎖
状
球
菌

11.

ロ
ン
ド
ン
、
パ
ー
ク
デ
ビ
ス
会
社
製

一
、
感
冒
及
肺
炎
「
ワ
ク
チ
ン
」

a.
加
答
児
予
防
「
ワ
ク
チ
ン
」

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

三
億
個

肺
炎
双
球
菌

五
千
万
個

連
鎖
状
球
菌

千
二
百
万
個

加
答
児
性
球
菌

一
億
個

肺
炎
桿
菌

一
億
個

葡
萄
状
球
菌

五
億
個
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B
sep
tu
s

五
千
万
個

二
、
感
冒
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

三
億
個

肺
炎
双
球
菌

三
千
万
個

連
鎖
状
球
菌

千
二
百
万
個

加
答
児
性
球
菌

三
千
万
個

肺
炎
桿
菌

五
千
万
個

B
S
ep
tu
s

五
千
万
個

葡
萄
状
球
菌

三
億
個

三
、
混
合
流
感
「
ワ
ク
チ
ン
」

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

一
億
個

肺
炎
双
球
菌

一
億
個

連
鎖
状
球
菌

一
億
個

四
、
流
感
「
ワ
ク
チ
ン
」
陸
軍
式

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

六
千
万
個

肺
炎
双
球
菌

二
億
個

連
鎖
状
球
菌

八
千
万
個

12.

1918,
13,
N
o
v
R
o
y
a
l S
o
ciety o

f L
o
n
d
o
n
D
r
W
E
C
a
rn
eg
ie D
ick
so
n

）
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連
鎖
状
球
菌

葡
萄
状
球
菌

肺
炎
双
球
菌

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ゲ
ル
氏
菌

他
菌
（
加
答
児
性
球
菌
其
他
）

上
述
の
如
く
「
ワ
ク
チ
ン
」
製
造
に
用
ひ
ら
れ
た
る
菌
株
も
亦
頗
る
多
く
、
列
挙
す
れ
ば
次
の
如
し
。

1.

パ
イ
フ
エ
ル
氏
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
桿
菌

2.

肺
炎
双
球
菌

一
｜
四
型

3.

グ
ラ
ム
陽
性
双
球
菌

4.

連
鎖
状
球
菌

5.

葡
萄
状
球
菌

6.

加
答
児
性
双
球
菌

7.

肺
炎
桿
菌

8.

B
sep
tu
s

等

附

流
行
性
感
冒
の
流
行
期
に
於
て
府
県
及
民
間
に
て
製
造
せ
ら
れ
た
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
種
類
及
用
量
等
を
表
記
す

れ
ば
左
の
如
し
。
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ワ

ク

チ

ン
」
の

種

類

含
有
菌
名

一

〇

竓

中

含

有

菌

量

用

量

予
防
用
）

神

奈

川

県

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
作
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

〇

二
瓱

一
回
一

〇
竓

鹿

児

島

県

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

〇

五
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

兵

庫

県

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

〇

二
五
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

石

川

県

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

二
億
個

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

長

崎

県

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
肺
炎
球
菌
混
合
ワ
ク
チ

ン

「
イ

菌

「
肺

菌

各
〇

二
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

東

京

府

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
作
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

「
イ

菌

〇

五
瓱

〇

五
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

大

阪

府

肺
炎
球
菌
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
粘
液
性
連
鎖

状
球
菌
ワ
ク
チ
ン

「
肺

菌

「
イ

菌

「
連

菌

一
千
二
百
五
十
万
個

二
千
五
百
万
個

二
百
五
十
万
個

一
回
一

〇
竓

二
回
一

五
竓

北

里

研

究

所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
作
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

「
イ

菌

〇

五
瓱

〇

五
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

東

京

顕

微

鏡

院

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
肺
炎
双
球
菌
混
合
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
作
ワ
ク
チ
ン

イ

菌

肺

菌

「
イ

菌

「
イ

菌

各
〇

二
五
瓱

〇

五
瓱

〇

五
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

天

児

研

究

所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

一

〇
瓱

一
回
一

〇
竓

二
回
二

〇
竓

京
都
微
生
物
研
究
所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

〇

五
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

大

阪

血

清

薬

院

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

約
一
億
個

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓
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石

神

研

究

所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
加
答
児
性
双
球
菌
肺
炎

球
菌
混
合
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

「
加
答
児

菌

「
肺

菌

五
千
万
個

三
千
万
個

五
千
万
個

一
回
〇

三
竓

〇

五
竓

二
回
〇

五
竓

一

〇
竓

押

田

徳

郎

血
清
ワ
ク
チ
ン
類
製
造
所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
肺
炎
球
菌
混
合
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
作
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

「
イ

菌

「
肺

菌

「
イ

菌

〇

五
瓱

各
〇

二
五
瓱

〇

五
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

名
古
屋
病
院
附
属
研
究
部

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
肺
炎
球
菌
混
合
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

「
肺

菌

〇

二
瓱

〇

四
瓱

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

百

瀬

結

核

研

究

所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

一

〇
瓱

一
回
〇

五
竓
よ
り
二
三
回
に
増
量

し
て
一

〇
｜
二

〇
竓
に
至
る

大
日
本
製
薬
株
式
会
社

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
肺
炎
双
球
菌
混
合
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

「
肺

菌

「
イ

菌

〇

五
瓱

一

〇
瓱

〇

五
瓱

一
回
一

〇
竓

二
回
二

〇
竓

一
回
一

〇
竓

二
回
二

〇
竓

大

阪

細

菌

研

究

所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
肺
炎
双
球
菌
混
合
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

「
イ

菌

「
肺

菌

約
一
億
個

約
一
億
個

約
二
千
万
個

（
治
療
用
）

一
回
〇

五
｜
一
竓
と
し
漸
次
増
量
す

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓

日
本
血
清
化
学
研
究
所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

一
億
五
千
万
個

一
回
一

〇
竓

二
回
二

〇
竓

星

製

薬

株

式

会

社

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン

肺
炎
球
菌
葡
萄
状
球
菌
連
鎖
状
球
菌
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
カ
タ
ー
ル
性
球
菌
仮
性
ジ
フ
テ

リ
ヤ
菌
混
合
ワ
ク
チ
ン

「
イ

菌

「
肺

菌

「
イ

菌

葡
萄
状
球
菌

連
鎖
状
球
菌

加
答
児
性
球
菌

仮
性
ジ
フ
テ
リ
ヤ
菌

一
号
一
億
個

二
号
五
億
個

三
号
十
億
個

五
千
万
個

三
億
個

五
億
個

千
二
百
万
個

一
億
個

五
千
万
個

（
治
療
用
）

一
回
五
千
万
個
よ
り
漸
次
増
量
し

て
一
億
個
に
至
る

一
回
〇

五
竓

二
回
一

〇
竓
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備

イ
」
菌
、「
肺
」
菌
、「
連
」
菌
及
「
加
答
児
」
菌
は
夫
々
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
、
肺
炎
双
球
菌
、
粘
液
性
連
鎖
状
球
菌

及
加
答
児
性
双
球
菌
の
略
。

二
、
流
行
性
感
冒
予
防
接
種
実
施
上
の
注
意
事
項

一
、
禁
忌

高
度
の
心
臓
疾
患

腎
臓
炎

脚
気婦

及
産
褥
婦

重
症
肺
結
核

出
血

高
熱

強
度
衰
弱
者
、
淋
巴
性
体
質
の
徴
候
あ
る
も
の
等

以
上
の
場
合
に
は
注
射
の
際
特
に
注
意
す
べ
き
な
り
。

二
、
副
作
用

予
防
実
施
上
屢
々
実
施
家
の
苦
し
む
所
に
し
て
常
に
充
分
な
る

慮
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
屢
々
現
る
る
注
射
後
の
反

応
を
挙
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
。

発
熱

悪
寒

腰
痛

全
身
倦
怠

下
痢

腹
痛

頭
痛
、
耳
鳴

麻
疹
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血

食
慾
不
進

悪
心
嘔
吐

眩
暈

其
他

局
所

痛

圧
痛

発
赤

腫
張

痒
感

今
我
国
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
た
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
注
射
後
の
反
応
に
関
す
る
二
三
の
報
告
を
見
る
に
、

混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」（「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
及
肺
炎
双
球
菌
）

伝
染
病
研
究
所
に
て
集
め

た
る
調
査
書
総
括
に
よ
る

注
射
後
の
反
応
あ
り
し
も
の

五
一
四
例
中

局
所
症
状
軽
度

一
七
四
例

高
度

四
四
例

発
熱
者

一
八
五
例
中

軽
度
と
記
せ
ら
れ
た
る
も
の

一
二
八
例

三
八
度
に
達
せ
る
も
の

三
五
例

高
熱
又
は
熱
発
と
記
せ
ら
れ
た
る
も
の

二
二
例

頭
痛

四
七
例

全
身
倦
怠

三
七
例

食
慾
不
振

一
二
例

悪
寒

五
例

下
痢
及

麻
疹

各
三
例

耳
鳴

二
例
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悪
心
発
汗

一
例

要
之
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
の
反
応
は
局
所
及
一
般
反
応
共
に
従
来
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
に
比
し
頗
る
軽
微
な
り

と
云
ふ
を
得
べ
し
と
。

常
岡
良
三
博
士
他
二
名
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
実
験
に
よ
れ
ば
次
の
如
し
と
。

調
査
人
員

三
八
四
例

a.
局
所
反
応

局
部
発
赤

二
二
三
例

腫
張

一
六
七
例

緊
張
感

一
六
七
例

圧
痛

三
〇
六
例

b.
一
般
反
応

発
熱

三
一
例
内

三
七
度
五
分
以
下

二
一
例

三
八
度
以
下

三
例

三
八
度
五
分
以
下

六
例

三
九
度
以
下

一
例

悪
寒

二
四
例

頭
痛

七
三
例

倦
怠

一
〇
七
例
内
数
時
間
に
止
り
た
る
者

二
二
例
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一
日
内

三
六
例

二
日
以
内

四
六
例

三
日
に
亘
れ
る
も
の

二
例

五
日
に
達
せ
る
も
の

一
例

其
他
眩
暈
、
悪
心
、
嘔
吐
、

血
、
腋
窩
腺
腫
張

各
一
例

局
所
反
応
は
多
く
の
も
の
に
於
て
之
を
認
る
も
一
般
反
応
は
之
を
欠
如
せ
る
も
の
多
く
而
も
其
徴
候
概
ね
軽
微
に
し

て
之
が
た
め
に
業
務
を
妨
げ
ら
れ
た
る
も
の
の
如
き
は
甚
稀
な
り
。
唯
三
八
四
例
中
三
例
に
於
て
（
二
例
三
日
一
例
五

日
）
三
八
度
以
上
の
発
熱
を
数
日
持
続
し
た
る
も
の
あ
り
。

第
二
回
の
注
射
後
の
反
応
は
第
一
回
注
射
後
に
比
し
概
し
て
軽
く
而
も
そ
の
発
現
％
数
著
し
く
少
し
但
稀
に
第
二
回

以
後
に
於
て
却
て
強
き
反
応
を
現
せ
る
例
外
な
き
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
。

北
里
研
究
所
製
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン
注
射
後
の
反
応
（
矢
部
専
之
助
氏
に
よ
る
）

浅
野
製
鉄
所
事
務
員
技
師
職
工
及
其
家
族
五
一
人
（
女
二
五
人
）
に
向
て
一
回
注
射
を
行
ふ
（
注
射
量
〇
・
五
c.c.
な

り
）。局

所
圧
痛

四
人

注
射
即
夜
微
熱
感

二
人

翌
日
休
業
せ
る
も
の

な
し

東
部
鉄
道
管
理
局
職
員
家
族
（
皆
二
回
注
射
）

第
一
回
〇
・
五
c.c.
第
二
回
一
・
〇
c.c.
但
第
一
回
〇
・
四
c.c.
第
二
回
〇
・
八
乃
至
〇
・
九
c.c.
の
者
数
名
あ
り
、
被
注
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射
者
に
小
児
な
し
此
中
感
作
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
注
射
せ
る
も
の
（
二
回
共
）
五
九
人
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
注
射

せ
る
も
の
十
九
人
な
り
。

七
八
人
（
全
員
）

第
一
回
注
射
後
の
反
応

三
七
度
一
分
に
達
せ
る
も
の
加
熱
に
一
名
あ
る
他
熱
発
せ
る
も
の
な
し
。

局
所

痛

四
人

頭
痛

一
人

腹
痛

一
人

全
々
無
反
応
な
り
し
も
の

七
五
人

内

感
作

五
七
人

加
熱

一
八
人

第
二
回
注
射
の
時
は
第
一
回
の
場
合
に
感
作
を
用
ひ
た
る
者
は
感
作
を
用
ひ
た
り
、
そ
の
数
第
一
回
と
同
じ
。

発
熱
三
七
・
二

一
人

三
七
・
三

一
人

三
八
・
二

一
人
（
女
）

こ
の
三
者
は
皆
局
所
の

痛
倦
怠
全
身
違
和
を
有
せ
り
。

無
反
応
者

七
五
人

二
回
を
通
し
て
翌
日
休
業
せ
る
も
の
な
し
是
発
熱
等
は
大
抵
数
時
間
に
し
て
既
に
そ
の
頂
点
を
経
過
す
る
を
以
て
な
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り
。

慶
応
医
科
大
学
看
護
婦

五
四
人

第
一
回

加
熱

二
四
人

感
作

三
〇
人

無
反
応
者

一
人
（
感
作
）

局
所
圧
痛

四
九
人

発
熱
三
八
度

一
人
（
加
熱
）

三
七
・
一
乃
至
三
七
・
五
度

六
人
（
加
熱
）

六
人
（
感
作
）

第
二
回

四
九
人

加
熱

二
二
人

感
作

三
七
人

発
熱
三
七
度
以
上

二
四
人

三
八
乃
至
三
八
・
五
度

八
人
（
感
三
人
、
熱
五
人
）

三
七
乃
至
三
八
度

一
六
人
（
感
十
人
、
熱
六
人
）

自
覚
的
無
反
応
な
る
も
の

一
七
人
（
感
八
人
、
熱
九
人
）

要
之
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
の
反
応
は
概
し
て
微
弱
な
る
も
比
較
的
著
き
個
性
の
差
あ
り
。
女
子
に
於
て
は
男
子
よ
り

も
一
般
に
重
き
反
応
を
呈
す
、
例
三
八
度
内
外
の
高
度
者
が
殆
ど
常
に
女
子
な
る
に
徴
し
て
之
を
知
る
べ
し
。「
ワ
ク
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チ
ン
」
予
防
接
種
の
実
施
上
第
一
に

ふ
べ
き
こ
と
は
注
射
に
よ
り
て
日
常
の
職
務
に
休
業
等
の
妨
を
来
す
こ
と
な
り
。

体
質
不
良
、
夜
業
、
一
般
衛
生
状
態
不
良
等
は
殊
に
女
工
の
如
き
に
於
て
は
屢
々
休
業
者
を
出
す
。
例
、
矢
部
氏
の
如

き
も
神
戸
鐘
紡
に
於
て
二
〇
％
の
休
業
者
を
出
せ
り
。
然
れ
ど
も
常
に
か
か
る
不
良
な
る
成
績
を
得
る
に
あ
ら
ず
し
て

現
に
同
氏
は
他
の
工
場
看
護
婦
事
務
員
等
の
各
種
の
階
級
に
就
て
経
験
せ
る
所
を
綜
合
す
れ
ば
休
業
者
を
出
す
こ
と
甚

少
し
と
。

以
上
諸
家
の
報
告
を
見
る
に
大
体
に
於
て
他
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
に
比
し
注
射
後
の
反
応
特
に
強
烈
な
り
と
云
ふ
こ
と

を
得
ず
、
従
て
本
病
の
流
行
時
に
於
て
予
防
上
の
一
手
段
と
し
て
広
く
一
般
的
に
も
試
み
得
る
も
の
た
る
は
明
な
り
。

三
、
流
行
性
感
冒
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
的
使
用
に
就
て

抑
々
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
予
防
の
目
的
に
向
つ
て
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
す
る
は
今
回
の
流
行
を
以
て
最
初
と
な

す
（
一
九
一
九
年
）。

其
注
射
成
績
に
至
て
は
使
用
後
日
尚
浅
く
し
て
未
だ
充
分
な
る
効
果
の
判
定
を
下
し
得
ず
要
す
る
に
「
ワ
ク
チ
ン
」

の
予
防
的
実
施
は
尚
試
験
的
使
用
の
域
に
あ
り
と
云
ふ
べ
し
。
一
方
病
原
に
関
す
る
研
究
を
省
る
に
今
な
ほ
病
原
に
就

て
互
に
意
見
を
異
に
し
或
は
未
だ
研
究
の
途
上
に
あ
る
学
者
も
多
き
今
日
「
ワ
ク
チ
ン
」
製
造
に
向
て
の
菌
株
選
定
に

就
て
も
各
区
々
た
る
は
蓋
し
当
然
の
こ
と
な
り
と
云
ふ
べ
し
。
然
れ
ど
も
甚
し
き
に
至
つ
て
は
何
等
学
理
的
根
拠
な
く

気
道
排
泄
物
中
に
検
出
せ
ら
れ
た
る
諸
菌
を
蔓
然
蒐
集
網
羅
し
来
り
て
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
製
出
し
た
る
観
あ
る
も
の
な

し
と
せ
ず
。

今
試
に
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
せ
る
二
三
学
者
の
試
用
的
根
拠
と
す
る
も
の
を
挙
れ
ば
次
の
如
し
。

長
浜
博
士
等
は
自
家
の
実
験
上
に
於
て
も
又
他
の
諸
家
の
病
原
に
関
す
る
報
告
に
於
て
も
未
だ
根
本
的
解
決
を
与
ふ
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る
に
足
る
も
の
な
く
従
て
其
予
防
方
法
に
就
て
絶
対
的
確
信
を
以
て
世
に
推
奨
す
べ
き
も
の
無
し
と
な
し
而
て
大
正
八

年
末
以
来
の
再
流
行
に
際
し
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
、
肺
炎
双
球
菌
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
製
す
る
に
至
り
し
理
由

と
し
て
一
昨
年
来
の
流
行
に
よ
り
得
た
る
本
病
の
細
菌
学
的
並
病
理
解
剖
学
的
所
見
に
基
き
現
時
両
菌
は
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
患
者
の
多
数
に
於
て
検
出
せ
ら
る
る
の
み
な
ら
ず
殊
に
肺
炎
の
場
合
に
於
て
は
其
症
状
経
過
に
関
し
此
両
菌

が
正
に
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
意
義
を
有
す
る
も
の
た
る
は
多
数
学
者
の
認
む
る
所
た
る
と
共
に
氏
等
も
亦
之
を
承
認
す

る
故
他
に
適
切
確
実
な
る
予
防
の
方
法
な
き
今
日
是
等
菌
種
を
用
ひ
て
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
製
し
之
を
応
用
す
る
は
合
理

的
処
置
に
し
て
是
氏
等
の
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
採
用
す
る
に
至
る
所
以
な
り
と
云
ふ
。

且
該
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
実
際
に
応
用
し
て
可
及
的
厳
密
に
そ
の
効
果
判
定
に
向
て
必
要
な
る
条
件
の
下
に
調
査

を
行
ひ
相
当
の
効
果
を
得
た
り
と
云
ふ
。

常
岡
氏
等
の
予
防
注
射
に
関
す
る
研
究
に
よ
れ
ば
氏
等
は
先
に
病
原
の
パ
イ
フ
エ
ル
氏
菌
た
る
を
確
定
し
動
物
実
験

並
本
病
恢
復
期
患
者
血
清
に
就
て
明
に
パ
イ
フ
エ
ル
氏
菌
に
対
す
る
抗
体
の
発
生
を
証
明
し
た
る
を
以
て
進
て
積
極
的

予
防
法
と
し
て
同
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
製
し
第
一
回
〇
・
五
c.c.
第
二
回
一
・
〇
c.c.
（
大
人
）
の
割
合
に
て
接
種
を
試
み

た
り
。

而
し
て
実
験
的
に
人
間
に
就
て
補
体
結
合
反
応
に
よ
り
て
抗
体
発
現
の
存
否
を
試
験
し
、

第
一
回
注
射
後
七
日
目

被
検
者

七
三
例
中
三
五
例
四
八
％
弱

第
二
回
後
七
乃
至
十
二
日

八
六
例
中
四
九
例
五
七
％
弱

に
於
て
其
発
生
を
見
た
り
。
動
物
実
験
恢
復
期
患
者
血
清
と
同
じ
く
個
体
的
差
異
を
見
た
れ
ど
も
此
実
験
的
成
績
を
恢

復
期
患
者
血
清
の
補
体
結
合
反
応
の
成
績
と
比
較

察
す
る
に
反
応
の
強
度
並
其
発
現
％
に
於
て
大
体
両
者
略
相
匹
敵
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せ
る
を
見
た
り
。
若
し
今
補
体
結
合
反
応
に
よ
り
て
証
明
し
得
べ
き
抗
体
の
多
寡
を
以
て
実
施
免
疫
上
の
効
果
を
推
定

し
得
る
も
の
と
せ
ば
氏
等
の
予
防
注
射
後
に
現
は
る
る
免
疫
性
は
天
然
罹
病
後
に
於
て
現
は
る
る
免
疫
性
と
略
同
じ
程

度
に
あ
り
と
云
ふ
可
く
従
て
本
予
防
注
射
の
実
際
上
の
効
果
は
亦
天
然
罹
病
後
再
感
を
免
か
れ
得
る
程
度
に
及
ぶ
可
き

を
推
知
す
る
に
足
ら
ん
。
但
し
是
畢
竟
実
険
的
研
究
の
結
果
よ
り
せ
る
推
定
に
過
ぎ
ず
。
然
れ
ど
も
氏
等
は
相
当
の
学

理
上
の
根
拠
に
立
脚
し
て
予
防
注
射
を
多
数
の
人
に
実
施
し
て
相
当
の
成
績
を
挙
つ
つ
あ
り
。

北
里
研
究
所
に
於
て
は
先
づ
第
一
に
今
次
流
行
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
病
原
を
研
究
し
て
パ
イ
フ
エ
ル
氏
菌
と

決
定
し
、
直
に
予
防
注
射
の
基
礎
的
研
究
に
移
り
幾
多
の
動
物
試
験
を
行
へ
る
結
果
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
に
よ
り
低
度

の
免
疫
の
動
物
体
に
発
生
す
る
こ
と
を
証
明
せ
り
。
又
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
罹
れ
る
患
者
の
恢
復
期
の
免
疫
程
度

を
観
察
せ
る
に
之
亦
弱
度
な
り
。
即
「
イ
」
菌
の
性
質
と
し
て
多
量
の
免
疫
体
を
産
出
し
難
き
は
明
な
り
と
雖
一
定
度

の
免
疫
を
為
し
得
る
こ
と
は
動
物
実
験
に
よ
り
て
も
証
明
せ
ら
れ
た
り
。
之
よ
り
進
て
「
イ
」
菌
を
用
ひ
予
防
注
射
を

実
際
に
行
は
ん
と
し
既
に
大
正
七
年
末
よ
り
大
正
八
年
春
に
か
け
、
同
所
々
員
を
初
め
数
百
人
の
希
望
者
に
予
防
注
射

を
実
施
せ
り
。
然
る
に
其
の
成
績
比
較
的
良
好
な
り
し
を
以
て
昨
大
正
九
年
一
月
以
降
広
く
之
を
実
施
せ
ん
と
す
る
に

至
れ
り
。

然
れ
ど
も
「
イ
」
菌
の
基
礎
的
実
験
に
於
て
「
チ
フ
ス
、
ワ
ク
チ
ン
」、「
コ
レ
ラ
、
ワ
ク
チ
ン
」
に
於
け
る
が
如
く

確
実
な
る
成
績
を
挙
げ
得
ざ
り
し
を
以
て
実
際
上
の
効
果
は
如
上
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
に
比
し
て
或
は
低
き
も
の
な
ら
ず

や
と
の
懸
念
を
有
せ
り
。

四
、
流
行
性
感
冒
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
効
果
判
定
に
際
す
る
注
意
事
項

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
如
き
特
種
の
疾
病
に
対
し
予
防
注
射
を
行
ひ
確
実
な
る
成
績
を
調
査
せ
ん
と
す
る
に
は
次
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の
如
き
条
件
を
具
備
せ
し
む
る
を
要
す
。

一
、
注
射
実
施
前
の
流
行
に
際
し
罹
病
せ
し
者
は
之
を
調
査
外
に
控
除
す
る
を
要
す
。

蓋
し
一
度
本
病
を
経
過
せ
る
も
の
に
は
或
程
度
の
免
疫
あ
る
を
以
て
な
り
。

二
、
時
間
的
関
係
を

慮
す
る
を
要
す
予
防
注
射
は
少
く
も
流
行
一
週
日
以
前
に
行
ひ
予
め
免
疫
を
完
了
せ
し
め
置

き
、
か
く
て
後
来
の
流
行
に
対
し
て
幾
何
の
抵
抗
を
示
し
得
る
や
を
観
察
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
予
防
注
射
を
流
行
開

始
後
に
始
め
た
る
も
の
は
本
病
の
如
く
一
乃
至
二
週
間
に
し
て
其
の
流
行
の
経
過
す
る
も
の
に
於
て
は
到
底
確
実

の
成
績
を
与
ふ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

三
、
場
所
的
関
係
を

慮
す
る
を
要
す
。

予
防
注
射
を
受
け
た
る
も
の
と
受
け
ざ
る
も
の
と
を
比
較
す
る
場
合
両
者
が
同
一
区
域
内
に
生
活
す
る
も
の
な
ら

ざ
る
可
ら
ず
、
即
ち
本
病
の
如
く
交
通
性
伝
染
病
に
於
て
交
通
せ
る
も
の
は
病
毒
に
感
染
し
易
き
も
の
な
れ
ば
一

般
人
に
就
き
屢
々
外
出
す
る
も
の
と
屋
内
に
生
活
す
る
も
の
と
を
区
別
せ
ず
し
て
調
査
す
る
時
は
誤
れ
る
判
断
を

下
す
に
至
る
可
し
（
北
島
博
士
に
よ
る
）。

長
興
博
士
の
如
き
も
統
計
上
に
現
は
る
る
数
字
は
種
々
の
複
雑
な
る
関
係
に
よ
り
て
左
右
せ
ら
る
る
所
頗
る
多
く
従

て
幾
多
の
条
件
を
顧
慮
す
る
の
必
要
あ
り
と
な
し
殊
に
被
接
種
者
の
年
齢
、
体
質
、
職
業
、
居
住
の
場
所
、
注
射
の
時

期
即
ち
流
行
前
に
行
は
れ
た
る
か
或
は
流
行
中
若
く
は
流
行
の
末
期
に
於
て
行
は
れ
た
る
か
の
点
又
「
ワ
ク
チ
ン
」
使

用
と
同
時
に
他
の
予
防
法
例
之
「
マ
ス
ク
」
の
使
用
、
含
嗽
、
隔
離
及
外
出
集
合
の
有
無
等
を
精
査
す
る
外
、
全
国
一

般
及
注
射
施
行
の
地
方
に
於
け
る
流
行
の
状
態
罹
患
者
数
の
比
を
も
詳
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
加
之
前
年
度
の
罹
病
は

一
定
の
免
疫
を

す
を
以
て
特
に
此
の
点
に
関
す
る
調
査
は
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
成
績
の
判
定
上
等
閑
に
附
す
可
ら
ざ
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る
は
勿
論
な
り
と
。

五
、
流
行
性
感
冒
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
的
効
果

適
当
な
る
報
告
は
甚
だ
少
き
も
の
に
し
て
今
其
の
主
な
る
も
の
の
数
例
に
よ
り
効
果
の
概
況
を
見
る
に
次
の
如
し
。

例G
W
M
cC
o
y

氏
に
よ
れ
ば
使
用
せ
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
市
俄
古
衛
生
局
研
究
所
長
エ
フ
ホ
ト
ン
ネ
ー
氏
の

製
造
に
よ
る
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
に
し
て
其
の
一
c.c.
に
含
有
す
る
菌
株
及
菌
量
は
次
の
如
き
も
の
な
り
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌

五
億
個

肺
炎
双
球
菌

第
一
型

五
億
個

第
二
型

五
億
個

第
三
型

五
億
個

第
四
型

十
五
億
個

溶
血
性
連
鎖
状
球
菌

十
億
個

黄
色
醸
膿
性
葡
萄
状
球
菌

五
億
個

之
を
〇
・
五
c.c.
一
・
〇
c.c.
一
・
五
c.c.
宛
四
十
八
時
間
置
き
に
注
射
す
。

ワ
ク
チ
ン
」
注
射
を
受
け
た
る
も
の
は
療
養
所
の
患
者
に
し
て
年
齢
は
四
十
一
歳
以
下
の
も
の
を
選
び
被
注
射
者

及
対
照
に
区
別
し
て
各
総
計
三
九
〇
名
宛
と
な
し
た
り
。

注
射
の
時
期
は
十
一
月
十
五
日
に
注
射
を
終
り
周
囲
に
於
て
は
大
体
流
行
終
熄
に
近
し
。
十
一
月
二
十
六
日
に
於
て

初
発
患
者
を
出
せ
り
而
し
て
十
二
月
九
日
迄
の
成
績
を
見
る
に
左
の
如
し
。

人
員

罹
病
者

肺
炎
を
併
発
せ
る
者

死
者
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注
射
を
受
け
し
者

三
九
〇

一
一
九

二
三

七

注
射
を
受
け
ざ
る
も
の

三
九
〇

一
〇
三

一
七

七

以
上
の
結
果
に
よ
り
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
無
効
と
断
定
せ
り
。

リ
ー
リ
ー
氏
「
ワ
ク
チ
ン
」（「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」）
の
予
防
的
効
果
（
ハ
リ
ー
、
リ
ー
バ
ー

ン
ス
氏
に
よ
る
）

使
用
せ
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
を
一
c.c.
に
八
億
個
含
有
す
る
も
の
に
し
て
之
を
二
十
四
時
間

の
間
隔
を
以
て
第
一
回
〇
・
五
c.c.
第
二
回
一
・
〇
c.c.
第
三
回
一
・
五
c.c.
皮
下
に
注
射
せ
り
。

注
射
せ
る
人
は
療
養
所
の
患
者
及
雇
人
に
し
て
注
射
の
時
期
は
一
九
一
八
年
九
月
下
旬
四
名
の
雇
人
と
五
名
の
患
者

に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
発
生
を
見
た
る
も
病
院
の
或
る
区
域
に
属
す
る
も
の
に
し
て
流
行
地
よ
り
来
り
し
患
者
よ

り
伝
染
せ
る
こ
と
明
な
り
し
故
其
の
区
劃
の
一
部
に
隔
離
し
尚
九
月
二
十
九
日
よ
り
患
者
並
に
雇
人
を
し
て
面
会
人
に

接
す
る
こ
と
、
外
出
す
る
こ
と
を
厳
禁
せ
る
為
外
部
に
於
て
流
行
の
極
期
に
あ
り
し
に
拘
ら
ず
当
療
養
所
は
罹
病
を
免

れ
た
り
し
が
十
月
十
日
一
患
者
入
院
し
十
四
日
に
其
の
傍
に
臥
せ
る
患
者
に
伝
染
し
二
十
二
日
よ
り
は
男
子
の
患
者
に

伝
染
し
遂
に
四
五
乃
至
四
〇
％
罹
病
す
る
に
至
れ
り
此
の
二
十
二
日
に
リ
ー
リ
ー
氏
よ
り
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
分
与
を
受

け
未
だ
罹
病
せ
ざ
り
し
も
の
の
約
半
数
一
五
二
人
に
注
射
し
後
の
半
一
一
三
人
は
注
射
を
受
け
ず
し
て
終
れ
り
。

其
の
結
果
は
次
の
如
し
。

総
数

罹
数

百
分
率

注
射
を
受
け
た
る
も
の

一
五
二

二
五

一
六

注
射
を
受
け
ざ
る
者

一
一
三

二
三

二
〇
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一
、
但
し
注
射
を
受
け
た
る
も
の
の
中
小
児
三
十
二
人
は
初
め
よ
り
隔
離
せ
る
為
め
罹
病
者
一
人
も
な
か
り
し
を
以
て

之
を
控
除
す
る
時
は
注
射
を
受
け
た
る
も
の
の
罹
病
百
分
率
も
亦
二
〇
％
と
な
る
。

二
、
尚
一
名
の
み
発
病
し
直
に
隔
離
せ
る
病
舎
二
棟
の
患
者
を
危
険
少
か
り
し
も
の
と
し
て
控
除
す
る
時
は
注
射
を
受

け
た
る
も
の
は
罹
病
率
二
六
％
と
な
り
注
射
を
受
け
ざ
る
も
の
は
三
四
％
と
な
る
。

三
、
注
射
を
受
け
て
死
亡
せ
る
も
の
は
一
六
％
に
し
て
注
射
を
受
け
ず
死
亡
せ
る
も
の
は
一
五
・
八
％
な
り
。

即
ち
罹
病
率
は
注
射
を
受
け
た
る
も
の
に
稍
少
き
感
あ
る
も
死
亡
率
は
両
者
に
於
て
差
異
を
認
め
ず
。

⒞
英
国
軍
隊
に
於
け
る
予
防
注
射
成
績
（
一
九
一
八
｜
一
九
一
九
年
）

最
初
用
ゐ
た
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
其
一
cc
中
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
六
千
万
個
連
鎖
状
球
菌
八
千
万
個
肺
炎
双
球
菌
二
億

個
を
含
ま
し
め
し
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
の
重
要
な
る
を
知
り
し
結
果
更
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
を
四
億
に
増
量
し

「
ワ
ク
チ
ン
」
を
製
し
用
ゐ
た
り
。
上
表
に
よ
れ
ば
予
防
注
射
に
よ
り
発
病
率
は
三
分
の
一
強
に
、
肺
炎
併
発
率
は
約
八
分
の
一

死
亡
率
は
九
分
の
一
に
減
じ
其
効
果
は
頗
る
偉
大
な
る
も
の
の
如
き
も
効
果
判
定
条
件
を
無
視
し
て
統
計
を
取
り
た
る
も
の
な
れ

ば
之
を
以
て
直
に
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
効
果
を
判
断
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。

英
国
軍
隊
に
於
け
る
予
防
注
射
成
績
（
一
九
一
八
｜
一
九
一
九
年
）

（
大
正
九
年
二
月
二
十
一
日
倫
敦
通
信
に
よ
る

注
射
を

受

け

た

る

も

の

注
射
を

受

け

ざ

る

も

の

総

人

員

一
五

六
二
四

四
三

五
二
〇

罹

病

率

一
四

一
％

四
七

三
％

肺

炎

併

発

率

一

六
％

一
三

三
％
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死

亡

率

〇

一
二
％

二

二
五
％

⒟
次
に
北
米
合
衆
国
ニ
ユ
ー
オ
ル
レ
ア
ン
ス
市
に
於
て
一
九
一
八
年
の
流
行
に
際
し
ド
ク
ト
ル
、
ジ
ユ
ー
ヷ
ル
、
ハ
リ
ス
氏
が

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
」（
一
竓
中
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
十
億
個
を
含
む
）
を
用
ゐ
て
行
へ
る
予
防
注
射
の
成
績
は

左
の
如
し
。

受

け

た

る

も

の

注
射
を
受
け
ざ
る
者

一

回

二

回

三

回

計

人

員

八
六
六

一
一
八

三
四
六

二
六
〇
八

三
〇
七
二

患

者

数

三
七
五

二
九

二
八

四
五

一
〇
二

罹

病

率

四
一

六
％

二
四
％

八
％

一

七
％

三

三
％

此
の
表
に
よ
れ
ば
三
回
の
注
射
に
よ
り
て
罹
病
率
は
二
十
四
分
の
一
に
減
じ
一
回
の
注
射
の
み
に
よ
り
て
も
約
三
分

の
一
と
な
り
英
国
軍
に
於
け
る
例
に
比
し
更
に
一
層
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
効
果
偉
大
な
る
の
観
あ
り
。
但
し
此
の
場
合
に

於
て
は
肺
炎
の
併
発
率
及
死
亡
率
等
に
就
て
記
載
な
き
を
以
て
軽
症
の
流
行
な
り
し
と
も

へ
ら
る
。
如
上
の
例
に
於

て
は
前
回
の
流
行
に
際
し
罹
患
の
有
無
に
就
て
何
等
記
載
な
き
を
以
て
此
等
の
統
計
に
よ
り
漫
然
予
防
注
射
の
効
力
を

判
定
す
る
が
如
き
あ
ら
ば
誤
を
来
す
べ
し
。

北
里
研
究
所
に
於
て
調
査
さ
れ
た
る
も
の
次
の
如
し
（
北
島
博
士
に
よ
る
）。

Ⅰ
、
条
件
を
具
備
せ
る
場
合
の
調
査
成
績
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次
の
豊
田
紡
績
及
菊
井
紡
績
の
二
例
は
流
行
開
始
前
に
予
防
注
射
を
完
了
し
た
る
も
の
に
し
て
人
を
派
し
て
直
接
調

査
し
た
る
も
の
な
り
（
北
里
研
究
所
製
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
c.c.
〇
・
五
瓱
）。

一
、
豊
田
紡
績
会
社
内
寄
宿
舎
工
女
の
総
人
員
二
千
五
百
十
九
人
中
注
射
を
行
へ
る
も
の
に
し
て
其
の
成
績
は
次
に
示

す
が
如
し
。

第
一
表

豊
田
紡
績
工
場
に
於
け
る
予
防
注
射
と
患
者
及
死
者

内

訳

総

数

一

回

二

回

未

注

射

者

工

女

二
五
一
九

一
五
二

二
一
三
〇

二
三
七

患

者

六
三

一
〇

四
三

一
〇

肺

炎

併

発

七

二

三

二

死

者

四

一

二

一

罹

病

百

分

比

二

五

五

八
八

二

一
九

四

二
二

患
者
に
対
す
る
死

亡
百
分
比

六

三

一
〇

〇
〇

四

七
〇

一
〇

〇
〇

総
人
員
に
対
す
る

死
亡
百
分
比

〇

一
五

〇

六
五

〇

〇
九

〇

四
二

二
、
菊
井
紡
績
工
場
宿
舎
工
女
千
八
百
五
十
人
に
し
て
中
千
六
百
十
五
人
は
注
射
を
受
け
二
百
三
十
五
人
は
注
射
を
受
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け
ざ
る
も
の
な
り
其
成
績
左
の
如
し
。

第
二
表

菊
井
紡
績
工
場
に
於
け
る
予
防
注
射
と
患
者
及
死
者

内

訳

総

数

一
回
注
射
完
了

二
回
注
射
完
了

未

注

射

工

女

一
八
五
〇

四
四
七

一
一
六
八

二
三
五

患

者

一
四
六

二
六

七
八

四
二

平

治
癒
日
数

八

一

八

一

七

二

九

一

肺

炎

併

発

四
三

一
〇

一
七

一
六

死

者

五

一

二

二

罹

病

百

分

比

七

四
九

五

八
二

六

八

一
七

八
七

患
者
死
亡
百
分
比

三

四
〇

三

八
〇

二

五

四

七

総
人
員
の
死
亡
百

分
比

〇

二
七

〇

二
〇

〇

一
七

〇

八
五

予
防
注
射
に
よ
り
て
豊
田
紡
績
工
場
に
於
て
は
患
者
発
生
率
を
二
分
の
一
に
減
じ
、
菊
井
紡
績
工
場
に
於
て
は
三
分

の
一
弱
に
減
じ
た
り
。
又
肺
炎
併
発
の
割
合
も
注
射
を
受
け
し
も
の
は
注
射
を
受
け
ざ
り
し
も
の
に
対
し
二
分
の
一
内

外
に
減
じ
死
亡
率
に
於
て
も
亦
約
半
減
せ
り
。
尚
菊
井
紡
績
工
場
に
於
て
治
癒
し
た
る
も
の
に
付
治
療
平

日
数
を
見

る
に
注
射
を
受
け
た
る
も
の
に
於
て
は
七
・
二
日
。
非
注
射
者
に
至
り
て
は
九
・
一
日
な
り
。
即
ち
予
防
注
射
に
よ
り
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て
約
二
日
を
短
縮
し
得
た
る
な
り
。
之
を
要
す
る
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
に
よ
り
て
発
病
数

を
減
ず
る
は
勿
論
肺
炎
併
発
率
を
減
じ
、
又
死
亡
率
を
減
ず
、
是
れ
肺
炎
は
第
二
次
性
合
併
症
な
る
べ
け
れ
ば
な
り
。

Ⅱ
、
流
行
時
に
行
へ
る
予
防
注
射
成
績

生
活
状
態
の
一
定
せ
る
区
域
に
於
て
既
に
流
行
の
初
れ
る
場
合
に
行
へ
る
予
防
注
射
即
ち
時
間
的
条
件
の
具
備
せ
ざ

り
し
実
例
を
左
に
挙
ぐ
べ
し
。
茨
城
県
下
日
立
鉱
山
に
在
り
て
は
大
正
九
年
春
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
あ
り
、

其
の
期
間
は
九
週
間
に
渉
り
、
初
の
五
週
間
に
於
て
大
多
数
の
患
者
を
出
せ
り
流
行
の
始
れ
る
後
一
週
間
に
し
て
予
防

注
射
を
開
始
し
、
流
行
の
頂
点
た
る
第
五
週
に
至
る
迄
に
之
を
完
了
せ
り
此
の
場
合
に
於
け
る
調
査
成
績
左
の
如
し
。

大
正
九
年
日
立
鉱
山
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
予
防
接
種
成
績

内

訳

総

数

一
回
接
種
者

二
回
接
種
者

未

接

種

者

患

者

家

族

二
九
六
二

二
九
六

八
二
一

一
八
四
五

患

者

九
五
九

九
四

六
〇

八
〇
五

内

死

者

五
九

三

一

五
五

罹

病

百

分

比

三
二

四

三
一

七

七

三

四
三

六

罹
病
者
死
亡
％

六

二

三

二

一

七

六

八

対

死

亡

‰

一
九

九

一
〇

一

一

二

二
九

八
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日
立
鉱
山
に
於
け
る
流
感
患
者
中
肺
炎
併
発
者
表

接

種

未

接

種

計

一

回

二

回

罹

患

者

八
〇
五

一
三
二

一
一
五

一
〇
五
二

罹
患
者
中
肺
炎
併

発
者

一
三
〇

一
一

八

一
四
九

肺
炎
併
発
者
中
死

亡
者

五
二

三

一

五
六

罹
患
者
に
対
す
る

肺
炎
併
発
百
分
比

一
六

一

八

三

七

〇

一
四

二

肺
炎
併
発
者
に
対

す
る
死
亡
百
分
比

四
〇

〇

二
七

二

一
二

五

三
七

六

右
表
に
依
れ
ば
二
回
注
射
に
よ
り
て
其
の
発
病
率
は
六
分
の
一
に
減
じ
肺
炎
併
発
の
割
合
は
二
分
の
一
に
、
又
死
亡

率
は
四
分
の
一
に
低
下
し
、
其
の
結
果
は
名
古
屋
に
於
け
る
二
紡
績
工
場
の
場
合
に
比
し
著
し
く
良
好
の
統
計
を
示
せ

り
。
但
日
立
鉱
山
の
場
合
に
あ
り
て
は
予
防
注
射
を
流
行
と
同
時
に
行
へ
る
も
の
な
れ
ば
之
を
以
て
直
に
予
防
注
射
の

確
実
な
る
効
力
と
速
断
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。

海
軍
省
医
務
局
に
於
け
る
調
査
左
の
如
し
。

流
行
性
感
冒
予
防
接
種
の
効
果
に
関
す
る
統
計
的
観
察
」
な
る
題
下
に
海
軍
省
医
務
局
よ
り
報
告
せ
ら
れ
た
る
も
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の
を
見
る
に
統
計
材
料
（
大
正
十
年
一
月
末
日
迄
に
到
着
し
た
る
分
）
を
取
捨
整
理
し
た
る
も
の
に
し
て
主
と
し
て
大

正
八
年
十
二
月
乃
至
大
正
九
年
二
月
に
亘
る
流
行
よ
り
材
料
を
採
択
し
参

資
料
と
し
て
其
の
後
に
於
け
る
材
料
を
加

へ
た
り
。
可
及
的
同
一
条
件
の
下
に
予
防
接
種
（
北
研
製
「
イ
」
菌
予
防
液
、
海
軍
部
内
製
の
「
イ
」
菌
肺
炎
双
球
菌

混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
用
ひ
た
り
）
の
行
は
れ
た
る
材
料
に
就
き
調
査
し
結
論
と
し
て
次
の
四
項
を
挙
げ
た
り
。

一
、
流
行
性
感
冒
接
種
の
効
果
は
未
だ
之
を
確
認
し
難
し
。

二
、
流
行
性
感
冒
に
対
す
る
予
防
接
種
の
効
果
は
流
行
の
発
起
し
た
る
に
及
ん
で
行
ふ
時
は
往
々
不
良
な
る
こ
と
あ

り
。

三
、
予
防
接
種
を
完
了
し
た
る
場
所
に
於
て
も
時
と
し
て
同
病
流
行
を
来
す
。

四
、
前
項
の
場
合
に
於
け
る
流
行
状
況
は
接
種
を
行
は
ざ
る
場
合
と
異
ら
ざ
る
こ
と
多
し
。

常
岡
氏
等
は
流
行
と
注
射
と
の
時
間
的
関
係
、
前
回
流
行
時
の
罹
患
有
無
（
免
疫
）「
マ
ス
ク
」
含
嗽
「
キ
ニ
ー

ネ
」
内
服
等
他
の
予
防
法
を
行
は
ざ
り
し
や
否
や
に
も
注
意
を
払
ひ
て
一
方
調
査
書
に
よ
り
又
一
部
は
自
ら
京
都
医
学

専
門
学
校
学
生
二
百
六
十
六
人
に
就
て
予
防
注
射
成
績
を
調
べ
た
り
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」（
一
c.c.

中
二
億
個
）
第
一
京
都
医
学
専
門
学
校
学
生
（
流
行
の
比
較
的
早
期
に
注
射
を
行
へ
る
も
の
な
り
）。

注
射
後
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

に

罹

れ

る

も

の

の

数

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
れ
る
も
の

総

数

注
射
を
受
け
し
者

不

注

射

者

実

数

百

分

比

実

数

百

分

比

二
六
六

一
一
九

×

二

一

六
八

一
四
七

×
×

一
〇

六

八
〇
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×
第
一
回
注
射
後
罹
病
せ
る
も
の
を
除
く
。

×
×
第
二
回
注
射
当
日
以
前
罹
病
せ
る
も
の
六
を
除
く
。

第
二
京
都
五
条
警
察
署
管
内

同
署
長
調
査
（
大
正
九
年
三
月
一
日
）

罹

患

罹

患

総

数

注

射

者

不

注

射

者

実

数

百

分

比

実

数

百

分

比

五
五
三
三
九

一
五
、
八
一
七

二
四
二

（
五

一

五
三

（
〇

〇
三
二

三
九

五
二
二

二

三
二
三

（
一
九
〇

五

八
九

（
〇

四
八

）
は
死
者
。

注
射
を
受
け
ざ
る
者
の
罹
病
率
及
死
亡
率
を
注
射
を
受
け
た
る
も
の
の
夫
等
に
比
較
す
る
に
罹
病
率
に
於
て
三
・
八

倍
強
、
死
亡
率
に
於
て
十
五
倍
の
多
数
を
示
せ
る
を
見
る
。
氏
等
は
非
専
門
家
に
よ
り
て
行
は
れ
た
る
こ
の
第
二
表
の

統
計
調
査
に
は
必
ず
し
も
重
き
を
置
か
ん
と
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
も
略
大
勢
を
窺
ふ
に
足
ら
ん
と
せ
り
。

伝
染
病
研
究
所
に
よ
る
調
査

伝
染
病
研
究
所
に
於
て
は
各
地
病
院
、
医
師
、
市
町
村
役
場
、
警
察
、
学
校
等
「
ワ
ク
チ
ン
」
使
用
者
に
調
査
書
を

配
布
し
被
注
射
人
の
数
、
職
業
、
居
住
地
方
名
、「
ワ
ク
チ
ン
」
の
種
類
、
用
量
、
注
射
の
時
期
及
注
射
後
の
罹
患
数
、

罹
患
軽
重
、
注
射
後
発
病
迄
の
日
数
其
他
に
就
き
回
答
に
よ
り
調
査
し
た
り
、
大
正
九
年
三
月
二
十
七
日
迄
の
回
答
よ

り
得
た
る
成
績
左
の
如
し
と
。

第
一
表

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
肺
炎
双
球
菌
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
（
伝
染
病
研
究
所
製
）
と
其
罹
病
率
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一

回

注

射

二

回

注

射

総

計

被

注

射

人

総

数

六

三
九
九

四
五

三
一
〇

五
一

七
〇
九

甲

（－

一
九

二
二
八＝

三
二

四
八
一

乙

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

不

罹

患

者

六

二
九
六

四
四

五
一
九

五
〇
八
一
五

甲

（－

一
九

二
二
八＝

三
一

五
八
七

乙

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

軽

症

七
五

五
〇
九

五
八
四

六
五

三
％

中

等

症

一
二

一
七
二

一
八
四

二
〇

六
％

者 患 罹

重

症

一
一

八
六

九
七

一
〇

八
％

死

五

二
四

二
七

三

三
％

計

一
〇
三

七
九
一

八
九
四

一
〇
〇

〇
％

罹

病

率

甲＝
一

六
％

甲＝

一

七
％

甲＝

八
九
四
対
五
一

七
〇
九＝

一

七
三
％

乙＝

八
九
四
対
三
二

四
八
一＝

二

七
五
％

備

甲
は
集
ま
り
た
る
数
其
儘
。
乙
は
粗
雑
な
る
報
告
に
よ
る
も
の
を
控
除
し
た
る
数
を
示
す
。

表
中

軽

症

有
熱
期
間
二
三
日
の
も
の
）

中
等
症

有
熱
期
間
一
週
間
内
外
に
及
ぶ
も
発
熱
一
般
に
高
度
）

重

症

有
熱
期
間
一
週
間
以
上
に
し
て
発
熱
高
度
の
も
の
又
は
臨
床
的
に
明
に
肺
炎
の
症
状
を
呈
し

た
る
も
の
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第
二
表

伝
染
病
研
究
所
製
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
注
射
を
受
け
た
る
も
の
と
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
を
受
け
ざ
る
も

の
と
の
罹
患
者
中
症
状
軽
重
の
比
較

表
中
軽
、
中
、
重
症
と
あ
る
は
第
一
表
に
於
け
る
と
同
意
義
な
り
）

流

行

第

二

回

注

射

注

射

回

数

二

回

注

射

一

回

注

射

被
注
射
者
計

不
注
射
者
計

被
調
査
人
員

九
八
七

一
三
五

一

一
二
二

三

四
一
七

不

罹

患

者

八
四
九

八
一

九
三
〇

二

〇
二
二

注
射
後
発
病
日

病

症

一

三
四

七
八

不
明

計

％

一

三
四

七
八

不
明

計

％

罹
患
者
数

％

罹
患
者
数

％

軽

症

四

二

一
六

五
〇

七
二
五
二

一

三

七

一

一
二

二
三
四
二

六

九
五
四
九

五

四
八
六
三
四

八

中

等

症

〇

三

一
四

一
九

三
六
二
六

一

九

二

三

四

一
八
三
三

三

五
四
二
八

一

三
八
九
二
七

九

重

症

二

二

一
五

八

二
七
一
九

六

四

五

〇

二

一
一
二
〇

四

三
八
一
九

八

四
一
〇
二
九

四

死

亡

〇

〇

二

一

三

二

二

一

〇

〇

一

二

三

七

五

二

六

一
一
〇

七

九

一
三
八

五
四

一
九
二

一

三
九
五

本
表
は
調
査
の
性
質
上
罹
患
者
に
重
き
を
置
き
て
報
告
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
を
以
て
一
般
罹
患
者
を
論
ず
る
を
得

ざ
れ
ど
も
罹
患
の
軽
重
の
比
に
関
し
て
は
少
数
乍
ら
尚
多
少
の
傾
向
を
窺
ふ
を
得
ん
。
即
、

被
注
射
人
に
し
て
注
射
後
罹
病
せ
る
も
の
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一
九
二
名
中

軽
症

九
五

四
九

五
％

中
等
症

五
四

二
八

一
％

重
症

三
八

一
九

八
％

死
亡

五

二

六
％

注
射
を
受
け
ざ
り
し
も
の

罹
患
者
一
、
三
九
五
名
中

軽
症

四
八
六

三
四

八
％

中
等
症
三
八
九

二
七

九
％

重
症

四
一
〇

二
九

四
％

死
亡

一
一
〇

七

九
％

重
症
者
及
死
亡
者
が
被
注
射
者
に
於
て
著
し
く
少
数
率
に
在
る
こ
と
頗
る
注
目
に
値
す
る
点
な
る
べ
し
と
。

石
原
房
雄
博
士
に
よ
り
発
表
せ
ら
れ
た
る
東
京
帝
国
大
学
衛
生
学
教
室
の
調
査
に
よ
れ
ば
氏
等
は
大
体
マ
ツ
ク
コ

ー
イ
氏
の
形
式
に
従
つ
て
調
査
し
た
る
も
の
に
し
て
其
成
績
左
の
如
し
（
連
鎖
状
球
菌
を
含
む
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
混

合
「
ワ
ク
チ
ン
」（
肺
炎
球
菌
、
イ
菌
）
イ
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
等
混
合
せ
る
も
の
の
成
績
な
り
）。

（
大
正
九
年
七
月
十
日
医
事
新
聞
に
よ
る
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ワ
ク
チ
ン
」
効
果
に
就
て
見
る
に
「
ワ
ク
チ
ン
」
不
注
射
者
の
罹
病
率
一
四
・
三
％
は
注
射
者
の
罹
病
率
七
・
六

％
の
二
倍
を
示
せ
り
。
こ
れ
一
見
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
効
果
に
よ
り
流
感
罹
病
を
半
減
せ
る
が
如
く
見
ゆ
る
も
こ
の
一

四
・
三
％
の
中
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
以
前
に
罹
病
せ
し
も
の
を
減
ず
れ
ば
一
〇
・
八
％
と
な
り
更
に
「
ワ
ク
チ
ン
」
注

射
中
に
罹
病
せ
し
も
の
を
減
ず
る
時
は
両
者
の
罹
病
率
の
差
愈
少
く
な
る
べ
く
或
は
全
く
な
き
が
如
く
思
は
る
る
も
の

な
り
。

尚
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
効
果
を
論
ず
る
場
合
注
意
す
べ
き
事
項
と
し
て
流
感
は
看
護
治
療
の
方
法
如
何
に
よ
り
肺
炎
併

発
率
の
差
大
な
る
こ
と
注
射
時
の
周
囲
流
行
状
況
、
注
射
と
流
行
の
時
期
と
の
関
係
等
に
注
意
を
払
ひ
其
の

等
せ
る

要
約
の
も
と
に
相
互
に
比
較
す
べ
き
こ
と
必
要
な
り
と
。

大
正
八
年
四
月
十
九
日
「
ラ
ン
セ
ツ
ト
」
所
載
濠
洲
通
信
に
よ
れ
ば
、

流
行
性
感
冒
の
予
防
施
設
と
し
て
聯
邦
防
疫
部
は
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
製
造
し
一
般
使
用
を
慫
慂
せ
り
。
一
般
の
好
尚
に
投

じ
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
広
く
使
用
せ
ら
れ
た
る
が
今
日
は
其
全
く
無
効
な
る
こ
と
明
と
な
れ
り
。
且
天
主
教
孤
児
学
校
に
於
て
注
射

後
第
六
日
目
に
突
然
に
二
百
名
の
児
童
中
百
十
二
名
の
発
病
を
見
た
る
奇
怪
現
象
に
遭
遇
せ
り
と
云
ふ
。

流
感
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
効
果
の
総
括

其
罹
患
率

一
四

三
％

肺
炎
併
発
率

八

六
％

「
ワ
ク
チ
ン

注
射
せ
し
も

の

第
二
流
行
時
罹
患
せ
ざ
り
し
も
の

四

二
一
一

同
上
罹
患
せ
し
も
の

三
五
〇

其
罹
病
率

七

六
％

其
内
肺
炎
患
者

三
三

死
亡
者

八

肺
炎
併
発
率

一
一

八
％

第
一
流
行

時
罹
患
せ

ざ
り
し
も

の

「
ワ
ク
チ
ン

を
注
射
せ
ざ

り
し
も
の

第
二
流
行
時
罹
患
せ
ざ
り
し
も
の

同
上
罹
患

せ
し
も
の

本
月
一
日
以
後
に
罹
患
せ
し
も
の

同
上
の
内
肺
炎
患
者

昨
年
十
二
月
末
日
迄
に
罹
患
せ
し
も
の

同
上
の
内
肺
炎
患
者

五

三
八
九

六
五
一

其
罹
病
率

五
七

二
四
七

二
〇

流
感
患
者
其
和

肺
炎
患
者
其
和

一
〇

八
％

八
九
八

七
七
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ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
的
効
果
判
定
に
必
要
な
る
諸
条
件
を
完
備
せ
る
上
述
数
例
の
成
績
を
見
る
に
混
合
「
ワ
ク
チ

ン
」
に
就
て
実
験
し
た
る
マ
ツ
ク
コ
ー
イ
氏
は
認
む
可
き
効
な
し
と
断
言
し
、
マ
ツ
ク
コ
ー
イ
氏
に
従
て
統
計
し
た
る

石
原
氏
も
無
効
な
る
べ
し
と
云
ひ
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
用
ひ
た
る
リ
ー
リ
ー
氏
に
よ
れ
ば
罹

病
率
の
減
少
を
見
た
る
も
死
亡
率
に
は
変
り
な
し
と
述
べ
た
り
。
伝
染
病
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
重
症
者
死
亡
者
の

減
少
を
示
し
、
北
島
博
士
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」（
北
里
研
究
所
）
注
射
成
績
を
見
る
に
発
病
率

を
二
分
の
一
に
減
じ
之
と
同
時
に
肺
炎
併
発
率
及
死
亡
率
を
も
亦
二
分
の
一
に
減
じ
た
り
。

常
岡
博
士
等
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
成
績
に
よ
れ
ば
罹
患
率
の
減
少
を
示
し
つ
つ
あ
り
。

六
、
流
行
性
感
冒
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
今
後
の
使
用
に
就
て

何
種
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
に
限
ら
ず
実
施
上
先
づ
難
易
に
関
す
る
問
題
は
第
一
注
射
後
の
副
作
用
と
第
二
注
射
の
予
防

的
効
果
な
り
。

第
一
副
作
用

流
行
性
感
冒
予
防
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
た
り
と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
た
り
と

を
問
は
ず
前
述
諸
家
の
実
験
に
よ
れ
ば
今
日
ま
で
の
量
に
て
は
幸
に
其
副
作
用
は
微
弱
な
り
依
て
易
く
之
を
一
般
的
に

使
用
し
得
る
こ
と
は
明
な
り
。

第
二
効
果

以
上
諸
家
の
実
験
に
よ
れ
ば
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
の
予
防
的
効
果
は
或
は
全
く
無
し
と
云
は
れ
或
は
多
少
の
効
力
を

認
む
る
者
あ
り
少
く
と
も
我
国
に
於
て
行
は
れ
た
る
信
頼
す
べ
き
一
二
の
成
績
を
見
る
に
今
日
迄
用
ひ
ら
れ
た
る
注
射

法
及
注
射
量
に
よ
り
て
既
に
認
む
可
き
効
な
し
と
せ
ず
。
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然
れ
ど
も
一
層
明
に
其
効
果
如
何
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
今
後
な
ほ
適
当
な
る
多
数
の
実
験
例
を
待
た
ざ
る
可
ら
ず
。

既
に
行
は
れ
た
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
的
使
用
に
向
つ
て
は
な
ほ
本
病
病
原
の
研
究
そ
の
途
上
に
あ
る
為
充
分
な

る
学
理
的
根
拠
を
有
せ
ざ
る
も
の
あ
り
。

故
に
第
一
菌
株
の
問
題
第
二
菌
量
の
問
題
に
就
て
各
其
基
礎
的
実
験
を
完
成
し
た
る
暁
に
於
て
行
へ
る
確
実
な
る
予

防
注
射
成
績
の
報
告
に
接
す
る
こ
と
は
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
所
な
り
。

本
問
題
は
現
に
多
数
の
研
究
者
に
よ
り
て
注
意
さ
れ
且
又
研
究
さ
れ
つ
つ
あ
る
所
な
り
。

先
に
病
原
を
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
と
確
定
し
た
る
北
里
研
究
所
は
進
て
免
疫
発
生
の
度
と
密
接
の
関
係
あ
る

「
ワ
ク
チ
ン
」
の
含
有
す
る
菌
量
に
著
眼
し
つ
つ
予
防
注
射
成
績
を
批
判
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
り
。
又
、
我
陸
海
軍
に
於

て
混
合
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
用
ゐ
行
へ
る
予
防
注
射
成
績
は
予
期
の
如
く
良
好
な
ら
ず
と
云
ふ
故
に
本
年
は
之
を
増
量
し

て
試
用
す
る
方
針
を
取
れ
り
と
云
ふ
。
伝
染
病
研
究
所
に
於
て
も
増
量
に
就
て
相
当
の
注
意
を
払
ひ
つ
つ
あ
り
。

更
に
大
正
九
年
一
月
の
倫
敦
通
信
に
よ
れ
ば
英
国
衛
生
省
に
於
け
る
医
事
調
査
委
員
会
の
意
見
も
前
年
度
の
官
製

「
ワ
ク
チ
ン
」
は
パ
イ
フ
エ
ル
氏
菌
少
き
に
過
ぎ
た
る
が
如
く
若
し
該
菌
を
主
要
な
る
要
素
と
見
て
其
含
有
量
を
増
加

す
る
時
は
一
層
有
効
な
る
べ
し
と
云
ふ
に
一
致
せ
り
と
云
ふ
。

附

ワ
ク
チ
ン
」
以
外
の
注
射
材
料

ワ
ク
チ
ン
」
以
外
の
予
防
注
射
材
料
と
し
て
試
み
ん
と
せ
ら
れ
又
既
に
試
み
ら
れ
た
る
も
の
一
二
あ
り
。

一
、
患
者
喀
痰
浸
出
濾
過
液

二
、
Ｉ
Ｋ
（C

a
rl S
p
en
g
ler

）
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第
三
項

含
嗽

含
嗽
の
主
要
な
る
目
的
は
口
腔
鼻
咽
腔
を
清
潔
に
保
つ
に
あ
り
。

普
通
用
ひ
ら
る
る
も
の
は
微
温
湯
水
、
食
塩
水
、
硼
酸
水
（
二
％
）
塩
剝
水
（
二
％
）
等
な
り
。
英
国
に
て
は
五
千

倍
の
過
「
マ
ン
ガ
ン
」
酸
加
里
水
を
以
て
鼻
咽
腔
を
洗
滌
す
る
こ
と
を
以
て
個
人
的
衛
生
法
の
一
つ
と
し
た
り
。
然
れ

ど
も
余
り
頻
々
た
る
含
嗽
は
防
禦
作
用
を
有
す
る
粘
液
を
粘
膜
面
よ
り
取
り
去
る
故
に
合
理
的
な
ら
ず
と
云
ふ
も
の
な

し
と
せ
ず
。

M
u
ller

及W
ilh
,
W
a
ld
eck

M
ed
K
lin
,
1919,

S
440

）
に
よ
れ
ば
疑
は
し
き
時
は

桃
腺
に
沃
度
丁
幾
を
塗

布
す
べ
し
。
過
敏
の
人
に
は
「
グ
リ
セ
リ
ン
」
を
混
和
す
べ
し
と
。

尚
「
フ
オ
ル
マ
リ
ン
」
と
「
グ
ア
ヤ
コ
ー
ル
」
を
濃
縮
せ
る
産
物E

p
id
o
sin

も
可
な
り
と
云
ふ
。

第
四
項

マ
ス
ク
」

流
行
性
感
冒
予
防
法
に
向
て
一
般
衛
生
法
の
他
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
、
含
嗽
と
共
に
広
く
用
ひ
ら
れ
た
る
予
防
方
法

に
し
て
其
の
目
的
に
向
て
の
真
価
を
判
定
す
る
は
寧
ろ
容
易
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

然
れ
ど
も
実
際
に
広
く
使
用
せ
ら
れ
た
る
経
験
の
教
ふ
る
所
は
第
一
適
当
な
る
使
用
、
第
二
「
マ
ス
ク
」
の
構
造
に

就
て
今
後
注
意
す
べ
き
こ
と
な
り
と
す
。

一
、「
マ
ス
ク
」
の
使
用
並
構
造
に
就
て

加
州
衛
生
局
報
（
一
九
一
九
年
八
月
ケ
ロ
ツ
グ
氏
）
に
よ
れ
ば
「
ガ
ー
ゼ
、
マ
ス
ク
」
は
加
州
の
多
く
の
都
市
に
於
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て
一
般
に
用
ひ
ら
れ
且
桑
港
沿
岸
に
於
け
る
最
初
の
使
用
を
以
て
知
ら
る
。
桑
港
に
於
て
は
法
令
を
以
て
「
マ
ス
ク
」

使
用
を
実
施
す
る
に
当
り
、
之
が
効
果
如
何
に
対
し
て
は
興
昧
を
以
て
迎
へ
ら
れ
、
予
防
上
の
効
果
大
な
る
べ
き
も
到

底
一
般
に
実
行
せ
ら
れ
ざ
る
べ
し
と
の
予
期
に
反
し
よ
く
一
般
に
用
ひ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
本
病
の
防
遏
に
向
つ
て
は

何
等
の
効
果
を
見
ざ
り
し
と
云
ふ
。
同
州
衛
生
局
報
の
報
ず
る
所
に
よ
れ
ば
強
制
的
「
マ
ス
ク
」
着
用
に
当
り
次
の
如

き
障
害
の
現
は
る
る
を
見
た
り
。

一
、
鼻
（
孔
）
又
は
口
の
み
を
覆
ひ
或
は
「
マ
ス
ク
」
を
掛
け
て
喫
煙
し
た
る
も
の
あ
り
。

二
、
自
働
車
に
乗
り
た
る
時
、
町
を
歩
行
す
る
時
等
人
目
に
付
く
所
に
て
着
用
し
（
実
際
夫
れ
程
着
用
の
必
要
な
き

場
合
）、

三
、
巡
査
等
の
目
に
付
か
ざ
る
小
集
会
、
会
社
其
の
他
の
事
務
室
、
友
人
間
の
社
交
的
集
会
の
如
き
室
内
の
対
談
多

き
即
ち
最
も
危
険
な
る
場
所
に
於
て
之
を
取
外
す
者
多
し
と
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
バ
ツ
フ
ア
ロ
ー
等
に
於
け
る
調
査
に
従
へ
ば
「
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
」
は
本
病

予
防
上
一
般
公
衆
に
之
を
強
制
す
る
程
に
特
有
な
る
方
法
に
あ
ら
ざ
る
も
今
回
の
経
験
に
よ
れ
ば
合
理
的
に
製
造
し
適

当
に
使
用
す
れ
ば
相
当
の
効
果
を
期
待
し
得
べ
し
と
。

合
衆
国
公
衆
衛
生
局
ル
ー
ベ
ル
ト
、
ブ
ル
コ
ー
氏
に
よ
れ
ば
仮
り
に
適
当
に
作
ら
れ
た
る
「
マ
ス
ク
」
は
病
原
菌
吸

入
を
防
ぎ
得
る
と
す
る
も
尚
之
以
外
の
伝
染
路
を
注
意
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
汚
手
、
日
用
飲
食
器
、
料
理
店
に
於
け
る
飲

食
器
具
、
不
衛
生
的
食
物
、
回
転
「
タ
オ
ル
」、
病
毒
附
着
せ
る
食
物
等
は
本
病
の
一
般
媒
介
物
な
り
。「
マ
ス
ク
」
使

用
は
人
を
し
て
他
の
侵
入
径
路
を
等
閑
に
附
せ
し
む
る
傾
向
あ
り
。
故
に
「
マ
ス
ク
」
使
用
は
遂
に
成
功
を
伴
は
ざ
り

し
な
り
と
云
ふ
。
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倫
敦
通
信
（
大
正
九
年
一
月
二
十
二
日
）
に
よ
れ
ば
英
国
衛
生
省
に
於
て
も
個
人
的
予
防
法
の
一
と
し
て
「
マ
ス

ク
」
を
挙
げ
其
の
使
用
法
と
し
て
本
病
者
と
同
席
す
る
時
に
用
ふ
べ
く
其
の
他
の
時
は
用
ふ
る
の
用
な
し
と
せ
り
。

皆
川
弘
一
氏
に
依
れ
ば
大
正
七
年
一

二
月
、
六

七
月
、
十
一
月
の
三
回
に
渡
り
て
広
島
各
部
隊
に
流
行
せ
る
悪
性

感
冒
の
蔓
延
状
態
を
観
察
し
た
る
結
果
隊
内
予
防
法
と
し
て
は
今
回
一
般
に
使
用
せ
ら
る
る
「
マ
ス
ク
」
の
効
力
大
に

し
て
、
厳
重
に
使
用
せ
る
部
隊
程
患
者
発
生
少
く
、
且
つ
一
般
社
会
よ
り
軍
隊
に
少
か
り
し
は
「
マ
ス
ク
」
使
用
に
基

因
す
る
な
ら
ん
と
。

二
、「
マ
ス
ク
」
の
効
果

マ
ス
ク
」
効
果
の
実
験
的
研
究
の
二
三
を
挙
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

リ
ー
ト
氏
（L

a
n
cet,
M
a
rch 8,

1919,
p
392

）
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

一
、
外
科
用
「
ガ
ー
ゼ
」
は
「
マ
ス
ク
」
の
材
料
と
し
て
は
不
完
全
な
り
。

二
、「
バ
タ
、
モ
ス
リ
ン
」
は
優
良
な
り
但
少
く
も
四
層
な
る
を
要
す
。

三
、「
マ
ス
ク
」
に
水
蒸
気
の
か
か
る
時
は
細
菌
通
過
性
増
進
す
是
れ
「
マ
ス
ク
」
を
長
く
着
用
す
る
時
に
注
意
す

べ
き
こ
と
な
り
。

四
、「
マ
ス
ク
」
は
絶
対
的
価
値
あ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
危
険
の
度
を
少
く
す
る
を
以
て
実
用
の
価
値
あ
り
。

五
、「
マ
ス
ク
」
は
出
来
る
丈
け
高
く
眼
の
下
迄
掛
け
し
め
之
を
「
ゴ
ム
」
紐
又
は
打
紐
を
以
て
耳
を
越
て
後
頭
に

固
定
し
以
て
外
縁
よ
り
す
る
伝
染
を
防
ぐ
べ
し
。

六
、「
マ
ス
ク
」
は
患
者
に
接
す
る
時
の
み
使
用
す
べ
し
。

七
、「
マ
ス
ク
」
は
飛
沫
伝
染
性
疾
患
に
は
総
て
有
効
な
り
と
云
ふ
。
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又
ジ
ヨ
ウ
ジ
、
ウ
ヰ
ー
バ
ー
氏
（J

A
M
A
,
V
o
l
70,
N
o
276

）
に
よ
れ
ば
二
重
の
「
ガ
ー
ゼ
、
マ
ス
ク
」
を

使
用
し
一
度
使
用
毎
に
消
毒
す
、
而
し
て
「
マ
ス
ク
」
は
家
庭
に
於
て
鼻
咽
腔
排
泄
物
に
よ
る
伝
染
病
看
護
の
際
使
用

す
る
こ
と
適
当
な
り
と
。

マ
ス
ク
」
の
厚
さ
と
効
果
（
細
菌
非
透
過
力
）
に
関
す
る
実
験
的
研
究
の
二
三
を
挙
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
。

ダ
ス
ト
、
ク
オ
レ
氏
（J

A
M
A
,
V
o
l
71

）

一
、
談
話
の
際
菌
（
霊
菌
）
は
四
尺
の
距
離
迄
飛
ぶ
。

二
、
咳
嗽
の
際
は
十
尺
の
距
離
迄
飛
ぶ
。

三
、
粗
製
並
製
の
「
ガ
ー
ゼ
」
は
防
禦
の
効
な
し
（
十
枚
に
て
尚
然
り
）。

四
、「
バ
タ
、
ク
ロ
ー
ス
」
は
三
層
に
て
よ
く
飛
沫
を
防
ぐ
。

二
室
を
専
用
し
机
及
椅
子
各
一
個
を
設
備
し
予
め
試
験
菌
霊
菌
の
浮
游
せ
ざ
る
を
確
め
た
る
後
術
者
は
含
嗽
後
更
に

霊
菌
の
〇
・
八
五
％
食
塩
水
菌
液
に
て
含
嗽
し
室
に
入
り
椅
子
に
依
り
予
め
直
前
各
呎
の
距
離
に
寒
天
平
板
を
配
列
せ

る
机
に
向
ひ
普
通
会
話
、
調
談
話
、
高
声
談
話
又
は
咳
嗽
等
を
各
別
に
五
分
間
宛
施
行
し
術
終
了
後
十
分
間
其
の
位
置

に
放
置
し
後
室
温
に
三
日
間
培
養
し
同
板
上
の
聚
落
を
計
算
す
。
術
中
時
々
再
培
養
を
行
ひ
菌
の
生
活
力
保
有
を
証
明

せ
り
。

使
用
せ
る
口
鼻
覆
は
長
さ
八
吋
幅
六
吋
に
し
てC

o
a
rse G

a
u
ze,
M
ed
iu
m
 
G
a
u
ze,
B
u
tterclo

th

の
各
層
（
二

｜
十
層
）
を
以
て
作
ら
れ
装
着
し
た
る
時
は
扇
形
に

部
よ
り
口
鼻
上
に
亘
り
密
着
す
べ
き
も
の
な
り
。

試
験
の
結
論

一
、
普
通
談
話
、
高
声
談
話
中
口
よ
り
放
出
せ
ら
る
る
感
染
物
質
は
四
呎
の
距
離
に
達
す
る
は
稀
に
し
て
普
通
は
夫
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れ
以
内
な
り
斯
如
状
況
下
に
あ
り
て
は
患
者
周
囲
の
危
険
界
は
四
呎
な
り
。

二
、
咳
嗽
中
は
右
感
染
物
質
は
少
く
と
も
十
呎
に
放
出
せ
ら
る
べ
し
故
に
咳
嗽
患
者
周
囲
の
危
険
界
は
最
短
十
呎
な

り
。

三
、C

o
a
rse G

a
u
ze

及M
ed
iu
m G
a
u
ze

の
二
乃
至
十
層
の
口
鼻
履
は
咳
嗽
中
口
よ
り
出
づ
る
感
染
物
質
を
防
禦

せ
ず
故
に
か
か
る
口
鼻
履
は
呼
吸
器
伝
染
病
の
伝
播
を
防
止
す
る
価
値
な
し
。

四
、「
バ
タ
ー
ク
ロ
ー
ス
」
の
三
層
よ
り
作
れ
る
口
鼻
履
は
談
話
又
は
咳
嗽
中
感
染
物
質
の
飛
散
す
る
を
防
止
す
る
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に
足
る
故
に
此
の
口
鼻
履
は
呼
吸
器
疾
患
に
装
用
す
る
に
適
当
な
り
。

D
a
v
id A

H
a
ller

及R
a
y
m
o
n
d C

C
o
lw
ell

氏
実
験

各
種
ガ
ー
ゼ
即
ちB a

n
d B

（
一
平
方
吋
の
繊
維
数
、縦
32×

横
26
L a
n
d L

28 b
y 24

L
a
k
esid
e
24 b
y

 
20
,
D
ea
rb
o
rn
20 b
y 14

）
の
各
層
を
以
て
長
さ
八
吋
幅
五
吋
の
口
鼻
履
を
作
り
十
二
乃
至
十
四
吋
の
距
離
に
於
て

菌
の
濾
過
力
を
検
す
る
に
左
の
成
績
を
得
た
り
。

一
、
単
に
病
者
に
装
着
せ
る
時
防
禦
の
価
値
あ
る
各
綿
紗
の
一
平
方
吋
の
繊
維
数
は
大
約
三
百
条
を
算
す
例B a

n
d

 
B

な
る
時
は
五
層
な
る
を
以
て290

な
りL a

n
d L

な
る
時
は
六
層
な
る
を
以
て312,

L
a
k
esid
e

な
る
時
は
七

層
な
る
を
以
て308
な
りD

ea
rb
o
rn

な
る
時
は
九
層
な
る
を
以
て306

な
る
が
如
し
。

二
、
単
に
非
病
者
の
み
に
装
用
す
る
時
はL

a
k
esid
e

の
五
層
に
て
防
禦
可
能
な
り
。
二
百
二
十
条
。

三
、
病
者
及
非
病
者
に
装
著
す
れ
ば
各
人
の
口
鼻
履
の
繊
維
数
は
大
約
一
平
方
吋350

を
二
分
し
た
る
数
に
て
防
禦

可
能
な
り
即
ちL a
n
d L

及L
a
k
esid
e

に
て
四
層B

 
a
n
d B

に
て
三
層
な
り
。

四
、B a

n
d B
,L a

n
d L

及L
a
k
esid
e

に
て
は
洗
濯
に
て
効
力
を
減
ぜ
ず
却
て
繊
維
攣
縮
に
よ
り
増
強
す
べ
し
。

小
口
敏
英
、
山
口
金
治
氏
実
験

大
約
一
立
入
の
「
ブ
リ
キ
」
筒
の
上
を
「
ガ
ー
ゼ
」
に
て
被
ひ
筒
の
下
方
の
入
口
に
「
ゴ
ム
」
管
に
て
「
ポ
ン
プ
」

に
通
し
筒
の
上
を
漏
斗
に
て
被
ひ
菌
液
を
漏
斗
の
口
よ
り
「
ス
プ
レ
ー
」
に
て
吹
入
す
。

菌
液
は
緑
膿
桿
菌
五
白
金
耳
を
二
百
c.c.
の
生
理
的
食
塩
水
に
溶
し
之
を
大
約
〇
・
五
c.c.
吹
入
す
「
ポ
ン
プ
」
は
二
十

回
廻
転
す
一
回
五
百
c.c.
吸
引
す
筒
の
中
に
平
板
培
養
基
を
入
れ
十
分
間
放
置
し
出
し
て
二
十
四
時
間
孵
卵
器
に
入
れ
発

育
せ
し
菌
数
を
数
ふ
。
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其
の
結
果
菌
数
は
次
の
如
し
。

「
ガ
ー
ゼ
」
二
枚
（
二
、
六
八
〇
個
）「
ガ
ー
ゼ
」
八
枚
（
八
五
〇
個
）

「
ガ
ー
ゼ
」
二
枚
（
菌
を
吹
入
せ
ず
）
二
個
雑
菌

「
ガ
ー
ゼ
」
二
枚
脱
脂
綿
一
枚
（
一
九
一
個
）「
ガ
ー
ゼ
」
二
枚
脱
脂
綿
四
枚
（
一
二
四
個
）

「
ガ
ー
ゼ
」
二
枚
脱
脂
綿
八
枚
（
三
個
）

「
ガ
ー
ゼ
」
二
枚
青
梅
綿
八
枚
（
六
三
個
）

「
ガ
ー
ゼ
」
二
枚
青
梅
綿
十
六
枚
（
五
個
）

三
、
結
論

構
造一

、
大
さ
鼻
孔
及
口
を
充
分
に
覆
ひ
得
る
広
さ
に
し
て
飛
沫
吸
入
を
防
ぐ
可
く
「
マ
ス
ク
」
辺
縁
の
よ
く
皮
膚
に
密

着
す
る
も
の
を
可
と
す
。

二
、
厚
さ
普
通
談
話
、
高
声
談
話
の
際
飛
沫
放
出
せ
ら
る
る
距
離
は
四
呎
な
り
（
ド
ン
ス
ト
及
リ
オ
ン
氏
）。
咳
嗽

の
際
は
十
呎
な
り
（
ド
ン
ス
ト
・
リ
オ
ン
氏
及
ク
オ
レ
氏
）。

然
る
にH

a
ller

及C
o
lw
ell

氏
に
よ
れ
ば
約
一
呎
の
距
離
（
即
ち
前
述
談
話
、
咳
嗽
の
際
充
分
飛
沫
の
達
し
得
る
距

離
）
に
於
て
単
に
病
者
の
み
に
装
着
せ
る
時
防
禦
の
価
値
あ
る
一
平
方
吋
の
繊
維
数
は
大
約
三
〇
〇
な
り
単
に
非
病
者

の
み
着
用
せ
る
場
合
に
は
二
二
〇
条
に
て
足
り
病
者
非
病
者
の
共
に
装
着
す
る
時
は
三
五
〇
を
二
分
し
た
る
一
七
五

（
一
平
方
吋
の
繊
維
数
）
に
て
足
る
と
云
ふ
。

我
国
に
於
て
普
通
使
用
せ
ら
る
る
「
マ
ス
ク
」
用
布
質
に
就
て
其
の
一
平
方
吋
の
繊
維
数
を
試
に
計
算
す
る
に
大
略
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次
の
如
し
。

一
平
方
吋
（
約
〇
・
八
三
寸
平
方
）

布

の

種

類

繊

維

数

一
、
ガ

ー

ゼ

縦

三
六

横

二
八

総
数

六
四

二
、
さ

ら

し

木

綿
（
稍
密

同

四
三

同

三
二

総
数

七
五

三
、
さ

ら

し

木

綿
（
密

同

四
八

同

三
八

総
数

八
六

四
、
黒

繻

子

同

一
二
四

同

八
四

総
数

二
〇
八

故
に
今
我
国
に
於
て
使
用
せ
ら
る
る
上
述
四
種
の
布
を
し
てH

a
ller

及C
o
lw
ell

氏
の
必
要
と
称
す
る
繊
維
数
を

有
せ
し
む
る
に
は
左
の
如
く
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

我

国

に

て

使

用

せ

る

布

の

種

類

H
aller&

Colw
ell

氏
の
必
要
と
称
す

る
繊
維
数

ガ

ー

ゼ

さ
ら
し

木

綿

稍

密

さ
ら
し
木
綿
密

黒

繻

子

黒

繻

子

と

他

の

布

混

用

病
者
の
み
着
用
の
場
合

三
〇
〇

五
枚

三
二
〇

四
枚

三
〇
〇

四
枚

三
四
四

繻
一
枚

さ
ら
し
密
一
枚

二
九
四

繻
一
枚

ガ
ー
ゼ

二
枚

三
三
六

非
病
者
の
み
着
用
の
場
合

二
〇
〇

四
枚

二
五
六

三
枚

二
二
五

三
枚

二
五
八

繻
一
枚

ガ
ー
ゼ

一
枚

二
七
二

両
者
着
用
の
場
合

一
七
五

三
枚

一
九
二

二
枚

一
五
〇

三
枚

二
二
五

二
枚

一
七
二

一
枚

二
〇
八
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第
八
章

我
邦
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
に
関
す
る
諸
表



第
一
表

流
行
性
感
冒
患
死
者
数
調
査
表

第
一
回
流
行

自
大
正
七
年
八
月
流
行
初
期

至
大
正
八
年
七
月
流
行
終
熄
期

そ
の
一

道
庁
及

府

県

流
行
の

初

期

総

人

口

大
正
六
年

末

現

在

初
発
以
来
大
正
八
年

一

月

十

五

日

自
大
正
八
年
一
月
十
六
日

至
同

三
十
一
日

自
同

二

月

一

日

至
同

十
五
日

自
同

二

月
十
六
日

至
同

二
十
八
日

自
同

三

月

一

日

至
同

十
五
日

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

北
海
道

大
正
七
年

十
月
下
旬

東

京

十
月
中
旬

京

都

同

大

阪

十
月
上
旬

神
奈
川

同

兵

庫

同

長

崎

同

新

潟

十
月
中
旬

埼

玉

九
月
七
日

群

馬

不
詳

千

葉

十
月

茨

城

八
月
下
旬

栃

木

十
月
上
旬

奈

良

八
月

三

重

十
月
上
旬

愛

知

十
月

日

静

岡

九
月
中
旬

山

梨

八
月
上
旬

滋

賀

十
月
上
旬

岐

阜

同

長

野

同

宮

城

同

福

島

八
月

岩

手

十
月
十
日



青

森

十
月
一
日

山

形

十
月
上
旬

秋

田

十
月
中
旬

福

井

九
月
下
旬

石

川

十
月
下
旬

富

山

九
月
上
旬

鳥

取

十
月
上
旬

島

根

九
月
下
旬

十
二
月
末

十
二
月
末

岡

山

十
月
五
日

広

島

十
月
中
旬

山

口

十
月
八
日

一
月
十
六
日
よ
り

和
歌
山

十
月
中
旬

徳

島

十
月

香

川

十
月
上
旬

愛

十
月
中
旬

高

知

十
月
上
旬

一
月
十
六
日
よ
り

福

岡

十
月

日

大

分

九
月

日

佐

賀

十
月
上
旬

｜

熊

本

九
月
中
旬

宮

崎

十
月
中
旬

鹿
児
島

十
月
中
旬

｜

｜

｜

沖

縄

月
上
旬

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

計
人
口
千
に
対
す
る
患
者
及
死
者

患

者

百

に

対

す

る

死

者

備

空
欄
は
報
告
な
き
も
の
な
り
。



第
一
表

そ
の
二

道
庁
及

府

県

自
同

三

月
十
六
日

至
同

三
十
一
日

自
同

四

月

一

日

至
同

十
五
日

自
同

四

月
十
六
日

至
同

三
十
日

自
同

五

月

一

日

至
同

十
五
日

自
同

五

月
十
六
日

至
同

三
十
一
日

自
同

六

月

一

日

至
同

十
五
日

自
同

六

月
十
六
日

至
同

三
十
日

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

北
海
道

東

京

｜

｜

京

都

｜

｜

大

阪

神
奈
川

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

兵

庫

長

崎

新

潟

埼

玉

｜

｜

群

馬

千

葉

｜

｜

｜

｜

｜

｜

茨

城

栃

木

｜

｜

｜

奈

良

三

重

｜

｜

愛

知

静

岡

山

梨

｜

｜

｜

｜

滋

賀

岐

阜

長

野

宮

城

福

島

｜

｜

｜

岩

手



青

森

山

形

秋

田

福

井

｜

｜

｜

｜

｜

｜

石

川

富

山

鳥

取

島

根

岡

山

広

島

山

口

三
月
十
六
日
よ
り

和
歌
山

徳

島

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

香

川

｜

｜

｜

｜

愛高

知

｜

｜

｜

｜

福

岡

大

分

佐

賀

｜

｜

熊

本

宮

崎

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

鹿
児
島

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

沖

縄

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

計

人
口
千
に
対
す

る
患
者
及
死
者

｜

｜

患
者
百
に
対

す

る

死

者



第
一
表

そ
の
三

道
庁
及

府

県

自
同

七

月

一

日

至
同

十
五
日

自
同

七

月
十
六
日

至
同

三
十
一
日

患

者

死

者

患

者

死

者

総

患

者

数

総

死

亡

者

数

人
口
千
に

対

す

る

患

者

数

患
者
百
に

対

す

る

死
亡
者
数

人
口
千
に

対

す

る

死

者

数

北
海
道

｜

｜

｜

｜

東

京

｜

｜

｜

｜

京

都

｜

｜

｜

｜

大

阪

神
奈
川

｜

｜

｜

｜

兵

庫

｜

｜

長

崎

新

潟

｜

｜

｜

｜

埼

玉

｜

｜

｜

｜

群

馬

千

葉

｜

｜

｜

｜

茨

城

栃

木

｜

｜

｜

｜

奈

良

｜

｜

｜

｜

三

重

｜

｜

愛

知

｜

｜

静

岡

｜

｜

｜

山

梨

｜

｜

｜

｜

滋

賀

岐

阜

長

野

宮

城

福

島

｜

｜

｜

｜

岩

手



青

森

山

形

｜

秋

田

福

井

｜

｜

｜

｜

石

川

｜

富

山

｜

｜

｜

｜

鳥

取

｜

島

根

｜

｜

｜

｜

岡

山

｜

｜

広

島

｜

｜

｜

｜

山

口

和
歌
山

｜

｜

｜

｜

徳

島

｜

｜

｜

｜

香

川

｜

｜

｜

｜

愛

｜

高

知

｜

｜

｜

｜

福

岡

大

分

佐

賀

｜

｜

｜

｜

熊

本

宮

崎

｜

｜

｜

｜

鹿
児
島

｜

｜

｜

｜

沖

縄

｜

｜

｜

｜

計

人
口
千
に
対
す

る
患
者
及
死
者

｜

｜

患
者
百
に
対

す

る

死

者



第
二
表

流
行
性
感
冒
患
死
者
数
調
査
表

第
二
回
流
行

自
大
正
八
年
九
月

至
大
正
九
年
七
月

そ
の
一

道
庁
及

府

県

流

行

の

初

期

総

人

口

大
正
七
年

末

現

在

初

発

以

来

大

正

八

年

十

二

月

末

大
正
九
年
一
月

同

二

月

同

三

月

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

北
海
道

大
正
八
年
十
一
月
下
旬

東

京

同

京

都

同

大

阪

同

十
一
月
上
旬

神
奈
川

同

十

月
下
旬

兵

庫

同

十
二
月
上
旬

長

崎

同

新

潟

同

十
一
月
上
旬

埼

玉

同

十
二
月
上
旬

群

馬

同

十
一
月
上
旬

千

葉

大
正
九
年
一

月
上
旬

｜

｜

茨

城

大
正
八
年
十
一
月
下
旬

栃

木

同

十
二
月
上
旬

奈

良

同

十
一
月
下
旬

三

重

同

十

月
下
旬

愛

知

同

十
一
月
中
旬

静

岡

同

十
一
月
上
旬

山

梨

同

十

月
下
旬

滋

賀

同

十
二
月
上
旬

岐

阜

同

十

月
下
旬

長

野

同

十
一
月
上
旬

宮

城

同

十
二
月
上
旬

｜

福

島

同

十
一
月
下
旬

岩

手

大
正
九
年
一

月
上
旬

｜

｜

青

森

大
正
八
年
十
一
月
上
旬



山

形

同

十
二
月
上
旬

秋

田

同

十
二
月
中
旬

福

井

同

十
二
月
上
旬

石

川

同

十
一
月
中
旬

富

山

同

十
一
月
上
旬

鳥

取

同

十
一
月
下
旬

島

根

同

十
二
月
上
旬

不
明

岡

山

同

十

月
中
旬

広

島

同

十
一
月
中
旬

山

口

同

十
一
月
上
旬

不
明

不
明

和
歌
山

同

十
一
月
下
旬

徳

島

同

十
一
月
上
旬

香

川

同

愛

同

十

月
下
旬

高

知

同

十
二
月
上
旬

福

岡

同

十
一
月
上
旬

大

分

同

佐

賀

同

十

月
下
旬

熊

本

同

九

月
中
旬

宮

崎

同

十
二
月
上
旬

鹿
児
島

同

十
一
月
中
旬

沖

縄

同

十
二
月
上
旬

合

計

（
参

）
大
正
七
、
八
年
流
行

自
大
正
七
年
八
月

至
大
正
八
年
七
月

人

口

千

に

対

す

る

患

者

及

死

者

患

者

百

に

対

す

る

死

者

備

一
、
空
欄
は
報
告
な
き
も
の
な
り

二
、
大
正
七
、
八
年
流
行
の
分
に
於
け
る
「
初
発
以
来
大
正
八
年
十
二
月
末
」
の
欄
に
掲
げ
た
る
患
死
者
数
は
初
発

以
来
大
正
八
年
一
月
十
五
日
迄
の
数
「
大
正
九
年
一
月
」
の
欄
に
於
け
る
も
の
は
大
正
八
年
一
月
十
六
日
よ
り
同
三
十
一
日
迄
の
数
「
同
二
月
」
は
大
正
八

年
二
月
な
り
以
下
之
に
準
ず

三
、
同
流
行
に
於
け
る
患
死
者
数
の
人
口
に
対
す
る
比
例
は
大
正
六
年
末
人
口
に
依
り
て
算
出
し
た
る
も
の
な
り
。



第
二
表

そ
の
二

道
庁
及

府

県

同

四

月

同

五

月

同

六

月

同

七

月

累

計

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

人
口
千
に

対

す

る

患

者

患
者
百
に

対

す

る

死

者

人
口
千
に

対

す

る

死

者

北
海
道

東

京

京

都

｜

｜

大

阪

神
奈
川

｜

兵

庫

長

崎

｜

｜

新

潟

｜

埼

玉

群

馬

｜

千

葉

｜

｜

｜

｜

茨

城

｜

｜

栃

木

｜

奈

良

｜

三

重

愛

知

静

岡

｜

｜

山

梨

｜

滋

賀

岐

阜

｜

｜

長

野

宮

城

｜

｜

福

島

｜

岩

手

青

森

｜



山

形

｜

秋

田

｜

福

井

｜

｜

石

川

富

山

｜

｜

鳥

取

｜

｜

｜

島

根

｜

｜

岡

山

｜

｜

｜

広

島

山

口

和
歌
山

｜

｜

徳

島

｜

｜

香

川

愛

｜

｜

高

知

｜

｜

｜

福

岡

大

分

｜

｜

佐

賀

｜

熊

本

｜

宮

崎

｜

｜

｜

鹿
児
島

｜

｜

沖

縄

合

計

参
人
口
千
に
対
す

る
患
者
及
死
者

｜

患
者
百
に
対

す

る

死

者



第
三
表

流
行
性
感
冒
患
死
者
数
調
査
表

第
三
回
流
行

自
大
正
九
年
八
月

至
大
正
十
年
七
月

そ
の
一

道
庁
及

府

県

大
正
九
年

八

月

九

月

十

月

十

一

月

十

二

月

合

計

大
正
十
年

一

月

二

月

三

月

患

者
死

者

患

者
死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

北
海
道

東

京

｜

｜

｜

｜

京

都

｜

｜

｜

｜

大

阪

神
奈
川

｜

｜

｜

｜

｜

兵

庫

｜

｜

｜

｜

長

崎

｜

｜

｜

｜

新

潟

埼

玉

｜

｜

｜

｜

群

馬

｜

｜

｜

｜

千

葉

｜

｜

｜

｜

｜

｜

茨

城

｜

｜

｜

｜

栃

木

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

奈

良

｜

｜

｜

｜

｜

三

重

｜

｜

｜

愛

知

｜

｜

｜

｜

静

岡

｜

｜

｜

山

梨

｜

｜

滋

賀

岐

阜

長

野

｜

｜

｜

｜

宮

城

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

福

島

岩

手

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

青

森

｜

｜

｜

｜



山

形

｜

｜

｜

｜

秋

田

｜

福

井

｜

｜

｜

｜

｜

石

川

｜

｜

｜

富

山

鳥

取

｜

｜

｜

島

根

｜

｜

｜

｜

岡

山

｜

｜

｜

広

島

｜

｜

｜

｜

｜

｜

山

口

和
歌
山

｜

｜

｜

｜

徳

島

｜

香

川

愛高

知

｜

｜

｜

｜

｜

｜

福

岡

｜

｜

大

分

｜

｜

｜

｜

佐

賀

｜

｜

｜

｜

｜

熊

本

｜

｜

｜

｜

｜

宮

崎

鹿
児
島

沖

縄

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

合

計

人
口
千
に
対
す

る
患
者
及
死
者

患
者
百
に
対

す

る

死

者

備

一
、
空
欄
は
報
告
な
き
も
の
な
り
。

二
、
本
表
算
出
に
使
用
せ
る
人
口
は
第
一
回
国
勢
調
査
人
口
に
拠
る
。



第
三
表

そ
の
二

道
庁
及

府

県

四

月

五

月

六

月

七

月

合

計

累

計

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

人
口
千

に
対
す

る
患
者

患
者
百

に
対
す

る
死
者

人
口
千

に
対
す

る
死
者

北
海
道

｜

｜

東

京

｜

｜

京

都

｜

｜

｜

大

阪

神
奈
川

｜

｜

兵

庫

｜

｜

｜

長

崎

｜

｜

新

潟

埼

玉

｜

｜

｜

群

馬

｜

｜

｜

千

葉

｜

｜

｜

｜

茨

城

｜

｜

｜

｜

栃

木

｜

｜

奈

良

｜

｜

｜

｜

｜

｜

三

重

愛

知

｜

静

岡

｜

｜

山

梨

滋

賀

岐

阜

｜

｜

長

野

｜

｜

｜

｜

宮

城

｜

｜

福

島

｜

｜

｜

｜

岩

手

｜

青

森

｜



山

形

｜

秋

田

｜

｜

｜

福

井

｜

｜

｜

｜

石

川

｜

｜

富

山

鳥

取

｜

｜

｜

島

根

｜

｜

｜

岡

山

｜

｜

｜

広

島

山

口

｜

和
歌
山

｜

｜

徳

島

｜

｜

｜

｜

香

川

｜

｜

｜

｜

愛高

知

｜

｜

｜

｜

｜

｜

福

岡

大

分

｜

｜

｜

佐

賀

｜

｜

｜

熊

本

｜

宮

崎

｜

鹿
児
島

｜

｜

｜

沖

縄

｜

｜

｜

｜

｜

｜

合

計

人
口
千
に
対
す

る
患
者
及
死
者

患
者
百
に
対

す

る

死

者



第
四
表

大
正
八
、
九
年
流
行
時
に
於
け
る
性
別
及
年
齢
別
患
死
者
表

各
府
県
に
於
け
る
市
町
村
の
一

部
よ
り
得
た
る
材
料
に
拠
る

年

齢

五

歳

以

下

自
六
歳

至
十
歳

自
十
一
歳

至
二
十
歳

自
二
十
一
歳

至
三
十
歳

自
三
十
一
歳

至
四
十
歳

自
四
十
一
歳

至
五
十
歳

自
五
十
一
歳

至
六
十
歳

自
六
十
一
歳

至
七
十
歳

自
七
十
一
歳

至
八
十
歳

自
八
十
一
歳

至
九
十
歳

自
九
十
一
歳

至

百

歳

合

計

患

者

男
女
計

総

患

者

百

中

年
齢
級
に
依
る
患
者

死

者

男
女
計

総
死
亡
者
百
中
年
齢

級
に
依
る
死
亡
者

患
者
百
中

死

者

男
女
計

各
年
齢
級
に
属
す
る

患

者

男

百

中

女

各
年
齢
級
に
属
す
る

死

者

男

百

中

女



第
五
表
甲

流
行
性
感
冒
月
別
患
死
者
表
大
正
七
、
八
年
流
行
）

大

正

七

年

大

正

八

年

十

月

十

一

月

十

二

月

計

一

月

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

市
部

患
死
者
数

郡
部計

市
部

患
者
百
に

対
す
る
死

者

郡
部計

市
部

計
百
に
対

す
る
各
月

患

死

者

郡
部計

大

正

八

年

二

月

三

月

四

月

五

月

六

月

計

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

備

本
表
は
左
記
二
十
県
に
於
け
る
事
実
の
総
計
な
り
。

京
都
、
兵
庫
、
新
潟
、
群
馬
、
三
重
、
愛
知
、
静
岡
、
滋
賀
、
岐
阜
、
宮
城
、
山
形
、
福
井
、
富
山
、
島
根
、
広
島
、
和
歌
山
、
愛

、
高
知
、
佐
賀
、
鹿
児
島
。



第
五
表
乙

流
行
性
感
冒
月
別
患
死
者
表
大
正
八
、
九
年
流
行
）

大

正

八

年

大

正

九

年

十

月

十

一

月

十

二

月

計

一

月

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

市
部

患
死
者
数

郡
部計

市
部

患
者
百
に

対
す
る
死

者

郡
部計

市
部

計
百
に
対

す
る
各
月

患

死

者

郡
部計

大

正

九

年

二

月

三

月

四

月

五

月

六

月

計

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

患

者

死

者

備

本
表
甲
に
同
じ
。





第
六
表

原
因
（
大
分
類
）
に
依
り
分
ち
た
る
死
亡
大
正
六
年
及
同
七
年

人
口
千
に
付
各
種
死
亡

そ
の
一

道
庁
及

府

県

伝

染

性

病

及

全

身

病

神

経

系

疾

患

血

行

器

の

疾

患

呼

吸

器

の

疾

患

消

化

器

の

疾

患

泌

尿

器

及

生

殖

器

の

疾

患

娠

及

産

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

北

海

道

東

京

京

都

大

阪

神

奈

川

兵

庫

長

崎

新

潟

埼

玉

群

馬

千

葉

茨

城

栃

木

奈

良

三

重

愛

知

静

岡

山

梨

滋

賀

岐

阜

長

野

宮

城

福

島

岩

手



青

森

山

形

秋

田

福

井

石

川

富

山

鳥

取

島

根

岡

山

広

島

山

口

和

歌

山

徳

島

香

川

愛高

知

福

岡

大

分

佐

賀

熊

本

宮

崎

鹿

児

島

沖

縄

合

計

六
年
と
七
年
に

比
し
増
△
減



第
六
表

そ
の
二

道
庁
及

府

県

皮

膚

及

運

動

器

の

疾

患

畸

形

及

幼

年

老

年

外
因
に
依
る
死

不
明
の
診
断
及

不

詳

の

原

因

合

計

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

六

年

七

年

北

海

道

東

京

京

都

大

阪

神

奈

川

兵

庫

長

崎

新

潟

埼

玉

群

馬

千

葉

茨

城

栃

木

奈

良

三

重

愛

知

静

岡

山

梨

滋

賀

岐

阜

長

野

宮

城

福

島

岩

手



青

森

山

形

秋

田

福

井

石

川

富

山

鳥

取

島

根

岡

山

広

島

山

口

和

歌

山

徳

島

香

川

愛高

知

福

岡

大

分

佐

賀

熊

本

宮

崎

鹿

児

島

沖

縄

合

計

六
年
と
七
年
に

比
し
増
△
減

△

△



第
七
表

累
年
呼
吸
器
系
疾
患
死
亡
比
較

自
明
治
四
十
二
年

至
大
正

七

年

病

類

明

治

四
十
二
年

同

四
十
三
年

同

四
十
四
年

大

正

元

年

同
二
年

同
三
年

同
四
年

同
五
年

同
六
年

同
七
年

実

数

流
行
性
感
冒

人
口
千
に
対
す
る
比
例

〃

肺

結

核

〃〃

急
性
気
管
支
炎

〃〃

慢
性
気
管
支
炎

〃〃

肺

炎

及

気
管
支
肺
炎

〃〃

其
他
の
呼
吸
器

の

疾

患

〃〃

計

〃

統
計
年
鑑
に
拠
る
。





第
八
表

大
正
八
、
九
年
流
行
時
に
於
け
る
職
業
別
患
死
者
全
国
）

各
府
県
に
於
け
る
適
当
な
る
市
又
は
町

村
等
を
選
び
た
る
流
感
患
死
者
職
業
別

患

者

死

者

職

業

総
患
者
百

中
職
業
別

患

者

総
死
亡
者

百
中
職
業

別
死
亡
者

患
者
百
中

各
職
業
別

に

依

る

死

亡

者

有
業
者

無
業
家
族

計

有
業
者

無

業

家

族

計

農

業
、

牧

畜
、

養

蚕

等

林

業

及

狩

猟

漁

業

及

製

塩

鉱

業

及

冶

金

業

土

石

類

の

採

取

及

製

造

金

属

に

関

す

る

製

造

機

械

機

具

製

造

の

一

同

二

化

学

的

製

品

及

類

似

の

製

造

綿

及

糸

類

製

造

織

物
、

編

物

類

製

造

並

染

晒

業

等

紙

及

紙

製

品

製

造

皮

革

及

皮

革

製

品

及

護

謨

製

造

木

竹

類

に

関

す

る

製

造

水

産

物

製

造



飲

食

料

品

及

嗜

好

品

製

造

被

服

及

身

廻

品

製

造

洗

濯

熨

斗

等

土

木

建

築

業

銅
版
、
石
版
、
木
版
等
の
彫
刻
印
刷
及
写
真
業

其

の

他

の

工

業

物

品

商

売

買

媒

介

業

金

融

及

保

険

業

物
品
賃
貸
業
倉
庫
業
其
他
の
物
品
預
り
業
人
事
乃
其
の
他
の
周
旋
業

旅
人
宿
及
下
宿
業
飲
食
店
業
遊
戯
場
興
業
営
業
場
浴
場
等
に
関
す
る
業

商
業
に
し
て

自
二
十
一

至
二
十
五

に
編
入
せ
ざ
る
も
の

交

通

業

現

役

陸

軍

及

海

軍

宮
廷
国
及
公
共
団
体
の
職
務
を
帯
ぶ
る
者
並
雇
傭
員

自

由

業

技
芸
に
従
事
す
る
者
及
娯
楽
に
関
す
る
職
業
に
従
事
す
る
者

其
の
他
の
有
業
者
及
無
業
者
に
し
て
職
業
の
申
告
詳
か
な
ら
ざ
る
者

無

職

業

及

職

業

を

申

告

せ

ざ

る

者

合

計



解
説

西
村
秀
一

内
務
省
衛
生
局
編
『
流
行
性
感
冒
』
は
、
一
九
一
八
に
始
ま
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
大
流
行
（
俗
称

S
p
a
n
ish in

fl
u
en
za

）
の
日
本
で
の
流
行
に
関
し
、
当
時
の
中
央
行
政
の
公
衆
衛
生
担
当
部
局
が
編
纂
し
た
唯
一
の

報
告
書
で
あ
る
。
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
後
世
、
俗
に
「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
流

行
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
臨
床
像
、
被
害
の
よ
う
す
、
中
央
と
各
地
の
対
策
と
い
っ
た
流
行
の
全
体
像
を
知
る

上
で
の
第
一
級
の
二
次
資
料
で
も
あ
る
。
そ
し
て
本
書
は
、
そ
れ
を
二
一
世
紀
の
今
日
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
も
の
で
あ

る
。は

じ
め
に

『
流
行
性
感
冒
』
の
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
現
代
で
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
引
き
起
こ
す
急
性
の
呼
吸
器
系
感
染
症
」
と
定

義
さ
れ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
昔
の
人
び
と
も
、
経
験
的
に
こ
の
病
気
を
理
解
し
て
い
た
。
冬

に
な
る
と
強
い
伝
染
力
で
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
る
病
気
で
、
急
な
発
熱
と
倦
怠
感
、
そ
し
て
咳
な
ど
の
呼
吸
器
系
の

症
状
が
出
て
、
と
き
に
全
身
の
筋
肉
痛
や
関
節
痛
ま
で
起
き
る
も
の
の
、
多
く
は
何
日
か
経
つ
と
完
全
に
元
ど
お
り
に

治
っ
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
病
気
に
昔
の
人
び
と
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
名
を
つ
け
た
、
と
い
う
表
現
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の
ほ
う
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
病
気
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
は
西
欧
を
中
心
と
し
た
い
く
つ
も
の
教
科
書
的
な
総
説
が
あ
る
。
一
方
、

わ
が
国
の
も
の
で
は
、
明
治
四
四
年
に
富
士
川
游
が
著
し
た
『
日
本
疾

1
病
史
』（
東
洋
文
庫
一
三
三
巻
収
載
）
の
中
の
、

「
流
行
性
感
冒
」
の
章
が
傑
出
し
て
お
り
、
本
報
告
書
第
一
章
に
も
大
き
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
見
れ
ば
わ
か

る
が
、
こ
の
病
気
は
わ
が
国
で
は
す
で
に
九
世
紀
、
平
安
朝
の
古
き
か
ら
、
外
国
で
は
一
四
世
紀
か
ら
そ
れ
ら
し
き
流

行
の
記
録
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
降
も
頻
繁
に
流
行
を
繰
り
返
し
、
わ
れ
わ
れ
が
暮
ら
す
現
代
に
ま
で
続
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
中
で
よ
く
史
上
最
悪
と
表
現
さ
れ
る
も
の
が
、
一
九
一
八
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
の
世
界
的
大
流
行
で

あ
る
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
全
世
界
で
死
者
何
千
万
人
と
い
う
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
世
界
的
に

は
「
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
関
す
る
文
献
や
著

作
は
、
欧
米
で
は
流
行
当
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
非
常
に
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
当
時
の
ま
と

ま
っ
た
記
録
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
本
報
告
書
が
一
番
の
も
の
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
報
告
書
の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
で
の
こ
の
流
行
に
よ
る
死
者
は
三
八
万
五
千
人
で
あ
る

（
さ
ら
に
他
の
研
究
で
は
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る
と
す
る
向
き
も
あ
る
）。
だ
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

た
わ
り
に
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
歴
史
上
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
弱
く
見
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
だ
け
で
は
な
い

世
界
的
傾
向
で
あ
り
、
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
長
い
間
「
忘
れ
ら
れ
た
」
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
わ
ず
か
三
年
後
に
起

き
た
関
東
大
震
災
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
約
一
四
万
人
と
さ
れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
犠
牲
者
と
く
ら
べ
て

は
る
か
に
数
は
少
な
い
の
だ
が
、
誰
で
も
知
っ
て
お
り
、
災
害
の
典
型
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
人
び
と
の
記
憶
に
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
何
か
。
時
代
背
景
を

え
る
に
、
ふ
た
つ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ひ
と
つ
は
、
こ
の
パ
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ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、
ち
ょ
う
ど
第
一
次
世
界
大
戦
の
と
き
に
起
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
当
時
の
新
聞
報
道
を
見
る
と
よ

く
わ
か
る
の
だ
が
、
日
本
の
人
び
と
の
目
も
、
遠
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
場
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
当

時
の
疾
病
事
情
で
あ
る
。
本
報
告
書
収
載
の
統
計
資
料
を
見
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
明
治
年
間
か
ら
大
正
年
間
、
流
行
性

感
冒
以
外
の
呼
吸
器
系
疾
患
で
亡
く
な
る
人
が
、
毎
年
極
め
て
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
一
八
年
、
確
か
に
流

行
性
感
冒
に
よ
る
死
者
は
例
年
の
一
八
か
ら
三
〇
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
も
の
の
、
呼
吸
器
系
疾
患
全
体
の
死
亡
者
数
は
、

ベ
ー
ス
が
も
と
も
と
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
通
常
の
年
の
二
倍
に
過
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
全
体
が
そ
の
程
度
の
増

加
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
者
の
増
加
も
そ
れ
ら
に
埋
没
し
、
あ
ま
り
人
び
と
の
印
象
に
は
残
ら
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
時
代
を
背
景
と
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
忘
れ
ら
れ
て
い
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
、
近
年
に
わ
か
に
顧
み
ら
れ
始
め
て
い
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
犠
牲
者
が
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
散
発
的
だ
が
出
現
し
て
い
る
事
態
を
受
け
、
新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
出
現
の
懸
念

が
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
九
〇
年
前
の
わ
が
国
で
の
出
来
事
が
、
今
日
的
意
味
を
持
ち
始
め

て
い
る
。

本
書
の
魅
力
と
読
み
ど
こ
ろ
に
つ
い
て

『
流
行
性
感
冒
』
は
、
報
告
書
の
形
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
単
に
本
邦
で
の
流
行
の
拡
が
り
の
疫
学
的
資
料
、
流
行

被
害
の
羅
列
で
は
な
い
。
背
景
と
な
る
そ
れ
以
前
の
流
行
や
各
国
で
の
経
過
、
そ
し
て
当
時
の
世
界
の
科
学
者
の

え

方
を
も
包
含
し
つ
つ
、
た
と
え
ば
病
原
体
論
争
へ
の
か
か
わ
り
方
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
局
面
で
偏
り
の
な

い
判
断
を
試
み
よ
う
と
す
る
真

な
科
学
的
姿
勢
が
随
所
に
見
ら
れ
る
、
ま
た
引
用
文
献
の
し
っ
か
り
し
た
学
術
書
で
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も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
有
効
な
武
器
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
、
そ
れ
で
も
こ
の
流
行
の
拡
が
り
を
少
し

で
も
食
い
止
め
よ
う
と
、
そ
の
持
て
る
資
源
と
英
知
で
こ
の
流
行
に
立
ち
向
か
っ
た
当
時
の
人
び
と
の
軌
跡
を
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
好
書
で
も
あ
る
。

情
報
過
多
の
た
め
に
極
端
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
な
現
代
人
に
は
、
あ
の
当
時
の
よ
う
な
、
た
と
え
ば
人
の
密

集
を
避
け
る
と
い
っ
た
感
染
予
防
の
基
本
と
か
、
学
校
対
策
と
か
官
民
挙
げ
て
の
弱
者
救
済
、
あ
る
い
は
、
た
と
え
結

果
的
に
は
効
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
に
せ
よ
大
々
的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
、
常
識
的
普
遍

的
な
戦
い
方
は
、
古
め
か
し
い
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
新
鮮
な
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
変

わ
る
こ
と
の
な
い
守
る
べ
き
基
本
が
こ
こ
に
あ
る
。
あ
の
こ
ろ
か
ら
も
う
一
世
紀
も
た
と
う
と
し
て
い
る
今
、
わ
れ
わ

れ
は
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
進
歩
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
本
当
の
と
こ
ろ
、
み
な
が
熱
心
で
基
本
に
忠
実
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
県
や
地
域
に
よ
る
温
度
差
と
い
っ
た
も
の
も
見
ど
こ
ろ
で
は
あ
る
。
そ
の
違
い
が
い
っ
た
い

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
今
後
大
い
に
研
究
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
中
央
と
地
方
と
の
関
係
も
、
た
と
え
ば
、
衛
生

局
と
県
知
事
と
の
予
算
が
ら
み
の
や
り
と
り
な
ど
、
現
代
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
面
白
い
。

臨
床
に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
代
の
よ
う
に
進
ん
だ
理
工
学
機
器
な
ど
が
な
か
っ
た
時
代
、
医
師
は
五
感
を
フ
ル
に
活

用
し
た
診
断
を
行
っ
て
い
る
。
電
子
機
器
や
検
査
に
頼
り
き
っ
た
よ
う
な
現
代
の
医
師
は
、
む
し
ろ
当
時
の
医
師
に
学

ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
知
識
で
は
仕
方
な
い
が
、
治
療
法
に
関
し
て
は
、

た
し
か
に
、
今
に
し
て
み
れ
ば
、「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
の
か
」
と
驚
く
こ
と
も
多
い
。
第
六
章
第
二
節
は
、

病
理
所
見
の
す
ば
ら
し
い
総
説
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
病
理
像
所
見
を
と
り
病
像
を
推
し
量
っ
て
い
く
か
な
ど
、

当
時
も
今
も
基
本
は
同
じ
で
あ
り
、
当
時
と
ら
れ
た
所
見
は
こ
の
と
き
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
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で
あ
る
。
た
だ
、
日
本
の
症
例
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
臨
床
報
告
と
い
う
意
味
で
は
不
足
気
味
な
の
で
、
さ
ら
な
る
学

習
を
望
む
読
者
の
た
め
に
、
ひ
と
つ
、
本
報
告
書
で
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
別
資
料
を
紹
介
し
て

2
お
く
。

本
報
告
書
は
、
原
因
病
原
体
の
追
求
と
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
相
当
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は

驚
く
ほ
ど
の
冷
静
な

察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
言
え
ば
、
当
時
の
ワ
ク
チ
ン
は
細
菌
を
原
料
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
病
像
を
純
粋
な
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
と
見
れ
ば
、
的
を
は
ず
し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。

だ
が
、
こ
の
と
き
の
犠
牲
者
に
は
、
細
菌
の
二
次
感
染
を
か
ぶ
っ
た
患
者
も
相
当
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
と

え
て
い
た
人
た
ち
が
い
た
と
す
れ
ば
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
も
な
い
。
ま
た
、
最
近
は
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
等
に
よ
る
細
菌
感
染
の
予
防
が
臨
床
の
現
場
で
注
目
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
と

き
に
使
わ
れ
た
死
菌
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
副
作
用
の
デ
ー
タ
は
、
予
断
を
持
っ
て
捨
て
る
に
は
惜
し
い
気
が
す
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
で
も
そ
れ
は
個
々
の
ス
タ
デ
ィ
が
き
ち
ん
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
な
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
よ
る
。
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
の
取
捨
選
択
は
必
要
で
あ
る
。

大
正
版
積
極
的
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
防
疫
活
動

当
時
、
衛
生
局
は
組
織
上
内
務
省
に
お
か
れ
て
お
り
、
同
じ
く
内
務
省
が
管
轄
す
る
警
察
署
と
の
協
力
関
係
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
各
地
で
警
察
官
吏
が
防
疫
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
よ
う
す
が
書
か
れ
て
あ
る
。
さ
ら
に
当
時
の
新
聞

を
見
る
と
、
駐
在
所
の
巡
査
が
所
轄
地
区
の
流
行
状
況
に
つ
い
て
頻
繁
に
町
の
警
察
本
部
に
電
話
あ
る
い
は
電
報
連
絡

を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
現
代
で
言
え
ば
、
特
定
の
感
染
症
に
絞
っ
て
監
視
を
行
う
、
症
候
群
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
と
い
う
や
り
方
に
相
当
す
る
。
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内
務
省
衛
生
局
長
か
ら
地
方
長
官
（
東
京
は
警
視
総
監
と
あ
り
、
た
ぶ
ん
地
方
の
警
察
署
長
の
こ
と
か
と
思
わ
れ

る
）
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
要
請
し
、
ま
た
命
令
と
し
て
報
告
を
求
め
て
い
る
。
流
行
の
極
期
に
は
毎
日
書
面

報
告
が
求
め
ら
れ
、
電
報
で
で
き
る
だ
け
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
と
り
ま
と
め
る
シ
ス
テ
ム
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
こ
の
本
の
統
計
資
料
の
も
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
統
計
表
に
あ
る
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
数
字
も
、
そ
れ
を
得
る
た
め
に
ど
れ
だ
け
現
場
の
努
力
が
あ
っ
た
か
を
思
う
と
、
決
し
て
無
味
な
も
の
で
は
な
く

な
る
。
現
代
で
あ
れ
ば
定
め
し
特
定
の
医
療
機
関
か
ら
の
電
子
的
情
報
収
集
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
ひ
と
り
の

巡
査
の
守
備
範
囲
と
報
告
頻
度
か
ら

え
れ
ば
、
そ
う
し
た
も
の
よ
り
も
、
あ
の
時
代
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
ほ
う
が

ず
っ
と
き
め
細
か
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

『
流
行
性
感
冒
』
の
謎

い
っ
た
い
誰
が
書
い
た
の
か

こ
の
本
の
大
き
な
謎
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
っ
た
い
こ
れ
は
誰
が
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
内
務
省
衛
生

局
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
実
際
に
誰
が
こ
の
膨
大
な
報
告
書
の
作
成
に
携
わ
っ
た
の
か
、
当
時
の
人
の
も
の
す
ご
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
通
し
て
読
ん
で
わ
か
る
こ
と
は
、
当
時
の
人
た
ち
は
、
相
当
の
知
的
体
力
と
科

学
的
セ
ン
ス
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ジ
ェ
ッ
ト
機
も
国
際
電
話
も
コ
ピ
ー
機
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
か
っ
た
当
時
、
今
で
も
目
を
み
は
る
ほ
ど
の
情
報

収
集
力
で
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
情
報
を
も
集
め
、
き
ち
ん
と
整
理
し
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

そ
の
上
で
自
分
た
ち
の
見
方
を
持
っ
て
い
る
。
第
六
章
の
緒
言
な
ど
は
思
わ
ず
背
筋
が
伸
び
る
思
い
が
し
、
解
説
者
に

は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
が
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
た
ち
で
、
ど
ん
な
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
な
の
か
非
常
に
興
味
深
い
も
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の
が
あ
る
。

こ
の
本
に
は
個
人
名
が
出
て
く
る
場
所
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
が
、
手
が
か
り
と
し
て
は
、
第
四
章
第
二
節
に
衛

生
局
長
と
し
て
「
潮
」
と
い
う
名
が
出
て
く
る
こ
と
や
、
大
正
九
年
に
防
疫
官
兼
内
務
技
師
の
加
藤
源
三
と
い
う
人
物

を
英
国
と
米
国
へ
、
そ
し
て
氏
原
佐
蔵
と
い
う
人
物
を
国
際
会
議
へ
の
出
席
も
兼
ね
て
欧
州
へ
派
遣
し
た
と
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
臨
時
嘱
託
と
し
て
慶
応
大
学
の
教
授
と
伝
染
病
研
究
所
と
北
里
研
究
所
の
職
員
四
人
の
名
を
挙
げ
、
彼
ら
に

常
勤
職
員
に
協
力
し
て
内
外
各
種
文
献
調
査
に
あ
た
ら
せ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
海
外
視
察
の
成
果
と
し
て
流
行
性
予

防
要
綱
な
る
も
の
が
つ
く
ら
れ
た
と
も
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
部
は
、
彼
ら
の
手
に
よ
る
国
際
会
議
や
集
め
た
文
献
の

ま
と
め
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
流
行
性
感
冒
』
の
限
界
に
つ
い
て

１

統
計
の
不
備

先
に
述
べ
た
通
り
、
こ
こ
に
出
て
く
る
各
地
の
統
計
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
数
値
は
、
各
地
の
警
察
署
が
集
め
た
情

報
で
あ
る
。
実
際
に
駐
在
所
の
巡
査
が
所
轄
の
部
落
を
ま
わ
っ
て
集
め
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
医
師
へ
の
聞

き
取
り
の
結
果
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
症
例
定
義
が
き
ち
ん
と
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
診
断
の
正
確
性
に

も
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
地
域
で
大
流
行
し
、
同
じ
よ
う
な
病
気
の
人
た
ち
が
各

家
庭
の
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
そ
れ
が
こ
の
と
き
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
以
前
の
も
の
と
く

ら
べ
て
相
当
症
状
の
重
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
素
人
で
も
そ
う
間
違
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
、
ま
し
て
や

死
亡
と
な
る
と
巡
査
と
い
え
ど
も
そ
う
雑
な
誤
り
は
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
統
計
に
ど
こ
ま
で
の
厳
密
性
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を
求
め
る
か
で
あ
る
。

た
だ
、
実
際
問
題
、
巻
末
第
八
章
の
統
計
表
の
部
分
で
、
一
部
記
載
が
な
か
っ
た
り
、
途
中
か
ら
記
載
が
な
い
県
な

ど
が
見
受
け
ら
れ
た
り
、
完
結
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
ま
た
表
も
手
作
り
な
た
め
単
純
な
書
き

違
い
な
い
し
は
計
算
ミ
ス
も
散
見
さ
れ
る
（
本
書
で
は
、
そ
れ
ら
は
可
能
な
限
り
修
正
を
加
え
て
あ
る
）。
た
だ
、
そ

う
し
た
欠
陥
も
余
り
あ
る
ほ
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
、
第
八
章
を
は
じ
め
と
し
て
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
そ
れ
を
宝

石
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
か
否
か
は
、
読
み
手
次
第
で
あ
る
。

２

軍
隊
で
の
流
行

当
時
、
軍
隊
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
多
く
の
患
者
や
死
者
が
出
て
い
る
こ
と
を
、
各
地
の
新
聞
が
報
じ
て
い
る
。

だ
が
、『
流
行
性
感
冒
』
で
は
、
日
本
軍
隊
で
の
流
行
に
関
す
る
記
述
は
極
端
に
少
な
い
。
あ
る
の
は
、
日
本
で
の
流

行
に
先
駆
け
て
、
大
正
七
年
五
月
上
旬
に
南
方
か
ら
横
須
賀
に
帰
港
し
た
一
隻
の
軍
艦
に
二
五
〇
名
の
流
行
性
感
冒
の

患
者
が
発
生
し
て
い
た
と
い
う
第
四
章
第
一
節
冒
頭
の
記
述
と
、
第
五
章
第
二
節
に
収
め
ら
れ
た
海
軍
省
着
電
の
海
外

情
報
、
第
一
章
第
一
節
の
最
後
に
あ
る
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
中
の
陸
軍
と
海
軍
に
お
け
る
被
害
の
よ
う
す
に
つ
い
て
の
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
在
住
領
事
か
ら
の
極
め
て
短
い
報
告
、
あ
と
は
新
兵
に
予
防
接
種
を
し
た
と
い
う
記
述
く
ら
い
で
あ

る
。た

ぶ
ん
想
像
す
る
に
、
内
務
省
の
力
の
及
ば
な
い
軍
事
機
密
に
属
す
る
情
報
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

軍
隊
で
の
流
行
に
関
す
る
統
計
資
料
は
ま
っ
た
く
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
軍
隊
内
部
で
の
流
行
の
よ
う
す
も
ま
っ
た
く

書
か
れ
て
い
な
い
。
第
八
章
の
第
八
表
に
は
、
職
業
別
の
罹
患
者
と
死
亡
者
の
統
計
が
あ
り
、
そ
の
二
八
番
目
に
現
役

陸
軍
お
よ
び
海
軍
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
罹
患
者
、
死
亡
者
数
と
も
に
極
端
に
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
信
頼
性
を
欠
く
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デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、
信
頼
性
の
あ
る
統
計
資
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
は
さ
し
ず
め
海
軍
省
海
軍
大
臣
官

房
編
の
『
海
軍
省
年
報
』
と
陸
軍
省
陸
軍
大
臣
官
房
編
の
『
陸
軍
省
統
計
年
報

衛
生
ノ
部
』
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。

軍
隊
に
お
け
る
流
行
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
速
水
融
氏
の

3
著
書
に
詳
し
い
。
な
お
、
最
近
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

で
、
旧
東
京
第
一
衛
戍
病
院
等
に
当
時
こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
入
院
し
た
若
い
兵
士
の
カ
ル
テ
（
大
正
七
年
、
病
床

日
誌
目
録
）
等
、
約
六
五
〇
人
分
の
カ
ル
テ
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
旧
陸
軍
の
治
療
現
場
の
よ
う
す
を
知
る
上

で
貴
重
な
一
次
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

省
略
さ
れ
た
第
七
章
に
つ
い
て

本
文
庫
で
は
『
流
行
性
感
冒
』
収
載
に
あ
た
り
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
残
念
な
が
ら
第
七
章
「
英
吉
利
及
北
米
合
衆

国
に
於
け
る
流
行
状
況
並
予
防
方
法
の
概
要
（
加
藤
防
疫
官
復
命
書
）」
は
省
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も
ど

こ
か
を
省
か
ざ
る
を
得
な
い
と
す
れ
ば
、
本
文
庫
の
性
格
上
、
や
は
り
日
本
以
外
の
詳
細
な
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
の
記

述
や
資
料
に
関
し
て
は
、
他
の
資
料
や
出
版
物
が
世
に
豊
富
に
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
か
ら
も
た
ど
り
つ
け
る
可
能
性
が

大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
章
は
、
英
国
な
ら
び
に
米
国
に
派
遣
さ
れ
た
加
藤
防
疫
官
が
現
地
で
入
手
し
ま
と
め
た
、
膨
大
な
報
告
書
の
部

分
で
、
か
の
地
で
の
流
行
の
把
握
の
仕
方
や
対
策
を
日
本
の
た
め
に
必
死
に
学
び
取
ろ
う
と
す
る
真

な
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
そ
う
な
部
分
で
あ
る
。

第
一
節
の
第
一
項
と
第
三
項
で
は
、
英
国
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
駐
留
軍
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
各
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都
市
、
市
町
村
に
お
け
る
流
行
状
況
が
、
多
数
の
詳
細
な
統
計
資
料
表
と
一
二
も
の
手
描
き
グ
ラ
フ
と
と
も
に
、
ま
た

第
二
項
で
は
、
当
時
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
観
察
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
ど
の
よ
う
な
予
防
法
が
試
み
ら
れ
た
か
が

書
か
れ
て
い
る
。
第
二
節
で
は
、
全
米
各
州
の
主
要
都
市
で
の
流
行
に
関
す
る
統
計
が
、
四
つ
の
手
描
き
グ
ラ
フ
と
多

数
の
表
と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
米
国
の
予
防
の
た
め
の
施
策
や
制
度
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
で
実
際
に
使
わ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
も
あ
る
。
原
書
の
各
頁
を
電
子
的
に
ス
キ
ャ
ン
し
た
像
が
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
さ
れ
て

4
い
る
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
、
そ
ち
ら
に
あ
た
っ
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に

本
書
は
、
近
代
史
資
料
と
し
て
の
価
値
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
解
説
者
の
よ
う
な
感
染
症
関
連
の
仕
事
を
す
る
者
に
と

っ
て
の
実
用
的
価
値
も
大
き
い
。
大
規
模
な
感
染
症
の
流
行
、
と
り
わ
け
近
年
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
新
た
な
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
示
唆
深
い
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、

単
な
る
懐
古
的
骨
董
趣
味
的
な
使
い
方
を
超
え
た
、「
使
え
る
」
資
料
で
あ
る
。

出
版
か
ら
九
〇
年
、『
流
行
性
感
冒
』
は
、
現
在
日
本
に
何
冊
残
っ
て
い
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
お

り
、
長
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
か
わ
っ
て
い
る
解
説
者
も
含
め
た
ほ
と
ん
ど
の
人
に
と
っ
て
、
実
際
に
手
に
と
っ
て

読
む
こ
と
の
で
き
な
い
幻
の
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
今
か
ら
四
年
前
、
解
説
者
は
知
人
か
ら
古
書
店
に
こ
の
本
が
売
り
物
と
し
て
出
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、

幸
い
に
も
そ
れ
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
と
き
、
こ
れ
を
現
代
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
強
い
思
い

が
生
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。
数
々
の
貴
重
な
古
典
を
収
載
し
て
い
る
本
文
庫
に
収
載
を
お
願
い
し
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
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そ
れ
が
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
心
か
ら
嬉
し
く
思
う
。
収
載
を
決
断
さ
れ
、
実
際
に
本
書
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い

出
来
栄
え
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た

凡
社
の
東
洋
文
庫
編
集
部
、
直
井
祐
二
氏
に
深
謝
し
た
い
。
こ
れ
で
こ
の
貴
重

な
資
料
を
、
わ
れ
わ
れ
の
世
代
で
絶
や
す
こ
と
な
く
将
来
の
世
代
に
手
渡
す
準
備
は
で
き
た
。

二
〇
〇
八
年
八
月
記
す

１

富
士
川
游
『
日
本
疾
病
史
』、

凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
九
年
。

２

稲
田
龍
吉
「

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ノ
臨
床
的
事
項
」、『
日
本
内
科
学
会
雑
誌
』
八
、
四
七
一
｜
五
五
六
ペ
ー
ジ
、
一
九

二
〇
年
。

３

速
水
融
『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。

４

『
流
行
性
感
冒
』、
一
九
二
二
年
三
月
、
内
務
省
衛
生
局
。
国
立
保
健
医
療
科
学
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
貴
重
統
計
書
№
73

資
料
Ｉ
Ｄ10008882

。

（
に
し
む
ら

ひ
で
か
ず
／
ウ
イ
ル
ス
学
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